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泡^ 仝鑤 第五お  一一 


白が ねの やうに ぎく， ぼえ たき 月 を あたまから 外して、 ただ 向 

ふへ 對 する i のい いから 景氣を 見せた に 過ぎなかった。  ，c 

IT. 僕 はしき します』 と、 何げ ない ふり をして ii れた. か、 iihh 

聲が管 身の 耳に f て來 る。 そしてし. とば 口から 込み合つ てる 中 を インバネスの 形 

押し分けて ¥fl 入り、 ふらつ くから だ を 釣り革に ぶらさがらせながら も、 

望が 身 を 切る やうに f 渡った ので ある。 『I！ おれ だッ てままい つらに 通に される.^ ど f 

れて ゃァし はへ！! ひ、 、 . つ -き では、 向 4 にも 何 か 話したい ことがあ ると 云 ふので、 それ ぢァ 

けさ 共同 法律事務所 〈 力 力つ す sas て： S  ^  ^K.  > 

と、 午後の i を S して 築地の I 料理屋へ 行く こと^した の^。， りと ころで 飛び下り、 それから 少 

電車が 築 地椅を渡 つてから 間もなく 本願 寺 前の 方へ 曲がる そ？ のと ころて 飛び 

し， K いた。 すると • 横の 暗い かけから 突然 出て 来て、 


み  ^  ぢょ 

さんです か？』 かの 女 は そとから ま はして かの かよ の 長い g 銜ぎ けて ねる。 

『おう • 稻 子さん！ 今來 ました か？」 

『いいえ _ 』 何だか 不平 さうな 返事で あつたの を 見る と、 大分 時 問 前から 來てゐ たらしい 0 

r  」 ^きながら だが、 『だいぶん 前から？」 

『ええ。』 

ぼう 

『あんな^い ところで 立ちん坊 をして？ 一 

r さう ぢゃァ ない のよ o』 からだ を 横に ひねった 勢 ひが 兩の袖 を もそッ ちへ はねた。 大分 氣^， I が とれて 

ると ：：：^ えた。 

「ぢ ゃァ、 どうして ゐ ました？』 

『  』 M を いて、 『ちょ ッ とお^ち 申して， 0 まし JM の o」 

「待ち遠しかった でしよう』 と、 ？ j を!： かして 見た。 

「でも、 通る 人が みんな あなた ぢゃァ な いんです もゥ！ J 

『  』 自分 は 力の 女の 哀れ ッ ぼい 様子 を 今少しから かって 貝る つもりで、 『若し その i に 俊が 來 c 

ゐ たら どうです、 いつまでも 僕を獨 りで 待ち ぼけさせた のでしょう？』 

「あたし だッ て. I そり ゃァ、 ちゃんと 當 つて 置いた、 わ。 まだ 來 ていら ッ しゃいません と 云 ふから、 


s$  ^五卷  I 

そこでお 待ちした の。』 

『さきへ 這 入って たら， よかった のに OJ 

『1 かし かったんです もの！』 

X な 

『5?- かしけ り ゃァ、 ふたりで も 同じです よ。』 

『ぢゃ ァ* あたし 11 』 と 云って、 かの は 丁度 這 人るべき 家の 四角い がらす 位の 巾に 光る W 氣のも 

とに 文ち どまった。 

『  n 自分 は來た 以上 はと 云 はぬ ばかりに^ ッ 直ぐに さきに 這 入った が、 ついて 來な いので 力.^ 

！ 5^ に ふり 向き、 命令す る やうに、 『さァ — 』  か 

『いらっしゃい』 と 云 ふ 女中 どもに、 こちら も 成るべく 顔を兒 せたくない ので、 ゎざと^^"を化せて 

自分の 靴 をぬ いだが、 その 時ち ょッ とかの.^ の 顔 を 見る と、 見ッ ともない ほど 赤くな つて ゐ た。 

で、 こちらだけでもぅぶ氣に0^^れまぃと取り澄まして、 度々 兒 知って る 女中の 5^ 内す る ままに 

二階へ 登って 行った。 

『た ッヒ 二人 11 而も 男と 女と II をこんな廣ぃところへ案内するとは氣が^^かなぃとは^ひなカら 

1 つの へ 這 入って 行ぐ と、 先客が 叫 名ば かりあって、 兒 ると， こちらが"： 人に なって る 營業停 

止 中の 銀行に 關 係の ある もの 等であった。 


『お 力た も 來てゐ るの か？』 斯う 云って、 直ちに そこ を 逃げ る やう に 出た が、 どうもば つが 惡 かつ 

た。 

ご れん S う 

『ぁグ-御^^.=.ちゃァ：>らっしゃらなぃのですか？どぅも濟みません0』女巾もまご付ぃてろので、 

が 不足して ゐ るの ぢゃァ ないかと 思 はれた。 何 ゆない ふりで、 

『こちら は 二人 ッ 切り だが、 ね、 どこでも 明いて る 部! が あれば —— 』 

『，？^しまづレところですょ』 と 云って 案內 された の は、 下の すみなる 三璺 敷であった。 

三尺の 入り n と 並んで、 三尺の 床の M が淺く 取って あるが、 それに 相 する 方が 庭 向きの 窓 障子で 

左右 は だ。 お A けに、 そのな かへ、 入り口が 明いた 時に なかが ぐ えない：^ めに、 二枚折りの 屏 

風が 立てて ある。 却ってい い 場所 だと 思った が、 さう は兒 せないで、 女中の is て來 たが is の 上へ 

先づ 洋服の 腰 を あぐらに お ろし * 女 を 見上げながら- 

『如何にも まづ いところ です • ね。』 

«- よ  V せう 

=  』 かの，^«^はただ中しゎけらしぃ微笑を浮べて床の^1の前に立ってゐたが- それに 氣 がつ いて 

,  ラ しろ 

風の 前へ 來て、 それに 後 を 向けて 坐 わった。 女中 は 二人の ii へ ili びかり に 光った 一 閑： 成りの ちゃぶ 

襄を^ ゑ、 そのお もて を 拭きながら * 

『どうも、 ただ今， あいにく • ど/ J も 塞がった ところで — すみ ませし。』 


泡 鳴 仝 菜 ^五^  六 

「まァ * いつも 御 繁昌で 結構です。 J 

r おかげさまで、 ね。』 

注文 を聽き 取って 女中が 引き さがった あとまで も • 女 は その 赤い iCT が おらなかった。 そしてき ちゃ， 

わら 

うめんに 兩手を 膝の 上に © き、 考へ 込んで る やうに 苦笑 ひば かりして ゐた。 

『どラ しました、 ^子さん？』 

，*9 てん  か し 

『え、 え」 と • カ點を 第二の えに 附 けて 小く びを倾 けたが、 それがなほると矢プ！^り^!"?へ込んでる。 

き やう だい 中で 一 ^ の 美人に 育つ だら うと 思へ たこ ちらの 見當が 外れなかった だけ、 さすがに、 いつ 

も 見る度に 可愛 味の ある 女よりも 寧ろ 上品な 女に 兒 える。 細く  すぢが 通って、 どッ ちかと 云 へば： 

い 顔 だ。 

『「ええ」 では』 と、 首の かしゅ 方 を 少し 腐 似して、 『分らない ぢゃァ ありま せんか？』 

『でも、 あんなと ころへ つれて 行 くんです もの。』 

『なァ に、 心配し ないでも いいんです。』 斯う 云った ものの • 寶は * こちら も それが 心に かかって むな 

にら 

いで もなかった。 一 一階の 1： 名のう ちで こちら を 申し 八：： せた やうに ぢッと 睨み付けて ゐた ものが； ： 名 1^ゾ 

つた T 銀行の 方の 關係 # どもで * 侯が、 けさ • 不都合な かどで 切った 二 名の ものに 對 して、 ^^刖 

が てらの 慰 勞會を iE かせて あるので す。 然し ここで や るんだ と は 思 ひませんで したが —— 』 


『^^井さんもぃらっしった、 わ。』 

「さう か、 ね！ 僕 は氣が 付かなかった。』 それで は 一 つばつ の惡 かった 上に、 また 一 っ惡 いことの 加 は 

つたので ある。 I 髗、 こちらが 稻 子と 二度目に 知り ひに なって、 而も 々と兩 方から 新う 接近し 初 

めた その もとはと 云へば、 藤 井の 紹介で ある。 

鈕 行で 膝 井が 云 ふに は、 渠 の近處 にお ゃぢが 長い 病 氣の爲 めに 困って る 家が あって、 娘 を どこかの 

^^務所か何かの勤めに出したぃと云ってるが、 年 は 二十 四で 美人 だと。 

『おや ァ、 共同 事務所の 方で 使 はせ る やうに しても いいが 11 』 

でゥ け.？ 

「然し 少し 條件 つきです ぜ。 灶 事 は どんなに 忙 がしく ツて もい いけれ ど、 少く とも 十五 圆の 俸給で * 

最初 三ケ =1； 分 を 前金で 貰 ひたいと 云 ふので す。』 

「そり ゃァ、 また どうして？」 

r 家の 借金 か 何 かに 向ける 必要でしょう。』 

おどろ  おどろ 

鬼に 角、 事務所で 會見 して 見る と * 向 ふで も 驚いた が、 こちら も 亦 驚いた。 十五 年 ほど 前に 家庭 敎 

J, そう， e 、うむす こ  くわん， 

師 として 或 官吏の 家の 總領 息子 を敎 へに 行った ことがあ るが、 そこの 娘であった。 大した iG 吏で もな 

かった けれども • 鬼に.^, もとは 子供の 爲 めに 家 錢敎師 を 招く ほどの こと はでき たもの が、 と は 

4- ん しゃく  わか 

云へ、 どうして 前借で 娘 を 事務員に 出さねば ならぬ やうに なった のか 分らなかった。 


n  ^五 5^  A 

r お父さんが 御. 炳氣 なの ださう です が II 1J 

『はい。』 こちら を る だけの Ig^:;^ もな く、 椅子に 腰かけて、 下 nr がちであった かの 女 は， この^ば ッ 

ちりした E を舉 けて、 『リ ヨウ マチで、 この 五六 年と 云 ふ もの は 床に 就いた 切りで る， K す。』 

『でも」 と • こちら はかの 女が また 下 を， M いて ひさし 髮の上 を兑 せて る その S 屮 のかん ざしに：：： を や 

りながら * 『兄さんが もう 相 <«3 にお 働きでしょう？』 

『それが 死にまして』 と、 またば ッ ちりした 目を兒 せて、 『それからで ございます、 父が. M み付キ まし 

たの は。』 

かかる 時に 大抵の 女なら 淚 もろくな り、 泣き 驟に でも ^ちる のが 5.1^ だと S.5 はれる のに、 かの 女の 

さう でない のが 第 一 に 奥ゆかしく えた。 あまり 身なりの よくな いのは 家が 闲 つてる からで あらう が、 

それでも 小ざッ ばりした 衣 物 を 藩て、 きちんと 合 はせ た 胸に は 紫 地の 小 k5? 校 はか 何 かの 中^が：：： に 立 

つた。 

『この 事務所 はわた しだけ の もので はなく、  ^護士五名の共同|5^.務所ですから* さう： S が ぬけません 

よ。 何なら、 け ふからで も 一 I 』 

ち ゥち上 

『  』 かの 女が 禱路の 様子 を 兄せ たのが 不思 謎であった。 

『ぢ ゃァ、 あすから でもよう ございます- 前借の 件 はわた しが 確かに！； き 受けました から。』 


『なほ 一 應父 とも 相談 致しまして 11 』 

その！^日を^^^みに珍らしく朝八時から事務所へ行ってゐたが、 かの 5 ^はがない のであった。 鈕行 

の 方へ お を かけて 膝 井に 聽 いて 見ようかと 幾度 も 思った の だが- こちらの 纩 -l^e" 心ろ を 兌す かされる や 

うに 氣が ^ けて * そのまま S めし 時に なって しまった。 

楚 から 銀行の 方に 勤めて、 その 餘 暇に 膝 井 を 呼んで 開いて 見る と、 何の こと だ、 かの 5^ が 『どうも、 

三 隅さん が ゐては 勤めに くい』 と 云って る さう だ。 

『下 だらない 見え を 張った もの だ』 と、 それとなく 失望 を；！ らした 。『何も あいつ をめ かけに しょうと 

云 ふぢ ゃァ なし。 ぁぃっの八九^^の時に少し本を敎へ てゃっただけで I その ゆの はれ 人が 今 あい 

つ を 屈 ふの だから ッて、 あいつに 取つ ちゃ ァ 貧乏.^ がみに 取ッ 付かれて るより ゃァ まし だら う o』 

I ぜんしゃく 

r、Ji::;= なん 力と 云 はれる と、 お 女郎に でも 寶られ る やうで と 云って ましたが —— では、 もう  一 ^勸め 

て 兇ましょう。』 

『なァ に、 いやと 云 ふ 者 を 何も 使って やる にや ァ 及ばな いんだ 0 一】 

さう は 云った ものの、 私 かに 丁寧な 手紙 を 出して、 一 度 宅へ いら ッ しゃいと 云って ，0, つたの， Mo かつ 

ぢょ 

,^^カこちらの£>もひ通りゃって來たので* 用意の 金 三十 圓を 無條 件で 出す と、 一 應は 押し r たした。 無 1 

に 手渡しし たので、 ゃッ とそれ を 受けて 少しよ ぢれた 帶の 問に 挾み 込んだ。 そして 感謝の.； 一:- で だ 


泡 鳴 仝 集 1〇 

きしゃ つ  どくで 

らう、 こちらの 想像した 氣 象に 似合 はす E をし よ ぼ/ \ させた。 こちらの 心で は • もうこれ を 1» い：： で 

きる と 思 ひながら も、 さあらぬ^ にして、 

『あの 務 所がい やなら、 わたしが また どこかい い 口 を： 付けて あげます。』 

.f うくわん し a 

『どうぞお 願 ひ. & します。 今更ら 小 ®f 敎： ：2； もで きません し 11 . 屯 話の 交^手た ッて 11 」 

19 よ 

かの 女の 妹 は 一 人は敎 員、 今 1 人 は 交換手に なって るの だが、 その 二人の 收入 では 到.：^ 十 M 人 ある 

1 家の 借金 や 生活 を 整理して 行く ことが 六ケ しいの だ。 それでも • 姉が 妹 どもの あとに ついて そんな 

仕事 をす るの は • かの 女の 威厳に 關 するとで も E  、化って ゐる らしい。 けれども、 そこが 却って こちらの 

爲 めに は 好都合で ある やうに 忍 はれた。 

その 思 ひが H を 重ねる に從 つて 私 かに 切赏 になる ので、 三 Hn に は 一 庇 かの 女 を そのお ゃぢの ：s-lt 

ひが てら 訪問して やらう と 云ふ氣 になった。 日曜で あつたので • 朝から よそ行きの 和服 を^,  ^の^ 

理 する 財布から また 多少の 金まで 用意して 家 を 出た が、 に乘 つてから おへて = ^ろと * われと われ 

を 責める 氣 がして、 途中で 下りて しまった。 そして そのまま では 何とも 納まらない からだ を^ 人と 井、 

からす も， 

に 珍ら しく^！！森 の 待合へ 速んで しまった。 

きょう  . ， 

ところが * その 翌日の 晚、 いつもより は 少し 遲く歸 宅す ると、 妻が 不興 さうな 節 をして 出で 釭へ、 

『お 客 さまです よ。』 


r 誰れ だ い？』 

r こないだの 人です、 わ。』 

「さう か』 と • 何げ なく 云っての ける つもりで あつたが、 胸が どき 付いて 顏を 赤め たのが こちらの 不 

资だッ た。 

しょ 3  •> 

下で は 子どもと その 母と に突ッ ばな される ように あしら はれて、 二階の 甞齋 へあがって 見る と、 菜 

して かの 女であった。 あまりの 嬉し さに 取り まぎれて、 坐 わる 前に ふと 口へ 出た、 

『どうしました —— 何 か 事件で も 起り ました か？』 

ぢょ  ざぶとん 

『別に、 何も —— J かの 女 はまた 一 歷 きまりが 惡さ うで —— 數 いてた 座 蒲 鼬 を 外して、 先日の 禮を云 

つたり、 父の よろしく を傳 へたり した。 

溯戶 のお ほ 火鉢 を 中に して 座が きまつてから、 まだ 御 約束の 口 は 見つから ないかと 聽 かれ、 こちら 

が瞹 味な 返事 をした ので、 お 互 ひに 物 云 ふこと がし ッ くり 合はなかった。 然し、 十ぃャ^8所 へ も、宅 へ も、 

さきに は 同じ 物 をつ けて 來 たのが、 衣服 だけ は 新ら しく、 紺地に 細い 白た て綺 の、 飛び 校 様の ある 銘 

ぢょ 

仙に か はって る。 こちらの 金が 用立てられた のかと E、w ふと、 心で は、 もう • かの 女のから だまで が こ 

ちらの 物の やう だ。 小 菊 糊の 半襟 —— ところどころの 花びらに は刺纈 が： g して ある —— はもとの と 

同 じだが、 それが また こちらの 思 ひ 出 を 一 しほ 深く した。 


^五卷  1 二 

『  』 また 金 は： =: ？-ら ないかと 云 ひかけ て、 口 をつ ぐんで る ii に、 かの 女 も 亦 云 ひにく さう にだが 

云 ひ 出した • 

『若し さし 常り 《：£ てが おありに たりませんでしたら、 どうでしょう • 欠^り あなたの： t^sB.i: の 方で 

は —— ？』 

『さァ —— 』 

『もう、 駄 u でしよう か？」 

5 よ  會 ょウ *5 

『  』 できる ことなら かの 女 を 自分 だけの 物にした いので、 共同 務 所の 方の こと は&' ろ 忘れさ 

せたいの であった。 つい、 うそ を 云って しまった、 irsi は、 あなたが いや だと 云 ふので、 刖に 候^お が 

できて ゐ るので す o』 

ぢょ 

『さう でしよう、 ね、 わたし は あまり 氣 ままで したから。』 斯う 云って、 かの 女 は 笑 ひに まぎらし たが， 

隨分 失望の 體 であった。 

『矢ッ 張り、 さう 切 ：$；| して ゐ ろので すか 11 あなたの おうちの は？』 

『はい。』 

『ぢ ゃァ、 ちょ ッと 待って いら ッ しゃい 11 ほんの、 當座 だけの ことです が。」 T へ 行って、 から， 

あす 米屋 が^りに 來 た^に 渡さなければ ならぬ と 云 ふ 分 を 十 無理に ！：サ ふやう にして はって 來 た。. 


ふ ォょク  S よ 

それが 妻 を また lel と 不興に させた。 妻 は 思 ひ 遠 ひから、 昨夜 も かの 女に 曾って 置きながら、 今夜 

も 亦 金 を 取られる の だと •  二重に 疑 ひ 出した のであった。 

.4 へ  ぢょ 

『ぉ歸 り だよ』 と 云った^ にも、 妻 はかの 女 を 送りに 出て こなかった。 ここの 細君 は、 もう、 燒き持 

ぢょ  4 ナ 

ち を燒 いてる とかの 女に 思 はれて は， こちら までが 安ッ ぼく 見える ので^った。 あとで 妻 を 叱り付け 

ると 妻 は あべこべに 喰って かかって 云った、 『他人の 貧乏 は 助けても、 うちの 困る の や 子どもの 爲めは 

かま はない のか』 と。 

め. 0 

妻の ぐす ねる の は 珍ら しくなかった が、 向 ふが 氣を惡 くして はゐ ないだら うかと、 明くる：：！、 直ぐ 

にも 手紙 を S3 して 置きたかった が、 事務所で その 筆 を 取^, f ねけ ると、 矢ッ 張り 氣 が^け た。 文句 を 書 

きかけ ると、 何だか 戀 文に でもなる 氣 持ちが した。 ところで、 戀文 など はこの 年になる まで 醫ぃ たこ 

.S たづ 

とがない ので、 二三 日 を 徒らに 思 ひつ づけた。 

『稻子 さま！ 稻 子さん！ 稻子 ！』 いろんな 風に かの 女の 名 を 呼ん て 見る だけで も、 私 かに^し かつ 

た 0 

すると- けさの、 ％ 話であった。 

『奥さん は 氣を 惡 くして らッ しゃり はしないでしょう か？』 

『■ にどう もありません が 11 どうです • お差しつ かへ がなければ、 今^、 何 所 かで 何 か おごります 
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が？』 

『さう です、 ね —— あたし もちよ ッと お話して 置きたい ことが ございま すので すが 11 」 

霧" あ. 1 嘗, 

『ぢ ゃァ』 と 云って、 ここに 落ち合 ふこと にきめ たの だ。 こちらの 子どもの ことな ど をお 初 はお 愛 相 

の やうに 聽 いてた が、 こちら は耻 かしめ を 受ける 氣 がする ので 取り 八" はなかった。 鬼に ふが 一 

はん 》^， 

緒に 來 たので あるから は、 大丈夫と 思へ た。 今夜 は、 半襟も^ なのに 新た まって ゐた。 「g 井が ゐ ちゃ 

ァ 少し まづか つたが — 然し、 まァ、 心配す るに ゃァ 及びません。』 

『でも、 ぉッ 母さんに 知れち ゃァ 11 』 

『なァ に、 おみやげ を 持って 歸れ ばいい ぢゃァ ないか？」 これには金のことを^^味してゐたのだが、 

せつめい  ぢょ  わか 

說 明がない ので、 かの 女に は 分らなかった。 

『そんな こと をしたら、 あたし、 なほ 更ら おこられます、 わ。」 

-C うし 

『そり ゃァ、 藤 井と なら、 若い もの 同士 だから 疑 ふだら うが 11 』 と • からかって 見た。 

S よ 

r  』 刖 にかの 女の 顔色 は變ら ないで、 r 先生と ですから あたし はかま ひません けれど OJ 

かの 女 は 女中が 來 ると * その 度 に、 話 を ぴッ たり やめて 額い ろ を も 正した。 

『あなたに お 酌 はして 戴けます か？』 笑 ひながら 猪 口を出す と、 

『  』 少し あわてて、 無器用に だが、 無言で 惡 びれ もせす 最初の 酌 をした。 


『赏 は、 俊の 妻が あなた をお 兄 送り もしなかった の も、 御 想像 通り、 變 であった のです OJ 

『では、 どう 致しましょう、 ね？」 兩手を袖に引ッ込めてこちらを兒たのが^^§,;ヒぅでぁった0 

『どうも 斯う もす る 必要 はない のです。 これから 御用の ある 時 は、 先づ、 ^務 所へ けさの や 5 に tsiis 

を かけて 下す つたら いいのです o』 

『でも、 奥さんのお 氣を惡 くしち ゃァ —— J 

『なァ に、 俣 さへ 知して ゐ りゃァ 大丈夫です。 しみ ッ たれた 女 は、 親で も，^ 房で も、 どうせ がらな 

いのです よ o」 

『そり ゃァ、 さう です、 ね。 うちで も 妹た ちが 下手に 敏 いてます ので、 母 は あたしば かり 遊んで るッ 

て 機嫌が 惡くッ て 11 0 働いて お金 を 取る のがい やなら、 女郞 にで もなる がいい ッて、 あたし、 その 

S. にや ァ泣 きました、 わ。』 斯う 云って 訴 へながら も、 かの 女の 淚 一 滴 見せない のが、 こちらに は % 母 

しかった。 

『なにもい やなん ぢゃァ ない、 もッ といい 仕 f 見つけて るんだ から。 今に 何 かき まったら、 みんな 

に 威張って おやん なさい O.S 

『どうぞ • ね- さう 云 ふところが ございましたら。」 そして かの 女から 進んで 酌 をして くれた。 然し そ 

れ からと 1K ふ もの、 もう、 何も 云 ふこと が なくなつ たかの 如く • 沈み 込んで、 こちらから 物 を 云 ふの 

冷たい 月  一 五 
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ぢょ ちょ ぐ  k 

にた だ 短く 答へ るば かりにな つた。 かの 女に 猪口 をい くら 押しつけても、 これ は 初めから 手に しな か 

つた。 

ぢょ 

『藤 井さん を 呼んで おあげなさい』 と *  二三 度 話の あ ひだに かの 女 は 云 ひ 挾んだ けれども • それ を棄 

てて いた。 その 間に、 1^ は、 窓の障子を外からばたくとはたく^|*?がぁって、 二 皮に も 及んだ。 そ 

ぢょ  .5 たづ  > 

れを かの 女 は 藤 井の 徒ら だと 忍 ひ 取った ので、 二度目に、 『呼んで やり さへ すれば いいのです、 わ。」 

『さァ —— 』 こちら もどう せ 見られた 以上 は、 この 場 を ：！： も 怪しくな いと せて S きたく もあった 

♦、  0 

力  

そのうち、 また 音が した。 《ンケ チか何 かで はたく やう だ。 

『また』 と • かの 女 は 小い 聲。 

しっけい  ナ％ お  ，リ リウ 

『失敬な 扠だ」 と、 立ち あがって 窓に 行き、 障子 を 明けて 見る と、 姿 は兑 えなかった けれども. ！ St{S 

で 女の 笑ふ聲 が^え た。 

r 呼んで おやりな さいよ。』 

『違って る やう だが .I ぢ ゃァ、 呼んで やらう』 と、 陣子を ai めて 座に 就いて から、 呼び りん を 鬼ら 

した 0 

うたが 

『疑 はれない やうに する だけで もとく です、 わ OJ 


玲り 込んで ゐた のか、 三度 目の りんで ゃッと 女中が 來 たのに 向って、 隣り に 誰れ がゐ ると 聽 くと、 

膝 井な どで はなく- 帝劇の女1$^が三名來てゐるが、 ？ £ ッ拂 つて】 名 は 今 ，ケ iigl? を 出した ところ だと 

の 返^だ。 そして 女中 はっけ 加へ た、 

『ここの 窓 を 外から 叩いたり して、 ね。 お客さんに 失 な。』 

「そいつ かい？ ぢ ゃァ、 面白い、 呼んで 來 い。』 

「およしな さいよ * 先生！』 稻子は 迷惑 さうな 顔 をした。 

『いい ぢゃァ ないか、 どんな つら をして ゐ るか 見て やる の も？』 床の M に 在つ た^と 卷き 紙と を ^り 

よせて、 『いら ッ しゃい、 お 隣り のお 客 さま』 と 書いた ところで、 

「〇〇〇 さん、 行きましょう。』 

rxx 子さん。』 また 遠った 黃 いろい 聲だ、 『起きなさい ッ てば！』 

その 呼び名で- 第三 期 生の 連中 だと 分った ので、 『お 隣り の』 をぬ り 消して、 『〇〇〇 さま、 XX 子 

さま』 と 書き直し、 女中に 持たせて やった。 

v£ ひ ゥ 

r そんなに おてんばな もので しょうか、 女優 ッ たら？』 

『どうせ 安ッ ぼい やつら、 さ。』 

r 呼んだ ッて、 仕 かたがな いぢ ゃァ ありま ん か？』 
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『矢ッ 張り、 藤 井さん の 方が ぉ氣に 召します か？』 こちら も 大分 醉 つて 來てゐ た。 

『そんな 氣 では 11 』 かの?^ よはち よ ッと顔 を 赤く した。 そして 恨む やうな で、 こちら を つめな が 

ら- 『ぢ ゃァ、 やめましょう。』 

『ま ァ、 いいです。 まァ、 いいです。 あなたの 云 ふ 通り、 疑 はれない ゃラ にす る だけ もとく だから。」 

隣りつ^-^ のうちの 女 ©1 一名 は歸 つ. たやう だ。 そして 女中が？ S 入って 來て、 

よ  ばら 

『&? ；: です- わ。 二人 は歸 つたし、 I 人 は 醉ッ拂 つてて。』 

『外に St れ もゐ. ない のか い？』 

『5?; が ひとりつ いてます、 n: 那 でしよう。』 

『餘ッ ぼ ど H:! 鹿な 且郝だ * な ァ。』 

『女 も あまりい い 額ではありません、 わ、 身なり だッ て。』 

『  』 稻子 は竜氣 に觸れ たやう に 正しい 居す まひ を 一 ^ 正しくした。 さう 聽 いて かの 女 n 身 も 力 

. ^み を 狭く 思ったら しい。  ど a 

どんと 何 か 物 を^の 上へ 投げつ けた 音が すると 同時に、 隣り では^が 待遇の 惡 いこと を 女中に 怒^ 

こと ** 

り ほした。 そして それに 對 して、 女中が ひらあやまりに あやまってる 言. おが^に 取る やう だ 

J 面. H いでしょう * こんなと ころ を 見る の も？』 


二 ：：：.：： 』 稻子 はた だ 品の いい 裰笑を 兌せ た。 が *  の 方へば かり 氣が 取られて、 お づぉづ と • 落 

ち 付きが なくなって ゐ た。 

『ぢ ゃァ、 ね』 と、 こちらの 女中に 向 ひ 、『二階に ゐる i がさんと 云 ふ 若い 人 を 呼んで 来て 貰 はう II 

會. ひたいと 云って る 人が あるから o』 いやに 笑 ひながら、 わざと 稻 子の パ 布！； J でで も ある やうに して、 こ 

，ちらが かの 女に^ 接に 云 ひたい ことの 数々 の 一， 4 分の 一 を g したので あった。 が * かの 女に は 全く 正 a 

に 別な 意；^ に 取れた と 兄え、 むッ として、  - 

r あたし は， 先生、 何も 會ひ たか ァ ありません、 わ。』 

『いや、 資は、 僕 も 呼ぶ 方が いいと 思つ てるのです o』 

, めい  ぢょ 

女 4 力 命 を 承って 出て 行く と、 かの 女 はまた 恨めし さう に、 

「あたし、 いや！ 歸 ります、 わ。』 

『どうしてです！』  L 

『でも， 先生が 何 か あたし を 井さん と 化 ：3^；^ が ある やうに ぉッ しゃ るんで す もの。』 

1 一  しら ク. ij 

『ちゃ ァ ぁゃまります0.^-人の女でなければ^51ぐにもちょッかぃを出す右の手を、 ちゃぶ の片す 

みに S いて、 馬鹿丁寧に あたま を 下 ゆて せた。 そして 再び かのお を 見た 時には- かの：^ の 額 はもと 

もと 通りに 和らいで ゐた。 色が 白くて きちんと 整ったの が、 如何にも 上品な 可愛 さ を しみじみと 感じ 
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させた。 

『XX 子さん、 XX 子さん』 と、 隣り に つた 客が 醉ッ拂 ひと か を 呼び 起して ゐる。 

ぢょ  , 

『  』 かの 女 はまた その 方へ 耳 を そば 立てた。 

『  』 きまり 惡 くだが、 手早く K 入れから 用^の 五 圆札を 出して、 『金 はどッ ちに せいお 入り 川で 

しょう。 ，井が 來 ると 面倒 だから、 早くし まって お置きなさい。」 

『  』 にッ こり 笑って こちら を 見た が、 手 を 出して それ を 取った^、 かの 女 は 入り口の 力 を に 

した。 急いで 帶の Si に 押し隠してから、 『度々 すみません。 いづれ、 先生に 化お を 紹介して 设 いたら、 

お返し 巾します， わ。』 

『なァ に、 ようご ざいます、 それ ッぱ かり。』 身う ちにば かり 積して ゐる氣 ぶんが、 この場合、 これ 

以上に 適 常な 言葉 を 發兒し 得なかった。 II 問 を， ほいた が， 1 藤 井が 來て しまへば、 もう、 どんな 

機會も 逸して しまう と ふと • こちらの 心に は 待てし ばし は 無かった。 先 づ無器 川に^ をお き 出し • 

われながら この 場の キネ トフ オンの と 動作と がし ッ くり 合って ない の を见て わるう ちに、 胃 1=- の 方 

が 後れて、 『さ ァ、 握手し ましょう。』 

『  』 かのお は 身ぶ る ひした ほど 驚いて E を 兄 張り、 たださへ きて うめんに 膝の 上に， ねて ゐた 

兩 手が や 10： まで も 1 絡に 固くなつ たの を せた。 が、 その 赤らんだ 顔が 必ら すし も 否お をお 味して 


はゐ なかった。 

、「  』 m した 以上 は あとへ 引けない ので、 こちら はに が 笑 ひ をしながら、 『今夜の!^ おです から o』 

『  』 -ぉッ 赤に なって、 顔 を 左り へ 下，：！： きに そむけながら、 そッと 突き出した 右の 手に は 骨 も 力 

もない やうであった。 

r 誰れ にも こんな ことまで しゃべ つち ゃァ いまけ せんよ o』 

「そり ゃァ II 』 口 を 曲け て かた 笑 ひ をした。 

『どうです * これから 活動 をで も 兄に 行きましょう か？』 

「先生が 一緒に 行けと ぉッ しゃいますなら。』 

先-: 仪、 こちらが 活動 寫眞 へなら いつでもお 伴し ますよ と 云ったら、. 'あんな 物 をお 奸 きです かと あざ 

笑った。 

それが 今， ついても 來 さうな 氣 になって たの を 見る と、 もう、 どこへ でも つれて 行けた かも 知れな 

じ 4 ま  ぢょ 

觅に角 * 藤 井が 邪魔 をした し • また かの 女と 藤 井との 間が を かしい。 

S よ 

r  』 かの 女が きッ となって、 居. f まひ を 正した かと 思 ふと， 藤 井が やって 來た。 色が c く、 鼻 

のャ. 2 い 男 だが、 大分 飮ん だかして、 顔い ろが 靑ざ めて ゐた。 


五卷  ニニ 

『さ ァ、 先生、 あなたが たのい いところ を 見せ付けられ るの だから、 伎に も飮 ませなさい。」 

おん- » 

T 僕 は 11 何も 11 拾 數年， 前の 恩義 を 今、 多少で も • 報いて る だけで^ 1 J 

『そり ゃァ、 稻 子さん から 聽 いて、 知って まさ ァ、 ね。 先生が 稻 子さん の 兄さんの 家. Mia^s- であった 

のでしょう。』 

ぢょ 

『あたし • 何も』 と、 かの 女 は あわてて、 うち 消す やうに T それ を. したの ぢゃァ ない のよ OJ«i し 

言 薬ぶ りまで がう つて 變 つてう ち 解けて 來た。 

『自慢した ッ ていい、 さ。』 斯う 云って、 1 面に 於いて かの 女のお しゃべりに 對 する こちらの i^s- に * 

ぢ よく  じゃくはい 

辱 を 加へ、 また 一而に は 膝 井の 若 楚が餘 りに 無遠慮に なって るのに 《=2 つた。 が、 膝 井 は それに； T つか 

なかった。  r 

『おい、 I さん- お 銑 子、 ぉ铫 子』 などと、 渠 自身で 注文した。 

『  』 こちら は渠を 呼んだ ものの、 is- の爲 めに 特別に *J を 取って やる； 3- に はなれなかった。 す や 

と * 稻子 はかの 女 自身が 手 をつ けなかった 煮付けの 皿 を 移して、 1^ に へと 渡した。 は ぐ それ を 

ぢょ  ぢょ 

かの 女の 箸で 以 つて 口に 運んだ。 かの 女が それに 對 してい やな 顔 をし なかった だけ、 こちら はい やな 

氣 になった。 

r 藤 井さん、 歸 つて またお ッ 母さんに 下 だらない こと を しゃべつ ちゃ ァ いやよ M 


-T 云 はない 代り』 と、 口 を もぐ もぐさせ ながら、 『素 的に コン ミッション をお 出しなさい OJ 

『  』 こちら はに が 笑 ひを以 つて 二人の いろくな 話を襯 察しながら、 二人の 仲は餘 ほど 親しい 

の だと 疑 はないで は ゐられ なかった。 

『先生 • 一つ』 と來 たの を、 受けた くもない ので、 

たま 

『まァ * やり 給へ』 と、 つぎ 返して やった。 

『あいつら が 二階で なかく 頑張って まッ せ、 先生。 女中に、 さ ッき來 た 男 は 何の 爲 めに 來 たの だ、 

ここへ 呼んで 來いッ て。』 

r ここで やる と ァ價も 知らなかった の だが』 と、 少しう ち 解けてから、 『おれが 勝手に 來 たの を 呼ぶ 植 

利が あるかい？』  . 

『これ を』 と、 手で せ を 切る 眞 似して、 『素 的に 恨んで まさ ァ、 ね。』 

r 不都合 だから、 赏 にした の だ。』 こちら は 自分が それだけの 權利 ある 地位に ゐる こと を かの！^ にも 示 

して くので あった。 

そのうち、 受け持ち 違 ひの 女中が 醉 つた 勢 ひでやって 來て、 

r 三 隅さん、 まァ、 聽 いて 下さい 11 どうせ • あたしが 責任 をし よってし まへ ばいい ことです が、 

ね。』 それが 何 を 云 ひ 出す かと 兄れば、 一 一階 廣 I？ のお 客さん がみん な 金を拂 はないで つてし まった の. 


だ。 初めから ぐづ/ \ 機嫌が 惡 かった 二人の 客の 一 人が 茶 を 持って来いと 云 ふので、 女屮が 持って 4r 

ちゃわん 

つた。 ところが、 は その 茶碗の ふちに 少しす すがく ッ附 いてた ッて 1!;.〕 り 出し、 金 を拂 つて やるな と 

きま わり、 みんなに 會費を 出さし めなかった。 

f ぢ ゃァ、 おれの 分 を 幹事に 渡して 來 たの はどうした』 と、 藤 井 は 女 屮に聽 いた。 

『知りません よ、 あたし は。』 

『さう 云 ふ^だから 首にした の だが』 と、 輕く こちら は 受けて、 『& 事の 坂 木から 拂 ふだら うよ。」 

『坂 本さん は みんなよりも 迅 くにお 歸 りなさい ました、 わ 11 おれが ゐ ると 却って $ が 大きくなる か- 

ら ッ  て。』 

む ききこん  -  .1  0  • 

r 不都合 ぢゃァ ないか、 さう どいつ もこい つも 無 iiis; 任ぢ ゃァ？ よし * おれが^ を 力け て よう 」 

女中に 伴 はれて 話窒に 行き、 坂 本 を 呼び出して 見る と. 茶碗の 一件が ある 前に^に 席 を 5； してし 

まった の だが、 面倒に なり さう だから 歸 つたので、 贲任は 持てぬ とのこと だ。 招 子が 來てゐ なければ 

こちら も そんな こと は突ッ 放して 歸 るの-たが、 ここで は 大きく かまへ て、 銀行から や 力 名 f;^ を w して 

出させようと 思 ひ 付いた。 

籐 井が わざとら しく 大きな 聲で 『こよ ひ 忍ぶなら』 を耿ひ 初めた ところへ 立ち戻る と、 ^千 はこ 

らを 見て 笑った。 そこ の 調子が どうも こちらの 留守に 何 かあつた の を^ 麻 化して ゐ るの ぢゃァ ない 力 


と， 父け 取れた- 

「  』 いやな 氣 がした ので、 『おい、 膝 井、 やめろ』 と 命じてから. もとの 坐に 就き， 女中に， 

「いくらば かりになる のか？」 

r 十八 回ば かりに。』 

「ちゃ ァ、 おれが 引き受けた。』 

『ありがたい、 ね』 と、 ちょ ッと手 を 合 はせ て兒 せた が、 『これで あたし は 安心 だ。 なァ に、 ね、 それ 

わう t やう ね 之 

ッ ばかりで 往生す る 姐さん ぢゃァ ございま せんが、 ね — 』 

？  くわい ひ 

r 仅の 出した < ^"^はどうな つた だら うか？』 

『坂 本が ぁづ かってる だら う、 さ。』 

「ぢ ゃァ、 これから 一 杯飮み^^^^ましょぅょ、 ねえ、 兄さん』 と • 女中 は 藤 井の 肩に 手を^いた。 

「飮 まう、 飲まう』 と- 3?も勢ひづぃてまた女中の肩に1|^をかけた。 

はんぶん 

こちら は 自^の つたこと が^ 分 も 通らす、 却って 他の いろくの 事件が できた ので • 少しも 面白 

く なくなった。 

「もう， 歸 らう』 と 云 ひ 出した ので、 稻+は それが いいと 云 ふ 風に 胸 をち ょッ とそら した。 ぁッ けな 

い 顔つき をした の は 女中 だ。 そして 藤 井 は不； 牛 さう に 無言で あつたが、 暫 らくして から • 


泡^ 个： 集 « ^五卷  ニム ハ 

『ぢ ゃァ、 僕は稻子さんと ； 緒に^^りましょぅか？」 

「ええ、 歸 ります とも！』 

敝 thy すませる まで は * それ ッ 切りお 互 ひに 言 紫はなかった。 すませてから、 

『君 はどッ ちへ 歸る、 ね』 と、 がり 切った こと を聽 いて 兒 たの は、 遠！^ してお 先き へ B リ ますと でも 

S ふかと 思った 爲 めだ。 が， ^の？^ 4 蔡 はます く氣に 喰はなかった。 

『僕 は稻 子さん と 一 絡の 逍 です。』 

『  』 こちらが それとなく を そば 立てて ゐた 隣室の 容は、 まだ 歸っ た^子 もない ので、 どリし 

てゐ るのお らうと、 いやらしい ことまで 想像しながら 外へ 出た、 『稻 子に も 無理に も "們 な」 飲ませれ ばよ 

かった。』 

r もう、 n: どきでしょう か？』 かの 女 は あとから 井 と共につ いて 來 たがら" 「きいでしょう、 ね？」 

『まァ だ — もッと 散歩し ましょう。』 活§寫1^； に は 少し 時間が 過ぎて る やう だが、 まだお 終 ひに はな 

つてまい から、 ッ 付き物 さへ 離れれば、 それ を 口 la に、 今 一 皮、 別な 方. 2 へ かの， を轉 じさせる り 

であった。 が、 築が どうも 離れさう でな いのは、 かの 女の 爲 めに こちら を して ゐ たやう だ。 どう 

しても 棄 等の 問に 何 かほくが ありさう に 兌え る。 

『ぉッ a さんが、 きの ふ も、 云って ました ぜ- あなたが こないた 夜 遜く 歸 つて、 どこへ 行って たかさ 


ッ ばり わけが 分らぬ ッて OJt 井が 斯う 云って たと ころ を 見る と、 若し こちらの 宅へ 來た 夜の こと だと 

«i  ぢ** 

すれば、 かの 女 は あの 金 を 親に は 渡さないで、 かの 女 自身の 身に 付けて しまった らしい。 

『あたし だッ て、 少し ゃァ. が ある、 わ —— それに， 新 の廣吿 など も 見て、 仕事 を！： つけて るん 

です もの。』 

ちょ  れんらく 

r  』 他に かの の 仕事が あすに も 見付かった 曰に ゃァ、 もう • こちらとの 聯絡が うまく 行くま- 

い かと 思 ふと、  こちらに は 今夜が I 番 大切であった。 邪魔 ものが 飛び込んだ のがい よいよ くて たま. 

ら ぬので、 どこかで ISA だけ をまい てし まひたかった。 

『こッ ちへ 行き ましょうよ 11 人に 3- つかる と惡 いから。』 耿舞伎 座の 通り を nil の 電車 線から 一 一つば 

て ，へ  ぢょ 

かり手前の^^丁まで來ると、 かの 女 は 斯う 云って 先き に 文ち 左り 手のう す喑ぃ 方へ 小 走りに 曲った。 

あとの もの 等が ついて 行った が、 カフェ パウリ スタの 前 を 通った 時 は • こちらが さきに 立って ゐ た。 

それから 山 下 橋 を 渡り、 帝 國 ホテルの 前 を R 比 谷 公園に 突き 常った ところの 電車 線に 出る まで も、 

かの 女と 藤 井と はよ く 語った が、 こちら は 殆ど 獨 りぼッ ちであった。 

『  』 つまらない にも が あらう。 

『僕 は 小便して 來 る。』 云 ふが 早い か、 藤 井が 驅 けて 行く マント 姿の 公^ 內に 段々 と 消える のが * 塞い 

月の あかりに 見えて ゐたリ 

冷たい 月  二 七 


泡 « 仝 集 五 31^  ニヌ 

r  』 これが おもいい 機， 甘であった らう Ts^ 子 さし、 ^きましょう J と 云って、 心 は *s ぎながら 

帝劇の 方向へ I  二 歩 1? み 出した が、 ナ n く 踏みと ま ねばたら なかった。 

r 藤 井さん がお こります、 わに 

r あんな 者 ァぅッ ちゃって S いても。』 

『でも 1 』 

もど  ぢょ 

1  』 決心して、 あと 戾 りして T まァ、 いら ッ しゃいよ。』 かの 女の手 を 取って 引 ツ^ら りと した 

ら、 かの 女 は その 手 を ふり 切って * 

r 見て るか 知れません。』 公園の 方に 氣を くばって た。 

『ま ァ、 默 つて、 いら ッ しゃい —— sa; は、 |.„^^務所の方でもょければ、 あすから でも ひ h 入れろ やうに し 

て あゆます から。』  ， 

おそ 

『でも、 II もう |[ 通いので す もの。』 

『そんなに 藤 井が こわい のです か？』 つき 詰めて ねたので、 つい、 こんな 皮 內 まで 出た。 が、 ホ^ 所 

に餘 地が まだあるなら、 なぜ 烏 料理に ゐ る^に 云はなかった の だら うと 忍 はれる そのす きを はせ たの 

を 直ぐ 取り返す つ もりで あつたの だ。 

しん は^  5 

『あの人よりも —— ぉッ さんが 心配 致します から。」 


『什 を 持 つ て 歸りゃ ァ、 如： 1： にお ッ母 さんでも：^ とも 云 ひますまい —— ？」 

『そり ゃァ、 さう でしよう が  』  - 

『ぢ ゃァ いいでしょう。』 

「でも 11 』 

r  』 私 かに こちらが やきもきと 胸ば かり とどろかして ゐる うちに、 藤 井 はまた 驩 けて 一:^ つて 來 

た。 

『失敬し ました。』  ノ 

『？^ ァ 少し さきへ 歸 つたら どう だ、 ね、 こちら は 少し 相談が 殘っ てるから • 稻 子さん の 什 S- のこと 

で？』 

『ぢ ゃァ、 歸 ります！』 いきなり、 つん けんした 樣 子で 挨拨 もせす に 行き かけた の を • かの^^はニ三 

歩 小 きざみに 追ッ かけて 行って、 

r 藤 井さん * お待ちな さいよ。 一緒に 歸 ります、 わ。』 

『  』 築は默 つて 踏みと まった。 

『ぢ ゃァ、 和談 はまた にしましょう 11 僕 は 失敬し ます。』 

『あら、 ぉ歸 りです か？』 


泡 鳴 全集 第五 卷  三 〇 

へんじ 

r  』 返事 をし なかった。 

『では、 奥さんに よろしく』 と 云 ふ St を聽 いた 時 は、 こちら は、 もう、 來 八：： はせ た 電車 を迫ッ かけて 

ゐ たが、 かの！ k から 皮肉 を あびせ かけられた 氣 がした。 わざわざ かの 女 を 宅へ 呼んで、 子どもが ：--•- 人 

も あると ころ を 兒せ たのが こちらの 非常な 弱み だと はれた。 

この 一 週間ば かりと 云 ふ もの は、 かの 女の 姿が 口 を 離れないで、 かの 女 を 思 ふこと 力 くない 生 

Jul も 面白く して ゐた。 が、 かの 女と こちらとの Si にあん な 若 St の 邪魔 ものが あらう とは^が 付かな 

かった。 それが また 珍ら しい 美男子で ある だけ 痫に さわる。 

美人 は その美 を 1^ にかけ て、 相手に もまた 美 3R 子 を えらぶ が、 その 人物が 下 だらなかったり して、 

あとで 非常な 悔いに 落ちる ことがあ ると 云 ふ 眞理は 世間に はあり 勝ち だ。 かの 女 も その 御多分 に^れ 

i すま 

ぬの だら う。 素人に は 相違ない が、 割り 合 ひに^ 葉な ところの あるの を： れば、 全くのう ぶで はな 力 

らう。 たと へま だ 深い 戀愛闕 係 はない として 見ても、 こちらよりも 一 歩 進んで 行って るの かも 知れ 

ぬ 0 

こんな 考 へがつ のる と、 あの 二人が また 內 幸 町の あたりで S 、月の 光 を あびながら、 寒い とも は 

すに 歩いて ると ころ を 見る やう だ。 それだけ また こちらの 熱 は 冷めて、 酒の 醉 ひも どこへ やら 行って 

しまった。 


釣り革に ぶらさがって 洋服の 兩 あしから g 、さが^み あがって 來 る。 それ を 辛抱しながら • 萬^^失败 

の 寂しみ を颇 の^ ひ <!:! はせ に まぎらして ゐた 0 

『叫. r 五圆 ばかりう ッ ちゃった と 思へば いいの だ。 なァ に、 あの 銀行の i^il さへ してし まヽ ば、 おれ 

にや ァ 何千 か いて 來る。 その 時ァ稻 子な どよりも 美人 をら くに 買 ひ 取って 兑 せる o』 

^^をまぎらせる爲めに、 月 は どこに 兄え る だら うと、 度々 あたま を 下け て 窓の そと をの ぞいて 兑た 

ので、 うるさい とで も つたの か、 直ぐ 前に 腰かけて ゐた 男が 俄かに 突ッ 立って、 席を讓 つた。 それ 

がまた こちらの 疲に さわった ので、 默 つて その あとに 坐 わり 込み、 額 を 横 きにして また そと を 兌た 

が おは くて えなかった。 帝劇 前のお 堀の 水が ただ きらきらと 光って、 向 ふの 石垣の 上の 松が は 

ッ きりした 枝ぶ り を 誇って る。 

たまに はこ こまで 芝居 を兒 にやって 吳れて もい いだら うと 云って る 妻の 歡 g じみた おも かけが W 心 ひ 

出される と、 矢ッ 張り、 妻 同様にし みッ たれた 考 へが 起って 來て、 稻 子に 費やした 物が 惜しく も あつ 

た 0 が、 そこに また、 ふと、 心が j 轉 した。 

JS, うせ ふ 

r どう だら う、 資際 的に、 稻 子との 交涉は 今夜で 終 はるべき であった か？』 こちらが 藤 井 を， 傅ろ 取り 

込む やうに してやらなかった ので、 かの 女の 落ちつ きが^けて 行った ので はなから うか 11 どんな こ 

と をお ッ 母さんに 告げ口す るか も 知れぬ と 心配して？ 藤 井の 話で 兄る と、 かの！^ -が こちらの 金. 


泡 鳴 仝染 ^五卷  三 二 

かか 親に IM して 费 つて ゐ るら しい 11 衣 物 や 半 を K ふ爲め 11 そこに まだつ け 込み どころ が あらう 

向 ふから も 話が あろと 云って たの は、 こちらから 波した たッ た； の 金 で^め 八：： せが 付いた ので あら 

うか？ 

『あら、 ぉ歸 りです か』 と 云った その g- の あわて かた も、 うそ ごとで はでき なかった やう だ。 

『では、 奥さんに よろしく。 —— では、 奥さんに よろしく。  11 お 互 ひに 并の 手^ を 胡麻 化して ゐ 

たの だ』 と E、5 ひ 返して 來 ると * 棄て たと 思った 金 もま だ 生きて ゐる らしい。 

熱い 血が また そろそろ き 出して 來た。 そして あすの 朝、 ！^話がかかって來なければ、 今度 こそ 手 

紙 を 出して GK ようと 云ふ考 へが 胸 一 杯の 樂 しみに なった。 そして！？ isp か 小川 町の < ^を ま はる 時に え 

た 月の 光に も • 何となく あたたか 味が おぼえられた。 

||( 大正 六ぎ ュ月) 11 
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泡^ 全集 》五^^  三 H 


『  』 女に ちょ ッ かい を B して 見て、 うまく 行かなかった 時な どと 同じ やうな 失望 やら、 ^悔や 

ら、 ？ H 嚼 やらの 入り 亂れた 心持ち を 寒い 寒い 風に 吹かせて、 las 冬の 夜の 近 を 左右へ ふり 向く^ 裕も 

なく、 無 やみに わけ も 射らぬ 口笛 を 吹きながら、 数寄屋 梳の 方から = 比 谷 公^の 門外まで 來た。 外套 

の兩の 隠しに 押し込んだ 兩 手で 以 つてから だの 塞け と 後悔と を 人知れ す 押さへ る やうに して ゐた。 

が、 |< ゥ； <i を 帝劇の 方へ 進む 電車が ゐ るのに 氣が 付く と、 俄かに 元^が 出た。 その あと を迫ッ かけ 

たので ある。 そして 十 間ば かり 定 つたと ころで ゃッと 飛び 乘る ことができ たが、 それ もお. に 取って 

しゃく  1 

は 1 つの 瘤の 種であった 

走った 時には 一生懸命で あつたので • 该中 時計が ボケ ト から 飛び出して ゐ たの を 知らなかった。 

掌臺の 上に 立って から、 何 か ぶらぶらと 自分の からだに ぶら下が つてる ものが あると 思った 時には 

然し • 直ぐ そのこと に氣が 付いて、 i|j になって る 自分の あたま を  一 55 ん とさせた。 ？ てる まみ 

をく さりに 迎 つて 取り上げ • 15^ の fi に&^ して 見る と、 そて がらす は どこかへ 行って しまって 


る。 そして その 針の 一 つが また 根 もとから 折れて 無くなつ てる。 

『1!』 これ を 心で は 叫んだ が、 あたりの 人々 を 悼って 口へ は 出さなかった。 つまらな いこと をし 

たと 云 ふ 念 は、 .c 分ながら、 顔 のしがみに 現 はれて る やうに 思へ た。 渠は 然し、 霄車を 追ッ驅 けた こ 

とに 對 してよりも • その 前に やった こと を 一 & いまだに 殘 念が つてる るので ある。 

『あいつら と 一 紐に 酒を飮 まなかったら よかった 11 いや、 酒の 勢 ひでおれ が の 花 を 引かな かつ 

たらよ かった！』 

I うせん 

けさ 新 ii 社の 應接 室で は 或る 事件の 周旋 を 完了し、 十 B 問ば かりの 奔走に 對 する その ロ錢 をせ し 

めた。 同僚 ii に は 知らせまい として • 成るべく 秘密に 事 を 運んだ の だが、 それが どうした わけ か 午後 

わか 

になって^ 吿部 111^ に 分った と 見え • 

よしみ くん  お ほ， 

『みなお ごって！！ 2； ひ 給へ- 士 n;^ 君 は 大分 儲けて 持って るぞ』 と、 部長 は 3^3 の 前で 公け にした。 にやに 

やと 笑 ひながら、 それが 如何にも いや 味ッ たらしかった。 

これ を聽 てた あいつら だ —— 何 か 直ぐ こそこそと 向 ふの 方で 相談して ゐ たや ラ であった a 

不斷 からい やな 奴ら で —— 今の 部長の 引きで 入社した ので あれば こそ こちら もい ぃ加减 にあしら つ 

てゐて やる の だが、 社 以外で はさう つき 合 ひたく もなかった。 それが かたみが はりに こちら を兒 てく 

すくす tlK ひ をしたり、 ふところ を 押さへ て 見たり して ゐ たの は、 今から 思へば、 こちら を 落し 入れよ 
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*w  ，やく 

うと 云 ふ 策略 を 相談し てゐ たの だら う。 

そんな ことと は 知らなかった ので、 向 ふが ふところ を 押さへ たり、 叩いたり して わるの がちら と 

えた 時， こちら も 懐中して ゐる物 を 思 ひ 出して、 服のう へから 紙入れ をち ょッ とさわって 见 たら、 不 

時に 傣給 でも 取った やうに 胸の あたりが 嵩張って ゐた。 社から まで、 ^^から 1  ボ まで、 無 W に， A 

んで りさへ すれば、 もう 占めた もので —— あと は 女房の 手に 渡って 出入りの商人 に^する 拂ひ s-o- 

を拂 ふなり、 このまま 貯金す るな りする のであった。 

ところが、 どう だ？ 一?;^ 等 は 突然、 社の 引け時に なつてから、 そばへ やって 來て 云った， 

『僕 等 はお ごって 賀 ふに は 及ばぬ 11 今夜 は 一 絡に 飮 まう。 J 

啻 ！. うあって 啻 

『  』 jg は渠 等の 突然な 巾し 出に 返事 をし ないで ゐ たが、 何だか 部長 を 笠に や； 5 て强 ffi 的に 命令 さ 

れ てる やうに 思へ たので、 いや だと も 云へ なかった。 

こちらの 弱みと 云へば 弱みであった —— これにつ け 込まれて、 社の 中が よく 行く^ 合 ひに つれて 

行かれた。 藝： f|g でも 呼んで 騷 ゆ ば まだし も その 方が 安 あがりであった かも 知れぬ が、 1^ はいつ も？^ り 

それに 反對 した、 すると、 

『ぢ ゃァ、 花で も 引かう』 と あいつら が 云 ひ 出した。 勿論、 大分 1£ が 進んで からの こと だが、 これに 

4? んし 

も反對 した けれども、 無理に 誘惑され て、 とうく、 暫 らく 身づ から 禁止して ゐ たこと を やり 出した 


—— ^石 を その 場の かけが へに して。 

それでも n- 一年 H まで は 大きな 手 やく ゃ出來 やく もあった に拘 はらす * 大した 敗 もな く • こちらが 

5g! かに 二三 K の 勝ち味に なって ゐた。 この？^ で 切り 上： b たらと 思った ので、 0 分から 先づ E-5 ひ 切って 

立ち上りまで したの だが、 あいつ 等が 承知し なかった。 

ゐく. P  く 

『少しで も 勝って ると ころで * 君』 と、 その 一 方 は あぐらの ままこ ちら を 威お すろ やうに 兌つ めて 云 

つた、 『逃 ゆよう たッ て、 そり や ァ卑； だ。』 

『でも • あまりお そくなる と —— 』 

ち. 0, 

『ま ァ、 もッ とっき 合 ふ、 さ。』 他の 一 方 は、 また、 斯う そらう そ 吹いた。 惡 落ちつきに^ 付いて、 こ 

ちらに 近い 火鉢に 兩手を かけながら * そ ッぽぅ を 向いて ゐた。 

あくらつ 

へば、 どいつ もこい つも 惡辣 なや つらで あつたの だ。 その 手 を 早く  HI? 破して 斷然 5^ り拔 けて 來た 

ッて、 11 社畏ゃ 部長の ® 接 命令で は あるまい し、 一 I 何も かま ふこと ではなかった。 Is^ 等が また 腕 

力に 訴へ て 無理に 葉 等の 负けを 取り返さう としたら、 勝って る だけ を そこに ほうり 出せば 5； むこと で 

あった。 が、 こちらに も 少し 愁に 未練がないでも なかった。 結 5^ の やり取り をす る 時に ちらと て 

かめた ところでは， 顯等も そのが ま 口に は 大分の 用意が あった。 

へ た  し t,!  ひそ 

『下手な に！』 斯う 考へ ると、 渠 等が こちらに 勝た うとして 荐 りに 引きと める のが 私 かに 可哀さ う 
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にも を かし くもなった。 

r 早く や： われ。』 そッ ぼう を 向 い て た 方が 待ち 兼て こ ち らの顔 を 上け た。 

『  n 幸 ひに 向 ふから 船んで るので はない か？ えい、 卷き 上げて やれと： 心した T ぐ， ゃァ、 小便 

をして 來 てから。』 

『逃け ちゃ ァ、 承知し ない ぞ 11 ^子 を Sid いてけ。』 

『  』 渠は 手に つまみ 上げて た 茶色の ソフト を そのまま 落してから、 用 を 便じに 行った。 

の 口に 向って 自分の なま ぁッ たかいに ほひ を ぶんと 喚ぎながら^ へたと ころで は、 かの 大=- 夭 

たどと これ を やり 初めて からと 云 ふ もの * さう ft けた ことがない。 而も 隨分 勝った 畔 などに はんに 

酒 ゃ壽司 をお ごって、 自分 も眞ッ さきに 腹 一 杯に 喰った。 

『どうか どなた さま も」 と、 わざと.^ い i な よそ行き を 使って、 一 #多くれけたその^^がの夫人を冷 

かしながら、 『御 遠慮なく 十分 召し 上って 下さい。 どうせお^ しにな つた ッて、 ここの 人に 除して^ 

ふだけ がお 手数 を かけて 濟ま ぬわけ になります から。』  <  t 

『いやな 吉 味さん、 ね、 人 を 馬鹿にして！」 夫人 は 1" 目に こちら を 睨んだ ッけ。 そして ゆん， 嬌と 苦^と 

を Is- せながら、 『どなた も 御 遠慮なくお 錢 しにな つても ようご ざいます よ。 あとで あたし^ 力" れ 致レ 

ますから。』 


「さう はさせ ない J と 云って、 他の Hf ^建 もがつ がつ やった。 

夫人 も けぬ 氣 になって 隨分 たべた が、 その 時の 分 Ik は 多かった ので まだまだ 殘 つてる た。 

「今度 やる 時 はき ッと士 M 味さん に おごらせて 兒 せます • わ —— い つもい つも 憎らしい ほど员 けない の 

だから！』 

「あべ こ ベ に また 大きな 失敗 をし ないやう 心がける 方が いいでしょう。』 

あか * 

「  』 夫人 は 左の 手で こちら をぶ つ S 似 をした が、 右で は その 口へ 赤身の を 持って行 つてた。 『あ 

ァ、 きつ い』 と 云って 突然、 その： m をし よ ぼしょ ぼ させた ッけ —— わさびが 餘 ほど 利いて たと 兄え て。 

见に こんなに 面. m いと 思へば 面白い こと をば ッ たり やめた の は • 決してね けが 込む とか、 物 

れん ぢぅ 

上に 担 をす ると か 云 ふやうな 理. いではなかった。 ただ 述 中から 夫人が 先づ ぬけた 爲 めに、 皆が また^ 

i な 時 問 を 費す る の を 餘り利 口な ことで もな いと 氣づ いたのであった。 

「もう、 八々 はやめる ことにし てるの だが、 なァ』 と、 儒れ た 手をハ ンケチ で 拭き 拭き、 おもてで は 

いやさう に 見せながら、 調子ぬ けがした かの やうに w び もとの 席へ 腰をおろした。 

r その^ *  は 一 厘ば なし か 引いた ことがなかった と 云 ふぢ やない か？』 

「無論、 こんな 大きな の は 初めて、 さ。』 

r これが 男らしく ッて、 面白 いんだよ。』 
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『さう か、 なァ』 と、 A はと ぼけて ゐ たけれ ども、 は、 ここで こんな 大きな 赌 けに^ち さへ す.^ V5、 

ほんそうれ. c 

けさ 得た 十日 問の 奔走 料 を I と^で 二倍に も 三^に もで きる だら うと 忍へ た。 

『なァ に、 勝負 はこれ から、 さ。』 下 を 向いて 黑 1^ の 札 を 二 一 回 切って た 方が、 親 しろと 云 はぬ， はか 

りに それ を こちらへ 突きつ けて いたが、 他の 一 方 を llsa にじろ りと 兄た 様子 を ひ 出す と、 こちら 

の 便所に 行って た 留守に 渠等 がまた 何 かも ッと 具體 的な 奸 策の 相談 か 合 ひ n か をして S いたので あつ 

たに 相違ない。 

四 年 目の 二月に 見す で 桐の 緒 封 を 出した ので、 兩 方から 先づ三 つつ を 取った が、 一 方に は のビ 

力 1 の 手 やくが つき、 他の 一 方に は靑ョ 口を出 かされ、 八^：！；と十叫^：：^とを 一 ^に 取られた。 

くわう 

三月に は赤ョ 11、 四月に はまた 街 m  口、 五0:^にはニ十八^13:の五光 —— かう. S ふの どちら かにば かり 

出來 やく をして やられ、 而も こちらの Hi^ はすべ て 途中で ぶち 毀 われる の だ。 これで はこ ちらの Hf>+ 

くに 丹 一が あらう が、 立て 三 を 持た うが、 追ッ つくもので はなかった。 その上に なほ 不思^な ことに 

は、 三年 目まで は. M ふの どちら かがよ く 落ちた が、 四 年 目から は どんなに 惡ぃ 手で も 出す に は S かな 

かった。 そして こちらが 六 ヶ月 目に 落ちる と、 張り 八 c ひがな ささう にして 向 ふ は 二人で ち を 分^し 

て 取った。 

七 ヶ月 目に 氣 がっくと、 何でも 考 へねば ならぬ 大切な ところになる：^ に、 その 一 方が タタ タッタ 丁 


などと 云 ふと • 他の 1 方が トト トツ トウな どと 應じ るの だ。 一 時期 を 後れて 入社した 5^ 等と はこ ちら 

はこれ までに 花 合戰を やった 經驗 がない ので、 しかと は 5^ らな いが、 それが $： どうも 何 かの!^ g らし 

い。 考へ るふり をして 一 方が 『今頃 は 半 七さん』 などと 淨^^ の 文句 を 語る と、 他方 は必ら すまた 『5;; 

れも つかぬ ゥ ー』 と引ッ 張りながら、 別な こと を 云って るの だが、 どうも 何 かの 答へ らしい。 また， 

を徘ら へられた。 

『僕 ァ、 んぅ、 やめる！』 }g は 斯う 叫んで、 自分の 札 を a 具ン 中の!^ ぎ M の 上に 投； t 出した。 

『どうして ッ て；^ らァ 全^ 人 を 馬鹿にして ィる！ 一  一 人で 合ひ圆 をし 合って ろんだ！ J 

r そんな こと ァ ない、 さ。』 

『  』 それに 返事 をす るに は 渠は餘 りに おこって ゐた。 

8  へう ぎん 

『ぢ ゃァ、 おれ 達が 疑 はれる やうな 飄輕な こと を 云 ふの をよ したら いいの だら う o』 

『  』 これに も 返事 をし なかった。 そして 耳の あたりまで 熱して ゐ るの を おぼえた。 人口に つか 

かう くわん  ら 

ぬ やうに そ ッと礼 を 交換したり、 爪の あと をつ けて E じる しにしたり などす る ことが が I う.！、 こ. H よく 

あると 聽 いてる が、 そ 知らぬ ふりで 公け に 合ひ圆 をし 合 ふと はまた 太い やつら だ！ 餘 りの いまいまし 

さに、 どうしても ft け を 取り返して やらねば と 云 ふ 決心が 私 かに 先き に 立った。 

八月 B の 親が 渠の氣 色ばん でる のに 頓着な く裹赤 の 札 を 切って るの を 幸 ひ、 ffl は やめろ と 云った こ. 
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と を 無 一一 一一 A のま ま 取り消し にして、 それでもお もて，： 1: き はむ ッ つりした 額つ きで ゐた。 

親 は 初めに 場の 爲 めに 分けた 札 六 枚 を ふせて 5^ いてから *  §: に • 一二 枚と 叫 枚 づっを 二.；^ に 分けた。 そ 

して、 

『見す だぞ』 と 云って、 伏せて あるの を あけた うちに * 松の ビカ があった 7 さァ、 お ぼ. t 召しの かた 

は絕 の三赏 をお 出し 下さ い。』 

『ぢ ゃァ、 やる。』： m は 自分の しろ 石 を 三つ 親の 兑. すれに 渡した。 手 やくに カラス 五^い^ .4: 十 K がつ 

いてね たからで ある。 ところが、 ビキが 上手に 落ちた ので、 ぉカ苷 さま を 逃がした： 5!- がつ い 『ちト へッ」 

と 自分に 舌う ち を させた。 

r 何か附 いた、 な。』 

r お カラス、 お カラス！』 これが さしの 扣 手よりも 拔 けて、 手 やく も 十二 になった。 

九月から 十一月まで は 向 ふが I 人 落ちる か • こちらが i>t ちる かしながら、 1^ に は 多少の 取りお しが 

つ いて 來 たの だが、 十二 ヶ月 目に また どッ かり 员 けた。 鹿の 十 一 ぐら ゐで 出なければ よかった のに。 

向 ふ は 一 方に 藤の 立て 三の 飛び込みが あり、 また 一 方に は 五 枚まで も 赤の 手が 付いた ので、 こり ゃァ 

赤ョ a をして やられた、 な、 と 思へ た。 染 して その 通り だッ た。 

この 最後の 一 戦の 爲め にとうとう ふところが 全ー滅 したば かりで なく、 可な りの 不足 を 生じて しまつ 


「證^ を 害き 袷へ、 證神 を』 と 云 はれ • IS は 止む を 得す 不足 額 を 四 分して sg^ 印紙の 入らぬ 程 皮の. U 

S ォ：. 'つ 

で 叫 枚 調製した。 それから、 自分 は 

「今度 は 取り返す ぞ』 と 姿勢 を 改めた ところ、 渠 等が 應 じなかった。 

『もう、 これから やった ッて 張り合 ひがな いぢ やない か？』 

ゆん ャん 

「そんな 观 金な こと は 云 はないで、 —— もッ とやら う。』 

『でも、 前に 君 は 勝った 時に 逃げよう とした ぢ やない か？』 

『もう、 おそくな るよ』 と、 別な の もから かふ やうに 云った。 

『； 鬼も^、 もッ と挤ら へ て來 給へ 11 もッ と。』 なさけない ほど 冷淡な もの だ。 

r  』 そんな こと は、 僅かの 給料で 新 ii 社な どに 使 はれて る 身で 11 而も 夜の 十 S を 過ぎてから 

S うだん 

11 できる 相談ではなかった。 

『ま ァ、 ここらで やめて 置いた 方が えい ぜ。』 

「そんな 無理な こと を —— 』 

てつだ  ) 

『何が 無理 だい？』 斯う 云ふ亂 暴な 口調に は • 無論 • 向 ふ は 酒の^ ひも 手 傅って ゐた。 

r 無理 ぢゃァ ないか』 と、 こちら も 怒らざる を なかった T おれの 勝って る 時には てっき 合 はせ て 
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置いて、 さ、 君が たの 勝った にや ァ つき 合 はない なんて？』 

『程度が 遠 ふ、 さ。』 I 方 は に 憎い こと を 云った。 

『考 へても 見 給へ』 と、 また 一 方 も 一 肝 ひどかった 、『君に あぶくの やうな 飛び込みが ある あ ひだ はま 

だえ いが、 それが 無くなつ てな ほさう 俘給以 I で IS め 合せ をつ ける：： 儿 込みが つく かい、 このお 分？」 

『惡 いこと は 云 はぬ 11 君の 爲めぢ や。』 

『  』 默 つて 聽 いてる と、 如何にも§?念でぁった0『今 ー年しょぅ』とせがむゃぅにI:ムってr5^^が、 

築 等 は 矢張り 取り合 は なかった。 

『今夜の 料理 代 は その代り 僕 等の 方で 负 IS して g くから』 とあって、 ：S りのお ^$3? して 十 JSf だけ を 

等 は 一:^ して くれた。 

E- むへば、 今ごろ は あいつ 等 二人 はな ほゐ ®f つて、 洒を うまく 飲みながら、 こちら C ことた あざ^つ 

てる だら う。 それが 最も 瘤で 痼で^ら ない の だ。 

『早く 引き 上ければ よかった の だが』 と、 渠は今 一 度 こわれ 畔計を idk の ボケ ト から 出して 兑て、 

『畜生！』 と 心で 叱り付けた。 

それから、 口笛 を 相變ら す 11 然し 俊い！^ で 11 吹きながら、 ^^の 入り口の 込み 介って るの を 無 

理に 肩で 押し分けて 這 入って 行った。 が、 矢ッ 張り 中 も 込み合つ てて、 1^ のか けられろ (や^な ど はな 


かな かで きさつに も 見えなかった。 

^i.<;述も多ぃのをu-ると、 帝劇の はねに かち 合 はせ たの だら うが —— さう 云 ふ 速 中 を 見る につけて 

も 一 肝， 鬼. E 身の 今夜の 不覺 が、 夜 さむの 氣 と共に、 ひやり ひやり とす ぼんの 裾から 立って る 兩足を a 

つて 來 たかと 思 ふと、 粟つ ぶの やうな 物が からだ 全 K に 行き渡つ たやう だ。 例の 奔走の 爲 めに ゆ ふべ 

も 湯に 行けなかった ので、 けさ はと 思 ひながら また 行き そこねて ゐ たの だ。 

これが 人^のに ほひ か 知らん と 思 はれる やうな に ほひ をして ゐる。 が、 つり 革に ぶらさが つてる 自 

分が^く こ は 張って、 自分の 心地が しない。 目 は 引き 釣って 顔が 真 ッさ をに なって はしない かと 思 ふ 

くちぶえ 

と * あたりが 博 かられて 口笛 をち ょッ とよした。 が * それ をよ す V 、-; ^時に 首 を さけて、 恣 から そとに 

回い 月が かかって るの を见た —— あの やうな まる 坊主が ひよ ッ こり 飛び出し さへ しなければ， 雨 入り 

g: 光な ど をして やられ はしなかった のに —— 0 

『切符 を 切ります。 JH91. 掌が 近づ いて 來 たので、 その 方へ 渠は 遊んで る 方の 手 を 突き出し、 

『おい、 ！』 われ 知らす 荒ッ ぼい 聲で 云って、 ニコー 名の 客の 肩 や 袖 を 押し わけ、 前以 つて 用意し 

て ゐ た 銀^ を 草 《4 に 渡した。 『小川 町で 乘り換 へ だ。』 

『  』 車掌 はこ ちらの 荒ッ ぼかった 言 紫に 氣が 付いて るの かどう だか、 默 つて 往復切符の 一端に 

はさみ を 入れてから 、『へ い、 のかた』 と 云って それ を こちらに 渡した 時、 乘り換 へ 切符 を 添へ て 


第五 卷 

くれなかった。 

『乘 り換 への 方 はどうした？」 矢ッ强 り、 整 を 荒らげない では ゐられ なかった。 

『奥 鴨 へ 行きます よ 11 こ の 5. は。」 

『  』 娼に は" 5- 常の 返事の 惡 落ちつきが こちら を 馬鹿にして ねる 者と 兄え たので、 ！署 いら 立つ 

て 、『然し 本鄉 まわり ぢゃァ ないか？」  ， 

『ですから、 通しで まゐ ります。』 こちら を も 見ないで 前 を 通り過ぎよう とした。 

『いいや、 乘り 手の 勝手 だ ー』 いよく 溜り かねて 、「おれ は 小川 町で 乘り拽 へる 11 を^せ！」 

『こ の 電車で は 出せません。』 

『何 だと • 馬鹿！ おれ は 何度も 切り 換 へて 貰った ことがあ るの だ！」 

『それ は 確かに 切つ た^の 叩 遠 ひです、 わたくしに は 出せません。」 単 はこ ちら をち ょタ とふり 返つ 

て 見た だけで 行って しまった G 

で、 渠の いまいましい 感じの 對象 はこの 方へ W つて 来た。 

r  』 どう 云 ふ 風に 我 を 通せば 最もよ く 自分の 心を滿 足させる. ことができ るかと、 武者振ひを^^| 

しん  はて t3 

すると 同時に あたまの 心まで 異様な のぼせ を おぼえて るう ちに、 1^ 車 は^ばた を 離れて 火手 町の 方へ 

近づいた。 そして そこでと まった 時には、 ますます 乘り 手が 前後から 這 入り こそした ゃラ だが、 生 恨 


降りる もの はなく、 渠は 右の 手 を 左り に換 へて 矢ッ 張り 革に つるさが つて ゐ た。 

啻ふ げき 

甯 単が 急激に 運轉を 初めた ので、 どんと 一 つ！^ に 足 ごた へがあった かと 思 ふとたん、 前の 人が よろ 

けた 結 架、 築の 足 を 靴の 上から いやと 云 ふ ほど 踏み付けた。 

『どうも 濟 みません」 と 云った 人 は、 こちら を 見て 一 つ あたま を 下げた ので あつたが、 

『  』 1^ は 挨拨を 報い もせす * ただ 瞰 みつ： 2i つもりであった が、 それが 寧ろに がい 顔 をした の 

であった やう だ。 

もの ひまに 同じ 車掌が 再び 通り過ぎて しまったので、 それ を 捕へ る ことができなかった。 

『今度 一 戻って 來 たら』 と 待ち かまへ てると、 

『次ぎ は祌 11 乘 りかへ の 方 は ございま せんか J と 云 ふ聲が 聽 えて 來た。 これが 何だか こちらの 

面 あてに 云って る やうに 思へ た。 

さけ  ひ V 

『おい， 出せ！』 您ぃ聲 で だが 叫んで、 蕖は 自分の 後ろ をす り拔 けようと した 車掌 を 肱で 突き飛ばし 

た。 そのと たん、 あたりの 客 二三 名 はとば ッ ちり を 喰って 勳搖 した。 

『相談して 1:5^ ますから。』 車掌が ^ 外にお となし かった ので、 却って 渠は 俄かに ひやりとした 0 よくこ 

の 場で 職攀上 の權 威を以 つ て 威 だけ 髙に 向はなかった もの だ。 

その代り、 立って る 客のう ちの 1 名が そッ ぼう を 向いて る ままで、 

鼻  E 七 
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『お 手 やわらかに 願 ひます』 と 云った。 

£ラ& 

『  』 それ を聽 いて laA はまた ひやりとしたが、 同時にお ぢけづ いて 考 へた， 來«- の 相 と 云った 

>  •-♦i^ し.！ 

のが^し う ッて替 はって、 二三 人の ポ掌 ゃ運轉 手 どもが 申し 合 はせ ての、 こちらに 對 する 逆 B になつ 

て來 たら どうした もの だら うと。 等が 客 一 人 を IS 等の 溜り 場へ 引き込んで、 ^で亂 2^ にも 死ぬ ほど 

ぶんの めした ことがあ つたと は 德へ聽 いても ゐ る。 

へんじ  こ 

でも- こわごわ にだが、 この場合，； i: ふの 返事 を 持って 來 させなければ 男の 顔が 立たない かの 如く^ 

はれた。 

てい 9.9 &ょ 

そのうち 神 m 橋 も 過ぎ * あと は I と 停留所 を 越えれば 小川 町 だのに、 なほ 來 常の 所？ i 相談の が 

わか  *- ん てんし ♦ おい . 

分らなかった。 渠 はやき やきして 來 たので， 中央よりも 少し^のと ころから ポ 5 お を 巡 軲手臺 の 力に あ 

とづけ て 行って、 

『おい • どうしたん だい？ これまで にも 度々 貰った ことがあ るの だ。 出せない と 云 ふの は lis- だけ だら 

う。 Z ナく 出せ！』 

ちう い  ^  KI しろち やう 

『小川 町 11 小川 町』 と 云 ふ 注.； が： g:: 十 ゃ聽ぇ 出した。 美 土 代 町 はいつ のまに かと まらないで 通ぎ た 

の だ。 

『どうお ッ しゃっても わたくしに は 出せません。』 


『どうして だい？』 

『そんな 法が ありま せんから。』 

『强 な^ 《华 だ！』 

r 何と 云 はれても 11 わたくしに は —— 」 一 〕 の 時 電車が 交叉 點を曲 つてと まった。 

『平く 出せ！』 

『わたくしに は 11 』 

もん «ぅ 

こ の 押し問答が 出ぐ ち をふさい でゐ たので， 後ろの 方から 不平 を 叫ぶ もの も あ つ た。 

『出せば え いぢ やない か』 と • 遝轉乎 はめん どう 臭 さう に 車掌 を 返り nj- た。 

『ぢ ゃァ、 こちらへ いら ッ しゃい』 と 一： ム つて、 車 (4 は 猿と 共に 下りて、 渠を つれて ッて、 が岐 I にか 

らだを 少しす くめ て そ の 肩 外 を のせた 一!^ を 上下に 勳か しつつ 立って る 監督に 紹介して 吿 けた、 

『このお 方が 小川 町の 乘り換 へに して？^ れ とお ッ しゃい ますが 11 』 

『で、 —— 』 はこち らを 向いて ゐ たが、 何の こと だか 分らぬ やうす だ。 

やうす 

r  』 ； S は その 様子が 先づ 冷淡に 见 えたので また 瘤に さわった。 1^ を もこれ につり 合 はせ て T 僕 

ちら 

は 平く 乘り換 へ をお ひさへ すれば いいのです。』 

『君， ほッ といて 行かう』 と • 別な 琳 掌が ぐ 呼びに 來 たので、 こちらの 車掌 は 行き かけた が、 また 

*  西 * 
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あと 11^ り をして、 

『切符 はこ ちら へ 顶 戴して あきましょう。』 

『どうして だ 11 まだ 乗換へ も 渡さな いぢ やない か？』 

『乘 り換へ のこと はこの 監^さん と 御 和 談を願 ひます。」 

『それでい いんだ、 な？』 

『へ い 11 』 

『ぢ ゃァ、 渡して やる！』 SSS は 斯う 云って、 もう 勝利 を たものと 5^ ひ 込んだ。 

あとに は 通りすがりの 人 かゆ もなかつ たので、 渠と監 粉と だけが 竹ら く默 つて，：^ ひ 合って ねた 

者の 兹 さうな 風が こちらに も 移って、 €3^のさきの感じがっめたく.抓ぃ。 この"； i み も —— おし —— 

くで 11 赤に なって たら、 小 場で ニ茛、 ぬけて 三 K 11 絶 倍の 六^ 11 

.S ぐ わい 

『  』 監^ は、 ： めぶに は 意外に も、 乘り換 へ 切符 を 出さう ともしない。 

.『 おい、 どうして 吳れ るんだ？』 

『一 體、 あなた は』 と、 不 5、5 議さ うにして 云った 、『どこへ 行く のです？』 

『今更ら、 そり ゃァ 何の 問 ひだ、 m 鴨と 云った ぢゃァ ないか？』 

『いいえ、 聽 きません。』 


r  』 さう 云 はれて 見る と * 如：！： にも それが 事 ^ であった らう。 自分 は 少しの. ほせて ゐ た。 『成 

君は聽 かなかった らうが • 僕 は そのつ もりで 小川 町 乘換へ を fl がした のです。』 

『然し 今の 電車 は巢 w 行きではなかったです か？』 

『粟 TO 行き は 行き だが、 本鄉 まわり だから * 乘り換 へ .V 切れと 云った のです。』 

『そんな 4 要はないで はありません か？』 

『なんだ、 必要の あるな し を 君が おれに 聽く 必要が どこに ある？ J  - 

『では、 聽か ぬまでの ことです。』 

『無論、 聽 くに は 及ばぬ 11 早く 吳れ さへ すれば いいの だ。』 次の 電車が 來て A;^!^ はこ ちらの 思 ふ 方へ 

曲った ので IS はいそいで 手 を 出した。 

『何 をです？』 

『とぼける ない！』 渠が^ ッ つら をで もな ぐって やりたい ほど 監督に は わざとら しい のよ そ ほひ 

があった。 はこれ に 口ば やに 返事 を 投げつ けた， 『乘 り換へ 切符 を だ！』 

『へい 11 あなた は なぜ 今の^ 掌から K はなかった のです。』 

てんか だう 

『  』 天 T 堂の 前にと まった 電車 を a- ると、 もう 客が 二三 名お りて ゐる。 

r ここで は 出せません、 な。』 


泡^ 仝^  ^五卷  .  五一 一 

『  』 はちよ ッ とぁッ けに 取られた。 少し 語氣を やわらけ て 、『と 云 ふと、 tl?^ は I 持つ てても 

出さない と 云 ふの か、 それとも 持って ゐな いと 云 ふの か？』 

『監督 は 切符 を 切る 役ではありません』 

r ぢ ゃァ、 不都合で はない か 11 』 大きな！ g では あつたが、 半ば 獨り首 の， たげ ^を^び てわた。 n 分に 

車掌 を 突き飛ばした その 敏饕 お受けて、 こんな I、 い 夜な かに うまうまと^い てき ぼり を^った ハ で.^" 

る ことが 效 つて 來た。 出した 手 はいつ のまに か引ッ 込んで ゐた。 

赤 ヨロの 野心で 樱の报 を 惜しみ、 まさかと w、》 つて 坊主の かす を 梨て たのが そもそも A 分の 破滅の も 

とであった の だが-^ ここで も 亦 さきの 車掌に 本 切符 を かすと 兄て 波して しまった のが 失收 であった 

乘り 込みの sir ではない ものの 手から、 よく  fs の 外で 切符 を 切り 换 へて S3； つた ことがあ るの をお ぼ 

えてる ので、 そんな こと も 監督と 云 ふ ものの する 役 ru のうちで あるの だら うと つて ゐた。 

十日ば かりの 奔走 料 を 棒に振った あとで、 たッた 五錢に 常る t し舉 切符 一枚ぐ らゐ うま ラ まとお き... - 

げられ たッ て、 それ は 何の ことで もない  が、  

自分の 別に 持って る淺 りの を 除いて は • 心 も- S 布 も 全く 素寒^に なった. 钟を、 今、 

と 共 こ、 鹿 接に 夜 かぜの 兹 さに さらして 立って るので ある。 『この 切符 一 枚し かぎくて、 に^った..^ 

お， ナパ1しこれを^:ゅして無くしでもすると、 市中の 乘り換 へ 場から 郊外まで 歩きで もしなければ ならぬ 


のか』 と 云 ふやつな こと を 皮々 考 へさせられた {Z 分の 生活 狀態も 心の中に は ひ 出さ 1 た。 —— 

rtn 分-か 突き飛ば したりし たこと は 如 ：！： にもよ くなかった けれども、 その 車掌の 同情な き、 惡. すめる 

無！ Js; 任な 仕う ち はこれ を 憎まな い で は ゐられ なか つ た。 

『何が 不都合です』 と •  D 分 n 身 を： K めら れ たと 思って ひ 返した 監^ を •  は 今少し 相手に して 蹈 

忿を ゆらして やれと 云ふ氣 になった。 どうせ 1 1.M 目の 電ー も 出て しまって 

「考 へても：： ル 給へ。 おれ は 今 一 つかけ がへの 切符 を 持って るから いいやうな ものの、 おしこれ が 別な 

人であって —— 而も 可哀 さうな 老人 か 子供 かであって、 さ —— 切符 もな く、 またち ょッ と<丄 の； g: ち 合 

はせ がな くッ て、 こんな 目に 合 はせられ たと したら- どう だ —— この 時刻 も 週くな つて？』 

は あ ひ 

『そり ゃァ 場合に もよりましょう が、 あなたの は 無理です o』 

『何が 無理 だ？ これまで にも 度々 切り 換 へて 貰った ことがあ るのに、 今の^ 掌 だけが それ をし ない 

の だ。』 

r そんな こと はありますまい。』 監赞 もまた 今の 車掌と 同じ やうな 意見 を 持って ゐ るので あるら しい。 

『  』 IS はふと 忍 ひ 返す と • ここでょく切り換へ て貰ったのは自分がまだ大^^のポi^t近^IIにeiん 

しラ てん 

でた のこと で、 ついこの ii、  ^鴨の 終 點に轉 居して から は- 日 比 谷から 本鄉 まわりに 乘 つて ここの 

乘り换 へ を K つた ことがあ るか どうか * はッ きりと は：：，； I ひ 出せない のであった。 け- ども • なほお も 


てに はこの 弱み を 見せない つもりで、 『でも、 ここで 乘り換 へた 方が cf.  く 行け るんだ。」 

『それ は あなたの 思ひ逮 ひでしょう。』 

か  .* すがち ゃゥ 

『馬鹿 を 云へ！ おれの 赏驗 では、 春 n 町 まわりの 方が 年 いんだ。」 斯う は 云った ものの * これは^ nw 

げん ざ 1 

で また 乘り換 へて {a 分が 大 塚の 方へ 向った 時の 感じで あるら しい。 現在で も、 ^によると • こ の^を 

取つ て歸 宅す る こと も あるの だから。 

いつのまにか 一 一三の 黑 いかげ があって、 お ほ聲の 方へ 引き寄せられて ゐた。 

『夜 は 時 閒運轉 ですから、 そんな こと は斷 じて ぁリ ません。』 

『君に 不平 を 云った ッて 無論 仕 かたがない、 さ。』 紫って 來 たもの 等に 直ぐ それと 分らせる やうに-: ムっ 

れいせ う  レ t 

て、 監^ を 冷笑しながら、 『乘り 換へを 出す fp; 格 さへ 持って ゐな いんだから、 なァ。 伎が だけ W を 

させられ たと 思 ゃァ、 それですむんだ。』こんなことでとても1^{の^^は晴れなかった。 が， こんな 奴 を 

相手に して ゐたッ て、 寒いだ けが 拟 であった。 

角なる 綺ハ ガキ屋 11 もう 戶が締 つてた が 11 の 方へ、 渠は 交叉した レイ ルを 三つ 叫つ またぎ 越え 

る 時 • その 磨け た 線に 路傍 S 瓦斯 燈の あかりが 映つ てるのが * かるたのお もてに 杏いた 二十 物の： W の 

線の やうに 兑 えた。 

，渠 はまた 口 ぶえ を 吹 いて ゐ た，、 


天下 堂の 一:! いば 築 をす ぢ，： 1： ふに 仰ぎ 兒 ながら、 また 次ぎに 來 べき 電率を 待って ると、 反對の 方へ 曲 

つたの が あるが * それ を^ 鴨 行きで あるか どうか 調べて 見る 氣に はなれなかった。 その il^、 からだ は 

塞 さに ふるえて ゐる。 洞の 氣 など は どこかへ 行って しまって、 に ほひ だけ でん ©ぎ たく も^げな かつ 

た 0 

全體、 自 分 は s-il の 上に も 二重の 損 をした ので ある。 下らぬ 八々 などに 一と 晚を费 やした 上に、 こ 

の 乘り換 へ SI^C 爲 めに 歸 宅が 少 くと も； II ゆ *f は 後れる の だ。 たと へ 乘り換 へ 切符 を に 出して ，3 

つたと しても、 ^にこん なに 待ちす くんで ゐ るので は、 さきの 本鄉 まわりの 方が 無論す ッと 早く 行つ 

てし まう に^ 遠ない — 

nH? 鹿な 奴 だ * なァ』 と、 同 乘の容 のうちに こちら を あざけった 紳士ら しいの があった の を S 心 ひ 出し 

た。 そして その n 調 を われ 知らす 自分の n ぶえ に 云 はせ て兒 た。 

ニ^ば かり 離れた ところに、 これ も電 ¥ を 待ちつつ、 買 ひ 物ら しい 包み を 左り の 手に 乘 せて 立って 

.i  はっけん  V- よ 

る 女 力 あるの を發 兄して、 それとなく その 方へ 歩いて 行く と、 かの 女 はすう ッ と^を. 1^ いたので • そ 

の 横が ほに 映った 光りが どことなく 一 一十 七 八の 大川 夫人 を 、煩 に E わ ひ 出させた。 

『ふき子さん は 今 どこ へ 行って どうして ゐ るんだら う？』 あの人が また これ を 好きで、 何かと 云へば 

はな  .y*  ^ 

S ぐに こに こしな がらお 花 をし ましようかと 來 たので、 をとこ連が5^:1  一 n にあけ す 出かけて 行った も 

^  五 玉 


^^仝 集 ^五卷  五六 

ぢょ  .< ^む. S 

の だが、 1 つに はかの 女の 品の ある 愛嬌に 引かれた のであった から * 大川 is; がし まひに はこれ を^ 破 

し • 八々 がよくな いと；； ム ふこと に かこつけて 皆 を 遠ざけて しまった。 そして その後 また あの { 来 を も W 

ッ 越した と *  C 分；^; - は へ 聽 いて ゐる。 

きょうみ  k 

自分 违の 八々 に 興味が なくなって 来たの も それからの ことであって 见 ると、 人の 女 を り- R てら 

遊んだ： ffli へ 自分 も * 全^、 どんな 顔つき をして 加 はって ゐ たの だら う？ 今 晚だッ て、 花に ねけ た 

忿が ffi^ の 中で 車 《4 を 肱で 突きの けたり I— 無理に 乘り換 へ を i ハ i 求して 分岐 點 の^^にぶ つかった 

り 一 I 。 考へ ると、 餘 りに 馬鹿馬鹿しく ッて • 歸 宅の 上 これ を 妻に さへ 語る；^ になれ ろと は、 ^へな 

.so 

く ぅ.^ す 

ゃッと 捕へ た键 I に は 前のと 遠って 空席が 隨 分あった。 乘る 時に 自分よりも さきへ 乘 せて やった 女 

の 人が^ 掌 蜜に 近いと ころへ 腰をおろした。 その 隣り にも また^ 席が あった けれども、 e: 今 は. S 分の 節 

を かの 女に 兌ら れ たくない 爲 めに 索 迪 りして、 中 ごろの 席へ 行った。 すると 人々 が" の^から も 左.^ 

から も 渠の方 を 兌つ める のであった U 

所帶 じみた & 水の 女房の 額に は 時に よると 鍋す みがつ いてる ことがある けれども * まさか n 分のに は 

，s? ちょく 

インキ や 船维の あと も あるまい。 それ は 大丈夫 だと そ 知らぬ ふりで t^i^ な 姿勢に ならう としたが、 さ 

うすれば する ほど 渠は 自分の 顔い ろ その物が 宵 白くな つて 行く氣 がすろ。 そして 目が据わって 來 ると 


くもない り 分の がふと G! 分の B さきに ちら 付き 出した。 

r 兄 * 中で； 止 ちゃんの 4^ がま だし も 一 ^ 恰好が ようご ざいます、 わ * ね』 と は * おぼえて もむ るが、 

*| とぼ 

, 煩の 母の 姉の 首^であった。 子供の 時 *  i»  ！ a がふと： m を さまして 见 ると •  s: 分のお ばさん と と 

が CI 分の 枕 もとなる 火鉢の そばで 何 か. e 分の こと を 云って みた。 で、 たぬき をして じ ソと环 を 傾む 

けて ゐ ると、 また^-:、 -.3:,^ ばな しに もな つたが、 再び 自分の 姊ゃ 妹の ことに 立ち戻って 来て、 おば さ 

しゃう キも 

んは 斯う 語った 11 …この { 氷す ぢは © 女 も 男 も が 低く、 而も 少し 天 向き だが、 正吉の だけ は 低い と 

云っても まだ さう 不恰好で はない。 まァ、 顔 だち から 云っても • 可な り 突 になれ よう。 これが 若し 

姉の 方 か 妹の 方に 變 つてれば 嫁入り 口 も 早くで きて 結構な の だが、 世の中 は 何 ごとに つけても 思 ふや 

うに は 行かぬ もので、 などと。 その 時、 は蒲圑 のかげ でそッ ぼうへ s 分の 舌 を 出し， 私 かにね すみ 

啼き の 似 をした のであった。 

*^んくゎぃ 

大きくな つてから も、 きな 女の そば を 通る 時、 料理屋の 女中に 酌 をさせる 時、 {c^<$i: の 末席に 列な 

る 時な どに は、 あの 時の 記憶が たまに. 汗ばないでも なかった。 が、 今晚の やうな こと は 恐らく これ ま 

でに あつたと はお ぼえない。 

口ぶ え を 吹く 爲 めに 口 をと がらせる と、 たださへ 血の 氣 がな ささう に W あはれ る h 分の 額 を 一 1^ 靑白 

く兒 せる だら う。 それ を 努めて さし 控 へて ゐ ると、 自分の 寂し さや 後悔の 持って行き どころ がない。 


泡 鳴 仝 五八 

ただこの やる 瀬 なさに n の 神！^ までが 引き 釣った その a ゃソ したで、 自分の * のさき は の ゆれる： P 

に 小い 輪 を 描く ので ある。 これが 1^ 服の めがね 越しに 目の 邪魔に なって、 邪魔に なって 11 0 

ぃッ そのこと- その さき を 人 もす ろ 合 ひ圖の やうに 人 さし 指で 公け にち ょッと Sit じいて；！ 5^ せて、 

はちく 

『八々 に p!w けたんだ い』 と 火き な it で 叫んで やりた くもあった。 今や 勝 ft のこと などよりも —— また 

電审 での 失敗の ことな どよりも —— I 悉氣 になる の は Sg; さきであった。 どうかし てこれ を 忘れよう * 

忘れようと しても- 窻 地の惡 いこと に は *  分のば かりで なく、 死んだ おや ぢ のまでが C 分のに かさ 

たいしゅ か 

なって 來た。 おや ぢは 若い 時から 大酒 家であった 爲 めに、 s: 十 前後に はも ラ その が ユダヤ人の 如く 

赤くな つて ゐた。 

『どうしてお 父さんの は あんなに 赤くな つたの だら う、 ね？』 

『あれ はお 1^ のせいだ さう だよ 0』母 は 昔 斯う 答へ た 。『あれ を兑て もお 酒と 云 ふ もの はか. f に 相 $JJ ないか 

ら、 お：：！ は 大きくな つても ぉほ洒 を飮ん だら いけない よ。 家 を 倒す の もお 1^ からなら、 からだ を 毀 わ 

すの も矢ッ 張りお 酒 だから、 ね。』 

『あんなから いもん なんか 飮 みたか ァ ないや。』 

『€ 介 あかのお ゃぢ』 と 云 はれる の は •  £永 自身が 成人して から もい やなこと であった。 然し、 この場合 

Z ぼ  れし さぅ  *} き 7 

また 小揚 てニ贯 が • 拔 けて 三 貫 を 聯想され た。 身ぶ る ひの やうに 小刻みにから だ を ゆすりながら、 ne 


4^. あいつ 等に つき 合って 飲みに 行き さ へ しなかったら —— J  1  

妻の 貯< ^帳に I 圓ニ II と 少しづつ 書き入れ がふえ たの も. 却って この 勝 ft を やめてから のこと では • 

ないか？ 折^- ぼろい 儲けが あつたのに 11 この 埋め合せ は 今度、 また 社の 仕事 以外で • 何 を 周旋し， 

て つけて やらう か？ 

『常 分 はちよ ッと 返せまい 」 ッて？ 人 を、 あいつら は 馬鹿にし 切って ゐゃァ がるの だ。 

さッき 51 じと ころから 乘 つた 類似の 大川 夫人 はと 見る と • 自分から 五六 人 向 ふの すぢ向 ふに ゐて * 

その 顔 は 丸で 遠った 不 美人で あつたが • これ も矢ッ 張り こちらば かり を 注意して ゐ たかして、 こちら 

と 直ぐ 視線が 一 致す ると、 ちょいと 横 を 向いて しまった。 

レ やち ゥ 

車中の 誰れ も 彼れ もが 自分ば かり を 兄て ゐる氣 がする ので， 自分に どこか 逮 つた 樣 子が あり はしな 

いかと • 目に 立たぬ やうに 自分の 胸 もと を 兄ようと したの だが、 ，化魔になるのは自分の53^じぁった0 

C 分 を 兌まい とすれば * あたりの 人と 視線が 合 ふので ある。 さう したくな いので、 jg はまた 口 

ひ S 

ぶえ を われ 知らす 吹きながら 後ろの 窓 わくに 左り の 肘 を かけて * 外の 方 を ながめた。 

じん ぽぅち やう  かビ 

少し 外が 明るく 兒 えて 來 たかと 思 ふと • 祌保 町の 停^所であった。 そして その 曲り，. を 曲ろ 時， 角 

ちの 13- 京デ パト メント ストアの 飾り窓に 何 かの 桢木 鉢が 出て ゐる のが 梅の 十に 兑 えた。 

『大川 夫人 は どこへ 行った の だら うか？』 あの 連中が 盛んに やって た 時 は、 皆 ここで 下りて 一  一丁 
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^ミ： S はこ うぢ 

ばかり 歩いて から 右へ 這 入る 今 川 小路で あつたが、 電車 を 下りてから よく Si 中が 出くわし たもの： k9 

『どこへ 行く の だ？』 

『むむ』 と、 誰れ でも 初めは 口 を どもらせて ねた。 が、 それが^々 お ほ びら になって 來て は、 化- =も怖 

ると ころな く.' 

『夫人のと ころ、 さ』 と 笑 ひ 合って うち 明ける やうに なった。 その代り、 おもて 向きの：：： 的に i^n に 

もちろん 

一 致して ゐた 11 賠け ごと を 好む もの は 勿論、 あまり 好まぬ もの も だ。 

くわう けい  す. 0 だう ぼし 

かかる 思 ひ 出の 光ね L ぶ も 消えて 暗くなる と- 1!^-車は三崎町ゃ水逍梳のガァド下を：迪ってゐた。 そして 

，藥は Q 分の 口ぶ えに 氣が ついて それ を やめ、 からだ を ッ直 ぐに 坐 わり^し、 ふと 今一^ 水上の 火 川 

夫人 を 見て やらう とすると、 その 姿 も 影 もな く、 あと は 席に なって ゐた。 これ も 水^^で 下りて し 

まったら しい。 * 

かす！^ & やう  し *- うめん 

春 日 町の 電氣會 社 事務所の 明るさが 正面にば ッと： おの 目に 映った 時には、 恣 一 杯に 11  ベの ビ 力が え 

たが、 直ぐ えてし まった。 

『本鄕 • 江戸川、 大嫁 行き は 乘り換 へで ございます。』 

『おい、 乘り換 へ 切符 を せ』 と * 今 一 度 怒，^ t つて やったら どう だら うと 云 ふ 反お やら 後悔 やらの 

ぶんが また まざく と. びんで 來た。 が、 r この 人が さッき みゃ^^に 突ッ かかって ゐ ました」 と 〔ムへ 


る容が I 人で もこの 中に ゐな いこと だけ は 確かな ので、 び あんな 3^ 似 は 頼 _ ヒれて も 今度 はでき な 

かった。 

す ッと乘 り 手が 減じて、 ボギ イ^の あちらこちらに 僅かの 人が 離れば なれに ゐた。 は 一 恭 さきの 

方へ 席 を 移して 行って， その あたりに ゐる +!SK4 に ボケ ト から 新しい 切符 を 渡して、 これに はさみ を 入 

れ させた。 そして、 

『乘 り換へ は』 と 聽 かれた のさへ いやな 氣 がして、 ただ- にかぶ り を；^ つて 兒 せた。 

『お、 ；體』 と、 何げ ない ふりで^ 柄に 出て 、『この 電車より I つ さきに 三 田 を 出た 木郷 まわりと この 

しう てん 

電^：-とはどッちが平く摸鴨の終點にっくか、 ね？』 これが 鎮の 誰れ かに 聽 いて 兄た くな つた 一 つのお 

^であった の だ。 これ さへ 分れば、 さきの 班 掌に こッ そり 手 を 合 はせ て あやまっても いい。 

『そり ゃァ さきので す、 な。』 ぼんやりした 軍 掌 だと 思って ゐ たら、 こちらに は $1 外な ほど はッ きりし 

た 態度が ある。 そしてに こくした 聲で、 ねむ 氣 ざまし の 話し相手 を 得た の を 喜ぶ かの やう だ。 『朝 • 

聚鴨を 出る ので は、 同じに 出 C も本鄉 まわりの 方が どうしても 後れます —— あちらに は a- 校へ 行く 人 

が 多く， 朝の 乘り 降りが 激しう ございます から。』 

『^:n 町 まわり だッて • その代り われわれ 腰辨 どもが 多い ぞ。』 うち 解けて 見せる つもりが まだに が， X 

ひに しか なれなかった。 

芬  六 1 
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r 腰辨 さんの 降りる の は、 然し、 太 抵祌田 梳から 日比ハ 介までの です。 然し 夜^ は乘り 手も少 く、 ま 

た 時間 運轉 になります ものです から、 さきへ 出た のは必 すさきに $15 きます。』 

『でも、 三 m からの は 木鄉ま はりの 方が 道 は 遠いだら う？』 

『たッ た 一 と 停留所 ぶんだ けで』 と 答へ て、 おもい 方の n を ゆすった^ • そこから 5^ けて るかばん ぬ 

中で ちゃらん と 大分 光る 物の 音が した。 それが こちらに は 何 かの ビカ 一 の 手 やくが 附 いたやう に 想 こ 

えたが、 若し ほかに 誰れ もゐ すに、 向 ふと こちらとの 一 一人 切りで あったら、 ^の あぶらげ に 於け る 如 

H- ら  む ： やす 

くかッ iiS つて 行きた くもあった。 向 ふ はそんな 考 へに 氣 がっく わけ もない ので、 無 氣 に：； を つづ 

けて、 『その 位 は あとから 出る 電車の 時^で は、 とても * 追ッ つけません。」 

『と 云 ふと * —— さきの 電車と あとからの とその 時 の相途 はおよ そ 何赏 ほど —— 』 

『え ッ？』 不審が ほ は 如何にも 尤もであった。 

『なァ に、 その —— なん』 と あわてて 云 ひかへ ようとして かたち を 改め、 『何 ぶん ほど だら うか 、ね？」 

つ  <  ぞくて 會 

,『 まァ、 一 時間 を I 圓と 见れ ば』 と、 車掌の 通俗的に 機敏な 察し はまと を 外れて はるた が • おもしろ 

かった、 『十五 錢 です、 な。』 

『は • はァ 11 それが 欠ッ 張り 木 常 か、 ね？』 sl^ は 斯う 取り. 没まして、 十：.；；.^ と は 十五 分 を isf して 

あると 見た が、 この 久ッ 張り だけ は 向 ふに 對 して 無駄な 語であった と^がつ いて、 tK: 笑し ない わけに 


「. は 行かなかった。 

『それに- われく にどう せ 早く 行ける ことができても、 さぅ致しますれば粉て^|に^^;3してから監督に 

叱られます。』 

1£  れんさ， 

『監！ ^に？』 どうも 聯想の 感じが よくない。 ゃッ とそれ から 忘れ かけて ゐ るので あつたのに。 

『^ii 運轉は どこから どこまで を：！： 時 何 十分で 運轉 するとき まって るので す。 ですから、 わ.^ わ L は 

きまりより n 十く ついても どうした わけ だと 聽 かれ、 後れれば 後れる で また 同じ やうに ぐづ/ \ 云 はれ 

ます。』 

『は、 はァ』 と、 また jg はと ぼけて 见 たけれ ども • 自分が CI 分で わざとと ぼけて ゐ るの は 何つ まめさ 

と 云 ふこと が 痛い ほど 胸 を^んで ゐゃァ がるので、 矢ッ 張り、 く 苦!^ を脫 する ことができなかった。 

— I 『乘 リ換へ 切符 を 出せ』 11 『 わたくしに は せません』 11 さきの あの 車掌ば かりで なく、 監哲 

までが 同じ やうな こと を 云って * とう/ \- こちらが 鹿に されて しまった ではな、， か？ 

あの 車掌と 監督と は-つち 合 はせ をして 同じ やうな こと を 云った のでない こと は 分って ろ。 まして、 

あ の^さう にして 交叉 點に 立って た 監督と この 車掌と に 突然のう ち 合 はせ が あらう 害の もので はな 

レ 力 * それが 何となく こちらに はこの 事件に 就いて 聯絡が ありさう にも 取れて 來. こ。 

"時 問 を 1 圓 と兒れ は先づ 十五 錢 ばかりの 相 遠です、 な、 と _ この 時、 こちらの f 5 な， 理 I"?, いは 
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この 車掌の }|1 落 ものである こと を 確かめし めた。 が、 一方で はまた、 いらくした 神お が 屯 の 巾と 

待ち 合の 一 g^i と を？ 仏1 してし まって *  0 分 等が 勝； 5：：； をして ゐた窒 の^子の かげに この ^(芈 がこッ そり 

のぞいて ゐ たので、 こちらば かりが 淺 ましく ねけ たの を 知って ゐ ながら * そ 知らぬ ふり をして こちら 

の 住所お 艇 かめに、 琪 掌の 姿 をして つ い て來 るので はない か 知らん と 思 はせ た。 

かばん を 肩に かけた ところ は、 こちらの 二人の 子^が a. 校に 通 ふ 姿 さながら だが、 その 一定した 服 

i は 巡査の それの やうで 11 それが 示め す 通り、 また 一定の 服 说 則に 從 つてる 以上 は、 如何に^し 

い 職だッ て、 艰內 では 客に 對 して それ 相お の 權威を 持って ゐ るので ある。 そのこ ちらに 對 する 機 成が 

さきの 電車から この 電 に 移った 時、 さきの m 羊が また この 車掌に 乘り 移った やう だ。 そして 斯リこ 

ちらの がれまで を も 窮屈に 束縛し、 また 兒 透して ゐ るので はない か 知ら？ 

かばんの 中の 金 を かッ淡 ひたい やうな 氣を 起した の を も. 求 《4 が^に 祌の 如く 1^ 破って とぼけて-^ 

るので はない かと 思 はれて 來た。 

『然し 何故に おれに ついて 來ゃ がるの だ ー』 若し "住所 を 知りた ければ、 待ち 合のお かみに 助けば 分つ 

た 害 だ。 おかみで 分らなければ、 社へ 電話 を かければ 分る。 さて は、 若し やおれ を終點 まで 送って、 

終點で 他の^ 掌 や も ッと權 威 ある 監督 どもと 一緒にな つて、 おれ を ふん 付けよう として ゐ るので はな 

いか 知らん I 


『こ s 人で f^^^ls- を 先刻 小川 町で 無法 に 突き飛ば した の は 1J 

『ゃッ 付けろ！ ゃッ 付けろ！ こんな 紳士 づら をして る 奴 は！」 左り から も ぼかり、 右から も ぼか ftsl 

左右 前後から 復践： 的に 突き飛ばされ、 飛ばされした あけく、 この 車掌が 刑事のお g ビ我 はして、 C 

ちらに 正式の 拘引 狀を 突きつ けたら、 どうす る？ 

『わ ァぃ、 江戶 のかた きを 長 崎で 打ち ゃァ がった 奴 》. ざまを見ろ、 ゎァ いく』 と 云 ふ 賑やかな 《u々 

が あり./ \ と 終點の レイ ルの 上に 光って 見えて、 場 は 一 1 雜も三 絶 も 鼓 か. 5^ た 時 Q やう さ。 

『どッ ちが 江戸の かたき だい』 と 心で 云って やりながら も、 ぉぞけ 立って びく 付いて る 自分 を^ は 車 

掌に 表面で はさう 見られたくなかった。 

こんな 時に あのお 定 さんの 兄さんが ゐて 吳れれ ばいい の だが — かの ？J は 渠が地 ガの或 1^ 擧 校の 

生と なって 鬼-一 26 から 行った 時に、 同じ 土地の 同じ 派の 女擧 校に 生徒であった。 渠 はかの： S の 兄に 頓 

まれて かの 女 を 訪問した のが もとで、 何度も そこへ 訪問 をつ づけた。 クリスマスの 時な どに は、 女 向 

きの 贈り物 もした。 それが 學 校と 學 校との 評判に なって、 ® 部からの を 受け- 全く 交際が 絕 えて 

しまった。 

i  S よ  《. よ 

力の 女 はやが てと こかへ 嫁して 行った し、 かの 女の 兄 はまた 東京で 思ふ舉 校へ も 贫乏の S め こ 這、 

る らう  ラ麵 

れ なかった うちに、 親と 共に 流浪して 行きが たが 分ら なくなって しまった。 鐵 道の .一;:!!:^ になって ると 

*  六 五 
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傳へ聽 いた こと も あるし •  HH-e. 鐵 道の 車掌 をして ゐ たと 云 ふ もの もあった。 そのうちに ほ 車 が- « 

止されて， 電 単の 世の中に なった。 

『iii が』 と 云 ふの がその 姓名で あつたが、 この 11 珍ら しい 姓名 を 成^: ぬはボ ギィ？ s: の 5* 札 

►  ノ會 

に したので ある。 まさか 同名 人で は あるまい と 思 ひながら • どれが それ だら うと f に 注^し 

たけ ども、 その 時で 云っても、 もう 十六 七 年も會 はなかった もの だから、 たッた ニー  二 名のう ちで だ 

が、 當 てが 付かなかった。 さう かと 云って、 1 々に 就いて 名乘 つて 兄ろ 熱心 もなかった。 

『次ぎ は 本 町です 1. 兩國、 淺 草へ 乘り換 へのお 方 は 切符 を 切ります』 と 叫んだ のが、 成 は それ だら 

うかと も 思 はれた けれども、 その 1^ にも おぼえが なし、 その 顔 は び 友達になる に は あまり.^ じの い 

いものではなかった。 

to  ^ » 

然し 今と なって、 そんな 遠い 時代の ことが 多少で もこ ちらの 加 になり はせ ぬ 力と 忍 ふ ほと 鬼 は 

ぉぢけ まじりに 心 ぼ そかった。 

そして いよく 醉ひ はさめて 心が 直にな つてる の を おぼえた が、 死んだ おや ぢが むか 1^ ました 

^のに ほひが I- げて來 て、 矢ッ 張り 鼻の さきが 邪魔になる。 そして からだ ぢ うが 塞 さに えて • 奥 餌 

と奧齒 とが 嶙み合 はされ ないで がた く， がた くして ねる。 

『それ だから』 と、 少し 向 ふの 機嫌 を 取る やうに して T 時々 途中で わざと 休んだり $ ^行 をしたり す 


るの だ なに これ は 但し 暫 らく を いてから • 突然 またと ぼけた 口 を 間ら いたのであった。 

『へい』 と、 S. き は 他" 度 を 改めて 7 まァ、 さう 云 ふこと にして 時間 を 合 はせ て 行かな け ItK-  M 11 

車掌なん てつ まらぬ 仕事です。』 

『つまらな いと 云 ゃァ、 何だッ てつ まらない • さ o』 斯う 云へ た 時には， 渠も M ぶんが i かこ 少しら く 

►  C ちじ やうせ いく わつ  t 

になった 日常生活の 爲め になくて ならぬ 仕事 を もい やく やって るの は獨り 自分ば かりで もなかつ 

た。 現に s 分と じ考 へ を 持って るら しい 者が 自分の 目の前に 立って ゐ る。 

して 兌る と、 この 者の やつ てること も 世間 一般の 通り 穴 だらけで あらう から、 よしんば これが 刑事 

を 兼務して ゐた としても、 他人の 私 かに 行なった こと や 心のう ちゃ を 11^ できよう とも 思へ なかつ 

0  げ さ J 

た そして 自分のお ぞけ 立った 幻想な ど は 々消えて 行った。 

『何 か い い 金儲け を 別に 兌つ けなければ —— 』 

『誰れ でも さう 思 ふが、 ね』 と、 渠は、 車掌が こちらに 親切心で も あらば 何 かぎ Is でもして 吳，， f 

云 ひたさうな 態度と 口調と を兒 せた の を 見て取って、 ます，/ \ 安心の てい. になった。 

『何 だッて 規則正し くないと 行 はれない し、 規刖 正しい はお 互 ひに.； ハケ しい もの だよ。」 

『そり やさう でしよう、 .,HO』 

『いよう、 であった かい？』 ふと 氣 がっくと、 この 車掌 はちん く -.1^ にゐる 仲^ Q 1 人で あつ ヒ0 
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多くの 子供に は！^ 車 は 『ちんく、 がう がう』 と 知れて ゐ る。 そして の 住んで ゐる BJ;K では wa. 

乘 りの 人々 を ちん. （、星さん と 云って る。 そして また かかる 人々 が を 成して. お 2ii 伐 ひ をして ゐる 一 

角. かちん ちん：^ がと 呼ばれて ゐる。 無論、 冷笑 を 含んだ 呼び名で は ある。 が、 その 速 中 だと 云っても 

この 車掌の 如き は II り 者で ありながら、 常々 評判の かせぎ 手で ある。 

車掌と しても 何とか 云 ふお 彰を 受けて ゐ るが、 うちへ 歸 つて 來 ると、 また、 こっくと 活宇を 拾つ 

たり 梳ゑ たりして、 都 刺 ゃ腐吿 びら など を 刷って ゐる。 丁進の^^家住まひの^横丁に<.2ので、 渠 

も 井戸へ 行く 時の 81  口の 出這入りに は 時々 顔 を 見合 はせ てゐ たので あるから、 IK 薬 を か はした こと は 

ない にしても、 もとく から 何 か 世話 をして 貰 ひたかった のであった らう。 

『よくお 目に はか かります が —— 』 

『さう だ、 ねぇ0』これしか返^£^^はできなかったが、 ぁの|&&と&勉とを以ってもッと大きな金^1けを 

しょうとして ゐ る窗發 心に は、 こちら も恥ぢ なければ ならなかった。 人の 周旋 をして ロ錢を 取る の は 

商 赍のー つで あるから まだし も かま はない が、 その 儲け を以 つて かけ^ をして、 而も 負けた ので ある • 

そして あの 車掌 を 突き飛ばし、 この 車掌の かばんの 中に 目 を？^ れ たの だ。 いまいまし いのは 他人に 對 

してよりも 寧ろ，：：： 分に 對し てであった。 

『  』 a. 掌 は こ ちら の 言 雜 をもッ と 何 か 待ち受けて たらし い 。 


r  」 渠は 然し 3： 分 をば かり 考 へて ゐた。 『その 自分と は 何 だ？』 

「矢ッ 張り、 あなたのお * でしよう」 と 云 ふ^が 自分の 心の どこから か聽 えた やう だ。 

»i '之う 

『馬^』 と 叱りつ けたが、 それの さきが 電車の 動搖 につれ て 目の前に な 描いて ゐる。 そして その 

げんば 

のさき に 勝負の 楊が 接近して 築 中して 來る。 

口の しんが じんと， M む。 これ を まぎらす 爲 めに 渠は 車掌の 方に 向いて、 ぉ佌^ をた ッ ぶりに、 

そい こラ 

『然し、 まァ、 、おは 勉强. ：m の やう だから • 末に は 成功す るよ。』 

『いや、 どう致しまして 11 」 

はち < 

r 然し、 君、. 世 に はよ く ある こと だが、 あの 八々、 ね 11 花 かるた 1 あ ァ云ふ 物 は 一切 やって は 

行けない ぜ。 時間 や 金錢を 空費す る 上に、 若し 負けたり すると • その 影響が 人 を 困らせたり、 ね 分 を 

も な ものにす るから、 ね。」 

ざん ゆ 

『さう でしよう、 な』 と 答へ たに は、 ちらの それと なしの 懺悔 を 受けて nllui たと 思った。 が、 次ぎ 

の貢雜 はさう でなかった、 『わたし 達 は あんな 物 はやりません。』 

『  』 おや ァ、 おれ 達ば かりが やって ると 云 ふの かと 問 ひ 返して やりたかった。 そして S. 掌に 針 

する 與味も 全く さめて しまった。 

よくさん 

白山 上で 四 f;- 名の 客が 下りて， 乘り 手が また 二 一 二 名あった。 それらが プ ベて 後ろの 方に 席 を 卜：： めた 
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ので 車掌" その 方へ 行って しまった。 

運 轉手臺 の 方の 入り口が 締まって ゐて、 あたりに は 人が ゐ なくなつ たので、 少し はくつ ろ： f: る iT^C だ 

せつ. *  く 

のに、 一 向 さう ではない。 而も 却って、 折角 儲け 5 &た ところの もの を兒 す： す 取られて しまった にに 

懐中の 時計の 皮まで が剁 げてゐ るの が殘 念で 溜らない おめに、 .0 分なる 物が その； にば かり 蕖" ちして 

行って、 しんが づき づきす る その 目の前に 死んだ おや ぢの やうに 大きな：^ が-: J?!.^ たく 川し や^って や 

る 0 

『あなた はどうし たのです、 ね、 そんなに を 大きく して 來て』 と • 歸 宅の 上に： から 不. 被 がられ さ 

うだ。 

啻っ £1 ゥ 

自分の 家が 段々 近づく の だと 思 へ ば •  11 そして 必す 今夜 は豫 ての. f; 口 報 を かの 女が a: つて るの だと 

思へば、 — 前々 から 吹 ii などして 心待ちに 待たせて sa かない ガが よかった の だ。 如何に 女お にだ ッ 

ぞん 

て、 この 而も 愁 張り 損の 失敗で は、 どんな つら をして 向 はれよう ぞ！ 

淺念 も淺念 だが •  s 鼻の しんが 痛む の も 苦しい。 この 邪魔 過ぎる aS; をた とへ もぎ 取って しまっても 

今夜の いろんな 失肷を >  1 步だッ て、 もう、 成功の 方へ 恢 する：： 込み はない の だ。 

電車 はすん すん の 方に 近づいて 行く。 

『もう 破れ かぶれ だ、 どうで もい い』 と • わる 度胸 を据 ゑて、 意地に なって 目 を 兑： ゆって 化た。 する 


と、 ひどく 度を越え た 近 肌 鏡 を かけた やうに 自分の 口. 林の しんが 一 層 づき づきす る。 

ni をつ ぶって 見る と * また、 1* のしん から *  ^がらみ の 膿 か 何ぞの やうに、 梅 ゃ樓ゃ もみ ぢゃ 牡丹 

の M£ が どろどろと ごッ ちゃに なって 流れ出る のが 兌え る。 そして それが 一 つに かたまって 自分の *：3； の 

<ラ ちゥ  I 

^を 大きく i:! くし、 お前の 留-》 に cS; だけ をお 前から 空中に 11 立 させて やる と 云って る やうた 

うかう か B をつ ぶっても ゐられ ない。 然し まぶた を 明ける と， また 目と 口との 問へ？^ カを染 中させる 

界が 飛び出して ゐる。 

しォ  しんけい すね く 

そ こから りに づき づきと して どこまで 進む か 知れぬ 痛み は、 ひどい 神經袞 弱の 時に 感 する やうに、 

自分の からだ をじッ とさせて は 澄かなかった。 

もげる ほど 自分の を 人 さし 指で こじって 兑せ たつ もりに なって、 

『これに！ 5；：； けたんだ い』 と 心で 大きく 叫び、 氣 がふら ふらと なって ゐ たたまれす 席 を 立ち あがった。 

そして 向 ふの 方に ゐる 人々 にも わざと 聽 える やうに 獨り首 を 云った、 『おう^い！ おう 塞い！』 

そして梁は斯ぅ云ったことのぉもて向きの-^^^をゎざとにも賓我すろ爲め* 雨の 手 を 一 ゆの ボケ トに 

さし 込んだ まま 首 をす くめて 進行 中の 電車. 2： を 歩き 出した。 

— (大正 六 年 三月) 一 ■ 


I 


霜 子の かたみ 
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先生、 暂 らく 御無沙汰 致して をり ます。 先 H〇〇 雜 誌に I わたくしから 巾せば^ 外に も. I 糾 

介して 戴いた 原槁 のこと に 就きまして、 ー度ぉ伺ひして^^接にぉ話し致したぃのでござぃますが， « - 

念に も わたくしの 病氣 がいよ く lli になり まして • この 二週^ば かり、 床 を^れ られ ぬので ござい 

ます。 少しで も氣 ぶんの よい 3 を！！：^ 計って. 人^に 乘 つてで も あがりた いのは 山々 でございます けれ 

ども、 いよく かよわくな つたから だが わたくしの 心 を自. E にさせて"， 乂れ ません。 

ゎヒ くし も、 あなた 樣へ わたくし を 初に 紹介し て^れた t 巾 子さん の あと を 迫って、 .s^ ハ途の 旅へ m 

る 運命が 近づいて ゐ るので しょう。 け ふこの！ 3^ は、 もう、 をして をり ます。 t^,^ さん も 初めは 肺 

病で はない かと 心配して 女子大 舉を やめて たので したが、 .ぽ は 心 .2 が惡 かった の ださう でして、 ，*« 

の爲め 歸國の 途中 * 御存じの 通り HI: い を 引き起し、 仙臺 の^ 院 でと ラく お亡くなり になり まし 

た 0 脚氣 しょうしんが 最近の 1-^ であった さう です が、 ゎたくしの^|^.'へますところでは、 その 心 .s の 

病 も n 眹も gi- いき 起 ^ は あなた 様に あった やうで ございます 。お 子と して 比 校 的に 無 邪 M な あな た^は、 


いつも この 15^ を 否定なさい まして- 僕で はない- 霰 家の 某の 爲 めだと ぉッ しゃい ますが、 わたし はお 

ぢょ 

子さん から 度. かの 女の. それとなく あなた 樣を思 ひま ゐら せて たこと を 伺って をり ました。 

「かけながら 3、^ ひま ゐ らす君 なれば』 云々 の 歌の 如き は、 確かに あなた 樣 に"" のお ありに なること 

を 悲しみ 軟 いた ものでした。 その 證據に は、 かの 女が 病室の 寢躉の 上に 1 お ぎ の 苦しみで 夢中に うわ 

雷 を 云った 時、 あなた 様の 名 を 度々 呼 ん だと 云 ふではありません か？ かの の 父上 や 兄さん もこれ は 

^に 承知して いらし つたので しょう、 ^院 から 先づ第 1 に 死亡の 電報 を 出した の は あなた. 枝に 對 して 

S よ 

であった とかの 女の 兄さんが 申して ゐ ました。 

わたくし も 後の もがきに 人る 時には 多分 今の 入の 名よりも あなた 樣を 呼 ぶでありましょう。 もう 

かラ なって 來て は、 わたくしに 常 子さん の やうな 慎し みや 耻 かしみ も ございません。 どうせ 34^ 後 は 死 

です もの！ 

か  < ご 

わたくし は覺 悟して ゐ ます。 

あなた 樣は 《！£ 子さん に は 終りまで おぼし 召しがなかった のでしょう。 否、 おありに なった かも 存じ 

ません 力、 かの 女に は 立派な お父さん や 兄さんが 附 いて ゐられ るので、 あなた 様が 確かに 御 遠：？ 15 なす 

つてい らしった のでしょう。 かの 女 は あなた 様に お^ひす る 機會を 得ん が爲 めに、 あなた ii^ の ヴィォ 

リン をお 借りし に 行ったり、 大き 過ぎる と 云って お返しし に 行ったり もしました けれども、 あなた^ 
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は 如何なる 時に でもな か/ \ 御 tilei な 態度ば かり をお せに なった さう です， ね。 それ を かの 女から 

直接に 聽 いてます わたくしに は、 あなた 様の わたくしに 對 する 御 態度 は 少し 不， おに 受け取れました。 

不満な どと は 先生に! < つ 敬な 云 ひぶんになります が、 ここで はわた くしの 女 ごころ の 5^ まぐれと お" し 

を 願 ひます。 

出しぬ けに こんな こと を 申せば お驚きになる ばかりでなく  • 餘 りに^ _ ^な 女 だとお さげすみになる 

か は 存じません が —— わたくし は あなた 樣を お尋ねした そ もく から あなた を して をり ました。 こ 

こで は、 もう、 好きだと 云 ふやうな 生ぬるい 言葉 は用ゐ ません。 前以 つて 巾し 上 ゆます 通り、 どり せ 

1 ^ぬ ものです から、 .s 分の 耻ぢも 何も 愛する 人に は さらけ出して しまう つもりで すから。 

ー體 * この は I 病床に 在って、 大體の 仕組み を 考へ終 はった 上で^ を 執り 出した ので ござい 

ますが • 先生 11 

わたくし は、 もう- 1$ び 足の うらで を靖 むこと はでき ますまい。 このままで 死んで しまう ので ご 

ざいましょう、 /0 のま ま！ それが 運命なら、 あきらめ るより 外 は ございません。 

fu  しん ♦ 人  ， ， 

昨夕、 俄かに また 熱が 出て、 築 を 中止 致しました。 が、 けさの 空： S は如柯 にも 新^で、 11 - トに丄 

ぴろ 

關 と病窒 とた ッたニ 間し かない 而もき たない 家で は ございま すが、 明け ッ战 ゆて a いて K ふと， 夾の 

墓所の 靑々 した 樹木 を 通して 朝日の かゆが なつかし くさし 込んで 來 ます。  ， 


はくじ やう 

.C 然は^ 全な おに も.；^ 人に も 好き 嫌 ひなく 親しんで 來 ますが- 人 il の魏怙 たこと はます く 情けな 

く m わ はれます。 きの ふまで いい加減 なお 上手 を 云って た 二階の 下宿人 は 二人とも 申し 合 はせ て、 けさ 

外へ 韓 してし まひました。 然し わたしに は、 もう、 殆ど 利害 闢係 はあり ませ/。  氣で 死ぬ の も • 

飢えて 死ぬ の も 結 Hi: は 同じ ことで ございま しょうから。 

r 病氣 などになる の は 犯 i 非人になる の も 同前 だ』 と、 あなた 樣は f てお ッ しゃいました。 これほど 榮 

灭的 であり、 また 悲^で ある 言- M はまた と ございますまい。 一 つに は、 これ を以 つて あなた 樣 はわた 

くしのお から. M 人らしいの をお 勵 まし 下す つたの だと も 思 ひ 取り ましたが、 今 日 ではとう く 御意 志 

しん » い 

に してし まひました。 わたくし は 犯罪 人 も 同様です。 常 子さん の 心配した ところ は 却って わたくし 

の-: になり ました 11 肺 i:^! こ れで わたくし は 現世 限り の 貴重な い の ちを兑 す./ \ 取られて しまう 

うんめい 

のでしょう。 けれども • これが 運命なら あきらめます。 

化し • あなた 様に 對 して、 わたくしの 云 ひたい こと だけ は 云 はせ て 戴きます。 どんなに 長くな り ま 

て ラ こ く か 

しても • これ だけ は番 き殘 して sa きたいの です。 わたくし は 彫刻家に ならう としまし たのです が、 途 

中から 事 の爲 めに 小 說家を 志しました。 そして あなた 樣に 於いて 最もよ き 師を發 兌 致しました。 こ 

て v-w  , はつ ぺ,  sfs  く 

の 手紙が 恐らく 師 によって n ざめ させられた わたくしの 發 表すべき 最初の、 そして 後の 創作で ある 

と 忍 ひます ので、 わたくし は $?；： ける だけ^いて 行きます。 あなたの 最もお 嫌 ひなこの 罪人の 核子で わ 
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たくし は 搏 びお R にか かれようと は 思って をり ません ので、 たと へこ の 手紙 は 寄 き 終っても わたくし 

の 死んだ あとで あなた 様へ はお 屆け 致させます。 若し 今の 人が これ を 屈け て央れ ないやうな ことがあ 

らば、 わたくし. いたまし ひ は 全く 浮ばれません ので ございます。 

さて、 巾す ことが 隨分 前後 致し ましたが —— あなた 様 は 《£ 子さん に はしょ ッち うお twH でお 通しな 

さいまして 置きながら、 わたくしに 對 して はさう でもい らッ しゃらなかった です、 わ、 ね。 無 45 と 見 

ると 直ぐい やらし いこと を 云ったり、 誘惑が ましい こと をしたり する 他の 男子ら と は 遠って、 さすが 

に 先生 は、 はたから ぉ兑 受けしても * 憎らしい ほど やましい ところの 無い 悠皮を 持って いら ッ しゃい 

ゥ « 

ます。 でも、 わたくしが あなた を 愛して をり ます 心 もち はお 分りに なった と 兌え、 あなた^も それと 

なく  0^5書？|„?曰く、 この 通りの 蹈 點が附 いて ある) 條件を お持ち出しに なりました。 

『tr 供 なんか 人に 遣って おしま ひなさい』 —— ね、 これが さう で ございました らう？ 或は 丸で 0^ 常の 

違った わたしば かりに 取り込んだ 想像が あつたか も 知れません が、 少く とも わたくしに はさう 受け取 

れ ました。 

おぼえて おいでで もい らッ しゃいましょう、 あの 淺 草の 本願 寺近處 にわた くしが 一 l»Me り をして を 

じ ぶん 

りました 畔分 のこと、 俄かお ほ 水が 出まして、 一 ときの 如き は その rn の 物 を ひに 出ろ にも 膝ぶ しの 

上まで も 水に つからねば ならない のでした。 それが ゃッ と大體 納まった あなた 52 は 兄 舞 ひに Aw 


で 下さいました。 こんな こと は 過ぎ去った ことで、 今更ら 操り 返して. S. す も 愚かな やうで ございます 

が、 わたくしに はこの 世の 末が 近づいて るので すから • これ を 思へば 思 ふ ほど 兮殘 つてる いのちが 船 

かしくな ります。 そして このい のちが 過ぎ去った 思 ひ 出 を もやわら かい 副に して —— 際 は ごつ 

わた 

ごつ したうち 返しの 綿ぶ とんに です が —— 心持ちよ くくる まって をり ます 0 

rt: 分 勝手で は ございま すが、 あなた 樣を目 あてに して この 手紙 を 書け る だけ 宵き 殘す つもりで すの 

，や う はう 

で どうかお 許し を 願 ひます が —— あなた 樣は兩 方のお み 足 を くるぶしの 上までお ぬらしに なって、 お 

はき 物 を 手に さげて いら ッ しゃいました。 わたくし は 思 ひも 寄らぬ 嫱 しさの 餘 りに、 取り 敢ぇ すわた 

くしの 手拭 ひ を 持って 來て おみ 足 を ふいて おあげ 申しました。 

あなた 様のお 出で を 受け ましたの は、 あとに もさき にも あの 時と、 それから、 この 家へ  ー^^ぃらッ 

して 下す つた 時との 二回で ございます。 この 二回の 間に あなた は 奥 さま をお 換へ になり ました。 尤も 

I  t づ 

の 典 さま をお 嫌 ひに なって いらし つたこと はわた くし も あなた 樣 から 直接に —— 初めてお 訪ね 下さ 

いました 時 —— お 伺 ひして 存じました ので ございました。 

『どうせ、 若し 刖に 心に 合 ふ 人が あったら、 今の 妻に は^れて しまう つもりです』 と * あなた 樣は笑 

ひながら、 然し あなたの いつも 通り 極 ぁッさ り と 申されました。 

『ど ッ かに ありさうな ものです、 ね。』 わたくしが 斯うお 答 へ した 時には わたくしの 顔 は 恐らく ft ッ 赤 
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もん £1  く 

になって ゐ たでしょう。 女と 云 ふ もの は、 raj- のかた ほど 淡白に、 に、 而も： 止^に 物 を 云 ふこと が 

できない ので ございましよう。 どうしても 弱み を 見せます。 すると、 また、 おしきた ならしい なら、 

ぐ それに 乘 じて 必らす MIS に突ッ 込んで 來 ます。 あなた 樣 がさう したがつ くした お 方であった 

ら、 わたくし はき ッ とその 時に 容易に 落ちて しまった かも 知れません。 けれども、 あなた 樣 はさう 云 

ふ S 、靴 をも與 へて 下さいませんでした。 わたくしが あなた を師 としてば かりで なく、  子と しても い 

まだに 敬愛して をり ますの は そこです。 

わたくし は 丁度、 船 S なさに、 机に 向って あなた 樣 のお 名 を封简 にいろく に 試みながら 寄き 菜て 

て をり ました。 その 寄き. 1^ ての 封筒が 机の 上に いくつ も 重なったり、 拉ん だり して ゐ ますの を、 わた 

くし はわ ざと 取り 12 す こと をし ませんで した。 先生 も それ を 十分 御， 鬼に なって ゐ ながら、 W らしい ほ 

SU 炎 白 に^な こと をお 語りに なって ゐられ ました。 わたくし はわた くしの 心 を 先生に ぉ兑 せす るいい 

,7,  しつば う 

i 、！^ が 突然で きたと 思 ひました のに、 一向 この 事に は 少しも 云 ひ 及んで 下さいません ので、 失^の W 

り それの 取り かたづけ を 致し 初めました。 この 時 初めて あなた 樣は 特別に 微笑しながら、 

なん 

r それ は 何です か』 とお ッ しゃいました。 

『これです か』 と、 わたくしの 心 は W び 熱して 來 ましたが、 あなた 様の 正しい 淡白な 御微 おに^せられ 

て 斯うし か 云へ ませんで した 。『何 かのお まじな ひでしょう。」 そして それ を 机の 引き出しへ 突ッ 込んで 


しま ひました。 ^ir わたくし は G! 分の 维の 念力が ひも ャ访ら す 先生 をお 引き寄せした やうに はれ 

ましたので すが- あなた 檨は そこまで 酌み 取って は 下さいませんでした。 或は行き届ぃたぁな.^-^の 

ことです から、 酌み 取って は 下さい ましたが、 わたくしの 方に あなた 様のお 心 を 引き込む だけのお 35 

がなかった のか も 知れません。 わたくし は 少し ぢれ た氣 味に なって、 どうせ あたしなん ぞ にや ァ小說 

は 卞：： けな いんで しょうよ。』 

『そり ゃァ、 無論、 今までの 樣 子で は駄 rm です， ね。 が^ g だが、 うわ ッ つらで o』 

『女と 云 ふ ものが さう した ものではないでしょう か？ どうも — あたし は — 先生のお ッ しゃる やう 

な 標準まで 逸め ないやうな 氣が 致します ので、 この頃 喾 いて 兒る こと は 中止. P てゐ ます わ 0」 

『努力に 堪 へな いんでしょう I— ？』 

『そり ゃァ — 』 

『堪 へな いんなら、 斷 念して、 ぃッ そのこと 人の 細君に でもなる、 さ — ただの、 ほんの、 ぁり來.,^ 

ねの細^？；に。』 

『それ も、 ね — この 子が ゐ るんで すから。』 わたくし は苻. ^に、 取って 二 歳の 子 を mi で おんぶして 

をり ました 0 あの 子の 父に は、 もう、 憎み こそ あれ、 未練な ど は ございませんで したが、 あの 子： y ナ 

は 1 1 あとで 死ぬ と は E 心 ひませんで したから 11 自分の ふしだらの 結 ffl- と は 巾しながら •  .c 分 の^こ 
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期 望して ゐても 成り 難いと ころの 女薛術 家に 仕立てて やらう と考 へて ねました ので。 然し こんな こと 

に は 先生から 少しも 御 同情 を 持って 戴けませんでした。 

『そんなけ ちく さい だから』 と、 ぉッ しゃいました 、『あぶ 蜂 取らす になって しまう のです。 伎が 

もの をい やと 云 ふ ほど させられて 來 たので 云 ふの だが、 藝術を 生活す ろに は 取も^ くの^ 愛 を. 架 

しま i„ — 亭主 をだッ て、 子 をだッ て。』 

『そり ゃァ、 さう でも ございま しょうが —— 子が あって 兄る と、 あたし は 11 J1 お 地に も 斯う 云って 

しま はねば ならぬ 氣が 致しました。 

先生、 あの はの わたくしが 若し 常 子さん であったら、 あれほど あなた^から わたくしの "お 鮎 を突ッ 

つかれる ことはなかった でしよう。 尤も、 かの 女 はま だ處 女でした。 わたくしに は 人に てられた^ 

驗が、 もう、 二度まで も ありました。 常 子さん にあな た樣 がお 對 しにな つた だけのお^ を わたくし も 

あなた 様から 待ち受ける のが こちらの 無理でした。 わたくしの 不満と すの は そこで ございます で 

. すから、 不満と. S. しても それだけ わたくしが 自分の 心 を あなた 樣 から W き 離さう とする 爲 めので はな 

く、 寧ろ 却って あなた 樣の 方へ  一 1^ あまへ て 引かれて ゐ ました 證據 であります。 思 ひ W としても わ 

だくし には樂 しい 懷 かしい もので ございます。 

あの 時 どうして 一 人ば かりの 子^ を 人に 遣って しまう と 云 ふ 決心が わたくしに 出なかった のでし よ 


う？ 今 R まで も あれが 生存して ゐ るなら * まだし も 別な 理由 を附 ければ 附 かない こと も ございません 

でしよう が、 贫乏 と營養 不良との 爲 めに 死んで まし ひました。 そして わたくし は 思 ふ 人に はづれ て、 

思 はぬ 人と 三度 目の 結婚 をして 今日に 至りました。 

あなた 樣も  子持ち 女に 對 する おめで も ございました らうが —— 餘 りに ぁッ さりした おかけ 合 ひ 

でした。 わたくしに 今 15^ 進んで 行く だけの 熱心 を與 へて 下さいませんでした。 

r ぢ ゃァ、 それまで のこと、 さ。』 斯うお ッ しゃい ましてから 暫 らく 問 を いて、 また^なお：！ に 移り 

それから、 『どうです • どこかへ つき 合 ひません か —— うまい おそば でも ゆべ に？』 

一  』 わたくし はがらん どうの やうな 一 1 階の 3 典ン 中へ 立ち あがって 杼 中の 子 を ゆすって をり まし 

た。 そして 心で は ぐに も 御 一 緒に お 伴 致したかった ので ございます けれども • わたくしが 子 佻 をお 

ん ぶして お 仲して でも 行けば • きッと 先生の 御 品位に 關 すると 考 へました。 せ， 5 る 物で も あれば まだし 

もよう ございま したが、 あの ありさまでした もの！ わたくしの！^ は訴 へる やうに なりました、 『；^ しあ 

力りたい のでしたら ノ ここ へ 取って あけます * わ —— わざく そと へ お行きに ならないでも o』 

r それ ぢゃ ァ、 に 九べ たく もない が —— i かう ぉッ しゃって やがてお： g りに なった あとで • わたく 

し は 俄かに 悲しくな りました。 先生に 見棠 てられた 氣が 致しました。 

7  じ や, 

！ y ぇッ， なぜ 自分 はこの 子 を^ 情な 男の 方へ 渡して 置かなかった の だら う！』 そして わたくし がた ッ 
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た 一 人の 身で あったら、 きッと あなた 様と 理解 を 以て 御  一 ^になる お 約 ia- もで きたので したら うに。 

わたくし は あなた 様が わたくしの おめに 殘 して 下す つた ー圆札 をお かねと は：：^ す、 あなたのお 

と して あれから 二三 H の M しッ かり 自 分の ふところに 抱いて おりました。 が、 ；：： n!:: ハ，； I- にや-し 

^つた 必要が 生じて 人手に 渡して しま ひました。 

それから あとで も * なほ 三 四 皮 はわた くしから お 伺 ひ 致し ましたが  

45 生、 わたくし はこれ を 早く 番 いてし ま はぬ と 運命に 追 ひっかれ さう な^が 致します。 

け ふ は 少し 氣 ぶんがよう ございま すので、 これ を 利用して いで： ：！^ ますが  

. なま 三 e: 度 は その後 も わたくしの 方から I 一三 ヶ月 置きに お ね 致しまして • その 那 庇わた くしの 害 

いた 物に 對 する 御意 兒をぉ 伺 ひし ましたが， いつも 不出来で 先生の 御^ 成 をれ る ことができませんで 

しヒ。 これよ， 少しもお 恨みで は ございません、 その都度 先生の 仰 親切な そして 御沒 な卯批 により 

まだ わたくしの 藝術 家た り^ぬ ところ を 分らせて 下す つたので すから。 

そして わたくしの その 四 度 E の 時には、 あなた 様に 新ら しい， M さまが できて いらつ したので すかに 

奧 さまに 初めてお H 兑 えす るの だと 云 ふ 好奇心と 多少の ねたまし さと を 持って あがりました。 ところ 

が. -降 さまに お E もじ Qua 初から， 鼷 さまに いやな お 顔を兒 せられ、 二 6. 叫ば かり あなた 樣 のお を：^ 


つて 歸り がけの 時には、 また • 

『そんなと ころで おし ッこを させて は M ります よ。』 と. 奥 さまから おむ り を 受けました。 わたくし も 

J$ ことに 無 P 法でした、 お 座敷の 橡 さきで 子供に おし ッこを させた のです もの。 

その 五六.： 後に-あなた 様：！ わたくしの 方へ 二度目の 御 訪問 を— この 家に 1 給 はった はに 伺 ひ 

ますと、 奧 さまの 最初からの 御 不機嫌 はわた くしの 愚かしい 不行き届きの 爲 めでした。 わたくし はガ 

の氣 もな く 致した ことです が、 持って行った おみやげの 物 を 先づ奧 さまと 御 挨^した 時に 出さないで、 

先生のお 顔 を！^ てから 出した のが 5 けなかった の だと、 あなた f ら isi つに 伺って、 初めて f まし 

た。 けれども、 あなた だけ は それに も 拘らす 少しも 惡 いお 心持ち を わたくしに 對 して いら ッし 

やらない の を わたくし は 心で 私 かに 感謝いた しました。 

ただ わたくしに は不 議な御 冷淡に 兄え ました ことに は、 先生 はこの 時 わたくしの 子供の コ の 字 も 

お 口へ お出しに なりませんでした。 数 I には奧 さまの Kfri 毒す 原因 ともなり、 また そのす. ノ 

と 以前に は あな まとわた くしとの If なる 約束の 妨ゅ ともなった 子供が、 わたくし と共に ゐ， よ， 

の をお M づきに なれば、 

『あの 子 はどうした』 位の こと はお 口に 出して. よかり さうな もの だと わたくしに は 忍へ ました。 け 

れ ども、 あなた i そん I が 初めから わたくしに 無かった かの 如き、 气, 子で いら ッ しゃいました Q 

s$ 子の かたみ  、；. - 
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先生 は 人の子の ことな どに はお 愛 相 一 つお ッ しゃらない お 方です、 わ • ね。 尤も、 御 rtl 分のお 子ども、 

衆 を もお そば に S いてお 置きに ならぬ の ですから。 

わたくし も！^ < かの子に 對 する まだな ま 新ら しい S 、わ ひ 出の 悲しみ を 押し ほして、 わざとい つまで も 他 

の 話で お 相手 を 致して をり ました。 そしてち ょッ とで も、 もうお 尋ねになる か、 もう、 何と 力 云 は 

るかと お待ち受け 致し ましたが、 一 向 そらとぼけ たやうな 御您 度な ので わたくし は 辛抱し W れ なくな 

り、 

『先生が！^ P に 渡せと ぉッ しゃった 子供 は、 今回お 寺へ 渡して しま ひました』 と 巾し ました。 

『あまさん にす るので すか？』 

『いいえ、 11 死んで しま ひました。』 

『え！』 先生が お驚きに なった の も 御尤もです。 最後に 御 になった その 三日 後に かぜが 近^で ジフ 

テリアに なって、 息が 絶えました。 が、 遠くからの 原因に はわた くし 共の 贫乏 がお もな ものでした。 

わたくし は 俄かに 隱 しくして ゐた淚 が はふり 出ました。 これ を御览 にたった あな た^もお H をし 

よ ぼっかせ て 少しう わ 向きに を 向かれました。 そのお 橫顔を ちらと 兑 まわらせて、 わたくし は 私 力 

や 》> 人 

に潇 足いた しました。 どうせ わたくしに は 先生に 對 して 以前の やうな 野心 を 持つ ^お 力ありませんで 

した もの In その 時から 旣に生 上 止む を 得すに です が * 三度 目の 內^ のヌ があって、 IM にこの.^ 


い 素人下宿 を やって 來 ました。 

氲人， ニゥ  **ぅ きょくて き 

わたくし は ：5 ^常に 人の 妻に など 成れる ものではなかった のです。 ただ 消極的に からだの きど こ， 0- 

を 定める 爲 めに 順々 に、 實は、 餘り思 はぬ 人に 就いて 來 ましたが 11 

こんな こと を 今の 人. か讀 めば 氣を惡 くす るで しょうが、 それ も 今 一 ときの ことに 過ぎない でしよ 

う — 

どうせ わたくし も 近いうちに 常 子さん と 子供との あと を 追 ふので す もの。 

それに も 狗らす * 今の 人 は、 わたくしが いよく. M み 付いて から は、 よく 働いて c-l^ れ ます。 欠ッ張 

ず 一う ゃゥ 

り 文士 志顯の 者です が、 わたくしと 同樣 まだお 金に はなり ません のです から、 口 午： i£ 八 時から、 

どろ-  >ん ぎ やう 

後の 四時まで， わたくしの 周旋で 泥 人形な ど を 練りに 或お もちや 製造所へ Is- めて ゐ ます。 

その int 寸は • 下宿人が 逃け 出してから は、 わたくし 一人で ゐ ます。 こんな 折りに 一 I ただ 一皮で も 

11 先生に 遊びに 來て 戴ければ 本望 こ の 上な しと 巾す のでし ようが、 人 問の 不健康 をお 嫌 ひな あなた 

けんかう 

樣に は、 今の わたくし は 例の 犯淨人 も同樣 です もの！ わたくし は 常 子さん の やうに 健^な 身で あなた 

を 思 ひ 死す る ほど 1 潔 身で ない の を 遣 憾に忍 ひます。 せめてもそれをぅち明けてぁなた^に^^_=き殘 

すの がわた くしの この 手紙の 目的で ございます。 
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泡 鳴 全 第 ^五卷  八 八 

あまり くさ を 喰 ひ 過ぎて 帝：：： き 出しの お ほかた 忘れようと 致しました。 ^：^ と. H あ ハト^り 

原 のこと でございます。 今回の も 亦 二つ-, も あなた 樣の 例の すけない 1^ が附 いて 送り. 1^ される か 

も 知れぬ と 思 ひながら も、 斯うした 次 f  "ノ しで もお 金に したいので すから、 恐る くで は ございま 

したが、 お送り 致して 見た ので ございま， も さう すると、 あなた^から はぎ (ねがが あって、 一方の 方 

は 多少で も 物に なって るから 何とか 紹介して 见 るとの ことで、 他方 だけが い^^されて 來ま しヒ。 先ヒ 

の 御 探 用して 下す つたの はわた くし 自身に も氣に 入って た 方です から 鋭し く 思って どこかへ 出る のが 

待ち遠しかった ので ございます。 

けれども、 先生、 出して 戴いて c< ると、 これが おめに あなた 様 をお 恨みし なくち やならぬ ことにな 

りました。 どうせ 詰らぬ 原稿の ことに 付いて でございますから あなた 52 の 御身 分から 巾され たら どう 

でもい いで はない か、 少しで も 金が 取れたら とお ッ しゃる かも 知れません。 が、 初めて あなた こ 公 

で せう かい 

けの 獨， 介 をして 戴いた 一 I そしてもう 一 一度と はわた くしの 今の 狀態 では けぬ — が こんな こ 

とに なった のかと m わ ひます と、 わたくし として は 如何にも 念で も あり、 また あなた tv";^.. ヒル 

だと も 思 はれます。 けれども、 わたくし はどう 考へ 直して 兑 ましても、 このままに 致して^ くこと は 

できない ので ございます。 

f めい 

匿名 か何ぞ であった のなら、 わたくし は 何とも 云 ふ 必要 は ございま せんが、 木 名で 以 つて、 s^^o 


もとに。 

ふぢる .J もこ  ちじょく 

『脇 井. 鄴+』 と ある 以上 は、 わたくし として は 自分 一個の 耻：^ 寸を感 する ばかりで はなく、 紹. 介^で あ 

ら せられる あなた 樣の耻 辱に もなります。 かう 申す に は、 無論- わたくしが あなた 樣を 今でもお して 

をり ますこと が考へ に 入れて あります。 わたくしの 愛に 對 して あなた 樣 がどうお 思 ひに なって ゐ よう 

と、 それ はわた くしに はかま ひません。 が、 ゎたくしから：2^^ば、 自分が 耻：^ を 受ける の は n 分の 愛 

する 人に も耻 辱と なる わけで ございます。 

ちゃう だい 

ああ、 苦しい 11 ちょ ッと 待って K 戴 —— 

病 M と戰 ひっつ 死んで 行く のです。 然し この 苦戰 * 死戰の 記念 はこの 床の 上に 腹 這 ひに なったり、 

♦* んぢ やう 

になった りして W くこの 手紙し かないと E 心 ひます と、 わたくし は戰 場に 於け る 武士のお ももち が も 

します。 

先生 は 事情 をお 知りに ならないで 親切に 爲 された ことで は ございま すが、 これが 爲 めに わたくし は 

6 こん  .^v^» 

自分の 一生の 失敗、 自分の 唯 一 の 遣 恨 を 思 ひ 出させられて、 界 びその 場に ある やうな 愤激 をお ぼえ ま 

した。 わたくしの I 度 目の 人が わたくしの 妹に 兒換 へたと 云 ふこと だけに は 斯うした？：^ 恨 は 出な かつ 

たでしょう。 從 つて * 斯うした 悦激も 生じませんでした らう。 けれども、 殆ど 忘れ かけて をり ました 
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との 憤激 は あなた 樣のぉ ひ 遠 ひの 御 紹介の 爲 めに びわた くしの 狹ぃ胸 によみ 退って まゐり まし 

た。 これ を 自分自身で 和らげる おめに こそ 愛する あなた 樣 への 手紙 を 害いて ：；5- ようと ひました ので 

すが * 今、 肝腎の こと を き 出さう とした 時に、 また その 激情が さし 込みの やうに なりました ので、 

暫 らく 维を置 いて ゐ ましたの です。 

少し 落ちつきました から —— 

どうか この 心 をお 汲み取り 下さいまして、 あなた 様の 御 親切に 對 する わたくしの 無！ ^は"： In つて 幾 

重に もお 許し を 願つ て 置きます。 

せんじゃ 

あなた 様が 御 知人の 選お にわた くしの 小說 原稿 を 御 紹介 下さいまして • その 月の 一,4=;に{.3てて下 

すった の は • 御 親切の 爲 めでした の は 幾重に も 存じて をり ます。 けれども * あの^ をお 送り 致し ま 

した 時に 添へ て、 手紙で 申し上げ たこと を あなた 樣は お忘れに なった か、 御無頓^.^でぃらしったかな 

さいました のでしょう。 

『あの 雜 誌-たけ はわた くしに 禁物です から、 お含み を』 と、 斯う 特に 巾し 上げて K きました。 =「 そ 

れには 『ちょ ッ とわけ がご ざいまして』 とまで附け加へました^！！！：です。 

くじ ゃゥ  > 

どうせ 今 その わけ を. a. し 上げる 程なら. あの 時に 寧ろ 詳しく 白狀 した 方が こんな ことに もなら す * 

JJ れが爲 めに (ほんの、 わたくしの 想像で はあり ますが) あなた 樣の 御機嫌 を扒 すろ やうな こと もなか 


つたので しょ、 フ。 そこは\|5^ね.<\.ゎたくしの手^;がちだとは存じてをります。 どうか そ， ：} 一部始終 をお 

聽 き^り 下す つて、 成る 程お 前の 云 ふこと も 尤も だと I 言 • わたくしの 墓へ 這 入った あとでお 聽 かせ 

下さ いまし。 

そぅ，ゥ  .|:ん« 'ゥ 

わたくしが 〇〇_ 失術舉 枝に 騷動を 起して、 校長 や 職員 どもの 進退 問^にまで 成り、 その 結 mr 速 中 

と共に 退校 を 命じられました こと は、 いっか あなた 樣 にもお 話し 巾 し 上 ゆました。 が、 諸 新 M にまで. 

出た あの 騷 動の 主動 荐 はわた くし 達と 巾しても * 實はそ 2 かげに わたくしの 情夫 (と、 あからさまに 

中 します、 これが わたくし 鏺 初の 內緣 者でした) が 働いて をり ました。 ところで、 この 人 は その後 わ 

くわん けい 

たくし 逹肺 妹と 共に 同じ 家 を 借りて 住んで をり ました 問に、 いつのまにか わたくしの 妹に も關 保が 付 

きまして、 ^々とわたく しの 前 を も 悼ら す、 殆ど 公然の やうに、 ふざけた M 似 をして 2- せる のでした。 

それの みか • 妹が31^^笠に着て、 臺 どころ 仕事にまで 姉 を こき使 はう とする やうに なりました。 わ 

たくしの 妹 はわた くしよりも す ッ とづう，. しいので す。 

で- わたくし は それが.^ めに、 殆ど 默 つてで は ございま すが、 斷 然と 身 を 引く つもりに なりました。 

ST さう 

市の 妹 を^る やうな^ はどうせ 頼みに する に は 足りぬ。 そして 姉が 妹と I 人の 男 を^ 爭す るで もな い- 

と 思った からでした。 

でも、 わたくし は 初めての 愛 を 奪 はれた が爲 めに 隨分 悲觀 致しました。 この あはれ な 敗北 者 — こ 

1^ 子の かたみ  九 1 
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の意久 地な し！ 否. この 不 S. 斐 ない 女！ わたくし はま だ 今 ほどに はすれ て をり ませんで した。 火の 

かに 消えた あとの やうに、 わたくしの 心の 問 は 一 しほ その 寂し さ を 添へ ました。 

わたくし だけが I— 分から 好んで 11 刖窒に 休みながら、 隣りの&の^5子が私かに32ぇろ時など 

に は、 自分が 所謂 夫 姦婦の 枕を拉 ベて わると ころ を 一 刀に切り殺す5^面をまざくと心にがべもし 

て 見ました。 または、 等の 枕 もとに 厳然と 坐 わって、 母の 如く 父の 如く • じゅんく と 物の？；；； ！：• を 

說ぃて.0分も手を切った代りに渠等をもきッばり刖れさせてしまはぅかとも^|^.-へ ました。 その あとで 

はいつ も聲を 吞んで 泣き 入る ばかりで したが、 たまく 喷み 占めた iiS が 思 はす 外へ？ i れ ましても • お 

くわう A ゃゥ 

等 はた だひッ そり 寢た ふり をして ゐる だけで I— わたくしの 爲 めに は 少しも 光明な 投 ゆて 來 ませんで 

した。 

『い ッそ思 ひ 切って あくたれ 死 をして、 1& 水 等に 不吉な 後悔 を させて やらう か！』 刖 に 於け るお^ の 

1 一三 夜 はかう した 感じに うち 勝たれて をり ましたが、 それにしても その 決心 をす るに はわた くし，：：， や 

もから だも餘 りに だらけ 切って をり ました。 あんな 時には、 恐らく、 どんない やな 5?- が は 入って 來て 

も 押し返け る 力 はわた くしに なかった でしよう が、 11 然し • まァ、 こんな ことに 立ち入って 巾す の 

は失禮 でも あり、 また 女と して 遠慮すべき ことで もありましょう。 

•0 かく  よ さは 

わたくし は 隣室 を 威嚇す る爲 めに 自分の 室 だけに 夜通し-屯 氣を つけて la  くこと を發明 致しました 0, 


そして 第三 夜から は、 どうせ 寝ても 眠られません ので、 じ ッと光 を 兌つ めながら •  iil^ けに も 机の 前 

に 坐 わった ままで 夜 を 明し ました。 

『そんなに^ 地 を！^ ら ないで 休んだら どうだい？』 は 斯う 15^ を かけた こと も ありました。 

『婶 さん は强情 だから、 こちら もゅッ くり 眠られ やせん —— あかりが！ S れて來 て。』 

無論、 すべて ふすま 一 つ 向 ふからの II 斗ば かりです。 わたくし はち ッ とも (ね 事 は すす、 ぶこ， は •  n こ 

兄えぬ と 云 ふ 神 は 斯うした 風に 寛大に、 また 奇 厘に、 あらゆる 家の 夫婦 を^ 悔に兄 守って ゐる もの ビ 

らうと 思 ふこと も ございました。 かかる 氣 ぶんの 時には、 わたくしの 考へ はありが たい にば かり 

向いて をり ました。 

『全く 藝 術に 生きよう か？』 斯う は考 へましても、 わたくしに はま だ そんな §m を與 へて く  L る 人 も 

ございません でした。 若し あの 時から 先生 を iei 接に 知って をり ましたら、 直ちに わたくし は そのお こ 

なった でしよう が —— 0 

じャラ たい 

わたくし 力 力 かる 狀 態に 於いて や ッと思 ひ 付けた の は、 B 氏の：. 螝の棄 な 身の上でした。 自分の あは 

れを 忘れて、 他人の それ を 思 ふの はう そ 事の やうで も あり、 不，： ：！ 然の やうで もあります が *  ^^^^0 

にんじ ャウ  f-  ,  LI 

メ 3^ は 他に 同情して、 自^ を も 慰め 返して 賀 はう とする のが 無意識に 於け る 手， 校な ので ございましよ 
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泡 鳴 <^ 集 ^五卷  九 2： 

兼て その 優しく 哀れな 詩 を 讚んで わたくしの 心が あこがれて をり ました B 氏 は、 あなた 樣 の仳： に 

よります と、 わが 國の クウ パァに 過ぎなかった でしよう。 然し 1^ が クウ パァの やうに？^ tt な^ ffi^ 入 

であった こと は、 わたくし として は あとで 分った ことで ございました。 わたくし は 先生の あの 钾批； ゆ 

を 何 かの 雜誌 で拜 見いた しました 時 は、 もう Is- に對 する 一生の 追 恨 を 得て をり ましたので、 w に.： i 快 

に 思 ひました。 わたくしが 初めて あなた 様に 接近し ようと 望んだ の も • それ を拜兑 してからの ことで 

Ij ざいます 0 

藥の眞 價を餘 りに 髙く見 積って をり ました わたくし は、 がそれ にも 拘ら す^? M な；^ 遇 をが す •  ^ 

年 血 ：！：^ の 時期 を 過ぎても なほ 獨 身で 寂しく  し • その 境遇に ふさ はしい あんな 哀れな 而も ：5 尙 な^を 

作って ゐられ るの は、 全く その 人のから だが 不具な 爲め • ひど い^^で^ Si か ら^ど 扣，^ にされ ない 

爲 めだと 思 ひます と、 —— こんな 場合と て、 —— わたくし は 溜らな く 兼ての 愤か しさ が^^し てま. 3 

りました。 どラせ 斯う 一 たびすたり 者に なった 自分の 身な ど は 全く 襪牲に 佻しても、 あんな：：^ の 箱な 

りよ 

人の 爲 めに は 伴侶と なって I 生 を 棒に振っても いいと 诀 心いた しました。 

今から 見る と * わたくし はまこと にけ ち 臭く も 同情 を以 つて s^i^ の 報い を はようと したので す。 

ヅ ぼい 同情 を以っ て安ッ ぼい 同情. はう としたの です。 尤も その^に は， 

『自分 はどうな つても かま やしない』 と 云 ふ 燒けッ 鉢 も ございま したが  


わたくしの 人が いつにな く 早く 歸 つて 來 たやう ですから、 中止し ます。 この^き 物 は 人の をり ます 

は、 数き 蒲國の 下に^して あるので す。 

,  かう しやう 

わたくし は 自分で は 世に も 高 尙な考 へだと 思 はれた ところの 物 を 胸に 押し 抱く が 早い か、 机の 引き 

,w しへ は どこか へ 行って 自殺した と：.^ 等に 思 はせ る 簡取 な磬き 置き を 入れまして、 その他に 何の K- へ 

もな く 私 かに^ をと び 出し、 兩國 から 汽 舉に乘 つてし まひました。 誰れ 一 人 わたくし を 引きと めに 來 

♦  ITO ぶ. <  こ 

る もの 力ない の を- 途中で も • 隨分心 もとな く 思 ひ は 致しました が、 それ はやって 來ょラ ir, がな かつ 

たのです。 わたくし は 薬 等に 何とも 云 はないで 出て 來 ましたので ございま すから 1 ね。 

こ、 ろ も  V  、 

『こちらば かりが いくら 突き詰めた 心持ちで 行った ところで _ ？』 さて、 向 ふの 人が こちら を It. 能 

して elc^ ぬか、 それとも 多少の 理解が あっても こちら ほどに 熱心 もな く、 潔白な 心 も 無かったら、 ど 

うだらう と 云 ふやうな 考へ がわた くしに 起って まゐ りまして、 .cn 分 はふと 自分から M 間の 所謂 押しつ 

け 女房に でも 來 たと 忍 はれる やうな ことがあり はしない かと 云ふ氣 がした 時には * わたくし は、 もう 

汽 a. の 屮にゐ たので ございます。 

三等 客車の 中には 隨分 人が 多く 乘 つて をり ました。 わたくし は 自分が やがて 行く ゑ搜 願 ひの まと 

になる 女で ある やうに は 見せたくない 爲 めに、 できるだけ 努めて あたり を 悼り、 しほら しくして、 きち 
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んと腰 を かけ、 11 の 袖 さき を兩の 手で 膝の 上に のせて、 下 を 向いて をり ました。 然し 下 をば かり， M い 

てるのが 息苦し くもなり、 また 却って 何 か 思 に餘る ことで も S: つてる やうに 思 はれさう でも あり 致 

します ので、 時々額を上げて^1の方を兒たり、 左右へ， 问 いたりし ました。 が、 それが.：：： 分に はどうし 

けっきょく 

て も わざとら しく やって る やうに 忍へ ますので、 矢ッ 張り * 結局 は その 時の n 然に まかせて もとの！ 

tA^Ay  くわん さつ L ャ 

りに して、 c| 苦しい の を 辛抱し ました。 若し あなた 様の 如き 深い 觀察 者が いら ッ しゃったら • きッと 

わたくしが どんな こと を考へ てた 位の こと は 直ちに ほぼ 御 推察が できた で ございましよう。 

自分のぃのちがどぅなってもかまはなぃと云ふゃぅな突き；1_5めた^^ロでしたが、 わたくし は.：：： 分な 

がら 不思議な ほど 衣 物の こと を ：！^ に 致しました。 勿論， わたくし は その 數 nil から：^ 口の やうに を 

出る こと を考 へて たので ございま すので • いつにで も 出られる やうに 朝起きた 時から —— どうせ 仗； 

の 仕事な ど は 手 傅 はなくな つて ゐ ましたから —— ょそ行きに^.5か へて をり ました。 それが またも ッと 

き もの  こラ くわい 

いい 衣 物にして 來 たらよ かった のにと 云 ふやうな 後悔の 念と して 浮んで まゐ りました。 

先生、 わたくし はこん な こまかい ことから 申し 上 ゆません と、 CI 分が 滿：^ できない ので ございま 

す。 まだ、 わたくしの 心持ち をよ く あなた 樣に 分って 戴けない のです。 おしこれ が 分って 戴けないで 

は、 この わたくしの 亂： § な 抗議 もた だほん の亂 暴に 終って しまう 恐れが あります。 それで はわた くし 

に^って まことに^ 憾の 至りで ございま すから — 


あの Eiwsle 人の 家 は、 先生 も 御；：^ じで ございま しょうが、 j^t はに ございます。 わたくし^ 气ネを そ 

こに 降りてから は、 汽車に 乘 つた 時と は 全く 刖な 心持ちで、 而も 何となくお づ./ \ して、 の 道 を 

歩きました。 n 分 はどうな つても かま やしないと 云 ふ燒け まじりの 熱心な ど は. どこか、 斯う •  n 分 

の 心の すッと 奥の 方に^ ッ 込んで しま ひまして、 ただ m の 前に 近づいて 來る n 常ての：， け 姓 家と- そこ 

の 幾人る るか も 知れぬ 兄す 知らす の 家人と、 その 家人 どもが 實 際に は 持て 餘 してる るに 相 5^ ない とこ 

ろの 一 名の 不：： 者との こと を E め ひ 浮べ て、 そぞろに わたくし， nn 身の 無謀で 太 膳な を n 分で あざけ 

りたくな つて をり ました。 

たづ 

あなたお を 初めてお 訪ね 致しました 時には 常 子さん の 紹介が ございまして、 すッと 容,， 力な 心持ちで 

行け ましたが、 この 時には 紹介 もな く、 また 一 度 もこれ までに 會 つたこと も 手紙 を 交^した こと も』 よ 

かった のでした。 

. れいたん 

向 ふ 力 若し 冷淡に 出るならば、 こちら も その 時にはと 云 ふ 用意に 相應 する だけの な 淡な 様子 を兑せ 

て I 然し 內 心で はまた どんな 運命が 自分に 迫る かと、 その 顔え を It にまで 出して、 11 わたくしよ 

不具^^-る田阔詩人の家に案內を乞ひました。 ところが、 生 、渠 はず" おでした。 そして、 ベ マ こ 1^ つ 

、へ  ノ  It  * 

て來る 力ら 待って ゐて れと 家の人が 巾し ますので、 わたくし は そのまま 主人の ゐ ない 齋へ架 4 さ 

れ ました。 相 常な 生沾 はして ゐる人 だと 兼て 問いて をり ましたが、 黑 擅の 机と 云 ひ、 がらす 張りの， P 
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鼠喾棚 と 云 ひ、 ijgi や 敷き 物と 云 ひ、 われ/ \ の贫乏 生活に 兄て 來 たやうな もので は ございません 

でした。 E^ic 風の 十：！ い 大きな 家虽 敷に は不 釣り合 ひな S! 具ば かりでした。 

ひ * 

： 『これなら、 あたし 1 人ぐらゐはどぅしてでも©ぃて吳れょぅ。』こんなことを^!^.'へ て 私 かに ほほ. -ん 

で a る ほど， わたくし は 主人の 歸 りを特 ちながら 心が 落ち 付いて 來 ました。 こ ち 付き も IS より さ 

きに .1 の mil へ 這 入った からの ことでしょう。 若し si? 玄^で^ ぐ たら • 成 は その つたよりも 兒 

にくい 姿に あきれて、 わたくし は そこくに 逃け て來 たか も 知れません。 

： 家人が it お茶 を 入れ かへ に來て れ るのに わたくし は その 皮た ゆに 挨^しながら • 手 もち 不沙汰に 

銘仙の 衣 物の 膝に ふき 出た 綿 や 袖の さき をつ まんで 兄たり して ゐ ました。 

- 待 つ^は 分 長う ございま したので、 冬の 初めの 口 は 平く i* れて、 ^3^カん在仆ぉには 一 と #3 以 ^1 ほど 

, 珍 らしい 空氣ラ ンプ がっきました。 渠が歸 宅した の は それからでした。 

この < ^見の 順序 は 少し 前後 致します が、 わたくしが 今でも 滑^な 爲め によく おぼえて なります とこ 

ろに よると • 渠は その 不！ 4 な 姿に 似合 はす 如何にも 鹿爪らしい 子で 而も 鹿爪らしい w^il を疲 しまし 

r お 若い.^ M で わたくしの やうな 者のと ころへ 尋ねて 來て 下さった の は、 定めし * わたくし の^に 就 

い て 何 かお 考 へ が あつ て 11 ？』 


「はい —— 』 と、 つい、 わたくし は 口に 出して しま ひました が、 K は、 —— 

き 人ち ャゥ 

先生、 心ば かり は 緊張して 來ても * わたくしの 氣が 許しません 11 この 手！ このから だ！ 

ああ (^^者 曰く、 中 びら の IS 稿 三 行まで 來て、 かの 女が その 餘. n へ ベン を けにが りくと ffis き投 ぐった あと 

がつ いて ゐる 0) 

-(^斑^^?ロく、 ベ ー ジが 改まって) 

こんらん 

^は、 わたくし Q! 身に も 分りなかった ほどの. 浪亂と 失望と が S 分の 心に 溢れて をり ました。 

先生、 あなた 様 はいつ •  そ やわた くしの こと を 11 何の そッけ もな く、 然しお に 11 斯う. S- さ.. - 

たの を わたくし は 忘れ も 致しません。 

,『 あなた は 美人 は 美人 だが、 顔い ろが 餘 りに」 與ッ 靑で兒 ッ ともない』 と。 

『そり ゃァ、 苦 勞が絕 えません のです もの』 と、 わたくし は あまへ ろ やうに お 答へ 致しました。 

『^努 ッて、 好きで 勝手にして ゐ るん ぢゃァ ないか？ 第一 の 男に だッ て、 第二のに だッ て？』 

『でも、 苦お 力 は苦勞 ですから。』 

『然し、 ！_^;»;乏づかれの苦努は不注意から生するのだ。 生活 もま だ 碌にで きる 兒 込み もない に、 男で 

も 女で もナ： ^ぐく ッ つき 合って しま ふから o』 
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『  』 なんて ig- 化な ぉッ しゃり かた だら うと 2、^ ひました。 この 時. 然し. よく. f^? へて：^ ますと • 

わたくしが あなた 様に 初めてお^ ひした 時 は 身持ちで ございました。 七 ヶ月の 大きな おなか を かか へ 

て、 あな プ^のと ころへ 何 か 仕事 を與 へて 戴きに まねり ました。 あなた 様 は 御友 迷の t して みられ 

る 〇〇 社へ 狀を つけて 下す つたので すが ノ刖 にわた くしの 得る ところ は ございませんで t た。 

そして わたくし はおな かの子 供の 父 —— 第二の 贝 です — と は、 K は •  ^に 別れて をり ましたので ご 

ざいます。 この こと はこの 時 あなた 様へ うち 明けませんでした。 けれども、 わたくしの？ i^-Iti を 十分に 

ば-う 5 'くしゃて 珍  . 

t たやう にわた くしの 身に こたへ ました。 ただ 先生が： g して^^ 者 的な JKi^ を わたくしに^ ハ た 

ので はない こと だけが 分って をり ましたの を 頼みに して、 『あたし は 弱い のです、 わ、 ね』 とお^^ 巾 

し 卜： けました。  • 

『うん、 さう、 さ』 とお Si いはお ッ しゃいました 。『たと へで きて 行く こ 、に は 化か^がない としたと ころ 

で， あたら 持って 生れた からだ を {：： 分から 兌ッ ともなく する の は以筏 注意す るが いい、 ね 1 . ^分の 

視だ、 自分の E. 変性な しだ。』  . 

『さう です、 ね。』 それからと 云 ふ も わたくし は 銃に Ci: ふ 皮 1§ に 先生の 所謂れ. ッ靑 ばかりが にな 

りました。 そして これ さへ せば、 いっか わたくし を值」 .li" く K つて くれる 人が ありさう に 思へ まし 

>で。 わたくしに は その 人と は あなた 様で ある やうな 氣も 致しまして * ね 分の 生れた 子と n 分との ぉ乏 


びん はふ しん tt ゥ 

生， 活に • と S ふよりも ぉ乏： i^:?^ に、 希 s.:ic 光を與 へられて ゐ たこと も ございます。 

その に は いろんな ことが ございまして —— いつぞや もお 話 致した とおぼえて ますが • この 人なら 

きたならしい 野心 を 持た すに わたくし 達 を 少し は 補助して れる だら うと 忍 はれた 叔父 やい とこで 

も， 

『ぢ ゃァ、 いっく 來て れ』 と 云 ふので 行って 见 ると、 その 相談と は 相變ら す、 露、 がに 申せば、 『め 

かけに なれ』 でしよう。 そんな ことなら、 ぃッ そのこと 少しで も 自分が 好きな E?; と 一 緒と なった 方が 

まし だと 云 ふ W 慨に なつ て しまう ぢゃァ ござ いません か？ 

如 ：！： にお 乏しても、 十 IS や 二十 圓の めに 人のお. P ちゃになる ほどなら、 自分で c 分 をお もちやに 

した 方が どれ だけ まし だか 知れませんでした。 その代り、 わたくしの 眞ッ靑 は 11 とうく 如何に 

して ゐても — ^ら ないで、 この. M みつきの 原因と なって しま ひました。 わたくし はこれ で 死ぬ の 

です。 

女の 颜の青 いのは 淫亂 の^だと も 3. します。 わたくしの 經歴を E- ひひめ ぐらして 兌ます と、 或は さう 

であった かも 知れません。 然し この 不 詩人と 相對 して 坐 わって をり ました 時に 限って は、 少しもみ 

だらな^！^-へがなかったのです。 その 時の わたくしの 顔 いろは、 きッと 11 きッと 矢； 成り、 不断の 靑ざ 

iv え い 

め を  一 く 反映して ゐ ただら うと 思 はれます。 わたくし は あなたがた に比べて は斯 くも 無舉た に 
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くわ ひ 人 

ちょ ッ とした ことにで も Ig! ぐ 顔い ろが かわる ほど 神 が 過敏たん でございますが、 そのお もなる 

は 自分の を 妹に 取られた ことにあります。 して 見る と， よそへ 出て ：！^ も い^をし たの はこれ が 初 

いんらん 

めて だら うと 思 はれます が、 決して 淫亂の 心な ど は 動きませんでした。 否 • そんな 心 ち を 抱く に は 

じ やうたい 

餘 りに 失望の 狀 態で ございました。 

よ 3 ラ. 5 /わい 

わたくしが 渠に對 して^ 1 にい ゃ氣 がさした の は、. 竊の豫 相， ^ 外に 兒 にくい 姿の 爲 めでした けれども、 

また 渠 かさう 大して 六ケ しく もない 詩ば かり を 作つ てゐ ながら、 11 そこが あなた^の 適切な！ 

なんかい 

にもな つたので ございま しょうが、 I— さも 深刻で 難解な 作 をで もして ゐ るかの やうに， 钟づ から：^ 取 

すう ズ いてき 

つて、 わたくしから 崇拜 的な いろんな 質問 をで も 待ち受け てる やうな ありさまの を かし さが • わたく 

しの 心 を 全く 渠 から h;; き 離して しま ひました。 

さう じ a« う 

わたくしが に 同情した の は * 意味の 深い 作 をす る 詩人 だからで もありませんでした。 また、 いい 

う 人め い 

詩 を 自分 も 作らう としてお nij^ 子になる つもりで もありませんでした。 不幸な： W31 なる 迷 命の もとに 生れ 

身 を 詩の^ 界に 11 淺簿と 深刻と を 問 はす I— ゆだねて、 物の 哀れ を耿 つてん る そのこ ころ 根 を 一 ：1-：1 

でも あり 氣の 毒で も あると して、 

います 

け. d ども- 渠 はから だ も 心も餘 りに 見に くう ございました。 脊 巾が M く 曲って ますので、 iJ= が 低く 


なって るの は 止む を^ない のでしょう。 圃 く 曲って る爲 めに 步 きにくいの もま だし もでしょう。 が • 

半： わって からの 鹿爪らし さに 似合 はす、 錯が 初めて 出て 來た 時には、 主容が あべこべ になった やうに、 

こちらよりも 向 ふの 方が 待ち かま へて ゐた人 を 得た かの 如く、 如何にも あわただしく 殆ど が 急 

いで ふ ありさまで、 おのれの 席に 進みました。 兩手を 幾度 も疊の 上に 突いて、 11 これ は 13i の ほ 

めではありません、 歩行の 代りです よ 11 ゃッ とその 机の 前の 坐 蒲圑の あると ころへ 達しました。 そ 

して 初 對而の 挨拶の 時から *  ,渠 の 野生 的な^ は獸の それの やうに 辱し いまたけ ^ しい 光を發 して をり ま 

した。 

如何に わたくし だッ て、 堪へ 切れませんでした。 もう、 何も 云 ふまい、 そして 直ぐ W き 取らう と 思 

ひました。 先生、 わたくしが この 時 例の 3 具ッ靑 になった としても、 決して 無理で はないで ございまし 

よう。 わたくしが わたくし 共の 家 —— と 中しても、 わたくし だけが のけ者に なった 家 — を 出た 時に、 

な S: き S きをして 來 たと 申して 置きました でしよう。 で、 わたくしが このまま in ぐ 詩人の 宅から 

引き取りましたら * 無論、 £^ の 方に は 車がなかった のです。 そして わたくし も その 歸り途 で、 どこか 

タュ  ふ らち  • 

の 池な り、 淸 なり 力に、 ただ 不 5^ な 男と 妹と に對 する 恨み だけ を 抱いて 寧ろ 素直に おぼれて ゐた かも 八ず 

-0 ません。 

そんな 心持ち を もす ベて 纏に うち 明けて、 お 互 ひに 奇耀な 同情 的な 同居 を 乞 ひ、 若し 氣が 八：： へば 一 
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緒に なっても いいと 云 ふの が、 わたくしの 口-奴 初の 0 的でした が * た わい のない 夢が さめた やうに わた 

くしの 心 は 固くなって をり ました。 

『お 顔の 色が 大變惡 いやう です が、 御氣 ぶんでも よくない ので は ございません か』 と， ：S は 幼 さ、..' 

に 申しました。 

『別に —— どうも 1 .』 わたくし は 下 をば かり 向いて をり ました。 

ここな 出て どうしょうと 云 ふこと にば かり わたくしの 考 へが 向きが ちで • いい加^に、 また ラッか 

りと II 向 ふの!； がい を 押さへ たやうな 首 葉 を 受け流して ゐる うちに、 八：^；；^-が出たのでした" はよ そ 

で旣 に^ませて 來 たの を * わざと それとなく • わたくし にっき 合って る やうでした。 わたくしも^ を 

つける のが 分 をけ がす やうで、 可な り 長く 控へ てゐ ましたので すが、 あまりに 勸 めら れ るので. .s- 

しわけに 箬 をち ょッと 手に 取ったり、 镫 いたりして、 いとま を吿 ける 折 を 窺って をり ました" 

£木 は 然し、 もう 占めたと 云 ふやうな 安^な 心持ちに なった のでしょう、 わたくしが 『はい』 と^へ 

た その^ 問と か を 一 つ だッて ig に 向け もしない の を 少しも あやしまない 樣 子で、 3^ 个 =： 身の ことば かり 

滔 々としゃべ りました。 .E 身の 詩に 對 する 態度 11 自身の 詩の 明 11 それに 關 する， 他の ^ 人^に 

ぎ iSi 等 (これに 先生のお 名 も眞ッ 向に 出ました) の 評の 恶ロ 11 何しろ、 その Sii が..^: しいに せよ • 

遠って ゐる にせよ、 熟 心なの は 感服でした。 そして その あ ひま， あ ひまに 例の 默の やう な^な s^w む 


に 光らせて， その 癖- その は 何等の 確！：：：？ もない かの 如く 顔え て、 わたくしの 身の上の こと を 尋ねる- 

のです、 

『あなた は御獨 身でしょう I— ？』 

『  』 

『さう でなければ * お li りで こんなと ころまで は 出て 来られます よい？』 

『-  』 わたくし は 返事 をす る氣 もなかつ たのです が， — 

だんらく 

先生、 一 ^？化 カ附 いてし まう と、 どうした もの か * わたくし は その 度：^ に 一 たび く 氣 力が なくな 

るの が この頃の Iscffi の やうで ございます。 隨 分が ッ かり 致しました。 けれども、 け ふ は 割りに i^: けと 

方です よ。 若し これ を 早 く番き 上け てし まへ ましたら、 またい つもの やうに 郵便で； 5^ ^ります。 た わ 

たくし {! 身で はいつ もの やうに 御意 兌 を 伺 ひに 上る ことができません。 これ をお 讀み になって、 ^し 

ぉ氣が 向いたら、 一 度い らしって 下さいません か 11 わたくしに M 後の 水 を 戴かせて 下さる おつもり 

で？ 

ぁァ、 5H きたい！ 生きたい！ 

『  』 わたくし は 返事 をす る氣 もなかつ たのです が • 事 上で は、 この 数 =前 から 全く 身 だ 

と 云 ふ手賴 りない 心持ちが、 わたくしの どこかに 現 はれた のでしょう。 築 は それ を兑て 取って、 
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『わたくし も 御お」 の 通りの あはれ な獨り 者です』 と 巾 しました。 若し これが あなた はなら、 ^1 にも 

男らしく、 どうです、 一 つ 僕と I  ^ になり ません か 位の こと は、 はッ きりと,、； ッ しゃった でしよう。 

ぁ〔し.蹈が初めて：11^,^女の心を取り込まぅとして、 .0 分に あはれ なな どと 形.： 詞を附 け 加へ たのが、 如 

何にも 怯で あり * 如何にも 野郜 であると 受け取れました。 

それに 比べる と、 姉 を 妹に 乘り換 へた 男の 方が どれ だけ Bf:; らしい か 知れない。 姊を 出し 拔 いた 妹 も 

憎い けれども、 妹 を 取った H?; が I 肝^かった のです。 わたくしの 験で 巾し ますと、 女に！^ まれる 2^ 

OSS 一  方の 勝利^で ございます。 全體、 戀 とか 愛と か 云 ふ もの を 人に 棒け るの は n 分の 1^ 北 を 承知 

した 上の ことです。 m;; 子から 巾せば、 恐らく、 女子 をう ち 破り、 うち 碎 くこと でありましょう。 WQi 

r なほ 

それ を ほんとうに 素 1^ に 受けて ろ^こ そ 13 典の 女です。 

先生 • わたくし を it 一 屈！ ii とお ぼし 召して はいけ ません よ。 わたくしの 度々 敗れた 經 ，2^ が 斯うした 现 

そに f , 

屈 をよ そ ほ はせ るに 過ぎない ので ございま すから 0 女の 愤 しみに は I  深い 愛と お 敬と が 作 ひます。 

けれども- この 詩人に 對 する わたくしの^ みは 全く 愛 や $J ^敬で は ございません。 份 みの はめ ハ^み で 

す。 否， 輕 蔑の 爲 めの 傲み I— 

『手紙を以ってぃろ/\に慰めて3|<れる^^人の投^:家は多ぃが、 ぁなたのゃろにMgに»!^aて下さっ• 

たの は 初めてです。 J 


つ  』 これ はう そでした。 わたくしの 前に も 一 人 • ゎたくしょりも《<にくぃ女が{^^て行ってひ、 

どい 口に^つ たのが あると、 わたくし は あとで 或 人から 聽 きました。 わたくし はそんな こと を i^, にも 

存じませんで したので、 無論 *  ふ を も 慰めて やる つもりでした。 ところが、 向 ふから 何だか 斯う 先 

きに 立って あはれ を訴 へたり * 慰藉 を耍 求したり されて 見る と、 こちらの 方が 寧ろ 強^で あるかの や 

うに 感じられて 來 ました。 この 點 はわた くしに も 不思議で ございま すが * 向 ふが あはれ を訴 へたり * 

慰^ を耍 求したり する 權利 でも あるかの 如き 能 皮に 見えて まゐ ります と、 わたくしの 方が ろ •：！！ 分 こ 

はんか ゥ 

そ 慰^ を 求めに 來 たの だと 云って やりた くな つて、 11 斯う 7 お 極 的に です が、 心で 反抗す る ま 地が 3. 

ただけゎたくしが强^！^のゃぅな氣持ちを^：：：ました。 

そしてい い 加減に いとま を吿 けようと その 折 を 窺って ました けれども • IS? はな かく そ C すき を與 

へ て =1 力れ す、 而， z:  くもな い g: 慢ば なし を つ づけたり、 またはぐ すり. /(- と を. ば せ て ：：！^ たりして —— 

それが 徒らに 時 ii を 延ばす 手であった こと は * わたくし にや ッと あとで 分った ので ございます。 思へ 

ば築がゎたくしを=が^^^るまで待たせたのもそれが.，森めで、 或は もッと 早く 歸 宅して ゐ ながら、 わ 

ざと 出て こなかった のか も 分りません。 ,^$$： 者 2 く、 こつ & 肉な 推測 は、 さきの 『あわただしく： 出て 來 たと 

じ やうけ い 

1穴ふ情^と矛^5してゐるゃぅでぁる0) 

朿 京に ゐ るのと 同じつ もりで まだ 時 問が：： 卞 からう と WW つてました ところ を， 

霜 子の かたみ  1 〇 七 


ii  ^5五卷  ！ 〇 八 

『もう、 汽車 も —— どうせ —— ございません から』 と 云 はれた 時には、 

『しまった！』 と 云 ふ 悔いば かりが わたくしの 胸に 溢れました。 汽車 を 下りる s.^ ぐ • 今^の 列 a. の 

さいしう れっしゃ  なャ 

若しくは 最終 列車の ト； り 時 間 を： て S いたらよ かった のにと •  IS を t:: つてる^ にも ひ^んで たので 

ございま すが- 話の あ ひまに これ を 渠に聽 かう としても * 

『ま ァ、 よろしいで しょう』 とば かり • 直ぐ 話 をつ づけました。 

^計の，^ d る 音 を どこから か聽 かう として 幾度 も 环 を^まして ゐ たのです けれども、 なぜ それた^ き 

そくな つて ゐ たのでしょう —— 否 • なぜ わたくし は畔 M が 分らなかった のでしょう —— 否， 否 • ゆ^ 

ミん ちゃく  こ 

や 與 の 話に 頓若 なく、 なぜ id ぐに そこ を 押し切って 出て 來 なかった のて しょう — ？ 

わたくしの 持って ゐ ます 世の 惱 みがす ベて この 一 點 に第屮 した ほど • わたくし はこ ころ 苦しい^ 惑 

と 不愉快と を 感じました。 

家族の 人々 と はかけ 隔っ ただ だッ廣 い、 親しみの 出ぬ、 田舍 じみた 十 @ かの^ 敷に わたくしの 休む- 

べき宋を 取られて、  わたくし は その上に 獨 りで 手 を 胸に 《：3 てて、 ：iii5 て 來た衣 物の まま 半： わって をり ま 

ン *  一  0 

すると、 

『今ごろ は * また — 』 


先生、 わたくし を 妹に i< り牧 へた とわたく し。 妹と に對 する.，" たくしの 堪 へがたかった 實^ 的妄 

ねん 

念な ど は、 もう、 ここで 云 ふこと を やめましょう。 けれども * この 畔 起った 種. な 妄念の なかに * わ 

たくしが その 男と 初めて 關 係が ついた 時の ことがあ つたの だけ は、 わたくしの 弱い 性格 若しくは 不心 

の^. 伐と して、 巾 し 上げて §a きます。 わたくし は を 好いて ましたが 爲 めに、 つい、 無理 じいに 

ざんねん 

係 させられる 餘地 を： おに 與 へて しまったの です。 これ は、 實に今 思っても 殘念 でも あり、 また あまい 

夢で もあります。 

それと これと は、 然し、 同じく 人 を 待ち受ける にしても- 丸で しさと 恐ろし さとの 逮 ひが ござい 

ました。 ^；：：：齋に於ける時の渠のぃゃな様子を^^ひ返して兑ますと、 どうも この^- 心 を 許して 眠る こ 

とがで きない やうに 忍 はれました。 

けいけん  ひ A つ かぎ 

先生 • 一 たび 經驗を 持った 女に は ！；小 と 云 ふ ものが すべての 秘密の 踺 であります。 この 鏈を わたくし 

はこの 場合 思 ひ 出したくなかった のです。 

ミこ  あんさん 

床 を 取って れ た女屮 らしい 人が 枕 もとへ 置き 殘 した 行 燈と云 ふ 物が、 如何にもう す晤ぃ 光 を 紙^ 

しに Si らして をり ました。 今どきで は 場す ゑの 安 遊廓へ でも 行かなければ：： る ことができ ぬと- よく 

> 殿が たがお ッ しゃる ところの 物の そばに かれた わたくしです。 

T 若し あたし を これに ふさ はしい 女と 見くびつ てるのなら —— 』 わたくし はこのお そろし さに 對 する 
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を 定めて をり ました。 3. 人 を 11 馬鹿に！』 

きちんと & 坐した 膝の 上に しッ かりと 兩手を S いて、 わたくし 分のから. たに 血の： ar かなくな つ 

た ほどの け を おぼえました。 

あんさん  ほ 

. ^し ifl^ 一く へす さった やうに 兒 える 行^の、 うすい 火 かげ を じッと 兌；！： i めて をり ますと、 われ 知ら.^ 

Bf; の 笑って る 颜が现 はれて まねり ました 11 妹に 取られた のです。 わたくし はちよ ッと C: 分の^ を 

ものず 

そむけ ましたが、 物好きに また その 方 を 向いて nj^ ると、 もう、 ゐ ませんで した。 そして 泣きたい やう 

さび  メ  - 

な 寂し さと 恨みと が 一 緒に なって 胸の 中に^い てま ゐ りました。 

『IK 貌の點 に 於いてよ く 釣り合つ てます、 わ、 ね』 と、 かし 半分に 成 友 から：； ム はれた 仲が 妹ハは 

こ  きょくたん 

めに うち 毀 わされた のであります。 ぃッ そのこと • その 反 對に極 に 出て、 も不 5^ り 合 ひの ii^ を 

ふ らち  ィ. < 

してやら うか？ さう すれば、 あの 不埒な も 少し はわた くし を 甕な しにして しまって^ しかった ふ殘 

はん  ふくしう 

念が つて 吳れる だら う。 それが 迫 めても の復 靴お 11 

『あの 狱の 吸！』 いつのまにか 符蟲の 人の 顔に 入れ 換 つて をり ました 。『かま はない からい らッ しゃい 

よ』 と 云 ふやうな 氣 持ち を われながら ぎよ ッ としました。 矢ッ！^^り、 ここをさして！3^京を^£た^の1::1 

的が また 心の奥に 物 を 云って たのでしょう。 そして それが 一.^ 水 を ん でもな く n ひかぶ つてた の だと 分 

つたこ^ 場合に も. わたくしの 焼けの 結 架 は 自殺の 代りに 惜しい こ の 身 を^の^ ば になって やらう か 


とも I 皮 は考へ 及び ましたの を、 先生 • ここに 白狀 致します。 

『これで はならぬ』 と 思った 時には、 わたくし は兩 方の 手を兩 方の 袖の 下から 兩 方の 二の 腕に 組み か 

はして *  n 分の かき 亂れた 胸 を 押し 抱いて をり ました。 ところが- その 手が |g 氣 に觸れ たやう に 突然 

ほどけました。 

人の 氣は ひがした のです。 して、 わたくしの 前から Id 覺し、 豫朋 して をり ました 通り- JSS が やつ 

てま ゐ りました。 

r あなた はま だ』 と、 こと 更らに ® い、 喉 だけから 出た it で、 『お休みに なりません か？』 

『はい  』 わたくし は • またつ い 斯う 云って しまって * その 方 を 兒 張って た E を 下に 向けました。 

わたくしの 附手 はき ちんと 膝の 上に 乘 つてました。 そして 1^5 に對 する 輕ー i 化と. i-M まとが こも， <\ わたく 

し の 心 をお がしく 往復し ました。 

『それで は 11 』 

『  』 

『どうで^ — 』 

r  』 

X あか 

『  一 ：^に詩を|^|って.^明しをしましょぅか？』 この 長い 句 は、 さきの 短い の を 口ごもって 云った のと 
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は 反對に * 餘 りに 早口で 云 はれました。 なほ 投げ出す やうに、 『どうせ わたし も 眠れません から。」 

『どうぞお 引き取り 下さい』 と • わたくし は あわてて ゐた ままに：. 取 初から 論 を 一： ム つてし まひました リ 

而も それが 如！ 1： にも 强く * きッぱ りと CI 分の 14 にも 響きました ので、 その あと を 取りつ くろふつ もり 

で、 『では • わたくし も 休ませて 戴きます。』 

『さう 云 はないで —— 僕 は あなたの 爲 めに 眠られな いのです から。』 

『  』 目 をち ょッと 休める Si に、 わたくし は 渠を氣 の 毒 だと も 可^い とも m, わ はれました。 けお ど 

も、 ^を In- 張る と、 矢ッ 張り 151^ は 々しい でした。 わたくしの 燒け か物奸 きかの 心 は 自分で，：： 分 を 

切 破つ まった さか ひ！ in に S いて、 はッ きりと 二つに 分れました。 ぃッ そのこと 11 ？ いや、 なかく 

I— 。 そして 俄かに 決心が 付かぬ だけ、 わたくし は 一 m から f;^ ざ かって をり ました。 

タラき 

擬の 動悸が 薬の 寢卷 きのお もてへ も 出て、 11^ までが なをして ゐる やうに 兄え たのに； M が 付く と、 わ 

たくし 身の 呼吸 もます/ \ 苦しくな つたの を おぼえました。 1： らく は どちらも 無 首でした が、 

『さう 云 はないで、 あなた、 僕の 心 を 推察して 下さい』 と 云って、 渠 がすり 寄って 來た 時には、 わた 

くしの 14. は 全く 取り のぼせて をり ました。 

先生， わたくし は 幸 ひに けもの 0^ 書 者 ni く、 この 迎り 朗點 を 打って ある〕 の 難 を 免れて • そこな 逃げ出 


したので ございま すが、 逃け 出す までに は隨 分お そろし い 心 、を 致しました。 いやな こと 葉 を 耳に し 

ました。 

せ 人 ゑつ 

『あなた は 人並みす ぐれた 美人です。 僕の やうな 者が 野心 を 持つ の は 潜 越でしょう』 なんて、 ね、 先 

生， まァ、 ぉ聽き 下さい 。『然し I 然し、 あなた、 I 察して 下さい、 ^1^ねて來て„.^^れるだけの，ぉ人 

さび 

さへ I 人 もない 僕の 寂し さ を I』 

『  』 わたくし は 突然 取られた 手 を 力強く ふり 拂 ひました。 それから. ハ 分の 間の 出 來事は 遠 ほ 

して 巾し ますまい。 见に 角、 わたくしに 『無禮 な こと を！』 と^り 付ける 餘地. かで きました。 そして 

らんま 

その 聲が餘 りに 女ながら に 大きかった ので • 渠は 家人 どもの 方 を 憚って か 僅かに 亂：^ やめました。 

『わたくしの § ^遠 ひでした。 お許し 下さい。 つい- あなたの 御 親切に あまへ 込みました。 惡く忍 はな 

いで 下さい。 わたし は あやまります』 などと、 立てつ づけに 云って ゐ ました ッけ。 

I  た 人 *_< 

『  』 わたくし は わざとに も 端然と して 退 事 I つ. & しませんでした。 

*A やうに ち 

『では， 明日 11 いづれ、 改めて —— 尋常な手段でぁなたのぉ心を伺って0^^ぃのですから、 どうか 

今の こと は 惡く思 はないで、 許して 下さい。 —— では、 お休みなさい』 と 云って、 鎮 がまた：！ ：3 ひっつ 

丸で 毛 だ 物の ゃラ にして 窒を 出て 行く のが、 わたくしの、 ！ g を 見す ゑた 眼の ひとみに ました。 そ 

して 渠 がふす ま を 外から 靜 かに 締める 時に * わたくし がちら とその 方 を 見やりましたら * わたくしの 

鐽子 のかた み  一二 二 
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. 不愉快 を 一 歷增 さしめ たこと に は、 渠の いやな 眼とば ッ たり 出 ッ くわしました。 

氣 が 付く と、 わたくしの ちゃんと 坐 わって る 膝の あたりの 欏が 少し^ 返しに なって、 下に toij いてる 

物の 端が 不思議 さう に 顔 を 出して ゐ ました。 今から 考 へれば こそ、 

『この 子 は、 まァ』 とで も 云って その 膝が しら を 叩いて やったら などと 冗談 を 云って 兒た いのです 

が， それ を 『あんな 扠に 見られた のか』 と 思 ふと、 耻 かしい よりも 寧ろ H をした と 云 ふ^じに たり ま 

した。 立ち上って、 めくれた 裾 を 直し、 また 坐 わって から、 心 も亂れ てるた のを慙 らく 押し 靜め • 押 

し靜め 致しました。 

四時 を 打つ のが 聽 えました。 まさか、 ここへ が 二度と は 出て 來られ なかった でしよう が • わたく 

し は 夜の 明け 離れる の を 待って は ゐられ ませんで した。 そ ッと橡 が はに m て 雨戶を 一 枚 さぐり 明けて 

見ます と •  G 分が 前日に 通った おぼえの ある =1 則 庭の 中央に 大きな 柳の 木 が^さう に 枝 を 四方に 趣れ て 

立って ゐ ました。 百姓家に ありがちな 薬 家 根の 廣ぃ 玄關 からす ッ とこち らまで 雨戶 が^んで 綿って ゐ 

て * 自分が 今 姿 を 現 はした ところ は 鍵な りに：^ つた 建て 物の はづれ でありました。 

ひか. 9 

まだ あり 明けに は 早い {t^ のう すら 光を燹 け. て、 橡 さきに 女の 不斷 ばき らしい 下駄がぬ き ffi- ててご ざ 

いました。 まさか、 はだしで は 行けない のでした から， それ を； 大の與 へと 下り？ 外いて、 成る ベ を 

立てない やうに 逃げ出しました 0  ：: 


V れい 

若 L 脚 3r 云 ふ 物が あらば • この やうにから だの 軽い もの かと 思 はれる ほど •  をり たくしの 

よ « 

身52夜2^け：&のすッとする空氣の上に乘ってをりました。 が、 二三 夜の つづけざまの 睡眠不足の ほめ 

で ございましよう • わたくしの あたま は 歩きながら 氣が 遠くなる ばかりに ふら/ \ 致しました 0 

それに も拘ら す、 わたくしが I 心に1^^ねてゐたのは大きな池か狹ぃ深ぃ？^-511^かをでござぃました0 

先生 は 恐らく 何の 爲 めだと ぉッ しゃい ましょうが • わたくしに は、 もう 死ぬ より 外に 道 i ない と へ 

たので ございます。 取り も K さす、 ^際に は、 もう、 わたくしに 東京と 云 ふ 大きな *g わか も なくなって 

ゐ たので ございます。 そして わたくしが 精祌 的に 若しくは 藝術 的に * もう、 こればかりと 定めた こと 

ゆん * つ  y 1 W 

は 幻：^ と 失 eiH とに 終りました。 わたくしに 瘦せ 我慢の 意地より 外に 何 が^って ゐ たと お ぼし 召し ま 

す？ その 意地が わたくしに 

『死ね』 と 命令して ゐ たのです。 否 、『死んで やれ』 と、 わたくし を ふて 1 れ させて ゐ たのです が • 生 

憎 * 池 も 井戶も わたくしの 急ぐ 道に 見つかりませんでした。 そのうちに、 わたくし は 11 きの ふ、 お 

ぼえ ある その， M 路 ばかり を 通って をり ましたので —— もとの 停車場へ 着きました。 

その^ 八；： 室で 溜らな くねむ たいの をう と. C して ゐ ますと、 お ほ 仕 かけの 音 をた てて^ ッ 5^ がわた 

くし を 取り 卷 きに 來 たのに 驚いて 目 を さましました。 それ は 丁度 最初の のぼり 列車が 來 たのでした。 

<：-4 いで 切符 を S 只 ひ • わたくし はこれ に 飛び 乘 りました。 そして 何の 爲 めに また i^.:!}^ の 方へ!^ ばれる の 

ザの 力た み  1 1 五 
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か 殆ど. a 分で も 分りませんで したが、 或友達のところ へまゐりまして何も云はす 午！？^から床に^：れ入ら 

せて 貰 ひました。 

先生。 わたくし は 築のと ころで 棄の爲 めに 押し倒され たのです。 それ を わたくしが，：：： 分の かよわい 

力一杯 を 出して はねのけ たりした 爲 めで ございましよう、 わたくしのから だは *  n.^ 初の 刃と 初めて 

よくじつ  *  • 

を 持った R の 翌日より もす ッ と./, \ がッ かり 疲れて をり ました。 その .：^* わたくしの 手 や 足 はこぶ が 

まち だち 

できた やうに 至る ところに 凝り を 持って ました。 わたくし はこの 友；；^ の 家で g: 五；：：^ はこの くた/. \ 

になった 心と からだと を靜養 させて 贳 ひました。 そして この^に、 わたくしのお ^ 俅で 頻りにお も .1^ 快 

こ 4* ゆ た 

に 思 はれまし たの は、 市 川に 殘 して 來たゎ たくしの 駒下駄 を 今ごろ は； がその^ *5 にこ ッ そり.^ は へ 

込んで ベ ろく C せめて ゐる だら うと 云 ふこと をでした。 

そして わたくしの ひどい 厥 世 心 は 段々 と 薄らいで 行って、 また 刖な戀 を 生じました。 死んだ 供の 

父が それで、 わたくしが 暫 らく t 話に なった この 友達の 家の 兄でした。 然し、 先生 • こハ また i な 

人の こと を Si るの はこの 手紙の cu 的で は ございません。 わたくしの 經驗に 於け る^も 詩的な、 そして 

Eg も ひどい が滅に 終った 事件 を 斯う. S. し 上げた 以上 は、 もう， 第二、 第三の s;; のこと など は g| け拔け 

て、 わたくし は 寧ろ 先生に 對 する 今の わたくしの 淸ぃ戀 だけ を 語って ゐ たいので ございます。 

かんじん  ) 

けれども. 先生、 今一 つ この 手紙に 肝 SJ: な こと を お^き 下さい 


『僕 は； IJS と 小品 文との 選お ですから * その 方で 皮々 一 等 赏を與 へて 早く あなたの 名 を 文 に 出す やう 

じうし じん ぎ ？ J し じ A  じ やう じっせん じャ 

にして あけます』 と 云 ふくどき； w 築が- あの 歡詩人 • 偽善 詩人、 野鄙な 情 .wli 選^の 口から 出た のでし 

た。 何たる^ 劣な 言 紫でしょう！ わたくし は、 その 瞬 11 から、 あんな 雜誌 などに 投害ゃ 々稿 をす る も 

のかと 「ムふ 決心 を 致しました のです。 そして 別 方面から 出發 して、 いっか は 女流 小說 家と して 名を卑 

かう tA 

け. あいっ^の うそつき" 慢 ちきの 鼻を明かして やらう、 と。 

先生、 わたくしが あなた 様に 心を倾 ける やうに なった そ もく は. 資は、 それが おめでした。 そし 

て あなたの 赏 際に 一 ：2 ぃ御檩 準に 失望したり * 裔^^したりして、 わたし は 今日まで も a- 一  つのお めに 苦 

しんで 來 ました。 けれども、 今の あり 様で は * もう、 萬 事 終 はるに なって しま ひましよう。 

タぅ きょ. 3 ャ 

わたくし は 先生の 精神的お 弟子に なって、 また 精神的な 同居 者と なって、 短い 一 生 を 術の 爲 めに 

生きたい。 わたくしが 今生き たいの はた だ それが 爲め でございます。 けれども- わたくしのお 性 を^ 

び や うき 

びた この 病氣は 恐らくけ ふ あすが 計り かねます。 今のぁりさまではこの手紙を^？：き終はるだけの いの 

ちが あれば 結構な ので ございます。 

がんぜん 

それにしても： g も殘 念な ことに は、 ゎたくしがほんの眼前の：5^^活の爲めに 11 仍し. まだ、 の vs:l.^ 

が 分らなかった、 以前に 一 I 下手な 原稿 を 無理に あなた 様に 御依顿 して • 少しで もよ ろしい からお 金に 

霜 子の かたみ  1 一 セ 
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して 下さいと 申しました。 それで あなた 様 はわた くしの 文 的 SS 介よりも ただお 金になる こと を；^, 

て 下さいました。 そして * 

『o〇 雜誌 たけ はわた くしに 禁物です から』 と 云 ふ • わたくしの 意地に 取って は！；^ も, < 船な 断 はり 害 

きまで を 無視して おしま ひに なりました。 sj^ を 選者の I 人に 揭 ける あんな 雜誌で わたくしの 作が 一 ゃ寸 

►  ぼつ. L よ 

赏 になる よりも、 寧ろ 沒書 された 方が よかった ので ございます。 

あなた 樣の御 親切に は 反く やうで ございま すが、 どうか 一 刻 も 早く あれ を 取り消して 戴きたい ので 

す。 三圓ゃ 四圓の 金に はわた くしの この 意地 は —— 

(淸害 者 曰く、 この 後 は Q けられなかった 0 そして この 形見が 所 1E 『先生』 の 手 もとに^ したの は、 かの 女の 死後； lO 

I OK  K 六 年 六月) 11 
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ふぢえ；.！ 


膝 枝 は 官吏の 子であった けれども • 子供の 時から まぢ りが 好きで、 とうく c^^t 大, -へ 人れ て，， 

つて、 そこ を 卒業す ると 問 もな くこの 農 阖の敏 や  彼に なった。 

『あんな 7 カラさん が來 て』 と 云 ふやうな かゆ 口 を 初めの 云 はれた が、 n したの もの^ 

同じ やうに なって 鍬で も 何でも 持って 働く ので、 きの M に は 勿論、 问！ もに も 11 が.. いかで 

はな かつ ス、 た ii い 癖と 見えた の は、 ，？も II と シャボン i を 洗 ひ- きしめし 

た 頭髮を 綺 魔に 分けて チックの 光で て か， _ させる こと だ。 

『どうせ、 君、 おれ 透の 仕事 はいちん ち 手 f よごす の ぢゃァ ないか？』 驚が からか ひド分 こ-お 

て も、 は Bfgo: くさって、 

『然し * せめて よごれな いところ をで も 潔に して かんと；^ がすまん。』 

『膝 枝 は 祌經家 だから、 な ァ。』 部長 は 皆の もの を 代表して あざ笑 ふかの やうに 云 ひ 添へ た。 『おい、 う 

ちの ハイカラ」 とか 、『こら、 色 をと こ』 とか 呼ばれても、 まだい，； -ぃ， S に は 私 かに^し く^じ こそす 人 


v.r?^ ね i,: 力つ 力 -利約 家』 と 云 はれる の は I m 分で も 知って る^^^け に I いつも ひ 

"で- いやで たまらな いので ある。 われと われから それが 爲 めに 氣が 塞いで- Inftf 休んで、 皸 

^にもぐ り 込んで る こと も 一 一 度 や 三 皮 ではな かつ JJO 

1  わる 

「どうも 氣 ぶんが 惡 うてけ ふ は 働け ません。』 

9  、  たび， W 

と あ もて 向き は その 皮 に 同じ こと を 部長まで 中し 出る の だが、 惡ぃ氣 ぶんの 原 W は 人に 云 はれぬ 

ほど 々しい 性 §3； の ものであるの だ。 

「また ハイカラさん のな まけ，^ か』 と- 部長 はこ ちらへ も聽 えよ がしに 他の もの 等へ ,1 ひた こと も あ 

る 0 

『、火， しじて 1 ける？ はありません— 羅- SIf  1』 こんな 1  ぶ 募で 41  くな ろ 

ほど^ 而 H であった。 そして 『何と 云 ふ li ら ない 自分 だら う』 と あせる ばかりで、 ますく 手 も r さも 

出せなくなる ので ある * 

土が こ はいので ある。 十 何年 來 いぢく つて 來た 土が おそろし いの だ。 土の 中から！ ^1 が 出て、 

の 足 を 切り、 -n 分の いのち を 取る のが、 心配で 心配で たまらない。 

かう した 感じ は 巾 舉にゐ た 時に も、 また 大舉 にゐた 時に も 起らないで はなかった。 が、 n トぃ， C ご 

無 S 住の 身であった ので、 かかる 感じに 伴 ふ 議論 をた だ 多くの じみた 靑华 どもの 所謂 人生^と し 
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てば かり 取り扱って ねた。 そして 土 いぢり 專 門の 同學生 どもから は 

『いやに ハイ 力った こと I ま』 と 云 はれて ゐた。 ところで、 初めて このぬ ほ S める ことにな り 

多少の § ある 身と なつてから は- 感じが 自分 C 身と して どうしても- ッ ちゃつ S けない ほど 

になって 來 たと 云は うか、 身 を 切られる やうに f しくて、 地上に ず以 つて 立って.？ - のさへ 

たまらなくな つたこと も 度 々である。 そこへ 持って 來て、 また、 设 近に、 ダリヤの 床 を こしら へて や 

る爲め 圊內の 一部 を 掘. や はらけ てゐる 時、 1 人の 美しい 女の子の 額 を 掘り起してから、 一 たし 

くな つた。  な、 

築 は 自分に は それが 氣 まぐれの i を 得た のであった けれども. 仲？ i へさう と は 報^し な 力った 。で 

仲 ii の 1 人が 云った、 

『しゃり かう ベ か IT そなら 知らん こと I- 1 !T 人 s 顔が 土から 出て 來 I が ある もんかい？」 

『そり や、 ない、 さ』 と、 自分ば かりが 話せる 者の 如く 少し 向 ふ を 侮ー说 して、 『物 H 的に は * な。』 

『然し， 云 ひかた が旣に 物質的 ぢ やない か？』 

「どうしてよ？』 渠は 自分が 術 i どもよりも 多少 深い 考 へや 記憶 を 持って ると 思って ねる。 ^巾に 即 

內 の 一隅へ 鍬 を 入れたら • 小い 蛇が とぐ ろを 卷 いて-冬眠して ゐ るの を 掘り出した。 また、 成 時 は 蹴 

—L お f 忘れた ヒ ヤシン スの を發 見した ところ • 自分の ききが そ SI 斷しス 


产， V さり 553.il てまの を窘 しにした。 斯う 云 ふこと は 他の も Q 等に は その 折 * の i の 

ことで あらう けれどな 管 身に は 物の いのちの I や 0 があった。 そして 自分の いのち も その 場 

で 初めて f されたり、 兩斷 されたり する かの 如く 思へ た。 つまり. ap-gl に 自分の 足の したから 

出て、 自分の 全身に 行き渡つ てるい のち を兩斷 する やうに 思へ た。 

それに は、 自分の 子供の 時の 】 失敗が 自分の 1& と 共 i 々發 し て來 たので ある こと は * よくわん 

つて ゐた。 何でも 八つ か 九つ かの 時であった 11 国で • 友達の 家の をち さんが 大きな 斧を以 つて まき 

を 割って ゐ るの を 兒てゐ た。 そのうち、 何 かの 用事で をぢ さん は をば さんに 呼ばれて、 向 ふへ  一 r つた。 

その 留守 をい いし ほに、 自分 も眞似 をして 兑た ところ、 斧 を 振り上げ たまで はよ かった が、 その 重み 

が 自分の 力に 釣り合はなかった ので、 目 あてに 立てた； かに 行かないで、 自分の 突き出して たさ，， の 

足の指 さきに 落ちた。 

『は ッ」 と、 われながら 皮 を 失った 時 >  斧の；^ は旣 にかち りと 云 ふ 音を立てた。 自分 は 足の指が 碎け 

たものと 思った。 そして 氣が 遠くな りかけ たので、 —首て 自分の いとこに y れを なぐられて n を ま 

はした ことがある 時の おぼえから、 II これで はならぬ と， 斧の 柄に 取りす がりながら、 渠は c 分で 

自分 を 踏み こたへ た。 

あ はゥ さも t ね 

『阿呆！ 猿 眞^!』 音を聽 きつけて 飛び出して 來 たをぢ さん は渠 から 斧 を 奪 ひ 取る が 〔十い か， その は 
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を 調べた。 『こない に P5j が缺 けた ぢ やない か？』 

『  』 痛 さと. S. しわけ 無 さとに 物が 云へ なかった。 

『石が あつたから こそよう とまった ものの』 と • をぢ さん は 血に よごれた その 場 を 腰 を かがめて 0^ て 

から、 『^しなかったら、 骨が 割れた のぢゃ ぞ！』 

『  』 

『ま ァ、 おいで！』 ネば怒りのロ調を以ってこちらの手をぐッと引ッ.；^^られたので、 こちら は，： 1： ふの 

家の 緣ば なまで 1 緒に 歩いて 行って、 應 急手當 てに うすべに 色の がまの あぶら を や： つて^った。 おし 

抱かれで もして 行ったら、 却って そのままに 氣絕 をした かも 知れなかった。 

k^f-しても母にはこれを秘して語るまぃと忍った心持ちが、 死の やみの^: F」 を ゃッと 排斥して ゐた 

の だ。 が、 半ば 夢中で 自家の 褒門を 道 入り、 こッ そりと 子 佻 部屋の 緣ば なを あがった^に、 はに つ 

けられた。 

『芳 • あんた は、 まァ、 どうしたの や、 3 典ッさ をな 顔 をして？』 

『  』 渠は母 のこの 言葉 を聽 くが 早い か、 おそろし さと 安心と がご ッ ちゃに なって、 そこに 、钢 

してし まった 0 

そして の やみから 目が さめた 時には、 友達の 家の をば さん も 來てゐ て、 


r まァ よかった 11 总を 吹き返して』 と 云った。 心配なので^£1ぐぁとを追ッかけて來たのらしかっ 

た 0 

は氣 がっくと、 £1 分の 顔ぢ りが 冷たい、 そして 母 は 紫の やくわん を 片手に さげて I の 上 まひ 

も 水が 流れて 11 なほ 口のう ちに 吹き 殘 した 1 くくみ か 半く くみ か を、 立って 行って 庭へ 土 き； した。 

J- ん はい 

それから， なほ 心お さう に をば さんに， M つて、 

f 全 I、 どうしたと 云 ふので せう？」 

r-ls、 な』 と 云って、 をば さん は 一 部 始終 を 語った。 現場 を 見て ゐ なかった ので、 少し 話に や 3 つて 

たが- £ぶ は， 门 分で それ を訂 する 氣 にも なれなかった。 

『见に 角、 手當て をして 下さった のです から、 もう、 大丈夫と 思 ひます が I— ^ 

『がまの あぶら はよう 利きます ので、 な —— それにしても、 芳 さん は ^ や i;- です よ- ^！^！！の子ならそリ 

場で m を ま はして しま ふの を • お宅へ 歸 るまで しッ かりして をつ て。』 

『E3- 鹿です、 わ- な、 手に も を へん 物な ど を 振り あげて no- て！』 母 は渠を にらむ やうに て 云った。 

に は. isl い 斧が 丁度 また 折よ く 堅い 石に とまった のが 不思議であった。 左り の の s: 恭： ：2 の ほ 

が 割れて、 その上の 方まで も 身が 切れた が、 幸 ひに も 骨 を 挫く に は 至らなかった。 そして そっしる し 

が あとく まで も殘 つたと Ei: ゆに、 この 不思議が 鎮の 所謂 人生 3 を 段 * と 離れ なくなつ たので あろ。 
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土の 中に 石が あつたから こそ 自分の いのち も 助かった の だが、 若し それがなかったら、 まい 5^ 物ハさ 

きが 土 をく ぐって 来て 自分 を その 塌に 殺す のであった。 

§1 一れ、 土の かたまり を 手で ほごして わると、 古くぎ が 出て、 その さきで 手の 15? ^つけた。 この 時 

にも この 小い くぎが かの 大きな 斧よりも 重く、 また 鋭い 感じが した。 斯. フ して 段々 と 土 その物が^に 

おそろしくな つたので ある。  . 

農舉校流の揪は柄と^^との角度がさぅ迫ってゎなぃからまだしも安心だカ ダ 式の は.. - 力く 鋭. 5.- 

になって ゐて、 これ を 振り 上 ゆると 直ぐ 自分の 足の 上へ 落ち 來 たる 氣 がする。 それ をお づく使 つて 

ゐて も、 一た び i おに 喰 ひ 入った？^ が 手 ごた へのない 地中から 飛び出して、  <：： 分の 足の うらへ^ しさ 

うだ。 その 度 〔毋に 自分のお おの 神經 がすん とてん" ^ まで 想き 渡る。 そんな 時には、 無論、 もうと ッ くの 

昔し 直った 足の指の 傷まで が 新ら しく 痛む やう だ。  ぐ， - 

『どうも 僕に は くない 經驗と 記憶と が あるんだ から、 困る』 と、 .ぉ ながら 訴へ て 兄ても. ffl^w 一 

天 張りの 仲 ii どもから は 少しの 同情 も 得られな いので ある。 

『君 は 神經家 だから』 と 云 ふ i ぎ 言葉が 怖， 間 どもの 循に對 するな ひ】 I の やうに なって しまつ 

渠は、 自分が 仲間 どもと は 少し 逮 ふと 云 ふこと を 示め す^めに も •  n 分 の^や の 毛 をい つも^^ 

にして ゐ たの だ。 


そのうちに ダリヤの， 澤 山の 荷が 地方の 本 園から 届く と 云 ふので、 これ を梳 ゑつけ る 床 を $1 で 急い 

で 持ら へねば ならなかった。 

梁 も 止む を s:! す 朝から 皆の あとから 起きて、 力 ー キイ 色の 仕事着 を 5g ひ、 の 持って る 新式の 敏 

K 明いて る薛 式の を 持って行って 取り かへ て 貰った。 そして 】 心に 用心深く 土 を 掘って たと ころ- 

大きな か はらの かけらに ぶち 當て たので、 蹄の さきで 掘り起し- それ を 手に 取って 4! け の ふちへ 投 

げた。 ところが、 丁度 その 方^に 當る檜 葉の 枝葉の 間から、 どこの 女 だかが § いて ゐて、 

『おう、 こ は』 と 云った やうに 無言で そこ を 飛びの いた。 

『失敬しました』 と、 こちら も 云 ふつ もりで あつたが、 言 紫が 出なかった。 渠は言 葉 を W さぬ うちに、 

旣に、 かの 女 を も 自分の 世界に 入れて ゐ た。 乃ち、 渠には 投げ たかはら が な 女の 顔に 變じヒ もの 

ぢょ 

と兒 えた。 そして すんでのことに かの 女の 首を切る ところで あつたと。 

赤ぐ ろい 土が ぼろく 出て 來 たのが、 かの 女の 頸の かすり 傷から 流れた 血の やう だ。 そして こ 1 が 

また S 分の 子供の 時の 失敗の 痛々 しさ を 思 ひ 起させて、 全身 を ふらく させた その； 1^ のうす くらが 

ぢょ 

りに • ふと、 かの 女を戀 しくな つた〕 そして また その 日から 寢 どこに てし まった の： y が- この ヒ 

じんせい 

び は 土のお そろし さ • 人生の いた/ \ しさが 却ってな つかしい ものであった。 

『どうして これが 物質的ば かりで 解釋 できよう ぞ』 と 云 ふ 確信の 證據 が、 渠には Is 確かに 認められ 
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た。 

『あの 子なら 土から 出た W ぼし どころ か、 こないだ、 向 ふの 家へ 引 ツ^して 來 たいきな 如さん の 妹 だ」 

と 云 ふ のうは さを聽 きながら、 この； i 枝芳 is} 助 は 今 1 度 あんな 痛 * しい 心^ちで 土 を 掘り起して 

兒 たいと 思 ふやう になった。 

loKlii 六 七月) 一 • 
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一 

『 ……：： 』 外國 人の 名義 を以 つて 1^ ん ある 支配人 一名 入用の 特別 廣吿が 1  ォ事 新報に 揭 載され たの. £„ - 

て、 5^ 1 船 は 初めて m さ なる 世界 館と 云 ふ 建て 物の 第三 號室を ® ねて 行った のであった。 

疊 かすに して t は 十二 疊敷 ばかりの i を 幕で 以 つて 二つに 仕切って、 ドア i 入った 直ぐ の 小 

面積が 應接窒 に、 そして その 奥の 廣ぃ 部分が 事務 窒 になって ゐる。  ，、 

祟の 役員と 云って は、 主任と 稱 すろ 外 國 人で マ レン ハイトと 名のった のと、 園 案掛 りの 螯家だ 

と 云 ふ 木な ろ 日本人と、 たッた 二人し かゐ なかった。 仕事 は 活動 寫眞應 用の 廣吿 取扱 ひと 廣吿 目的 

の フィルム I 引き受けと であるが、 主任が 曰 本の 事情に 全く， の だから、 その 代 I しく は 支配 

人と なって 腕 を、 § つて 吳れる 人 を 求めて ゐ るので あった。 

定 1 郞こは 親 ゅづり 五十 萬 圓の藥 厘 を 或，. と廣吿 の競爭 をし て數年 前にぶ ッ 倒し た 經騷が あつ 

て、 廣吿と 云 ふこと に關 する， MP 面白味 はこれ を侬 頼 者が はとして よく 知って ゐ るので、 今回 は廣 


•1 "1 "=3 不 

そ 左， fflft 語 こ 
れ 樣 ではお の 


吿： として 一 と 肌 をぬ いで 見ようかと も 思った ；— 殊に、 それが 活動 喜 呉應 用と 云 ふ 新ら しい 企てで 

あるので。 その上. f 身に も 丁度 一 つの 新案が できて、 淺草 公園 並びに 各區の 活動 小 星の * 外 i が S 

はる にこれ を 1 般に 知らせる 爲 めの、 無代 儇の 機闕 新開 を 起し、 小屋 小屋から とその 附近の 飮<^ 店 

などから との 廣吿料 を 球げ る こと を、 成 印刷屋と 1 緒に 和談 して ゐる ところであった ので、 今回の 仕事 

力ら； Ji;^ の 興行 人 や 小屋 持ちと 知り合 ひに なって 行く ことができれば 決して 惡 いこと ではなかっ^。 

らう タウ 

アメリカで 努 働して ゐた 時代に おぼえて • その後 長らくう ッ ちゃって 置いた 英語のお ぼっかな さ を 

まじへ ながら-' ^手の 二 名 と^らく 應答 をした。 相手の 1 人なる 畫 家の、 ii よかが 自分，, り も  一 1^,^ つ 

てるら しいの を兑 たので、 はまた 1 歷の 勇氣を 得た ので ある。 

I  . . ふん 》っ 

『どうでしょう、 一 つ ^發 して 兑 て吳れ ません か』 と、 畫冢 は賴む やうに 云った。 

『さりです、 な、 やって 見ても よろしい が — 』 

カイエ ー スと 云った』 と、 s.:!^ は 早速 主任に 報告した。 主任 は その 場に ゐ ながら 一言 も 日 

--; R らな いの だが、 この 報吿に 嬉し さうな 微笑 を その 驚 鼻の 下に ほころ ばせ て、 ：ffi^g， 英 で、 

れ て吳れ ます か？』 

11 約束 次第で は。』 

はが 5-、 愉快！』 椅子から はねた やうに 立ち上り， 兩 手を切れの 引き延び た 腰の ボケ ト にさし 

獨 探と 二 入の 女  ニー 二 


泡 鳴 <s 第五 卷  ーョニ 

入れて、 寒さう に 狭い部屋 を 二三 度 あちらこちらへ 歩いた。 が、 それから 思 ひ 付いた のか、 『こちらに 

あんない 

は 火が あるから』 と 云って、 定 1 郞を 奥の 方へ 案內 した 

『  』 渠に はこの、 まだ 三十になる かならぬ かの • 而も 子供々々 した 男が、 こちら を 俯 ふだけ の 

資格 を 持って るか どうか も 疑問であった。 

この 寒中に、 スト ー ヴの 用意 もな く、 西洋 窒を 炭火で 以 つてす まして ゐる。 一方の 隅に 主任の デス 

クが あり • また 他方の 隅に 窨 一家の デスクが あって、 いづれ も 同じ 安ッぽ いの だ。 ヮ ー レン ハイト は自 

分の デスクの よこへ 椅子 を 一 つ 置いて、 

『ま ァ- おかけなさい』 と 云 ひ * 自分の を も その 場所から 引き出して、 二人の 間へ 火鉢 を 自分で 蓮ん 

で 来た。 

『率い，^ ら これ も 1 緒に しましょう o』 聱家も 自分の 火鉢 を 持って 來て、 自分の 椅子 を も その そばへ す 

えた。 

贊 弱な! ik に 似合 はす、 火鉢 は 二つと も 小い が あかがね 落しの 付いた 四角形ので、 ほん 栗の 黑 ぶち 

を まわして ある。 然し • それにむ やみと 炭 をく ベた 爲 めに、 主任の 方の はふち が大變 こげて ゐる。 

『31 ですから、 ね』 と 云って、 畫 家は定 一郎の まだ 口に 出さぬ 言 紫に 答へ てから、 『君が 來て くれる 

ことになると、 實 にこの 社 は 萬齒 だと 思 ひます よ。』 


『お 役に立つ かどう か 1 向わた しに はま だ 分りません が 11 』 

「いや、 そんな こと はありますまい。 これまで にも 隨分來 た 人 はあった のです が、 ね、 ちょ ッ と^て 

直ぐ 駄目と 分りました。 然し、 君 はな かく 御經驗 もお ありの やう だし • 御 年 攀の爲 めか 落ち 付いて 

も ゐられ るし、 それに その 偉大な 御 體格は 西洋人で も 大抵 は そこ どけです ぜ。』 

『  』 無論、 この 體格 は. 0 分 も アメリカに ゐた時 ヤン キイ どもに まじって 诀 して 引け を， 5$ ら.， ぶか 

つた。 が、 この 場 八 "、 譜 めら れ てるの か あざ笑 はれて るの か 分らない ので、 挨 に 困った ので ある。 

ただ 何 けなく 笑 ひながら 『うどの 大木で あったら、 然し 何とも 申し わけが ございませんで しょうから o」 

『なァ に、 西洋人に だッ て、 ね 11 』 かう 云 ひかけ て <a 家 は 口 をつ ぐんだ。 あと は 目つ きで 多分う す 

たくさん 

のろ カ澤山 あると でも 云 ふので あったらう。 ここの 主任 を も 馬鹿にして かかって る 人で ある ことが 讀 

めないで もなかった。 云 はすと 知れた その 江戸 ツ子 を以 つて 任じて ゐる らしい 輕 いぎ F り、 口振り 

が、 かみがた 生れのお 一 郞には 如何にも きざに 見えた。 

ら. くき つ 

一  』 渠は 英語に 不 inl.a でありながら も 主任と 直接に もッと 立ち入った 話 をして 見たい ので あつ 

かんじ t* 

たが， 仲に 1 名が はさまる ので 肝腎な 問題に 觸れて 行く ことができないで ゐた。 

そのうちに、 ヮ ー レ ン ハイト は 時計 を 見て、 

『螯 めし 時刻 だから、 一 緒に そこまで 出て くれ』 と 云って、 その 用意に かかった。 十る と、 鬼 M 家 は g.. 
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『それ は、 まァ、 聞いて 貰 ひたくな いとして —— ジャブに はな か 儲け口が あります。 また 行く つ 

もり だから • 君 も 今度 一緒に 行ったら どう だら う？』 

『そり ゃァ、 お 互 ひに 儲け口の ことなら —— 』 

『金 • 金』 と • 卓上 を 握り こぶしで 叩いて から、 『金がなければ 日本 も 軍備 攔張 はでき ますまい。 僕 等 

も 何もで きないです。』  . 

r その 金が K 際に 社に あります か？』 定 1 郞は 疑問の 1 つ を 念押して 見た。 

せいせき 

『無論 I ^鑌 が少 しあがって 行けば、 本社 は それに つれて 據張 資金 を 出し ま す。』 前後 の 關係か ら 云 

りきてん  • 

へば、 この 返事に 最もし ッ かりした カ點が 置かれなければ ならぬ の だが • どうも さう でなかった のが 

こちらで 曖昧に 取れないでも なかった。 

本社と 云 ふの は 橫濱に 在る 英字 新閒 X  X  X 社の ことで、 そこから きの ふ も 社長の 代理人が 相談に 來 

たさう だ。 苟 くも X  XX 社と も あらう ものが 11 如何に その かた 手間の 仕事 だと は 云へ 11 あんな 貧 

弱な 事務所に 同じ 社名 を 使 はせ て、 こんな 貧弱な 人物 を 使って ると は、 ちょ ッと 常識で はがらない こ 

とであった。 

新時代に 相當な 新ら しい 仕事で あるから、 勸 誘の 外交員に も 多少 物の 分った 人物 を 使 は ねばなら 

ぬ。 が、 今 使って る もの 等 は 皆 成績 を皋 ゆて 來 ない。 たまに 1 ケ年 契約 前金 百 八十 圆分を 持って 來て、 


その 二割の ロ錢を 持って行く 者が あっても、 その 依頼者の 望む 活動 小屋の 使用 手續 きが まだ こちらの 

方で すんで ゐ ない。 と 云 ふやうな ありさま では、 無論、 化 事の はか 取る わけが なから う。 さう 云 ふこ 

との 處理 しかたに 就いては、 定 1 郞の 確信がない でもない が、 先づ 第一に いくつかの 必要な 小屋 使用 

を 契約す る资 金が あるかと 問 ひ 礼す と、 若し 本社が 出さない とすれば •  ^に 資本家 を 入れる つもりで 

談 1： して ゐる 口が あるとば かりの 返事 だ。 變な ところで 話に 熱心 を 見せる けれども、 肝 J^r な點が 本人 

の 人物と SI 樣に あやふやの 樣子 だ。 その上に、 こちらの からだ を 僅か 四十 圓か 五十 圆の 月給で 縛って 

らう •  >ん 

篋 かう とする 意味ら しいので、 寧ろ ロ錢 取り をし つ つ 浪人して ゐる 方が まだ ましの やうであった。 

「どうです、 あすから でも 出て くれません か』 と 云 ふのに 對 して、 

r もッ とよく 考へ て 見まして』 を 以て その 時 は 別れた。 

それから 二三 口して、 渠 はもとの 同業者の 一 人 を 訪問す る 用 辜の ついでに、 赏 はかう. （-云 ふこと 

が あるの だが と勸 誘して 见 ると、 活動 小屋の 廣告は 如何に 淺 草で もさう 大した 効能がない と 思 ふが * 

店の 廣吿 目的の 活動 フィルム は 1 つ 取って 貰っても いいとの であった。 これ を 受け 負 は せれば、 二 

千呎をニ割のロ錢とs^てニK^圆ばかh^ —— この 暮れ を これ だけで でも 通過で きる。 で、 早速 ヮ， I レ ン 
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《イトに 持って行 つたが、 まだ 仕組み を 書く 人の 常ても なければ、 これ を 使 ふ 役者の 當て もない ので、 

あった。 

さう； SS- ふ 

『それで はま だ 丸で 創業 そ も./ \ の ありさま ではない か？』 

ふ Ass つ 

『無論、 さう だ 11 それ だから、 君に 1 っ奮發 して 貰 ひたいの だが』 と、 ヮ ー レン ハイト はます/、 

うち 解け- c、 葉卷 きな ど を 出して すすめる かと 思 ふと •  Id ぐ また 漠 目で 片隅の 今一 つ ふえた デス グの 

ぢょ 

方 を 見て、 小聲に 『かの 女 はどう だ？』 

『  』 こちら もさ ッ きから 通 辯 か 事務員 だら うと 私 かに 注意して ゐ たの だが、 さう 云 はれて 半ば 

にが 笑 ひ をして 見せた。 年が 若くて、 而も まだ 細君がない と 云って る外國 人で は、 たださへ 日本の 婦 

人が 珍ら しい もの だら うから、 かの 女に して 少しで も油斷 して ゐ ると あぶない こと だと • こらら に は： 

かけながら 思へ た。 

t  i Into- う  V- よ 

『志 B 嬉， ちょ ッ とこ ッ ちへいら ッ しゃい』 と * ヮ ー レン ハイト はかの 女に 聲を かけた。 

『  』 かの 女 はお ぢ ける 樣子も なく、 早速 椅子 を 立って 來た。 

a す& 

『紹介し ますが、 この 紳士 は 三角 君 11 この 婦人 は 志 田さん です。』 

ぢょ >J よ-、、 力. J* 

r 志 £ じゅん子』 と 名のって、 かの 女 は初對 面の はきく した 挨^であった。 ちょ ッと 度ぎ もを拔 か 

れ たかた ちで こちらが 坐 を 白けさせ たので、 直ぐ またもとの 席へ 着いて しまった。 卄七 八で、 別に 美. 


人と は 兄えない が * 外国人の 奸 きさうな 丸ぼ ちゃの， 澄まして ゐても ひさし 髮 のした に 愛嬌 あるか ほ 

は 隠せぬ はう で —— 衣 物 は むらさき 地 矢が すりの 銘仙が 博 多の 帶と北 ハに小 がらな からだに ぴッ たり 合 

つてる やう だが、 さう 金の かかった ものではなかった。 

*s 家もゐ たが、 ただ その 席から 最初に、 

『や ァ』 と 云 ふ 言葉 を かけた 切りで、 前の 場合の やうに なじんで は來 なかった。 婦人 事務員 は 他方の 

隅の デスクに 向って * これに 後ろ を 向けて ゐ た。 その 樣 子が、 丁度、 もはや 軌櫟を 生じて ゐ るかの や 

うであった。 

この 時も定 1 郞 はまた 有樂 軒の 晝 めしに 伴 はれた。 ヮ ー レン 〈 イト は 相 變らす ヰ スキを こちらに も 

おしょうばん させ、 女中に 對 して は 接吻 を 自分の 指の さきで 以 つて 投げて やる 3 具 似な どした。 そして、 

また、 

『お ^-1- さん —— ^鉢』 と 云って ひら 手 を 出した。 再び 渡せと 云 ふかの やうに。 

『もう • あなたに は 借さない のよ —— あんなに こがしたり して！』 かう 女中が 云って るので 思 ひ m す 

と， あの i$ 務窒 にあった 火鉢 は 二つと も安ッ ぼい 縦戶 のに 變 つて ゐ たのであった。 さきの はこ こから 

の 借り物で、 取り返され たのら しい。 ： 

r  』 いら ッ しゃい、 いら ク しゃいの 手 3 具 似 をす ると • また 別な 43- 中が その 方へ 寄って 來て、 
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r ヮ ー レン ハイトさん、 あの 美人 はどうし たのよ  きの ふ も • おとと ひも つれて 來 たく. y に？』 

r  』 言葉 の 意味が 分らない ので ただにた くと 笑つ てるのが 答へ であった。 

けれども、 定 1 郞は あの 婦人 事務員が 旣に 二度 も * 乃ち、 その 度数に 於いて は iiE 身より さきに 二度 

も、 この 主任と 1 緒に ここへ 食事に 伴 はれて 來 たこと だと 察して 見る と、 俄かに かの！^ に對 する 淡い 

ねたみ を おぼえた。 そして 自分が あの 畫 家の 方に 對 して 多少の 勝利者 じみた 感じ を 持って ゐた Int の 

ぢょ 

念 を 今度 はかの 女に 奪 はれて しまう やうであった。 

I. 自分お まだ 社の 備 はれ 人で ない。 いや、 自分から 1 言 承諾の 意 を 通 すれば 直ぐに も歡迎 され 

るに 相 遠ない ほど • ヮ ー レン 《イトから は 親切に し 向けられて ゐ る。 その上に も、 自分が 若しい よい- 

よ 入社 すれば  •  仕蓽は 有望で ない こと もない の だから、 十分の 手 i を 揮 ひ • 資金が 足りなければ 自分 

で それ も 奔走して やる。 が、 今の やうな 社の 狀 態に 於いて 自分のから だの 自由 を 縛られたくない だけ 

のこと だ。 キ： 住が 外國 人で あると 云っても、 その 服装 はこない だ もけ ふ も 同じ もり を 着て、 もこち 

しちや 

ら がけ ふ 質屋から 出して 着か へ て來た 洋服より もま づ いので はない か？ 虫 任の 見すぼらし いのは、 そ 

の 社の 內狀を それとなく 暴露して ゐる とも 見える 0 

その代り、 そんな 會社を 創業. 時代から 守り立てて、 外 國人を 初め、 あの 畫家ゃ 婦人に ゥ分 Q 鴻ー I あ 

よわん 

る 手形 を兑 せて やりた くもあった。 即 かす 離れす に今暫 らく 樣子を 見てから にしても 運く はない と 腹. 


をき めて ゐ るので あるから *  ,In: 分 は ifs、o* できれ は 直ぐに もロ錢 になる ところの， 廣吿 フィルム 影 

れんらく 

の爲 めの 俳 圑體を 組織す るか、 若し そこまで 行けす ばか かる 組織の あると ころと 聯絡す る だけの 信 

m を：：. i- くつく るか、 この 二つの どちら かのこと をす すめた。 依頼の 脚本な どを喾 いて やる に は 自分の 

友人 小に 心 り も あるから と 云った。 すると、 ヮ ー レン 《イト はまた 蕖卷 きを 出して こちらへ も臾れ 

てから、 

『さう 云 ふこと をす ベて 君に やって 莨 ひたいの だが』 と 云った。 

『考 へて きまし ようが、 11 それに は 相當の 資金 を 持って かからなければ。』 これ は、 然し * 目下 ェ 

而屮 だとの 答へ を ここで も 得た に 過ぎなかった。 そして 廣吿 演劇の フィルム も 儲かる が、 どうせ 侬賴 

者が さう 多く つづく わけの もので はない から、 おもに は 小屋 利用の 活動 廣吿 をうまい 外交 n::; を潭山 使 

つて 取って 來 させなければ と 云 ふやうな ことが 主任の 口から 繰り！^ された。 

定ー郞 は 鬼に 角 この 人の 機嫌 を 取って 置く つもりで、 自分に もこん な 計畫が あると 云って、 例の 活 

？ r づぅ 

動 興行の 魔吿を 目的の 無代 新開の 件 をう ち 明ける と、 都合に よれば 資本 を 融通しても いいと 云 ふ 申し 

出が あった。 

しラ せん 

『時に、 いい 通 辯 を 一名 欲しい が、 周旋して 貰へ まい か？ J 

『ゐ るで はない か』 と、 定ー郞 は不體 がって 相手に あの. 田と 云 ふの を 思 ひ 出させた。 
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ほんやくが、 

『かの 女 は 書類の 飜譯掛 りで 一 I それに 婦人の こと だから、 毎日 1 緖 につれ て は 出られない。』 

『それ もさ、 rs だが —— 』 こッそり料理店へなどはっれて行きたぃのだらぅと皮肉を云っ て^^^かった 

さう がう 

の だが、 慮して さし 控へ てゐ ると、 向 ふから 正直 さう に 相好 をく づ して 斯う 問 ひかけ た、 

ぢょ 

『かの 女 は、 どう だ、 日本 婦人と して どんな 程度の もの だら う？』 

じ ゃラず 

『さァ 11 英語 は 上手 かも 知れない が』 とまで 答へ たが、 御面相 はとても と 云 ひたいの を 押さへ てる 

た。 

『顏 は？』 

じ やう 

『さ ァ、 中 以下 だら う。 te^ も 直接に は、 定 1 郞 自身の 今の 妻 を 上の はう に數へ て 見ての ことお。 

『僕 は』 と、 ヮ ー レン ハイト は眞 面目に なって 言葉 を 改めた、 『敎育 ある 日本 婦人と 結婚した いの だ 

が —— 』 . 

『君に その 資 松が あるか？』 つい、 斯う 口に 出て しまった。 こんな 外國 をと こで も 日本で 立派な 結婚 

がで きるなら、 自分な ど はわ ざ/ \ 多くの 金を使って 藝者 など を 受け 出し はしなかった。 今で こそ こ 

れを 成る ベ く 人に 隱 して ゐ るが  0 


人のことを自分の^§氣に病んだッて仕かたがなぃと思ひながらも， 定 1 郞は X  XX 社に 於け る 婦人 

^務： ：： の 如何に その 主任との 關 保が 發展 して 行く かを氣 になって 溜らなかった。 をん な 遊びに かけて 

は 人並み 以上に 卒業 資格 を 持って ると 思 ふ 自分に 取って は * あんな 女 1 人 ぐら. 0 を 別に 自分が どうし 

かう き しん  ぢょ 

て 兄たい と 云 ふので はなかった けれども、 何だか 好奇心 も手傳 つて、 何 かにつ けて かの， を 思 ひ 出す 

ず  r 

ので ある。 そして 思 ひ 出せば、 同時に ヮ ー レン ハイト ふぜいに かの 女. か だまされて 落ちる やうな こと 

を 世に 引き起さ せた くな か つ た。 

初めから 本人 を 知らす にと ほして ゐ たら、 何でもなかった の だ。 が、 1 度 紹介され て 見る と、 一■ 

ぢょ 

そして また * 儲け 話 を 社へ 持って行った 折に、 二度目 は 多少 直接に 話 をして 見る と •  11 かの 女に か 

みがた 辯が 出る のが GI 分に なつかしかった。 

『志 W さん は 多分 同志 社 か 神 戶女擧 院の出 ゃぜ、 わし はどう も 11 昔から いろく そんな 人 を 知つ て 

る&驗 から 11 そんな 見當に 思へ るが、 な』 と、 うちで はま だ 本人 を 知り もしないで ゐる 妻に 頻りに 

語って、 にだが 冷 かされた。 そして 三度 目に 會 つた 時には、 築して かの 女が 祌戶 女舉 院にゐ たこ 

とや、 その後 ロンドンに 行った ことまで が 分った。 道理で 主任との 會話 も自. E な もので、 こちらの 分 

らな いこと は、 $r 下手に 自分で 話す よりも かの 女 を 通じて 云って K ふ はう が 便利で あり、 また 確資 

であると 思 はれる やうに なった。 そして 殆ど ：5 日の やうに 何 かの 用事 を 持って行き はじめた 自分 は、 
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殆ど かの 女 を 見る 爲 めに 行く かの 如く、 たま. （- かの 女の 姿が 見えない と 寂しい 感じ を おぼえた。 そ 

して ヮ I レン 《イトが もはや かの 女に 手 をつ けて やしない か 知らん と 云 ふ 自分の 不安 は 満開の 花に 對 

して あたら 風雨 を 恐れ 麼ふ 如くで • 時には 儲け 話しの はう を 忘れて これにば かり^ね する こと も あつ 

た 0 

たんてい 

『その 爲 めに 探偵に』 と 云 はれて は 少し 語弊が あるが、 自分 は 1 名の 通 譯をヮ ー レン ハイトの 依頼 適 

しう せん 

り 社に 周旋して やった ので ある。 知り合 ひの 牧師から 丁度 都合い い 時に 何 か 口がない かと 頼まれた 廣 

岡と 云 ふ 男 だ。 縻島 生れで、 最近 六 年間 を 商 買 上米 國に 送って たが、 少し 病 氣の爲 め その 商店 を 妻と 

番頭と に まかせて 歸 朝し、 遊びが てら 何 かの 仕事 をしたい の だと 云った。 それで は 餘り蟲 がよ すぎる 

人物 だと 思 はれた が、 定 1 郞の考 へで は、 自分の 手で 入れて 置けば、 何 かにつ けて 自分の 爲め にもな 

せ. r- そく 

り， また 社中の 消息 も 一 々よく 聽け るので あった。 

ところが、 さう は 行かなかった。 渠が條 件の 如何によ つて は 入社して もい いと 思って る 社の 爲 めに 

少しで も 利益になる だら うと 思って 先づ 入れて やった 廣岡 は、 ほんの 上ッ つらの 士 に過ぎないで 寶 

ほの 役に立た す、 ただ 若い ヮ ー レン 《イト をお だてて 諳方 を飮み 歩く こと をば かり 能の 如くした。 そ 

して 酒に かけて は 1 晚 でも 1 1 日で もつ づける の を 誇りと すると ころから、 碌に 飮 めぬ 定 一 郎 によりも 

せっきん 

^ろ畫 家の 村 木の 方に 接近した。 その 爲め でも あらう か、 村 木 はまた；^ で 機嫌が よく しゃべる やう こ 


なった。 それ もお もに 囊 とで、 話は飮 みばな しゃ 女ば なしにき まって たが. 或 時 そ Q 相手の 留守 こ 

定 1 郞に 向って 村 木 は 斯う 云った、 

『あいつに も、 然し、 困ります よ。 ゆ ふべ もやって 來て飮 み 散らした の はいいが、 また なと ころ 

へ 僕まで を つれて ッて、 とうく 沈沒 とき まりました、 ね。 ところが、 先生 • 自分 ぢゃァ 一 文 も 李つ 

て ゐゃァ がらね いと 來 た。』 

『  』 定 一 郞 自身 も 俊 岡に 僅かの 金で は あるが 旣に 1 1 度まで 借りられて たの だ。 

S は アメリカに 店 を つてる と 云 ひながら、 f0ffl 今月分と して 僕 I,, 拂 ふべ 

きせ d せ.^ I した ほど 贷 しにな つたが』 と、 ヮ 1 レズ イト もこ ぼして ゐた。 そのうへ に、 外交員 ども 

のまぎ あがらす- 定 一 郞 がかた 手間に 取つ て來た I 一  1 件に 兒 込みが あるば かりなので、 定 一 郞がも 

ッ と木氣 になって 働く 謹 費をヮ 1 レズ イトから せしめよう 参る 考へ も、 一時、 云 ひ 出して くい 

はめに なって ゐ た。 

主任の 所謂 本社からの # 助 も、 その他に も あると 云 ふ 出資者の こと も、 そのままに 立ち r おえの やう 

すであった。 


はってん 


『何とか SI く を m じなければ なりません です、 な』 と、 志 田さん も 主任の 外 誰れ もゐ なかった 時、 

露に 心， うな 口調で 定 一郎に 語った。 が、 その 椅子から 離れて 主任の きろへ まく 

f 二人の 女  i 
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. 何 かの 書類の を 求めた 時、 主任の 目に は 見えぬ 方の 手に 持った 紙切れへの 走り書き を そ ッと定 1 

^に 渡した。 渠 は今兩 人の そばなる 椅子に 腰かけて ゐ るの だが、 兩 人が 話し合つ てる 間に これ を讀ん 

-で 見た、 『時間に なったら、 新橋の 停車場で ちょ ッと御 相談 致したい ことが ござります のです が —— 』 

『  』 社 1^ 關 する こと だら うと は 思った が、 渠は 密かに ぼ ッ と 自分の 顔が ほてった の をお ぼえ 

お そ 

た。 半ば 突然の 夢に 觀 はれた あとの やうな 氣 持ちで その 紙 を 急いでも みく ちゃに して、 一方の ボケ ト 

\3ょ 

に ほうり 込んだ。 そして かの 女が そ 知らぬ ふりで もとの 坐に 返る の を 待って、 こちらの 目 をお つて 向 

ふの 目に 承 is の 意味 を 答へ た。 主任の 手 まへ を わざと 眞 面目く さって 見せたら しいかの 女の 顔に も， 

とれまでに 見えなかった 赤らみ を その 圓ぃ頰 に帶び させて ゐ た。 

『nj. く 入社して 吳れ ないか、 な、 必らす 君 自身の 爲め にもなる から』 と、 この 時に もヮ ー レ ン ハイト 

は勸 めた。 

, 『  J 

あ ひづち  ぢょ 

『さう です よ』 と、 志 田さん も それに 何 ゆなく 相槌を打って、 かの 女が 英語で こちらへ 物 を 云った の 

はこれ が 初めて だ 。『三角さん が 這 入って 下さる と、 私 ども はよ ッぼど 心丈夫になります、 わ。』 

『ぉッ つけ 這 入ります よ。』 主任に 對 して は 兼て 提出して ある 條 件の 承諾 を 得ないで はと 云 ふ 意 を 固守 

よ 

し、 また かの 女に は いづれ あとで 自分の まだ 诀 心せぬ 理由 を します と 云 ふこと を 含めた つもりで あ 


づた。 

『  』 便所 かど こか へ 行つ てた 廣 岡が 11^ つ て 来て、 いきなり、 『ヮ ー レン 《イト、 もう 時間 だから 

- 出よりか？』 

『さう だ』 と. ヮ I レン 〈イト は 答へ て、 にこく しながら 定 1 郞に向 ひ、 『三角 君 も 1 緒に どうで 

す、 一 杯飮 みに？』 

1  せんやく 

『佼 はちよ ッと 先約が ある。』 斯う 云って 時計 を 出して 兒た時 • 渠は 胸の 底から ふとい 又 熱した が 

二つ 三つ 打った の を 感じた。 但し、 その 爲め ばかりに 自分の 言葉が ふとす けなく， W 立った ので はなく、 

別に また、 酒ば かり 飮んで ゐたッ て： tf 窜の はか 取る わけがない ではない かと 云 ふ • 旣に 自分 も 社中の 

人で あるかの 如き 貴 任 的な 不平が あった。 

.^.Jt あし 先き へ 社 を 出てから- 定 一 郞は 歩いて 行かう かと 考 へたが、 心が 急がれる ところから、 ふと 

土 梳から 車に 乘る氣 になり、 たッた 1 と 停留所 を 芝 口で 乘 りかへ、 また】 と 停留所で 下りた。 來て 

見れば、 何も 乘る ほどの ことはなかった の だ。 

ぢょ 

1 ^. かの 女： S まだ 同僚に もなら ぬ 男に 出しぬ けに 何 を 『相談』 する つもり だら う？ I おし 主任の 意 
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を 含んで 云 ふ ことがある のなら、 主任が ゐても 社で 語れば いいで はない か？  -て旯 ると * 社との 

闕 係で 何 か 面白くない ことがある のか 知らん？ それにしたら * また、 何で あらう i ヮ ー レン ハイト 

.J ぶラ so 

の締 りな ささうな 人物 を こちらへ 訴 へた ッて仕 かたはな いし？ 若し か畫 家との 衝突で も あるので * そ 

； d を こちらに 鎖まして p 《れ ろと でも 云 ふの ぢゃァ ないか 知らん * まさか、 社外の ことで は — たと へ 

ば * こちらに 愛情 を訴 へる とか 云 ふやうな ことで は —— あるまい から？ 何に せよ， ひとりの 女から 多 

少で も 相談 相手に され る こと は惡ぃ 感じ のしない ものであった。 . 

停車場の 一 一 一等 待合 窒を暫 らく 出たり 這 入ったり して ゐ たが、 待ちくたびれた 腰 をべ ンチの はじに 

ぢょ 

おろした。 そして また、 ボケ トか らもみ くち やにな つた かの 女の 走り書き を 出して そッ といろ.^ 

ろに 請んで 見る と、 自分 は あ ひ 引きの 相手 をで も 待って る やうに 落ち 付きの ない 心が 自分に 發 見され 

た。 それが また 自分の 出して 見る 時計の セ コ ンド と共に 動 棒 を 打って ゐる。 そして 時間の 進む につれ 

て 熱 を 加へ て來 たやう だ。 

あたまが ぼう ッ となって るう ちに、 下り列車の 來る合 ひ 11 があって * 窒內の 人々 は 皆 出て 行った。 

，"も ゐ ない のを兒 ると、 若し 密會 ならこん な 時であった。 ひとりで うすら 笑 ひ をした 力、 

『早う 來れ ばえ いのに』 と 云 ふじれ 氣 味が 1* び鎮を 立ち あがらし めた。 室の 人り 口 を 一 あし、 がらん 

とした 堂內に 出て 見る と、 丁度 一 # 向 ふ はづれ の 入り口の 方から、 小 がらな 志 田さん の やって 來 るの 


が 可愛らしく E にと まった。 然し、 洋服 を 着た 經驗が ある 爲め でも あらう が、 その 裾 さばきが 少し 大 

き 過ぎて、 和服の^ むべき 切れ はしが；： ^<ッ ともない ほど 出る。 

ぢょ  こ き す 

けれども、 こちら を 認める と * かの 女 はに ッ こりして、 その ゴム 草履 を 小刻みに 急がせて ちょこち 

よこと 近づ い て、 

『どうもお 待たせ 致しました』 と 云って ぉ辭儀 をした。 聲は 若し 密曾 などに して はお ほ びら 過ぎた 

が、 を 切らして ゐる やうす で こちら を兒 あげた 目に はこ ちら を 満足させる だけの 本氣 なと ころが 0^ 

える。 

ある 

『  』 渠 もに ッ こりして、 『歩いて いら ッ しゃった のです か？』 

『ええ。』 

『俊 は電 jsf に乘 つて 見ました —— その 方が 早い かと 思 ひまして』 と 云 ひながら、 立ばな し を 撣る爲 め 

に は 内の 方へ 二三 歩引ッ 込んで 行った。 そして それにつ いて 來 たかの 女に 向き 直る と、 かの 女 は 

ま- >ャ うめん 

渠 のお-正： 曲に 立 もど まって * 渠の 洋服の 胸の あたりから 微笑の 目 を 見 あゆて、 

『却って 遠 まわりで ござりましょう —— 』 そのから だ をい つもの 博 多帶の あたりから ちょ ッと くねら 

せて、 少しも 男 を 恐れて ゐる やうす もな く、 まことに 素直な 感じが 受け取れる。 これ を 3^ ると •  ！ g に 

ぢょ  つま 

はかの 女が 一 度 嫁して 別れた と 云 ふもとの 所 天に 封しても、 I 緒に 旅行に 出る 時な どこれ 以上の 優し 
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い 感じ は與 へ なか つ たらう と 思 はれた。 

『新橋から 乘り 下りした ことがなかった さかい』 と 答へ たが * なんで 再び 鶴り になった のかと 云 ふ! {， 

問 を 思 ひ 出しながら * 渠は 相手 を 上から 見お ろした 時、 先づ われ 知らす 赤い 顏 をした。 これ を まぎら 

うなが 

す爲 めに だが、 『ま ァ、 かけ ましよ か』 とかの 女 を 促して、 火の もえて る暖爐 のわきの ベ ンチへ 行った。.、 

『めッ きり 冷えます、 な。』 かの 女 は渠と 少し 離れた ところへ 坐 を 占めて、 直角に 折った 膝から 下に 垂 

9 もの  y 

れる衣 物の やわらかい 線に は 女らしい ところ を 見せた。 が、 あたまで はさう 男女の 區別を 考へ てるで 

もない やう だ。 全く すれて ゐる のか、 それとも 西洋 流の 交際に 惯れて 来たの か？ 若し 後者なら， 時々. 

据の 裏返り を兒 せる やうな 優しい 服装 は それに 釣り合 はない と 云 ふの が， 渠の米 國社會 を 見て 來てか 

らの 意見であった。 

『今日は 少々 あんた はんに 御 相談 致したい ことが ござります のです けれど 11 』 

『なんです か、 僕が うかがっても えいこと でしたら —— ？』 

え うれう 

こんな こと を 互 ひに 云 ひか はして、 まだ 要領 を聽 かぬ うちに、 生懂 *  二三 人 づれの をと こ 客が 這 入- 

ぢょ 

つて 來た。 それだけなら • かの 女 はま ださう 特別な 變化を その 態度に 見せなかった の だら うが、 また 

つづいて 一組の 客の 來 たのが、 人 がらら しい 夫婦 づれ であった ので、 俄かに かの 女の 言葉の 調子まで * 

も 改まって、  . 


『雪で も 降らせんで しょうか、 ちと 冷えす ぎます、 な？』 

『太 丈夫です。』：.^ の 答へ にも、 つい、 わざとら しい 他人行儀 を聽 かせた。 蕖に は、 然し、 これ ま 自分. 

ぢょ  - 

力ら かの 女の 心 を 汲んで 他の 人々 へ 夫婦で も密會 でもない こと を 示した つもりであった。 が • かの，^. 

のさう した 態度 や 變化を 忍 ふと • 矢ッ 張り、 公け の 交際に 恨れ ぬ 日本 婦人 そッ くりであった。 かかる 

うわく  ぢ\ 

不 れゃ 弱み を 返り ない S3 めに、 渠 等に の 誘惑が 多い の だ。 かの 女 はこん な ことに どれ だけ 訓練 

ぢょ 

と^ 悟と が あるか 知れない が、 かの 女 自身の 云つ てること に 今の こと を 思 ひ 合 はせ ると、 叔父 を 頼つ 

て ロンドンへ 行った と 云 ふの も 日英 博覧 會で 叔父の 賣 店の 潘人を する 爲 めに 過ぎなかった らしい。 こ 

ぢょ  1 うよ 

れ では、 如何に かの 女の 兄が 外交官と して 巴 Si に 行つ てるのが 事實 だとしても * かの 女 自身の 素養 は 

知れた もの だら う。  ， 

ぢょ 

r 社の ことです が、 な』 と聲を ひそめ、 かの 女が 片手 をべ ンチに 突いて こちらへ じろ りと 潢目 を投け 

た 時 は、 然し、 その 口調 はもち ろん、 やうす までが 全くの かみがた 女であった。 これが 渠に 最も 親し- 

み を 感じさせ たので、 

『僕 もさう だろ おもて ましてん』 と 答へ て、 渠は 故郷の 大 を まる 出しにした。 けれども、 自分の 待：. 

ぢょ 

ちsx^てる札談とは社のことだと云ふょ^も、 寧ろ かの 女 自身の 身の上に 就いて だと 云って 貰 ひたか- 

った。 

t 獨 探と 二人の 女  1五一 


^ .  抱 鳴.^ 築 s?5  1 五 二 

r  "力の はなに かと 人な かで は 云 ひ 出しに くさう にして ゐ るので • 渠 はかの 女と 共に どこか 落ちつ tx,- 

ると ころへ 行く ことにして そこ を 出た。 裔 發 すれば、 ちょ ッ とした 待合へ でもと 云 ひたいと ころ だ 

ぢょ 

力， かの 女が 若し 豫想 外にう ぶで あつたち 驚 くだらう し， こちら もまた 初め ほどの 熱 は 九分 通り さめ 

てゐ たので •  £n 腹 を 切って までの 野心はなかった。 

さて、 どこと 云 ふ當て もない ので、 ニ人は暫らく人通i=^ゃ車の多ぃ而も寒ぃ路上でまごっぃたとこ 

ぢょ 

ろが、 かの 女 は 思 ひ 出した やうに 云 ひ 出した、 

『ぃッ そのこと、 わたしの うちへ 來 ていた だいたら どうです？』 

3  せいく わつ  ぢょ- 

r さァ』 と、 おもてに は 少し 進まぬ ふり を 見せた が、 その 實、 物好きが 手傳 つて どんな 生活 を かの 

がして ゐ るか を 突きと める に 好都合 だと 思 ひながら、 『おさしつ かへ が 無かったら。』 

,s 等 二 名 は 再び 新橋 停車場へ 立ち戻つ たので ある。 そして 電車に 乘 つて 品 川へ 下りる までに • 乘り 

ぢょ 

合 はせ た 客の 1 人が ところ 構 はす 度々 つばき をして ゐ るの を かの 女 は 不快 さう に 見て ゐ たが、 こちら- 

を 向いて、 英語で、 

こう ミ くしん 

『どうも 日本人 は 公徳心が 無うて、 な。』 

ぢょ 

『  』 渠 はこれ に は 無論と 云 はぬ ばかりに 目で 同意して 見せた けれども、 かの 女が S: び nj 本 語に 

なって、 隣席の 人々 にも 聽 える やうに、 英國 での 見聞 を外國 本位で 語った に は、 些か 宣敎舉 校 出の Is." 


どぁらゅる^g«<に對して持ちぉられるのと同じ^i^感を攝は感じた。 偏兑の 多い 外國 人敎師 どもに J^. 

いて 兄たり 聞いたり した ことば かりが 標準で はない ぞ， と 云 ふやうな — 0 

かの 女の 家 はせ M 輪の 山手に 在った。 ちょ ッと挨 に 出た 母親の 外に、 七つば か の 女の 兒がゐ るの 

を かの 女 は £E 分の EJi へ 行って る 姉の 子 をぁづ かってる の だと 云った。 して 見る と、 外交官の 兄と 云 

ふの は 一 I I^J 際、 外交官 をして ゐる にした ところが、 11 姉のて古！：；^でぁって、 實の 兄で はな い^だら 

『實 は、 この 子が』 と、 笑 ひながら 子供のお けしに した あたま を 撫でながら、 『うちの 資本の 一 っだッ 

せいく わつ へう じゅん 

さ、 向 ふの 生活 標準で 仕送り をして 吳 れまッ さかい。』 

r それ は 結構です、 な。 ほたら、 あんた に は 仕事が 三種 類あります — この 子と XXX 針-の 事務と 築 

地のと。』 

『ま ァ、 そんな もんです o_l 

互 ひに 輕く聲 を舉 ゆて 笑った。 築地のと は、 何でも 月 二十 圓 ばかりの 約束で 日本語 を 〇 國 大使 館員. 

なる 一 喾記 宫に敎 へに 行って るので ある。 

『けれど •  ^ッて5^:當てにならんもんだん* な』 と、 かの 女 は 出しぬ けに 云 ひ 出した。 

ぢょ 

『どうしてです』 と， a- は 今度 はかの 女の 外國 標準の 偏見 を やわらかに うち 破って やる 覺悟 をした。 
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が、 同胞の こと を 云 ふので はなかった。 

つき ぢ  ぢょ 

『ヮ ー レ ン ハイトさん はわた し を 築地から 紹介して もろと いて』 と、 かの 女 は 〇 國 大使館の 喾記宫 を" 

その 住所で 名 づけた、 『築地の こと をえ らう わるの やうに 云 ひます し、 築地 はまた わたし をヮ ー レン ハ. 

e  くたん 

イトさん に紹. ^して 置きながら * ヮ I レン ハイトさん を獨 探で でも ある やうに 「みうて、 自分が 一 と 言 

證 明を與 へたら あんな 者 は 日本に も米國 にも をら れん 云うて まッ さ。』 

はつ, 

『  』 初耳と して 面白い こと を聽 くが、 これで 築地の 度々 X  X  X 社に 來る 時の 心持ちが 定 一 郞に 

解釋 できた やうに 思へ た。 自分 は 一 度し き や 渠に會 つたこと がない が、 その 時 紹介 を 受けながら も 言 

ぞう だん 

葉が 不自由な 爲 めに ただ 皆の 冗談 を傍聽 して ゐ ると、 渠は 專ら志 田さん を 相手に し、 歸る 時に も 志 田 

さんに 未練 を殘 して 行く やうであった。 『そら * お 互 ひに 獨身 やさ かい —— 』 と • 少しから かふつ もり 

で 意味 あり ゆに 微笑した。 

I  ぢょ  わか 

『どうしてです』 と、 こちら を じ ッと兒 ながら， かの 女 は 問 ひ 返した が、 旣に 分って るかの やうに 顏 

を 赤く して ゐた。 

さラ ざ ゥ 

『：… ；… 』 集 もさう 云 ふこと を 想像す ると、 あまりい ぃ氣 はしない が、 さりげなく 說 明して やった、 

『ヮ ー レン ハ イト は敎育 ある 日本 婦人と 結婚した いがと 云 ふこと を 僕に 云うて ました。 僕に 云 ふ ほど < 

やさ かい、 築地へ いたらな ほ 云うて る やろ。 その 時にはき ッと あんた のこと も 出ましょう。 して 見る- 


1^ きお カフ ま タ お， ：ら よかった のにと 一 KI ふ氣 持ちが 起り ます o  Jl 

『そんな もんか、 なァ、 男 は 誰れ でも — ？』 かの 女 は 斯う 云って、 こちら を も ひ 皮； g な 目で 見た。 

『僕 かて、 そら、 <K りません。』 1^ は 子どもが 好きな ので いつのまにか ここのお けし を そばに 引き寄せ 

てみ たが、 止む を e:^ す こちら も 笑って その 皮肉に 向った。 

『あんた は、 然し， 奥さんが おありです さかい 11 』 

ぢょ  W 

. かの 女の 云 ふところ では、 廣岡も 無 妻で あると かの 女に 云って たが、 あとでう そな ことが かの：^ に 

わ 力  ぢ t 

分った。 それから * 廣岡 はかの 女 を 排斥して ゐ ると 同時に、 賓 家と 一緒にな つて 定 1^ の ij^ 船 を 防が 

ぢょ 

うとして ゐる 力、 ヮ ー レン ハイトが かの 女の  一一 一一！： 葉 を 採用して 畫家 等に 耳 を 傾けない のであった。 とこ 

ろで、 a 家 自身 は 古參の 故を以 つて 最も 新 參の廣 岡 を 酒で 抱き込み、 自分が 支配人に なりたい の ださ 

うだ。 

『そんな こと は 初めて 知り ましたが、 まさか、 廣 岡まで がと は 思 ひませんで したよ 0』 

いん ナ 

『 どうして 日本人 は ル：： あんなに 黯險 なの やろ？』 

『なァ に、 かま ひません』 と、 こちら も 私 かに 熱 ある 覺悟 をした、 『僕の 提出した 條 件はヮ I レン r ィ. 

トが 入れなければ ならぬ やうに なって まッ さかい o』 

この 倏件 のうちに は 社で 雇用す る 日本人 は * 形式 上、 すべて 定 1 郞の 自由に まかせる ことにして あ, 

獨 探と 二人の 女  ！五 £ 
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るが、 志 田さん まで を 自由に 解任 若しくは 酷使す るつ もりで ないから と 云 ふこと を、 蕖 はかの 女 をす 

心させる 爲 めに うち 明けた。 

かの _ ^の 相談の 要點 は、 渠に 早く 入社して 社 を 整理 づけて くれない か、 それでな いと、 この^ 末に 

皆の 傣給 さへ 取れる かどう かがらな いからと 云 ふので あった。 その 歳末が、 もう、 三 四日に 迫って る。 

^> 渠に はこの 歳末の 苦しみが 社に あるのに 乘 じて、 ヮ- レン ハイトの 诀心を 促して ゐ るので ある？ 

きふ は  I 

自分と して は、 XXX 社へ 二三の 廣化 C 依 顿若を 紹介した 仕事で だけで もどう やら 急場 をゃッ と.；.^ りぬ- 

けて 一 了く 方針 は附 いてる ので、 ここ を 少し 自重して ヮ ー レン 、ノ イトに 條件 承諾の 調印 を 横濱の 本社の 

名で させよう としてる の だ。 主任が 調印 をす るく と 云って ながら、 何です るく と 1 日く を 後れ 

させて ゐ るの か 分らない。 

『<<imi と 11 係 をつ けて 吳れ ません か』 と 云 ふので、 その 通りに もして やった が、 どうも ヮ ー レ 

ン ハイトと 橫濱 本社との 間が!^ 昧 なので、 話の 都合に よれば、 自分で 本社に 出かけて 行って ヮ ー レ ン 

ハイトの 位 置 を 十分 明らかに 突きと め * ついでに、 今聽 いた 獨 探の 件 もよ く釓 して 見たい と 思って 

る 0 

が、 な はこん な ことまで かの 女に 語る つもりはなかった、 たと へ晚 食の 代りと して 壽 司と 酒と を馳ー 

走に なって ゐ ながら も。 そして かの 女の 話が 再び 獨 探の ことに 及ぶ と、 


『まさか、 そんな こと もないで しようが- —— 疑って 兒れ ば、 和蘭陀 人と 云 ふの はう そで， あの 英語 

のぎくし やくして ると ころから • 容貌から、 或は ほんとの 獼^ 人 かも 知れ へん』 の 前置き をして、 つ 

ぃ浙ぅ 云って しまった、 『若し 獨 探なら、 追 ひ 出しても われ/ \ が あと をつ づけても 11 』 

ぢょ 

『  』 かの 女 はこの 刹那に いやな 顔 をした の を、 無言のに が 笑 ひに まぎらした。 渠に はこれ が 職 

業に 鋭敏な 女と 23- えた。 外國 人の 主任が ゐ なくなれば、 かの 女の 仕事 もなくなる ので あるから。 

『然し、 まァ、 そんな こと はありますまい』 と、. 築 は その 場 をつ くろって、 『僕が いよ./ \ 入社す ると 

すれば、 ひとりの 味 かた を 失って また 別な 味 かた を あんた に 得る わけで 一. 主任と 僕との 意志 は あん 

たによ つて 十分 疏 通して 貰へ ると 思 ひます。』 

『そら • お 手の もの だッ さかい、 な』 と、 最初からの 御 自慢ら しい 語舉 力の ことにな つて、 かの 女の 

機嫌 は IS び 直った。 

『志 W さんと 取り かへ ようか、 な ァ？』 

こんてい  わか 

どんな 性 ® の 女 かま だ根抵 まで 分らない にせよ • 鬼に 角 * こちら を 信じて 頻りに 味 かた をして 吳れ 

く ラ さうて き 

るの を定 一 郞は 嬉しく 思って、 家で は 妻に 向って 空想的な のろけ を 多少 は 云 はないでも なかった。 

獨 採と 二人の 女  一 五 七 


ザる と • 暮れの 三十日、 今 1 曰で 年が 盡き ると 云 ふ 曰に なって • 夜 七 時 頃、 こちらの 歸 宅を兑 計つ 

て だら う、 志 田さん が 突然 尋ねて 來た。 が、 定ー郞 は XXX 社の こと ばかり を當て にして ゐ るので は 

ない ので、 他の 用事の 爲 めに 生憎い っ歸 るか 分らなかった。 

かの 女が 誊き 匿き をして 行った の を 讀んで 見る と • 是菲會 つて 話したい ことがあ るから、 明朝、 社 

へ 出勤す る 前に 八 時 頃 を 期して 向 ふの 自宅へ 來て くれる か？ 若した よりがなかったら 11 お ほつ ご 

もりで さぞ 急がし からう が —— 再び 午後 六 時 頃 こちらへ 出る から 待って ゐて くれろ、 と 云 ふので あつ 

た 0 

『どッ ちに しょか？』 渠は 妻に 遠慮して 相談して 見る と、 

『そら • いて あゆた 方が 禮 儀でしょう、 な』 との 答へ を 得た。 

『それで は、 あすまた：： 十う 起きなければ ならぬ、 な —— 向 ふも隨 分こッ ちゃに 肩を持って くれてる の 

-ゃ さかい。』 

『然し』 と、 妻は暫 らくして- 隣 窒で臺 どころ の 用 をしながら、 『志 田さん * 志 田さん と 云 はれる さか 

いどん なに 美人 やおもてたら • 愛嬌 は あるか も 知れ へん けれど、 ちんち くりんで、 顔が くしゃ ッ とし 

そ —— 』  • 

J 阿呆！』 集 は I 言の もとに 妻の 云 はう とした こと を 半ばに して はね 付けた 0 自分 も そんな こと を 知 


づ. てない こと はない が、 知った うへ でな ほ 向 ふの 取りえ を 發：： ^して を 持って るので あった。 

三十 一 口の 朝に なって 行って 兑 ると • 話と は 意外に もこ ちらが ヮ ー レン ハイトに 提出して ある 入社 

倏件 のこと であった。 成るべく 秘密に 運んで るつ もりで あつたの を、 ヮ ー レン ハイト は旣 にかの に 

見せて るた ものと 思 はれる。 

『ほかの こと は 容易に まとまり さう です が、 な- 俸給の か はりの の M が 月 進んで いて、 割 

り 合 ひに 僅かの まに 一 ー百圓 までに 達する のがち とつら いやう： y ッさ o』 

『では、 考へ _ ^して：：： ル ましょう』 と は 答へ たが、 ヮ ー レ ン ハイトが これまで こちら を引ッ 張って 置い 

ぢょ 

て、 今更ら 接に かの 女から 云 はせ たのが 定 一 郞 には少 からね i^l^ であった。 

けれども- si: や、 旣に私 かに あと ハ金を こちらで 探して ゐる螯 家の 村 木 や を 出す ことに は >  かつ；^ 

も 熱心に 一 致して、 頻りに この 兩 人の 惡 いこと を訴 へた —— お ほ酒飮 みだと か、 下劣 だと か。 そして、 

『g 岡さん は • それに、 まだ 奥さんがない なんてう そ を 云 ふて』 と、 前に も 語った ことがある こと を 

ぢょ 

綠り 返した- ところで • かの 女が 廣 岡に 細君が あって アメリカに 殘 つてる こと を 知った のに 就いて、 

定 一 郞に はこない だから 一 つ の 不審が あるの だ。 廣 岡の ¥介者 で定 一 郞の 友人なる 牧師の もと へ 、 11 

この 牧師から 庶 接に II いた ことで あるが、 —— かの" か は 一回の lil もない のに こないだ 尋ねて 行つ 

た。 そして 頻りに 廣 岡の 人物の こと を 聽き釓 した。 社の 主任が 聽 いて、 ^ いと 命令した からと 云った の 

お 採と 二人め 女  一 五， L 
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だが、 廣 岡に 細君が あるかな いか を 頻りに 念 を 押した のから 察する と、 或は 結婚で もしたい ので はな 

ぢょ 

いかと 牧師 は 笑って ゐた。 かの 女に 牧師の 名を吿 げたの は廣 岡の 紹介 を 取り次いだ 定 一郎で * ヮ ー レ 

、  ぢょ 

ン ハイトな ど は 何も 知らないの だ。 それ だのに * 定ー郞 を さし 2 直いて かの 女 は、 耶蘇 敎 信徒に 知り合 

ひが 多い ところから * 名に よって 牧師の 屬 する 敎會を 調べ、 その 敎會に 行って 住所 を 突きと めて、 わ 

ぢょ 

ざ わざ あつかましく 尋ねて 行った と は、 かの 女の 出し や 張り 過ぎで なければ、 牧師の 描 察 通り * 別に 

何 か 秘密な 目的が あつたの だと も 云へ ない こと はない。 

もんく  ぢょ 

ゆ ふべ の 置き手紙の 文句に 扱しても • かの 女 は 男に あまいと も 不謹愼 だと も 纏に は Et- える。 あまり 

ほ A もん 

行き 屈いて ゐ るので、 入ら ざらん 疑 ひ を 避ける 爲 めに 自分の 妻に は 本文 を 見せなかった が、 用件 を 云 

ひ盡 した あとに、 かの 女が 隣り へ轉 居して ゐる ことが 書いて あった。 今 * 思 ひ 出して 見る と * なんで 

も 斯う 云 ふ 風 だ、 

『お出で 下さる とすれば、 一 つ. &し上 ゆて 澄き ますが、 母と 衝突 致しました ので 私の ゐ どころ は 前と 

は 違うて をり ます。 前の 家の 隣り で、 前の を 通り過ぎ ますと * 直ぐ 狹ぃ 露路 がありまして、 その 次ぎ 

わかな 

の 生け垣に つづいた 格子戸が 今の 家です。 私の 名 は 出して ござりません が、 若菜と 申して これ も獨身 

の友逮 ですから、 母よりも 却って 心 S きが ござりません。 お出で 下さっても 決して どんな 秘密ば なし 

も 御 慮に は 及びません から * 前以 つて 御 承知 を 願 ひます。』 


5^ らたい 人が 兄れば， これで は 丸でい ろ 文の やうではありません かとから かって a るつ もりで あつ 

たが、 そこまでの 親しみ を發 表する 機 會は渠 になかった C 

都 4.:= 生活に は 僅かの 檜 紫の 生け垣で も 天然 その物 を 代表して ゐ る。 その 小さな 家に だが • かの JJ^ は 

その 所謂 『 I 種の 資本』 なる 女の子 を もつれて 來てゐ るの だ。 そして 聽 いて 兒 ると、 隣り に殘 して あ 

ぢょ  いち. & う 

る 母と 衝突した の は， かの 女の いとこなる 1 高の 舉 生と あまり 親しくす るの が 原因 ださう だ。 

かァ  く 

『なん ぼお 母 はんかて、 さう 舊ぃ 思想で 1 人前の 人 問 を 束 傅す る こと はでけ ま へん』 と 云った。 

『では、 あんた も 新ら しい 女です か？』 定 一 郞に はこの 流行の 雷 葉が よく 分って ゐな いの だが、 さう 

云 ふ 女 ども は外國 婦人で 云へば 當り 前にな つてる こと を耍 求して ゐ るので あるら しく、 また 外國 りと 

^？！ってろところは、 酒 や 煙草 を 飲んで 年した の 男 を 可愛がる に 在る らしかった。 i^l は 自分 等が 多少 

ぢょ こくはく 

輕 蔑の 意味で 用ゐ る言雜 が、 ふと • かの 女の 告白に つれて 出た のであった。 

『そら、 さう でしよう • な』 と、 然し， かの 女 は 得意 さう に 答へ た。 

『  』 無論、 いい 意味に 取れば 取れる こと は定】 郞 にも 分って ゐた。 

二人が 座敷で 話して る 間 • ここの 主人なる 婦人 は膊 手の 方に 避けて る やうであった。 女の 兒と 何. A 

1^ をして ゐる のが 時々 聽 えた。 その 兒は 前に 定 1 郞が 貰って 行く と f^l を 云った の を本氣 にして、 鎖 

の^を 兄る と ぐ引ッ 込んだ 切り * 今回 は 出 て來 なかった。 丁度そこ へ格子戶を明けて這入って來J!J 

獨f^^^ニ人の女  一六】 
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者が あつたが * その 前から その 下駄の 音に 耳 を 傾けて ゐた志 田さん は、 

『今、 お客さんよ』 と 云った。 

『さう』 と • ふすま 越しに 優しい 男の 聲 がして、 『ぢ ゃァ、 また 來る o』 

『あれお ッ さ。』 かの 女 は ほほ ゑみながら * 向 ふ を- にして る やうな 調子で 定 1 郞に ささやい たが、 

目と 耳と は その 方へ 向いて、 おとなしく 歸 つて 行く を じッと 追って やる やうす であった。 * 

兎に角、 渠はヮ ー レ ン ハ イトの 本意 を ヤー 度聽 いた 上で、 契約書 を 書き改める ことにして • かの 女 

と 一緒に 社へ 行った， I— わが 國の 習惯 として、 最も 急がし い H の 一 つ だのに、 午前の 十 時 を 期して 

かの 女と 定 一 郞と の來 たるの を 待って る笞 だと 云 ふので。 

； 了って 見る と、 ヮ ー レ ン ハイト は 來てゐ たが、 どうも 矢ッ 張り 首 葉 を 左お に 託して ただいい 加減に 

好きな やうに 契約書 を かいて _來 いと 云って る やう だ。 定 一 郞は 自分の 語學が 不充分の 爲め にさう 取れ 

るの かと も M 都した ので、 志 田さん から 改めて 聽き 礼して 貰 ふと、 無論， 今度 は 遠 ひなく 調印す ると 

の12^4事でぁった。 けれども， 社の 死活 間蹈 として どうしても 定ー郞 の 人 社 を 必要と する ことば かり^ 

人して 說く のが、 こちらの 立ち 場な ど はそッ ちのけに して ゐる らしく も 疑 はれた。 

GT 分が 入社 すれば 庭ぐ にも 多少の 金の 融通が つく やうに なること は兩人 もよ く 信じて くれてる のお 

それ ビ けに、 こちらで は * でかした 金 を ヮ.. 'レン ハイトの 叛践づ かひの 借金 や、 志 K さんの 急場 


の 足しに されて u くう ので は、 まことに 詰らない 。  I 軒から も 主任の 喰った 料现代 IB の やうに 

やい く 云って 催促し に來 るの だが • キ： 任が うそば かあつて 延ばして ゐ ると は、 志 田さん からけ ふ 

も聽 いた こと. た。 そんな あり I だから、 使用人 どもに 對 する けさ 月給.， f に 拂ふ見 まが ある 

かどう か定 一 郞には 人 ごとながら がらない の だ。 

調印の 《おのお 仔^ をヮ —レ ン ハ イトに する にした ところが、 蕖を X  X  X 社の 本社の 代理と し • こち 

らに對 する I の 代 I を籰 にして 『われく』 と I るつ もりで ゐ たの だが、 新年の 二 曰に は 本 

社 力ら 人力 T.;^ ると I： ム ふので • その 人に も 立ち合 はせ る ことにした。 
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いい 物 は f やって あるので、 定 I 郞は 年始の 禮を すべて ハガキ で 御免被つ たが. ヮ， 'レン 7 

ト にだけ は その 大 森の 家まで 敬 f 表しに 行った— il 問して どん I 活 をして ゐ るか を f お 

してやら うと 思って たの だが、 急がし い g に 延びく になって たから。 不斷 から 成るべく 來 て貰ひ 

たくない やうな I から- まだ 尋ねた ことがない と 志 田さん は 云って るが. その 實ど うだか？ 

八最 M の if ところで、 それが 不思議に も定 I 郞の英 I 師 なる 外國 人が 昔、 女中 を 直 同様 

にして 住んで た 家で、 古ぼけて しまった 外に 今でも 變 つたと ころがない。 見 おぼえの 門と 云っても • 

I と 二人の 女  i， 
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葉の 落ちた つたの i つてる 木 戶同樣 のが 明いて る玄稱 みちを 這 入って 行く と、 英語の 大きな 聲で 元日 

早々、 朝ッ ばらから 男と 女との ®i をして ゐ るの が聽 えた。 男 は 確かに ヮ ー レン ハイトで、 女 も 日本 

人と は 思へ なかった。 

『あ ひの 子が 來 てる、 な』 と、 直ぐ 感づかれた。 若し^して さうなら SS 濱 からで、 日本人と ホルト ガ 

ル 人との 間にで きた * 小 の i だ。 ヮ， レ ン ハイトが 潢濱で ぶらつい てた 時 外人の マで 仲よ くな 

つたの だと は、 叢 家が 【 度 主任と 一 緖に そこ へ つれて 行かれて 知って る さう だ 。至って 燒き餅 やきで、 

男が ちょ ッと 他の 女にから かっても その 場で つかみ 合 ひの 喧曄 をす ると も聽 いた。 今 もどん と 投げつ 

けられた やうな 音が して、 女の 方が 泣き出し たやう だが、 そ 知らぬ ふりで 定 一 郎は 呼び りん を 鳴らし 

た。 

ヮ， 'レン ハイトが 自分で 出て 來 たが、 突然の ことに、 

『や ァ、 .？lr^』 と、 どうも 斯う 云 ふところが いつも li 逸 語く さいと 思 はれる 口調 を 出してから にこ 

にこしながら かたことの 日本語で、 『おめで 1 たう、 あめで I たう！』 

『ひ あ If にならぬ と 日本語 は おぼえません、 な』 と 云 ひながら、 定 一 郞は招 ぜられ る ままに 奥へ 通った 0 

營 上に まる テ， ブル や 長椅子 や、 椅子 や スト.. ヴを備 へつ けて、 一と 隅に は デスク、 また 一とつ 

の 三角 棚に は 西洋 料理屋 の 如くい ろくな mi を 並べて ある。 主人 は • もう、 大分に 飮ん だかして 酒 


*- うざ ゥ 

く 


さい。 音で 聽 いた 時の 想像と はう ッて變 つて、 上機嫌に こちら を 持て 爲 したが、 

「女中が 一 一三 日 前に 逃げて しまったので •  濱 から 一 時人 を 頼んで 來た』 と 云って、 その あ ひの 子 を 

紹介した。 エリス ワシントン 何とか 鎞 であると 三つの 名 をつ づけて 聽 かせた が、 外國の 婦人と しても 

脊の圖 ぬけて 髙ぃ 女で、 まだ その 顔に 締 りが できて ない ほど 若い。 アメリカの 娘の 標準なら 二十歳 前 

後と でも 云 ふべき ところ だら う。 が、 ぶんと よごれの 奐 ひがし さうな 綿 ネルの スカ ー トで定 一 郎の 

くら 

につ ッ 立ち、 自慢 さう にせい 比べ をした。 そして、 

『わたし" ヮ ー レン  <  イトさん より 高い。 あなたと 同じ ほど』 と 云った。 

定 一郎が ヰ スキの 小い コップ を 口に 持って行 つてる 閒に、 かの 女はヮ ー レ ン ハイトと 手 を 引ッ 張り 

ッこ などして ふざけて ゐた。 が、 魚屋が 來 たと 云って 勝手の 方へ 引ッ 込んだ。 そして かの 女が くどく 

どと 長い間 ig-l^ をね ぎつ てるのが こちらへ 手に 取る やうに 聽 えた。 

「  』 ヮ ー レン ハ イト は その 方へ 何 か 心配 さう にから だ を 延ばして 耳 を かた ひけて ゐ たが * 少し 

目の色 を變 へて、 『かの 女 は 何 を 云って るの か？』 

r  』 あんな ことにさへ この 男も燒 くの かと 思 ふと、 その 似た者 夫婦が 馬鹿々 々しくな つて、 慰 

慮な く定 一 郞は 吹き出して しまって、 『なァ に、 さかなの かけ 合 ひ をして るの だ。』 

r さう か』 と 云って、 ヮ ー レン ハイト はや ッと 安心した の だら う、 それまで われ 知らす 乘り 出して ゐ 
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た 5:^1! 射 を 引いて、 椅子の 奥に もたれた。 

定 一 郞に は、 渠 等の こんな Ml んで 而も 立ち入つ たこと を 見る と * 渠 等が 子供の やうに 無邪氣 だと S 

へば 云へ るが、 無敎 育で Iff な こと は 免れない と 思へ た。 女の はう ばかりにしても、 品 は 何だか 見な 

、から 射らない けれども、 その 僅か 十六 錢の云 ひ 債 を 十二 錢に まけさせよ うとして * いつまでも 執念 

1 く 魚屋 を引ッ 張って るので あった。 言 紫が 分らないで それ を かげから 聽 いてる と • 或は こんな 無學 

な 手 合 ひに は變な 意味に も 取れる か 知れない。 

あしまり 馬鹿々々 しい こと を 見せつ けられて 詰らなくな つたので、 定ー 郞は濕 等の 引きと める にも 

拘ら す- どうせ * あす 社で 會 ふから と 云って いとま を吿 げた。 

その 元日の ゆ ふかた * まだ 喑 くなら ぬう ちから， 齧； 家の 村 木と 廣岡 とが つれ 立って 定 一郎の 家に や 

つて 來た。 のこと だから 餘り惡 い 顔 もせす に 持て 爲し， けさの ヮ ー レン ハイトの 家に 於け る 見閱 

を も 語り、 

『村 木 君 もい つか 云うて た 通り、 あいつ 等 ふたりの 喧嘩 は 恐らく 燒き 持ち 喧啼 ばかり だぜ』 と附け 加。 

へた。 

『無論 • さう です が • ね』 と、 村 木は氣 取った やうに 答へ た、 『それ は渠等 一個のう ちわの ことで さ 

ァ。 れく の； y て關 しちや ァ、 主任が 三角 1?!^ を 信す る ことが 非常 だから、 君 は 一 つ われく の爲め 


に — 一 と 肌と rrr ひていが、 H は 今  一 ^ —— お ほ 肌 をぬ いで M はねい と。』 

はいせき 

-  』 然しお 前 は 排斥 派の 隊長で はない かと 云って やりたかった の を 押さへ て、 『お 互 ひに これ か 

ら楚發 して 見ましょう か * な？ J 

ふん はつ  さ， ちょう 

『大いに 裔發 して 吳れ 袷へ』 と • 廣！： も そらぞらしく 莊 重な 含み 聲を以 つて、 『僕 を 入れて 君が 這 入ら 

ぬの は、 一 體* 龍 を ゑが いて 眼 を 入れぬ やうな もの だから、 な。』 

『うめい こと を 云ゃァ がる！』 村 木 は 酒に うる ほって 來た 口び る を 長く  I 文字に 引いて、 ひらべ ッた 

ぃ聲を 出した。 

酒が 進む と共に、 向 ふ 二人の 話 はいよ く 無遠慮に なって、 ヮ I レン ハイトの 惡ロゃ 志 田さん のく 

しゃみし さうな ことが 出た。 その上- 螯家は 目前に ゐる廣 岡 0 ことまで さらけ出して 來 た。 

『よせよ』 と •  ^岡 がと める の を 意と もせす， 面白 や 分に なって、 

い .A けん 

S この は隱險 だが、 すばしっこく ッ て- ね 11 』 丁度 こちら も 云 ひたい こと を 云った 。『ヮ —レン 〈 

イト を 出しぬ いて I. 』 

IT おい-,. 』 

3 け 

11 あの 後家さん に當 つて 見たり しゃ ァ がッ て。』 志 田 はもとの 亭主に 死別れ を し たので はない やう だ 

が、 — そして 定ー 郞に對 して は 確かに 意見が 合 はないで 別れた と 云った が、 — 皆 の^に は、 の 
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名で とほって るの だ。 

『ぁ！それでパ^-った』 と、 定 I 郞は 自分の 膝 を 打って、 今まで 渠 等に 話す 折がなかった ところの、 か 

の 女の 牧師 訪問の 一 件 を 語った。 

ちくしゃ ゥ 

r して 見る と、 畜生！』 赘家は 自分 も燒 ける と 云 ふやうな 口ぶりで 段 一 段と 念 を 押しながら "あいつ 

11 都合に よれば 11 廣 岡と 結婚して もい い 一 I なんて 者へ たんだ • な。』 俄かに わざと 溜らな さう 

に 早口で、 『廣 岡の ちょ ッ かいに 乘 つて * さ』 と、 さも どッ としない と 云 ふ 風 を淸に 反らせた 顔に 見せ 

た。 

< せゥ 

『なんとも —— すみません。』 魔 岡 は 片手で 】 つ 自分の あたま を 丸めて、 實 際にき まり 惡さ うに 苦笑し 

た。 

『おい、 いろ 男！ どうして 吳れ るんで い？』 

『いや、 どうも —— かう、 ここで 素ッ 破ぬ かれて 見り や ァぉ狀 する が —— こり ゃァ 僕の 最初の 失敗で、 

また 最後の 失敗 だら うと 思って をり ます。』 

『失 する 蒈、 さ、 手め へに ゃァ かか ァが ある ぢゃァ ねい か？』 

ぢょ 

「た から、 それ を 突き とめられ たと 三角 君 は 云 ふの だが、 11 僕の 失敗と かの 女の 牧師 訪 とに 原因 

結 染の關 保が あつたか どうか は、 僕に 保證 はでき ない。 僕 はた だ 失敗した こと だけ を事實 だと 1K つて 


a くが 11 』 

「然し、 まァ、 さう 心配す るに ゃァ 及ばね い、 さ。」 畫家は 今度 は 全くけ ろり と 落ち 付いて、 『かの；^ は 

ヮ. I レン ハイトに、 僕の 見たところ ぢ ゃァ、 てッ きり 急所 を 捏られ てるよ， 少く とも その ゥ』 と、 言 

紫に も 云 ひぶり にも 面白味 をつ けて 露：^ に ffi で、 男女 ii で 最後の 親しみとまで は 行かないでも- なほ 

あり へきい たづら 位 は 『やられて るよ。 それ だのに、 なほ 平氣で 毎日 出社す ると ア^へ ねい 女ぢゃ 

ァね いか？』 

「まさかと は 思 ふけれ ど』 と、 定ー郞 が 口 を さし 挟んで、 今や かの 女に 對 する 敬意が 全く 消えて しま 

つたと 同時に、 ここ 二 I 二日 來の 不平が 出た、 『實際 • 志 田さん は 社中の こと を 知り 過ぎて る。 ヮ ー レン 

ハイトが 一 々氣を 許して しゃべる からだら う。』 

「ところで、 あいつ はヮ ー レン ハ イトば かり ぢゃァ ねい。 築地の 何とか 云 ふ 〇 國人 のと ころへ も！ ぼつ 

て、 日本語 敎授と 淫賣と を 同意語に 解釋 して ゐゃァ がるんだ！』 

r そり ゃァ ひどい』 と、 岡 はかの 女に 對 する 辯 解の 意味で 叫んだ 。『あまり *  の は 1^1 だよ。』 

r おめへ は 一度 惚れた 因 菜で そんな あめい こと を 云 ふが • な —— 』 

「何も 惚れたん ぢゃァ ない、 冗談 を 云って 見た の だ o』 

r へん、 今更ら そんな こと を！ ま ァ* 今に 見て ィ な- きッと あの あ ひの 子と 衝突す るから o』 
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ほラ ちゃう  X 

r  』 定 一 郞は 苦笑しながら 傍聽 して ゐて、 さて はよりも 選って 品性の 下劣な 人 問 どもが 社へ 第 

つた もの だと 思へ た。 志 田に 就いて 云っても、 こちらが 向 ふの いい 點に ばかり 同情して 行った ので 惡 

おくそく   

い 方面に 對 する 臆測 を I 時 忘れ かけて ゐた。 そして 現にな ほ、 晝 家が 時の 調子に 乘 つて 而白 半分に あ 

だんてい 

ァ 臆測したり 新う 斷定 したりす る 曖昧な 言葉 を * そッ くり 事 實とは 信用し ない。 が、 た ヅ た 僅か の 日に- 

ひそ 

ち を 同じ 社で 勤めた と 云 ふば かりで —— 或は その 間に 私 かに どんなと ころ へ つれ 立って 行った こ- C が： 

あるか 分らない けれども、 —— こんな 劣等な 鹿 岡と 結婚し ようかと 一 時で も考 へたの が粱 して 窝 際な 

ら* もう、 餘 ほど 長らく 生活に 勞れた 女で * 少しで も 手 頼れる 男で ありさへ すれば それにく ッ つかう 

として ゐ ると 見なければ ならぬ。 それに は 先づヮ ー レ ン ハイト を當 座の 『資本』 として 捕へ て 置いて と- 

云 ふやうな 考 へが、 かかる すれから しの 女に は、 而も 外 圃崇拜 の 女に は、 出ない とも 限らない。 今では 

知らぬ が、 昔の 宜敎 女學 校に 牧容 される 女擧 生な どに は * 早く 西洋人と 結婚したい とさへ 希望す ろ B. 

舍 ものが 多かった。 こんな、 若い 時の 自分の 周圍 のことまで も 思 ひ 出されて、 攝は 自分に 對す るかの 

女の 惯れ くしい. J  (特刖 な 仕う ちゃ 口ぶりに もす ベ て 1 々 かかる 意味が あつたの か 知 らんと 考 へる 

と、 また 自分 を のぼせさせる やうな 一 種 秘密の 反感が 生ぜざる を 得なかった。 そして この 場の 人々 が 

ぢ IT* し、，  J 

皆 かの 女に 反對 して ゐ るの を 幸 ひに 自分の 心 を 許して 自分の 本意 を ほのめかした  もちろん 肉 分 

が 入社す る 以上、 首を切る の はお 前 等ば かりで ない、 かの 女 を も だと 云 ふこと も 他日 築 等に 思 ひ 出さ 


せて、 自分に 劉す る 怒り 若しくは 恨み を 少しで わらげ る ことができる つもりで： J-、『S1 辯 を 置く 以 

ぢょ 

上 は、 君 • 社に かの 女の 必要 はない やない か？』 

『そり ゃァ、 さう だ』 と、 赘家は その 意な 得た 如くうな づ いた。 廣岡も 亦 g# した。 

かう 云 ふ 話の 經 過に 侬り互 ひに 一 つの I 致點に 到着した からで も あらう、 それに 醉 つて 来ても み： ご 

から、 ^家 は 

『一 つ EI 出たい ところ を、 短く』 と 云って、 讅 ひの 『趣々』 を 誘った。 それから、 f§ ゃ郤々 逸 もや 

つた。 

あつ て 欲し さう に 思 はれて る 三味線 も、 こちら は贫 乏の爲 めに 數年來 お ほ の 底に しま ひ 込んで 

あるの を 出せば 出せない こと もない が、 11 そして 妻の 絲で 一 つ 久し振りに！^^ 颯な ところ を聽 かせて 

、滔 等 を 驚かして やらう かと も 思 はないで なかった が、 11 あすに も 首にする もの 等に 對 して は * そて 

も 馬鹿々々 しかった。 

窖き 改めて 戍友 人に ちょ ッと兒 て K つた 契約書に は、 俸給 を 毎月 齔^ 船で 行く ことの 代りに 五拾圓 

と 定め • 社の 取り引き する 銀行 を ISB^ に 於いて 有し、 主任の 傣給を も 一 定 して 私 經濟を 分離 させ、 
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利益の 四 分を定 一 郞は 俸給の 外に 受ける ことにした。 自分が 支配人になる こと は 以前から 動かない 條 

件に して。 

これ を 持って 二日の 朝 * 社へ 行って 見る と * ヮ ー レン ハ イト は不斷 とう ッて變 はって 不興が ほで あ 

つた。 約束 通り 橫濱 から 人が 來る笞 なの を • ただ 行けない とば かり 通知が あつたから であらう * そし 

て じれ 氣 味で 斯う 云った、  ， 

『一體>  君 はどう すれば よいの だ —— 本社で いよ/ \ 金 を 出さぬ とすれば • 別に 資本家 を 見付けな け 

れ ばなら ぬが？』 

りゃうて， ぴん 

『君 は 兩天粹 を かけて 別に 資本家 を發 見して ある やうに 云うて をった が』 と、 定 I 郞 はざッ くばらん 

に 出た、 『さう でない のか？』 

『實 は、 まだで 11 君が 1 っ周& して 見ない か？』 

r  』 自分で 周旋す る 位なら * こんな 信用の ない 外國 人の したな どに 就かないで、 この 事業 を玀 

立經營 して 見せる の だ。 

「僕に こころ 當 りがない こと はない が』 と、 ヮ ー レン ハイトが 云 ふの を 軽く 聽き 過ごして、 こちら は 

こちらの 都合い い 方へ 持って行った、 

r では >  僕が あらたに 支配人になる からと 云うて、 直接に 潢濱へ 行って、 挨拶が てら 本社の 人に 會ぅ 


ひ ほうしん 

て やろ か 11 ^ の やうに 無 方針 で は 駄目 だから、 組織 立 0 た 計 割 を 示め し て ？ J 

『さう して 〔.1^_れ ると 結構 だ。 君に よって 旣に松 竹 や 小 林 興行 部へ も關 保が 附ぃ たこと は、 本社へ 知ら 

せて あるの だから。』 ， 

『では、 これ から^ぐ 行って 見よう』 と • 定 1 郞は 主張した の だが、 どうした 理由 か、 主任 は 考へ込 

ん でた あとで 明日に して れ ろと 額んだ。 

三日に なって、 IS は 家から. Its ぐ 橫濱へ 出向いた ところ •  71 レン  <  イト は 蕖を 出しぬ いて 前日に 來 

ち, しやう 

て IS のこと をい ろく 中 偽して あった。 渠は 1 たび は 本社の 人に 向って 怒った けれども、 なぜ ヮ ー レ 

ン ハイトが 主任の 資格 5. 斐も なく そんな こと をす るの かを考 へて 見る と、 つまり、 こちらが ヮ ー レン 

尸 イトよりも 信用 を 得て 本社と 接に 都合の いいこと を 取り きめられて は 困る と 思った のらし い。 こ 

こ をよ く 云 ひ 開ら いてお 互 ひに 利益 ある 策 を發議 して 見た の だが、 さき は矢ッ 張り 西洋人の ことで、 

先入が 主と なって か、 本社 は 殆ど こちら を 相手に しなかった。 

さ ふ  t てき 

あまりに 業が 煮える ところから、 渠は 最後に ヮ ー レン 《イトの 獨探 事件 を 指摘す ると、 木 社で もま 

ん ざら そんなう わさ を 知って ないでも なかった ので、 結局 ヮ. I レ ン 〈 イトに 今まで は 本社の 名 を 贷し 

たもの の、 今後 は 手を切って、 橫 濱と柬 京と は 全く 無關 係に なった ことが 蕖 にがった。 

『まんざら 無駄足で もなかった、 な』 と 云って、 渠は 妻の 忠吿 もも れ、 直ぐ 翌日から^ 方面の 

jg 採と 二人の 女  一七 三 


泡 鳴 全 m 第五 卷  一 七 四 

をす る ことにした。 さきの 無代 新開の 計 割 は 相談 相手の 印刷屋が 突然 相場で 失肷 をした 爲 めに おじ や 

ん になった その代りに、 今回の ことに 奔走した ところから 認められ 初めて、 都合に よれば 來 ないかと 

こうぎ やうぶ 

云 はれて る 〇〇 興行 部の 支配人 (アメリカに ゐた 時に 知り合 ひであった) に 近づいて 行った。 矢ッ 張り、 

活動 寫 3 具應 用の 鹿告を 興行 部で もい いと 云 ふ 意志 を こちらに 兒せ てるから だが、 いよく それで 身が 

きまり さへ すれば * そこで もッと 大きな こと をす る 見込みが あった。  - 

ちょくせつ 

けれども、 藥は その 興行 部の 主人が 關 西へ 旅行して ゐ るので まだ 直接に 會 へないで ゐる うちに、 か 

うら 

の潢濱 行きから a 日 目の 1 月 七日の 晚に、 突然 また 志 田さん が 尋ねて 夾- た。 そして 恨む やうに， 

『どうして 社へ いら ッ しゃらない のです』 と 云 ふから、 資は、 斯う/ \ 云 ふわけ で 不愉快で も あり、 

又 どうせ： 込み もない からと 說 明した。 

の 世 は X  XX 社ば かりでありません から。』 

ぢょ 

『そら、 さう でしよう けれど』 と、 かの 女 もこ ちらの いや 味 を 解したら しく 苦笑して、 ちょ ッと 寂し 

い 顔 をした が、 一 I そして そこに 生活に やつれた 影 を 隠し 切れなかった が、 11 r 村 木さん も 廣岡さ 

んも あんた の 御意 見通り 出されました、 わ。』 

口？』 

f  ぢょ 

『け ふ』 と 云 ふかの 女の 返事に かの 女 自身 はまた 勢ひづ いて 鎮 の 注意 を 引きつけ た。 『それで ヮ ー レ ン. 


< イトさん の 依頼で またお 宅へ よせて 戴いた のです が、 な 1 J これから はお 互 ひに 水 入らす に勉强 

する から 入社して 吳れ ろ、 契約書の 調印 も來 次第にす ると 云 ふこ とづて であった。 

『けれど， 溶 本社の 背景が 無くて、 ヮ ー レン ハイト だけで 舞臺が 持てましょう か？』 

『まァ * さう ぉッ しゃらないで —— どうぞ わたし を 助ける とお もて。』 

『そら、 仕事と して は 見込みの ない こと はない さかい』 と- いや. （'さう に 承諾の 意 を 示め した。 そ 

れ から 前 月の 傅 給 は呰に 渡った かどう かと 立ち入って 聽 いて 見る と- 半額し か 出なかった さう だ。 そ 

れを嵌 岡と 村 木と が圃 結して 無理に 請求した 爲 めに 衝突し、 追 ひ 出されて しまったの だ。 して 兒 ると、 

ぁながち定一 郞の意^^：^用ゐて解職したゎけでもなぃ。 

『まァ • 承諾して いただいて、 わたし も 安心 致しました』 と、 かの 女 は 自分ば かりの 社で あるかの 如 

く 云って から， 自分の 身の上ば なしに 移った。 母が ひどい ヒス テリアの 爲 めに 娘 をい つも!! 衞 じ よう 

とする こと。 祌戶 にる る 兄 は 因業で 妹の 相談に 乘 つて くれた ことがない こと。 ブラジルに 行って る 兄 

は ゆ々 パ使 り を 送 つ て くれ るが * その 代り こ ちらから も相當 の 物 を それ に 對し て gp„- して ゐる こと。 

1 ^ に 住む 婦人 は s 分の 友人で ある けれども、 なか- (^我利々々 亡者で ある こと。 女と 云 ふ もの は ど 

うも^ 一 =r で、 友人 同志で も 1:4 ふべき こと も 云 はないで、 かゆでば かり 口 を 云って るが、 自分 はそん 

ぢょ 

な/」 と を しないと 云 ふこと。 すべて かの 女の 云 ふこと は 自分の いいことば かりで， 誰れ にで も ある 失 

と 二人の 女  一 七 五 
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敗 ゃ缺點 など はこれ を 反省して 見た ことがある かどう かも 射らない ほどな ので * これ を聽 かせられた 

定 1 郞は私 かに 意地 惡く 出て、 

『もう 出して しもたん やさ かい 云 ふても かま はんでしょう、 村 木 君 は あんた とヮ ー レ ンハ イトとの 仲 

を 疑って ましたが 11 o』 

ぢょ 

『そんな こと！』 かの 女 は 顔 を眞ッ 赤に して 少しから だ を あとへ 引いた。 その 樣子は 案外に 無 邪氣で 

ぢょ  ざんぶ てき 

あつたので、 渠 のかの 女に 對 する 動 侮 的な 疑問 ゃ斷定 がその 場に 全く 消え去った やうで もあった。 下 

劣な 人間な どと 共に 人 を臆斷 したりし たのが 渠に 悔いられた。 そこへ かの 女 は 言葉 をつ いで、 『若し わ 

たしが 西洋人と 結婚した かったら、 ロンドンで 何 にん も 申し込みが ござりました、 わ。』 

『さう でしよう とも！』 但し、 博覧 會の 番人 や 小 使 ひなら • ヮ ー レ ン 尸 イトよりも 1 靥 ひどい 男 ども 

であった らうから、 それ を担絕 したの は 餘り手 がらに もなら ぬと、 渠には 思へ た。 そして 多少 は 自分 

のうぬ ぼれ から！： 斷 して、 rtc 分に 若し 野心が あらば、 今夜の やうな 時が どこかへ つれ 込んで 見る に最 

も 便利な 氣 ぶん を かの 女 は 持って る だら うに、 と。 

ぶ は矢ッ 張り かの 女 を； 3- るの を 1 つの 樂 しみに して 社へ 初めて 社員の 1 人と して 出た の だが * ドア 

を 叩いて 直ぐう ちへ 這 入った ところ、 直ちに われから 顔 を 赤らめない では ゐられ なかった。 びッ くり 

した かの 如く ヮ ー レン ハ イトが 志 田の そばから 立ち 離れ、 志 田が また 急いで それに 脊を 向けて 椅子に 


J-f  \ 1 . ) IJ _  くわ ラ けい もく ゆき 

着いた その X ボ那の 光景 を nn 難した ので ある。 

『や ァ、 一二 角』 と 叫ぶ が 早い か- T レン ハ イト は 自分の 椅子べ 行った が、 きまり § かった 餘彼 の 

^めか、 それ 切り 言葉 を 出さない。  力に た ^彼の 

『 ：：：•：： 』 定一 ず f  く默 つて ゐて、 今 見た こと を 目の か § からぬ ぐ ひ 去らう と 努め ヒ。 

唐さん はすせ と 小さお の 風 I 包み I むと、 それ を以？ 椅子から 立って 來て、 

うな その ni つき を 少しも に は g ばないで 却って 定 一郎に 向け、 つん けんした 曰秦 で、 

『乎 を 引 ッ}^ つたり する のです もの、 わたし は歸 ります』 と 云つ ヒ。 

『 .：：•：：： 』 定 一 郞 はな ほど If 出して いいかわ 4, なかった。 多少 管 兼ねて ヮ！ レ ン ハ イトの 方 

これ もな ほき まり 惡さ うに 苦 管ば かりして ゐる。 この間 は 1:僅か であった が. その まこ 

力の 女の 袖の さきが ひらりと 定 一 郞の 椅子に 當っ たかと 思 ふと、 . ^の！^ は 勢 ひよく 出て 行って しまつ ， 

た。 ，f  、 若し 分が 疆に 引きと めて やれば、 そして 主任に 以後 そんきと はせ ぬと 云 は f やう 

に すれ：^ 力の 女 も必ら すその 場に 面目が 立つ と 見て とどまつ ただら うにと 考 へた— ばたり と輕ぃ 

言自ぢ  1 椅子に 立てた 袖の かけに なほ かの ぢを 未練 か 訴へか I つてる やう だ。 けれども， 自分 こ 

は 力の 女， iu とめ I けの 落ち 付きが まだ W てゐ なかった。 そし 5 ぐ あと か 編 分の f 付きが 

"た に は •  . ^んな 西洋人に 多少で もい たづら の餘 地を與 へる やうで は 曰本 婦人の i だ 

額 探と 二人の 女  I 
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自分の 女房に でも 對 して 云 ふかの 如く 動いて ゐ たので、 ええ ッ、 自業自得 だ、 ぅッ ちゃって 置け と 云 

ふ氣 になった。 蓋し かの！ K が これ ッ 切り出 社し なければ、 かの 女と して は 却って 賴母 しく 見 上け た 女 

であらう し、 こちらに して はまた、 これからの 仕事の 經營 上、 それだけの 費用が 省け るので あった。 

斯う 考 へながら も、 1 方に はまた 失敬な こと を 見せた 主任 を 叱る つもりで 

『もう、 來ゃ せんぞ —— あんな ことして！』 

『なァ に』 と， ヮ ー レン ハイト は 今度 は 無遠慮に なって にやくして、 『君に 見られた から 照 裁 を 作つ 

て 行った が、 二三 日 ほうって 置けば また やって 來 る。』 

『  』 定 1 郞 にはヮ ー レ ン ハイトが どラ云 ふ根據 があって さう 云 ふの か いろくに 考 へられた 

— して かの？；^ はヮ ー レン ハイトに 甞 めら れ てるから だら うかと も。 が、 さう 信じたくない ので、 

わざとに も反對 に、 『來る もの か？』 

『では、 I- けよう か？』 と、 からだ を乘り 出した。 

『まさか、 1& では あるまい し』 と、 定 1 郞は 笑っての けた。 そして、 今の 妻が まだ 藝 者であった 時 

織に ゆ はせ てこれ を 1 緖 につれ て、 店の 用事の 爲 めに 大阪 から 九州へ 行った 途中で、 ちょ ッと博 多 

にと まって 競馬の 賭け を やって 見たところ、 直ぐ 二百 圓 ばかり 儲けて かの 女の 指輪に した こと を む 

出した。 そして この 男 も 生意氣 に鲰士 らしく 賭ける AJ と を 知って るかと 云 ふこと ひ" * 定 一郎の 話 を 馬 Q 


ことに 移らせた。 

すると、 ヮ ー レン < イト も 得意に なって、 ジャグ でも 競馬が 盛んであった こと を 語った。 そして 契 

約 isni, の 調印 はわけ なく すんだ が * さて、 すんで 見る と、 餘り 効^の ある ものと も 思へ なかった。 定ー 

郞 が本氣 になって 働かう とする に は、 重大で 且 最後の 條件 として ヮ ー レン ハイトの 方から 勝手に 解，^ 

& やく きん  no  一  .rr 

する 時 は 違約金と して その 月から 向 ふ 1 1 ケ 年の 俸給 を 1 時に 支給す ベ きこと が 書い て あるが、 こんな 

§1 ^がー：. n 裁判 事件と して 持ち出された 場合に も、 ク丄 ン 《イト は 相手と する に 足るべき 人格で. H 

ない の だ。 


〇〇M ハ行 部へ 雇 はれる 問 题をも 全く はう ち 切らないで- 定 1 郞は鬼 も 角 XXX 社へ 毎日 出勤す る こ 

とに きまり、 自分で 鬼 京 各區の 活動 小屋 を まわって わたり をつ けて 見る ことにした。 が、 小屋 借用の 

爲 めに 要する 前金が 社 にないので、 その 第 1 日から 失 I した。 自分が さきに 外交員と して^って 來て 

X やく ぞ *? きん 

やった gs« も、 豫約 前金 を 取って置きながら、 まだ 1 つも 社 は させて ゐ なかった a それに、 また、 

豫約前 金を使 ひ 込んだ 外交 A も あるので、 

「こんな 不始末な 商 S 只が あるか』 と、 渠は 1 方に 主任 をな じった， 電話 一 つない の だ。 いや、 あった 

霜 採と 二人の 女  一七，：. 


泡 鳴.^ 集 笫五卷  一 八 ◦ 

の だけれ ども、 使用料が 拂 へない ので 取り上げられて しまったの だ。 

先づ- 新ら しい 外交員い 募 渠廣吿 を 出す と、 その 朝、 志 田さん が 出て 來た。 ヮ ー レン ハイ， f 力 云つ 

た 適り、 例の 事件が あった 日から 丁度な か 二日 を 置いて だ 9 

『廣吿 が 新 に 出ました、 なァ』 と、 しゃ ァ くして ゐ る。 

『二度目の 應 募です か』 と 云って やりたかった。 

新たに^ g に應 じて^た ものが 十五 名 ほどあって、 そのうちで 人物 もよ く 役に も 立ち さうな の を 五 

名 採 川した、 そのうちに お茶の水 出の 女で、 もう、 三十 五 だと 云 ふ 後家さん もあった。 別に また 屐歷 

書に は 女子大 攀 出と 書き出して ある 二十 三 四の 若い 女が あつたが、 定ー 郞は これ を はねよう とした 

ら、 ヮ ー レン ハイト は渠を わきへ 招いて、 

『僕の 小 使 ひから 手 當てを 出す から • あれ は 採用して 置いて 5S{ れ』 と 云った。 そして いつのまにか そ 

れと 直接に！^ 1 して、 翌日に は 私 かに 食事 を 共に して 社へ 歸 つて 來 たのが 分った。 で、 名 を 出して あ 

る保證 人に 就いて 聽 き^して 見る と- そんな 女 は 知らぬ と 云 ふの だ。 それで 定 1 郞は 二日：： B に 追 ひ 出 

したが、 それ も 背の 低い 丸 ぼち やの 女であった。 

その i じ c ^であった， あいの 子 H リスが 顔い ろを變 へて 事務所へ 飛び込んで 來た。 惡く 取れば、 、王 任 

h' やう- 

は 志 H さん を こ來 たらしめ す、 そして エリス を 社へ よこさす、 この 兩 人に 割して 弱みが ある 爲 めに 


mlli. 三-: _  - 

この 兩 人の 出くわ， すの を 恐れて ゐた のか？ エリスが ここへ 炎た の は 初めての 笞 だが、 室へ 這 入る が 平 

い 力 ヮ ー レン ハイトに 飛んで 行って その 胸 ぐらに しがみ付き、 

n  あく  ♦* 

1! あなた *  魔！ あんな 事務員に 結婚して！  j- 

『 ：：：：•• 』 ヮ I レ j;; 《イト は 腰 を かけた まま 押さ へられて ゐ たが、 兩手 でかの！ 5;^ の 手の 握り を もがう 

と. I、 靴で はかの 女 を 蹴る と 同時に 『何 を 云 ふの だ』 とわめ いた。 

『いいえ、 うそつ いても 駄目— これ を 御らん 丄 エリス は 泣きながら 兩手を 放して、 ボケ ト から 一 

枚の ハガキ を 出して 蕖に 突きつ けた。 

J ちんぷんかん 

さは それが 養漢 であった ので、 定 一 郞に 渡して 譯 させた。 殆ど 全部，^ だ f で 書いて あって、. 

左の通り だ。 

『ォ マへ め ノら一 アイシュ ハ 社ノ ヲン ナジ ムヰン ト クッ ツイ テル ノ ヲ 知 ラネィ 力？ 

マスケ 女 郞！』 

『一 照 誰れ が 書いた』 と 怒りながら、 ヮ— レ ン ハイト は 棄 こ 尋 ュだ。 

『さァ I. 』 き ッと村 木の い たづら に 違 ひない と は 思った けれども • 蕖 はさう 云 はないで、 『芝り はし 

印 だが、 差し^し人の 名 はない。』 

『多分 豪 だら う』 と 云って、 主任 は その 方 をば かり 憤って ゐる のか、 f 組んだ ま II はな か 

額 探と：； 人の 女  ， 、 ， 
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つた。 その 間に H リス は渠の 膝に 取り付き、 自分 はお 前の 爲 めに こんな 身持ちに なって るのに と 云 ふ 

やうな 恨み ごと を 重ねた。 

ぢょ 

『  』 定一 郞 はかの 女 を 初めて 大 森で 見た 時、 へんに 腹の 不格好な 女 だと 思った が、 その 现 m を 

今聽 いた ことで 合點 した。 

『わたし は 何も ヮ ー レン ハイト さんと 11 係な どありません』 と 日本語で 云って、 志 田さん が 溜り かね 

たやう に 椅子 を 離れて 行った ので、 定 I 郞 はふと その 揚をは づす氣 になって、 ドアの 外へ 出た。 そし 

らう か 

て 廓 下 を 蓮 動しながら 耳 を 傾けて ゐ ると、 二人の 女の 激して 云 ひか はす 聲 はして ゐた が、 何 を 云って 

るか はッ きりし なかった 0 

『  』 渠は 何よりも その 場での 志阳 さんの 樣子を 見て 置くべき であった と 思 ひ 返して、 再び 這 入 

つて 行った 時には、 もう、 かの 女 は 自分の 椅子に 房って 何 を 云 はれても そ 知らぬ a であった。 そして 

エリス は定 一 郞の 椅子 をヮ ー レ ン ハイトの そばへ 持って行って それに 腰かけて ゐた。 そして 志 田さん 

の 方 を 見て、 日本語で、 

『わたし、 利口よ。 日本人、 馬鹿。 日本人、 いつまでも 狹ぃ 國に暮 してる。 わたしい つからで も外國 

へ 行って 暮 します』 などと しゃべつ てると * ヮ ー レ ン 《イト はまた それが 何 を 云って るので あるか 分 

らな いので、 ただ エリスの 顔 をば かり 可愛らし さう に 見て ゐ. 


定 一 郞は應 接 川の 椅子 を 持って 來て 席に着して ゐ たが、 やがて 主任と H リスと が 出て 行った ので， 

ぼし はこ , 

志 ほさん と 二人で 中 食の 時間に した。 箸 を 運びながら、 

『あんた も 丁度 惡 いとこへ 來 ました * な —— 今 一 R 後れたら、 こんな ことはなかった のです。』 

「さう です、 な。 けれど、 わたし も 社の 爲め にさう 休んで をら れん 思 ひました ので 11 o』 


ぢょ 


「さう、 さう でしよう』 と は 答へ たが、 定ー郞 に はかの 女が 來て くれない 方が 社の 爲 めであった。 そ 

あだか  ぢょ 

の 上、 先日の ことに 就いては 恰も 初めから 何もなかった かの やうに かの 女 は 1 言 も 云 はす、 却って ヮ 

1 レ ン ハイトに 早くい い 奥さん を 持たせて やりたい など 云って、 

『そしたら、 H リスな どはいつ でも 手を切る と 云 ふて ます』 と 語った。 

「では • あんた、 ヮ ー レン ハイトに あの をん なが ある こと を 前から 知って ました か？』 

r そら • 知って ました。』 

ぢょ 

r  』 どうして それ を これまで にかの 女 は 口に 出さなかった の だら う？ さきに ヮ ー レ ン ハ イトと 

はレ しょう 

の 疑 ひを定 一 郞の 前で 解くな どに は 最もい ぃ反證 であった のにと、 渠には 不審が また 一 つ ふえた。 が、 

はう 之う 

アメリカの 公阅 などへ 行く と、 結婚 約朿 をした 男女が 幾 組 もべ ンチに 腰かけて 抱捥ゃ 接吻 をして ゐる 

の をよ く發见 する。 それでもい よく 結婚す るまで は 女が 男にから だ を自. H にさせる こと は 一 般 にな 

いやう だ。 わが 國 でも、 この頃 は、 或 人の S 事によると、 二十日 も 一 緒に 鎌 倉へ かけ 落ちして ゐ なが 

II 探と 二人の 女  1 八 三 
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-&、 まだ 女が 男に 身 を 許さぬ 爲 め喧啼 になって 別れた と 云 ふやうな 事實が ある。 この 女 も それだけの 

自覺 とそれ に對 する 覺 悟と は少く とも 持って ゐ るので は あるまい か？ 

rr わたし 利口よ、 日本人 馬鹿」 ッて』 と、 志 田さん は 口 まね をして、 『あんな 無敎 育で 下等な 女です も 

の。』 

『小 笠 原の 産なら • 矢ッ 張り あいつ も 日本人 やない か？』  - 

『そやから、 わたし， n 本人 はきら い！』 

『そらい きま へん。』 定 一 郞は 新う さえ 切った。 別に 愛國 者の 如き 埶¥以 つて 憤慨す るまでで もない が 

>  よ， -  そうぐ わいて ま 

かの 女の^く も あまりに 崇 外的に 自國を 忘れた やうな 云 ひ 振り を 指摘す るつ もりで、 『あんた も 日本人 

僕 も：！： 本人です よ。』 

ぢょ 

『そら そやけ ど、 な —— 』 かの 女 はちよ ッと きまりの 惡 いやう す をした。 

が、 渠は それに 少しも 同情がなかった。 英語 を 知って るの を 人間の 受けるべき 敎 IS の 全部で でも あ 

るかの やうに 考へ てる女に は、 とても、 蕖の 友人の 1 人な どが 唱へ てる やうな 新ら しい H 本 主義な ど 

わか  はんご 

は 分るまい と 思って、 渠 自身 は 然しよ く 分って るつ もりで、 これ を 反語に してとう/ \ 新う 口へ 出し 

た、 

『ぃッ そ あんた が 思 ひ 切って 細君に なって やったら、 どうです？』 


ぢょ 

丄 と、 かの 女 はこ ちら を面 い 目で 見張って、 憤り もで きす 息 もで きすと 云った 風で 行 I 

つた。 をお-いて、 『ヮ， 'レン ハイト 急 ふ 人 は、 初め 會 うた 時 はさう：： < ん微： S いと は甲ぃ はなんだ け.， 

^ — 』 

『  』 は、 はァ、 矢ッ 張り、 お 思し召しが あつたの だ、 f 

『わたし- 若し S 洋人 にか たづく としたら』 と、 讓に 持って行って、 『もッ と 高尙な 人で. 而もお 金 

のたん と ある 人に 行き まッさ o』 

1j もっと 

『御尤も。』 f これに は 寧ろ 冗談と 見な 5 で 還した I 商人の 立 I はどうして する が、 

今の 女 ども も， 結 f まこと i へる ほど 利口に なって るの だから、 豪の 今回の ハガキ I は、 

T レン 《ィ U ほんの、 ただ、 かの 女に お 思 f 召しがないでも なかった 位の i を- 旣に關 保まで 

もあった 如く 跪 測して、 確かにお のれの 解職に 對 する ま ill し をした に 過ぎな からう、 と。 

それでも， 註文が あると >  その 廣吿の 意匠 は 相 變らす 村 木 を 呼び寄せて 書かせた 。可な りおが 射つ 

てるので 上手 だし" 別に 他の 饔な變 も— 二 名ば かり 候補| あつたが— いいのが 見つからな 

かった 爲 めだ。 廣 岡の 方 は、 その 紹介 人なる 牧師の 新調 iff ッ 放しに して、 その 下宿 を どこ 

蹈 探と 二人の 女  ，，』t 
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かへ 轉 じて しまった。 

女の 外交員 はた ッた 二三 曰 切りで 績 かなかった けれども、 男の 方 は 1 1 名 をの ぞいて 外 は 1 0 

辛抱して 多少の 成績 を皋げ 出した。 なかには 肫病豫 防の 目的に 供す る 脚本 フィルム や、 生命 保 險勸誘 

の フィルムの 註文 を も 持って 來 たもの も あるが、 まだ 社で 引き受け るまで 手が 廣 まって ゐな いので 

これ ま， 定 I 郞 自身の 仕事に して i% の 儲け をす る爲 めに も、 渠は 早く 〇〇 興行 部へ 入る こと を 望んだ。 

そして 同 部の 主人に も會 見した が、 1 方に 鬼に 角 職が できて るので 安く は 動く 氣 がなかった 爲め ^ 

に は 話が： 連ばなかった。 

築は晝 is 社に 在って 外交員 どもの 應 i に 努め、 夜になる と、 諸方の 活動 小屋 を まわって * 約束す 

みのと/ J ろで は 社からの 廣吿 プレイト がえ されて ゐ るか どうか を 確め、 まだ 約束が できて ない とこ 

ろで は その ぬしに 會 つて 今後の 相談 をした。 そして その 爲 めに 時には 橫濱 のお もな 小屋へまで も 

出かけた。 必要な 場合に は、 ヮ ー レン ハイト を もつれて 行った。 

或 小 匿と して、 その 小屋ぬ し は 約束の 前金 を 取って置きながら * 興行 者 若しくは 映寫 技手の 故意 や 

づ ぼらから • 1 つも こちらの 渡した プレイト を映寫 して ゐな いところ も ある。 すべて 芝居 者 同様の 人 

間 を 扱 ふので あるから、 手に も をへ ないし、 まかり 間遠へば I， 力 沙汰に もなら ラが、 定 1 郞には 自分 

の髏 格に 於いて * また 酋て桑 港から アラスカの り 人夫 を つれて 行った 經驗に 於いて、 それ 位の 覺 


悟 は 朝め し 前の ことに 思へ た。 

それでも 自分と して は 無 に 1 月、 二月 も 過ぎ、 三月 も 半ば 頃に なった 時 • 突然 淺草 六區に 於いて 

は 活動の If 合 ひに 廣 化！： 映寫 をす る ことが 不法で も あり、 不衛生で も あると 云 ふ 警察の せ 11 が來 た。 直 

« げま  . 

接に 打 難 を 受けた のは定 一 郞の 社ば かりで はなく、 他に できた 競 爭者も 打 驥 を 受けた のであった。 

--t  ふん- b き 

『困った な、 困った な』 と 云 ひつ づけて ゐたヮ ー レ ン ハイト は、 或 時 心配と 愤激 との あまり、 斯う 云 

かん よう 

つた、 『どうして 日本人 は干涉 好きだら う？ 飮む藥 に 毒 を 入れ、 張る 膏藥に 瘠の ばい菌で も 入れて、 な 

僚 ども を 無い 物にせよ。』 

『  』 意外の こと を聽 いたので、 定 1 郞は 少しぎ ょッ とした。 が、 志 田さん ゃ少々 英語 も 分る 外 

こくが せいさく 

交 員の るる 手前、 外國 人の 無責任 を 押さへ る爲 めに、 『西洋の 社會 主義 かて、 あれ を國 家政 策と して 應 

用した 時 はすべ て干涉 になる。』 

く わんれ. f てォ 

『然し • 官僚 的 はよ くない。』 

『でも， そんな こと を 誰れ が やる？』 藥りゃ 膏藥に 毒 を 入れる こと を だ。 

『獨 逸人なら、 日本で でも やる， さ。』 

『1^1 逸人！』 定 一 郎は 仕事の 急がし さと をん な 事務員に 對 する 興味との 爲 めに 暫 らく 忘れて ゐた 獨 探 

の 件 を、 ここに、 思 ひ 出した。 そして 言葉の 行きが かり 上 、『では、 君も獨 逸人 か』 と 追いお した。 

ssl^ と 二 入の 女  1A 七 
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r いいや * いいや、 僕 は 和 藺陀人 だ！』 その 打ち消す 態度が あわてて を かしかった ので、 はたの もの 

等 は 吹き出した。 

しつもん 

『矢 ッ 張り 獨 探でしょう か』 と は、 志 W さんが あとから これに 云 ひ 及んでの 質問であった。 

び. 3 ば ふ 

『それにして は 別に あぶく 錢を もらって る やうす もない し、 社が この 貧乏で は』 と、 定 1 郞は 答へ た。 

『けれど、 何 か 成功の あげく 貰 ふと 云 ふ 約束で、 わざと 見すぼらしい 身なり をして 嫌疑 を 避ける" と 云 

ふこと もありましょう — ？』 

『そら、 ない こと もなから うけれ ど —— 獨 逸人た る こと は 或は 確か かも 知れん。』 

*) いし 4- 

社員が こんな 心持ちに なった 頃 • 或 外交員が 子供 を 淺 草へ つれて 行った ところ， 矢張り 廣告 の映寫 

をして 见せ たと 云 ふ 報告が あった。 これが 爲め、 ヮ ー レン ハイトの 命令で * 定ー郞 は それ を 突きと め 

しょうめい 

て來る ことにな つたが * ただ 一人で は 公け の證明 をす る 場合に 力が 足りぬ からと 云 ふわけ で、 志 W さ 

んをも 附き添 へられた。 

かの 女 は 最初の 『相談』 の 時と は 違 ひ、 お ほ びら に 1 緒に 出られる ので か、 いそく と t て從 つて 

ぢょ 

來た。 そして 先づ <!△ 館に 這 入る と アラスカの 雪景 を映寫 して ゐ たので、 渠 はかの 女に.！ in 分の 昔の 雷 

見 を も 加へ て- ほんと にあ ァ したと ころ だと 說 明した。 すると、 その あとの 幕 合 ひに 果して 廣吿が 出 

しんえ * 

, た。 それから また □□□ 館に 行って 見ても * 廣吿 の映寫 があった。 ここで は • 別に また 雨が はに 針雜 


5^ か 何 か の 立ち 樹が つづいて る 道路 を自勳 車が 往復して ゐる フィルムが あつたと ころ、 今度 はかの?^ 

が英國 のこと を 思 ひ 出す と 云 つ た。 

『どうも 敵の 方の ブ レイトに 相違ない けれど、 どうして やれる か 知らん』 と • 鎮 はか 051^ に 相談 旳に 

ふ しん 

不^ 力った。 そこ を 兄ての 歸 り にかの 女が どこかで 出し合 ひに 何 か 喰， ベようと 云 ひ 出した ので 『1^11』 

へ 立ち寄つ てからの 話であった 0  • 

わいろ  ぢょ 

『多^： tf 張の 螫察官 へ賄赂 でもつ かうた * な。』 かの 女 は 斯う 答へ たが、 勝手に さしみな ど を も 註文し 

た。 £^ は 然し、 ふところの 寂し さ を 感じて ねたので、 さう 喰べ たくない からと 云 ふロ實 で、 飮 みたけ 

れば遠 に 及ばぬ と 云 はれた 酒も飮 ます、 壽司 だけです ました。 

かの 女 はこん なと ころへ 男と 共に 来たの を 珍ら しがって か、 不斷 よりも はしゃいで しゃべ つた。 そ 

して 築地の 方 を やめた と 云 ふので、 

『また- ロ說 かれた のではありません か』 と、 鎮 はから かって 見た。 それが また；^ ^^\^當 つた。 

『ヮ ー レン ハ イトさん が 何 か 法螺 を 吹い て聽 かせたん や、 あんな や つに 約束す る 位なら マイ ワイフ (わ 

が SO になって cjK れと云 ふて、 しま ひに はわた し を 脅迫す るので す もの。』 

『八方美人 や、 な —— ぁッ ちから も、 こッ ちから も？』 

『わたし、 矢ッ 張り、 西洋人 はきら ひ。』 

n 探と 二人の 女  一八.，， 
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『では • 早う 日本 紳士に かたづいたら どうです？」 

『どうぞお 世話 を』 と、 こちら を 見ながら 冗談に 首 を さけた が 、『でも、 なかく ありま へん * わたし 

は氣 ままです さかい。』 

ぃッ そのこと • 新ら しい 女に なって —— 』 す ッと蕖 は 思 ひ 切った つもりで 云った、 『その、 あんた の 

いとこ はどうです？』  - 

ねえ  V 'よ 

『あれ はた だ 姉さん • 姉さん 云 ふて 遊びに 來 ますので、 ぅッ ちゃって あるば かりです が』 と、 かの 女 

は 今晩に 限り 顔 も 赤らめなかった、 『お 母 はん はそんな ことまで 心配して 早う 結婚せ い 云 ふて ます。』 

『そら、 尤もです。』 

ぢょ  な.？ Y い 

『  』 かの 女は暫 らく 無言で 微笑して ゐ たが、 突然 、『あんた が奧 さんがなければ 1 緖に 南米へ 行 

きます の に —— ブ ラ ジ ル の 兄 を手賴 つて。』 

『  』 築 は考 へて 兒 たので ある。 新ら しい 女と 云 ふの は 昔 も 今 も 皆 こんな、 こと を 平 氣で云 ふの か 

知らん？ 自分の 初めの 妻の 1 友人 は、 かの 女の 最初の 戀が 失敗した その あとへ 行って 女房に 納まり、 

ま ほんき.？ 

夫婦で 耶蘇 敎 的な 女舉校 を經營 して ゐた。 そして その 基本 金 を 集める 爲 めに 亭主 を殘 して、 定 I 郞が 

桑 港に ゐる 時に、 アメリカ へやって 來た。 そして 1 時 は M 身の 商人の 家へ 女中に 住み込んだ ところ、 

その 西洋人に ロ說 かれて、 這 ふ 這 ふの ていで 逃け 出して 來た。 この 時暫 らく 同室に 置いて やった が、， 


それ もこの 女と 同様、 若し あんた に靜 子さん (CI 分の 初めの 妻 だ) がなかったら、 あんた と 】 緒に な 

つて 米國で T 慕す のにと 云った， 本 國には 亭主が ある こ と を 忘れた やうに。 いづれ も を かしな こと だと 

忽 ひながら、 r 別々 にで もえい から、 行きたい、 な。」 

『あんた が ほかに 何もた ベ はらんので おもしろうな かった」 と、 かの 女 は その 翌日 社で 14.1^ らしい こ 

と を 云った。 

けつば ふ 

『に鼓 は、 マルに 缺 乏して をった のでに 

『そんなら それと 云 や はれば よかった OJ 

,  ぢょ  くわい > く  ：5 よ 

こんな ことで かの 女に 封す る渠の 親しみが また 恢復. ^た。 かの 女 も 築地 を 逸 ゆ 出す 時、 『そんなら お 

前の 男 をい よく 獨 探に してし まふ ぞ』 と、 浴びせ かけられ たこと を白狀 した。 無論 T わたしの e: 力で 

も 何でもな いのに』 と 云 ふ 辯 解 を 加へ て だ。 

『なァ に、 ヮ I レン ハイトが 追放で もされる と、 この 仕事 は あとに 錢る 僕と あんた の 物です — わ ざ 

わざ ブラジル へ 行く まで もな く』 と、 渠は 冗談 まじりに 語った。 そして 自分で 淺草 警察署 を 何度も 訪 

けいえい こんなん 

1^ し 際の 經營 困難 をも訴 へ、 廣告 映寫の 禁止 を 解かせる 運動 をして 見た が、 無 幼であった。 

一。 

n 採と 二人の 女  1 九 1 


I 


泡 鳴 <Hi 集 第五 卷  一. 2【 

そのうち •  JiS の，！ 11 宅へ 思 ひも 寄らぬ 刑事が 二 名 もやって 來た。 そして 志 田と 云 ふ 女はヮ ー レン ハイ 

おず 

トの めかけで はな > かと 云 ふこと を 渠に聽 き 礼した。 で、 蕖 はそんな こと はま さか 無いだら うと 信す 

はら 

るが、 別に 實 際の 關 係が あって 旣に 子まで 孕んで る あ ひの 子が ゐ ると 注意して やる と、 刑事 は それ も 

知って るが とのこと だ。 

『では、 1 體、 あんた は 何の 爲 めに 僕のと こへ 來 たのです？』 斯う 出た に は、 小石 川と は 管理が 1=S ふ 

だら うが、 あの 淺草 警察の 處 置に 對 する 欝^ もま じってた の だ。 

『  』 刑事 は 微笑して ゐる ばかりで、 答へ なかった。 

『多分 ヮ ー レ ン ハイトの E 探 事件でしょう —— が』 と、 而倒 呉い から、 こちらから 包み 隱 しなく 云つ 

ての けた、 『それなら、 或は、 他人の 誣言 を 信じた ことになる かも 知れません よ。 あんた のお 尋ねの 女 

に 結 娘 を 申し込んで はねつけられた 〇 固 大使館 員が 築地に をり まして、 それが 志 田と ヮ. I レ ン ハイト 

と を關係 ある やうに 燒 いてる さう ですから。』 

志 田さん は 志 E さんで、 また 同じ 變な 者に 來ら れ、 自分よりも 自分の 母が ふるえあが つたと、 社へ 

來て 主任 ゃ定 1 郞に こぼした。 

わう じゃラ 

ヮ ー レ ン ハイト も 警察の 手が まわった 爲 めに 往生した のか、 分割り を 高く 吳れ るなら、 社の 仕 藜 全 

部を定 1 郞に まかせて もい いがと 云 ふやうな こと を 云 ひ 出 した。 もとより 望む ところで あるので、 そ 


し s 分なら 肇六 f 考へに 入れないで もやって 行ける と 思 ふので、 定】 郞は その 氣 になり、 さお 

なれば をん な^ 務 M が不 川になる こと 0 若し 私用の： として くと しても- 今の 俸な 叫ト圆 過 

ぎる こと  >  など を說 いて 聽 かせた。 そして 自分 は 私 かに 考 へて、 事務所 は どこかの， 小 T 奇れ I な 日 木， -ぞ 

へ 移し- そこへ f も 持ち- 自分 も そこに 住めば • 髮 ひの 經濟 でも あり、 便利で も あると した。. か、 

この 世 t わの」 室 望 I 約 sf 渡して あきで、 若し 移轉 するとしても それ は I が 返し C "お 

れぬ ことが 分った。 その上、 それだけ 無駄になる 分 (殆ど まさ 一 ケ年半 も ある) をヮ I レ ン ハ イト は 

自分に 返して？^ れ ろと IKA ふの だ。 とても、 手の つけ やうがない。 

そして まり 還へば、 m^ifa. また 爵 がら 綿入れ を，" 

せ i 物 Q 入れ 替 へます るに 小 i かかる？、 定ー郞 は、 i に 謹して、 少し 會離 りさせる 

ことができないなら •  §1 から 取れる <f 月末まで f しても いい かと f 押した。 is 

ろ i に觀 まけた の だが、 これ を ヮムズ イト はまた 例の 如く 曰 本人の 使 ひ 込み かと I し.^ 

の だら う その n 定 一 縈， S 分の nflil^ ，を 取り 上け てし ま？。 そして、 

二 も-  ^If 

『もう、 ^に m はない』 と i!:^ 吿 した。 

r よし！ それで は』 と- 定 一 郞も 一 度に むツ として、 『先 づ、 こないだから 取って 來た蜃 のが r を 
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*1 いき, f 

, よこ せ I 僕 を 外交員 も 同様に 見るなら、 の 場で 直ぐ 遠慮なく 請求で きる。』 

『今、 現金 はない』 と 答へ て、 主任 は 取り合はなかった。 

『いづれ 1 きが 物 を 云 ふから』 と 云 ひ 置いて、 定 1 郞 はぶりく 歸 宅した。 そして 妻 を 相談 相手に し 

て考 へて 旯 ると、 

『こんな 契約書 は 古 も同檨 だ』 と 云った ヮ-レ ン 〈イトの 冗談 まじりの 言 蕖が 今更ら の 如く 思 ひ 常 

つた。 たと へ 裁判 事件に は 成る としても、 橫濱の 本社 を 引. き 入れる ことができぬ 以上、 あんな 貧乏で 

な 獨り者 相手 は、 書き 欒 てられた 下畫の 人物 も 同前で ある。 それに • 金の 融通 はと まるし • 刑 藜 

はっき 纏 ふし、 獨探 嫌疑者が ただ わけなくい らくして、 ちょ ッと 前後 を 忘却した のか も 知れな かつ 

た。 

今 1 度よ くわけ を說 いて 見て、 それでも 分らぬなら 喧嘩 を辭せ ぬ つ もりで、 その 翌日 も 出社した 

： 1 線 の 棒 を 11 短劍か 尺八が はりに 1. いざと 云 ふ 場合の 用意に 腰に 差し込んで。 

すると、 先づ云 ひが かり を 初めた の は 意外に も 志 田さん であった。 

, 『三角さん』 と、 かの 女 は 出しぬ けから その 聲を つん けんさせ て、 恨めし さう にこ ちら を 見な 力ら、 

『あんた は わたしの 俸 袷が 高 過ぎる とお つし やい ま した • な -— ？』 

"『  ：|1 , 蹈も かの の颜を わざと じッと 見つめて、 暫 らく 返事 をし なかった。 そして この 女が さき 


に 『あんた に 奥さんがなかったら』 とか、 『あんた は 着物の 着こなしが 1 體に！ 1!^ おやけれ ど、 殊に 外 a, 

へ レて. f^>' 人た けにお^ 力 誰れ のよりも 似合 ひま ッさ』 など 云った かと 考 へ ると、異^<2^な轰じがした0 

それ 力 奋生！ 苟 くも 支配人の 任に 當 つてた ものに 反抗が ましい こと を 一； ム ふなら もう、 何も. 遠盧 する 

に は 及ばなかった。 それから 立てつ づけに、 『僕が 社員 を 左右で ける 問 は、 社員の 傳給も 僕の 意志に 在 

ります あんた を 前々 通りに 使 はせ てるの は 寧ろ 僕の 恩惠 です 0 社の 經濟 がいよ く 許さなくなる と、 

無論、 ^el 身より さきに あんた を^ 職し ます！』 

『それだけ 伺へば、 もう 結構です』 と、 かの 女 はつん とそ ッぱぅ を 向いて しまった。 

こ の權 iit を 21? 取った からで も あらう * ヮ ー レン ハ イト は即 つて に 出て、 

『今少し 待って くれ * 君の 傣給も 分割り も 出す から』 と 云った。 

以前 通りに は 相談 も 受けす、 用 を 命じられ もしなかった けれども • 定ー郞 は 解職 を 認めす、 この 月 

の 傅 給 全部 を も 取って やる つもりで • その 翌日 も 黉 から 出勤した。 

すると • 例の あいの 子 エリスが 來てゐ て、 靴屋 を 自分の 前に 引きつけ、 自分の 註文す る 靴の 型 をき 

5 よ 

めて ると ころであった。 かの 女 は 足が 大き 過ぎて どの 型 も 合 はない のに じれて しまった。 

『どうして m 本人、 できそこな ひの 物ば かり 穿き ます？ ええ、 日本人 は？』 浙ぅ 云って、^ に 雨 膝 を 

突いて る 靴屋のお ゃぢの 肩に 片手 を かけ • 思 ふさ まお ゃぢを ゆすぶった。 おや ぢは 困って あたま を か 

痛 採 あ 二人の 女  一九 五 
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いたが、 

『それで は^に もッと 大きな のが あるか どうか、 同業者 を まわって 見つけて 來 ます』 と 約して、 出て 

行った。 

『  』 ヮ ー レン ハイト は それ をお もしろ を かしく ながめて ゐる樣 子で あつたが、 初めて 定 1 郞に 

挨接 でもす る やうに、 半ば 微笑しながら、 『足 もから だ もで かい 女 だから、 な ァ。』  - 

『  』 定 1 郞は ただにが 笑 ひを以 つて 答へ た。 

. ^がて 】 時間ば かりして、 渠 はけ ふ はこれ で歸 らうと 用意し かけた 時， 靴屋のお やおが 立ち 房って 

u めん  ハ 

來て、 どうも 濟 まない が、 奥さんに 向き さうな のがない から 御免 を 被りたい と S ふので あった 

『馬^、 このお ゃぢ ー』 エリス は眞ッ 赤に 成って 渠を 打つ 眞似 をした。 それでも 渠が 別に 怒り もしな 

(つに つけ 上って * かの 女 は 最上 極で 命令す る やうに 、『これ 位の 物が できないなら、 靴屋 をお よし！ 

わたし はお 前 を 呼びよ せた から は、 四十 圓 でも 五十 圓 でも • どうしても 製造させます！』 

.,3 ゃぢは 止む を 得す 引き受けて、 今月 中に こしら へる ことにさせられた。 が * 靴ば かり 立派に なつ 

て も， あの S 變ら すの 不潔な 衣服で はどうす る こと もで きないで はない か？ 然し • そめより もも ッと 

大事な ことに は、 今月 中と 云っても、 もう、 三月の 末 rn は 二三 日に 迫って るの だから， 定 1 郞には そ 

しふ きん 

んな 金が どこから 出る だら うと 思へ た。 社と して は 僅かし かないと 思 はれる 月末の 猿 金が 當て にさ. - 


「るので： s こちら 力 あぶなくな るので， ぃッそ 先き ま はり をして やれと 決 ふした。 

もう W び來 ない つもりで、 、須は その 翌 H 皆の 出社 前に 事務室に 来たり、 自分の 正當に 取り扱つ てた 

、釭 B„s 類と 二 枚の 請求. ラ とを懷 中して- その 歸 りに 自分の こころ 當りを ニケ所 集金した。 そして 歸宅 

してから 腐ぐ ヮ ー レン ハイトに 手紙 を 書き、 茶々 店の 集金 は 自分です ませた が • これ は 自分の 三月 分 

^^とお 前が 逮 約の 爲 めに 契約 上 こちらへ 拂 ふべき 分のう ち M にして 受け取って 澄く とした。 

その 翌日、 ヮ ー レン ハイト は エリス を^ 案內 として 飛んで 來た。 そして 傣 給の 分 は 取られても 仕 か 

たない 力 それ 以外 は 取るなら 裁判に 出せ， その代り こちら は 先づ新 間に 廣吿 して、 三角 定ー郞 なる 

おは 不都合の かど ある を以 つて 解職した と 公け eK- する からと • 半ば はう ち 解けて、 また 半ば は 威す や 

うに 說 いた。 

『どうせ 平氣で 破ぎ する やうな *5 等 を 相手に したくな いから』 と 云って、 定ー郞 はおとな しく 俸給 以 

外の 金と 書類と を 返して やる と、 藥等 二人 は 乞食の やうに 喜んで 受け取. os、 

金が ぁリ さへ すれば、 さう Sf5 にも 迷惑 を かけなかった の だが』 と、 ヮ. I レン ハイト は？ Hi し 

た。 そしてな ほ附け 加へ たによ ると、 エリスが 案外 やくに 立つ から、 あの をん な 事務員 を 解職す るに. 

きまつ てるのであった。 

『然し、 どうせ Ij^si. だけで やれ せんぞ』 と、 最後に 簡單 にだが、 定 1 郞は渠 等の^ || を呢 ふやう に 云 I 

獨 採と 二人の 女  一. セ 
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つて 聽 かせた。 そして あの 大きな 靴が エリスに できる 日 を 最後と して、 金な ど はすべ て 借り 飼した ま 

ま、 逃亡す るので はなから うかと 考 へた。 

^  •  7  は， T-ft  く 

そ 1 から 四月に 這 入って、 兼て 黑 表に 載せられ てた ヮ ー レン 尸 イトなる 者が 獨探 として 國 外に 放逐- 

され たと、  新聞に 出た。 

けれども、 まる 四 ヶ月 あまり 渠に 接近して ゐた定 1 郞に は、 渠が實 際に 躅探 らしい ところがあった 

と は、 どう 考 へて 見ても 云へ なかった。 疑って 問題に すれ は、 獨 逸人なら 藥に毒 を まぜて 置く と 云つ 

たこと だけが それで、 現に アメリカで そんな 獨探的 所業が 發見 された こと を 新聞 電報で 讀ん だ。 が、 

この 嫌疑者に 限り そんな こと をす る ¥ 地が あつたと は 思へ ない ので， 多分， 氣の 毒に も、 あの 〇 國大 

使 館員の 見當遠 ひの &っ 妬に 犧牲 となった もの だら うと， 定一郞 は斷定 した。 

鬼に 角、 渠は かかる 嫌疑者に 使 はれた ので あり * また ヮ ー レン ハイトが 各關係 者へ こちらの 惡ロを 

云って まわった に 相違ない その あとの ことで あるので • 自分と して は 仕事の 方面 を變 へて、 近頃 盛ん 

な 船の ブ 口 ー 力 ー にで もなら うかと 考 へ ながら、 まだ ま 絡の つ い てた 〇〇 興行 部 へ も aw 入りす る こと 

を {E 分から さし 控 へた。  . 


そしてち ょッ とこ こ^らく ひまに なった 成 朝 を、 家の まわりの 掃除 をす ませてから、 何 かい い 職 寒 

の^ f 力ない かと 時^ 新報 を あけて 見る と、 先づ 目に 着いた の は 左の 求職 廣吿 だ- 

『高 女 卒業、 外 國歸り 婦人、 家庭 敎師 又は ピアノ 出 敎授を 望む o』 

『きッ とこれ は 志 W さんや ぜ』 と、 集 は 自分の 妻が 釵を たいて るのに 說 明して 聽 かせた。 

『人 を 呪へば 穴 二つ だッさ 0』 

8類論^:1:業自得ゃけれど- あの人 も 断うな ると 可哀 さう や — 困って る やろ o』SJ- は 男 並みに、 女 は 女 

並みに- それ-^ 獨 立して 金 を 儲ける ことのな かく 六ケ しい ことが 集に 思 ひ やられた。 

二 は. E ばかりの 生け！ a を 僅かに 1K 然の縮 iX, 見て 喜んでる やうな 生活から は、 かの が 英國の 立派な 

並み 樹 街道 を，^,; ^寫〕 典で うらやま しさう に 思 ひ 出した の も 尤も だ。 f 身 もまた 米国の, がな； 大地に 

B りで 放浪して るた 時の こと を考 へる と、 久 かたぶりで また 所謂 人生の 寂しみ を 親しく 感 する けれど- 

も、  ^^に ゐた 時には まだ 今日の 如き ある 苦勞 はなかった。 

II (大正 六 年 九月〕 — 
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くわ ぞく  r 

『ちょ ッ とした 華族さん で 家僕 を 一 人 入用 だと 云 ふので すが 一 I 』 

『そり ゃァ 面白い』 と、 木 山 は 答へ た。 どうい ふ 華族 か 知らないが、 その 殿様に 一 つ 忠勤 を抽ん でて 

き うはん 

見る と 云 ふこと が、 渠 自身の 持って 生れた 侍 かたぎ を 喜ばせた のであった。 舊 藩に 離れて 出京して か 

ら* 市中に 私立の 小 擧校を 開ら いたり、 その 地所 を賫 つてから 藥り屋 を 開業したり、 また 郡部の 小學 

てうせ，. >  なつとう や 

校に 奉職したり、 さて はまた 恩給 を 貰 ひながら、 世に 超然と して 納豆 屋 になって 見たり、 出來損 ひの 

息子が 今 戶燒き 配附の 仕事 を 初めた ので、 その 燒き 物の 荷車 を 息子と 共に 引いたり して 來た。 が * も 

う、 からだが 力 わざに は續 かなくな つて ゐ たの だ。 

牛 込 だと 云 ふので、 慶 庵の 主人に 伴 はれ、 電車に 乘 つて 行って 見た。 すると、 お 屋敷の 御門に 奧平 

と 云 ふ 表札が 出て ゐた。 

おく だ ひら 

『待て * おい』 と、 蕖が慶 庵が 先に 立って 這 入って 行く の を 呼びと め、 『これ は — Q 洲の奥 平さん ぢ 

やない のか？』 


『さう でしよう。』 

『いけね い、 いけね い 一 I おいらの 主人 筋 だ！』 と、 その 儘 少し あと 戾り をして •  まのあたりで、 

慶庵を 待つ 事に した。 

やがて 慶庵 がよ ぼくした 老人 を 連れて 出て 來 たかと 思 ふと、 その 老人 はむかし の ilM であった 桑 

木 平お 術 門 氏 だ。 

『や ァ、 誰れ かと 思ったら * 木 山 氏 か？』 

『  』 きまりが 悪かった ので、 少し 顔が 赤らんだ やうであった 。『實 は • ね、 以前の 御主人 だから 

却ってい けない ッ て 云って たと ころ だ。』 

『なァ に、 栴ゃァ しない。 却ってむ かしに 立ち戻って 面白から ぅッ て。 僕 は をして ゐ るの だが， 

ね 家 抉ん ッて 家僕お ッ て 少しも 遠ゃァ しないよ。』 こちらの 上位に 立つ の を 威張った と 云 ふよりも 1 

むかしの 昵懇 を その 儘に 日 頃の 不平で も 云 ふやう に 受け^れた。 

『それ もさう だが、 11 餘り^^ちぶれたと思はれちゃァ I 』 

『ま ァ、 いいから、 來 給へ』 と 促された ので、 漉々 ながらつ いて 行った。 慶庵は どちら かと 云. -と、 

きけ 

Ei^^M に 取られて ゐた。 

今、 殿 樣は御 留守 だが、 奥様が ゐられ るから、 早速お 目に 懸っ たらと 云 ふ 事で、 年に も 似合 はす 耻 
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かしい 氣 がしながら、 そのお へ 案 h された。 大小 を 差して ゐた 頃の 四角張り を 俄かに 恢 従して、. 

兩手を 開ら き 突いて、 張った 肱 を 折り^げて 方式 通りのお 辭镜 をした。 稗び あたま を まゆた 時 は、 久 

久で御 無事 を拜 する 嬉し さも まじって、 服に は淚 がしよ ぼつく のを覺 えた。 

r お前が 木 山 太 郞左衛 門で あつたか、 ね？』  - 

『はい。』 また あたま を 下げた が、 淚が ぼろく とお 疊に 落ちた。 

昔と 變 つて、 まるでお 言葉まで が^ 1! なって をら れる のがお 痛 はしかった。 あたま を擧 ゆないで、 

『そのが 1^ りの』 と * むせば うとす る罄を ゃッと 呑み込んで 、『正 純 を 今 も わたくしの 名に 致して をり 

ます。』 

『木 山 正 純と 云 ふの た、 ね？』 

『はい。』 

『顏を あげてぎ M 11 わたし も變 つた だら うが、 お前 は 隨分變 はった、 ね。 — もう 幾つ だえ？』 

『  』 兩 のこぶ しの 舒 中で \ii 早く 兩 眼の 淚を拂 ひ * こぶしの 根のと ころで ちょ ッと鼻 さき を 撫で 

た 時には、 多少 笑 ひの 餘 地が S3 卡 氷て、 『もう * 七十 五 歳で ございます。』 

『それにし ちゃ ァ 達者 さう だ、 ね。』 

『は、、 ^もまお この 通り』 と • 指先き で 下 口び る を 開ら いて 見せて、 『擴 つて をり まして、 一枚 も& 


たの は ござ レ ません。 腕 もこの 迎り 確かで 11 まだく 若い者に も员 けない つもりで すから II 』 

『ま ァ、 まァ、 長生き をして ゐ たから、 二度の 目兒ぇ も 出 十 米た の だら う。 これ も緣 だから- 今 なし ッ 

かり 働ら いて 赏は うよ。』 

『はい、 かたじけな く^じます。』， なかなか 物が 分って、 その上に も 打ち解けて ゐられ るのに、 まヒぁ 

りが た淚が こぼれて 翻 を 上げる ヒ とが 出 來 なかった。 

r だ 丁れ？』 ばた くと 小さな 足音が した かと 忍 ふと、 奥樣の そばに 子^の 聲だ。 

『  』 ふと 氣が變 つたので 直ぐ 顔 を 上げて た。 

『坊やの 好きな ぢィ やの 代り だよ。』 

『ぼつち やまで いら ッ しゃいます か？ わたくし は、 はい- 木 山 正 純と 巾して、 ぼつち やまのお 家の だ 

らい 

^  た 力ら、 また ぼつち やまの 家.^  さァ、 ちょ ッと こちらへ いらっしゃい。 ぢィ やが だッこ 

をして おあげ 巾し ましょう。』 

『きたない から、 いや！』 

「左様で ございま すか』 と 云って 延ばして ゐた兩 乎の 袖 を；^ ながら 引ッ 込める よりし 仕 かかがなかった。 

にし ッ かりつ かまって、 こちら を じッと 見詰めて ゐる兒 をな か./ \ 意地が 惡 いやう に 見た。 が、 そ 

て あて 

め：：： から 月 五^の 手 《13 てで ここに 塱 める ことに 取りき めた。 
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もとから 小さい 大名であった 0 で、 子爵と は 言 ひながら、 さう 富有な 暮し でもない やうに 見えた。 

i 園に 向って 右手に 當る 四疊半 を渠は 自分の 部屋に 與 へられた が、 押し入れ も 戸棚 もない ので， 0 分 

の 持って 來た 身の まわりの 物 は 凡て これ を 1 と 包みに して 狹 いむき 出しの 棚に 揚 ゆて 置いた。 貸し 與 

へ られた 1^ 具 も 亦 片隅 へ 積み重ねて 置く より 外に 仕方がな か つた。  - 

めしな 

その 窒は 一 方に 障子 もな く • 直ぐ だだッ 廣ぃ臺 所へ 隣って るので • 飯 焚きのお.^ と 云 ふの が こッそ 

り ぼつち やまに 何 か 喰 はせ て、 その 機嫌 を 取ったり * 別な 年下の 女中 を いぢめ たりす るの が、 用 察 も 

なく 引ッ 込んで ゐる 時には 能く 見付けられた。 

こ C お 政 は、 もう 暖 いからと 云って、 臺 所の 入り口の 障子 を 明け 放さう とする。 こちら はまた * ま 

げんいん  しょうとつ 

だ 惑いから と反對 して、 それ を 締めて 置かせよう とする。 これが 原因で 二日 目から 二人の 間に 衝突が 

初 まった。 それでも、 どうせ， 無學な 女の 事 だら うと 成るべく こちらで 蟲を 押さへ て、 水ッ 鼻の 出 勝ち 

なの を 配り 込みながら、 庭の ごみ ッ ぼくな つて ゐ たの をた だ I 日で 片付けた。 

庭の 掃, と揚を 立てる ことが おもな 仕事に 定 つたので ある。 殿樣が 今日 も 亦 どこかの 夜會に 出られ 

.to ので 湯 は 四時 頃に 立った。 殿様のお 次ぎに は、 奥樣 とぼつ ちゃ まとが 這 入った が • 

こ c と 

『ぢィ や、 新う 熱く しちや ァ 坊やが 這 入れない ぢゃァ ないか、 ね』 と 小言 を 云 はれた 。もッ とうめ ろ、 

もッ とうめ ろで、 バケツに 三 杯 も 水 を 入れた。 すると、 今度 は 小間使のお 淸に ぼつち やまのお もちや 


，を 何 を^って 来い • か を 持って 來 いで， ひとごとながら そとで 聽 いてる のもう る さかった。 氣 儘な 子 

かや ッ とわ  1 あとで は •  .^-てもッと焚けと云はれた。 签の 口が 外に 附ぃ てるので、 それからの 様子 

は 少しも 分らなかった。 隨分 長い 問 かかって から. 漸く 明きに なった ので、 その あとへ 大きな 方の ベ 

ケッに 一 杯 水 を 持って行って いて、 外の 用 をして ゐた 0 

f =i れて、 isa^o お下がり HQ 指し？ 女中 f 三人に 分け、 

こちらの 瞎 に は奈良 《 けが g! 五 片39 いて あるに 過ぎなかった。 

『この gffi 喰へ ない 女 だ、 な』 まった が、 まァ、 する f した。 ところが、 塞 半 

ばに 崖の 方へ 呼ばれて 行った。 きに は羅 S 子樣 が突ッ 立って て. からだ S へと 云 はれる の 

だ。 もう、 十八の 方に して は、 餘り氣 儘 過ぎる やう だが- 

.『 はい、 はい』 と 云って、 その後ろ へま はり、 家中で 最も 美しく も あり、 皮膚の 色の i でも ある そ 

の^を 流した。 上つ かたの 娘 は考へ I ふかして、 平氣で その他の * 笛 M を も 洗へ と 云った。 

rsyg は どこで ございます か？  I- 

『孿 習院 女子 部。』 

『何が 一 桥 お好きです か？』 

f なに ッて I まァ、 獨 りで 考 へる こと o』 
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せ 40 ヌら 

r それ は 結構です よ。 人間 は考 へがない と、 この 世智 辛い 世に は 馬鹿を見 ますから、 ね。』 

『そんなん ぢゃァ ない —— 小說 なんか を。』 

『では- わたくしの 娘の 1 にも 小說 家が あります から、 いっか 御 1 緖に 連れて行って あゆます よ。』 

『だ ァ れ？』 

『〇〇〇〇 と S. しまして II 』 

『知って る、 知って る！』 

こんな 話 をして から、 戻って 見る と、 こちらの 食事 はま だ 終って ない のに、 もう 膳 は 片付けられて 

ふくしう  メ  •  t  0 

ゐた。 むッ としたが、 それでも それなり にして、 い つか は、 きッ と復簪 してやる ことにし t 

鶴 子 様の 恭が濟 めば、 もう 奥 は^ 湯を濟 ませた 箬 だから、 今度 はき ッ とお 政が 先づ貰 ふに 相 遠ない。 

それ を 出し 拔 いて やれと 思って、 こ ツモり 水口から 這 入って、 衣 物 を 横の 方に 圓 めて 置いて、 すぶり 

とから だ を 漬けた。 湯 は 丁度 好い ^1 であった ので * その 中で 顏を 一 と 拭 ひしてから、 じッと 首まで 

暖まって ゐた。 そしてお， 驭の やうな 意地 惡ぃ 人物が もとにな つて、 昔のお 家騷 動なん か は 起った の だ 

から、 若し そんな 場合に なると、 この 老い先き の 短い 自分の 一身な ど は 殿 檨の爲 めに 少しも 惜む 事で 

はない と考 へた。 

から 入り口が 明いた ので、 てッ きりお 政 だと 見て、 したり 顔に 湯の 中で 橫を 向いて そらとぼけ 


てゐた o 

『おや * ぢィ やが 這 入って るの か、 え？」 

『 •：：：•：： 』 びッ くりして 起ち 上った。 御 嫡子の 翁の 擎樣が r 手 i ひ 裏て て 半ばから だ を 出して ね 

られ るので あった。  7 

i さな. 5- さま 

「lf ま 腐んで ゐられ ない のです よ。』 少しむ ッ として ゐられ る やう だ。 

『どうも •s.i ん f 致しました。』 f ね を 飛び出して 、からき f もしな, でべ J を引ッ つか ケ、 

<t あ- * でタ い：：；： な 力ら 云った、 『もう、 お 71 が. £a ま.^,, ヒ  >  」 二 .<  ノ： 

r-s ブ 11 ？ ュ-*^カぁ^みの丄カと存じましたものですから0』 

f どう 近^し， AJ り- ^^M?  n  i, ，く  >.V*S5~V*V).  I 

芝は ズの ぎ： rk, ？』 反りの 一 姬隆子 さまのお！ が^え た。 

『チ ね >  木 山が 先き へ 這 入って たんです の o』 

『H- の" ：3 入って ると ころへ あなたが お 這 入りになる のがお 惡 いでしょう。』 

こちら は 外 Is ひ.^ g つてから ぎ 拭きながら、 どうも 不義で 溜らなかった。 ，の I ぎこ 

U 樣 がぼッ ちゃ まと！^ g 入りになる の はいいと しても、 旣 i た 殿.； の.^^ か U 

は J ぎ f つ I。 騰 ま，？  ！、  11^^ 

るのに f.: 力ない もの か、 a この 老人 だ— I 入って ると ころへ m  JIM 

！  ^^li これから 考へ ると、 ど I れの  一 

の 家 俊 
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二  lo 
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違なかった。 

いつ だッ たか、 雪 子 様 はお 鎞樣 のお 世話 をしながら 斯う 云 はれた、 

『ぢィ やが 今度 代りに 束た のか、 え 1. 何と 云 ふの？』 

『+^  、  、  山 正 純と 申します。』 

『よろしく i むよ、 ね、 ぢ いや。』 

『はい./ \-1 と、 こちら は 叮嚀に あたま を 下 ゆた。  - 

『木ヒ と、 1 かも 人な っッ こいお 裏 を かけながら、 綠 さきに 出て 來られ た。 『お前 はも，，】 の家來 

. ださう だが. I この 離れ は少 おにな つてる から- i. その 積り でよ ろしく 頼む。』 わか 

『は 、く。』 その 時 は 新う 答へ ただけ でぁ つたが >  今にな つてみ ると、. f や 意； 味が 少し 分った やうた 

"も I、  二十 七 AQ 勢 だが、 SIXtil 部糧 みで あるの は 免れが た 

いとしても、 おも 屋と| れと象 を 別にされ たり、 湯 i 人る 順 f あとに されたり して ゐる にに 

H さう 考 へて f と、 i であの 御 失 ま f 少し 薄い やうに 見えた。 擎樣 がその 不 

斷の i を 也に.. らす ところ もなかつ たのに、 丁度 こちらが il 禮 したの をい いし ほに * ひどく 

もなかつ たやう だが、 おし I りに なった のかと 推察す ると • ぉ氣 S なやうな 心持ち もした。 


二 

その 脊の ST 纖も 家で 寒 をな された。 け ふ は ひま だから 木 山 も f と 呼ばれて、 その |g 

の f ひ f した。 ぼつち やまから i 管で il 薄が、 お離れの 人气 たけ は 見えなかった。 全 

^ 奥 平家の あと 取り は刖 にあった の だが • 藝者を 落藉 させて 妻に したので、 それ はは^ち i くになった。 

そして その 御 本人 は 二ぬ 石 や 二 ^石よりも 好きな 女と 世 を 送る 方が いいと 云って 闽&斷 してから、 

今でも そ SQ 小 I 督 やって ゐる。 その 爲 めに •  I  # 姓へ かたまて たこの 奥 f 引羞 して 

あと 取りに したので、 i は 人り 婿で ある。 ifmfmf.  f まとし 

て は f 麓 もな く、 囊 もない が、 そのず、 昔 は 霧で 巡査 か 何 か をして ゐ ただけ に、 Kg に は 

通じて ゐられ る。 f しても なかぐ $^。  M 白い 事 を 云 はれる ので こちら も 調子に 乘 つて. ^1 

はぬ 老人の • つい、 ぶしつけな^ もしゃべ つた。 

そのうちに、 がた Q 塞 は 濟んで • 塞 は 引けた が. その かたがた は 身 そこ I わって、 

珍し さう にこ ちらの fss いて ゐた。 囊も ぼつち やま を 抱いて 少し 前へ 進んで f れて、 お酌まで 

して 下さった ので、 もう 十分な ところ を また！ 杯 重 r- た。 

isi ぐら ゐ ではな かく 4 えません から. ね I それに 娘 や 息子に なって きも f 

^族の 家 S£  , 二】 
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ですから Ifek りゃ鹽 から 資り もやって 見ました よ』 などと しゃべった のであった 

『あの 囊 は 成るべく 身なり I たなく しなければ なりません。 綿入れ |£ ^ぼで う をり ましても、 、そ 

の 上 を ぼろ だらけの 覃へ 物にして、 少し 位 は 水 ッ涕を 管しても *  P. 新う 天秤棒 U ついで』 と 

その 構へ をして、 『ぼつち やま、 ていら ッ しゃいよ III,  §! 糸 引き I！ 辛子 附き 納豆！』 

『ほ、 ほ、 ほ』 と、 ぉ姬樣 がた が先づ ころげて お 笑 ひに なった。  - 

『まさか、 そん I 明は附 けません が、 ね、 I 寶 りに 限って、 妙に ほかの 事 は 申しません。 唯一 つ 

の 裏に ir 附 ける だけで ございまして. ー 「なッ とう、 なッ とう！ なッ とう、 なッ とう！ なッと 一、 

なッ と、 なッ とう！」』 

『ほ、 ほ』 と、 また 笑 ひが 起った。 

『ところが、 酒の f なると 少し 違 ひます。 「賴 や、 酒の 招！ 粕ゃ、 管粕！ 酒の 粕 はいりません か 

ね」 と來 ます。』 

『な， A く TO ^い、 な』 と- 殴檨も 仰せられた。  ， か 

しまらき 、 r  of  -c^^fee^^ をして、 <?ゾ くりした 調子で、 『「烏賊の 

『ぼつち やま • 今度 は 鹽辛寶 りです よ。』 また 棒を擔 く^へ を 「 ^ 

辛、 かつをの 鹽 辛！』  ほん も。 

r 成る 程、 ね』 と、 奧さ まも ほほ ゑんで 口を出された、 『木 山 はさす がに 本物 だよ 』 


『や ァ、 恐れ入りました』 と- あたま を 扱いた が、 いい 氣 持ちに 醉 ひが 出て 来たと ころで、 得意の 

r 雜聲 肅々』 と 『孤 鞍衝 雨』 とを吟 じて その 場 を 引き下がった。 

その 場の^ ひに まかせて 餘 りに 下 だらない 事 を しゃべり 立て 過ぎた か 知らぬ と、 實は その ひ 尾 を 心 

配した と は 打って 途 つて- その 翌 口から 1 歷 分の 評判が 善くな つた 事 を I がんした。 そして 第！ に嬉 

しい 1^ に は ぼつち やまが、 

『面，：：： いぢ ィゃ、 また 納一乂 々々云って 御覽』 などと 云って、 よく 自分に なついで 來 た。 漢ぶ とりの.^, 5,- 

が これ を妨 けようと して、 色々 な ® を 云ったり、 惡 智慧 を 附け たりす るの だが、 それ は 無効で あつ ，,，0 

けォ とも • ぉッ ちゃ まが 負んぶし ろと 云 ふので、 惯れ ないながら にさう すると、 ^手口から 裏へ 行ナ 

と 云った。 また その 通りに 行く と、 離れのお 孃樣が 雪 子檨に 抱かれて おえま 1 にゐ たので そこへ 行って 

1^ に 遊ばせて ゐた。 お 政が それ を 奥様に 云 ひ 付けた の だら う、 直ぐ 呼び 戾 されて お 小言 を 喰つ こ。 

『木 山、 坊や は、 ね • 殿様のお 子で、 向 ふの 鑣とは 位が 違 ふの だよ。 町人のお 胶に 出來た 子と 一 緒に 

遊ばせて はいけ ない よ。』  . 

U 左 棟で ございま すか？』 それで 分った の だが、 坊ッ ちゃ まがお 孃ち やまの 手 を 引いて、 離れへ 渡し 

た 梳の上 を 二人で おも 屋の 方へ 來た 時、 奥樣 はこれ を 見付けて、 小 問 使のお 淸を氣 が 利かぬ と 云って 

叱って ゐられ た。 それ 程 上つ方で は 區別を 立てなければ ならぬ もの だら うか？ i が 御 健全の 閒はそ 
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れ でもよ からう が、 やがて 萬 歳の 後 は、 如何に 奧様 でも、 坊ッ ちゃまで も • 御 嫡子の 政隆 様の 御 家 終 

になって しま はれる ので はない か？ —— 離れのお 三 かたがお 可哀 さう になった。 

或き は. - また • 坊ッ ちゃ まがい たづら をして * 便所の 側に 吊して あった 唐 かねの 小さい 燈籠を 竹の 

棒で 叩き 落し、 その 家 根の 反り を 曲 ゆて しまった。 それ をお 政 は坊ッ ちゃまで はなく * ぉ孃 ちゃ ま 0 

せいに したので、 奥樣 はお 離れに 向って 大變 小言 を 云 はれた。 たッた 四つの 女の 兒に そんな 事が 出 來.. 

るか どうか、 ちょ ッと考 へて 见 れば效 るの だが、 奥 檨には それが 分らな かづた。 お離れ も 亦 叱られた 

儘に 少しも 言 ひ 返し はしなかった。 餘ッぼ ど 素 ッ破拔 いて やりたかった。 

木 山が 自分で お 政の 遣り口 を |g 合 ひから 瞰ん でる と * まだ 物が 分らない 坊ッ ちゃ まを臺 12- の 喰べ 物. 

で 手な づけて 置き、 成るべくお 攻 く と 云 はせ て 奥様に 取り入って ゐる。 そして 奧樣 のお 聲が かりが 

A- ぢ わ 

ハ いの を 笠に 眷て、 年下のお 園と 云 ふ 小さい 仲 働ら き やお 淸を 蔭で は 意地 惡く こづき 舞 はして ゐ る。 

奧樣も 奥様で li- お 多， とぎ I 取り を 1 緖 にした やうな、 あんな 女の どこに いいと ころが あると 

つて か、 その 口先き ばかり を 信じ 切って、 ぉ攻 でなければ ならない やうに して ゐられ る。 お召し物の 

ちょ 

出し 人れ にも かの？^ を 呼び * 三越な どへ 買 ひ 物に 行かれる にも かの 女 を つれてくので、 太ッ ちょの 女 

と叟 せぎ すで すらりと 高い 奧議と は 丸で ソ マト ー ゼを飮 む人飮 まぬ 人 だ。 尤も、 大きな 買 ひ 物に は * 

やつ  わか- 

この 二人に また 必. f 次男の^ 友 樣が附 き 物に なって 行く。 これが また 喰へ ない 奴で、 奥 樣の甚 定カ分 


らな いのに 乘 じて、 いつも 五十 圆の 物なら 六十 圓に、 百圓の 物なら 百 二十 圓 にして • それだけの 餘分 

を こ ッ そり n 清 服して おのれの 小 使 ひに して ゐ るの だ。 それ を 知らない 奧樣 は、 誠にお E 出たい もの 

ちょうはう 

で， 餘り 御機嫌 を 伺 はぬ 御 嫡子より もこの 次男 を 重 寳 がって ござる。 そして 

『木 山 • 降 友に 相談して 御霓 よ』 などと， 少し 六 かしい 事が あると 次 Hf- を 思 ひ 出しに なられる けれど- 

も  *  決して 政隆 様の 方 を 立てた ことがない。 

隆友 —— だけ は 『樣』 をつ ける 氣 になれ ない の だが —— など を 殿様 は 全くお 近附 けになら ない 方が 

4. ぐら ざ か  べっきょ  ► 

いいの だ。 神樂 坂の 安藝 者 か 何 か を 女房に したので * 屋敷 以外に 借家 させて、 別居に はして あるが • 

どうせ 何の 仕 にも 就いて ゐな いので、 毎日の やうに やって 來て、 お 家の 寧に 入ら ざらん：： を 出す。 

そし て 法 体 舉校を 出た とか 云って 自慢 さう に 理窟 を揑 ねる。  . 

『ぢ ゃァ- お 兄 様に も 伺って 兒 ましょう。』 わざと こちらが 話の 腰 を 折って やる と、 

『兄な どに 分る もんか』 と * 直ぐ これ だ。 どうもお 家に 惡 人が 二人 ある やうに 思 はれて 來た。 それ も、， 

考 へて 見たところ * 家扶の 桑 木 氏が よ ぼく ぢぢィ で、 うまく 取り締りが 出來 ない 爲 めだ。 それに こ 

ぜ s> そく 

ちらが 來て 以來、 多少 安心した のか、 喘息 をロ實 にして よく 缺勤 をす る。 それ 程なら、 ぃッ その 事、 

家扶 を こちらへ 譲って しまへば いいのに！ 

1 體、 家ぢ うの 女で、 雪 子樣を 除いて は、 全 くだらし のない 者ば かりだ。 湯に 這 入っても、 始末よ. 
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ちゃ ラ か 

；. く 出て 行く の は 雪 子 様ば かりで、 他の 者 達から 馬鹿にされ てる 町家の 生れ だけに * 寧ろ その 身 をよ く 

慎んで ゐられ るの だら う。 あとの 者と 來ては 全くお 話に ならぬ。 奧樣を 初めと して、 湯の 時間が 締り 

こんど 

なく 長いし- 石鹼 や. 比 粘 道具 をお ッ ぼり 出して 上って しま ひ、 今度の 時 それが 見えない と、 雪 子樣ゃ 

その他の 誰れ かの せいに してし まって けろ りと して ゐる。 ところが その 實、 お 政が ぉ姬檨 がた の石鹼 

やお AI^ を盜ん でる 事 はこ ちらが 見つけて 能く 承知して ゐ るの だ。 

- W まつ 

『あなたのお 持ち物 は あなた 御自身で 善く 始末 をして お置きなさい ましよ。 ぉ欧 は. S けない 奴で、 時 

時ち よろ まかして をり ますから、 ね』 とそれ でも 鶴 子 様に はから だ を 洗って あげてる 時に 言って 聽か 

わか 

せた ところ、 年 は 下 だが、 なかく 分りが よかった。 

『お 母樣 はねえ 檨 ゃ坊ッ ちゃ まの ひい 氣 ばかりして！』 

このお 言葉に は、 女中 共の 蔭で 云って る 事を聽 くと、 理由が 無いで はない。 毎日の 攀 校への 往き復 

りに、 どこかの 畢生と 知り合 ひに なって、 誘惑され たと か、 され かけた とか 云 ふ 事が 親に 知れて、 鶴 

子樣は 暫 らく 監禁 も 同様に されて ゐた 事が ある。 それが 爲 めに 兄弟にまで 卑しめられて ゐて、 今でも 

多く はお 部屋に 引ッ 込んで ゐられ る。 そして 頻りに 何 か 書いたり 讚んだり して ゐられ る。 1 姬と 

次5?^^は親に封してぉべっかが上手だが、 御 嫡子と この 鶴 子 樣とは 自分の 思 はぬ 事は诀 して 口に 出さ 

ぬ。 殊に、 鶴 子樣は 美人で も あり 俐巧で も 力る が、 11 そして それが 1 姬の隆 子 様に；： K も 憎まれて る、 


の だから、 —— 餘 りに ひがみが 强 い。 母 や 肺に 對 して 不斷は 成るべく こらへ てゐる 感情が • 時に よる. 

とた だ 五^の 坊ッ ちゃ まに 向って 勃發 し- 氣 ちが ひの やうに なって 弱い 兒と 摘み 合 ひ を爲る ことがあ 

る 。『罪 もない 兒 を！』 奥様 は 怒って 仰せられ るが、 坊ッ ちゃ まにまで 鶴 子 様を渴 鹿に させて 置く の は、 

奥様が 餘り 片手^ち であらう。 男の子が 上に 二人 も あるのに、 どうせ あと 取りに はなれぬ 坊ッ ちゃ ま 

を 殿様の 次ぎに して、 $1 に 崇めさせようと する 奥様の 氣が 知れなかった。 

ぉ攻が こちらの 知らない間に、 初めのう ち、 紙屑 を 費って た 時に も • こちらの 反 對意兑 が 奥 樣には 

通じなかった。 f^: 圆の 月給 は 安い か 知れない が、 邸で は 紙屑が 澤出 出る から、 それ はお 前の. K ク 分に 

してやら うと 首 はれた のに、 お 政が 横取りして みたの だ。 で、 その 事で、 

『お 政と 云 ふ 女 は實に 不^な 女です』 と、 奥様に 訴へ 出る と 同時に、 ぉ姬樣 がた のお 白い を"^ 1 する 

事 出スク 商.. S 力ら き. り 前 を る 事、 奥様に 隱 して 坊ッ ちゃ まに 奈良淸 け やそ の^の 不^ 匕，， お を， へ 

て惡 機嫌 を 取る 事な ど を 巾し 上 ゆた。 が、 

『まさか、 そんな 事 は —— 』 

丸で 無 神 經の人 も同樣 であった。 だから- お 政 は 11 に乘 つて、 こちらの云ふ^}.を=::て^にしてしま 
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つた e 

『よし、 覺 えてろ よ、 お 政』 とかの 女 を奧樣 のお 目の前で 瞰み 付けて やった、 『今度お いらが その 揚で 

證據を 押さへ て、 殿樣 のお 前へ 持ち出 してやる から！』 

『  』 お 政よりも 奥様が 却って 不與 なお 顔 をお しにな つた けれども、 新うな ると、 女子供に 對す 

かく  W  5  ぎ 

る 不正直な 遠慮よりも、 殿様に 向っての 正直な 忠義が 必要 だと 云ふ覺 悟であった 

.S 義の爲 めに は 所謂 小瑾を 返りみ すだと 云ふ氣 になって、 苟 くも 殿様から 直接に 食物 を  昔なら 

お を 11 與 へられ てるこ ちらに 對 して、 お U が 不都合 にも こちらの 膳 に 出す ベ き お 菜 を 得手 臉手 

に 添へ なかった りした 時 • どうせ 口で 言っても 分らない の だから、 むかし 覺 えた 柔術の 手 を 出 して、 

ぢょ 

板の間へば たりと 投ゅ 飛ばして やった。 その 時 はかの 女から 奧樣 に訴へ 出た の を 幸 ひ、 こちら はまお 

ほうば 5- 

お 政が 絕 えす 水 を こちらに 汲んで 貰 ひながら * 有難い と 思 はす、 少しも 朋攀 としての 思 ひ 遣りの ない 

、、漆 を あばいて やった。 

『人が I、 い 朝 を 親!^ に 早く 起きて やって ますのに。』 

『もう、 装い 事はありません よ， ぢぢ ィぢゃ あるまい し。』 

『何 だと、 このお たんちん！』 餘 りの 事に、 また 片足 を 立てて 握り こぶし を ふり 上 ゆて 見せた が  0 

らんば う 

『ま ァ、 木 山！』 英漾は 僅かに こちら をお 制しに なった 。『お前 は 少し 亂 暴で 困る が  さう 云 ふ 事 は.. 


これから お前 達の で和談 なり- 取り極め なりして いたらよ からう に o』 

『はい。 然し これ はな かく 分らない 女です から 11 年下の 朋载 なんか をい ぃ氣 になって いぢめ てま 

して。』 

うそ 

『^です よ！』 

『ま ァ、 お 政 も 11 女 は 女の やうに。』 時には 斯う、 奧樣も 分った やうな 事 を 云 はれた。 

お 政 は それから こちら を 『ぢィ や、 ぢィ や』 ッて 馬鹿にする 亊を やめて、 それでも 他の 女中からの 

やうに 『木 山さん、 木 山さん』 と 云 ふやう になった。 

お 庭の 樱も s; き 初めた。 何となく 浮かぬ 様子が 見える の は、 お離れの 人々 ばかりで、 奥様 を 中心と 

しての 人々 は sc^i^ 並みに 浮きく して 來た。 家扶の 話に よると、 1家の主婦たるべき奧樣の|〔；は^^^ 

の爲 めに、 幾ら豫^^^を立ててもさッばりその効がなぃ。 今回 もまた 國人會 のお もな 人々 五六 名 をお ポめ 

て 相談^ を らき、 その 人々 から 寄附 を 募り、 ゃッと 埋め 合 はせ をつ ける ことにな つたが、 その 殘り 

t もの 

の 金 は、 また 奧樣ゃ 隆子樣 の 衣 物、 坊ッ ちゃ まの 贊澤 なお もちや、 並びに 次 3- のちよ ろ まかし 金に な 

つてし ま うだらう との 事であった。 

その 金が 揃った が、 今ち ょッと 持って行き 11^ るから、  なら 取りに よこして 貰 ひたいと 云ふ電 M 

やくめ 

カ殿檨 にかかった ので、 その 役目に こちらが つた。 さき はこ ちらの 實弟 だが、 銀行家と して すん す 
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ん 出世して ゐ るので、 長らく 遠慮し て 音信不通 にして ゐ たの だ。 

『今お 屋敷に 勤めて るので すか』 と、 大層 意外 がられた。 

『なァ に、 つい ふ不圖 した 事で —— まだ 何程に もなら ない の だが —— 』 

『先：：：！ おも 立った 者の 相談 會 があった 時に、 殴樣 から そんな 話 もなかつ たが I— 』. 

わか  * 

『さう だら う、 こッち もい つやめる か、 やめられ るか 分らなかった ので まだ 通知 もしなかった が  

何しろ だら しのない に は 驚いた、 ね。』 

『困 るんだ よ。 相談 酋と 云っても、 別に 相談 を 受ける ので もない し。』 

づち 

『さう だッ て、 ね』 と、 口 を 尖らせて 相 ひ槌を 打った。 

『云 はば、 まァ、 みんなが お 二人 を 上座に 据 ゑて 獻 を 命じられる やうな もので、 ね  それに、 あ- 

の 奥 さま はた だ 金に 締 りがない ばかりな らいいが、  いっか も、 ほかに 何 11 が出來 たり。 それ は 然レ. 

お諫めして やまった やう だが。』 

『へい、 さう か、 ね。 一二 姬の鹤 H "さま も 一度 男に 引ッ懸 つた さう で。』 

桀 はこれ を 知らなかった が * 矢ッ 張り こちらと IK 解 は 同じであった。 

『然し、 あの方 だけ はどラ やら 一 人前に なれさう だ。』 

『然し、 みんなに いぢめ られ て可哀 さう だよ。』 


こんな 話 をして、 お 家に 對 する n 頃の 欝忿を 少し は 漏ら， レ^た が、 金 を 受け取る と • 愈々 お 家 大事 

な氣 がして 成るべく 急いで 歸 つて 來た。  . 

* して 奧樣 は、 まだ 殿樣 のお 歸宅 もない のに、 次男の 降 友 を びに やり、 三越 行きの 支度 を 初めら 

れた。 又 かと 餘り 馬鹿々々 しいので、 用事 をう ッ ちゃって m はいて 自分の 居 に 退き *  £<k^Ak.:^ 

娘に 出して © かう と 思って ゐた 通知 を、 かねて 用意の 《ガキ に 書いて ゐた。 すると 突然、 

『わ ッ』 と 泣いて、 氣 ちが ひの やうに 眞ッ靑 な 額 をして、 鶴 子榇が 珍しく もこ ちらの きたない 部屋へ 

飛び込んで. 來られ た。 

『どうしました？ どうしました？』 

『  』 鶴 子 様 は、 ばったり 倒れて、 こちらが 驚いて 擴り 向けた 膝に 兩手 でか ぢり 着かれた。 そし 

て よそ行きの 衣 物の 袂を 嚼ん でお い./ \ と 泣いて ゐられ る。 ただもう 泣く ばかりで 何もお 言葉がない 

ので、 こちら は 弱って しまった。 

『ゃァ い， 大きな 鋭に 泣いて る- 泣いて る』 と 言って • 坊ッ ちゃ まが 追ッ 掛けて 來 た。 

『ちょ ッと 待って いらっしゃいませよ、 わたくしが 伺って 參 ります から』 と 云って 立ち あがり 樣、 『坊 

ヅち やま はいい 兒 ですから、 まァ、 こちらへ いら ッ しゃい。』 小さい 手 を引ッ 張って 奥 極のお 部屋へ 伺 

つて 見る と、 皆様が^ 飾って 外出の 用意が 出 來てゐ た 0 

蹈 族の 家薛  ニニ 】 
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T あれ は氣 ちが ひだから、 勝手にして 匿き な』 と、 奧樣は 仰せられた。 

『勝手に 泣いて るの だよ。』 これ は 隆子樣 の すげ ない 仰せであった。 

お 一 一 人と もい そく、 して ゐる 上に 少し 昂 奮の 御 様子が 見えた ので、 なんとも 言葉の 出し やうが なか 

つた。 女中 部屋の 方から お 政が —— これ もみ ッ ともない 顔に お 白い までつ けて —— 廊下 を やって 來た 

の を 捕へ て、 こッ そり 聽 いて ると、 鶴 子 様 は 奧樣が 連れて行かう とも 首 はない のに、 勝手に 連れ立 

つて 行く 氣で お作り をして しまったの であった 0 

しか  もっと 

『奧樣 がお 叱りになる の も 尤もです • わ、 あんまり 氣儘 過ぎます もの。』 お 政 もい ぃ氣 になって こんな 

事 を 云った。 

『苟 くも 殿樣 のお 姬様を —— お前 風情が！』 低い 聲 で だが 叱り付けて 置いて、 鶴子樣 のと ころへ 房つ 

せっかく 

て來た 。『折角、 お召し物 をお 更へ になった のに、 ねえ。 —— まァ く、 御 辛抱なさい。 おか ァ樣の 

み iL げ 

事です から、 何 か あなたに もお 土産の 無い 事はないでしょう から。』 

げんくわん 

玄 II の 方が 一時 賑 つて 來 ると • 鶴 子 様 は 泣く の を やめて、 その 方へ じッと 耳を澄まして ゐられ た 

何だか 可愛い 娘と 一 緖にゐ る やうな 氣 がして、 こちら も 皆 を 見送りに は 出て 行かなかった。 

^と 入れ違 ひに 殿様が ぉ歸 りに なった ので、 一 部 始終の こと を 申し 上 ゆると • 

f あれ を 費 ひ 過ぎる と 困る から』 と 言 はれて、 直ぐ 三越べ 電話 を 掛ける^ を 仰せつかった ところ、 皆 


たウち f.< 

はま だ， M ふ へ 到^して ゐ なかった。 

『それ もさう でございますが、 殿様』 と、 恐る く 口を出して IS< た、 『奥様 は あまり 鹤子樣 をむ ごく も 

てな され 過ぎます やうで ございま すが —— 』 

『あれに も 困る て —— 』 

『m 子 様が でございます か？』 

『いや i i 殿. J は あと を獨 された が、 矢張り 奧樣を 指して ゐられ たの だ。 

夕方 皆は歸 つて 来た。 そして 一緒に 行った 賤子樣 に はまた 美しい お 召が I っ出來 たが、 殘 つて ゐた 

鶴 子？ S の 分と して は 僅かに 半 5 つであった。 それ を 鶴 子 様 は その 場で びりく と 引き裂いて しま は 

れた。 愈々 氣^ の あるお 方で は あると お げ中 したが、 さう は 1 はに 讃め る亊も 出来ない ので、 日 

がー^^：れてから， そッ とお 部屋へ 行き、 

『おか ァ 様へ はも ッ とおと なしく して、 ね- 餘り g まれない やうに する 方が 御 S 身のお 爲 めです よ』 

と 云 ふ 事 を懇々 と說 いて 聽 かせた。 さう 云へば：？ 4 して がらない f はなかった が * その後 も 矢張り 鶴 子 

0 の ち ょッと した 寧で よく 衝突が あ つ た 。 

ひそ 

メ リか， in: 分で W 力に 考 へたと ころで は、 假り にこれ をお 家 騒動の 手 初めと して は、 善人 側 は 忠僕の 自 

分から 數へ 上げて、 鶴 子 様、 11 離れの 御 夫婦と ぉ孃 さま、 —— io それから • 惡人側 はお 政、 — 

r:  ジ 家 俊  ニニ 三 
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隆子、 — 次男の 隆友、 I— 奧檨 と坊ッ ちゃ ま。 で、 差し 當り 自分 はお 政と、 そして 御 摘 子の 政. 隆樣 

は 御 次男と i おする 役目 だ。 が、 御 嫡子 は餘り 弱く、 惡く 云へば 意久 地がない ので、 自分が その 重い 

.. 役 を も 翁ね なければ ならぬ やうに 思 はれた。 ところが、 こちらのこの氣持ちと|^悟とを奥檨は3©^^ 

てまし  ， 

ら 幾らかお 感づきに なって、 隆友 にお 話に なった 事が あるら しい。 渠は こちら を 敵視す るの が 近頃 甚 

だしくな つた. >  . 

殿様に しても 極 和ら かにお 呼 びになる ところ を、 隆友は 失敬に も 

WJ な  けん どん 

『木 山、 木 山』 と 怒鳴り立てて、 こちらが、 藥 自身の 家來 でで も あるかの やうに、 慳 貪に こき使 はう 

じ まだ 5 

、とする！ 何 かの 折に 1 本參ら せて やらう と 思って ゐた ところ、 折よ く 又しても 玄關の 式臺に 立って 藤 

りに わめいて ゐた。 

『l:s です か？』 わざと ゅッ くり 構へ て 出て 行く と、 渠も 神き にさ はった かして、 聲を 荒く して、 

『履き物 を 出せ』 と 叫んだ。 

『殿様が お出かけで すか？』 

『馬鹿、 おれの を 出せ！』 

『あなたの なら， あなたが お出しに なったら いいでしょう 0』 

『なに ィ！ 赏樣は 召し使 ひぢ やない か？』 


「はい、 召し使 ひです。 然し あなたの 召し使 ひぢゃ ございま. y ん 0 一 

I  だん 4 ん 

『よし！』 斷 念して、 は 自分の 手で 下駄箱の 蓋 を 明け、 その 履き物 を 出して 土間へ 下した やうに 見 

えたが、 懐ろ 乎 をして IT ひ 奥へ 引き返した 後ろ姿が こちらの^ から ちらと 見えた。 こちらの 推察 通 

り、 E ぐ 奧樣を 焚き付け たの だ。 

呼びつ けられて 行って 兒 ると * 奧樣は 非常に 不機嫌な 顏 をして、 

らんば う 

『お： 正 だが、 どうも 亂^ で 困る から、 暇 を 取って 貰 ひたいが、 ね  J 

『分りました、 はい 11 では、 早速』 と、 少しせ き 込んで 尻 を 持ち 上け かけた。 この 思 ひ 切りの よさ 

に 却って また 奥様に 未練が 出た かして、 斯う 云 はれた。 

『いや、 け ふ 直ぐと 云 ふので はない よ。 殿樣は 今から お出かけに お成り だから. 今夜 ゅッ くりお 前の 

お別れの 一； n ま 水 を 巾し 上け て —— あすに も、 ね o」 

IT はい』 と、 聲が 顔へ た。 こちら もさう 云 はれる と、 また 淚を 押し 隱さ なければ ならなかった の 5MO 

殿 さまのお 歸宅 前にち ょッ とと 思って、 日が 暮れる と 直ぐ， 1^ がの 桑 木 氏 を その 私宅に 訪問した。 

和 らす iw, おが ひどい ので， この 日 も その？ „!» めに 休んで ゐヒ。 

黎 族の 家僕  -ni 
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『君が いよ/ \隱 居で もす る 時に ゃァ、 その あと 簽に 僕が 坐 わっても いいと 思って たの だが、 ね .11 

まァ、 この l^i だ。 孔子 様 も 云つ てら ァ* ね、 說 いて 容 れられ すん ば 去る だ。』 

『盘 祭， 華族なん か、 お ほやう といや ァぉ ほやうな の だら うが、 まァ、 殆ど 何も 分らない の だ、 ねえ 」 

新う 答へ て、 桑 木 氏 も 色々 不： 牛 を 漏らした うちに、 耳 新ら しかった の は隆子 様の 事であった。 かの 女 

と 鶴 子 様との 間に 今 I 人 松 子と 云 ふお 姫様が あるの だが、 それ はお 國の大 百姓のと ころへ かたづ W て 

ゐられ る。 その^^：^が隆チ樣を自分の妻の姉だから叮嚀に取り扱ひ、 松 子 樣に對 してよりも 優しい 首 

翁 を かける の だが、 これ を 隆子樣 は 妹よりも 自分に 氣が ある ものと 思 ひ 込んで ゐる。 度々 お 國歸り を 

したがる の は その 爲 めだが- これ を， M うの 夫婦 は 非常に 迷惑が つて • 終 ひに は 松子樣 から 奥様へ お 手 

紙が あり、 以後お 姉 隨を國 へよ こして？. si るな と 云って 來 たさう だ。 それに も拘ら や、 奥様 は 姉が 妹 

こんしん 

のと ころへ 行く に 何の 差し 支へ が あると 云った 風 だ。 この頃， 松子檨 は姙娠 してやが て 七 八 箇月に な 

るから と 云って、 子供 を慶み 落しに わざく 區歸り をす ると 云 ふ 通知が 來てゐ る。 また 入費が 嵩む の 

はお 家の 御 勝手と しても. 隆子樣 が 今度 はまた 鬼の 留守 を 狙って 出かけて 行きたがって るので、 つい 

こないだ * 桑 木から 事情 を說 明して 殿様に 隆子檬 を 叱つ て賃 つたと ころであった。 

『あの 不器量な 出 房り が. ね！』 

『^れ たもの だ』 と， こちら も 明いた 口が ふさがらなかった。 


ざん ね，？ 

その 夜 • 殿 樣は殘 念 さ 5 に 仰せられた、 

『お前 を やがて 桑 木の 代りに 引き 上け ようと 思って ゐ たの だが、 II どうも 一 家と 云 ふ もり.，^ - ぉヒ、 

せぃ^ょくょんね  ^  ^  r^Tl\ 

の 勢力 範 園で、 奥に 氣に 入られな いと、 な 一 J 

『さやう 1. はい！ わたくしが 行き届きません ので ございま すから、 止む を 得ません o』 

『19- に 角 I 杯 やれ』 と、 それでも 奥樣 のお 心盡し を殿樣 から にて、 半ばお 言葉に あまへ 半ば はま 

た 燒け氣 味で、 いつもよりも 多く 飮み 過ごした。 そして 例の 詩吟 を 皆に 聽 かせてから 獨 りに なった。 

お 庭の 周閣 に^いてる 櫻 も、 もう 見納め かと- 床の 中で 思 ひ 浮べながら、 あすから どこへ 行かう か 

と考 へた。 下 だらぬ^ を氣 ちが ひの やうに 怒る 息子と 嫁のと ころへ は 無論 行きた くな し。 身投げまで 

した 程 つてた その 男と 手を切って、 今回 小說 家に かた 付いて、 ゃッと 落ち 付いた 娘のと ころ を 煩 は 

したく もない し。 久しぶりで 再び 納 K 寶 りの 合宿所へ 歸 るの も！！ g だし — 『厭世家の ぢぢィ なら- 

こんな 時に ふんどしで 頸と ござる の だ、 な？』 ふと gri^ が 耿を思 ひ 出した II 『願 はくば 花の 下にて 

^^死なん』 一 I か？ — かの きさらぎの 頃. I 犬 死 — 忠藹 I 尾の 上 * 岩 藤 II 惡人 11 善玉 — 

お 政 11 お 家 領 もし 兼ね まじい 華族の 次男 I i _ 35 いやう で また 氣の 毒な 11  

en 分 は、 もう、 この^から 追 ひ 出された のであった。 

いつの^にか 一 ニ途の 川の やうな 黑ぃ 水の 流れ を 渡らう として ゐ る。 坊ッ ちゃ まが 連れて ッて 5^ れ C 

群 族の 家僕  一 
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と 追 ひ 掛けて 來 たが、 あなたの 來る ところではな いと 申し 上け て、 氣の赛 だが 叱り付けた。 ぢィ やの 

背中が 重い と 思ったら、 鶴子樣 がお 孃ち やまに なって おぶさって ゐる。 政 隆樣と 雪 子樣 とが あとから 

はだしで 据を 端折って ついて 來る。 

『ようご ざいます。 これから はお 紫の 1 升 買 ひ をなさい ましよ。 その 方が すッ とお 得です から —— J 

の はら 

あたり はた だ、 だ だ ッ廣ぃ 野原であった。  - 

『木 山！ 木 山！』 ど こ からか 荒ッ ぼく 自分 を 呼ぶ 聲 がする。 

なまい *>  , 

『また、 あの 次 sf- めが 生意氣 な！』 

『木 山！』 どうやら、 それが 殿様のお 部屋から らしい。 

『はい！』 跳ね起きて、 その 方に 行き かける 時、 

どろ 7 う 

『泥棒 だ』 と 云 ふお 聲が 聞え た。 

『さう です か』 と あわてて、 その 足で 廊下 を 二三 度 行きつ戻りつ したが、 雨戸が 一 枚 外れて ゐ るの を 

ちんこ i 

發兄 した。 そこから 飛び下りて、 直ぐ 怪し さうな 裏庭の 諸方 面 を 探偵した けれども • もラ邐 かった 

自分が iJk な 夢な ど 見て ゐ たのが 後悔され た 11 せめて こんな 時に でも 1 つ 自分の 手が らを殘 して 

置くべき であった のに！ 新う 思 ひながら、 庭內を錢らす《^^廻ったが、 木の 根が 黑く、 花が 夜目に おく 

浮んで 見えて たばかり だ。 


もとの 雨戸のと ころへ 立ち 戾 つて 來た 時には、 お離れの 戶も】 つ 明い てるのが 見えて、 そこの 御 夫 

嫦 のお 姿が その後ろ なる 電氣の 光りで 黑ぃ影 を 長く お 庭の 上 こ，^ ゆら^て ゐ た。 

どろ f う 

『泥棒です よ、 若様、 泥棒で！』 こちらの 聲 はま だせき 込んで ゐ た。 

『ふ ふん』 と、 お ほ 殿様のお 吹き出し になった 聲 がした と 見る と、 もとのと ころに お 顔 を 出して る 

られ た。 『ゐ ないか？ J 

『どうも 見つかりません o』 

『僅かのまで しかなかった が —— 』 

『でも、 木 山 は 割りに 目敏い よ。』 奥樣も 殿様の 後ろに ゐられ た。 足の裏 を 手で 拂 ひながら all に 上る 

と • お 政が その また そばに ゐて、 締まりのない 寢卷き 姿で がた く 顫えて ゐた 。こんな 時に， S ^ひも、 

大熊 でも 取り 押さへ て、 お 政に 威勢 を 見せて やりたかった。 

その &i 朝、 殿様のお 目通りへ 呼び出され たので、 愈々 お 暇 かと 思ったら、 Ifl いに も • 續 けて 使って 

下さる とのお 達しであった。 そして、 

らん ほク 

『多少の 亂 は 見の がす 代りに、 正直に 勤めて 貰 ひたい o』 

『はい。 はい、 はい！』 感淚 にむ せ 返る やうに なって、 あたま を 上 け る 辜が 暫 らく 出來な かった 0 『以 

後 は I 1^ 愼 みまして、 殿様のお 爲 めに は I 命 を も 惜しみません o』 

華族の 家 傍  一一 一一. - 
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『g む 11 また • ゆ ふべ の やうな 事が あって は 困る から、 な。』 - 

『はい、 はい。』 

『卞： ：： は Ift,^ しッ かり 者 だ、 ね』 と、 奥樣 もこ ちらに 向って 優しい ぉ聲を 掛けられた 0 『眠って しまへ 

ば、 まるでぐ うたら かと 思って たら o』 

『、、 へ、 へ』 と • 笑って あたま を播 いた。 

かくしん 

その 日から， 木 山 自身 は 殿様に も奥樣 にも 十分 信用 を 得た と 云 ふ 確信が 出來 て、 また 一 ときわお 家 

の 爲めを 思 ふやう になった。 

おん レム 

『J,iu. さんの やうな 人が ゐ ると、 わたし 達 も 安心 だ、 わ』 と、 女中 共 も 云 ひ 初めた。 

『+、 0  < ；ら はいよ./ \. 腹 をき めて、 奥 平家の 忠臣 を以 つて 任す るの だから、 お前 達も覺 悟して ゐろ』 と， 

せんげん ， ) 

お 政へ は 特に 威す やうに 宣言した。 

『わ た しを惡 人 か何ぞ の やうに ！』 お 政 は 新う まって 笑った。 

松子樣 がお 國 から 付き添 ひ を 二 名 つれて * 大きな お腹で 里歸り をして 來られ た。 そして それ 何が い 

る • かがいる と 云って、 家扶の 桑 木 氏の 心 した 通り、 またお 物入りが 嵩んだ。 それば かりなら まだ 


しも だが- 松 子 様に 何 か 1 つ S 只 ひ 物が あると • 隆子 様と 鹤子樣 とが また いて、 それ 相 常の 物 を，. 

だらない では 置かない ので、 奧樣も ほと/ されて る やうであった。 

その 爲 めに また 一 家中が 妙に 昂 i の狀 態に 落ちて しまった。 木 山 自身まで がそれ に 釣り込まれて、 

鶴 子 様と 松 子 様との 問に 起る 競爭、 1. 隆子樣 と 雪 子 様との 無言の すれ 合 ひ、 — 坊ッ ちゃ まとお^ 

ちゃ まとの 互 ひのしく じり をお とな 達が どちら かにな すり 合 ひの I がち、 — お 政 一 派と 松 子 樣の附 き 

添， J との 睨み合 ひ 11 。 こんな 事に 唯 さへ 少し 遠い 耳が 1 歷： 速い やうに、 唯 さへの ぼせ 氣味 になり 洛 

ちな あたまが 1 歷 ぼう ッ としてし まった 0 そして 自分の 兄が 取り のぼせて 人 を 斬った 爲 めに は ^、^ ビな 

つた 時の 事まで が 忍 ひ 出された。 

『ォ 比の 目が 引き 釣って る』 と • 鶴 子 樣はを かし さう に 笑 はれ JJO 

『斯う 八方に 氣を くばって ゐ ちゃ 11 自分で はこの じれったく なった 心 を 取り 納めよう として ゐ るの 

こそ. S  S 

だが 底意 地の 惡ぃ 次男 樣 がさう させなかった。 履き物の 件から はッ きりと こちらに 恨み を^った 渠 

は、 こちら を 悼って か 少しも 言 紫 を かけない。 それ は 少しも 構 はない としても-相 變らす 奥様に gl^ 

を附 けたり して ゐる" そして 松 子 檨の爲 めの 買 ひ 物 をぎ i 似して、 少 くと も 三十 五六 圓の金 をち よ 

ろ まかした 事が 明らかに 指摘 W 來 るので、 その 實物 を.^ き 合 はせ て、 その 點を 殿様のお 目通りで よく 

說 明した。 
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『成る 程， な ！ 隆友 がよくない』 と • 殿樣も 怒って 御 合 li された ので、 これに 力 を 得て こちら は渠 

を 責め立てた。 

『隆 友樣 は殿樣 から 十分のお 小 使 ひ を 貰つ て ゐられ るのに、 どうして いつも こんな こと をな さるんで 

す？』 

『いつも ぢ やない 1』  . 

わか 

__ いや、 わたくし 共に ゃァ ちゃんと 分つ てます よ —— お出しなさい！』 

『  』 隆友は 着服した だけ を默 つて 1^ 氣で 投げ出した。 奧樣ゃ 松子樣 はこれ を そばで 見て 驚いて 

ぞうち やう 

ゐられ た。 增 長させ て 置けば、 この 次男 は 終 ひに は 御 嫡子 夫婦 を 毒害す るに 至る かも 知れない と 思 は 

れ た。 

その 翌朝、 渠が靈 近くに なって、 今 起きた のか、 ぼんやりした 顔 をして その 自宅から やつて 來 たの 

にお 麒 下で 出くわし たので、 こちら は何氣 ない 振り をして、 

『お早う』 と聲を かけた。 

にら  》 ^ら 

『  』 返事 もしないで、 渠は こちら を じッと 睨んだ ので、 こちら も 睨み 返しながら 行き過ぎ かけ 

ると、 踏み 止って、 『待て 11 賁樣は 主人 を 馬鹿に しゃがった、 な！』 

r なんだ と！』 


『  』 、渠は 無言で、 いきなり その 握り こぶし を以 つてい やと 云 ふ 程 こちらの 横ッ 面を擲 つた。 

『畜生！』 お 家の 爲め にこの 大惡人 を 减 ぼし さへ すれば、 自分の こんな 老^な ど はどうな つても ハぃ 

かくご 

と sffis した。 

『どうしたの だよ』 と 云 ふ 奥様の 笑 ひま じりのお 聲が聽 えた 時には、 こちら はわれ 知らす 次男 様 をお 

が ひ 締めに して、 息の根 をと めようと して ゐた。 氣が 付く と 直ぐ- その 手 を ゆ^めた。 

『はい、 はい、 はい』 と、 二三 歩 奥様のお 目通り をす さって、 おがした が、 また 立ち あがって、 c: 首 

のつ もりで づかく と 殿様のお 部屋へ 出た 。『殿 さま、 いよく わたくし は、 け ふ 限り、 おひ ま を 戴き 

ま づ！』 

r 突然 どうした 事 だ？』 殿様 は 不思議 さう にこ ちら を ふり 向かれた。 

r  』 こちらの 昂奮し 切った 心 は、 暫 らく 何も 云へ なかった。 

こちらが 四角張って 平伏して ゐる ところへ * 奧樣が 出て；. がられて、 如何にも を かしかった と 笑 ひな 

がら 今の 有り様 を 殿様に お 聽 かせした 0 

『また 隆 友が 木 山の 氣に さわる 察 をした の だら う 1 呼べ！』 

「はい。  御用です か？』 とい ふの も、 うや/ \ しく 手 を突ハ JJO 

「でも- 降 友 を 木 山と 御 一 緒に お並べになる の は 位が 遠 ひましよう？』 

華族の 家僕  一 
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r まァ * 靜 かに』 と， 殿 樣は奧 様の さし 出口 をお 制しに なって、 御 次男の 方 をお 見詰めに なった。 き 

ついお It で、 『どうしたと 云 ふ！』 

ど ほ  D 

『  』 次 5!：； もさす がお 0 通りで は 何も 云へ なかった 

らくあって から • 殴樣は • 

> ^かよ  ^ 

『喧嘩 兩 成敗 だが、 今回 は 兩方を 許す から • これから も ッと仲 善くせ い』 との 仰せであった。 

木 山 自身で は 泥棒の 件で お 政 を 威服し， 今回の 事で 隆友 を歷 服した と 思へ た。 そして それからお 互 

ひに 衝突が 少 くな つたの をお 家の 爲 めに 結構な 事 だと 見た。 そして 殿樣 はこれ まで 御 次男にば かり 命 

じて ゐられ た 用件 を もまた こちらに お命じに なるやう になった。 

或 時、 こちらが 御 離れへ 行って、 政隆樣 にじ ッ として ゐられ るよりも • 何 か 御 體面を 損じない 商資 

を やったら どうか、 それに は ii とか、 第 業と か 云 ふ もの は • 近頃 上品で また 儲けが ある さう で 

すな どと 語って ゐ ると * 

『木 山- 木.：： T』 と 云 ふ、 一 番懷 かしい 鶴子樣 のお 聲が閗 えた。 殿様が 御用と あつたので * 伺って 兒る 

と、 御 親類の 〇〇 伯 ® へ 御 代理のお 使 ひに 行く のであった。 こんな 用事 は 初めて だし、 第 一 に 羽 織 り 

♦< いしゃく 

持が なか つた。 殿様のお 首 葉で 御 次男の を拜 借す る ことにした。 

降 友 ぼの {HI 宅から それが 屆 くと、 直ぐ こちら は 自分で ちゃんと 搾 を 穿いて 見せ • 羽 紗りも 自分で 着 


て. G の 紐の s び をどッ しり 垂らした。 で、 少し ni 分ながら 人 問ら しい 心持ちに 返った < 

『それでも S 々しい 立派な に兒 える よ o』 奧樣は を かし さう に 云 はれ ヒ。 

ナジ K/ ト 3  二. > 


『結構、 結 i ！』 殿 樣も舆 ばれ.^ 


『かう ると、 木 山 もなかく 話せる • わい』 と 云 ふ、 降 友 様の 冷 かしに も 惡ぃ氣 はしなかった。 

『なァ に』 と 少し あまへ る やうに 口 をと がらせて、 『これで も 1^;^ ァ やった もの- さ、 ュ。』 

皆 はお 互 ひに 顏を 見合せ て、 どッと 笑った。 こちら はた ださき に 隆友樣 に f られた 時 一 つぼろ りと 

拔 けた 奧齒の 明きから、 むかしや ァ のし やでの 響きが 變に 漏れた のが 氣 になった。 
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二三 八 


まだ. 1^ の 初めと して は、 あまりに ii しい、 薄ら 塞い、 じめ/ \ した 日の 績 いた 或 日の 早朝の こと 

.^ "  おと は ， 、 

である。 渠 はしょ ぼ 降る 雨の 中 を まだね むい やうな 心持ちで 牛 込の 方から 來て、 音 羽の 通り を 歩いて 

ゐた。 i^、 歩く と 云 ふよりも {41 氣に 浮いて、 ふわりと 送られて ゐ たと 云 ふ 方が 適當 であった らう。 

雨が 降って ゐ るので いやで あつたが、 かみさんに 叩き起されて 止む を 得す 額 を 洗って、 茶 づけ を か 

ッ！： <1 んで 直ぐ 出て 來た i-i である。 それが 渠自 身の あたまに は 如何にも 薄らぐ らい。 そして 自分の 足 

は 確かに 大地 を 踏んで ゐ るので あるが、 目の前に ちらつく 記 臆が 足 もとから して 煙の やうに 消えて 行 

つて まで も 穴が あいてる ゃラ だ。 からだ 全體が 半ば 氣持 ちょくう とくと 閬の 底へ 引きす り 込ま 

れて 1 了く のが、 びく ある 通り、 すん と 祌經の 天 港まで も 感じる と、 俄かに また 不安が H を覺 まし 

"  れん く, -  わ.^ 

て、 これで はならぬ と. E 分 を 持ち直させた。 けれども、 さきの 瞬間と あとの 瞬間との 聯絡 力 よく 分 

ら なかった。  .，.5 

ふ だん 

世界が のべつ 幕な しの やうに m ら喑く ：…… 下 i のお かみが 段々 同情して 5. 穴れ なくなった ：…… 不斷 


の 太陽 もね むり 不足 だが ••：：：  r なぜ あんた はも ッと stfi んを 起さない の？』 ……： 極度の 祌經 衰弱 ださ 

うで ……： 『下^？屋は病院ぢゃなぃ』 ：…… 『でも、 めし を 出さぬ ところが あるか？』 •：：•： 『ぉ舍 を 1  犬れ ぬお 

^も、 な II ？』 ……： 

こ スな云 ひ 八：： ひも 今 はす ッと 昔の ことであった かの やうに 5^ はれる 中に- ただ 一 つ、 が に はッき 

りと， ぬの 心に Si ぶ 物が あった。 自分の ゐた • 日當 りの 惡ぃ 下座 敷の 小 庭の 隅に、 ひよ ろくと 枝も少 

く 延びて、 その  一 # うへ の 方に 桃色の 花 を 一 つぼ ッ ちり いた コスモス だ。 li りで 夢を兑 てゐろ やう 

な たと 誰れ かが 云った の は 尤もで、 鎮 自身に は その 花ば かりで なく、 また その 幹まで が iEE 分に そッ 

くりであった。 それが、 自分の 追 ひ ffl されて 來る 時- 門の 横手から 小い 首 を 使い "糸 1 の 上に 出して 

名残り を 惜しん で ゐたッ け ……： 

それから 氣が 付く と、 自分 は 握り 釵を新 m がみに 包んで 持って ゐ る。 

『それでも • わたしの 好意で、 これ はお 靈 のお 辨當 代りです よ』 と、 おかみさん は 云った。 

『  』 ，n 分に は 寧ろ 手切れ金の やうであった 一 I これで も 男 だもの、 衰弱に かからぬ 前に は 多少 

野心がないでも なかった の だ。 

どんな^ 働で もして 見ようと いよ/ \ 決心した の は、 この、 ほんの、 ill の 問に できた 考へ であつ 

た。 うとくと 進んで いつのまにか 護阈 寺の 前に 突き 當 つたと ころ、 たださへ ml? い 心 を- 上から か 

一 n の勞傲  一！ 三 九 
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ぶ さる 森の 蔭が 一 しほ 暗く した。 渠に は矢ッ 張り 夜と 甕との 瓤刖が 殆どなかった。 

Yli! い、 こら！』 ひどい 權 幕で 呼び とめられ たので、 ふら- とその 方に 引き寄せられて 行く と、 交 

番の そばに 立って る 巡査が 渠を 誰何した。 渠は 自分の 見すぼらしい 身なり を 怪しまれ たの はえむ を 得 

ない としても、 人 を 人と も 思 はぬ 取り扱 ひに はむ ッ としない では ゐられ なかった。 

い- ^  J 

r  n 畜生！ これで も 一 個の 人間 だ ぞと云 ふ 憤り を內 心に おぼえて、 顔が 赤く ほてった やうに 思 

あしだ 

つた 時には、 麋は 珍ら しく はッ きりした 世界に 目が さめて 自分の はいて ゐる 高い 足駄が しッ かりと 地 

上 を 踏んで ゐた。 が、 巡査の 一 々の 問 ひに は 口が どもって 十分に 答へ 切れなかった。 

&5- れぅ 

『もッ と 明瞭に 物 を 云 へ ！』 

『云 ふ 必要がない』 と、 渠は思 はす 反抗した 。『そんなに 怪しむなら おれの 努働 しに 行く ところ までつ 

いて 來 い！』 

『どこ だ？』 

『大 嫁の 火藥庫 だ！』 資は、 きの ふ 道ば たの 張り札 を 見て ちょ ッ とかみ さんに 相談した の. が もとにな 

つてけ ふ 初めて 行く の だが、 ここで は、 もう 毎日 行って る やうな 意 張り かた をして 見せた。 

ぎ<^せんじゃぅ.^-ぃ 

『  』 巡 14- はやり 込められた やうに ちょ ッと默 つてし まった。 恐らく、 今 休戰狀 態から まさに 軍 

を^きつつ あると 云 ふわが 征露兵 どもの 上に 考へ を轉 じさせた ので あらう。 こちら は どんと 一 發、 大 


をお つて SI かせた ほど 氣 持ちが よくな つた。 

『ぢ ゃァ、 行く ぞ。』 

『うん I i まだ 問 ひ 足りぬ らし さう だと 思ったら、 ！^^^^ことをも尋ねた、 『朝め し は濟ん だの，， 

い？』 

『無論です とも』 と • こちら も 今 は 言葉 を 和ら ゆて ゐた。 喰 ふや 喰 はすに 見える こちらの 姿に 對 する 

向 ふの 手ツ 取り^ lit- 解と 同情と I 謝する つもりで、 少し 笑 ひながら 片手の I 包み 臭 き出して、 

r これが 螯 めしの 代りです。』 

氣が 付く と、 然し、 ま-たしょ ぼく 降って る 雨 Q 中 を 呼び とめられた 時、 Ha 

て 塞に 近づいた のであった。 その かさ は、 #、 すぼめられ てまた 一 方の 手に 在った。 そし 5 の 

長く 延びても ぢ やくした I から 兩の 肩に かけて、 びッ しょり 雨の しづくが r 込んで ゐた 。『ざま 

ァ兒 ろ！』、 f 自分で 自分 I ちて、 燒け くそに かさ I らいた。" もの r は 名ば かりで ぼろぼろに 

1 は 破れ、 二 ケ所も その 破れが 天邊 までと ほって ゐる。 恐らく これが 爲め ばかりで も 巡 资には g ぎの 

IS うち はあった の だら う。 

けれども、 S 火 霞に 行く と 云った のが、 f 疆 をも默 らし. 自分 も氣 持ち をよ くした こと 

I ふと、 f もなかく 馬鹿に はならぬ。 その 盛んに 行 はれて ゐて、 f の號 外が 飛び ま はった き 

一" の势働  一 I 四 I 
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に はさう 靈を しなかった  S  に、  いよく  IQi 禁ァく 力に 於いて 成立した とまけ ふ此 f 

なつて、 却っても ッ と戰爭 すれば よかった にと 云 ふやうな 名殘り 惜し さが 自分に も 感じられて ゐ た。 

どんと 今 1 發、 1 の 込められた 大砲 を I さう だ、 そして その 場に 臨めば、 この 自分の 苦しい ほ 

どュひぃ^！經の衰弱もぃっのまにか直ってるかも知れなぃ！こんな想像にマ^ま瓶を增しっっ坂をのぼり 

詰め、 の 通り をお へ 曲って 行った。 

すると， 赤い 據 冗 造りの 高い 群が 右手に つづいて ゐる。 やがて 門が あった。 

『これ だ、 な』 と 思 ふと、 ちょ ッと Hi せす に は ゐられ なかった。 第一 、 どうしたらいい のか 分らな 

かった ので、 先づ 度胸 をす ゑて 這 入って 行き かけた。 

『こら！』 また 呼びと めた 者が ある。 矢ッ 張り 交番の やうな 箱 だが、 もッと 小い のに ゐる ところの 番 

兵で、 これ は I と は 遠 ひ iri を 持って ゐた。 こちら は それに は 初めてぎ ょッ としたの である。 

すくむ だけから だが すくんで、 

『人夫の 募， 築に 應 じて 來 たのです が II 』 

『そんなら、 ，M ふで 待って をれ。』 となし い 返事 だッた 。『然し、 そんな ざまで i 札は賀 

人ん。』 

かん „ 、ん さつ 、 -  i  - 

J 錐 —鑑札 が 要ります か？』 


」 

「そ —それ は』 と 墓して、 燈 どもら S では ゐられ まった- そんな 物が Ig ら易 がない 

ので、 『ど、 どうして H へます か？』 

『待って をったら、 がる。』 

『さう です か？』 

少し 氣が輕 くな つた。 が、 まるで！：： Ti が 何 か If 與 へられる やうな 

つもりに なって ゐ たの だ。 乞食で もない のにと、 きまりの 惡 I 押し 忍んで、 門の 向 ふが まへ 來 ると、 

お休み M とした 家に は 1^ じ 連中 だと 思へ る ものが 旣に澤 山 集って、 が や く， -てゐ た。 

『ひよ ろ 長い やつが 來た^ op 

，が ン 中から ぉッ ぺ しょれ さうな 男 だ。 

『あれで も 勞嫺者 か？』 

『なァ に *  ひそ こねの 氣 まぐれ だら う。』 

r 骸骨に 衣 物を养 せた やう だ。 u 

は 自分の こと を こちらに 聽 えよ がしに 蒙が 冷 かしてる ので あると わ 八 ざて はゐ たが • そ 知らぬ ふ 

おして 他力の g に 明いて る 1 儿に歩 I れた腰 を据 ゑた。 すると、 直ぐ さま. n 分の 爲 めに 女が 茶 

一口の！ ^励  - 
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を 運んで 來 たので、 自分 はばね 仕掛けの やうに ちょ ッ とつ ッ 立ち あがった。 金 を 取られる の だと 云 ふ 

ことに 氣が 付いた からで ある。 けれども、 直ぐ また 腰をおろした 時には、 おかみ さんが 何 かの 用意に 

と 云って 渡して 呉れた 十錢銀 貸が 懐中に あるの を 思 ひ 出して ゐた。 どうも 自分 は ひょいと】 つの こと 

に 目が さめる 瞬間に は、 その 前後の こと を 忘れて る 癖が できた。 

『病 氣の爲 めか は 知らん けれど * あんた はい f ン" 日う とくし 過ぎて る』 と 云 はれて るの だ。 これで は 

ならぬ と 思った からこ そ、 どんな をも黻 はす やって 見る 氣 になった。 決して 喰 ひそ こねの 氣 まぐ 

れ からで はない。 自分 は 11 成る ほど 1. 文攀を 職業に したいので 原稿 書き を やって ゐ たが、 それ 力 

^經 衰弱の 爲 めに できな くな つたの は事實 だ。 おかみ さんの 所謂う とくし 過ぎて た爲 めに 下宿 代 力 

四 五ケ 月 も 溜った こと も事實 だ。 が、 苟 くも 自分が 手足 だけの 勞働 をで もす る 以上 は、 たと へ 頭腦を 

使 はない にしても、 その 相手に 對 する 一 つのて^ IT である こと を 知って ゐ たのに、 今 番兵に 向った 時に 

よ、 自分ながら 愛 相が 盡 きる ことに は、 乞食が 物 を 貰ふ氣 になって ゐた 

『矢ッ 張り、 これで はならぬ の だ』 と 思った 時には、 渠は 自分の 右の 肩を怒らせて ゐた。 そして 少し 

、じ を廣 くして が やくして ゐる i?." を见 渡す と * いづれ も 無敎育 さうな 姿の ものば かりだ けれども、 

なま ぼつく 後れて やって 來る ものまで が、 その 社會に らしい 裏 や 尊 門語| つて、 皆， 勞働 

にかけ て は 自分の やうな iif. り は 一 と 見識 あるら しく 兒 えた。 それが 何だかお そろし い 蔭 を こち 


らに 投げた ので ある。 

その おそろしい 薛が の 取りと め もない 默 想に つれて 重なり 重なって 來て、 、煩 をます/ \g 財り ぽッ 

ちに してし まった。 雨 はやんで たが、 そとの 通り を 向 ふが はの 赤楝 瓦に 見詰めて る 纏 は、 ^々とま ヒ.. 

唔 いところ へ 沈んで 行く。 そしてが やくした 聲 を！^ II く氣 持ちよ く聽 いてる と、 一 方で は 相 變らす 

戦 やの 話が つづいて、 榨太 さへ 取れぬ のかと 不平が つてる の も あるし- 小 村が 歸 つたら 殺される さう 

だと 云って るの も ある。 また 1 方で は、 女に 關 する きたない 話が はづん で、 あんまり 女に 妾し. H  (と 

夢に そのこと を演 すると か、 出征の^ 士 ども は 皆 美人の 繪ハ ガキを 見て どうす ると か 語り合つ てる。 

それが すべて の考 へや i とそ ッ くりだ。 殊に、 自分 は あのお かみさんに 云 ひ 寄る だけの 勇氣 

もな く 夢にば かり 兄て ゐ たのが 原因で • こんな 病氣 になった のか も 知れない ほど、 いまだに その 夢 を、 

見つ づけて るの だ。 

『失 &で すが、 君 は』 と 云 はれた ので、 渠は氣 がつ いて 潢を 向いて 見る と、 自分の そばに 來て 立って. 

る^！^がぁった。 じッ とそれ を见 上げて 見たら、 さッ きから、 他方で これ も 寂し さう にして ゐた 青年で 

あった、 『なかの 様子 を 御存じで すか？』 

し，？ ざん, Co 

r いいえ。. Kz 分グ外 にも 新參者 力 あるの かと 思って、 少し 氣を ゆるめて、 にが 笑 ひ をしながら、 『僕 も， 

初めてです。』 

1 口 の勞働  二 
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r さう です か？』 靑年は 俄かに 嬉し さうな 顔 をして、 『僕 は】 っ勞 働でから だ をき たへ て 見ようと 思 ひ . 

まして — 』 

『  』 ^0穀をっづけるしかできなかった。 この や がから だで そんな 氣 になった の は、 恐らく、 

放蕩で 身 を 持ちく づ した 結 ST たらう。 こちら は、 その 反對 に、 放蕩 さへ できない 爲 めに こんな ざまに 

荡 ちて 來た。 だから、 僕 もです と は 繰り返したくなかった ので、 何 か 別な 返事 をと 暫 らく 考へ てゐる 

うちに その &く|^ を 失った やう だ。 それが 如何にも 心苦しく なった。 と 云 ふの は、 たと へ 五つ か 六つ も 

年したら しい 者で も、 ii 相 憐んで 近づいて 來 たの をす けなく すると 思へ たからで ある。 どうしたな 

ちぐさ ラ  警 

らば こちら も 親しみ を 表し 得られる かと 默 想して ゐる うちに 

『もう 一 っ赏 ふぞ』 と 云 ふ 聲が聽 こえた。 それで 渠も ふところへ 右手 を さし 込んで、 がま 口 を 探る が 

早い か 立ち あがって、 その 方へ つか く と 進んで 行った。 皆の 視線が こちらへ 向いた の を そ 知らぬ ふ 

りで、 女に、 

『おい、 これ はいくら だ？』 大きな 平べ ッ たい 大福餅の 並んだ の を さし 示め して ゐた。 

『】 つ 1 錢 です』 と 云 ふ 返事 を 得る と 直ぐ • がま 口から 銅貨 を 二つ ほうり 投 けて， 餅 を 二つ 掘 スで來 

た。 そして その 1 っを靑 年に 突きつ けて、 

『君、 1 つやり 給 ぺ。』 


『あり 力た う』 と 路 したう へで 受け取つ たのが、 こちらと 共に 並んで 腰 を かけてから、 『どうか 

になって 下さい。』 

『  』 ぐに は 矢ッ； おり 答へ を與 へなかった が、 何だか ここ だけが 明るい やうな 氣 がして、 Ig^ は 

ベ 力て 『ま ァ、 ける だけ 働きます、 さ』 と • 半ば |g り 首の やうに 云って， 0 た。 

また 五六 名の 一 ^がぞ ろ-, \ と-;;; ぬ 入って 來 た。 すると、 一 ガで 

r ゃァ、 ゃァ、 け ふ も 亦 あぶれる ものが 多い ぞ』 と 云った ものが ある。 

、 、 、 、 

r あぶれる ッ て 何でし よつ？』 

r さァ II 』 と- は靑 年に 煮え切らない 返事 をして、 自分 だけで 考 へて E ^ると、 1 れ ると 云 ふこと 

を燭 つた ものら しい。 して 兄る と、 人数が 或 ¥M まで 満ちれば、 その 餘は i お を へない のであった。 

こり ゃァ、 、フ か^, \ して は ゐられ なかった 0 

やがて 火 ffl: の！： 前に 横木が Mid かれる と、 こちらの すべて は總 立ちに なって われさきに とその ゲ、 

突進 I た。 S 、は，：：：： 分の n の 前に 俄かに ぴ かりと 光る ものが あつたかと 思 ふま もな く、  .111分も：.£水&^.-0 ぁ 

ひだに！！ お 一入って ゐた。 そして 近頃に ない ほどの 緊 「成 を おぼえながら、 錄ぃ爲 め やお そろし さの 爲 めで 

はなく、 何だかから だぢ うがが くくと 颠 へて ゐた。 

木のう ちが はへ 出て 來た 職人の 親 かたと でも 云った 風の、 腹が け igiss- が、 小 わきに かかへ. 

1 口 の※ 働  二 四 七 
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がんち やう  - .  ^  » y  t 

お 籠の 中から 木の 札 を 皆に 配り 初めた の だが、 その 標準 は 一見して 巖丈 さうな ものに 在る らしい け- 

, ^ども、 横木の 外なる もの どもから 云へば、 まるで 奪 ひ 取り合 ひの ありさま だ。 そして さきに 札を辩 

たもの からどし く門內 へ 這 入って 行く。 

『畜生！ 素ば しこく 貰 やが つ- fi、 な。』 

たいしゃ ゥ ，  * 

『おい、 大將 11 』 

『こ ッ ちへ も、 親 かた！』 

『おれに も 5^ れ。』 

『おらに も —— 』 

『おら も だい！』 

『畜生！ まごく しねいで、 早く 渡せよ。』 

hue  «->0» ん 

『押すな、 押すな』 と * 男 はゅッ たりした 態度で 札 を 一 つづつ さし 上げて、 『こら、 そこの 猿 面 II お. 

い、 その ^あたま』 などと、 勝手な 名 をつ けて 渡す の だ 。『さ ァ、 鬼子 母 神 11 そら、 閻魔の 眼 玉 

 乎 を引ッ 込めろ、 貴 さま ぢゃァ ねい、 さァ、 そこの 豆 だぬ き！』 

『あは、 は、 は』 と 云 ふ 笑 ひが 自分の 後ろから 起った の は、 自分の 少し 前の 方に ゐた脊 の 低い、 まめ 

まめし い 男の 様子が うまく 云ひ當 てられた と 見えた 爲 めら しいが， 自分 は橫を 向く すき さへ もなか 


た。 何と 云 はれても 呰が皆 I 方に のみ^ 中して ゐ るので ある。 

^ ふだ 

^謂 鑑札と はこの 木 札の ことで、 あの^に 這 入って る だけの 數 なら、 もう • やがて 盡 きる だら うと 

思 ふと、 n 分 も： が氣 でなかった。 夢で Hi に 迫られて、 もう 間に合 はぬ かのと ころ を 自分の 11*^ が 

じいんと 穴. 一 しく 追 ひかけ る 時の やうな • もラ， 溜らぬ ほど 極 的に せつば 詰った 心持ち を ゃッと 押さ 

へと めた。 そして 自分の 眼 を 飛び出す ほど 光らせて、 自分の 兩 肱で 左右の 人 を 二三 名 押し分けて 出 

時. 丁度 • うちが はの £^ は 札 を 高く さし 上げて 自分の 隣り にゐる 者に 渡さう とした。 自分の 隣り がま 

だ 札に その 乎を屆 かせぬ うちに それ を 案外ら くに^ 取りす る ことができた。 

『やい、 贵 さま ぢゃァ なかつ たんだ、 目高の 脊 高め！』 

あだな 

こちらの 仇名 も附 いた、 な、 と聽 いて 取った 時には、 もう、 渠は 自分の 身 を その 奪 ひ 合 ひの 間から 

拔 けて ゐた。 そして ゃッ とのこと で 門 を 入る こと もで きた。 

這 入って ぐ 左り のと ころに 皆の 控へ てると ころがあった。 この 控へ 所の 外に は、 渠が见 渡した と 

ころ、 ^て 物と 云 ふべき もの もな く、 ただ 半ば 枯れた 草葉が 雨に しめった まま 一 而に廣 がって、 多少 

のウ -I 低 をお して ゐる 寂しい そして 陰氣 な廣ッ ばであった。 渠には自分の^^5|^^ここにそッくり0?^- 

せつ けられた やう だ —— 陰氣 で、 寂しい * そして どこまで 行っても 薄ら 暗い。 

『何 をす るんで しょう、 な？』 そばの 一 人が こちらに 尋ねた。 

一口の 勞働  二 四 九 
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『さァ 11 』 自身 も それ を考 へて、 私 かにお そろし がって たと ころ だ。 若し 生きながら 冥途へ 行け 

,  わか 

たと すれば、 そこ も矢ッ 張り こんな もので はなから うか. I— 何 を させられ るか 分らない —— そして、 

やる こと はすべ て 不惯れ な 11 ？鬼も 角 も 望み通り になった と 云 ふ 安心へ つけ 込んで、 一！？ い 冥途の 感 

じの やうな 11 が 全身に みなぎり 渡って、 門前で 感じた 武者 振 ひとは また 全く 違った 歷 迫と 顏 へと を 

おっくう  5  一 

おぼえて、 物 を IK ふの も隨 劫であった 

『さ ァ、 皆 1 列に 並べ』 と、 また さきの 腹が けが 來て 命じた。 そして 並んだ もの を 手近のから 『一 匹 

二 匹 • 三 匹』 と 云 ふ 風に 數 へて、 都合 十二 匹 を どこかへ つれて 行って しまった。 すると、 また 別な の 

が來て • 同じ やうな 數へ かた をして、 また 十二 匹 つれて 行った。 第 111 回、 第 四 回の は 各々 九 匹で あつ 

た。 また、 五 回目の は 六 匹であった。 かう 云 ふ 風に それぞれ あたま 數が 違って 行く の は、 それぞれに 

ちくしゃ ゥ あっか  ； , ごくそつ 

遠った 仕事の 向きが ある 爲 めだら うと 想像で きたが、 人 を 畜生 极 ひに する 腹が けど も を 地獄の 獄卒の 

やう だと 思 ふと- 引かれて 行く もの 等が —— その また 影 も 形 も 見えなくなる ので —— どこへ ぶち 込ま 

れる のか、 投げ飛ばされる のか 分らなかった。 

じゅんばん  ち ひ 

橥 がいよ く 第 六 回のに 数へ 入れられる 順， 称に なった 時、 せめて 自分の 不安 や 苦しみの 稳想 やの 祁 

I- てと かの 靑年を 思 ひ 出して ゐ たの だが、 どこに も 姿が 見えなかった。 多分 • 氣の 毒に も、 所謂 あぶ 

やて しまったの だら う。 して 旯 ると、 ^の 低い 者に 向けられた 鑑^ を 自分が 横取りした 時， それが あ 


の Ef- のではなかった か 知らん？ 世に 初めて 惡 いこと をした と 云ふ氣 になって、 德義上 特別な 不愉快 を 

も 感じ 添へ た。 そして まだ 环に つてる 親 かたのす て 言 紫 を 心で 繰り返して 自分 を 貴め て兒 た。 

『H 一 ：1 の、 苻ー"1め！目高の_1^?高め！』 外へぁと1IB^=^をして、 入り 代って やる のが 本統 ではなから うか 

とまで も考 へたの だ。 が、 今の 場合 * とても、 そんな 道義 や 不愉快に 蝥澤を 云 ふ 餘裕の あるべき 笞が 

なかった。 監獄なら、 人 はやく 赤谏 瓦の 外へ 出る のが 望 みだらう が、 ここで は 外から へ 這 入った の 

がけ ふ 一 日の 生命で はない か？ 目高の 恰好に 見えた ほど 一 生 懸命に なって ゐ なかったら、 この ひよ ろ 

髙ぃ 骨と 皮と は それだけ 血の めぐり を缺 くこと になる のであった。 その上， これ は 恐らく 自分ば かり 

の 無法ではなかった らう。 

それに、 C 分が 鑑札 を^ 取りした 時に そばに ゐた 者が 果して あの 青年であった か、 どうか、 これ 

こうてい  せ C 

は —— ぅッ かりして ゐ たので —— はッ きり 肯定す る こと もで きないの である。 また * 1 緒に ここ へ 生 

くわん  わ A 

還す る こと.^」 5? たもの 等で も • 別々 につれ 去られる と， どこへ 行った のか 分らない。 自分の 六 人 紐で 

も 三つに 別れて、 I 一人 づっ になり、 長方形の 或 天幕 張りの 中へ つれ 込まれて しまう と、 その 一 一人 以外 

の 消息な ど は 少しも はって さへ 來な いので ある。 

火^と 云へば、 仰山な ところ、 危險 なと ころで、 兵隊 も 多く ゐて、 戰 爭の氣 ぶん もお そまき なが 

ら 大分に 味 はへ るの だら うと • 半ば は 恐れ 半ば は樂 しんで ゐた。 が、 さう 云 ふ 大きな こと はあり もレ 

1 口 の勞働  二 五 一 
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なかった。 そして さぞ 苦しから うと 期待した 勞 働だッ て、 與 へられて 見る と、 力 わざで も 何でもな か 

じ やうたい  > 

つたので • 張りつ めて た渠の 心は少 からす ゆるんで、 再びう とくした 狀 態が 渠に 立ち 戾 つて 來た 

渠は ただ 机が たの 小い 腰かけに かけて I つの 臺に 向って ると * 靴屋の して ゐる やうな 白の 前掛け. 

かけた 役人 11 だら う 1. が 大砲の 彈丸を 持って 來て臺 の 上に 置く。 大砲と 云へば 大きな 物とば かり. 

想像して ゐ たのに • こんな 小い 彈 丸の 這 入る の も あるの かと 思 ふと * 滑稽な やうで もあった。 かな ざ 

し 一 尺 こも 足りぬ i 艇釈 の、 その 底なる 眞鍮卷 きの あたり を渠が 命令 通り雨 手で 押さへ ると， 相手 P- 

だんやくく わん 

役人 は 手 さき 上手に 上部の かぶせ 蓋 を 三 四 度ね ぢ てこれ をはづ し、 中なる 彈藥罐 を拔き 取って 力ら、 

1^ び 蓋 を かぶせて ねぢ る。 そして 中味の 方 を どこかへ 持って行って、 また 新ら しいの を 持って 夾- る。 

その 間に、 こちら はから ¥k を 天幕 外の トロ クへ 積み込む。 かう して 拔 いて は 積み、 拔 いて は 積みし 

て トロ ク がー 杯になる と、 これ を レイ ルの 上に 押したり 乘 つたり してた ま 倉の あると ころへ 運び 行き，， 

そこに また ゐる 人に 受け取ら してから、 トロ ク と共に もとへ 歸 つて 來 るの も渠の 仕事で ある。 

たま 射 はこの 方面に は 三つ 四つあって、 すべて その 一 々が 三方 を 土手で かこ はれて ゐる。 若し 爆發 

しても、 恐らく、  を少 くす る爲 めだら う。 天幕 は 同じ やうな のが 三つ 並んで ゐて、 渠の 働いて る， 

0 は 3 典ン 中の 一 つであった。 ここに は 今一 人の 仲間が 別な 役人 を 相手と して ゐ るの だが、 あまり 話サ 

さうな 者で もなかつ たの で >  J ちらから は聲を かけな か つ た。 


r もう • いよ/ \戰 ，を やめます か、 な』 と • 然し、 向 ふから- 兩 方の 相手が 丁度 一 緒に 留守で あつ 

なかみ 

た 時に、 話しかけた 、『砲 彈の 中味 を拔 いて ゐる やうで は？』 

『さう でしよう、 な。』 止む を 得す 答へ たついで に、 ふと 斯う 云って 見た くな つた、 『然し、 案外ら くな 

仕事です、 な。』 

『さ ァ、 な、 危險と 云へば 危險な だけで。』 

こちらの 相 乎が 出て 來 たので、 またき ちんと それに 向った。 無論、 麋 自身 もこの 幕屋へ！！ ほ 入る 前に 

* うい *~ ん « つ 

あった 腹が けの 簡眾な 注意 演說 や、 這 入って から 最初に 相手から 受けた 說明ゃ を 忘れて ゐ るので はな 

い。 彈 丸の 蓋と との あは ひにちよ ツと 革の 舌が 出て ゐる。 この 舌 を ひどく 引けば 直ぐ 爆^す るの は 

もちろん だが、 これが 何とか H 合の 遠った ことにな つて ゐても 注意 をし なければ あぶない の だと。 そ 

していよ くそれ に當 つて 兒 ると、 かの 砲兵 工廠の 爆發 事件 も 思 ひ 出されて、 自分 はいの ち を 儲ける 

じづ せん 

爲 めに いのち 掛けで 來 たわけな ので、 新ら しい 實彈が 運ばれて 來る度 毎に- 實戰に 臨んで るかの やう 

心の：； n までが、 ちゃんと 勇ましく 覺 めないで もなかった。 

*、  ，》  ； ；^. A ん Li  かく ft* 

力 その^ 閒を 過き ると • 直ぐ また 自分自身の ことで はなくな つて、 戰爭の 代りに 今度 は 革命で も 

te? つて • ここの だ^らす、 火藥 原と 云 ふ 火藥原 を爆發 させたら • どんなに 面白い 結 ej- を來 たす だら う 

れ ん らく 

たどと 夢 兄て ゐた。 これが 努 働なら •  SSK 力 働の^ にも 一 の 瞬 問と 他の 瞬 問との 聯絡が ついて ゐ ない 

1 口の 勞働  二 五三 
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"こ とに 氣が 付いた。 

やがて ドンが 鳴った。 そして 自分の 開ら いた 握りめ しは晝 食と していつ になく うまかった。 が、 最 

後の 一 つまで よく 味 はって る ひまがなかった。 复後も 同じ こと をつ づける のかと 思って たら、 さう で 

はなかった ので、 自分 等 六 人 組の 親 かたに せき 立てられた、 

： 『さ ァ、 おれに ついて 來 い！』  . 

何だか 名殘り 惜しい ことに は、 築 も 他の 五名と 共に 火藥庫 を 出て、 市中の 方へ つれて 行かれる ので 

あった。 天幕 を 出る 時、 お ほ 急ぎで 最後の 握りめ しを顿 張ったり したので、 自分の 破れが さ を その 入 

り 口に 立て かけて 置いた まま 忘れて 來 たが、 これが 却ってき たない おも 荷 を 一 つまぬ がれた ことにな 

しだ 

づて、 自分に は 都合が よかった。 けれども • 齒の でこぼこした 高い 足駄 を はいて、 1K 氣 になった 市中 

めんだ う 

の 道路 を すん く 急いで 歩かせられ てるのが 而倒 だ。 そして 辨當 ばらが まだ 落ち 付いて ゐ ない。 それ 

に • 火 M 內で はさう 骨 も 折れなかった と 思 ふのに、 可な り 腰かけ 詰めであった 足が ふくら ッ 腔の あ 

たりで 少し 引き 釣る 氣味 になり、 兩の 肩が 張って ゐる。 渠は 自分の 右の 肩 を 左り の 握り こぶしで * ま 

た 左り の 肩 を 右の それで 叩いて 見たり した。 その 舒 なかにはう ッ すりと 太陽の 光 を 感じて ゐ たが、 自 

分に は それが 却ってお も 苦しかった。 そして 息 を 詰らせる やうであった。 

.S そ 

te^ はさき を <TI ぎながら も • 成るべく 暗い 方へ と 自分の 心 は あと 契りして ゐる。 そこへ、 ふと， 思 ひ 


. 出した の だが、 ci: 分 はかの 靑年 をお 休み所に 置き忘れた 時、 餅の 代 は その 前に 拂 つたに しても • 多少 

ざんきん 

の 茶代 を m はくべき を も 忘れた のであった — ^ところの 殘 金八錢 のうちから * 多少で も！ さう だ、 多 

少を でも！ 

『さう だ、 さう だ！ 多少で も —— 多少 をで も！』 棄は靑 年の こと を 殆ど 全く 兄. f 知らす の もともとへ 

&ゃ だい 

押し；^ j して ゐ たのに • 今 俊 はまた 茶代 を S かなかった ことが 氣 になり 初めた。 ^り 言 を 自分の 聾に ま 

でも 出す やうに して、 『さう だ —— 多少 —— を —— でも！』 

とつ ぞ，^ はな 

『さう です、 な。』 これ も 後れて 歩いて たのが ささやく やうな 聲で こちらへ 突然 話しかけた。 賃金に 關 

することだと聽き取ったらしぃ0『早く多少をでも158^^て別れたらょささぅなものだのに0』 

『  』 金な こと をのみ 考へ てる 者 だと 思 ふと， 返 i5f をして やる 氣 にならなかった。』  . 

『あの 5- は 金 を 持って ない のでし ようか？』 

『  』 矢ッ 張り、 答へ て やらなかった。 

『  』 これ も 11 り 言の やうに なって、 『どこまで 取りに 行く の だら うか、 な？』 

まくや 

『  』 ぉゃ！自分と：：^じ^^屋で働ぃてたかすりの羽織りだと思ったが、 それ 切りに した。 が、 羽 

織 のない. c 分ば かりが 人に 物 を 云 はない ので はない。 後ろの 方から 他の 仲 を 見て ゐ ると、 皆 自分と 

はんてん 

同 に 押し 默 つて、 古ぼけた：^ 纏 や 筒袖の ふと， ころ 手 をしながら、 くび や 肩をすくめ てついて 行く。 

】 n の 鋤  二 EE 
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ともだち  5^1 

渠 等に だッて 多少の 友達がない こと は あるまい。 自分ながら 見られた ざまで はない。 けれども、 そ 

んな 世間 體を考 へる よりも、 皆 も 恐らく 自分と 同じ やうに、 かの 眞ッ さきに 立って 時々 あと を ふり 返 

り、 

『しッ かり 歩け』 と 命令す る 腹が けの 考 へが 分らなかった の だら う。 

『全 體* どこまで 行く ので す？』 —— 『僕 等 を どうして 吳れ るので す？』 —— 『人 を 畜生 扱 ひにまで して 

匿きながら • その 癖 • 金が その 場で 拂 へない のか？』 こんな 疑問 は 口に 出せば いくらでも あるの だが、 

ラナ-^  ^  もく さう 

これ を 云 ひ 出す のが 何だか 薄 氣味惡 いやう で、 自分 はじ ッ とさし 控 へて 默 想にば かりして ゐた。 する 

せ  せ 

と • その 親 かた を 初め * それに 從っ てさきへ 行く もの 等の 脊な脊 なに 當 つてる うすい 光線が， こちら 

ら<  ご 

へ 明るみ を投ゅ 返さないで、 嗜ぃ蔭 を 返して ゐる。 このまま こッ そり 落伍して しまっても、 墨 を 吐い 

た、 いかの 如く、 又、 煙 筒 を拔 いて 黑煙を 出した 戰 艦の やうな もので、 あと を 暗ます の は 容易 だと 思へ 

た。 け ふ 半日の 貧 金ぐ らゐ、 ぅッ ちゃっても 何でもなかった。 

ただ 1 輕 線の 方向 を 外れさへ すれば いいの だと、 渠は私 かに 幾度 踏みと まって それ を實 行しょう と 

思った か 知れない。 けれども、 その 度 毎に、 なほ 賃金に 關 する 自分の 未練と 腹が けの 男に 對 する 自分 

の 好奇心と が 立ち もど つて 來て、 段々 おもくなる 足 を も 進めて 吳れ た。 

火 藥渾の 仕事 は あれで 丁度 終 はった ので、 それと 關係 ある 苦の 砲兵 工廠へ でも 行く のかと も 想像し 


てゐ たの だが、 そこの- S! 通り もも 通り越して 本郷に 出て、 欺 m の 切り通し を 下だった から、 もう、 下 

町 だ。 

ちる 

『しッ かり 步け もう •  ^き だぞ』 と、 £ 力 は 云った。 皆 も 分 等の しほく した 歩きぶ り を 取り直し 

て、 馬が 立て 髮を びんと させた やうな 船 1 づ 付いた。 

ナ なま 

『ゃッ と來 たか • な』 と 素 E に 云 ふの があった。 

『步 くの も 勢 働の うちにな つてり ゃァ構 はねい が』 と 皮肉った の も ある。 

i^d:^ は、 もう. K きと 聽 いてから ん だの は】 時で • 直ぐ また 却って I 歷 辛抱し 切れない まど rNJ:^ 

^に^ はれる やうに なった。 若し その 場に 倒れた が $f 後， 恐らく、 馬 ゃ自轉 車に 踏まれても、 らな 

いほ どぐ ッ すりお 込んだ だら う。 ぃッ そのこと、 資 際に そこまでに 至れば、 この 数ケ月 を 養て ま-札.， 丄 

t  C 几め て 却ってう とく-する- 中 ぶら りんの、 不安で 苦しい 自分の 夢うつつ を 一掃して、 新ら し < - 

げ.？ 化つ 

^^^^カ出現するかも，3^れなぃので、 僅かの贊金ゃ何かには十倍も百倍もする^^け^ひぁったらぅこ！ 

看  む ちう 

さう もで きないので、 もう、 殆ど 夢中で- 渠は 苦しい のか、 苦しくない のか、 意識が ただぼう ッと 

してし まった。 なほの べつに どこ を どう 道 引かれて 行った もの か、 は、 はァ- 木 所の たん： が t^;- でも 來 

わか 

た、 な， と 分つ た^に は、 また 劍附き 銃 を ささげて ゐ る^が 立って る 門前に 近づいて ゐた。 

「とまれ！』 股が け は 斯う 命令して、 自分 等の 方に 向き 直った。 皆 は そこに：^ つて 行った ので、 自分 

1 n のな 働  二 五 七 
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もさう しなければ IT び li がが 貰へ ない 氣 がした。 そして 人の 後ろから 急いで 乎 を 突き出した とたん、 

前の 方へ よろ けて 前の もの 等に のしかかった。 

『よせ』 と、 その ひとり は 肩 を ゆすった。 それで 氣が 付く と、 手 を 出す 必要 もなかつ たの だ。 自分 は 

あしだ  — 

つま 先き 立って 歩いて 來 たやうな 氣も する。 が、 矢ッ 張り * 高い 足駄 を はいて ゐる。 

『都合 六 匹、 六 名です』 と 腹が けが 番兵に &梭 して、 皆 は 門 內に案 內 された。 また 午後 一 時华 だから 

「ひれから 四時 間 は 働け るの だ ぞと云 はれた やう だが • 渠 自身に は、 もう、 たそがれ 時の 世界であった。 

自分の 目の前の 物 よりも 寧ろ 火藥 庫の 忍 ひ 出が 見えて • 一面に 枯れ葉 まじりの 草地 だが、 ……： 建て 物 

らし. - もの もな く ……： トロ ク 道が 幕屋の 前 を 通って * ぐるりと どこか 裏手の 方へ ま はって 行って ……： 

三方 を 芝草の 土手で 園んだ 地下の 倉 …… どこか 少し 高い ところから， 角の 生えた 優しい 動物 力 f 身 を 

現 はした ：：：： 羊 か 知らん と 思 ふと、 人間で ……： 而も 自分 だ。 

『こんなに 人.^ iSli" ひに して！』 ：…… すん くと 自分の からだが 延びて 行って ：…… お休み 所の 店 さ 

きが 現 はれた ：…… 靑 年が ねる のかと 思ったら • これ も 意 張った 腹が けで ：：：： それと 自分と は 大きな 大 

福 餅を爭 つてろ の だが、 ：…… 手 を どう 延ばしても， なかく そこへ 届かない ：…… 『おかみさん * お 力 

みさん』 と 叫んで、 自分 は 下宿屋の 子持ち 未亡人に 助け を 乞うて ゐ た。 

『こら』 と. ひどい 聲が聽 こえた と 同時に、 自分の 尻の あたりが 獄られ た" 驚いて tm を さます と、 渠 


i  a- やう あし  ぶ 

は 今. n 分の 兌お ぼえ もない 地上に 兩：； ルを 曲け て^ざ まに っッ认 して ゐた のであった。 そして また 『お 

い、 しッ かりし ろ』 と 云 ふ、 これに は 然し 聽き おぼえの ある 聲が 後ろに して ゐる。 C 分 は 光線の もと 

にほッ こりした ホ身 をクト わに 起して ふり 返る と、 sl^ して 腹が けが ひら 地に その 影 を 投げて っッ 立って ゐ 

た。 

『すみません、 つい- 勞れ てました ので oj;c 分 は • もう 、何と 叱られても 止む を^ない こと をした と 

ちた。 苟くも 一 たび 勞 働を贊 金の 爲 めに 提供して ある 以上 はだ。 ところが- 腹が け は 絮外设 しい 調 

>h で •  it を^め て、 あたり を 兒ま はしながら、 

.A,.> とく 

『なァ に、 さう- # かねいでも いんだが、 監哲 が來た 時に ゃァ 働いて るふり をす るんだ。』 

『はい』 と 答へ た GI 分 は、 杂 落から 救 はれた 氣 がした。 同時に、 多少 眠る 事が できた あとのお めか、 

ぱッ ちりと 口 が あいて ゐた。 サ がちて るかな を 腐-ぐ 手に 拾 ひ 上け て 見る と、 打ち じりと 反對の 方が 釘 

ぬ 

拔 きになって ゐる。 それで ゃッと 記憶 を迎 つて 行く と， 何でも これ を 手に 渡された 時に * ここ いらに 

在る ものの 釘を拔 けと r みはれた のであった。 

何 かの^て 物 をつ ぶした のか- 或は それが 風 か 何 かにつ ぶされ たの か、 鬼に 角、 その あとら しい。 

レ杜ゃ ろの 板 力ま だ 部分的に 組み合つ たままで 倒れて ゐ るの も ある。 それが 而もけ ふやき の ふ 

の 仕 わざで はない、 長い 問 あめ 風に 打 たれた ままの やう だ 。戰 爭の爲 めに 人手がなかった の だら うが、 

一日の^ 働  二 玉 九 
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.3 ん けいす ねヒ やく 

その 間 自分な ど は ぼんやりと 何 をして ゐた のか？ 叶 はぬ 戀に、 祌經 衰弱！ 

い や  む とんち ゃス  > 

これ を 思 ふと、 今まで 卑しんで た勞 働が いよ. （- 意味の ある ことにな つて、 これまで 無頓着で あつ 

せいく わつな S 

た戰 爭の爲 め、 國 家の 爲め* 若しくは 社 會の爲 めが、 乃ち • 自分の 生活 內 のこと であった 

ふる 

ぎ < ^う、 ぎゆうと、 ^の もの 等 もさび 釘 を拔き 取って る 音が して ゐる。 一；；：：； 自身 もさう した あとの 古 

縱 おは * これ を 段々 と 一 方へ 方 づけて 行った。 そして ここに 初めて 勞 働に 對 して 貸金 を 貫 ふの は 天下 

かくしん 

晴れて 常 然の耍 求で あると 云 ふ 確信 を 得た。 

らしい 丘 ハ士が ま はって 來て、 時々、 下らぬ 小言 を 云 はねば 損の やうに 云った けれども、 渠は 

そんな ことに 耳を貸さなかった。 そして 平氣で やるべき こと を やって ゐ た。 が、 監督が 行って しまう 

と、 暫らくして必らすまた^！！分の腹がけがゃって來て、 

『さう しッ かり， まか ねいでも いいんだ ぞ』 と、 同じ こと を 繰り返した 。『お 互 ひに あすの 藥 しみが なく 

なろ から、 な ァ。』 

r ふとい^だ』 と， 渠は 自分の 心に 云 はせ た。 一 日 分の 仕事 を 二日に、 二日 分の を 三日な り 四 U なり 

に 引き延ばして • それだけ 多くの 割り前 を はねよう として ゐ るの だと 知れた からで ある。 戰爭 でい の 

ち を 焚て たもの が 多く • 國家 としての 物入りが おびただしい 間に 在って、 こんなの を 獅子 身中の 蟲と 

ぎ てク 

云 ふの だら う。 媳和 談判 全權太 使の 小 村が^ 國 から 歸 朝して よしんば 殺される ほどの 虐待 を國 民から 


じんりょく 

受けても、 力 1 杯の ャ ^ 力 はして 來 たの だら うから、 その 人と しての 面目 は 立た う。 が- 國民 のうちに 

k  J 」  なん *J よく  むしば 

は， . ^村の やうな 難：： 11! を 外れて * 而も こッ そりと わが 國の體 面 を蟲喰 ませつつ ある ものが II こ 0 下 

&社 $2 まで を 兄れば，^., づ 幾お 萬 人 あるか 知れない。 自分 はこの 事赏を 素 ッ破拔 く 爲め靑 年 會館か 新 富 

^  V けつ 

座 かで S り^ 説して、 今の 日露 戰 が 終結す る その 僞 はらざる 記念に しても いいの だが 11 。 

/  /  /  ，  ぜんしんてき よく 

うん — ぎゆう、 う， < — きゆう、 うん —— ぎゆう ッと、 三度の 全身 的 努力で 一 つの 長い 釘が 氣持 

ちょく 拔 けた。 そして それが 丁度 自分の^り 演說を K 際に やって しまった かの 如き こころよ さで あつ 

た。 大分にかた向ぃた日か！5を吹ぃて來る風は^|1{、ぃけれども、 自分の 袷せ と S5f への 寢 まきと を 重ねた 

その 下の 紀州 ネルの シャツが その 前から あせばんで、 肌の 熱に なま ぁッ たかい。 

r おめへ はな かく 精出す、 なァ』 と 一; ム つたの は、 自分に 一 番 近く ゐて、 働く 3 具 似 をして ゐた仲 i ^だ。 

こちら を 冷 かした の だと 思へ たので、 CE 分 は 相手に しないで、 聽 こえぬ ふり をした。 すると、 この ふ 

りが c: 分の n を 一 方にば かり 不 GI 然な 据わり かたに したので、 目 あての 釘に 向って へたな を 取つ 

て！ 2； つてる やうに ほち fll しくな つて、 先づ 自分 Q からだ や 顔から またたき をし 初めた。 そこへ 時 を 《^ 

が ほに 立ち 戾 つて 來 たの は •  c 分の 努力の い 吹きで 今まで ゃッと 吹き 拂 つて 置いた 自分の 疲勞 のうす 

ig で — これが •  m- なり 籠め てい ハ< るに 從 つて、 C 分の 持って るかな 槌 のさき も 段々 と 自分の 目 0 節 か 

らゃ； I のいて 行って *  n 分 3 釘の 拔 ける ぎゆうく が • 隣り の、 その 隣り の、 また その 隣り のと 「H 、つた 

一 日の^ 働  二 六 1 
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風な 人の なまけた 手に 渡って る 音の 如く * 自分の 耳に は聽 こえる。 

自分ながら これで はならぬ と 思って、 しゃがんだ 腰 をのば し、 槌を 持った 方の 手 を 振り ま はしたり、. 

左り の 手で 胸 を p いたりして た。 が、 その 時限り のこと で、 あと は 直ぐ また あたまが ぼう ッ となる。 

そして、 その上に 慣れぬ MIS ばらの まった のを訴 へて、 腹の 蟲が 釘の か はりに ぎゆう ッと云 ひ 出し-^ 

時には、 下宿屋の に 於け る Ml 氣の 如く、 自分の シャツが じめ く して 冷たかった。 そして 働きの. 

芋 もとが 最もた ど-, \ しくな つたの は、 必ら すし も 本 統のゅ ふかた の 來た爲 めば かりで はない。 

『もう、 置け —— おれに ついて, い。』 斯う 云 はれて 渠が 腹が けと 井、 に そこ を 出た あとで * みちく 思 

=  わか  ぶ ぶんて 含 I 

.^.l^J して CII^ て、 そこが * 问 と 云 ふところであって * 何 をす る 場所 か 分らな 力った。 ただ 部分き な 物 力 

、フ  -  せ *  くわつ 

% ヨズ つて ゐて、 少しも 取り とめられなかった ありさま は、 まるで 自分の 平生の 生活 を たやう だ。 

f  f  もく あ み 

して 兄る と、 自分 はけ ふ 一 曰の ニケ 所に 於け る ぼんやりした 勞働は * 結局 * もとの 空 阿 P であった. 

か？ こんなに 腹 を 減らして、 儲け 得る の は 僅かの 賃金の 外にない のか？ 

『それ もお i いくら 吳れ るの だ？ いや、 どこで ？.1<れ るの だ？』 私 かに 新う 叫んで * 心が いら， （- して 

來た 寺に は • 亂ぐ ひ齒の やうに Ml の 光が あったり 無かった りする 市中 を 引かれて ゐた。 目 さき 力ち 

らくす るので、 腹が けの 男 を 見失って しま はない やうに と * 成るべくぎ 近して 歩いた。 

男よ 1 こ， e も がの ふところ 手 をして — 物 も 云 はす ふり 返り もしないで、 度々 暗い 横丁へ と 


這 人って 行く。 折^ 明るい 通りへ 出た かと 思 ふと、 直ぐ また 反れて しま ラ0 その 様子が 疑へば 如何にも 

を かしい ので、 渠 はこり ゃァ、 自分を途屮で撒ぃてしまぅ算.！^ではなぃかと感づぃた。 で、 足 は 疲れ 

腹に も 力が なくなつ てるに 拘ら す、 男が 足 を 早めれば、 自分 も 亦 急いだ。 もう、 この 時には 取るべき 

資金 だけが 目の さきに ぶらついて ゐた。 理 笳を附 けたり • お ほやう に SD^ たり、 卑しんだ りして ゐた赏 ： 

<N だけが だ 11 折角 ここまで 働いた 1 口の 結 3^ を こんな 男に！ S 取りされ て はた まる もの かと！ 

うまや はし 

やがて 厩梳へ 出た ので、 先刻 もこ こ を 渡った ので ある こと を 思 ひ 出せた。 して 兄る と- また 大嫁ま 

で 戻って 行く のか 知らん？ 人 を 馬鹿に！ 若し さうなら、 然し この 本通り を 何でも また 眞ッ 直ぐに 進み 

さへ すれば いいのであって、 腹が け 先生 もさう 疑った ほどの 惡人 でもなかった の だら う、 そして 全く 

物 を 云 はな いのは、 矢ッ 張り、 これ も 同じ やうに 腹が減って ろから なので あらう。 

ところが * 哲 らくす ると * また 左り へ 曲った。 

I  なかま 

「困ります、 なァ』 と • 後ろから 云った 者が あるので 氣が 付く と • 自分の 外に まだ 仲 問が あるの を 忘 

れてゐ たの だ。 そして その 言葉に はまた かすり！^！ i の聲 があった。 みんなで 相談して、 どこまで 行く 

のか 聽き 礼して 兄たら と 云 ふ氣が 同時に 出て、 先づ、 

ひんじゃく 

「さう です、 なァ』 とふり 返った。 自分に は * どちらの 聲も 貧弱に 思へ た。 それが 爲め にか、 高が 腹 

がけの 先生に 眾獨 で突ッ かかれな いのは？ 觅に 角、 この 先生が 物 を 云 はぬ のが 相 變ら. f 何だか- フす氣 

1 日 の勞働  二 六 三 
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昧惡 かった。 

JU-. 、まち 

『もう、 三筋叽に，^^〈てぃ』 と、 力の ない 不： 牛も聽 こえた。 

『もう、 i ^きお 11 lif. く 歩け！』 これ は大平 町の 門 を 出てから の 先生 初めての IT たが、 ここに もこれ 

だけが カ强 く喑 やみに 響いた。 

粱 して 直きなら と 少し 心配が ゆるんだ ので、 鎮は思 ひ 返して、 また 他の 忡 に 頓着し なかった。 そ 

れ からまた 無言で 五軒 町のお ほ 通りまで 來 た。 すると、 先生 はこれ も勞働 者ら しい もの 等の 影が 第つ 

てる 向 ふが は へち よこ/ \ と 刻み足で 走った。 

は それ を兒て 初めて 安心して あと をつ いて 行く と、 向 ふ は 立ち どまって こちら を 向き、 

r ちょ ッと 待って ろよ。』 新う 云って、 奧の 方に も 多人數 の、 火 藥靡前 体 憩 所に 於け る 如くが や/ \レ 

た 聲が聽 える 狹ぃ路 I- へ 這 入って 行った。 多分、 ここが 本 統の親 かたで. - ここから 總 人数の あたま を 

はねた 賃金が 出る のらし い。 して 見る と 蹈 自身 を 命令した 腹が けの 如き は その また 手した のべ いべ 

おそ 

いであって、 そんなに 畏れ 敬 ふに は 及ばたかった の だ。 

渠は腹 や 手足の 力が なくなって るので、 金 を 取れば、 先づ そば 屋へ でも 這 入らう と 待ち かまへ てる 

と • 腹の虫が とめどなくぎ ゆう./ \、 ぎゆうく 云 ふ。 今更ら の 如く、 大平 町に 於いて 骨の 折れた ま 

分の きの 揚が はッ きりと Si された。 この 聯想から 聯想して 大 嫁の 火 1 庫 前にお ちて た 人々 の專 


門に： S ゐてゐ た 一 K 藥を いろ. CE 心 ひ 出さう として 见 たが * あぶお るの 外 は 忍 ひ 出せなかった。 

^の 腹が け は 股の あたりに 重く 垂れた どんぶりの 屮を わざとち やらく 云 はせ て *  EE て.， 乂- たこと は 

來 たが- ぐ また 無：； 一 i で 歩き 出した。 そして また 成るべく い 淡 丁 を^って 行く。  は、 もう、 溜ら 

f いら/ \  - -てか $」• どこ を 通って るの か を 問 ふ ひま もな く、 ただび かくする 銀 货の音 を 額の あ 

たりに 兄て ゐた。 そしてい くらになる のか まだ 知らないが、 五錢 か十錢 でう どん を 喰って 歸り、 あと 

ぢょ  くわい ふく 

はすべ てお かみさんに； W けよう。 あす も あさっても 亦 さう して、 段々 とかの 女に 失った 信用 を 恢復し 

ようと 考 へ た。 

けれども、 股が け は 何 皮い ろんな^ 丁 を 出たり 這 入ったり しても， 持って る もの を 渡さう としない 

わ V  , 

ので ある。 それが どうも 不思議であった。 五軒 町へ 來 るまで は 現金の なかった ことが こちらに も 分つ 

たにしても、 今庶は 持って るの-たから、 途中で 逃 ゆれば こちら は あぶ 蜂 取らす だ。 ぎ ゆ ラッと 自分の 

腹が 云 ふと 同時に、 

『どこまで 無駄 あしさせる の だい』 と， 喉 もとまで 出た。 が， これ を じ ッと云 ひ 押さへ たの は、 今度 

こそ， M ふ をお ぢ 恐れた ので はなく、 徒らに 怒らせて 逃がしたくなかった 爲 めだ。 

..f や もとち やう 

けれども， 祌 Ei お 本 町の 或狹ぃ 路地へ 這 入る ところで、 向 ふ は 立ち どまって、 

『さ ァ、 §〕• 乎 を 出せ —— 波して やる』 と 云った。 すると * 巾 し 合 はせ たやう に 皆 が^って 腹が けの 

1 n の^^  二 山ハ五 
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周 園に 手 を 出した。 その 手の I つの 上へ、 

『さァ 十 錢だぞ 11 いい か？ 1 1 十 錢だぞ 11 いい か？ 三十 錢だ ぞ。 四十 錢だ， そ、 いい か？ それだけ だ..、 

第二 • 第三の 手に も 同じ やうに たッた 四十 錢の 念が 押された。 そして 一番 さきの 手の ぬしから 默 つ 

ろく /t^ 

て 順番に そこ を 去って しまう。 碌々 互 ひに 挨 も か はさなかった 仲で は あるが、 洱 身に は 何だか 永 

久に 生き 刖れ をす る やうに 名錢 りが 惜しまれた。 たと へ 每朝大 嫁の 赤 練 瓦の 門前へ 立っても、 あぶれ 

を 喰 ひつ づければ、 二度と 再び 一 緒に 働く ことがあ るかない か 分らない。 そして 自分 は 若し ここに 最 

後まで 引き とめられて、 而もお 前 だけに は 四十 錢は 愚かな こと、 二十 錢も 十錢 もやらぬ と 云 はれても V 

さう ヤー ゥ 

もう • 相談 あ ひ 手の ゐな いと 云 ふ 場合が 心 ぼ そく も 切に 想像され て、 じいんと 早 ゃ氣が 漏れさう にな 

すゐ じゃく 

つた。 神經の 衰弱 は I 日 ぐら ゐの勞 働で はま だ 直って なかった が、 幸 ひに して 四 番目に 去る ことが で 

きた。 

近所の そば 屋へ這 入って から 考へ ると、 あの 腹が け は 不都合 千 萬に も 腹が け 自身の 住ま ひ 路地の 入 

vk  、 - ち iU う 

り 口まで 自分 等 をお 伴 させた ものら しい。 それ も 金 を 渡し 惜しんで だら う。 喑ぃ橫 丁へ 度々 這 入った，. 

の は 或はす ベて 近 みちをし たのに 過ぎぬ として 見ても * 自分に 金 を 渡した 時な ど は、 お前 は 眠った. 

したから 少し さし 引い て やる と 云 ひかけ たやう に暫 らくこ ちらの 顔 を 見て ゐ た。 

r あす も 亦お 行きです か？』 出しぬ けに 斯う 聽 かれた ので、 驚いて 見 上 ゆると、 かすりの 羽織が 立 マ 


てゐ た。 馬鹿にして ゐ たの だけれ ども、 この 男 だけ はいつ もこ ちらの あとに なり、 さきにな つて こち 

らを手 額り にして たやう であった の だ。 

『行く つもりで すが — 』 と • 俄かに 懐かしく なって ちょ ッと 微笑 を 向けた が、 腰かけた まま 励 かな 

いで、 うどんの 一 杯 EX に つた そのし る をす すり 終った。 晝 めしの 時と 云 ひ、 今と 云 ひ- こんなにう 

まい^ を おぼえる こと は あす も 亦 繰り返したかった し • その上に、 け ふの 勞働 中に 二三 度 緊張した そ 

ゆく わ i 

の 時々 の氣 ぶん も * 忍 ひ 出せば， 繰り返すべき 愉快であった。 で、 一緒に 行けと 勸 める やうに、 『君 も 

どうです？』 

『僕 も 行きます。』 

よくじつ  *  *  * 

； g は その 翌 n! また、 朝早く 支度して 大 嫁の 方へ 出かけた が、 今回 は 空しく あぶれ を 喰った。 

〈大正 六 年 十 一 月) ——. 
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渠は その 初め 十七 歳まで は 武人 を 志願でなかった。  - 

『舉 f てな つて 身 を 立てよう として、 或降實 父の 許し を 請 ふたと ころ、 武士の 家に 生れた もの 力 力 力 

る 懦弱な ことで は 宜しくな いと 斷然 はね 付けられた。 止む を 得す 無 斷で家 を 飛び出し たの ぢ やが、 跌 

の 城下に 近い 玉 木 翁の 感化と 吉 W 松 陰の Iji とに よって、 矢ッ 張り * 軍人と 成って しもた』 と、 よく 

藥 は 人に 語って ゐた。 ， 

西南の役に 陸軍 少佐と して，.^ 散から 出 陴し， 上官の 戰 死によ つて 當然 聯隊 長の 指 棵權を 振へ たが > 

敗^の ぺ 4 めに 聯隊 旗 を 奪 はれた のが 千秋の 恨事であった。 陸軍で は、 この 旗 を野津 大佐が 川尻の 戰 I 

で乂リ 戻した ことにして、 その 假定の 實景を 錦 縫に してまで 各地に 寶り廣 め、 大佐 は猛將 として この 

戰 功に 報いられた。 が、 渠の方 は 本人と して 資相を 知って る だけに、 一 歷耻辱 を 感じて、 その 時から 

.S と 

旣に {3 分の 死 を 少しも 1^ はなかった"  かさ 

, は^つ S スに は、 山路 師圑 長の もとに 少將 として 第一 旅 園長 を 承 はり、 金 州 半島で むろん 戰死 を覺悟 


- であった が、 案ダ 無事に 山路 將軍 と共に 飄旋 する ことができた。 その後 第三 次の 棗 灣總督 となり、 や 

がて nis 戰&に は、 大將 として 旅 順の 背面 攻 Sf に當 つた。 この 時、 最後に は 敵の 開城 を 止. むな くさせ 

たけれ ども、 自身の 愛 兒ニ名 を 初めと して、 餘 りに 多くの mi? ビ 失った。 そして 自分 年来の 所謂 『死 

の n 的』 は逮 せられなかった。 

む を 得ぬ 凱旋と 同時に 闕 下に 參拜 して 

『不 f — この 上 はた だ 割 股して — 罪 を！』 これ は、 無論、 本氣に そのつ もりであった。 が、 御前 

を拜 して 下がらう とすると、 今 I 度お 呼びと めに なって、 今 は 死すべき 時に 非す、 强 いて 死 せんと 

ならば 朕が 世 を 去りた ろ 後に 於いてせ よと 云 はれた。 そして 男爵より 伯爵に 進み、 功 1 級 金 鵄動牵 を 

赐 はって、 やがて 〇〇 院長と なり、 特に *:M 族敎 育の 一 大 責任 を 承 はる ことにな つた。 

ig はこれ を 斯う 二 樣に解 i した、 陛下 御 在世中 は 死すべき でない。 それから、 死すべき でな いのは、 

改めて かかる 敎育. H.: 任 をお ぁづ かりす る爲め 1  で、 と。 

『わし は その 任で ない と 思った けれども， 御製まで 賜 はって、 特に 陛下の 御 思し召しであった から』 

と 云 ふの が、 この の渠の 心持ちであった。 そして 渠の あらゆる 友人 や 新 記^ どもの 述べる に 

對 しても、 たださう 云 ふより 外 言 # ^はなかった。 そして 蹈 自身 は ひ I- かに 『いさを ある 人を敎 への 親と 

t てお ふした てな む やまと 撫でし 子』 を： i 邊 となく 念佛の やうに 唱 へ て 見た。 
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？ ssti 考へ ると、 自分 は 十八 歲以來 武骨な 武人、 軍人と して 育って 來 た。 だから、 軍人と しての 體 

面に 關 する こと は 1^ &に もどう 守つ てれば いい かと 云 ふこと、 また、 いざ 戰爭 となれば、 どう 覺 悟し 

じづ 4- ん  メ 

て 行けば と 云 ふやうな ことなら • 年中 考 へても 來 たし、 また 二三 度 はこれ を 貲戰に 於いて、 實驗 もし 

たこと マ ある。 そして 軍隊 敎育 のこと なら、 隊に 於いて 身づ から その 局に 常って 見た こと も あるし • 

はたから 何度も 口出しし たこと も ある。 けれども、 軍人 敎育 以外の 敎育 となると 考 へがす ッと あと 屍 

りして、 先づ 第一 に获 藩に 於け る 明 倫 館： 代の ことが 思 ひ 出される ので ある 

玉 木 翁の i% な 仕つ けの もとに 校 けられた 松 陰の 『士氣 七 則』 によって、 體軀の 練磨と 精神の 修養 

との 必耍 なること を 初めて 知った。 が、. 十七 歳の 秋、 14 び 萩へ 出て 入擧 する こと を 得た 明 倫 館で は、 

1 莴四五 千 坪の 地積に、 南面 正門 を 入りて. 北 すれば、 中央に 0, 廟 なる 宣. M 殿が あり、 その 西に 講堂が 

あり。 更らに 西 すれば、 炮厨舍 寮が 拉び 立って ゐた。 轉 じて 聖廟の 東に 向へば、 演武 場な り、 馬場な 

り， 練兵 5§ なりが 備 はり、 廟の 後ろなる 池が 水泳の 習練 場であった。 その 西、 謂 ふところの 舉校御 殴 

乃ち、 濟美 堂が 藩主の 學に 臨み 養老の 禮を行 ふところであった。 

この 館に は 山 縣 周 南の 書き 造した 『學宮 功 令』 と 云 ふ 有名な 敎 育綱條 があって 、『卯の 時 • 板 を い 

て 起き 盥嗽 結束して 堂に 升る』 とか 、『巳の 時 ……： 厨に 入って 會食』 とか 云 ふ、 時々 刻々 に爲 すべき こ 

と を规定 した。 『夜 舉を廢 する^ は先づ 事由 を 具して 館長に 請へ。』 1. 常粱の 外、 各自 別に 私 業 1 部 を 


L  11^115. 誰れ も 皆 これ I 屈と は考 へなかった。 S として 皆が じクと 忍び 

押さへ てゐた rf^ ぃ歲 込みの 俾. &f であった。 S 中に 長 州 勢と 佛 li との 戰 ひが 起つ 

た 力- f 艦に 八： を 供給した と 云 ふ 小 倉 藩 を 自分 も 攻め 懲らしに 行った 一 人^。 

こんな こと を 特に 出して 行く と- その ぼ 若い 血が 再び このら 象の 自分に も 湧き 返って 來る氣 

力す る。 そして 今で 云へば 校歌なる、 かの が 自分の 心の奥に 靠 の管擧 けて ゐる。 『書 

a  0a. 蠢最 s ま 5 かん ：：.：. 411. 聽 I れ天を 仰 5 で 呼ぶ を 

，た 集 句 をまん や ……： 』 これ は、 s、 誰れ も 知って る，， i の 響 發の作 だ！ これに つれ 

てまた 忘れられな いのは、 その 時から S のまと にした や 出 V 素 t 仃 うの 文武 S 、知行 合 1 、s 躬行 S 

l±f  ^1  i、 襲に 志して 異 t に 志 I, 行 ひ、 曰 用 I ら にして 奢樂を 志さす』 II 

『功名より 入りて 功名 もな く、 唯、 人た るの 道を 盡す のみな り』 —5、 何す れぞ與 る。 舉は 人き 

る^な り ：…… 敎へは 人と 爲す 道な り』 —— 

この 舉、 この 敎 への 外に、 『やまと 撫でし 子』 を敎 育す る 道 も 別にない と 思 ふの だけ ヒビ も. 本院 D 

職 ：=； 敎校 ども を^め て 兄る と- ちょ ッと當 つて 見た ので はま だよ く 射らない が、 どうも 築 等と 自分と 

の 問に は 何となく 考 へ に 隔たりが ある やう だ。 

大將の 疑 1^ 
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『わし をた だ 上 長官と おもて、 軍人が その 上官に 對 する やうに して 吳れて は 困る。 わし は 今の 敎 育に 

寶際喑 いの ぢ やから • 成るべく であな たがた の 御意 見 i いて 行きたい。 で、 おもうた こと 

は IS なく 云 ふて 貰 ひたい。』 斯う 云ふ考 へで おもな 敎授の 人々 を 一 々別々 に 語っても 見た けれど • 矢 

ッ 張り、 iSi ビ 得なかった。 一 つに は、 ST か 南 分に 遠慮して 思 ふ 存分 を 云へ ない のかと も 思 はれる- 

けれども • 一  方に はまた 自分自身の 考. へ てること に は、 とても、 渠 等と は 埋め合せの 着かぬ 大きな 穴 

が ある やう だ。 

『時勢^れ の 老人』 と 云 ふ 記事 をた ッた 一 つ 或 新 間で 自分の ことに 關 して 書いて あつたが、 果して 時 

けんたう 

勢 後れの 爲め にこの 大きな 穴が できる とすれば， もう、 自分に は 全く 今の 敎 育に 見 當が付 力な 力った 

そして これ を 思 ふと、 任 をお 受けした のが 私 かに そら 恐ろしくな つたと 同時に、 自分に 十分の 成績 を 

擧 ゆる isS がない。 そして 自分の 周 園 をお となし い 子供が 一 一名と も戰 死して 永久に ゐ なくなつ たより 

も 以上の、 うすら 喑ぃ 寂しみ をお ぼえない では ゐられ なかった。 

大抵の 新聞で は • 然し、 軍人の^" i とも 云 ふべき 人物が 惰弱な 華胄の 子女 を II さう だ！ 男子 部ば 

かりで はない、 女子 部 を も 11 敎育 する 任に 當 るの だから • これまでに 先例 もな く、 最も 適任 だと 讃 

して 吳れ た。 そして 知人 や 友人 ども も 亦 同じ やうな こと を 繰り返した。 が、 自分 はお 受け 後、 今に 

^ ャ づ 

なって 兑る ほどます く、 私 かに 氣耻 かしくな るば かりだ， 


，じ 

『^勢に 後れる と云ぷ こと も あるが、 ど うぢ やらう、 な、 今の 時勢の やうに】 © が 文 fs こ tje て をつ 

て は、 ぃッ そのこと • 昔の敎 育法に 立ち返って 見たら？』 一恭 親しい 友人の 一 人に 斯う、 恥 11 が てら 

ちょ ッ とだが • 云って 兒た ことがある。 すると， これ も 軍人であった 人が 答へ た、 

『そり ゃァ 至： i 赞成ぢ や 11 どうも、 人間 は 軍人 的 敎育を 受けて 來 たもの がえ いやう に 思 はれる OB 

てんけ. S 

けれども、 第 一、 自分 は 5af 人と して 典型た る だけの 資格がない。 最初の、 C 奴 も 若い 時の 出陣ら しい 

出 i: に はねけ てば かり ゐ たし- 第二 回の 戰爭に は 勝った けれど 自分ば かりの 力で はない し- 第三 回の 

に は、 また g: 分の 子供と 共に 味 かた を 多く 殺し 過ぎた。 この 戰爭 では、 恐らく 第一 等の 當 つた 

と 云 ふこと が 多少の 申し わけに はなら うが、 そして 自分の 家名 をつ ぐべき もの を I 一名と も： ffiK/ した こ 

とが 多少の 同情 を 引いた が、 この. S- し 分けと 同情と を かち 得れば、 もう， 自分 は それで 十分 満足 だ。 

然るに * その上に は 最高の 勳举を 戴いたり、 皇室の 藩& たる 華族の 子女 敎育を 引き受け たりして は、 

すまぬ。 c 分に はた だ 軍人た る 體面を 成るべく 恥 かしめ ないやう にす る 以外に、 ls、 何等の?^ 靴 も 

ない ので ある。 

おそ 

今更ら の 如く も 畏れ 多い やうな、 最も 心苦しい やうな 氣 がする。 これ を 無理に 押し 隱 しながら • 

さりけ なく 舉 校に 出勤し、 成るべく 當らす さわらす に 事務 を 執って ゐた。 これが、 然し、 どうも 

c 分で 自分 を 欺いて る やうで I— かの、 昔 • 奪 はれた 聯隊 旗の 行く ゑが 分らない の を • 他の 人が 奪 ひ 

大將の 疑惑  二 七 五 


泡 鳴 仝 築 第五 卷  二 七 六 

返した 如くに しき 給で 書き立てられた その 當 時の、 不愉快な 心持ち を 再び 呼び 起した のであった。 こ 

んな 時に- あの 戦死した 子供のう ち * 1 名 だけで も そばに ゐ て吳れ たら、 年が 若いだ けに * 今の 時勢 

を 自分よりも よく 知って たらう から、 何かとう ち 明けた 相談 もして 見る のに —— 0 年寄った 女 1 人な 

どで は、 こんな 大切 な^の 相談 相手に は 少しもなら ぬと 思って、 家に ゐても 自分 獨 りで 寂しい 物 思 ひ 

し あん  ぼんし やく  ， 

に 沈む ことが つづいた。 そしてよ く，/ \ 思案に あまった 時- 或 曰 • 晚 酌の 席で、 相手をして 吳れ てる 

自分の 窭に、 

はくじ やう  ぢょ 

『どうも 困った、 なァ』 と 歎息して 白狀 したの は、 よく. （- のこ とで あ つた。 ところが、 かの 女 は 

11 さすが、 鹿兒 島で 女子に 文字 不必要と 云 はれた 時代から 多少の 舉問を 受けて ただけ あって か？ 

—— こんな ことに もまん ざら 馬鹿ではなかった。 別によ く考 へた 上で もない やうに だが、 これ も 改ま 

び * ふ 

つて 寂し さうな 微笑 を 浮べながら、 

たくさ。 

『別にお 困りになる こと は ございますまい、 天子 さまから 俄かに 澤 山の 子供 を 授かった とお もや —— 』 

ぢょ  V よ 

斯う 云って、 かの 女 はぴッ たり 口 をつ ぐんだ。 渠が 見ぬ ふり をして 見たところ では、 かの 女の 心 はま 

ちょ 

たもろ い 1^ にむ せび かけた ので ある。 この頃で は、 かの 女が 人の子の 話 をしても わが 子の 思 ひ 出し 泣 

もお ろ 0  ぢょ 

きをす るので、 渠は 成るべく 死んだ 兒 のこと は 勿論、 他人の 子の こと をで も、 かの 女の 前で は 云 はぬ 

ことにして ゐ るの だ。 そしてた まに 口に 出して くよ く 云 ひ 初める ことがあ ると、 /0 れを たしなめる 爲 


め 可哀 さう だが、 あたまから 一 喂 して、 叱り付け て^く。 が • 今晚 はまこと にいい こと を敎へ てれへ 

れ たので * 

『あ • それ だ』 と、 は その 場に 思 はす，：：： 分の 膝 を 1^ いた。 そして かのお を 慰めが てら、 『戦爭 がすん 

で 力ら は、 もう、 何もす る ことが なくなつ たやう にお 互 ひに 氣が ゆるみ、 わし も 自分の ことにば かり 

くつ-く  &  & 

すして をった ので、 ちょ ッ とそん な智截 は 出なかった。 さ うぢ や、 澤 山の 子ども を 俄かに 授かった 

とお もや • わしも^ を換 へて これから 面白く やれよう。 さ うぢ や、 さ うぢ や！ 陛下の 聽 まになる おか 

た 力た を わしら の 子どもと は 少し れ多 いや うぢ やが、 このが I で 行けば、 恐らく、 お 思し召しに 十 

^「i ひ 奉る ことができようと E 心 ふ OJ1 

.ぁ は それから n 分の 校に 對 する： 止 Id な 親しみと 確信と を 得て、 新ら しい 方針が きまった やうに £5 

ハ AO 力 自分の：^; 徒 を 愛する と 云 ふこと は、 自分に は、 自分の 部下の 軍隊 を 愛して 來 たま 輕に龙 ふ 

より イカた 力なかった。 Saf 隊は 君の 爲め 國の爲 めで あるから これ をお 《する ことができ たので — 華疾 

の S "校の 生徒 も 亦 •  .0 分に は、 さう でなければ 自分の 愛が 起る 笞 はなかった。 そして そ. e て は、 欠ッ 

張り、 m 鹿 素行 や 松 陰に よって 知り 得た 武士道 的 精神と 紀律と が必 嬰であった。 精祌 と共に 身體 も^ 

全で なければ ならなかった 0 

はんた^ 

ヌに 反對も W ない ので、 いつも この 方針 を以 つて 敎授ゃ 講師 どもに 注意 を與 へ、 また 生徒 を も 
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した。 そして ハ ンケチ や 手ぬ ぐ ひ を 持って るの も 生徒の 身 ぶんと して は Is 澤 だから、 それに 代る 白木 

綿の 切れ を 持たせる ことにした。 夏期休暇に はまた 海岸に 行って 生徒の 水泳 を 勵し、 その あ ひま あ 

ひまに は 自分の 昔の 見聞 や 經驗& うちから 渠等 のために なるやうな こと を 講話して 聽 かせながら * 自 

分 も ふんどし 一 つに なって 毎日 渠 等の 仲間入り をした。 それが 爲 めに、 否、 老人が 餘り 海に 這 入った 

爲 めに、 しほに ％g を 受けた 耳が 中耳炎に なり， とうく 半年ば かり 赤十字 病院に 入院した。 そして 

不思議 だと 思 はれた ほどお となし く醫 者の 言葉 を 守って、 ひとへ に 養生に 努めた の も、 徒らにい のち 

が 惜しい 爲 めではなかった。 

『1+ ぐら ゐで 陛下の 御 信任 を 空しく する やうな ことがあって は不 木意ぢ や』 と 云 ふので あった。 

反對も 出る だら うと 遠慮され た 男子 部の こと は • 却って それでよ かった。 そしてい よく 女子 部の 

方に も 手な つけよう となると、 藥の實 は 容易 だと 思って たのが 案外に も いろんな 故障 を 生じた。 蕖は 

くち •> 

ffi; 子 部のと 同一なる 方針の 應用 として、 先づ， 華美な 服装の 禁止 問題 を 女子 部の 會議に 持ち出し たの 

である。 すると、 S ッ さきに これに 反對 したの は 同 部の 婦人 部長 だ。 

『どうして ぢゃ』 と、 その 方に 目 を 見張った が * 築 は 初めは 高 をく くって 出た 。そして、 その 前に、 或 

.^f ぬま 

友人から、 君の 舉 校に は 一名 * なかく 喰へ ない 独ば ァ さんが ゐ るから 注意せ よと 云 はれた の はこ こ 

だ、 な， と つた。 が * その 意見 を聽 いて 見る と、 自分の 今日までの 質素な 畑で は 全く 豫想 外の 云 ひ 


ぶんであった。 

rs?- 子に 健全な 體 育が 必要 だと 致し ますれば、 女子に はまた 優美な 趣味の 必要 をお 忘れに なって は 困 

ります ので ございます。』 それから いろんな 理窟が 竝べ 立てられ たが、 その として は、 女子 一般に 

は M 美と 美貌 は 勿論、 美服 美裝 もた しなみ の 種類と して 必要で あると 云 ふので あった。 そして、 まし 

てこの 女子 部へ 來る. a 徒 は 尋常 一 般の 家の 『武骨む すめ』 や 『出舍 もの』 ではない から、 と！ 

『さラ か、 なァ  さう 云 ふ理. E も あるの か、 なァ』 と、 渠は 半ば 否定的に 答へ て 見た。 自分に は 初 

めから 娘 を 育てた 經驗 はない が、 ここに 尋常 一 般の 娘と 云 ふこと に 武骨と か田舍 ものと か 云 ふ、 悪く 

取れば 冷 かしの 形容詞が 附 けられた の を- 人 を —— 殊に、 1151. 人なる 自分 を —— 馬鹿にし たの だと 

された。 で， われ 知らす 不快な 颠 をした。 そして 若し これが 軍隊 内の ことなら、 この 上官 を 上官と も 

思 はぬ ふる 舞 ひ を、 直ちに 軍律に 問 ふて 虛分 する こと もで きる と つた。 が、 まづ實 際に 不慣れな 方 

ふく わ 一 

面の こと だから * 如何に 院長と しても- かかる 考 へや 不快な 顔が 遠慮され て、 直ぐ 當り 前ら しい 微笑 

ぎ ぜん 

に まきら せて しまった。 そして g: 分ながら 少 からす 儻善 だと 忍へ る 心持ち を以 つて、 

『今どきの 婦人 は 皆 さう した もの か、 なァ、 わしの やうな 老人に は 一 向亊 情が 分らなかった』 と 述べ 

てつく. 0^ 

た。 そして これが この 議 $ ^を】 應 撤回す る 意味に なって しまった。 

「をん な は 男よりも 殊に 人閱 ですから • ねえ • そのお つもりで 取り扱って 戴かなければ』 と、 部長 は 
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あと. でう ち 解けて ゐ たが —— 0 

ちょ 

考 へて 見る と- 年 は 取って ゐて もな ほどこ かに 若々 しいと ころが ある 部長 だ。 かの 女と 時々 坐談 的. 

に渠も ffl 對 して ゐ ると、 何となく こちらの 氣 ぶんまで が 優しく 娠 やかに なって 行って、 その 時 だけ は 

自分の 屈託 を も 忘れた。 そこらが 多分 人 問です からの 結 51^ であるか も 知れぬ。 これに 似た 氣 ぶん を M: 

分 は 若い 時に ちょ ッと、 若しくは さんざんに、 或藝！ に 就いて 味 はった ことがある とも *yi§ される f 

—— 鬼に^^* 自分のう ちの 婆ァ さんな ど は 如何にも 口 かすが 少く  • 如何にも 武骨で， 田舍 ものく さく 

人の 心 を いささか なりと も 崎れ ばれさせる ところがない の は事寶 だ。 そして 自分 はそんな 女 一 人し か. 

ろく/. >  ぢょ 

まじめに は碌々 知らないので 通って 來た。 今の 開ら けた 女から 云 ふと- 恐らく， かの 女な ど は 人 問で 

も 女で もない の だら う。 

r そこが 少し 理窟に 合 はぬ』 と 心に 云 はせ て • 獨 りで ゅッ くり ほほ ゑんで 見た。 

けれども、 院長と しての 體而を 部下の 1 婦人に 多少で も 傷つ けられた こと を 私 かに 不愉快に 思 ひな 

がら、 その 日、 規定 通りの 時刻に 歸 宅して から •  一 I 別に 訴 へる 人 もない ので. I これ を ^01 分の 妻に： 

ちょ 

Mi つて 兑た。 すると • かの 女 は 自分 を 慰めて cj^ れる つもりで だら うが 少し 昂奮した やうで 斯 3S つ. 

た、 

r けしからん では ございま せんか、 女 ふぜいで 上官に 反抗 致したり して？』 


「いや * さう 一 槪には 云 へん。』 この.：： 分で n 分 を 偽 はる やうな 言 おが、 殆ど 自然の 如く わけもなく、 

ぢょ 

C 分の 口から 飛び出す の を、 おは、 n 分ながら、 不 E 心議 にも 忍へ た。 木 心で はかの 女の 昂^と その 意- 

どうい 

味と を 確かに 承；！ して * 如何にも 尤も だと 云 ふ ：3 意 やら あまへ 込み やらの 感じまで あつたの だ、 これ 

► ぢょ や. 

を n 分 はかの 女に さへ：.^ 直に 發 表しなかった。 そしてた だ 表面上の 事情 を 述べた 。『わし は 校で は】 

^新參 もの ぢゃ。 殊に 今の 女の^ に は 全く 明きめ くら も 同樣で —— ああ 云 はれて 见れば —— それ も 

さ うぢ やと ふより 外に まだ 考 へが 出ない。 男子 部の 敎育に は反對 もなく^々 親しみ もで きて 面 n う 

なって 來 たが 11 』 

「それに 致しましても、 £3- 人の 婦人 會は 巾す に 及ばす、 愛國 婦人 會に^ しても 皆- 贸素 をむ ねとし ま 

CO**  く 

して、 依. i1< の にも 綿 服で 1^ して をり ますのに 11 』 

『わし も それが よいと ふの ぢ やが、 な _ 』 渠 はどうしても in 分の 妻と 同意 见 であるら しいの が、 

悉く 部長 をい いこと にして ゐる樣 子 ある 女子 部に 對 して、 却って 一 膀 CI 分 を 心 ぼ そい 獨 りぼッ ちに さ 

せる やうであった。 自分の 心の 目前に は、 女 {:e 身から うわべの 美貌 や 美 装 を 必要 だと、 H.: 張す ると ころ 

の 、乃ち、，：：： 分に 取って は 全く 從來と 勝手が 述ふ、 新ら しい 世界が 俄かに 現 はれた ので ある。 そして そ 

の 世界に 住む 女 ども は 5,3* この 老人が 考 へる とは刖 な、 そして 一個の つよい 意志 を 持って る やう だ。 

くわび  ft  y ん 

その 華樊な 姿に もなか/ < に 下 だらぬ 强 iS を 包み、 多 辯のう ちに だが その 思 ふところ を すん く 云 
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*- うい .9 

ふ 。この I 點 * たけを 見ても、 むかしかたぎ 從順ー 天 張りめ 女 どもと は 全く 違って る。 近頃、 舊友 ども 

の 家庭に 於け る 若夫婦の 不和 や 離婚 問 隠 をよ く聽 くが、 かかる 時勢の 變化を 示め す 一 端で あると すれ 

ば、 職掌 上ラッ ちゃって は 置け ない ことになる ではない か？ ひよ ッ とすると、 愛國 婦人 會ゃ 軍人 家族 

しっそ 

會の會 員の やうな もので も、 從來 一 般に きまって る 質素な 出で立ち を 心から 喜んで 守って るので はな 

ほんしん 

いの だら うかと 云 ふ 疑 ひまで 起った ので、 渠は I— 『若し 皆が 本心から やって をらん やうで は 何にも 

ならん。』 

『でも， 必らす さう ときめて 置いたら よろしう ござ いましょう が  ？』 

「いや、 わし は 人の 本心に 反する やうな 敎育を 施した うはない。』 

しょて 

渠は實 際に 女子 部の 改革に は 初手から 行き 詰って しまった。 そして 反對 のなかった 男子 部の 方まで 

も 返り 見て、 自分の やり 過ぎが ないか 知らん と考へ 直して 見た。 が、 この 方 は 着々 自分の 方針 や 計 割 

が 進んで るし、 生徒と 一 緖に 親しく 水泳 をした ことな ど は 自分の 舊友 どもに 語る 大 得意の 1 つで あつ 

た 0 

r  」 然し 女子 部 だけ は.' 鬼に 角、 渠は當 分 手 をつ けない ことに 決心した。 そして 或 小 ^の 席で 

«ん わくん 

だが、 盃を 取り か はしながら 云った、 『君の 注 怠して 吳れた 例の 婆ァ さん は 如何にもな かくの 難鱗ぢ 

や。』  . 


「旅 順 を 落した 勇將 でも • なァ — 』 

「あは、 は！』 

k_J やうけ， i 

そのうち、 この 部へ 畏れ多くも 賁顯の 御 女性の 行啓 を 仰ぐ ことが 生じた 

渠は 何日 も 前から その 筋の 人々 ともよく うち 合 はせ をして、 小心 翼々、 落ち度の ないやう にこま か 

い；； i4 けまで もき めて いた。 そしてい よく その 行啓の 前 曰に なった 時には、 同 部の 會議に 出かけて 

行って、 これ も， おち 度の ないやう にと、 くどい ほど やら 相談 やら をした が、 それほど のこと は I ゆ 

年の ことで、 重々 承^です と 云 はない ばかりの 態度 を 皆の ものが して ゐた 1. 敎授 たる 婦人 ども も * 

男子 ども もお。 

築 はこれ を 初めて 着 破した 時にはち ょッと 怒りに 顔 を 赤く した けれども、 直ぐ そ 知らぬ ふりに なつ 

た。 そして 雨降りの 日であった ので、 若し あす も 雨が つづい てれば どうしょう？ それでも 無論お 出で 

に 成る に はき まって るから、 こちら も そのつ もりで ぉ迎 への 爲 めすべ ての 女. 徒 を 門內の 庭に め^ 列 さ 

せる が • 

「たと へ 雨が 降って をっても、 その 時 生徒に かさ を 持たせて はよ くない』 と 云 ひ 添へ た。 

すると、 部長が また 反對 した、 

r わたし 達の 徒 はへ^ M さんで は ございま せんから、 そんな こと はでき ません。』 
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『  』 如何にも、 なァ と、 この 時、 .渠 は 何げ なく 云 ひかけ たので あるが、 相手の 言葉が 反對 意見 

を 述べる 時にはい つも， ヒス テリ 性の 女の 如く  • 何となくと げくし いのに 思 ひ 及ぶ と • こちら もす 素 

なほ  ぶ つ  . . 

直に は 物が 云へ なくなった。 さきに は 武骨 もの を 人間で ないかの 如く 云 はれ- これで 二度まで も、 高 

が女づ れの爲 めに 院長と しての 面目 を 失する の だ。 長生き すれば 恥 多し のこと わざ も 私 かに 思 ひ 出さ 

れて、 あの 子供と： J^. ハに戰 死して ゐた 方が 寧ろと 云 ふ 後悔が、 始終 起る やうに、 この 時に も 起った。 

れ でもた だ じッと 苦笑しながら、 

『わし も、 女生徒 を 兵隊と は 間違へ て をらん つもり ぢ やが、 行啓のお 迎 ひに かさ もさして は、 な ..i 』 

『ですから、 雨降りの 日なら • 玄 ii のお 廊下で ぉ迎へ 巾し 上 ゆる 習慣に なって をり ます。』 

『わしに は それで は 畏れ 多い やうに 思 はれる が 一 I 』 

『おかみ は 決して しもじもに 御 無理 をお 强ひ になった こと はお ありに なりません。』 

『それ もさ うぢ やが』 と、 渠は 多少う ち 解けて 見せた。 が、 若しな ほ 自分の 考へ 通り 行 はせ るに は， 

前以 つて 敎師ゃ 生徒の 姜裝 美服 主義 を嚴 して 置けば よかった の だと 思へ た。 女と 云 ふ もの はどうし 

て も その 着て ゐる物 を 大切が り 過ぎる やう だから ッ て 。『それ ぢ やから、 早う 綿 服 制度に して m はけば- 

こんな 時に 皆が 忍 ひ 切りが 付かう。』 

『院長と も あらう お 方が 以 つての 外な』 と、 また，^ 突ッ 込まれた 。『却ってお 田 ^ れ多 いで は ございます 


まレ 力？ わたくし 共 を 初め 生徒も^、 立派な §i で 立派に ぉ迎 へがで きます もの を、 わざく 翳れ て 

も かま はぬ と 巾す やうな、 自分た ちで 兒く びった 綿 服く に 致せば、 却って それだけお 上に 對し 奉って 失 

に 《5 りましょう が  ？』 

『  』 は 忍 はぬ 不敬 を 平氣で 語って ゐ たのに 氣が ついて、 今更ら の やうに 身ぶ る ひ をした。 そ 

して 斯う 云 ふより 外に 仕 かたがなかった、 『；^ も ぢゃ。 わしが 大きに 思 ひ 遠 ひ をして をり ました。」 

おもてに は I を 見せた が、 渠の 胸の 奥に は、 なみくな H ど 共に、 一 つの 大き 農 惑が 起 

ら ないで はるなかった。 一 體- 自分 は どの 時代に 生きて る 人間 だ？ 蕖 等と 同じ 時、 同じ 場所に 住んで 

ゐ ながら、 現今の 女子 敎 育に 封す る 自分の 考へを かた ッば しから 渠等 にぶち 毀 わされて る 上に も、 ま 

た. H 分の も 誡^に 保つべき、 re も 大切に 思 ふところの、 忠義 心 をまで 1 婦人の 爲 めに あざ笑 はれて 

るの だ！ 

忠義 心 は 自分に 今 も =|；:：1 も變 はる ことがあらう 辔 はない。 忠義 は どこまでも 忠義の 意^し か^、  0 が、 

綿 服 E ^題に 常て はめて 說 明を與 へられて 見る と、 今の 通り 自分の 考へは 確かに！^ ち I つて ゐた。 否、 ^ 

遠 ひと 云 ふよりも， 5k ながら 打ち 粟て ならぬ 不敬であった 0 こんな こと を敎 授^ 議で 直ちに 指摘 さ 

れ たの はま だく 幸 ひで— 若し これ I- 徒 一般に きたり、 蒙したり した あとの ことであった 

ら、 上に 對 しても、 世 M に對 しても、 もう、 取り返し. がつ. かぬ のであった。 斯う 考へ ると、 自分 0,, 
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つつかな 心が、 矢ッ 張り、 殆ど 立ち 揚 もな くその 場に ふるえ おののいて ゐた。 

を. A  ら、 

わ に g つてから • 兎に角、 會議を そこくに 終 はらせ、 罪 を 犯した ものの、 も 持ちで こそくと 女 

子 部 を ！^、 馬上で 男子 部の 方に 來 たが、 院長 窒 に引ッ 込んで なほ 再び 自分の こと を 責め 考 へて 見 

た。 自分が 時勢に 後れた ものである こと は 重々 知って ゐ ないで はない が、 この 時勢に 後れた ことが 忠 

義心と 衝突す るので あらう か？ 無論、 そんな ことの あらう 笞 はない。 今の 時代 は 自分から 見れば 華美 

に 流れ 過ぎて ると 思 ふが、 それ も 止む を 得ない とならば、 自分 は 不贊成 だが、 必ら すし も それ を 禁止 

する に は 及ばない。 して 見る と、 自分の 言橥 のど こがさう 不敬に 當 つた の で あらう 0  どご 力？ 

1 さう だ- ほかで もない、 自分が ii ぐら ゐ なら 濡れた ッて 惜しく はない と 云 ふ 意 を そこに 云 ひ 添 

へたから であらう。 が、 雨に 濡れる のが 惜しい とか、 惜しくない とか 云 ふこと は 初めから 自分自身の 

考、 ではなかった 11 雨 どころ か、 彈丸硝 雨の 間に も 衣服な ど はおろ かなこと、 一身 を も 投け出 I て 

9  くつ 

來た {IE 分 だもの ！.. -て 見る と， まだ 若い 娘の 子どもの 心 をへ たに 思 ひやって、 そこに 自分の S 窟 をつ 

けようと したの が、 意外に も 11 そこが 現今の 1 般 生活の 事情に 喑ぃ點 だと 云 へば 云 へ ようが 1. 不 

敬な こと を 自分が 云 ふこと になった の だ。 

首 葉 は 成る ほど 慎まなければ ならぬ 11 が、 矢ッ 張り、 綿 服 主義 その物が 惡 いのではなかった 1 -. 

si- の 利害 關係を 離れて 若し 本心から 渠 等に 質素の 皆 を敎へ 込んで 置けば。 I. さう だ、 さう だ！ 矢 


ッ 張り • 自分の I 意 を 不敬で なく 押し通せる 餘地は 十分に 錢っ てゐ たの だ。 

1^ が ここまで 思 ひ 至った 時には • 自分の 息づ かひまで が 生き返って ゐた 0 そして、 もう、 。つもの 

* ム * やく 

若な 余分であった。 

そこへ 丁度 女子 部の 敎務掛 りから 電話が かかつ 

て.^ たので 晴れ ばれした 祭 持ちに 笑 ひ を 含ませて、 

,s は 出しぬ けに 自分から 新う 云 ひ 出した —— 何だか 1K ふべき こと を まだ I； ムひ 置かないで 來 たやうな 氣 

がした ので 一1 

『部" おさんに 叱られた ので、 わし は 今 自分 を資 めて をった ところ ぢ やが、 叱られた 原因 はわし の 云 ひ 

かたが 惡 かった ので ある こと を發 見し ました o」 

『左^で ございます か？」 

『生徒に 美服 を 許して ある 以上 は * わし も 無理に 雨の 中に 立てと は 云 ひません。』 この 言葉のう ちに は 

その代り、 今後- 時期 を 見て 矢ッ 張り 綿 服 主義 を 賢 行す ると 云 ふ g ず かき まった こと を 含めた ので あ 

つた。 が •  はま だ そこまで うち 明ける 時で はない と 思って MiS はしなかった。 

『その 行啓の 件に 就きまして です が」 と 云って、 敎務掛 りが 傳 へたと ころで は、 また 一 つ 困った こと 

がで きた。 或 生徒の 家庭に 赤痢 患者が あった ことが 發 兌され た。 そして 傳 染^の あった 時 はすべ て 御 

慮し なければ ならぬ ことにな つて ゐる 0 
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『そり や 困った、 な！』 渠の あたまに 先づ 浮んだ の は 自分が， 不行き届き にも そんな こと を 取り調べて 

匿 かなかった ことで ある。 お 上の 御 都合ば かり を 伺って、 こちらに かかる 手落ちが あつたの は、 もう 

地 隱&を 踏んでも 取り返しの つかぬこと だと 悔いに 悔いられた 0 敎務 會議の 不面目に は 左 ほど 表面に 

まで まごつき を 兇せ なかった 自分の 顔 も、 これに は 全く 眞ッ靑 になって しまった、 『部長さん をち ょッ 

と 電話ぐ ちまで 呼んで 貰 ひたい。』  . 

けれども、 部長 は 旣に返 出して、 そこに ゐな いと 云 ふので あった。 

ぢょ 

『  』 何 だ • こちらに ばかり 心配 させて と 云ふ氣 が、 日ごろ からかの 女の 院長 を 院長と も は^. 

そぶりに 對 する 渠の 不快 を * こんな 時 だと 云 はぬ ばかりに 刺戟して、 ふと、 無言の 憤り やら 復響 じみ 

た 感じ やらに jg を 走らせた。 そして 渠 はかの 女に 直接 相談の 電話 も 掛けないで、 直ちに 自分が その 主 

^おに 急ぎ • あすの 行啓 中止 を 願 ふこと にした。 

この 時、 渠は私 かにい よく 自分の 辭職 決心 をして ゐた。 これ は、 然し、 必ら すし も かの 女に 對す 

る 不快 や 不平ば かりからで はなかった。 向 ふ は 女と は 云 ひながら * 敎 育の ことに 長い の 經驗ゃ 研究 

してぎ  » 

を^んで 來た 者で あるから、 こちらが それに 自分の ふつつか を 指摘 されても、 また 馬鹿にされても 

ほんとうに 止む を 得ない 0 が、 自分 はたと へ 新米の 敎育 家と しても、 殊に かかる 性質の 舉 校に 對 して、 

ほりに 経 驗ゃ智 慈が 無 さ 過ぎる の を， 01分ながらまことに不&^^なく思へたのだ。 


タ： し •  はき まった 式 をう ッ ちゃっても © けない ので、 その 《お：：：、 —  丁度 天氣 こなった Q を 幸. <、 

—— 時^より 早く 先づ 女子 部に 出勤して、 一 度 はちよ ッ とでき かけた その 親しみ も • 旣に また 全く， 活 

くな つたと ころの、 院長 控へ宗 の 椅子に 就いた。 そして、 も ラ， 別に iS 極 的な 計畫ゃ 希望 もない まま 

に、 ただ け ふ 】 n を 無 ieilE*  ,:nl 分の 不面目な 失敗 やら 思ひ途 ひやら 11 これが 自分に は 一 番. g ぎ 

の やうに 恐ろしく なった 11 をし さへ しなければ と、 心に 祈って ゐた。 女子 部長が 早く やって 來. H ハ 

あ ひだ を ni 分に はいつ も 通り 少し 安心な 時 で _ かの 女の 姿が 見える と • 直ぐ、 また 何 か 云 はれよ 

せぬ かと 云 ふ 不安 やら 而倒 やら を • 最近に は、 いつも 豫期 する やうに なって ゐ た。 

ぢょ 

ところで、 かの 女が 出獄す ると 直ぐ、 この 日 も 亦 して 渠に つて かかつ 

ぎ や  < 'け. S 

『失 禮で すが、 行^ をお 中止に おさせ 申し 上 ゆた の は あなたで ござ います か？』 

『わし ぢ やが』 と、 無理に も 不斷の 調子で 渠は 何げ ないやう に 自分の 顏を かの！^ に 向けた 0 が、 自分 

の 口 は 寧ろ 弱く をのの くと ころの 自分の 心の 方に 向って ゐた。 そして かかる 重大な 件に 就いて さう ず 

易く 突ッ 込まれる やうな 落ち度 はまた として ゐ ない i3 だが と考 へた。 然し、 これ を 押し 隱す fStf めに や 

わら かな 微笑 を兑 せながら、 『赤痢 患荐 があって は 畏れ 多い こと ぢ やから o』 

『それ は、 もちろん、 御 遠慮し なければ ならぬ 範 園に ございま すれば でございますが •  — 第一 こ、 

あなた は 1體その^3|者がござぃましたのはぃっのことか、 實 際に § ベなさい ましたでしょう か？. 一 

大將の 疑惑  - ：  -xt 
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『いや —— 』 また 胸に どき ッと來 たが、 おもてに は 泰然と して、 『わしが 調べる まで もな く * 敎務掛 り 

の 言葉 は 信じなければ ならぬ によって l それに、 また、 相談 相手の あんた がお 引けに なって たもの 

ぢ やから。』 

ぢょ  こし 0- く  す 

『は、 はァ』 と、 少し 胸 を 反らせた かの 女の 態度が 渠には 小癮に 見えた。 『あなたが さう お澄まし にな 

つ て いら ッ しゃるなら — 』 

す  つと 

『いや、 澄まして をる わけで は 11 』 ばかにの し 出さう とする 我 を渠は 押さへ るに 努めた けれども、 

六ケ しかった。 

『今一 つお 伺 ひ 致します が、 —— たと へ わたくしが 引けましても、 電話 も ございます ことです のに、 

どうして 先づ 一 と 言わた くしに おはなしがなかった ので ございます？』 

きク 

『  』 成る ほど、 さう 云 はれて 見る と、 それ もよ くなかった。 女子 部の こと は 同 部長に 1 應は相 

I！ してから すべきであった。 けれども、 この場合 * どうした もの か、 今 1 度 前言 を 繰り返して、 『今 云 

ふ 通り、 あんた は 引けて をった から』 と 云 ふ 返事が 出た。 自分ながら 問 ひとはつ じ 棲が 合 はぬ と 思 は 

れ たが、 おうせけ ふ 1 日 を 過ぎれば 辭 職す るの だから、 いまく しい 氣 がして、 と のま づぃ 言葉 を 取 

り 消し もしなかった。 而も その上に、 押さ へられて 我が 張って 來て、 ここ だと 云 はぬ ばかりに その 意 

f  ぢょ 

味 を 別な 方へ 持って行って、 かの 女が 擧 校に 對 する 不熱心と 云へば 云へ る 一 つの 點を 暗に 注意した CI 


もりに なった。 ^校が すむ と id ぐ さう/ \ 急いで 歸ら ないでも • 今少しと どまつ てれば いいの だ、 現 

にきの ふの 如き 急を耍 する 事件が 出來 する こと も あるのに！ 

ぢょ 

かの 女 は、 然し、 これに も 尉であった、 

『s. 校が 引け ますれば 敎師 も歸宅 致します の は當り 前で は ございますまい か？ 軍人 や 一 般 官吏な とど 

.rt  くじつ 

は 違 ひまして、 敎育家 は 自分 どもの 修養の 畔問も 必要で ございます。 翌 H の 課業の した 調べ もさせて 

s かねば なりません。 わたくし は それが 爲 めに は 自分から その 資例 を實 行して をり ますつ もりで ござ 

ます 力  』 

つまり、 この 抗議，：： つづき を も渠の 辛抱して 聽き 取った ところでは、 お前 は それに 反して 思 ひやり 

くわん り 

がな く、  Bsf 人 や I 般の宫 吏 か何ぞ のゃラ に、 いつまでも * のん ベんだら りと 敎師 ども を 引ッ！ ^つて 置 

ちょ 

いて、 W 重な 時^ を 無駄に 费 やさしめ ようとす ると 云 ふので あった。 かの 女の 反對に 出逢 ふ 度：. 母に、 

一 々それが 尤も だと 思 はれる。 

ことば 

『如何にも • な』 と、 少し 言 _s を 和らげて ゐた、 『よい こと を聽 かせて 下 ださった。』 

ぢょ 

『それに、 わたくし は』 と、 かの 女 はま だ 和らがないで、 『無論， あなたの もとにで ございま すが、 

. 1 女子 部の 全赍任 をし よって をり ます 者で ございます。 それが 引けて をり ましても、 それが 爲 めに 

は 常应も S かれて ございます。 電話 も かかって をり ます。 それ を さし 匿いての 御 處置は 11 』 

大將の 疑惑  二 九 一 
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『い； 5.、 もう、 よく 分りました。 これ も わたしの 手落ちであった。』 否 • 赏は、 自覺 的に 多少の 私， m を 

もま じへ ての ことで あつたの だから、 『わしの 手落ち は 幾重に もお 詫びし ます』 と 答へ る 外に 一 言 もな 

かった。 

5:  ぢょ  せケ 《- くわん じ や 

なほ かの がの 言 紫に 據 ると • 驚いた ことに は、 かの 女 は、 生徒の 家族に 赤痢 患者が あった こと を 1 

そ 0 生徒からの 電話に 據り —— とッ くに 知って たのに、 誰れ にも 云はなかった のであった。 - 

『け.^ ども * それ は、 もう 一週 問 も以， のこと でございます。 それでも 若し， なほ 傳染の 恐れが ござい 

ますなら、 その 生徒 だけ を 御 遠慮 させれば よろしい ので ございま すが、 その 生徒 は 當日も  わたく 

しが 前から 申して、 出校し ない ことにさせて あるので ございます。 何も 一週間 前から あなたが おきめ 

になった 特^な が」、 今更ら おとめ 申さないでも 11 多くの ％ 一 徒が 樂 しみに して、 喜んでお 待ち 受 

けして ゐ るので ございま すから？』 

『然し、 も， フ， ぉ斷 わりして、 生徒への 揭示も 出して しもた から。』 渠 はこの 點 だけ は 斷 然と はね 付け 

て、 最も 確信 ある 若の 如く 動かなかった。  1 

『揭 示な ど は 直ぐ はがせ ましょうが  』 

『さう も 行かん て。』 

こ の 最後の 短い 兩 句が 云 ひか はされ た 時には、 もう 兩方 とも 多少う ち 解けて 來 たやう に 築に は 思 へ 


た。 若しで きる ことなら- 1 度ニ人が^_.?り合っ て —— そして 酒 を 飮 めるなら、 1 絡に 飮ん でもい いが 

そ つう  ぢょ 

— 意志の疏通 を も 試み • また 敎育 上の 意見に 關す るかの 女の 敎へを も 乞 ひたかった。 

ぢ. よ 

人が たと は どなた も 皆 さう 御 小心で いら ッ しゃる のでし ようか』 と、 かの 女 は 微笑 をまで 浮べた。 

ぢょ  わ A 

r  』 罪のない 冷 かしだと は 見えた が、 渠に はかの 女の 意志が よく 分らなかった。 ただ 笑 ひなが 

ほんとう 

ら、 辯 解 をで もす る やうに •『： 单人 はい ざお のおめ * 國の爲 めと なれば、 1 身 を投ゅ 出して 本統の 氣 

が 出る もので —— 』 

『それ を —— いかがでしょう —— 敎育家 は 不斷に 持って をり ますと 致しましたら？』 

『然し 11 』 ？？-：！^こ云ふものは责戰の經驗がなければ本統に分らぬと說明しかけたのだが i 0 

『さ ァ、 もう- 斯うして は ゐられ ますまい』 と • かの 女 は 時計 を 出して 見た。 そして またき ッ となつ 

て、 『それで は、 あなた は 今 一 度 行啓 をお 願 ひし Id して は 下さいません か？』 

『とても。』 

ご いぞん 

『では、 わたくし からお 願 ひ 致して 見ます のに 御 異存 は 11 ？』 

『若しで きる ことなら。』 新う 曖昧に 答へ て、 渠も 自分の 時計 を 出して 見て、 『もう、 四十 分し かない か 

ら o』 

『いえ、 よろしう ございます。 わたくし がま ゐ つて 見ます o』 

大將の 疑惑  二 九 三 
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『  』 そんな ことが I— この 婆ァ さんに 11 ？ 斯う 心で は あざ笑 ひながら、 渠 はかの 女の 去る の 

くれ 3- 

に默禮 した。 

『先生、 矢ッ 張り、 いら ッ しゃいます の？』 直ぐ 室外の i^l^ からこの あまったるい 生徒の 聲が聽 えて 

來た。 

『え、 矢ッ 張り？』 また 刖 なの だが、 これ も渠に はいきな り 張り飛ばして やりたい やうな あまい 聲だ。 

『ええ、 多分』 と 云 ふ 答へ は 部長ので あった やう だ。 これ も 亦、 こちらに 向った 時と は 違って、 餘り 

に 權烕が 無 さ 過ぎ. UO 

『 さう —— 多分？』 

『嬉しい、 わ！ 嬉しい、 わ！』 

『  』 渠 は その 方に じ ッと聽 き 耳 立てて ゐた顔 をし がめ て、 そ ッぱぅ を 向いた。 そして あんな 狀 

i  げんかく 

態 は、 しッ かりした 仕つ け かた をし ないから のこと だから、 も ッと嚴 格に 改めなければ 11 と考 へら 

れた。 この 學校は 生徒 を あまやかし 過ぎて るの だと。 

けれども、 現に 壓 迫され てた やうな 氣 ぶん を 少しで も 晴らす 爲 めに、 窓の そばへ 立って 行って、 門 

の 方 を ながめて ゐ ると • 行啓 御中 止の こと を 知らない 生徒 だら うが、 いづれ も 嬉し さう に して どし 

どし 這 入って 來る。 皆 その 身なりの 派出 過ぎる のが 時勢の 浮薄 を 示め す やうで —— 自分に は、 どうも 


. 1 氣に 喰はなかった。 

渠等を 1«1 人に する つもりで も、 軍人の 家族に する つもりで もない .—— が、 11 金の ある もの 等 だか 

らと 云って、 部長の 云 ふ 通り 美服 を 着る 權 利が あるかの やうに させて 置く の は *  ^家の 爲 めに 考へ物 

だ らう。 

兎に角- ここに 自分の 爲め 一 つの 添 船が 開ら ける と 思へ たこと に は、 ことごとに 意見の 相違 を發表 

した 女子 部長 も 今度 こ そ は 最後に かぶと をぬ いで、 こちら へ 降參 してし まう に 遠 ひはなかった。 

さう かう して ゐる うちに、 時間 は 刻々 に 迫って 來た。 そして、 もうあと 十分と 云 ふ 時に * 部長が 自 

働 率で 鄉り歸 つて 來 たのが 見えた。 それ 見た ことかと こちらの 心 は 躍り あがった けれども、 これ を じ 

つと 船 に 押し こたへ てゐ ると、 案外に も、 かの 女 は 勝手にへ ぎ 取った 揭 示の 紙 を 手に しながら ここ 

へ 這 入って 來 た。 そして 嚴 格に、 

「時 問 通り にいら ッ しゃ います！』 

『  』 1^ は 1 かに、 自分で は區刖 のでき ぬいろ くな 感じに 引き締められて、 自分で は 何とも 云 

へ ぬ氣 持ち の^めに 全身が 顫え をのの いた。 

式が 無事に 終 はって しまう が 早い か、 渠は 部下に 裏切られた 者の やうに 自分の 學校を 出た。 そして 

大將の 疑惑  一 一大 五 
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かんげき 

玀り SI 上に ゆられながら、 途々 考 へて 見る と • 陛下の 御 知遇に は 感激した ものの、 自分 は學 校の 女子 

部に 於いて は不面 gr たらけ である。 萬 事が 自分の 腑に 落ちないで、 自分の ふつ つかに 終 はると 同時に、 

萬 事が また 自分の 豫想 外に 進行して 行く。 その 最後の がけ ふの 1 大事 件で 11 。 

自分に 代って 小 倉 聯隊 旗 を 取り 屍した ことにして 吳れた その 時の 野津 大佐 や、 その後 赏 際に また • 

くづゃ 

屑屋とまで 落ちて これ を發 見し、 取り 房して 吳れた その 時の 赤 木 少尉 は、 丁度 今の 女子 部長の やうで あ 

つた。 自分の 仕事 はいつ も、 佑に よっての 如く • 牠の 力で どし く 運んで 行かれる！ 新う 思 ふと， 

ぢょ 

お 上と かの 女と が 自分に は 一緒にな つて * おそろしく も 又な つかしく なって、 いつのまにか ありがた 

IS が 浮んで ゐ た。 

この 私心な き 心持ち を以 つて 今 1 度 辭職を 思 ひとまり、 今少しの 問 を できるだけ 御 知遇に 報い 奉つ 

る ことができまい か？ • 

それに は、 日ごろ 尊敬 もし 親しみ もして ゐる あの 神道 家 厶厶氏 を 今夜に も 訪！： し * そこへ 部長に も 

來て貰 ひ、 部長の 同郷人なる よしみ を以 つて、 同氏に 中を取らせ • こちら も 今後 は 軍人 的な 頑固 を愼 

む 代りに、 部長 もまた この 老人 を さう いぢめ ないで * おだやかに 忠 吿を與 へて nj^ れる やうに 取りき め 

らくく わん 

たいので あった。 そして そのつ いでに • 自分の 落 欺 を携 へて 行って • 先 酒 を 酌み か はしながら 十 枚 

ばかり 窨 いた 物に 自分の 名 を 押して 來る ことまで も考 へる 餘 地が できて ゐた。 


わか  to よ 

それに、 部長が こちら を 小心と からかった 意味 も • 今にな つて 分った やうな 氣 がする 。かの 女 は 昔、 

91 たし 

官づか へ をして ゐ たこと も あろば かりに、 あんな 大膽 なわ ざ もで きる のであった らう。 

歸 宅して から、 この こと を 語る と、 妻は不 斷の愼 みに も 似す • うかくと 斯う 云 ひかけ た、 

『典侍なん て I— 』 

S よ 

『^-れ多ぃ！』 一喝に 擴 はかの 女 を 驚かして いて、 

『ちと 首 雜を愼 め』 と 叱り付けた。 

^のお ，ねめ は I 刻 も 忘れて ゐ ない。 が、 擧 校に 於いても、 また 家に 在っても- 自分の 11 り ぼつち が 

返り 兄ら れ ると- 君の 爲め國 のおめ にも 自分の 愛兒 どもに 死に後れ たこの 時勢 後れ を —— 妻 を 1^， つた 

口の うらから — en 分で 悲觀 しないで は ゐられ なかった。 そ L て どうせ 斯う 生き 殘 つて ゐ るなら、 女 

では 駄：： ： だから、 せめて は， 死んだ 兒 のうちの I 人 をで も 話し相手に 殘 して 置きたかった か 

よわみ 

天地に 向って 許して 貰 ひたい 一 I これ も 人間の 弱味 だら うから！ あの世の ことが 分らぬ 寂しみ とこ 

の 世の 現職に 1" いなさけ なさと が 1 緖 になって、 頻りに 自分 を 襲って 來る。 そして 日ごろの 糈祌 修養 

にと て おぼえたり 守って たりした 古人の 言葉な どの 力 を • いつにな く 疑 はれた。 

Sg!;!:i を かけて 兒 ると、 △△ 氏 は 部長 を も 呼んで • 今夜め し を 井、 にす る ことにすると 云 ふ！^ 事で あつ 

がう じ やう  .U なま 

た。 が、 向 ふ もなかく 强 情な 婆 ァ さんだ から、 こちらの 多少 無理な 申し出 を 素 腐に 聽 いて 吳れ るか、 

大將の 疑惑  二 九 七 
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どうか 分らない。 

渠は 半ば 棄てッ 鉢に なった。 これ はま だ晝 めしの こと だのに、 例に なく 酒 を 添へ させ *  8w.o^でlと 

醉 ひする つも bN で、 ゆ ふかた まで は 人が 訪ねて 來ても 誰に も會 はない ことにした。 

— (大正 六 年 十二月) 一 . 
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よ な.^ 

渠は 自分で 忘れ もしない、 大 liH ハ年 九月 三十日の 夜であった 11 夜中にば りくば りと 云 ふ 大きな 

音 を 聞きつ けて 目 を さます と、 のうち からのお ほ あめ 風が 一 暦 ひどくな つてる のであった。 雨戸が 

がた ッぴし 云って、 自分の 寢てゐ る 二階が 地震の やうに ゆすって る。 けれども、 電燈は 消えて るし、 

特別な 音が 何の 音で あつたか 分らない ので • 暫 らく 耳 を くらやみに すまして ゐ た。 そして、 かかる お 

ほ あめ 風に まぎれて、 まさか、 ぶち 毀 わしの 强 盜が來 たので も あるまい と 思った。 

今一度お そろし い 音が した。 それで 分って 少し 安心した ことに は、 うら 隣り の 家 根の かわらが 吹き 

飛ばされて こちらの 戶に當 るので あった。 

『兄さん —— 兄さん —— 大變 よ。』 隣り の三疊 敷きで は、 あわてて マチ を 刷り そこねて ゐる 様子 だ0 ぱ 

クと 火が ともる のが 一 一三 度 ふすまの あは ひから 見えた かと 思 ふ 毎に、 また 暗くな つてし まう。 

『  』 へたな 返事 をして この 上 かの 女 を あわてさ せまいと 思った ので、 蕖は暫 らく 默 つて ゐた 0 


r- ると 力て メを w5a/-.f^sK 力 嫁お を亏 におつ マ ^^i^iJ3$wh^«^„^7 ^' ま， l.r.KS:L 

『兄さん！』 

ぢょ 

『おい』 と、 K ぐ 返 をした ので、 かの 女 は 却ってび ッ くりした。 まだ 眠って ると 思って たらしい。 

『起きて たの？』 

む ろん  ； とし 

『無論、 さ。』 あ ふ 向けに なって 蒲團 を^ば かけて る ままで、 『けれども、 心配すな。 これ 以上の こと は 

あるまい から。』 

『さう でしよう か？』 

『そとまわりに どんな 損害が あつたから ッて、 おれ 達の 持ち家 ぢァ なし 11 』 

ふる 

『そり や さう だけれ ど —— 』 妹 は 短い 蠟燭を 手に 持つ て からだ を顫は せて ゐる。 

ふとん 

『ま ァ、 その 火 を： 1： かに 立てたら いい ぢゃァ ないか』 と 云 ひながら、 ：ぬ も. E 分の 身 を 蒲圑の 上に 起し 

て^わった。 妹 はかの 女 自身の 使って る 繪の具 ざら を 見つけて 來て、 これに 蠟^ を 立てた。 

下の 家族 も騷 いでる らしい ので、 if は 下りて 行って ちょ ッと 見舞 ひの 言葉 を 述べた。 それから 一 4： び 

上って 來 ると • 妹 は矢ッ 張り もとのと ころに 坐 わった ままで ゐ るが、 多少 その 心 は 落ち 付いた 樣 子で 

あった。 そしてう ちの こと は、 もう 安心 だが， S 町の 方が 心配 だら うと 云 ふこと を 注意した。 
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教 町と は * 今、 i& へ 赤ン坊 と共に 病氣 保養に やって ある 渠の 病身な 妻の 里で ある。 そこに は 老人 

夫婦と 妻の 妹なる 十六 才の 女の子と がゐ るば かりだ。 渠 等が このお ほ あらしに 手傳 ひもな く、 家の 中 

を まご 付いて る 様子が 忍ばれる ので、 攮も 自分の 妹が この場合 けなげな こと を 云って れ たと 喜んで、 

SS ひに 行く 氣 になった。  - 

時計 を 見る と、 んぅ • 午前 1 時 を 過ぎて る。 が* 思 ひ 切って 濡れる 覺悟 をして 外へ 出る と、 お ほお 

XC  なま  I 

らしで あるば かりで なく、 その 風が どこか 近 慮の 火事 をで も 運んで 來 たかの やうに む ッと生 あ ッたカ 

< -ゥ である。 ふと、 こんな 時に どこかの 海岸に 津浪 でも あり はしない かと 云 ふ 恐れが 浮んだ ので、 第 

一 に 郵便局へ 立ち寄って、 見舞 ひの 至急 電報 を 熱 海の 方へ 打った。 

かわらが 飛んで 來 たり、 家 根の が 落ちたり、 道ば たの 立ち 樹が 倒れたり する ので、 あぶなく ッ 

て、 うかく 步 いて ゐられ ない ので ある。 かう もり 傘な ど は 豐玉橋 を 渡る 時に 取られて しまった そ 

れ でも 無事に 鼴屋の 横丁 を 銀座の 通りへ 出た。 電車が な いのは 覺 悟の 前で あつたが、 たと へあった と 

しても， とても 通じない のであった。 が 勝手 放題に 倒れて、 束 京 第一 の 往來を 立ち ふさいで ゐた。 

»1 す も 

その上、 街燈が すべて 消えて ゐて、 場末の 喑ぃ も 同然であった。 

if は 無 方針に 吹き まくる あめ 風の 銀座 街 を 殆ど 夢中で 突ッ 切って から、 多分 二つ目 か 一二つ 目の 或る 

突 ハ潢丁 を 見る と、 ちょ ッと 曲った ところに、 一臺の 人車が あるの を發 見した。 天の 與 へだとまで 1^ 


I  * やけ ざ か 

『おい、 三 宅 坂まで 行け！』 

『どうして、 どうして  この あらしに 歸り そこなって 風よ け をして ゐる ばかりで すから OJ 

r 1 同 やる から —— 』 

r  J 

圆でも 出す。』 

『  』 車夫は、 これ も 瀧れ-:^ になって ゐ ながら、 とぅ.^-參圓の金で動ぃた。 1 は 取り外して あ 

つても、 なほ、 から 車で は 吹き さら はれさう になる ので、 そこに 風の 止む まで する つもりで あつ 

たのが、 人を乘 せれば 左 ほどで も あるまい と 思 ひ 直した のであった らう。 

43 けん  , 

8-はポ夫に：江^|^して成るべく危險な物の飛んで來なぃところを通ることにさせた0 ところ か、 車 は 

さォ 

有 槃梳を 渡って 場 前門に 出た ので、 

I  5*>ぅ だん 

「おい./ \、  くるま 屋、 冗談 ぢゃァ ない 11 三 宅 坂へ 行 くんだ ぞ。』 薬 は 氣が氣 でな く、 斯う 云って 車 

屋を责 めた。 

セ， ね C 

r 知って ますが， ね』 と • さき はち t ッと 踏みと まって、 當 惑した 樣子だ 0 『でも、 あぶなく， W いとこ 

ろ ッて云 ゃァ、 まァ、 この 中 を 通る より 仕 かたが ございますまい 11 ？』 
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r さう だ • な。』 渠 自身 もや ッと 危險 物の 下 をく ぐり 拔 けて 來た 心持ちが して ゐ たので、 成る ほど それ 

もさう か 知らん と考 へた。 無論、 遠 まわりになる の は 4- つてた。 

車夫 は そのまま 足 を 運んで lli^ili を 渡った。 けれども、 なほ 一 つ、 トタン 家 根の 一片ら しいの. か 

どこから か 飛んで 來て、 渠^の 雨に ぶっかりながら 進む その 橫 手へ ぢ やらん と 音を立てて 落ちた ノす 

ると、 ^夫 は 突然 足 をと どめて、 こちら を ふり 向き， 

てうし 

『旦那 • 實 際、 いのちがけです ぜ』 と 云った。 この 時、 車夫の 進みの 調子が 狂った せいか、 また 一 吹 

きの に 車が さまに 吹き倒れ たので ある。 幸 ひに も， お 互に 大した 怪我はなかった が、 渠は 肱に 

すりむき 傷 を 受けた。 そして その 傷ぐ ちへ 雨の しづくが しみ 込んで 痛い， 

こんな 目に #】 ふ 位なら * 何も. I ほ まわりな ど はしないで、 日比ハ 4： 公園 そとの 堀ぶ ち を來て もよ かった 

の だ. * 

『お前 は 少し あわてて ゐ たんだ、 な』 と、 車夫 をから かひ 半分に 斯う 云って 見た けれども、 實は • 蕖 

自身 を 責めた ので あつ セ、 自分の 心の 烈し い 動搖が 引き 續 いて ゐ た。 

S ^田 門 を 出てから、 參謀 本部した を 通る 時が 恐らく 最も 危險と 思 はれた。 あたまの 上に は 化け物 か 

何 どり e うに 森の 大きな 樹が がう くとうな つてる。 自然ば えの 樹 だから、 植 ゑた 街樹の やうに は 根 

こそぎ 倒れまい が、 そのお ほ 枝の 一 つで も 二つで もが 折れて 來 たら 大變で あった。 その上、 橫 手の 土 


手へ ホ が 吹きつけられれば * 深い 堀な かへ ころく 落ちて しまう 恐れが あった。 けれども、 思った 

よりも 無^に 坂 を も すべらす、 吹き倒され もせす に 登れた。 

たかだい 

來て 兌る と、 して 老人 夫婦 はお ほ まご 付き をして ゐた。 家が 高 臺のは づれに 立って るので、 一 枚 

でも 1:^ が 外れ 1^ と、 風の爲めに^；-^根まで持って行かれると云って、 3 ゃソば だかに なった 渠も渠 等と 1 

^になって あぶな さうな 戶を折 さへ たり • 釘 づけに したりした。 雨 もりの 箇所 もあった。 車夫 は、 ま 

た、 どうせ この 風にから 車 を 引いて！！ れ ないから • 夜が明けるまでここに置ぃて？.1^^ろと云ふので、 

これ を も 幸 ひに 手傳 はせ た。 

げん 含 

r この あらしに よく 來て れた、 な』 と、 老人 は餘 ほど 元氣が 出た やうで. あった。 何しろ、 明治 何年 

かにあって から、 久し振りのお ほ あらし だからと 云って ゐた。 

%  じう わう じ ざい 

ぉ^：：！？！でぁるから、 1^ ひどい ので あらう が、 雨 を 投げつ ける 風 はな ほ 縱潢自 花に ひゆう くと 吹い 

てゐ るので あった。 は 今、 家の 巾に あって、 これ を聽 いてる と、 自分ながら ここまで 來 たのが 不思 

議 であった。 そして 遠くに ゐる 妻子の ことが はれた。 殘 して 來た妹 のこと も 心配に なった。 また、 

？ sM の：^ 岸の^り 刖莊に 留守居 させて あろ 甥の こと も 忘れられ なくなった。 けれども、 そんな こと を 

1 々老人 夫婦と 話し合 ふ ひま もない ほど 1 一階の 雨 戶ゃ雨 もりの 始末に 忙 がしかった。 

『もう、 大丈夫 一 I もお ッ つけ 明ける だら うから。』 老人が 斯う 云った 時には、 雨 はやみ、 風の 勢 ひ 
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-も 少し 減じて ゐた 。すると、 やがて、 橫庭を 一 つ 隔てた 隣り の 大工 どもの 多人数の 聲 がして 來た。 そ 

の 家 根のう へ からら しい。 そして ト ン -. (-と 物 を 打ち付ける 音 もして ゐる。 

『k 根 を 飛ばされたん でしよう か、 ね』 と 云 ひながら、 渠は ぉづく 二階の 戶をー つ 細めに 明けて 見 

ちゃ ラ ちん 

た。 老人 夫婦 も 今 また 蠟燭 をつ け 直した ところの 提燈を 手に して 集って 來た。 

『なんだ、 夜が 明けて るの か？』 車夫 は 投げ出す やうに 云った。 

さすが 職業 がらで も あらう が、 大工 ども はこの 風に も 恐れす、 その 自分 等の 長く つづいた 二階 長屋 

の 家 根に 登って、 その トタン 張りが へぎ 取られた あとへ 家 根 板 を 打ちつ けながら • 冗談 を 云 ひ 合って 

るので あった。 そして 打ちつ けられた 板が ところどころに 白く、 そして 大分 弱くな つた 風 を 受けな が 

ら 立ったり、 しゃがんだ りして ゐる 大工 どもの 姿が 黑く、 こちらの ぼやけた 眼に 見える ほど 空 は 明る 

んでゐ た。 

力た V  ^ 

庭の 植ゑ木 や 板 解 もす ッ かり 倒れて ゐる やうす であった。 飛ぶ だけの 物 は 飛んで しま ひ • 倒れる だ 

けの 物 は 倒れて しまった らうから、 もう 危險は あるまい と 思って * 築 は 皆の 先き に 立って 二階 を 下 

ね、 外へ 出て 見た。 梁して どこも かも さんざんな 體 で * 周 圍の挵 が 右 や 左り にね ぢれ 倒れた の はこ こ 

5b ゃク どう 

ばかりではなかった。 そして 隣り から 隣り へ とす ッ かり 平等に 見通される やうに なって ゐた。 

J. ひどい あらしでした • な』 と • こ この 老人 はお 向 ふの 主人に 挨 1^14? ； 


ぢゥ うだん 

f これ ぢゃァ * お 互 ひに 恨み ッ こがありません や』 と， お 向 ふ も て 鉢の 冗談であった。 

水 自身 は、 然し * 斯うして は ゐられ ない 氣 がした。 おば ァ さんの 手早く 川 意した 朝顿 をん』 ひながら 

わか 

も， その 心 は 三方に 分れて 心配した。 

『このぶ んぢ ゃァ、 電信 も 不通 だら う』 と は 云 はれながら も、 渠は 自分の 妻から 返事が 來てゐ るか ど 

うか を 知りたい 爲め、 ぉぢィ さんの 翁 物 を 借り着して、 先づ 早く 自分の 家に 歸 つて 見る ことにした。 

で， I:! じ ポ夫を 丁皮奸 都合 だから また 歸 りの 便に やとった。 が * 途中の 兒 じめ な见 iE を 思 ひ 出す ひま 

さへ 與へ られぬ ほどの^ 件が 自分の 留守のう ちに 自分の 家に も 起って ゐた。 

しょうく やう かう 

欠ッ 張り、 跑 2- の^ 丁から 松 昌 洋行の そばの 橋 を 渡った ので あつたが、 三十 間 掘の 水が 橋の したに 

だぶ/ \ 接近して ゐ ると 思 ふと、 .E 分の さして 行くべき 方而に は、 二つに 分れた どの 道 も 水が 一 杯に 

あがって た。 

『お ほ 水が 出た の だ • な』 と、 獨 り 言の やうに 云って 見た が * 胸が 特^に どきく し 出した ので • 後 

はんや 

伞夜ぢ うの 親しみ を 得た 車夫と は梳 のた もとで そこくに 別れて しまった 0 

往き来の 人々 の 額い ろ や 目つ きも 尋常 一般でなかった。 皆が はだし や 尻 まくりで あるので * 渠もか 
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ま はす 尻 まくりに なり、 ぬいだ 下^ を 片手に 持って 水の 中に 這 入って 行った。 

i が はの 家々 は どこも 障子 や 格子 を 明け ッ 放して あった。 床う へ 二三 尺まで 浸水した あとが 戶ゃ注 

VJ ついて ゐて、 家の 中で は 濡らした 疊を 起して ゐ ると ころも あるし。 また、 うまく 疊ゃ おはち を 儒 ら 

さないで * 床のう へなる || か 仕立てつ. 臺 のうへ に乘 せて あると ころも ある。 或 かみさん など は • また 

HJ^ す ぼらし い S まきを 着た ままで、 家の 中 を まご 付いて ると ころが 見られた。 また、 或 家の 勝手 C 力 

らは人 I が 浮き出して ゐる。 

最も 驚いた ことに は、 その 間 を 1 方の 潢 丁から ボ- ト がー つ 1 f 小い ので あるが  やって来 力 

.IV のうへ なる 靑年 を、 渠 はいきな り • 

『おい、 呑氣 すぎる ぢゃァ ないか』 と， 資 めた。 

『僕 も 人を& 5! ひに 來た のです』 と、 靑年は 口 を とんがら かして 答へ た。 

『  』 渠 自身 は 人の 見舞 ひどころ か、 自分の 家に 急ぐ のであった。 

ii^ じて 見る と、 ここ は • もう、 水が 床した 少しば かりまで 引いて ゐ た。 が、 矢ッ 張り、 床う へ 三 

. えまで は あがった らしい。 臺を 三尺 以上に して， とッ 付きの 二 疊と奥 三 ®l とのた たみを I つに 精み 重 

. ね てあつて、 そのうへ に また 蒲 園な どを乘 せて あるの が 見えた。 

C,  ざ ふきん  - 

『あら •  さん！』 妹 r  、たずき 掛けに なって • したの ぢィ さん、 ばァ さんと 共に 雜巾 がけ をして ゐた 


、リ 


が •  のす がた を 格子う ちに 見る と、 片手に 雜巾を 持った まま 迎 へに 出た。 『大 g よ、 お 勝手と おて § 

すと が】 緒に なって！」 

な.？ f 

「それ どころ かい！』 渠は思 はす 人の 難儀に 同情して ゐる やうな 口ぶり を聽 かせた。 そして 床に とび 

上る が 早い か、 先づ 自分の 私 かにき まり 惡ぃ腰 を 自分の 持って たハ ンケチ で 拭いて * まくって た据を 

«- よ 

半ばまでお ろした。 そこへ 手拭 ひ を 持って 來 て吳れ たかの 女の、 さきの はしたな さ をな ほ もお もて 向 

きで はたしな める やうに、 『お前の いのちが 助かった の を ありがたく 思へ o』 

て をげ  ► 

斯う は 云 ひながら も、 勝手の 手桶に 乘 せかけ て ある 古 わたの 一 包みから 水が 垂れて るの を • 何より 

し まつ  > 

1 もき たなく 感じられた。 そして、 こ が 若し 今回の ために 始末に をへ ないやうなら • 直ぐに も 自分 等 

だけ は どこかへ 引ッ 越して しまへば いいのであった。 

氣.. ^の 惡ぃ水 ッけを き 分の 足の さきまで 拭き取つ てから、 皆の して ゐる 通り、 自分 も 自分の 下駄 を 

はいた リ そして， ぢィ さんに 向って"， 

『どうも、 大變な 船お， す * なァ、 どこの 川が 溢れて 來た のか 知らないが』 と、 言葉 を かけた。 

つ な *  せつめい 

『兄さん • 雜浪 よ』 と、 妹 はよ こから 說明 をした。 

二  《s きち ゃゥ 

『え ッ！』 渠に はこれ がまた 意外であった。 木 挽 町と 云 ふ、 この 帝都で は I つの 有名な 町で、 大 劇場 

の 1 つまで あると ころが • 小 田 原 や 沼 津の邊 鄙な 海岸に 於け る 如く 津浪に 塱 はれた のであった" 
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鎮は 無論 11 そこまでに 立ち至らなかった 間に も 一 I 實際 • 自分が 非常 事に ぶっかつ たので ある こ. 

. と を 感じて ゐた。 九死に 一 生を爭 ふべき 非常 事に だ。 そして 自分の 精神と 生活と にも 何 か 面白い 變ま 

が 起り さう に 思へ て ゐた。 ゆ ふべ の 烈風の 中 を 無事に 通過し 得た の も 面白かった が、 その 面白 最中に 

また 津浪 の^ 場 を 免れて たのが 一 厣 面白い。 ところで、 この 面白つ いでに、 ぃッ そのこと、 あの 厄介 

ぽん ぞ N/  て- 910? つ 

なる. M 身な 妻子が あちらで 水に さら はれて ゐ たら —— と 云 ふやうな、 凡俗 道德 超越の 考 へまでが 浮ん： 

だので ある。 

『麴 町の 方 はどう？』 

『li ず だ —— 熱 海から まだ 電報 は 來てゐ まい、 な』 と 云って、 心で は 反 對に來 ように も、 もう、 出レ 

さう ざ. 0  I 

手がない と 云 ふこと など を 想像しながら、 兎に角、 二階へ あがった。 

で. t|9 

が を i して 祌經を 刺戟して 來た 疲れが 手 傳ふ爲 めで も あらう が、 日本中の 人が 皆 倒れ 死んだり， 溺 

く ぅさぅ  _ 

死したり して、 自分 だけが 大將ゃ 金満家に なって 生き 殘 つたら と 云 ふやうな i4i 想が渠 の あたま を 取り 

卷 いてと。 そして この 幕が 破れて 正氣の 自分に 返る 度 毎に、 見る の もい やなの は、 自分の 齋 なる 四 

疊 半が 殆ど 三分の 二まで したの 追 ひ あけ 荷物で 塞がって る ことであった ノ， 今まで 見 もせす、 氣が付 

きもし なかった ほどきた ならしい ぢィ さん • ばァ さんの 夜具 や、 風呂敷 包みが、 朝 まだき の簿 びかり 

に 照らされ てるの だが、 やがて 日が 照れば， ぶんと 惡 くさい 臭 ひがして 來 さうな 感じまで する— 


けれども、 そのまま 渠は、 自分の 出し ッ 放しに なって るぎ 圑を 引き かぶって 寝て しまった。 そして 

豐 過ぎに 目 を さます と、 近所の 水 は 大分に 引いて ゐた。 新閉 では， 茶して 諸方に っ津  1 があった り、 電」 

信 不通の 笛 所があった りして ゐる。 そして 水害の 最も ひどく、 人死に や 人家の 倒れが 多 いのは だ 

と ある。 ところで， 渠は砂 村の さきなる 西 宇喜田の： g 岸に 人の 刖莊を 借りて、 つい、 一 週 53 ほで 前 ま" 

ぢ t 

で自； ？-の 妻子 を^いて ゐた。 かの 女ら が 熱 海へ 轉 地して から も、 まだ 引き上げない 荷物 も あるので、 

もす 

留 1:!^ おかたがた 自分の 甥なる 十七 才の 男の子 を やって あった 0 それが どうな つた かがまた 一 つの 氣が 

かりだと 云へば 云へ た。 

何に せよ、 自分 等のと ころで も 飯 を かしぐ 水がない と 云ふ騷 ぎだ。 水道 さへ も 便所の 水と" 緒 こな 

つてし まった。 近所で 借りつ けの 電話に よって、 雜誌 社へ は 斯うく 云ふ始 未だから 休む と 云 ふこと- 

を CI^ さう に 通知した ついでに、 或 友人に も 見舞 ひ の 握り飯で も 持って" 來 いと かけたら、 

『EI 鹿な、 如何にお ほ津 浪だッ て、 木 挽 町へ 水が 來る ことな ど あるかい』 と 云って， 本氣に 受け取つ 

て くれなかった。 無！！、 新開なん か當 てに ならぬ としても、 遠方の 水害な ど は どし/ \ 、電報で 出して 

そんがいち 

ゐ ながら、 つい、 その 足 もとの 損害 地に 氣が 付かす にゐ たの だから。 然し そけ だけ- 渠に は、 お ほけ 

さ で 而も 秘密な 面白味が あ つ た。 

何となく 昂奮して ゐる渠 は、 今までの 生活 以 外に何か 面白い ことが^ 1 じて 來 さうな 氣が したので 
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一 

その 翌日、 晝 めし を噙 ふと 直ぐ 自分の 雜誌 社へ 出勤した。 すると、 自分】 個の 受け取. OV かたに よるの 

かも 知れぬ けれども" 社長 を 初め 皆の もの 等が、 矢ッ 張り、 何 か を 待ち設けて るかの 如き 態度で、 話； 

はラ ふう  つ なみ 

を 新聞、 に 出た 各地の 暴風 や 水害の ことにば かり 向けて ゐた。 その 留守に 麵 町の 老人が 珍ら しい 津浪 と. 

聽 いて： 舞 ひに 來 たさう だが、 そんな こと は 左 ほど 氣 にもと まらなかった。 

ふ だん  k 

そして その また 翌日 も、 同じ 話の 仲間入り をして ゐ たさに 、同じ 心持ちで 不斷 よりも 早く 出社した。 

わか 

新^の 記事に よると、 各地の 被害の 範圍と 程度と がいよ. （- 分る に從 つてます く 大きくな つて 行く。 

あ. z-t*  >  W 

そして 砂 村より さきのこ とや、 殊に 飛び離れて 熱 海の ことが、 まだ 書いても 分っても ない のが、 蕖ぬ 

昂蜜 を 1 US つないで ゐた。 

ところが、 その 晚、 乃ち、 十月 三日の 夜に 熱 海から 妻の たよりが 郵便であって、 當地は 大した こと 

もない が、 東京 は 水 も 出た よし、 どうで あるかと 云 ふ 見舞 ひ狀 だ。 こちらから 出した 電報が (おした Q, 

はんぜん  わか 

か 藩し なかった のか、 この 點は 判然し なかった。 が、 鬼に 角、 自分の 妻子が 無事であった ことが 分った 

のに、 それが がると 同時に 渠は 1 大非 常事 を 逸した やうな 氣 がした。 そして 矢ッ 張り これまで 通り 平 

ぢ S  く 

凡な^ 係 を持續 すべき われで あつたかと 思 はれて、 俄かに がッ かりした。 

『では、 もう * 誠 ちゃんの ことば かりが 心配よ』 と、 妹 は 渠に渠 の 甥の こと を 取り調べる やうに 云つ 

た。 が • 渠は 一 I もう —— これ も， 思った より は 何でもな いの だら うと 考 へて、 氣 のりが しなくな，？ V 


た。 

『おし 死んだ のなら、 今更ら 騒いでも 仕 やうが なし。』 渠には 自分 以外の 人 問 の 生き死にが、 なほ •  M 

あよ 

大事ではなかった。 何しろ、 自分の 留守に 木 挽 町の 町な かまで も 海水が 溢れて 來 たの だ。 津浪は 二度 

に 来たの だが、 よく 聽 いて 見る と、 最初の は 床した に 流れ込んだ だけで あつたが、 二度目ので 急に 床 

わか  ち 

うへ 二 一 二 尺、 "しご の 二つ目まで にも 達した。 隣り の 細君 か 目 かけ か 分らない 婦人の 如き は、 乳の 

み 兒と！ 一階に 獨り 寢てゐ たが、 何だか 變 だと 思って 下へ 下りる とたん、 疊が 浮いて ると は 知らないで 

それにい きなり 足 を sf?- いた 爲め、 水の 中へ 引ッ くり 返った さう だ。 何しろ、 一 とき はボ. I トが 市中 を 

漕がれた と 云 ふ 大事 件 だ。 

e:= になっても， 鼻の 家 を 初めと して、 隣り 近所が 儒れ 物 を家极 のうへ や 道の 真 ン 中に 出して 乾 

して ゐ るので、 渠が 心に 消え かけて た msil もな ほ 名 殘りを 惜しんで ゐた。 その 午前、 もう、 晝 近くに な 

つてから、 11 け ふ は 少し 出社の 時刻 を齊 通の 通りに 無精して ゐ たの だが、 -1 甥からの 電報が 屆ぃ 

た。 

之ん ちゃく 

『ス グキ テク レ』 とあった。 よく 見る と、 一日の 午後 三時 發 だが、 今日まで 延着と なって る。 いのち 

の 無事な だけ は 分った ので、 鬼に 角、 見舞 ひに 行って 見る ことにした。 人 もして 來た 通り、 今度 は, 

分 も 持てる だけの 握り飯 を 用意して、 午後 二 時半に 家 を 出た。 
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III 

蕖が よせと 云 ふのに、 妹 も 物好きに ついて 來た 一 I 而も {{||^ の 道具まで その幫 にぶら さげて， — 

： J  I： おかば レ  bA 

ところが、 深 川の 高 橋よ で來 ると、 蒸 汽船が まだ 通じて ゐ ない ことが 分った。 止む を 得す、 そこから 

小名 木 川の 運河の 河岸 を 眞ッ 直ぐに 四 里 半ば かり 歩いて 行く ことにした。  - 

この あたり は 水が 床う へ 六 七 尺 も あがった らしい。 高 橋の 汽船 乘り 場の 食庳の 如き も 在り 荷が すべ 

て臺 なしにな つて ゐる ままた。 そして 濡れた 疊， 腐れた やうな 莫鹿 やむ しろな どが、 至る ところ • 河. 

岸ぶ ちの 石垣 や 道路の 上に ところ 狹 きまでに 乾して ある。 或 家に はきたない 着物 やぼろ が 綱で 萬國 ま. 

の やうに つるされて ゐる。 か は 水の どろん と 濁った 上に は 傳馬ゃ 五大 力な どが ごちゃくと、 まだ 澤； 

山う ッ ちゃられ てゐ る。 

人り 船橋の 手前まで 來 ると、 大きな 五大 力が 一 つ 陸上に うちあげられて ゐて、 多くの 人が それ を 押： 

しおろ さう として ゐ るの だが、 なか/ \- 動き さう でもなかった。 尤も • 動き さへ すれば、 はま だ少 

しそ この 建んだ 河岸 をう へに 出て ゐ るの だから、 直ぐ 浮び 出る ので あつたが 11 。 その かたはらで、 

七 八 名の 男 や 女の子 佻が はだしの 尻 はしょりで、 ぴ ちゃく 云 はせ ながら • 何 か 腹の 光る が M を わけ 

_  やうぎ ょぢ やう 

もな くづ くい 上け てゐ た。 近よ つて 見る と • どこの 養魚場から 流れて 來た のか、 澤 山の 金魚で あるが-; 


すべて それが 死に かけて 横にな り • 半死半生 のい きを あぶく させて ゐ るので あろ。 中には、 もう 死 

んで るの もあった。 

そこの 梳を のぼり 詰めて 渡って 行く と、 直ぐ さき はま だ 水に 深く 浸って ゐて、 とても 二人に はかち 

、 いき 

渡ろ ことができなかった. - 勞働^_?0しぃものどもは皆3具ッぱだかになって、 へその上までもl^^氣で！s 

入って 行く の だが、 二人 は それ を 見ながら どうしようかと 相談した。 この 樣， い をい ゃァ になが めて 通： 

る もの 等 は、 舌う ち をしたり、 

『燒 けら ァ、 な、 こッ ちゃ ァ水 だのに』 と 云ったり した。 

『^鹿々々 しい！ こ ッちも そんな こと どころ かい』 と * 渠は 心に 云 はせ たが、 自分の 妹に は 成るべく 

そんなお 味 を 感づかせたくなかった。 

1^ が 通った ので、 これ を あらしの 夜の 車夫に 於け る 如く 無理に 頼んで 呼び 戾し • それで や ッと向 

ふへ 進む ことができた。 傳 馬の 船頭に 何で ああ 云 ふ 勞働者 どもが 多くけ ふに 限り 手 ぶら で 行く のかと 

閱 くと、 方々 の會 社で 不時に 貸 銀を拂 つたり、 施米 を 分ったり する ことにな つたから との 答へ であつ 

た。 

どうせ 下駄 や 足袋 は よごれた ので、 淺ぃ水 は そのままび しやくと 渡った が、 今 1 つ 船を賴 まなけ 

れ ばなら ぬと ころがあった。 そのうち. 中 川のお ほ 橋へ 來 ると、 大きな 鐡 船が 1 っ椅 のした へ 喰 ひ 込 
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んだ ままに なって ゐる のがお そろし かった。 それでも 小 橋の 方 は 無事に 通れた。 そこから 有名な 小名- 

€  M は ど て 

木 川 土手で、 川と 平原との 間 を 一 里 以上 も眞ッ 直ぐに 繽 いてる の だ。 風景の みで 見る と、 平原 I 杯に、 

おいやう 

引き 殘 りの 水が みなぎって、 その上 を 西に 傾いた 太 腸の 光が きら. <\ と 淸 照らしに 照らして るるので、 

わ うら , 

たださへ 寂しい のが】 歷 寂しい わけ だ • が、 土手の 上の 往來 がいつ になく 忙 がしい ので、 ゆ ふが たの 

迫って 來る のが 左 ほどの 心配で もなかった。 

ところどころに 土手の 切れた ところが や ッと砂 だ わらで 塞げて ゐる。 その上に 一 曆手を 入れて ゐる 

人夫 もあった。 それから、 疊 おもて や 莫蓮を 運ぶ もの I— 竽 やしよう ゆう を かついで 行く もの. 1 こ 

ちらと 同じ やうに 救助 物 を 提げて くもの —— 0 

土手の 中途に かかって るち ょッと 細長い 橋の 如き は、 中が 殘 つて 兩 端が 取れた 爲 めに、 その 兩 端に 

，るな 

は 丸太が 二 本づっ 足して あった。 

新 堀 村 を 進む 時には、 藁ぶ き 家 根の 家が 水で じゅくく して、 二つまで 押しつ ぶれて ゐ るの を 見た。 

少し 日が 喑 みかけた 時， や ッと栗 渡しへ 着す る ことができ たが、 その 僅かの 川 はば を 向 ふ 岸へ 渡ら 

なければ ならぬ の だが、 渡して 吳れる 船がなかった。 それが 爲 めに、 勞れた 足で は あるが • こちらの 

岸 をな ほ 二十 丁、 三角 橋まで 行って、 向 ふ 岸 を また 二十 丁 やって 來 なければ ならなかった。 

ちゃうち 人 

七 時 頃に は、 もう • 足 もとまで 晴く なって、 向 ふ 岸に は忙 がし さう に 提燈の 火が 往き來 し 初めた 0- 


、戎は aKJ^ の；^ の ffl れぬ 遠み ちに 弱って るの を 知って たけれ ども、 今更ら どうす る こと もで きないので、 

自< 力 力の 女の 厄介な 寫 生かばん まで を 引き受けて やって 歩み を 急がせた。 そして いよ， \ 三 角瞎を 

波って から • .據 等 は 自分 達の やって 來た 方向へ 遠った 方の 岸 を 曲がる が 早い か、 ..vi 船の 光景に 

接した ので ある。 夜目に も かねて 見知りの 土手み ち だが • それ を 左り 手に 外れた が はの 廣ぃ 田地 はす 

ベ て、 兑 波す 限り 人 海と 變 じて ゐて、 その 土手み ち も 左り から 半ばまで はび ちゃ. と浪が 寄せて る 0 

そして その 浪ぎ はに は、 すらりと 列んで * 刖々 にだが、 菰を 敷き、 菰を また 後ろから はす かひに 上へ 

廣げ て、 その 巾 を 家み たやう にして ゐる 家族 どもが ある。 そして Ifl^lfJ とか、 『.： めく 船』 とか 云 ふぼん 

ぼり を 軒に 吊して ゐ るの も あるの を 兄る と * すべて 自分 等が さして 行く 宇喜田の 村民の 避難所に なつ 

てるら しい 0  , 

そのうちの^ 假り小 ai では、 女の うんく うなる 聲 がして、 特に 人だかり がして ゐ るので、 ，m もち 

ょッと 延び をして 見て、 これ も はたに 立って る 者に 

『どうしたの です』 と聽 くと、 

『この 騷 ぎの 中で お産です JI との 不平 さうな 答へ で.,^ た 0 

たか レ t 

島の 一: 水 は 無事でした らう か 01』 ついで W 斯う 聽 いて 見. UO 

『あすこ も 店 を 流された、 な •』 
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『死人が あつたでしょう か』 と、 突ッ 込ます に は ゐられ なかった。 

『さ ァ、 よく M ら ない が • どこでも 一 二人 や 四 人 はやられ たよ。』 

道理で、 殆ど その 1%.^ に 線香 や 蠟燭を 立てて あるの は、 すべて 死人の 爲 めだ。 ちゃんと 寢棺に 入 

れ たの も あるし、 桶に なつ. てるの も あるし， また 菰を かぶせた ままの も ある。 それが 一 つづつな らま 

だし も だが、 一 軒：， 母に 二つ、 三つ、 若しくは 四つ も 並べ て ある。 

『南無 阿彌 陀怫、 南無 阿彌 陀佛』 と唱 へる 聲が 行く として 聽 えて 來る。 が、 それ は 皆 小屋に ゐ殘 つて 

ん まく 

る 女 や 子供の 聲だ。 男 ども はすべ て氣が 立って るせ いか、 うって 變 つて 權 幕が 烈しかった。 忙が しさ 

うな 往來 をち ょッと 人に ぶっかり かけても * こちら はけんつ く を 喰った。 で、 渠は ともした はだか 蠟 

燭ゃ提 燈の光 を 手 頼りに、 見知りの ものが 小屋の 連中に ゐ ないかと、 こわごわ 軒並み を のぞきつつ 歩 

いた。 お産の 箇所が 今 一 つあった。 そしてち ょッと 小屋が 途切れた ところで、 浪ぎ はの 薄 やみから • 

自分 等の 來た あと を ふり 返りながら、 これ も矢ッ 張り 同じ 氣 ぶんで らしく ふり 返つ て る 妹に * 

『ひどい、 なァ』 と、 1 こと 聲を かけた。 自分ながら その 聲が壓 さへ 付けられて、 呼吸の 切迫して ゐ 

ぢょ 

るの を おぼえた。 そして 妹 は 全く 返事 もで きなかった。 かの 女 も、 恐らく、  ニム かた だ 一 人殘 つてる 

母 を 失った 時の こと を 線香のに ほひに 忍 ひ 出した ので あらう。 そして その 感じ を 今 南無 阿彌陀 佛を唱 

/てる 人々 つう ヽに 及ぼして 見た の だら う。 Ef- 性た る渠に は、 然し， この場合、 そんな ことば かりで 


おなかった。 死んだ もの、 生き残った ものの 免じめ な そのこと 以外に- この 騒がしい 恐ろしい 一 大.^ 

變 の^に 平氣で 生れて 來る ものの 偉大 さの 方が  一 5g- の 心 を if:! してる たの だ。 渠自： i? 決して えら 

い.？ として ゐ ないだ けに 11^- この 偉が さに 自分の 心は掣 たれた ので ある。 

D?. き が 付いた の だが、 土手に並んで植ゎ？るぉ„^^は左|のが殆ど|こそぎ 

r,^ し 出されて 倒れた の だ 。そして 往來の 邪魔になる ところ だけ は その 枝で も 斡で も 切り 拂 はれた のぞ。 

今 等の 立た すんで ると ころの 倒れ 木が それで も^ゃ 枝が そッ くりして ゐる らし いのは * 浪ぎ はに 添 

つて 倒れて ゐて、 餘り 往来の 邪魔に ならぬ からで あらう。 そして その 却って 天り 方 こつ ッ 立った，. <々 

) 1J  i  >、 , 、に  ✓ タべ じ Z ナゐ 

の. E 力ら なみ/ \ した 臨時 湖水のお もてが のぞかれる。 そして その 湖水の あなたに は-ほ 4 ど 土 5;^ を 栗 

波し のさき から 分派して 向 ふ 宇喜田 村へ まわって るよ 豫ぎ つみの えに. 矢ッ 張り 人が 非常の 往來を 

して ゐる爲 め §燈 火が 賑やかに, J る 0 而も その 火が すべて こちら I へ 水に 蛇って ちらく と., 

の 色 を あやどつ てる 0 

こ If さ、 この S がし さ- この 悲しみの 中 をう ぶ屋 として 生まれる も § にも i が あると す 

れば、 自身が 最初 厄介な 妻子 もい ッそ のこと 死んで しまへば と考 へた ほど 昂奮した 時のと 恐らく セ、 

通な もので あらう と m わ はれた。 自分に は、 矢 ッ，、 これ も M 疆は 親して ゐる こと だ。 そして 

さきに 何 か 大きな ことき 待ち f てた 心持ち は、 これ をき に 多少 內部 的に 解 I るき ろの，；！，^ 
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を發 見した やうな 氣 がして 來た。 

四 

l^tll の 赤 ン坊と 自分と に 共通な 點を發 見した 如く、 渠 はまた 小名 木 川の 水と 臨時の 湖水と が 1 緒 

になった 時が あるの を 發 見した。 木 土手に 1 旦 切れた あとが ニケ所 もあって、 そこ は 砂 だ わらで 假り 

*  ノょ 

につく ろ はれて ある。 その 最初のと ころで は、 喑 いうへ に氣が 付かなかった ので、 渠は 重い 足 をつ ま 

. づき かけた。 が、 二度目のに は、 

『あぶない ぞ』 と、 勞れ た聲で 妹に も 注意して やりながら とほった。 

しの 水ぐ ちから、 細い 堀り 割りに 添って 一直線に 行ける 十 丁ば かりの 榛の木 道が あって、 いつ 

も はこの 近 みちをす るの だが、 三 四 問 も 行って 見る と、 一 方から 竹やぶの かけが 蔽 つてる ところに ど 

とか の^人が 菰を かぶった まま 菜 てられて ゐる。 そして そこから さき は 土が 萌れ たり、 水に 浸ったり 

して 道が 絡え てね て、 あやうく も 落ち込む ところであった。 で、 豫備づ つみの 方 を まわって 行く と、 

.* ちぶ しん  ) 

寄 年會 のぼん ぼり を 提げて 村の 靑年 どもが 應 急の 道普請 をして ゐた。 

『おう、 先生』 と 呼ぶ ものが あった。 渠 はこの 村へ は 一 週間に I 俊ば かり 妻子 を 見舞 ひに 靜 養が てら 

乘てゐ たの だが、 一部の ものに は 尊敬 を 受けて、 うか./ \ して ゐ ると靑 年 會の會 長に 舉 けられる とこ 


ろで あつたの だ。 

「i„rv  かナ 

『^さん かりました、 なァ、 うまく 逃げて しまって o』 

『でも • 誠さんも無裹でしたょ。』 

『ぉ^：^では誰れだれがなくなったのでしょぅ』 と、 蕖は 尋ねた。 そして^ \> たこと に は、 主 V のき ズ 

E と 子供 二人と だ。 多分、 流れた と 云 ふ 店の 方に 不斷寢 とまお して ゐ たものば かりだら う。 渠に は、 

见 に.^ 甥の 無^な こと だけ は 信じて ゐる ことができて たので、 び 損害が ありと すれば、 借りが 

^^に殘して^ぃたがらくに^具ばかりでぁった0 

^^のそらが明るんでたと思ってたら、 して 月の ffl であった。 而も 丁度 満月であった。 1^ だ g は 百姓 

どもが 鍬を以 つて 耕作す る 土地のう へ へ、 恰も 品 川 鱒 か 琵琶湖の おもてに 於け る 如く、 月 はきら きら 

した 光線 を S -々 と 延長して 來た。 

I  けしぎ 

r ぁァ いい 景色- ね！』 後れが ちな 妹 も 立ち どまって、 ここに 初めて 少し ゅッ くりしたい 4 がつ ける 

やうであった。 

『 ：：： ：… 』 はた だ默 つて ゐて、 自分の 重い やうな 輕 いやうな、 乃ち、 現在、 目の前の じ 事 i に 着いて 

る やうな ャ S いてない やうな、 1 種 深刻な 動 ^ の氣 持ちに、 天 もこの 新ら しい 光景 を以 つて I 歷 の 

趣き を 添へ て央れ たやう に 思へ た 0 そして 少し 足 もとが 明るくな つて 進んで ると • 稻の穗 が 海の 藻く 
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づの やうに i いてる 水中の 淺 みで、 何 かの 魚が 人の 足お とに 驚いて はぬ 飛んだ の を、 蕖は 自分の 精神 

の 1 ,i と 見た。 そして ie:^ な 調子で、 『もう、 來 たぞ』 と 妹 を 急がせた。 

の 集って る 部分に 這 入った が、 見 おぼえの 家が 倒れたり、 あとかた も 無くなつ たりして ゐる。 

I  ほうく わ.^ てき 

まだ 土手の §れ たま まのと ころも ある。 が、 いよく 高 島の 家に 歡迎 された 時には、 渠は 全く 傍 ^ 的 

な 幾度で ゐる つもりであった。 おも 凰 はし ッ- かりして ゐ るので 外形 はそッ くり 殘 つたが、 その 周 園の 

K や 壁 は 流されて しまった。 壁のと ころな ど は、 中なる 竹の しんまで が 無くなった。 そして 自在に 吹 

き 込む 夜 かぜ を ®- つた g が やよ しすで 以 つ-て ゃッと 防ぎながら、 その 中に 床板の ぢ かに 蔬ゃ莛 を 敷い 

て 知らない 人々 までが ごろ ッ ちゃらして ねる のが、 簿 ぐらい ランプの 光に 見える。 渠が 持って 來た僅 

かの 食物な ど は 皆に とて.^ りさう がなかった。 それでも、 まだ、 家 を 無くして 土手の 浪ぎ はに 寢て 

ゐる もの 等より は どれ だけました か 分らない。 

けれども、 まだ 歷け やどろ 水の あとが か はかぬ 何だか 別な くさみの 中に、 ここで も 亦 線 寄 や 死人の 

にほひが|^4けられる。 1 方の 隅に は、 鶴い .£®.y、 四 人の、 これ だけが 白く 新ら しい 寢棺 が据 

られて ある。 

『どうも ml な こと をし ましたよ.：』 主人 は 滔に醉 つてた が、 2;^ 初の 挨 1^ がすむ と、 何よりも さきに 斯 

う 云 ひ UT した 0 『ぎ f ども は、 まァ、 また 生めば 生まれる ものです けれども、 年寄り を 二人とも 死なし 


たこと は • な！ わたくし も、 兄さん， どうも 殘 念な こと をし ました。 この 子な ど は、 兄さん」 と、 半 

ば 向 ふの 隅 を 振り返り 兒 ながら 右の 手 を その 方に ちょ ッと 延ばした。 むしろの 上に 坐 わって こちら を 

見て ゐろ 女の子 を さし 示め して， 『七つです が、 1 旦 流されまして、 二十 丁 もさき のお 寺の 樹の 枝に と 

まって 助かりました。 かう 云 ふ 運の いい もの も あるのに わたくし はどう も • 兄さん、 殘 念な こと をし 

としぶ 

ましたよ。 子どもの 二人 や 三人 は 無くなっても 何でもありません が、 どうも かけが ひの ない 年寄り を 

死なした の は、 な、 どうも 殘 念で —— o』 

『  』 ^つてく どくし くな り 而も 人に 物 を 云ふ餘 地を與 へない のが 兼て 主人の 癖で あるから、 

こちら もさう 自分の 意に とめない の だが • 自分が 來 てから • もう 二回 も 死人 どもの 位牌に 向って 主人 

しゅ 

が 殊勝に も 線齊を あゆて、 .12 無 阿彌陀 佛を唱 へる のを兒 ると、 自分にも十分同情して？.1^$^ろと云って 

るの だら うと 思 はれた。 で、 自分 も 『どうもお 氣の * でした』 を 繰り返した。 そして、 妹 を 促して 眞 

ごころ らしく 立って 行って、 主人の したやう に 線! E を あ ゆ た。 

つ t み 

それから ゃッと IS は 自分の 聽 きたい 津浪の 時の ことに 話 を 移した の だが • 東京に 於け る 如く 矢ッ張 

hs  二回に 來て、 二回 ほに 大抵のと ころ はやられて しまった。 高 島 家に はお も 家と は 離れて 別に 店が あ 

つて、 この 村での n 常 品 をす ベて 取り扱つ てゐ た。 それが 倒れ 流れた ばかりでなく、 おも 屋に 最も 接 

s*< や  め. S*- 

した 签 iai! も， のり 製逍場 も、 物 きも 皆， 流れた。 すッと 海岸に 出た ところの、 i5 自身の 借 .iss に 
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ほくわん 

なって た 別莊も 11 高 島で 保管 を 托されて たの だが —— 全く あとかたが なくなつ てる さう だ 0 が、 誠 

ちゃん は その 前夜、 あまり 風が ひどい ので、 留守居の 相棒に 毎夜 來て 貰って た 若い 衆と 共に 高 島の 家 

へ 引き あ ゆ て ゐた。 尤も- ここで 毎日の 食事 はして 貰って ゐ たの だから。 

『一 體、 水の 二三 日 前に 蟹が 釜 星の 家 根に あがった のが 神のお 告げでした、 な』 と， 主人 は 云った 0 

『わたくしども がそれ を あとに なって 氣が 付いた のが "逸 ひでした。』  . 

『そり ゃァ、 穴 物が 高く あがれば 水、 巢 物が ® く 巢を 喰へば 風と、 昔から 云って ある さう です』 と 云 

つて * 渠は あまり 默 つてる 無 愛 相 を まぎらした。 尤も • 主人が とめどなく しゃべって るので、 口を出 

す ひまがなかった の だ。 

『それ を 忘れて ゐ たのが わたくしどもの 間違 ひでした よ 0 時計 を 見る と 十】 時でした が、 どうも 樣子 

が を かしい ので 皆 を 蚊 lij の 中に 呼び 起して 見た けれども、 若い もの は 皆た わい もな く 眠って ました 0 

十二時 過ぎに 思 ひ 出して、 わたくし は 土間へ おりて あの 太い 柱の 根 もと を 調べて 見ました。 】 を 書け 

ば 一、 二 を 書けば 二が、 しとって あら はれる ではありません か？ あの 柱が いひ かば、 もう-ぎ-^ はな 

らぬぞ と は、 こり ゃァ わたくしのお ぢィ さんからの 遺言です 0 さァ、 大變 と、 わたくし は 蚊屋 も 何も 

まくり 取って 皆 を 叩き起しました。 それから わたくし は實 際どう して ゐ たか 今でも 射り ません 0 やが 

つ なみ 

て^ 1 回の 津浪 が來 て、 いきな^ 水が わたくしどもの 立って る陶 よりもう へに 成りました 0 さう して 


まだく すん く ふえて 來 るので す。 わたくしども は 皆 浮いた 板に つかまって ゐ ながら. ぎす き 

ともで きませんでした 0  

『ところが- f ん、 誠ち やん はさす が 書物 を讀 んでゐ I けあって、 感心な 思 ひ 付き を やりました 

よ』 と 云って、 なほ 主人が 敏 けたと ころ を こちらで 解 gl いて 見る と、 こちらの 甥 は 斯う 發_铀 したの ビ 

I まごく とこん きまして ゐ たら- やがて Ikl^ ぎ かえて 皆が 息 を 詰めて しず だけ だ。 どこ 

か， らくな ところ を 突 I いて 天井の 上に 出よう、 と。 皆 は それが いいと 決議した 時、 ふと • 若い 衆 

の 一 人が 天 f くら のん ない ところが あるの を 今更ら の 如く m 心 ひ 付いた。 たッた 十七 S 子 S? 孤 へら.^ 

るほ與 が錯亂 して ゐ たので、 纏 等に そんなへ まなことの あつたの も 自然であった らう。 考へ て 見る 

と， C 分た ッて あの あらしの 夜、 わざく ま： i へ 棄を管 わ I せた やうな へま をした。 i 

ろで、 は そこから 天井に あがり， 明り 取りの 窓から 見る と、 どこかの 家が 旣に 流れて 來 て- その や 家ね お 

S が こちら ところへ きて ゐた。 皆 は； I から m て 向 ふの 豪 根 を f として また こちら 

のお ほ 家 根に 移った。 

『けれども、 5^i$Im?. わたくし は 助けに まゐり まし ヒナれ ど 

も， どうも 殘念 です * とうく 助かりませんでした o』 

『f お 大抵 ぢゃァ なかった とお 察し します よ。』 こちら は 床の 上の むしろに 坐 わって るの I いり 
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で • あまり 目に 立たない やうに 横ッ尻 をして ゐ た。 

『さ ァ、 一 杯お やりなさい。 酒に でも 醉 つて ゐ なければ、 わたくし はこの 殘念は 忘れられな いんで 

す。』 

『g おもです』 と 答へ て、 渠も 主人の 細君が 持って 來 たお 燜を 少しお しょう ばんした。 酒も賫 つてた 

し、 水害 後 P の 引き出し を 明けて 見たら 銀 貸で 四百 圓も あつたと 云 ふし、 この 家が かかる 時に も 酒 

を缺 かさな いのは、 別に 不思議ではなかった。 

『わ- y くし はどうしても 撤 1 です』 を また 繰り返し たと 思 ふと、 主人 はまた 線香 を あゆに 立った。 

ぶんばい 

蕖の 持って 來た物 はお もに 誠 ちゃんと、 お 寺の 樹に 助かった 女の子と， うちの 若い 衆に 分配され た。 

渠は 徵歡を 出さう かどう かと 私 かに 自分の 妹に 相談して 見た が、 まァ、 あすの やうす にしようと 云 

ふこと になった。 

五 

築 は 甥 をつ.^ て歸 るつ もり だが、 どうせ 今夜の ことに はでき ない。 さう かと 云って • 疊 も蒲團 もま 

さろ くに 整 はない ところで らくに 休む ことができな いのも 承知であった。 

誠ち やん はこの で 一 二 Is を惯 れた爲 めだら う、 他の もの 等の やうに むしろの 上に 寢 ころんで し 


まった。 が * は n 分の 妹と 共に 腰 を かけて 夜 を^ かす ことにした。 菱 がた をして I 方の 眞ン 中に 四 

い 穴が 明いて る- S み？ 5- を惜 りて、 二人 は隅ッ この 注を脊 にして 一緒に 腰 を かけた。 そして 渠は 疲れ切 

つ JMT.^ と § f と を ー济ち 付けよう とした けれども、 如何にも 窮屈で 、なかく 眠られない 。そして あらし 

以来^ 京で 出くわし たこと や、 三角 橋の 土手に 於け る じめ さや、 ここの 家人 どもの いぎたない 寢す 

がた やが * か はり^こに 浮んで 來た。 そして それが またお しま ひに はごッ ちゃに なると 同時に、 例の 

何 か 知ら 偉大な がまた 満月の 光と なって、 自分の E の 前にち らくす る。 

それでも、 その を矢ッ 張りう とくして ゐ たの だ。 ふと 氣が 付く と、 自分 は 知らす 識 らす熱 を 求 

ちょ 

めて 自分の.^. に^り 添って ゐ た。 で、 そッと 111^ を 引かう とすると、 かの 女 も 目 を さまして きッ となつ 

た。 その 次ぎに は、 また、 妹の 方から 肩 を 引く のが 自， 身に も 分った。 そして 分って きッ となった 時 

は、 I な 感じ を おぼえながら、 その 度 に 一 曆夜 さむの 氣を おぼえた。 斯うして さめたり 眠ったり 

して、 や ッと夜 W けに 達した。 

こうはん や 

Si5 が 腰かけ を 離れた 時 * 妹 も そこから 立ち あがった が、 これ も 後半 夜の こと を おぼえて ゐ たかして、 

ちょ ッと顏 を 赤め て を， 问 いてし まった。 それが 爲 めに 渠 自身 は 恐らく 一  翳、 心の 顔が 赤らんだ。 そ 

てう  くわん れん 

して 若し これ も 一 つの 超 道 德 的な 感じであった のなら、 この 大事 變 と閥聯 しないで は解釋 できない も 

の だと 思へ た 0 
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鎮 がそと へ 出る と * 妹 もつ いて 來た。 

しゃせ. S  .  ぢ よ  てリ く..， ん 

r どう だ- 寫 生が できる か？』 笑 ひながら この 冷 かし を 云って、 渠 はかの 女に 對 して 全く 氣を 轉換す 

る ことができた。 

ぢ上 

『とても _ 』 と、 かの 女 も 微笑して、 もと./ \ 通り 可愛らしい 首 を かしゅた。 

この 邊の家 はすべ て 土手のう ちが はに 土手 をお りて 建てられ てた。 けれども • 水 は 土手 を 越えて 泥 

をまで 運んで 來 たからして、 高 島の 釜屋ゃ 物置きの あとに もす ベり さうな 泥が 一 杯に あがって る。 そ 

んな ところ を 成るべく 避ける やうに して、 ついそ こまで 來てゐ る浪ぎ はへ 行って 兒た。 栗 渡しからの 

近み ちなる 榛の木み ち は 直ちに ここに 達して ゐ たの だが、 この 並み木 も 倒れ * その 形 も 崩れて 見る こ 

とがで きない。 そして ここに も 一 つ、 大きな 枝の はびこった 松の 庭木が 水の 中に 倒れて ゐる。 そして 

その 枝々 へ 寄って 來てゐ る 大きな 魚 はすべ ていな である。 ゆ ふべ こちらの 足 もとから はね 11 ん だの も 

孩か にこの 種類であった らう。 

朝め し をす ませてから- 二人 は 他家への 見舞 ひやら 見物 やらに 誠ち やん を 伴って 出た ので * 初めて 

誠 ちゃんの 氣が ねな きうち 明け 話 を 聽 くこと がで きた。 

んち is.- く 

『隨分 困ったら う、 な * 電報が 延着して』 と、 渠は 慰めが てら 云った。 電報 は實に 一 日の 日に 人の つ 

いで を 額んで 一 一里 もさき で 打って 貰った の だが、 どうした のか 四日まで 届かなかった。 


「僕 は 兄さん を 待ち かねた だけで、 別に さう 困り やしなかった けれども』 と、 誠ち やん は 答へ た。 

『^2^:3のぉぢさんのぁゎてかたッたら、 なかった。 皆 を 叱り飛ばす ばかりで、 自分 は 何もで きないの 

だ。 俊が 先づ 店の 方の 人 を 1^ んで來 たらと 云っても、 それ どころ ぢ やない なんて 云って、 ただ まご/ \ 

して ゐた。 そのうちに 水が 來て しまった。 店に ゐ たもの を 呼んで 來 ようと 思ったら- その ひま は 十分 

にあった の だ。』 

「ぢ ゃァ、 お前が 呼んで 來て やったら よかった のに o』 

『けれど、 ぉぢ さんが 出たら あぶない ッて云 ふんだ。』 

『そり ゃァ、 ぁづ かってる ぉ容 だから、 若し やの ことがあつ ちゃ ァと 心ぎ したの だら う o』 

「 I とき は 生きて る氣 がしなかった でしよう』 と、 妹も從 つて 來 ながら 口を出した。 

41 もしろ 

『でも、 今と なつち ゃァ 面白かった よ。』 

ご らん  もし ふ 

『ま ァ， 云って 御霓、 その つぎを。』 渠は 子供ら しい 問答よりも 高 島の 主人の こと を 聽 きたかった。 

r ゆ ふべ、 あいつの 云った ことな ど は $1 うそが 半分 だ。』 

r 女の子が 助かった こと も かい？』 

としょ 

「いいや • 年寄り を 助けに 行った ことな ど は o」 

「ヘレ I Y』 
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よく 聽 いて 見る と • あの 主人 は あわてふためいて ゐて、 ゃッ とお ほ 家 根のう へに 出てから も • なほ 

自分の いのち を あやうん だの だ。 そしてお も屋 よりも 店の 方が 水に つかり かたが 少 いの を 見て、 皆 も 

しゅち やう  /  ,  うなが 

ぁッ ちべ 渡れと 主張した。 そして 誰れ よりも 先き に 自分の 女房に さう しろと 促した。 ^吞 み兒を かか 

へ てゐる ものが 水の 流れ を 渡って そんな ことので きょう 箸はなかった。 その他の もの 等も赞 成しな か 

つた。 ところが、 とうく 怒って しまって、 自分 だけが 邀 ゆて 行った ので、 主人と して は • あとの も- 

の を見棄 てた かたちであった。 その上、 寄り を 助ける つもりで も 何でもなかった。 その 證據に は • 

およ 

第一 一回のお ほ 寄せが あった 時、 今度 はま た^の 方が あぶない と 見た ので、 自分 だけで また 泳ぎ 出した。 

かた  む ちう 

この 時 七 歳の 女の子が おぶつて 行って 吳 れいと 父の 肩に 飛び付い たの を • 主人 は 夢中で ふり 切ったら 

しい。 その子が あとで 語った と 云 ふのに よると、 

およ 

『お父さんが わたし を 突きの けたので、 ゎたしは水をがぶと1^^んだ。 それから、 獨 りで 泳いで ると- 

いつのまにか 木の 枝に つかまった。 いくら 呼んでも 誰れ も 助けに 來 て吳れ ない ので、 じッ として ゐる 

と • 夜が あけて 來て、 段々 水が 引いて 行って、 わたし は 段々 したの 枝へ おりて 行った けれども、 お 寺 

t ち. 9 

の 高い 木であった ので、 もう、 枝が なくなって、 木の 途中に とまって 泣いて ゐた。 そこ をよ そのお ぢ 

さんに はしごで おろして 寶 つた。』 

*- ぢゃゥ  ►  I 

『あれ は不斷 から 氣 丈な 子に は 相 f. かった が I 』 


『それでも、 よく さう 遠くまで 泳げました、 ね』 と は、 妹のお 嘆した 言 _ ^であった C 

『ぁァ に、 流れが 非常 だッ たんだ。 11 でも、 あの 子が见 棄 てられた の は 褰資 でしよう。 年^^りニ入 

も染 てられたん だ。 僕 等 も 1 旦棄 てられ たんです。 ところが * お ほ 家 根に つてた 僕 等 はお ほ^ 浪 

勢 ひ を rzj^ 物しながら • 何でもなかった けれど —— 』 

「暗い のに： 3- 物が できる かい、 なま 意 氣 な？』 

て t 

「でも、 雨 かぜの 巾 を 透かせば： 15- えてた』 と 云って、 誠ち やん はな ほ 調子 づ いた 話しぶ りで 言葉 を績 

おとな 

けた。 この 事變が この 子 を も 俄かに 小な ま^ 氣に、 否、 寧ろ 大人ら しくした らしい。 その 所謂 見物 を 

して ゐ たもの 等に 店の 建て 物の ひッ くり 返った のが かすかに 见 えた 時には、 かみさんが 聲 を舉げ て： a 

いた。 そしてお 父さん も、 年寄り も * 娘 三人 も 皆 * 死んだ ものと 諦ら めた。 ところが • 夜が 明けて か 

ら、 先づ、 H-; 人が 歸 つて 來た。 そして まだ 家 根の 上に 殘 つてる ものら を 見て、 どこから か はしご を 持つ 

て來 て、 皆 をお ろし て^れた。 そのと ころへ 七 歳の 女の子 も歸 つて 來た。 

まし やう めん 

、王 人の 方 はわれから とうく 押し流されて、 ゃッと 例の 爲 正面に 常る 小名 木 川 土手に 泳ぎ 付いた の 

だ。 尤も、 他の ゆ 1 仏の 話 を も 31  くと * 生きた も も 死んだ もの も 大抵 はこの 土手へ 着いた。 

主人 は 一 度歸 つて 來 てから 死人の 死骸 を さがしまわ つたの だが、 四つと も 揃った の は 水から！ IH 目 

のこと であった。 柁に 人れ てから • 線香 を 立てた eg 初の I 度は濟 まん こと をした と 云って 拜ん ださう 

非凡 人の 面， 三 三 一 
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だ。 それから 引き a いて 燒け酒 を飮ん でる の だから、 その 醉ひは 死人に 對 する 悲しみ を おれよう とし 

か し く 

てゐ るので はなく、 その 實、 自分の 良心の 背責 を究れ ようとして ゐ るので あった。 

おとな 

31 ちゃんに は、 大人び た考 へが 出て 來 ただけ、 1 般 月並みの 凡俗 道德 にな づんで 行って、 主人の あ 

てキ- めん 

りさ まを忽 るべき 應報 覿面の 苦しみと 思って る やう だ。 が、 昂奮した 氣 ぶん を 東京から して 持って 來 

だ-.? ぞく 

て、 なほこ こで も それが 斷續 して ゐる こちらに は、 この 主人の 取った 自我 中心の 態度 は 現 はれ かた 次 

第で は 決して 否定すべき ものではなかった。 否、 主人と しても 後悔す るに は 及ばない のであった 。が、 

無擧 のな さけな さに は、 無論、 非凡 M としての 意識 も自覺 もなかった。 たと へ 非凡 人で も、 あわて ふ 

ためく 場合 もない と は 云へ ないから、 それ を 何も 後悔す るに は當ら ぬ。 これが 若し こちらなら、 自分 

として あとで 平凡な そして 僞 はりの 中し わけ をして ゐ るの を こそ 後悔 すれ、 さきの その 場の ぎぎ § ぎ 

は 俯仰 天地に 恥ぢぬ 公明正大のお ほ 努力、 お ほ： 事で あつたの だ。 先づ 自分 を 救へ ない ものが、 人 を 

救 はうな どと 考 へ る の がお ほ Si 違 ひだから。 

r 誠 ちゃんに はま だ 分らない ことがあ るよ。 世間に は、 な、 自分 を 救 ふこと がで きないのに、 I： いた 

ふうに 慈善と か、 人の 爲め とか 云って る ものが 多い の だ。』 こんな こと を渠 は、 それ 以上に は說 明し な 

いで、 みち/ \ 自分の 甥に 語った。 

少しで も 知り合 ひに なって る 家 は 錢らす 訪問した。 同情の 爲 めと 云 ふより 寧ろ きの at めで、 成 


らう ことなら- CI 分の 斯う 云 ふ 考へを 確め る 紙 g を この 上に も 得たい のであった。 ところが、 至る と 

ころ •  一 人 や 二人の 死人 を 出して ゐ ない 家 は 殆どなかった 0 そして そんな 家の 主人 ども はみ な髙 島の 

キ： 人と 同じ やうな 巾し わけ を 云って る。 そして 誰れ だれが 死んだ かと 調べて 見る と、 いづく も 同じ、 

もんな 子供で なければ- 老人 か 病人 か、 チ "に 角 弱い ものば かりであった。 

ね だい 

これ は ，纩 の你 人な^ 3 だと 思って ると ころに よく 附 おして ゐ る。 如何に 生きた 物で も、 必要が あつ 

て どれから 染 てるべき かと 云 はば、 役に立つ 物 を Its^ 實 させる 爲め、 先づ 弱い 物、 役に立たなくな 

つた 物から^ てるべき だ。 そして 强ぃ 物なら、 たと へう ッ ちゃって 置いても 獨 りで 助かる。 渠に は、 

この^り で 助かる もの はぐ づく して 弱い ものの 亡ぶ その 道づれ になるべき ではなかった。 

こんな 村に でも この 偉大な 道理が 行 はれて ゐ たので ある。 お、 こんな やくざな てで も、 ，リ、 fe. 

e くさう  ひ ビ》， に. >  |7"|  ^  f  > 

常グト  =^ に は 俗々 んを脫 した 非凡 人の おもかげが 闇のう ちに 現 はれた の だと 思へ た。 そして 渠 はこのお も 

かけ を斷片 的に 自分の あたまで 能く 寄せ集める のが 愉快で あつ. .^o 

"  そん fe やう 

けえ ども、 この 村の 村お を 尋ねた 時、 渠は 一 つの 與ざ めた 話に ぶっかった。 最初、 出しぬ けにお 驢 

！しは 1 た f で * 何 ご i の爲 めかと 思 ふと、 築が 8!lf 紹介して 置いたら、 その |が來 

ての 視察 記^が きの ふの 夕刊に 出て、 村長の 息子が 大いに i 靑年 として 讃 めら れて たの だ。 請んで 

見る と、 何の こと はない、 おのれの うちの 離れの 二階に 女中が ランプ をつ け殘 して 來 たのが、 家の 勳 
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くと 北ハ にぐら，/ \ 倒れさう になる の を 見て、 火事に なって は 困る と 云って、 泳いで 行って 吹き消して 

來 ただけ のこと だ。 けれども、 村長 は 取り澄まし たもので、 

へ ウレ やう 

『いづれ この 勇敢な 行爲は 新聞で 表彰され ましょう』 と 云って ゐた。 さう 云 ふこと を 約束す る 新^も 

新聞 だし • また 喜ぶ もの も 喜ぶ もの だ。 

最後に， 渠は 自分の 借りた 別莊を 海岸へ 見に 行った ところ、 全く あとかた もなかった 。その 歸 りに * 

ち,、 

自分に 嵐して ゐた 物ら しい 竹の ス テキ を I 木、 ゃッ とこ ちらの 土手の そとが はに 發 見した けれども * 

その 握りのと ころに ぬら 》/\. する ほど 泥が ついて ゐ た。 

香奠の 件 は、 かう 多くの 家へ 1 々分配す る 用意 もな く * 力 もない ので， とう/ \ どこへ もやらぬ こ 

とに きまって しまった。 

六 

レ 4 き 

靈 過ぎに なって、 高 島の 家まで 引ッ 退す と • もう、 酒 氣を帶 びて る 主人が 突然、 

『兄さん、 村長の せがれが 新聞で 讃 めら れ てる さう です』 と、 こちらの 罪で でも ある やうに 憤慨した。 

かくひ ばち  か，？  » 

主人の 向つ てる 大きな 角 火鉢の 上の 鐵 瓶に はお 燜が 入れて ある。 

タラぎ  ► 

r  』 この 流 擦で 水の 眞ッ 最中に も 見當遠 ひの あわてふため きをして、 自分から 自分の いのち を 


失 ひかけ たの だら うが、 ここに も旣 にきの ふの 夕刊の 話が こちらの 留守のう ちに 傳 はった ものと 兄え 

た。 が、 あれ はこ ちらの した 新間紀 者が 害いた の だと 云 ふこと を、 渠は、 いつまでも、 ここの 主 

人に 知られた くな かつ た." 新 間 も 雜誌も 同じ だら うと 云 つたことの ある、 人の いい 然し 無^な 、？ f.: 人 は 、 

記^の 腹で やった こと を もこ ちらが させた の だと、 感違 ひする かも 分らなかった。 で、 /0 ちら は飽く 

まで そ 知らぬ ふり をして、 然し この 話 を 少し 馬鹿にした 心持ちで、 『今、 わたし も 村長さん のと ころで 

^^んで來ましたが、 まァ、 それ も 結構で しょ、 rvQ』 

]  けっこう 

『何が 結構 だか？』 

『  』 渠 はまた 主人の ますく^ 慨 して 來 たこの 檨 子に、 今度 は、 少し 汕を かけて 見る 氣 になつ 

た。 かかる い たづら な： S 持ち も、 これ を もッと 大きな ことに ちゃんと 徹底的に 押し通せ は、 一 つの 偉 

大な； だと 云 ふこと は、 自分の 最近の 刺戟に 受けた 1 喑示 であ. つたの だから、 自分 は 左右の 妹 や 甥 

に は 意味 を 含めた にこ 付き を 見せて 置きながら * 主人に 向って は矢ッ 張り そ 知らぬ ふりで 新う I； ムひ添 

へ た T 村畏 さんのお 話で は、 ぉッ つけ ® 社から 表彰 『1; れる さう です。』 

『また 表彰 さわぎ かい、 下らない！』 

かんたん 

一  』 薬 は 主人の この 簡 短な^ 見に は 全く 同感であった。 近頃の やうに 地方に 靑年會 の 起る の は、 

ちょ ッと 見れ は 結構ら しい けれども、 要領 を 得ない もの 等が 幹事 ゃ會 長に な. OS 、これ も耍領 を 得ない、 

非凡 人の 面影  五 
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くわ，？ れぅ 

否、 要領 を 得 過ぎて 餘 りに 形式に 流れた 官僚 擧者 などが 都會 から 演說 に來 るので、 地方の 人民が ちタ 

ぼけに 完成しょう として 自然に 外面の 形にば かり 重き を 置く やうに なって る。 そして 社會の 耳目た る 

新聞まで が これに 迎合して、 無理に 摸範靑 年と か 表彰 的行爲 とか を 捲らへ 上げて • これ はまた 不自然 

こ.？ ぽん 

的に 地方の 人氣を 取って る。 こんな こと もす ベて 根本から 革命 を 要する の だ。 今回の は それが 爲 めの 

大々 蓽變 であった かも 知れない のに" 靑年會 の やって る 仕事 を 見る と矢ッ 張り 月並みの 見當違 ひが- 

ん 

多い。 道路の 修縫 もい い。 棺桶が 不足な ので 樽 を 配った の も 思 ひ 付き だ。 が、 こんな 場合に も ッと緊 

急な の は 新 事實の 創造、 乃ち、 精神の 改革と 食物 不足の 補充と である こと を、 渠は 至る ところに 發見 

して ゐた。 

『下 だらない』 と * 主人 は 然し まだ 比較的に 有 福な だけ 太平 樂を つづけた 。『わたくしども は、 兄さん 

水で 騒いで ゐ たんです ぜ， それに • あのせ がれめ が 火事の 出ない やうに ランプ を 消して 行った。 それ 

がどうして 村の 爲 めになります？ 火事が 出ようと しても 出る 道理がない ぢァ ございま せんか？ またた 

とへ 出た としてもう ッ ちゃって 置けば、 ® り 手に 消えます 0 それ を 消しに 行った ッて、 それが 何に な 

つ なみ 

ります？ 津浪の 中 を 泳いだ のが ゆうかんなら • 私 ども はお ほ浪 を突ッ 切って 年寄り を 助けに 行つ たん 

で. \ '！ これ を 何と 名 づけて CJl^ れ ます？ ゆうかん も ゆうかん その また 上の 『ゆうかんで なければ なり ま 

すまい"： 


『 ……： ： 』 こちらに は、 $ が I の趴" とき ッ ちゃて して ゐゃァ しよ-., 

と 云 ふ 疑 ひもあった が、 免に^:: 翁め たと ころで は、 凡俗 直 心 If 主人の 免れよう とする こ 

とが、 ひ 皮 はまた； 肝 凡俗と 置と になって、 世盟 みの S: を I はう として ゐ るの だ。 自分つ 家 

の 巾の 土  の 、井がない こと は不斷 から 分り切つ たのに それ 息 ひ m せなかった ほどうろ たへ 

てた， おは、 f 的に だが 偉大な こと を やって ゐ ながら • その 場 をた ッた ニ晉 だが f ると. もう 

それ を 云 ひ S て 押し？、 成るべく 凡俗の 小 靈に合 はせ ようとす る f そ I しほ あ？ だ 。き 

心 はいつ し I 人 5 そこに f 侮蔑の 同情 を 持つ やうに なって ゐた。 で、 こちら はた だ やわらか こ 笑 

ひか，， 见 せて- 火鉢に 手 を かけながら 腰 を しゃがめ、 向 ふ をな ほ 勝手に しゃべらせて 匿いと。 

i ぐ ことが ゆうかんなら • この 子だッ て』 と • また 女の子 進り E ル てから 墓 を 次ぎ、 『二十 丁 もさ 

泳いで 行って、 I の樹 にと まって 助かつ たんです。 それだけ？ となら、 うちの 若い 衆こ も 

幾度で もさせて 兑 せます。』 

r うちの 若い 衆だッ て、 わけもなく そんな ifg はでき ません よ』 と 云って、 かみさん は 三人の 食事 を 

奥の ilfi に 揃へ て L おれた 0 『さ ァ、 どうか、 何もありません け ど II 』 

『ちょく を 添へ てあげろ よ、 ちょく を on 

『いや、 それに は 及びません』 と 云って、 蕖は 他の 二人と 共に 奥の むしろに 移った。 かみさん はこち 
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らが飮 み 手で ない の を 知って るので、 この 方 はすす めようと もしなかった。 

『. a: だけ はこん た l^MH です けれどい くらで もあります。 わたくし はこれ でもない とわたく しの 殘 念力 

11 どうも 11 忘れられません。 道路の 修 縫の 手傳 ひに は 若い 衆 を 代りに ゃづ てあります から、 わた 

くし は、 もう、 死んだ li 居の 代り も 同様で、 斯う やって 隱 居の 新ら しいお 位牌 を # し てゐれ ばいいん 

としぶ 

ごすから。 然し、 わたくし も —— どうも —— 錢 念で 溜りません よ。 かけが ひの ない 年寄り をな くして- 

しまったん ですから • な o』  . 

『  』 こちらで は、 それに かま はす 箸 を 運んで ゐ たの だが、 渠 がその ひまに そッと 主人の 方 を 見 

. ると、 坐 わって 揃へ た膝ッ こが 着物から 喚み 出して る 上へ 筒袖の 兩手を Si いたり、 その 片手 を以 つて 

あたま を 撫でたり して 同じ やうな こと を 云って ゐ た。 

- 『あ、 また おれ もお 111 を あゆなければ なるまい、 な o』 思 ひ 出した やうに 立ち あがって、 主人 も 奥の 

方へ 來た。 が， その 前から 七ネの 女の子 は #1 で 蠟燭の 火の しん を四ッ 並んで る その かたは じから 1 

、つづつ 切って ゐた。 

『  』 て. 敎 へられた ので あらう か、 若しくは 人の する こと を 見て SK: 似して ゐ るの だら うか、 か 

. のケ！ ^どん.. H ところまで 事情 を 分って るの か、 その 心持ち を渠は 知りたかった。 突ッ 放された 時、 赤 

.  ふ な 

シ坊 なら 無論 そのまま 死んで ただら う。 そしてお ゃぢの 自我 的 決心の 證， を II おや t 力 不 爲 めだと 


忽 ふやう に は— あとに なって 人に あばかなかった. たらう。 けれども、 多少で も 泳ぎ を 知って たので、 

夢 巾ながら も、 速い 潮に 乘 つて 行って 二十 丁 もさき で 助かった。 歸 つて 來 てから も • 喉が かわく と 云 

つて 水 をが ぶ/ \ 飮ん でた だけで、 左ほど疲^^^病氣もしなかった。 そして 一 且 はお ゃぢに 向って 淚 

1 恨み ごとら しい 言 I 架 を かけた さう だが • おや ぢに 何とか 云 ひ くるめられて、 そのままに それ 以 

上 を 繰り返 i かった。 そして 今ではお や ぢを矢 ッ 張り もとのお ゃぢと 思って ゐ るら しい。 だからき 

の ふ て も、 け ふ a て も、 いつも 素直に 笑って 子供ら しく 云 はれる 通りに して ゐ る。 

『どうも I な こと をした、 なァ、 お前の I ィ さんやおば ァ さん を f して。』、 王 人 はこん な こと を 

この 子にまで も 云 ひながら、 蜒燭の 火 を 線香に 移して ゐ た。 

八 

染は l^t 八の こと も あるし- 甥の 受けた 世話に 對 する 謝禮 のこと も あるし する から、 今 一 度で 出 越して 

來る ことにして、 他の 一 一人と 共に 一 先づ そこ を 引き 上 ゆた。 

ゆ ふべ とほった まわり 誓 また まわって 行った の だが、 道ば たのす に は 大きな 魚の 泳いで るの が 

いくつ も兑 えた。 そして 遠った 1  は ひ 物ので きたの を 喜んでる やう だ。 それとも- また、 從來の 喰 ひ 物 

がない ので g しまわって る やう だ。 いづれ にしても. 大分 i んで 見える 限りの 水中 は 勢 ひがよ かつ 
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第五お  po 

渠は ふ と • 自分の 奸 きな 釣り の こと を 思 ひ 出した Q で あ る。 

4? よ 

『殘 念な こと をした、 な』 と * 立ち どまって 魚の 泳ぐ の を E ルてゐ たが •  nn で 魚 を 追って 行って とう 

みちぶ し 八 ざいれ う  C 

とう * 靑年會 が 精み 上 ゆて 置いて • まだ 手 をつ けない ところの * 石の 道 普 諮 材料の 上に つま 立って 脊 

延び をした。 そして 後ろの もの を も 見返らないで 、『釣り道具 を 持って 來 たらよ かった！』  - 

『わたくし も —— どうも —— 殘 念です の 方でしょう。』 甥 は 渠の思 ひも 寄らぬ こと を 云った。 

『かけが ひの ない 年寄り をな くして よ』 と • 妹 も 笑 ひ it でう まく も 合 ひ槌を 打った。 

『馬鹿！』 渠は 微笑しながら 石材の 上 を 飛び下りた。 そして また 歩き 出した。 

『D^ さん はわた しが 寫 生かばん を 持って 來 たの を 笑 ひながら， 自分で あんな こと を！』 

『だッ て、 それが 爲 めに おれの 厄介に なった ぢゃァ ないか？』 

『だから， 今度 は 誠ち やん 頼んで ある， わ。』 

『  』 渠が兑 ると- 自分の 殆ど 忘れて ゐた 妹の かばん を 甥が 自慢 さう に提 ゆて ゐる。 

小名 木 川の 1! ゼ 達した 時、 渠はゅ ふべ の菰の 上のお 産が どうな つ たかを 考へ て 見た。 そして 生 

れた If や • 高 島の 七 や S の 女の子 や は， 渠に は， ただ 無邪氣 のかた まりば かりではなかった。 

； I 二十 丁 もさき へ 流れて 行って、 お 寺の 樹に とまって 助かつ たんです』 と云ふ、高^11^0主人の.霄葉を、 


ふと、 中； 人 同様に sfn 身 も^り if;! して 晃 ながら 考へ ると • この 二つの かたまりに は 自分の 心 を そそる 

？ ；^. の^. K 力が あった。 けれども、 その 力 を 力 的に 而も 超越 的に 所有して ゐ るの は、 今の 場合 • 自 

分が その 例で あると 考 へられた。 白 分に は， 今 • 宵 年會ゃ 地方 有志に 於け るが 如き 俗惡な 束縛が な 

レ. ： > 

い。 あら ゆろ 形式 m め 想 を.^ して ゐる。 そして 而も 自分から くと ころの 偉大な 資力 を 感じて る」 今な 

ら* どんなと ころへ でも 生まれ 出られる のであった。 

はこ の！：： 感を 乃ら 自分の 待ち設けて ゐた 大きな であった ときめて しまった。 そして 自分 を：.^ も 

充 した 人 問と つて 萊京 へ歸 つて 來 たので あるが * 束 京で は、 その 一 二日 前に 比べる と、 もう、 世 

Si が. K 分 おだやか になって ゐた。 そして あらし や 水害の こと は 新^の 三 而記靠 としても 時代 後れの 說 

もくぜん 

明に 過ぎぬ ありさまであった。 渠 自身と しても • 目前の 仕事に 忙しい 爲め * 日に日に 心 は 他の 方へ 向 

つて 行った。 

あらしのお 夜 を 必要 上卞 M 京の 市 巾に 出て 寶 見したり • 水害地 中の 水害地と 文字 だけで はな ほ！： 2 かれ 

じつ i いく わつ  ひぼん  _  < 

てる 宇喜出 村 を K 生活 的に 兑 舞ったり した 渠 では あるが、 それから 得た と 思った 非凡な 市せ やお 一 凡な 氣 

ち を 人に も 一： み ひ 化へ る ことができす • 自分と しても 實 際に 示す ことができなかった。 た ッた叫 五： n 

かくせい 

か 1 かの 以前と 以後と を 殆ど 隔^の 感が できた。 そして 自分 や 高 島の 主人 やその 他に 於け る 4^- 凡 

人のお も かけ はほんの ただ その 塌に たはかない ひらめきであった ことが 分った。 
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『それでも 詩人 か 小說家 かで あったら』 と *  、渠は 或 夜 • 皆が 寢靜 つてから、 自分の 害齋に 在って 考へ 

じつ さラ 

た、 『あの 時の 大きな 實想ゃ 臨時 的大 生活 は 十分に これ を 書き 殘 して g 直く ことができ たもの を！』 矢ッ 

張り • 自分 も 凡俗 人であって、 あんな 大事 變に 直接に 遭遇して ゐ ながら、 今と なって は、 も、 rs それに 

だん y 

受けた 刺戟と 昂奮との 斷片 しか 思 ひ 出せなかった。 

I (大正 七 年 1 月) 11  . 
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雜 誌の 依 賴に應 する 小說の 題材 を 多 いうちから どれに しょうかと 迷つ て 、 なか/ \攀 が 進まな か つ- 

た 間に、  約束の 期日が もう 三日 以內に 迫った その 午前 を も 僕は來 容の爲 めに 費やして しまった。 それ 

から、 なほ 多少の ぐらつき を覺 えながら も • ゃッと 書き初め たの は * ゆ ふべ から 午前の 二 時に 床へ 這 

ざいれ う 

人る までに 決心 をつ けた 材料であった。 それ はこの 七 八年來 いっか 喾かぅ 書かう と 思 ひながら その 機 

を 得なかった ところの もので —— 。 

それ を 半 ぴらの 原稿紙に 三片 半ば かり 書き 進めた 午後の 四時 頃に、 門が 明いた ので， まだ 來容 かと 

- きた. 5  とんき やう 

云 ふ 不快な 期待 を 感じた。 やがて 格子が けたたましく 明いた と 思 ふと、 頓 奸な聲 で、 

は リま  を ゆ ど 

『お宅の 御子 息が 馬力に 敷かれて 今、 折 戶の山 下 病院に 手 當てを 受けて をら れ ます』 と 云 ふの が聽ぇ r 

た。 それから 息苦し さう に 首 葉 を 切. OS, 『早く ー どなた か ー 來て 下さい！』 

『ど、 どこで 敷かれました か？』 

僕の 妻 は ぐ緣が はへ 飛び出し たやう だが、 これ も旣に it が 詰って た。 


『皮 巾 塚の —— 踏み切りの —— こちらで。』 

お 

r  』 僕 は！ 一階で 箄を擱 き、 手と：；. とに かけて たォキ シ へ ラを旣 に 半ば 取り はづ して ゐた。 

『あなた- マ 鋤さん が大變 です よ！』 

『  』 ^は 丁 i^Ai てら をば ッと脫 ぎ 称ぶ てた ところであった。 ^^；-ぃではしご段を下りた。 そして 牛 

ちゃい- ゥ 

ば 明い たお子 戶の そとに- 古ぼけた 茶色の トン ビを 着た 男が 見えた ので 7 どうも • よくお 知らせ 下さ 

いました』 と、 そこくに 挨拨 して 茶の間へ 這 入り、 帽子 を 取って、 かぶった が、 羽織り を 着よう か 

どう！ ようと 奥座敷へ 行って： 3- た。 が， 见 付からない ので わざ/ \ それに 妻 を 呼ぶ まで もない と m 心つ 

て 茶の ii へ 立ち 12- り、 ぢ かに マ ント を引ッ かけた。 それが どうも 矢ッ 張り 不調和な 氣 がする ので、 ま 

た 奥へ 行って n 儿 たが • かぶって る 帽子まで が 毛糸で 編めた 西洋 婦人 幅で， かかる 場合に はな ほ： 史らど 

うせ 不調和な の だからと E 心 ひ 返して、 そのまま 履き物 を はいた。 

ト ンビの 人 は 待ち や；！ しがって • 旣に門 を も 出て 行く ところであった。 近處の をん な 子供が 猿って^ 

てゐ た。 s-は すん く 先き へ 進んで 本通りへ 曲って 行く ので • 僕 も 惡ぃ逬 を高 い"？ で 成るべく 急ぎ 

Di> で 追 ひ 付いて行って、 

『山 下 院て どこで せう？』 

A-tf 'ど 

r 折戶 です — - ぬ 力の B?^ を 逃がしち ゃァ 詰りません から』 とば かり、 その 人 はすん/ んで亍 く 0 

「』 い 相手  iiiz 五 


『  』 鬼に 角、 敷い た^を 取り 押さへ て あると 云 ふの が こちらの 突然 ぼかんと してし まった 心に" 

强ぃ手 ごた へであった。 よしんば、 子供 は蟲の 息に なって ゐても • さう させた 相手が 取り 押さ へられ 

てるなら、 まだし も 心い せに はなら う、 と。 そして 行って さへ すれば すべてが 射る ことで、 たと ヽ 

萬 事 休す であった としても、 それ は 仕 かたがな いと 思って、 子供が どこ を 敷かれた のか を 問ふ氣 にも、 

なれなかった。  . 

しんせつ 

それにしても 鋭^な 人が あれば ある もの —— 自分 .In: 身の 利害に でも 關 して ゐる のかの やうに 足 を 速、 - 

おも く  to 

めて 行き、 僕が 少しで も 重苦しい 足 を 休めよう とすると、 その後ろ を 向いて、 早く 早くと 云 はない ば 

かりに 僕 を 促す の だ。 僕 も 止む を 得す 急いだ が、 雨^がりの 道が 惡ぃ 上に 足駄の 齒が 曲って ゐ るので、，， 

ほ てう  f  »' ； 

S ぐ. m が 切れさう になった。 そして 步調を ゆるめる と、 その 人 はまた こちら を ふり 返って、 無言で だ 

が 僕を勵 まして CJI^ れる。 それに 釣られて 僕 は 一 緒に 驅 けたの だが、 腹の 中で は、 然し， どうせで きた 

こと は 今い くら 騙け たッて 取り返しの 付く わけで はない と 云 ふ 多少の 反感が あった。 

一 髗、 その 人が 『御子 息』 と 云って 來て も， 長男の 一 雄ば かりで はない。 末の は 旣に舉 校から 歸っ 

てた が、 中の もま だ 留守であった。 それに も拘ら す、 妻 は 長男の ことに きめてし まった。 そして 僕 も.^ 

亦 さう と 最初から 信じ 切って 家 を 出た ので、 僕の E の 前に は 今渠の 平生の 姿ば かりが 浮んで ゐる。 gjf や 

ち ゃラ しょ 

はもう 十六 才で 總領 だけに どこかお ッ とりした 長所が あおながら、 1 方に はまた 至って そそ ッ かし# 


で、 St- ひ 物に やっても 勘定 を？ i 遠へ て來 たり、 ちょ ッと 郵便 を 入れに 行っても 物に 域つ ま 付いて 血お. 

出して 來 たり、 二三 年 前のお ほつ ごもり に は • お ほ 急ぎで 引き出して させた 郵便 1^ 金 十五 圓を その 

途中で 落した か 取られた かした。 きの ふの 如き も * また、 火鉢の につま 付いて、 茶碗に 入れて あ 

つた 熱 溢 を 父親の 膝の 上に ぶちまけて 叱られた。 

云 ふこと を 聽 かなかったり、 失敗 をしたり した 時， たまに は橫ッ つら をな ぐり 付けて やった こと も 

あるの だが、 そんな こと さへ 或は- もう • でき なくなつ たので はない かと 思 ふと * 僕は騸 けながら， 

可哀 さうな：：：？ もして 來た。 

けれども- .躬^ に は その上に も、 —— これ は惡ぃ か、 それとも 善い 歸か 11 中舉の 往き來 を、 みち- 

通ん ご  ほ けき ゃゥ 

みち 梵語 文典 や 法 ft 經 などの^ 物に 讀み 耽る 習 傲が できて ゐて • 僕 はこれ を 見つける と • いつもお. 0 

てゐ たの だが、 どうしても それが やまらなかった。 然し * こんな こと は、 僕 自身 だ ッて昔 やった /。•  ま 

えの ある こと だから、 僕 は 餘り嚴 しく  IK める iO と はし なくなって ゐた。 すると、 この頃で は、 中の i& 

子まで も 兄の 眞似 をして 1 兄 本な ど を 小 校の 途中に とどまって 請んで る ことがある やうに なった。 

S ュ は危險 だからと 云って、 いつも 蹈等を やきく 叱って る けれども * 僕 は 左 ほどと くしなかった 0 

その代り、 伐の あたまに は、 いつも * 何となく、 子供 三 名のう ちの どれ かがいつ か は自轉 車な り 自動 

車な りに ぶっかって、 死んで しまうな りお ほ 怪我 をす るな りの 豫 想が — ぼんやりと だが 11 ないで- 

强レぉ 手  一二 四 七 
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はなかった。 そして 子供が 死んで しまへば それまで のこと だし • 片輪に なっても， 精神的に は 却って 

さう でなければ 得られぬ 何物 か を 子供 自身に かち 得る だら うと 云ふ考 へであった。 

だから、 僕 はこの 豫 想が あまりて きめんに 現 はれて 來 たと こそ 驚け、 大して 悲しみの 氣 ぶんに はな. 

れ なかった、 レ 

『まだ 物が 云へ ます か』 と- 窭が 人に 聽 いた 時、 その 人 は 何でも  ， 

『少し は IK へます が』 とか 答へ てゐ たやう であった。 

とんじ 

『  』 畜生！ 豚兒！ わが 子ながら * かさねがさねの 手數を 親に かけて、 くそい まくし かった。 

かおね 

死んで しまへば まだし も だが、 死に そこなって 片輪と して 生き 殘 るの は、 親な り 本人な りの けがれ だと < 

思へ た。 鬼に 角、 現場に 行って 見れば 分る こと だと 考 へながら、. ni 分の さきへ 進む 人に は 『どうも 11 

わざ-/ \. —— お知らせ 下す つて —— まことに —— 濟 みません でした、 ね』 と、 苦しい 息の ii から 切れ 

ぎれ に 愛 相 を 述べた。 そして それで I 時し のぎの 申し わけが できた かの 如く、 僕 はまた 歩 を ゆるめた 9 

け. a しゃ 

少し 傾斜の あると ころで、 而も 道 はばが 狹く なって * 幅 全體に 道が ぐちゃ 付いて ゐた。 僕 は その 處 

ン 中で 足駄の 一方 を 吸 ひ 取られ * 片足 をた び はだしに した。 で、 ぃッ そのこと 兩方を はだしに して 行. 

かう とも 考 へたが、 履き物 を提 ゆる 不怆格 さ を 思 ひ やられた ので， そのまま からだ をね ちって 片手で. 

脫 げた 下駄 を 泥から 拔き 取り、 よごれた たびの まま それ を はきながら • 少し また 息 を 入れた ので あ V 


る c 

その rag: つてて れた人 は、 また 歩き 出してから、 

1  を 9 ど 

『もう ぢ きです』 と 云った。 直ぐ 折戶の 通りに なった ので、 それ を 右へ 驅 けながら • 渠は^»?ろを兑 

ぃ兑 い、 

『人が Si 山 立って ますから、 ぐが ります。』 

如 ：！： にも • 人だかり のして ゐる ところに 山 下 翳 院と云 ふ 板が 兄え た。 來て 見る と、 僕が この ニー 二 

V？ ^胡瓜 や 茄子の^ を^ ひつけて る のす ぢ向 ふに 當 つてた。 俟は 俄かに あたまへ のぼせて、 長男の 

手が 折れたり、 顔が 崩れたり した その 光 51:^ を豫 期した。 が、 わざとに も 心 を 落ちつけ る やうに して 多 

くの 供 や 守り ツ子 を 押し分けて ドア を 這 入る と、 今までから だ を あがり ッば なから 玄關 の璺の 上に 

延ばして奧の方を：：ぞゐた勞働^^^が！ 名* からだ を 引いて あがり ッば なの 板敷きに きちんと 懐 を かけ 

t  ノ  *  、*  0 

『お前 か 11 敷いた の は？』 

『へ い， どうも. K した 籾 さう を 致しまして —— 』 

『待って ろよ • そこに！』 僕はづ かくと あがって 行って、 奥の 診察室に 這 入る と • 洋狠を 着た IS 卷 

ほラな に 

0 の 力 を 枝ろ にして 、傷者 の 足に 繃帶を して ゐた。 寢臺の 上に になって る 長 Bf^ は 顔 を 上げ て , 

® レ 相手  mi: 九 
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r 僕が 荷車の あるの をよ けた 時、 後ろから 11?^ が來 て、 敷かれた のです！』 

『  』 それ 位 物が 云へ るなら 大丈夫 だと 思へ た。 渠の 額が 少し 青白く 見えた の は 恐らく、 敷かれ 

てび ッ くりした 結果 だら う。 かた J 方の 足く びぐ らゐ 折ッぺ しょれ たッて 自業自得 だと 云って きかせ 

たかった の だが、 僕 は 寧ろ 怒りの 氣 ぶんに あふれて ゐて、 優しい 言葉な ど は 少しも 出なかった。 

先 づ* 馬力の 住所 を聽 かう と 思って 玄 關 へ 房る と、 その 場に 僕が ちょ ッと 忘れて ゐた トン ビのん ，^ 

立って ゐて、 

『わたくし はこれ で 失 まします』 と 云った。 

『いや、 ちょ ッと あなたの 11 』 僕 は その 親切な 人の 姓名 をも聽 いて 置きたかった の だが、 人 はどう 

した もの かそ こ/ \ に 逃 ゆる やうに 出て 行って しまった。 

『1 體、 お前 は どこ だ？ t 

「高 田 村です。』 

r 待って るの だぞ、 今控 へる から』 と 云って、 僕は醫 者の 細君に 紙切れ を III? した。 

『わたくし は 何も 逃け も隱れ もしません 、通 ゆるなら 凝 初 に^げて しま ひます』 などと、 蕖は その 問に 

半ば |g り 言の やうに 云って ゐ た。 正 lei さうな 男であった。 懷中から古びた小さぃ木の！^^^をぉして、 

P-  ぼず ま 

J1 これか^ければ 馬力が 引けない のです。 名 は そこに 窖 いてあります。』 


僕 は gsq: の^ fS が 持って 來て esK た 半紙に その 名と その 主人の 名と を控へ 取った。 そのうち 0 

^の おて がすんだ と：：^ え * 伎の 方へ 來て その 醫^ は 斯う 云った、 

『これで 】 應 手 て はす ませて S きました が、 ほんの 應 急手當 てです から、 この 上な ほ 局部に 熱 を 持 

たない とも 限りません。 n 十く 顺： 大堂 なり どこな. ci キス 光線 科の あると ころへ 行って、 骨が 碎 けて ゐ 

るか どうか 調べ て ふ 方が よろしい でしよう。』 

r では、 さう 致しましょう。』 

『まさか、 骨 は碎 けて ゐ まいと 思 ひます が』 と、 ^力の 男 は 口を出した 、『こつ ンと 車に 手 ごた へが あ 

つたので^ がれぐ とりまし たのです が 11 三百 六十 貫 も 米 を んで るまで すから、 若し かすった ので 

なく 敷いた ものなら、 たまりませんゃ0』 

『然し歡ぃたのはi^^fsです、 僕が 自分で 兒 ましたから。』 I 雄 は殘念 さう に辦ぅ 俊の 方へ 顔 を 向けて 訴 

ベた" 

えてた 程なら * どうして 自分で よけな かったん だい？』 

『ぢ ゃァ、 若しかしたら 敷いた か、 な？』 Eiil 力の 人 は 疑 はし さう にだが、 首 を かしゅた。 

『骨のと ころ は、 觅 に^、 わたくしに は _s^r 門で ないから 分りません が』 と、 醫^ はお づく して ゐた。 

『  』 どぅせ風引き^:^^?だらぅからと俟には£-5へた。 こんなと ころに ぐづ /\ させて けば S く 

S い 相手  三 五 1 
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だけ 傷ぐ ちの 熱が 增 して 行く のかと 弯へ ると、 僕 は. 0 分の 足まで も 病む 氣 持ちに なった。 そして 昔于 

供の 時 自分が 大きな 斧 をお もちやに して、 足の指の 上に 落し- すんでの ことで それ を 切り落して しま 

うと ころで あつたの を、 幸 ひに も p5j が 石に とまって、 指の 骨 だけ は錢 つた 時の こと を 思 ひ 浮べた。 あの 

時には 親に 內證で 自分の 室に 隱れ ようとし たが、 その 途中で 氣絕 したので あった。 けれども * 今 •  G1 

分の 子が 一 時氣 m "したの かどう か を 尋ねる だけの 弱み さへ 見せたくなかった 。『鬼に. s:、 車 を 一 襄 呼し ル 

で來 ねばなら ぬが I) 。』 

J わたしが 呼んで 來 ましょう。』 

『お前 は、 まァ、 待って ゐ なよ。』 

『何も 逃 ゆ も 隱れも 致しません よ。 わたし だッて かかり 合 ひです から、 5S. 來る だけの Mi が 察すつ も 

りです から。』 

,S が こんな こと を 云って る 2 取 中に、 僕の 妻 は 子供の 着かへ 衣 を 持って 夾- た。 そして 心配 さう に、 

『お ほ 怪我？』 

『な ァに、 足く び を やられ たんだ。』 何でもない やうに 云つ て、 『骨が どうな つてる かま だ效ら ない ので、 

今から 順 天堂に 送る ことにしよう。』 

『^で？」" 


『うん、 今 Is^ ひに 行った が、 ね。』 馬力の Ef; が 無理に 出て 行った の を 僕 はさう 怪しみ もしない やうに な 

つて ゐた。 尤も、 の 出して 兑 せた 看 札 を こちらに 持って たので、 たと へ 逃 ゆても あとでお ると 云 ふ 

安心 もあった。 

妻に も 矢； ゆり 不 S 云 ふこと を聽 かない からと 云 ふ 心が ある 爲 めだら う。 かのお は 子供に は あまり +は 

接に 1 一一：：： 葉 を かけないで 醫容の 細君と 話 をして ゐた。 

この 時：：： g もお どくし 出した の は醫^ の 細君で、 ドアの 方を氣 にしながら、 . 

rri-H な si- の やう だが、 Gi^ 後に 逃 ゆた の ぢゃァ ないか 知らん I あまりお そい OJ 

『なァ に- a. を 呼んで 來 るでしょう』 と、 僕 はわ ざと 落ち 付いて 见 せた。 かの？， よは その 亭主が 施し ヒ 

Hf4S の 代 IS を り はぐれる かと 心配して ゐ るので あった。 

『應 <：：^ 手お の g;: 川 は その 加^^から 取れる 規則に なって るので すが （I 』 

『その 點は、 なァ に、 わたくしの 方で 引き 受サて @ きます. から 0』 新う は 云った が、 多少 疑 はしくな つ 

たので、 僕 は そとへ 出て Z< た。 すると、 向 ふから、 矢ッ 張り 正^な 男 は^を つれて 來 るのに で つ 

た。 

ふ，： fA- しゃ 

??:^^^^はこれを琪に<躲せてここを送り川し- 僕 は あとから 電 単まで 行く ことにして、 先づ 1^ がの ひ.' 

を つれて 受け持ち^ 交番へ 向った。 兩 方の どう^い！^ つす るに せよ、 I 先づ屆 けて 澄く 必要が あると 

®  ^  *  a-  三 五三 
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思った からで ある。 では あつたが、 资申 塚の 踏み切り を潢 切って 板 橋の 方へ 六 七 町 も 行った とこ 

ろの 奥 鴨 村 派出所であった。 そこで 男の 述べた こと は 僕に 語った ところと 少しも 矛盾はなかった。 が、 

敷か 叱た 時の こと はま だ この 男の 云 ふ 通り を聽 いてる だけで、 こちらの 云 ひぶん は聽き 5i して 置く ひ 

まがなかった から、 それ は あとのと とに すると 云 ふ 注意 を 僕 は 巡査に 與 へて 匿いた。 

『一 體、 吿訴 する つもりなら、 この 男 を 拘引して 置く が — 』 

『いや、 それに は 及びません』 と、 僕 は 答へ た 。『この 人 は 正直で ある やうです し、 若し その 主人と 云 

ふの が 僕の 方へ 出て 來て おだやかに 話 をつ けるなら、 侯 ほそれで いいので すから。 J 

『では、 ^^；^を早くっれて行かなぃとぃかんぞ』 と、 巡 Is 男に 向って おどし 付ける やうに 云った 0 

『へい』 と、 男 はす くんで ねた. - 

『兎に角、 僕 は 斯う 云 ふこと がけ ふあった とお 届けして 匿く ので^,. I 結果 は いづれ 報吿 します 力 

ら」 と 云って、 そこ を 引き 上け た 0  ♦ 

僕と 並んで 歩いて 來る男 は、 の 兩手を 襟の 中に 組み合 はせ て、 その上に 下向きに あご を 置きな 

がら 獨り首 の やうに 云った、 

r 主人と 云っても • 辨當 持ちで AJ ちらが 毎日 通って るので I J 

r その 日 やと ひの 者 だッて その 日の出 來 事の 貴 任 は その 主人が しょはな けり ゃァ I J 


『御尤もです。 よく わけ を 話したら. W て來 ない と は t ますまい が I 蕩 はき， わたしが 持 

つより 仕 かたが ございますまい 。一  そす 

r お前に 持てる かい？』 

£ん な 

『そり ゃァ、 那が たと は 身 ぶんが？ ますから、 51. 百兩 Q と 申しまして は— - 

『おれお ッて そんな 六ケし 5 こと は 云 ふつ もり ぢゃァ ない が—』 斯う 云って. 僕 は どん I 求？ 

へき 力 を 少しも 云 ひ 漏らさなかった。 心で はどうせ こ &i の 全部 を こちらで 引 臭け ねばならぬ ご 

r 欠ッ り 出 針 を 打った のが 惡か つたの だ』 と， 男 はこ ちらに も聽 える やうに 獨 語した 。「けさ、 《 

を 川る 時に H 走 袋が 破れて ゐ たの を晃 つけ、 よくない と は 思った けれど、 一 針ぬ はせ た。 それが 矢ク 

り惡 かった。』 

,、 かう しん づ ひ 

や 力て 斑 巾 嫁の S み 切 りを渡り 返す と、 右が はに 八 夏が I そのす ぢ向 ふにから の"^ か  一 1 

かれて あった 0 

『  』 俊 は 子供の よけたと 云 ふの が これ だ、 な、 と 思 ひ m した。 

『ここです、 まだ あとが あります』 と、 果して 男 は した 。『敷いた と は 思へ ない が、 3 

『でも、 子^ は 確かに 敷かれた と 一 K つてた ぢゃァ ないか？.』 

强ぃ 相手  Hi  * 
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『それ はび ッ くりした 1 魁、 さう 思った ので、 多分、 かすった だけでしょう。』 

7 』 この 點が 若し 爭 ひになる としても、 俊に は見證 人が 欲しかった。 それに はかの 蚤 ンビの 人 

がー 番ょ かった のなら うが.' うまく 逃 ゆて しまった。 

ひ なんし や  > 

今で 思 ふと、 その人は餘ほど世間慣れた人^^。 通りすがりに 出 くわした 被 難 者の こと を その 親へ わ 

. ^せつ  - L. 、 

ざ わざ 息せ き 切って 知らせに 來て、 再び その 場まで 案內 もして 穴れ た 親切 は、 ただ 物好きで はでき な 

わか 

いこと であった 。けれども、 渠 は名乘 つて 吳れ なかった。 名が 分って ゐ さへ すれば、 僕と して は挨 桜に 

も 行く し 相 當の禮 もす るの が 《ぬり 前であった。 が、 棄 に 於いて そんな こと を させない つもりで 姿 をく 

らまして しまった のなら、 如何にも 遠慮深い、 奥ゆかしい、 また ありがたい 心がけの 人 だ 。その上に な 

ほ：；^ を まわして 考 へて 兒 ると、 俟が今 暫く 引きと めようと した 時に 何とか 云って こそくと 出て 行つ 

た 様子で も 察せられる 通り- 渠は かかる 親切の 上に もな ほく どい 親切 を 積む の 愚 を 避けた の だら うと 

云 ふの は、 名 を名乘 つて 置いて、 若し この 事件が， ひに でもな つた 時に 裁^にまで 引き合 ひに 出され 

る やうで は、 僅かの 謝禮を 受ける 位で は 埋め合せ のっかぬ 時 21 ゃ勞 カを费 やさなければ ならぬ わけに 

なら 5。 僕 は渠を 知って ゐ たらさう したいとまで 现に ここで 思 ひ 浮べた ではない か？ ところが， 渠は 

うまく 逃げた つ が、 僕 は 決して 蕖を 恨まないで * 親切-でも ありまた 利口で も ある 人々 の 1 人と して 思 

ひつ づけた くな つた。 


そして 力の E?; やその 主人に 對 しても • 向 ふが おだやかに 出て 來 さへ すれば、 どうせ 二人とも その 

日ぐ らしの 抒 らしい から、 もう I 文 だッて 出さないでも かま はない と號； g した。 

ひなん  , 

被 難の 5i 所 力ら 五 出さき に 男の 馬力 はと まって ゐた。 ぎッ しり 米の を 積んで るの だから、 男の 

云 ふ 通り、 K 際に 三 fC 六十 K も ある だら う。 して これに 敷かれた とすれ は、 無論、 子供の 足 は 折れ 

てゐ るに 遠 ひなかった。 俟 はこの 馬力 を 兌る と 同時に 何 寧 を も 忘れて、 子供の 足ば かりが 氣 になって 

來た。 

『では、 お前 は 今晚川 をす ませて 歸 つたら、 鬼に 角- 主人に 來る やうに 云って れ』 と 念 を 押して、 

伎 は に^れた。 そして これから 病院に 行く つもりで、 ちょ ッと 家に 立ち寄って ると、 妻が 迎 へに， 

S て來 ていきな り、 

『とても あんな 人から 損害 金 は可哀 さう で 取れません よ』 と 云った 0 『それに、 ぅッ かりして ゐ たのが 

こッ ちの T 港ち 度です から。』 

『おれ もさう E 心って るの だが 11 Is- に 角、 今， g、 主人 を させる やうに して あるから、 來る だら， つよ。 

あやまり だけで も 云 はせ なけり や ァ。』 

『兄さん は- £?ii だ、 な、 どうせ かれるなら、 成，^ の 自動車に でも 敷かれれば いいのに』 と、 中の,： ：- 

子が 小疲な こと を 云った。 

S い 相手  三 五 七 
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『生 意氣 を. 云 ふな』 と、 僕は輕 く， 叱り付けた。 『手め え も 敷かれな いと は 限らな いんだ ぞ！ J 

げんかう 

僕の 書き かけた 原稿 は 斯う 1K ふ 方に 變 つてし まった。 そして 世に 貧乏人 ほど 自分の 相手と して 强 S 

もの はない と 思へ た。 

||(大正七年ミ月) — 
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あ ひにく 

〇〇 君 • 僕 も のこと に 11 して 小說を 1 つ 書かう と 思って たと ころに * 生憎 •  Ij;^ に 先んじられ てし 

ねら 

まった。 けれども •  ^の 蛇の 話に 於け る 蛇に 關 する 部分 は ボウの 黑 猫の 行き かた を 肌 はう とした も Q. 

であって • 而も その 趣き は ボウの 如き 神秘 * 凄慘， 並に 奇怪の 興味に 乏しかった。 なぜ 乏しかった か 

$0 ねこ 

と 云って：：^ 給へ。 黑 猫の E 魈命は あの ー篇を 貫いての、 王 眼に なって るが、 君の 蛇は篇 中の 一 部分に 揷 L 

入れられ てる だけで * 君 は 他の こと を誊 きながら ちょ ッと ボウの すごみ を もてん がう に 取り扱って 見 

ようとし たに 過ぎなかった からで あらう 。君の かち 得ようと したす ご 味 は 蛇 その， 物から 出て ゐな いで， 

君 自身の 說 明に 終って しまった。 壁の 中に 塗り込まれた 猫に は 猫 その物に 恐ろしい 運命が 现 はれて る 

、，Jt.A ぺ  だんじ ゆん 

が、 板壁のう ちに 釘づ けられた 蛇 は その 釘 づけの 罩 純な 举實 しか 運んで ゐ ない。 これ は 作者なる 君が 

蛇と 共に 全篇 を 終始す る だけの 執念がなかった 爲め とも 云へ る だら う。 

然し、 ^、 僕-い 窨か うとす るの も 別に かの 凄い； t 秘的短 話 家の 向 ふ を 張らう と 云 ふ マ針 心が あって Q 

も^で はない。 奇^^な巡命などを材料にするなどは、 內部的 現 賞に 沒入 する 傾向が 盛んになった 現代. 


では、 却って、 もう、 ^い、 E3f 純な、 ラゎッ つらの- 鹿々々 しい ことで あるよ。 僕の 書かう とする 

蛇 は. 化の 少ギ 時代に 於け る 一 つの 記憶に 過ぎない こと. を 前以 つて 斷 わって m3 く。 

僕の 家 は 近の 先 救 代 を； 小に 於け る 藩 公のお 屋敷に 送った もので、 明治維新の 國 引けの 

時に. 仞 めて！ 1 へ やられた 0 づ俊は そこで 生れ また 宵った ものの、. 土 藩の 士族 や 町人と は 他の 圆；： け 十； 族 

しふくわん 

と 同^に IJi:^ も^ひ、 言 楚も述 つてた。 で、 小舉 校へ 這 入っても *  ^うへの いとこが 一人 .—— それ も 

.N かま 

煮え 切れない 11 味 かたであった 切りで、 あと はすべ て 仲 ii ではなかった。 否、 そのす ベてから いろ 

んな 意味で 敵に 兑られ たり、 のけ 物 あっか ひに されたり する のであった。 或 ゆな ど、 ^の 味 かたに な 

つたら しくよ そ ほって 校の^り を 恨れ くしく ついて 来て、 ちょ ッ とのす きを 見て 俊の もとへ 砂 

を投け 入れて 去る 荐も あった。 僕 は 僕 等の 士族 屋敷 を そとへ 出る と • 自分の 警戒と すべてに ¥ ろ 侮 

こ どく 

蔑とば かりだった。 そして 家に 在る と、 孤 il の 念 ひと 復鐘 E 心と に 燃えて ゐ た。 

『ねッ から、 ね』 と • 國の稳 多が よく 云った。 そして 便 も 『ねい』 と 云 ふところから • 俊 は 穢多の 江戸 

ゎゥ けう 

ッ 兄に されて ゐ たの だ。 まるで、 §T 橫暴 な. S 人の に アメリカ 印度人が 1 人 這 入って たやつな もの 

さ、 ね 0 

『おい、 ねッ から』 などと 僕の こと を. t び 初めた。 ぞ のうちの 一 人に 宿屋の 子で、 留士 2 と 云 ふの が あ 

つた。 これが 僕に 出^ ふたんび に、 『おい』 と 僕 を 呼びと め、 しなく する 物を兩 手で しな はせ る W 似 

蛇 の 三 六 1 
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g んほジ 

をしながら、 『ぎゆう ッ、 ぎゆう ッ』 と 云って、 前方へ 意 張った 歩み を 運ぶ。 僕が 初めて 靴 を はかせら 

じょうぼよ C- 

れ、 父の 乘馬 用の 鞭 を 持たせられて、 擧 校の 式へ 行った 時の 冷 かしだ。 蕖 はお ッ ちょこち よいだ が、 

これ だけが 割り 合に 無 邪氣な 親しみの ある 子であった。 

その子の 家の、 二階の 軒 うらに、 或 時、 僕 等が 蛇の ゐ るの を したの だ。 

r へび や、 へび や』 と、 ^吉 はお そろし さう に 叫んだ。 僕 は 何 かの 用事で その 宿屋へ 父の 使 ひに 行 i;- 

てた 時であった。 近所の 子供 は 直ぐ 集って 來た。 そのうちの 1 番脊ー I の、 最もい たづら ッ兒 なる 直さ 

►  な が もの 

んは 長い 竹 ざ を を 持って 來て、 長物の からだ の 出た 部分 をつ ッ ついて 見た。 が、 少しも 動かな かつ 

た。 

鬼に 角、 家 根が わらと 軒 板との 間から 出した 首 を、 また 別な ところから かわらの 下へ 究ッ 込んで る 

ので、 僕 等に 少し 曲って 見えて るの はほんの 僅かの 部分であった。 その 全體の 長さ は 分らない が • そ 

の 太 さに 至って はおとな の 親指と 中指と を以 つてしても まわし 切れさう ではたかった。 

r 靑大將 が 雀の 子で も 喰 ふたんだ ろ』 と、 おとなの 1 人が 云った。 

直さん は 棹の さきへ うち 曲げた 釘 を 結び付け、 これ を 蛇に 引ッ かけて こわごわ 引いて 見た が、 出て 

來 ない ばかりでなく、 矢ッ 張り 動き もしなかった。 

『ほたら かして 置けば • どッ ちゃか 行く、 わ、 な』 と、 留吉の 母親 は 自分の 家の ことで ありながら 左 


ほど 氣 にも 留めて ゐ ないやう であった 。『可 哀さ うに、 別に 惡 いこと もせん のに！』 

どう 3L メ やう 

『雀 を 喰 ふやない か？』 留吉 はこの 方に 同情 を 持った。 そして 『ゃッ たれ、 ゃッ たれ』 と、 直さん を 

おだてた。 

てい 

K さん は 少し 勇氣を 出して、 今一度 釘の さき を かけて、 ぐッと 引いた。 それでもな かく 向 ふに 抵 

抗カ があった ところ を、 留吉 やその 他の 二三 名が 手 儀って 引ッ 張る と、 今度 はやる/ \ と 二つに 折れ 

て 出て 來て、 ばッ たりと 下の 地上へ 落ちた。 君、 五六 尺 は 確かに ある 靑大 將だッ たよ。 ばた/ \ と 逃 

げ 出す 子供 はあった が、 當の物 は 却って 長いから だ を 延ばした だけで、 別に 少しもの たくらない。 

然し、 腹の あたりに 一 ケ所 ふくれて ると ころが あるので • 僕 は 某して 雀の 子 か 玉子 か を 一 つなら す 

と くぺっ  ん ざい  』 . 

\1 ^ん でる の だと 思った。 その 箇所が 特別に 延びたり 縮んだり して ゐる。 その 以前に 近在から 出て 來た 

人に 聽ぃ たこと だが、 鼠 を吞ん だのが それ を こなす 爲 めに、 物 も あらう に、 人の はづ して ゐた 枕を卷 

き 締めてた さう だ。 今 はそんな 用 明きの 枕 もない から、 苦し まぎれに 圖々 しく も 腹の 皮の 延び 縮み を や 

つてる の だら うと 考へ ると、 僕 も それ をお そろし いより は 憎々 しくな つた。 同じ 掉を おって 四 五名の 

子供 はかた み 代りに それ を うちのめした。 

誰れ であった かが 獨 りで えらがら うとして、 蛇の し ッぽの 方 を 握る が 早い か、 それ を ふり 上げて そ 

の 勢 ひと 共に 自分の からだ を も 1 まわり させた。 蛇が 五六 尺 四方に 圓を ゑが いて ふりま わ された の 
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だ。 

『えらい- なァ』 と 云って 邀ゅ 出した もの も あるが、 僕 は 初めから じ ッと默 つて 見て ゐた。 すると， 

蛇の f2 の 方が 僕の どうかして ゐた 右手の 甲に 當 つた、 ちょ ッと齒 のかす り 傷が できた。 

『阿呆 や- なァ 11 逃げ とれば ええのに！』 留吉は 斯う 云って、 僕 を 馬鹿にしながら も * そばへ 寄つ， 

て來て 心配 さう にして CJj^ れ た。 

『  』 僕 は 苦笑 ひしながら • 矢張り 默 つてた が、 かすれた 傷ぐ ちへ つば を附 けて、 あり 合せの K 

でね つて 何度もし ッ かり 拭いた。 そして 自分の そんな 目に 會 ふと g 馬 さ 加減 を 私 かに 口惜しが つた。 

今 ひとり、 大膽な 人 I —これ は 子供ではなかった — が 現 はれて * 一  1 投ゅ 出された 蛇を兩 手で 除- 

、 , •>  »  はち ま  - ,5, 

し J け くるく と鉢卷 きの 形に して その あたまに 戟 せた。 

こ，.， を见 ると • 君， 僕 は 1 曆氣 昧が惡 くな つた。 i 米 I  、 詰らない こと をして きたならしい ではない. 

力？ それに、 毒で も あったら どうす る？^ に、 僕 は旣に 自分の.! IT に 多少の それが まわって ゐ はしな 

いかと 氣 になって ゐ たの だ。 が、 たださう 云 ふ 弱味 を 皆に 見られたくなかった。 蛇の-^ たま をぶ つけ， 

られ たの. は 如何にも 頓馬であった らうが-蛇の ふりまわされ るの を 見て ゎッと 逃げ出し たもの 等に は 

も あざけりの 默笑を 投げた。 そして 今 • 手の 傷 を氣 にして ここ を 直ぐ 親の もとまで 去る の は、 逃げ 

た渠 等よりも すッ と卑： g. だと 考へら ， ^た。 


まむしに 喷 まれて 死んだ 人の ことな どまで も 思 ひ 出しながら、 多少 は 痛い 氣味 のして ゐる手 を も 平 

な 風に 垂らして じと ころに 突ッ 立ち、 皆の する こと を 見て ゐ ると、 また 一 且 人の 頭上から 投げ W 

された 物 は、 その 圆ぃ 結び を li りで に 解いて、 ゅッ たりと 一線の やうに 延びた。 それ を また こわごわ 

下駄で 踏んで a たもの も ある。 

どうたい 

『もう、 死ん だん や • 海へ 棄 てに 行 こ』 と 云って、 直さん は.： 2 分の 掉 のさき へく ちな わの 胴體を K> ッ 

かけて さきに 立った。 僕 も ゆ 2 の ものと 共に あとさき になつ て それに つづいた。 

oo^. 僕 等が：： S ベ へ逹 する までに は、 途中で でも その 蛇 をい じくり などして ゐ たので、 時間が 二 

1 二十 分 はかかった ものと 承知して 置いて れ。 その 間に、 君、 蛇の 腹の 物 は 可な りこ なれて ゐ たに 相 

逮 ない のお。 そして 蛇 その物が 死んで たと 思った の は 僕 等の 思 ひ 違 ひであった。 

だんく 

僕 等 か浪" とへ 行って、 それ を浪 うちぎ はへ 棄 てると、 しほ 氣にほ だされて か、 段々 とよみ 返って 

来た。 

『まだ 生きて る！ 生きて る！』 皆 は 却って それ を 面白がつ てる やうす であった が • 僕 は 見る と • 今 ま 

ばう 

で 5:: にれ けぬ 氣で 押さへ て ゐた氣 ^の惡 い 心配 を 辛抱し 切れ なくなった。 蓋し 僕の 氣 ぶんで は、 

E 分の 血 中に も 蛇と 同じ やうな 物が むくく と 動き 出して 來た。 そして その 蛇の 腹で こなれ た 食物 

がれ分の血にまじった^！！を 一 しほ 有効に して ゐる やうであった。 n 分の：：：： の 前によ み 返りつつ ある 蛇 

蛇の 記 憶  三 六 五 


泡 鳴<8 第五 卷  三，、 山ハ 

ト V、  か うく わん 

と 自分と 力 生き死に を 交換して たまる もの かと 思 はれた 0 隣り へ 燃え移り かけた 火事で も、 火 もとが 

早く 消えれば、 無事です む。 蛇の 毒 だッて も、 その 舵が 死に さへ すれば こちら は 大丈夫 だら うと 云 ふ 

のが、 君 • 單純 だが 僕の その 時の 論理 か 信! § か 感情 かで あつたの だよ。 

『ちょ ッ と貧せ』と1}^ つ て , 僕 は 直さん が 1 端 を 引きす つ て る その 棹に 手 を かけた。 

『ま ァ、 待て。 まァ、 待て o』 渠は 僕の 方に は 取り合はなかった。 

そのうち * 皆の 目の前で 浪の はじに なぶられ てた. CI い 股の 全體が 砂の 方へ 向き 直る と * 俄かに その 

僕の 手に かすり 傷 をつ けた 鎌く び を もたげて、 丁度 また 僕の 眞 J5M へ 飛びつ いて 來 さう であった。 

『あ * ぁァ』 と、 僕 は 思 はすこの 時 初めて 何とも 云へ ない おびえ 聲を 出して、 横 ざまに 飛びの いた。 

これが 皆の 前に 兄せ たまた 一 つの 弱み だが、 元氣に 返った くちな わ は 却って これに 驚いて だら う、 そ 

はゥ かう 

の 力 向 を 肩く 海に 轉 じて、 浪の 上に 乘 つた。 それ を 逃がして たまる もの かと 云ふ考 への 爲 めに、 僕 は 直 

さん 力ら 棹 をい きなり 奪 ひ 取った が、 かくお もたいので、 これ を ふり 上 ゆて 打ち落した 寺に は、 

その さき を 蛇 はらく に 逸して ゐ た。 

それが勢ひょくすらくとぉだゃかな茅|:の海*を*ッ直ぐに大阪の方^|:へ泳ぎ出したのだが、 その 

もた けた かま 首が 平らかな 浪を 切って 向 ふへ 進む に從 つて、 首のと ころが 眞ッ さきの かどに なって、 

S も. < 

その 菱カ たの 波紋 も すん くと さきへ 延びて 行く。 僕 は その 瞬間に 自分の いのち を ゆる いくさり の 


如くす るく と 引いて 持って行かれ てると しか 見えなかった。 皆の ものに 封す る耻 辱の 念 や 侮辱 心の 

爲 めに 今まで 張り詰め てた 自分が、 これが 爲め にが ッ かり 力 を 失って、 氣が 遠くなる ほどに なった。 

E 分の 腹に は 全く 力がない の を おぼえた。 尤も • 何でも 飯が うまく 喰へ る 秋の ことで ありながら • 晝 

めし 時^ を 外して ゐ たと 云 ふこと も • そこに は 手傳ひ をした に 相違ない。 

とめ ャち 

『えらい ゃッ ちゃ、 なァ —— どこまで 行き やが るか』 と 云 ふ留吉 の聲 がした と 思へ た。 

『あの 速い の を 見い 1」 これ はまた 別な 子の S だ。 

r  』 僕が 一 端 を 浪に洗 はせ ながら こちらの 1 端へ 自分の 手 を かじり 付かせて る その 掉の 方向に 

ばかり、 a ッ 直ぐに 自分の 腹 やまな こまで も 消え入つ てると、 I— 僕 は、 君、 この 時 子供ながら 不思 

I  %- う *,. よく ねん 》>ま 

g に 思った よ 11 それが 窮極の 念力で でもあった 如く、 蛇の 首が 急に 向き 直った。 そして 僕 等の 立つ 

てると ころと は 三角形の 弦に 當る線 を、 再び 陸の 方へ 近づいて 來た。 

今で 考へ ると • 君、 き やつ も 海 を どこまで 泳いで 行った ッ てし やうがない とで も 思った の だら う。 

それに 皆に ぶたれ たり 握られたり 引き すられたり して、 大分に いた 手 を 負 ふて ゐ たの だから。 僕と し 

て は、 然し、 今度 は 自分が よみ 返る 氣 がした。 向 ふが 泳ぎ 勞れて 上陸す ると ころ を、 ただ眞 ッ ぶたつ 

に 切り殺して しま ひさへ すれば よかった。 若し さう でも しないと * 僕が 受けた と 思 ふ齒の 毒のに ほひ 

にいつ か は 親しんで 來て、 向 ふ は 魔物 だから、 寰も夜 も、 僕の 家のう つばり なり 石垣の 間な りに 潜んで 

蛇の K  liH ハセ 
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て、 僕のから だ 中に 段々 と棄 のきき めがまわって 行く の をこッ そり 見張りして ゐる やうな ことになる 

かも 知れなかった。 

向 ふ を 生かして こちらが 殺される か • こちらが 生きて 向 ふ を 殺す か？ この 二つの どッ ちかの 外に • 

その 時の 僕と して は 道がなかった よ、 ^。 君なら、 或は、 苟も 世に 生 を 受けた 物 だから 可哀 そうだと 

云 ふやうな、 流行、 の 言葉で 云へば 所謂 人道主義 的な 愫 善心 11 と 云 ふの が失禮 なら、 ，遊 1、^- 若しく に 

餘裕 11 を 出す だら う。 けれども、 僕 は その 時で も餘裕 なんかち ッ ともなかった。 それに、 君 は 今日 

し. 5 

でも の 蛇に 於て 現竄 から 多少 離れた 神秘な ど を 眺めよう としたが、 撲には 若し 神秘が あつたと して 

も、 id ちに それが 現實の 範園內 であって 來た。 鬼に 角、 僕の この 時の 恐怖 ゃ復響 心 をた とへ 空想的で 

あつたと しても、 その 空想 を 現 賢に 引きお ろさなければ 承知が できなかった ので ある。 

僕 は 尋常な 子供の 手に はさう 自由になら ぬ 程のお もい 長い 掉を この 時 夢中に ふり 上 ゆて、 驅 けて 行 

つて、 蛇の 水から あがる ところ を 遠くの 方から I 打ちした 。築 は ぬれた 砂の 上に I 度の た 打った が、 直 

ぐ また 首 を 舉げて 逸 ゆ 出した ので、 僕 は 界 び ふり 上げた 掉を 打ちお ろした。 全身の 力 を 籠め ただ 打!. を 

二度 も 受けた ので、 蛇 は そのままに 白い 腹 を 出しても だえ 初めた。 そこ を あた 二三 打ちした。 

これで 多少 俊の 恐怖と 復饕 心と が 癒えて 來 たの を おぼえた。 すると • 今更ら の 如く • この 大濱 のよ 

く 見 惯れた 景色が 目に 寫 つて，；^ た。 隣り のおお さんに 伴 はれて、 ^日 • 朝 121. く • たい，^ をと ぼして、 


この，：： い 砂の 上 を 通" 行き、 S ふに 兄え ろ 石 £: の 出 ざき や、 その かげに なって る 磯べ で、， 引 さ，., 

つ I 所に まだ， M てゐる f 摇へ、 夜が 明けてから は、 また さ ざゐ- あわび、 なまこ や 螯取 で。 

浪 よけ 土手 やそのう ちがわの 儘に は， また、 澤 山の 鎖： S てゐ て、 I If 前に は 姉と 共こ來 て、 

それ を 小い f だが 一杯 拾って 歸 つた。 斯う 云 ふ S 出が 俄かに 僕の し i く を そそり 初めて、 塵の 上 

にも SI せしめた。 そして それが たまらなく なれば な f  f 身の 腹の 皮 も 今やな ま 白 i じ 

てゐ やしない かとまで 思へ た。 

『r ほう、 行 こ — 今度 こそ ほん まに 死んで しもたん やさ かい』 と.、 留吉が 僕 を 促した。 

E さん は 死んだ 蛇の しつ ぼ を 遠くから 手 を 出して 摘， 力 上げ、 

『ほうら、 往んで 1  はへ』 と 云って、 呰の 方へ 投 ゆた。 

『 .：：：：： 』 今まで こわがって たきと、 は、 it 目く に 蛇 を 釘に かけて 引 I りおろ した 手 がら 

？ あつたに 拘ら す- ，| しまない では ゐられ なかった。 そして 海 か I く 吹く 風の かざしも こ 

ゐ た|- は .1 んと 何だかい やなに ほひ を i の In と共に ぐ ことができた。 

『往ん でも i 肚ぐ めし は 1 はへん ぞ』 と 云った ものが ある。 

『ぺッ • ぺッ』 と、 先づ留 杏が つばき をした。 すると • 皆の もの もさう した。 

「 ……：… 』 燈 恐らく  一  # 胸が惡 いの を もこら へて、 なほこれ 以上の i ば t し I く、 i きじて ゐ 

蛇 の 記 

一 i 
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た。 人が 持ち合せた あ を 竹の 細い の を 〈4 ひ 取り、 これ を また 生き返らせない 爲 めに 蛇の 口にさし 入れ 

その うわあご を 下駄で 小石の 下に 踏まへ て、 竹 を 蛇の 體內の 半分 以上まで ぐっと 突ッ 込んだ。 この 時、 

たまたま 蛇の 口が 裂けた の を 見て、 いっその こと その 全身 を 裂いて しまう ことにな つた。 その 力ら だ 

がび り.^ と 裂けて 行く に從 つて、 中の 物が はみ出して 來た ところ、 そこに！^ 根の やうな ものが くッ 

ついて た。 

『さ ァ、 見て 見い！』 撲は 誰よりも えらい こと をした つもりで * 自慢が ほに 皆の もの を 返り 見た。 

i ず は 少し 離れて ゐた ところから そのまま 首 を 突き出して、 いづれ も 横向きに つばき を 吐きながら、 

頻りに のぞき 込んで ゐ た。  ， 

『雀の 毛が ある』 と、 直さん が 云った。 

r 毛 はこ なれて ない、 な ァ。』 . 

『もっと ほたら かして 置いたら、 こなれ たか も 知れ へん。』 

f そのうち にや- くそに 出て しまう だろ。』 

『は * は、 は』 と 留吉は 笑った が、 それから 傲 g して ゐる やうに 頓狂に 叫んだ、 『畜生！ 矢ッ 張り、 雀 

を^ ふて たんや！』 

『：2^^もなぃ、 兄と もない —— ぺ ッ！』 


『  』 俟 もとう くつば をした が、 直ぐ その 場 を 少し 遠ざかった。 それから、 また 立ち 戾 つて、 

tV の死體 をし つぼの 裂けて ない ところで 摘み 上げ • 浪 もとへ 持って行って、 海の 中 へ^げ!？ た。 そ 

して これで 自分の からだに まわって る 毒も綺 龎さッ ばり、 自分 を 離れた ものと 安心した。 それ を棄て 

たと ころと は 少し 遠った 水ぎ はで 砂 を 掘り、 その 穴へ 潮が 來 たの を 待って、 よく 兩手を 洗った。 それ 

から • また 口 を も そそいだ。 

死んだ 物 はと 今 一 皮 見やる と、 浪 と共に そこの 砂に あがって ゐて • 腹の 白い ところが 又 僕の 目に と 

まった。 僕 はまた 皆と 同じ やうに つば をした。 

しろすな 

歸 りに 通る^の 白砂 や 松原に は 少しもき たなら しい 感じの すると ころはなかった。 が、 僕 は 留吉を 

初め、 ゆ：： の ものに 取り 園 まれて、 け ふに 限り 1 1^ えらい こと をして 見せた ところの 主人公に 仰が. e な 

がら *  Q 分の 足の 歩みが 道なる に、 つばきの 度合 ひも 增 して 行った。 

僕 は. ml 分の isM 敷の かどで 呰に 別れ、 家に 歸 りつく と 直ぐ、 何 喰 はぬ 顏で旣 に 取り 錢 されて た 膳 に 

向った。 そして 時 を 違へ たの を 姉に 叱られな がらお 給 事 をして 貰った が、 空腹 は 事 賢で あるに 拘は 

ら す、 二度目の 箸から めしが 口へ 遨べ なかった。 そして それ を 無理に 吞み 込んだら、 直ぐ もどして し 

まった。 

r どうした のです』 と， 抑 は 見て^い たが、 僕 は その 原因 をう ち 明けなかった。 

蛇の Si 位  三セ 一 
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〇〇 君、 これ を も 君 は 僕の 子供の 時の つよがりの 爲 めだと 云 ふか も 知れぬ。 が、 決して さう ではな か 

ん つた。 僕 はたお 蛇 を 殺した 現場の 思 ひ 出が まだ 納まらない だけの ことなら • 直に もさう と 云って、 そ 

かう くわん 

のい たづら を 叱られても 笑 はれても よかった。 が、 僕と して は、 この 時、 自分の いのち を 交換し 得た 

のであった。 そして 蛇が 死んだ 代りに、 その 執 1 を 自分が 受け 韆 いで、 もッ とこ ッぴ どく 土地の 田舍 

ものに 復饕 してやる と 云ふ氣 ぶんに なって ゐた。 

こんな こと を、 君、 如何に 肺に でも • うち けられなかった ではな いか？ 

|< 大正 七 年 四月) -1 
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この 作 は、 五部 作の 橋』 原形の 

終リの 方と、 『斷 撟』 として 東京； 3 

n 新聞に 載せ 切れない 爲め、 別に 

『寢 雪』 として 雜誌新 小說に 連載し 

た 分と 、『川 本 氏』 と 、原形 『避き 物』 

と を、 件の 性質 上 取りまとめる 

ことにし たこと を斷 わって 匿く。 
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お 鳥 は、 兄のと ころ を拔 けて 來る 場合が 見付かり 難かった とて、 四日 目に やって 來た。 そして 直ぐ- 

入院した。 持って 來た 行李まで も 運び込まう としたので • 義雄 は、 

にぶれん  . » 

『荷物まで も 入院させる に は 及ぶまい』 と 云 ふと 

»v* よ- > 

『お前 は 信用で けんから、 ね。』 額 を つき出し • 目 を 細く 延ばした。 

『もう、 質屋へ は 入れない よ。』 

『分る もんか？』 

ぢょ  、 

『けちな 奴 だ』 と は 云って 見た が、 義雄 はかの 女の 始末な の を 1 年 以上 も 利用して ゐ たの を 思 ひ 出す" 

思 ひ 通りの St はやらせる ことが 出來 なかった 代り、 いつも まとまった 金の 取れた 時に、 それ をす ベ、 

て かの 女に まかせた ので ある。 

ひりえ 

すると、 それ を. K 察が つて、 よくし まって 置き、 ちび り. （- と實際 生活 上の 、必要に しか 出さない 0 


そして、 一 ヶ月な り、 1 ヶ月 半な りのうち に、 みんな 無くなって しまう。 然し、 それでも * まとま 0- 

た 金 を 受け取る 時の 嬉し さ を かの 女 は 忘れられない 樣 子であった。 

然し 時々 その 手 を氣が 付いて Q 分の つまらな いの を 評へ る こと もあった。 そんな 時 は • かの 女の 望 

、ひが *-/  く わ 、， 

み 通り •  is 洋 料理屋な り、 音 樂な" なり、 三越 •  C 木 i どに つれて 行った" 

「考 へて れば、 若 C 女 をむ ざ/ \ と、 可哀 さう でも ある』 と • 成るべくお 烏の^ すが ままに して 置 

くので ある。 

寂しい から、 夜 だけ は義 雄の 方へ とまりに 來 て吳れ ろと 頼んだ が * それ も 人の 手前、 を かしく 思 は 

れ るから いや だと 云った。 

r みなに 何と 云 はう？ 兄さん だと 云 ふて m はこ か？』  - 

r そん な^を 云った ッて、 人に は 直ぐ 分る よ。』 

『どう 分る の？』 

いろおとこ 

r 亭キ： でなければ、 色^、 さ。』 

f いや ァな こッ た！』 かう 云って、 わざと を 向き、 『そんなお ぢィ さん を — さう 思 はれる のは耻 力 

しい。』 

『耻 かしいた ッて、 覺 悟の 上 ぢゃァ ないか？』 

0 き 物  n 一七 S 
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『では， お父さん だと 云 を か』 と * からかって 笑 ひながら、 『け ふ も、 直ぐだ^^1%さんにすれば、 年が 行 

き 過ぎて る 云 ふて たさう だもの o』 

r 年寄りの 旦那さん 11 西洋人なら、 いくら も あら ァ。』 

け なラ じん 

f 毛唐人 ぢゃ あるまい し、 いや ァな こッ た。 11 それとも * お前が 田 中 子爵の 様に 金持ちなら I. 』 

『さう すり ゃァ、 どうせ • お前ば かりで はない、 五 人で も、 六 人で も、 1^1- つて 女 を 持つ かも 知れな 

い。』 

『若く 生れ 變 つてお 出で よ。』 

しゃしん. 

『その 時 ァ* 寫眞屋 さんな ど は 女房に しない、 さ 0』 

『誰れ もお 前の 女房に して 吳れと は 云 ふて をらん。 今、 少しで、 あがる ところ を 惜しい の だけれ. 

ど —— 』 . 

『さう、 さ、 仕上がる 頃に は、 寫眞學 校の ハイカラ 5 ^い！^ とく ッ ついて ゐた のにと 云 ふんだら う？』 

『御 心配に は 及びません よ。 獨 りで 寫 a 具屋を 開業して、 若い 人 を 喰 はして やら ァ、 ね 0』 

『それが お前の 理想 か？』 

『へん、 お前の 無理 想と か、 屁 理想と か 云 ふのと は 違 ひます o』 

いた 風な こと をぬ かすな』 と、 義雜 は、 最： 面目に なって、 自分の 衝ぽを 持って 主張す る 主義に わ 


け も 分らす 口を入れる 女 を 叱りつ けた。 

お，：！ は •  護婦ゃ 入院 キ赛 等に 親しみが 出來- 院の 勝手が 效 つて 來 るに 從 ひ- 金錢 上の 不 を 

感 する^に なった。 

Z わ  04 かな 

それ を 小分けして 见 ると * 三等室の忠^^は役：13;ゃ賄ひまでに！^:^鹿にされることもそれだ。 ほかの 人 

は I 一枚 も 三枚 も 立派な $1? がへ を 持って 來てゐ るのに、 自分 はいつ も 一 枚し かない こと も それ だ。 人 は 

つき 添 ひの 婆ァ さん を 一:^ つたり、 着 護婦を 鎖んだり して ゐ るのに • 自分 はた ッた 獨 りぼッ ちで ある こ 

とも それ だ。 また^る お F" だけで はう まくない と 云って、 鐡詰を 明けたり • うなぎ を あつら へたり、 

^へi^A^したりする人々 の問で* 自分ば かりが つつまし くして ゐ るの は、 如 ：！： にも 贫乏 .nr 六く 見える こと. 

ん それ だ。 

『あなた は 感心に ii^ii をし ません な』 と 云 はれた の を、 お 鳥 は 非 《£ に輕 蔑され た 様に m めった。 

心細 くもなつ たの だら う、 また 一 つに は、 義雄 をつ き 添 ひと 見せる 爲め でも あらう- せめて、 ig^ 日、 

^を幾^も.1{:^-へ见舞はせたり* また 自分から 渠の 下宿へ 出かけた りして、 多少の1ぞ：^をしてゐる0 

義維も 亦、 お 鳥の 特に 氣分 が惡 さうな 時 は、 閉 門 時刻まで も、 そばに ついて な て やる こと も ある。 

そして * 氷 峰の 細 になる とき まった お 鈴の * が 11 義 雄に 1 度 遊廓 を おごられた^ 係から 一 1 0A 

t わ \ 

の！：^ 舞 ひとして、 ビスケットの 鐯を 贈って 來 たの を 持って行って やる と、 お 鳥 は 他の 患者 等に 對 して 
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見えが いいと 喜んだ。  ，>  . 

夫婦と して は餘り 年が 遠 ふと 云 ふこと， 並びにお 鳥が そこで はお ほ ハイカラに 見える ことが 啦 In! を 

だね 

to いて、 たださへ 新ら しい 話し 種 を 求めて ゐる 患者 間に、 お ほ 評判と なった。 

しんせつ  . 

『なか/ \- 親切な 旦那さん です、 な』 などと 冷 かされながら も、 お 鳥 自身 は 病院 內で なかく 持てる 

てん  « よ 

ので、 その 點 はかの 女 も 愉快ら しかった。 

或 時， 義 雄が 兒舞 ひに 行く と、 お 鳥 は 隣り の寢蠆 の、 『わたしの 良人 は敎育 家です』 と 意 張って ゐ る、. 

しゃせい 

小舉敎 A の 細君に 寫眞を 出して 見せて ゐる。 かの 女 等が 寫 生した 物ば かりだ。 

隅 田 川の 景色 も あれば、 大 森の 八景 園 や 鎌 倉の 大怫も ある。 男 生徒と 女生徒と が田舍 者の 夫婦に & 

C う  だう け  しう せい 

装して、 わざと 道化た 取り 方の も ある。 またお 鳥 自身が 特に 修正まで したと 云 ふのに は • 或る 庭^の 

之ん 

茶窒 の緣が はで、 ハイカラな 靑 年の 腰かけた のが 寫 つてみ る。 そして、 それと 同じ 庭園の 1 部ら しい 

ところで、 お 鳥が 片手に 蝙蝙傘 をつ き、 1 方の 肩に 寫眞機 を 入れた 角力 パン を かけて ゐ るの も ある。 

篛雄は 最後の 二 枚を兒 て • むらく と 嫉妬の 念が 起った。 そして、 その 男と お 鳥と が 互 ひに 自分 等. 

けんたう 

を 寫し合 ひした の だと 思 ふと • 確かに】 つの 疑 ii: の見當 がつ けられた。 

なにげ 

然し その 場で は 何とも 云へ ないから、 何氣 ない 様に 1$ びその 二 枚 を 見 か はすと • どちらの 人物 も齒 


の？.. く 様に きざな のが 口に 立つ。 男 は 長い 髮 を眞ン 巾で 奇麗に 分け • ハイカラの 洋服 すがたが * 如何， 

にも 女に 见 せて ゐる樣 で、 腰かけ 方まで いやにに やけて ゐる。 女 はまた 持ち 恨れ ない コダク を 下手に 

肩に かけ、 その 重みで 顔 の までが 多少 一方へ 引き 下 けられて ゐ るのに、 無理に まし 込んで、 そ 

の ました 口が おの づ からさき の 方へ 押し出され るの を、 一方の 傘で 後ろに つきささへ、 ぉ0^けに* 

し\4^vぁゅて、 まさに をお りょうと すると ころ だ。 女の 氣取 るの も • ここまで 來 ると， あきれろ 

より ほか はない と、 錢雄は つた。 

『無 で、 舉じ、 榮 心の 强 いもの は： y やうがない』 と 思 ふと、 嫉妬な ど は どこかへ 行って しまつ 

て • 11 不 *t は、 或 程度まで $1 榮心を 許すべし と 主張しながら、 llm 侮と いや 氣 としか 起って 來な 

くわん にん 

い 0 『然し • それも^ い 女の こと だから』 とい ふ 様な、 寬 仁の 態度で 迎 へて 見る と * 義雄は 娘に 對 する 

ハ乂. ^ぼな 氣 にもな つて、 ただ、 かの 女 を監将 して ゐ さへ すれば いい 位の 冷淡な 考へ にもなる ことがあ 

る 0 

1^ の uL|g として •  15^ じみた 理性が 鬼 角、 智、 情 • 意 合致 心の  一 ^に 高まり 1^ いに も拘ら す、 その 

W, 生 を^ f  ,1% る ほどの 心 熱が- 渠のキ ：義 として 主張す る 刹那的 强 烈を以 つて、 戀と賢 現す る 用意 

いつも、 12« の 胸 巾に 缺 けて ゐ るので はない と、 渠 自身 は 思って ゐ る。 

然し は その 勢ひづ いた i:^ さき を 折られる 樣な 經驗 を、 さきに は柬 京に 於け るお 鳥、 最近 は 札幌に 
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しきし ま  コース C 

於け る 敷 島に よって 得た。 云 はば •  I 的な 囊ゃ S 所 羅愛的 M か— すべての 努力 あ I こ 

'>  きょくど ひらう  ct-^  -;' t^'sftH  [ 

解して ゐ るか— に 極度の 疲勞 を夾- たし、 — それでも、 その 疲勞 のうちに 疲勞の 內容を 握って ゐぁ 

ば として はいいの だが- II ただ 疲 勞の爲 めに 疲勞を おぼえる 様な ゆるみが 出 來て來 た。 一 

この 様な こと は • その他に もないでも なかった。 然し それが 有る 疆に、 蠻- 白 分が な 命 I 

に はづれ て、 トルストイの 冷 刻に もなら す、 ドスト イエ フス キ のね にも 行かす、 ただ 淺ぃ、 淡い、 

なまぬるい 感じと 氣 分と にぐらつ いて ゐ るの を おぼえる。 然し、 譬身 はいつ も 翻 P いの 不 まと 

悲痛と を 進んで 受けて ゐる つもりで ある。 苦痛が あれば ある だけ- その 苦痛 を もッと 深入りし たいと 

もがく のが 生命 だと 思って ゐる。 

然し また 渠は • 今、 雲上から 落ちた 天人の 樣に、 大切な を はづれ て、 その 氣 力がない。 e: 前に 

接近す る 女性 を も • 熱烈に 自己 化しようと は 努めす、 ただ ぁッ さりと 取り扱って ゐる。 お 鳥 は、 

は、 却って その 方 を 喜ぶ ので • 初めは それと 反對 かも 知れない の を 恐れて、 義 雄の 下，： P へち よく， 

きても e ぐ歸 つたの が- 段々 いい 氣 になって、 長く 話 をして ゐる樣 になつ /J。 

V- よ 

^はして 力の 4- はの ろけ まじりに 昔の 所 天の こと や 近頃 會ふ 人々 のこと を 語り、 義 雄の 燒き 持ち f 

を 挑發 しょうと する。 そして、 


Til 院：： さん は あたい に^が あるんだ よ。 ほかの^^^^^がをっても， あたいが 行く と • お ほ 騒ぎ だ 11 

あたい も あの人に 診察して n ふ 方が えい、 な』 などと 云 ふ， - 

らゥ 

また、 或 看護婦が おお を 二等 室の 1 患^に 取り持た うとして ゐる とか. - 子の 病室の ものが 時々 廊 

h  V- よ  ひやう じ やう 

卞で 待って ゐて、 話 をし かけて 困る とか、 すべて、 かの 女の 根本的 病狀を 知って ゐる義 雄に は • 可 笑 

しと m〔l はれる のろけ話 だ。 

ご けっこう  に はと ま 

『そり ゃァ、 まことに 御 結構 11 お 烏さん ので はなく、 庭 鳥の 聲 です』 など 云って • 義 雄が 受け流す 

ぢょ  きんにく  ，1  , 

と *  ！ 1:^ 鹿に された と Z5 つて、 かの 女 は 急に その 色の 白い、 然し 筋肉に たるみ ある 顔 をく しゃ/ \ とし 

はない *  , 

がめ- c^.z- を 荒く して、 に 向って 來て、 

『このお ぢィ さん』 などと を 打ったり つめった りする。 

然し. それで はま だ 足りない と 思って か、 義 雄が 爐を 右に して がらす 窓の そばの 小 机に もたれて ゐ 

るの を 押しの け • その 席 を^って、 自分が 机に 向 ひ、 渠を じらす つもりで 手紙 を嘗き 出す。 手紙の こ 

ぢょ  しっと てま 

とで は、 ^:^雄も* かの 女と 一 緒に なり 立てに は、 隨分 嫉妬 的 注意 を拂 つて ゐ たので ある。 Q 分 以外に、 

ぢょ 

どんな il 係^が あるか も 知れない と 疑って ゐ たから だ。 かの 女 は、 然し * 自分の 出す 一 切の 郵便物の 

宛名 を • 姪 や 0 分の 朋 に 送る ので さへ、 渠に兑 せた ことがない。 蕖は、 たまに、 見ない ふりして 見 

て S くくら ゐ のこと にと どめて みた。 ここ へ來 てから も、 出した の は 分って ゐ るが、 束 京の 
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せんだ 《 

『本 郷 區千駄 木』 云々 と， 上書きに 書いて るるの をち ょッと 見て， あれ は 寫眞擧 校 Q 先生のと ころ i ミ 

っゐ きラ 

な、 と 思った ほか、 別に どれに も追窮 はしなかった。 

義 雄の 下宿に は、 お 鳥と 同じ年 犛の 娘が あって、 練習が てら、 或產 婆の 手傳ひ をして ゐ る。 師匠の 

忙 がしい 時 は、 自分が 代理に なって 產 ばの 家へ かけつける。 そして、 兩 親に 厄介 はかけ ないで、 自，^ 

の 衣服な ど は 自分で 持ら へ られる だけの 給料 は 貰って ゐる。 

つちう  >  * 

その 娘が * 今年 は、 雪中 を 出 あるく 時の 用意に とて、 縞 セルの 被. j# を 持ら へた。 お 鳥 は そ. e を うら 

やましく なって、 然し 入院 料で 心配 させた あげくで あるから、 さう 强くは 云へ す、 穀 雄に 一 つ つて 

；  なぞ 

れいと 云 ふ 謎 を 懸けた。 

『ふん！』 渠が 鼻で あしら ふと、 

『へん、 御 親切 だから、 ねえ』 と、 笑 ひに まぎらし、 『然し、 あんな 田 舍ッぺ いが ひ 被 ふ 布 を 着た ッて、 に 似 

合 やせん。』 

「お前 だッ て、 東京 ぢゃ ァ、 まだ 田 舍ッぺ いだ。』 

『そんなら、 あたいが 通る と、 柬 京の 人が 年寄りで も 見 かへ るの はどうし たわけ だ？』 

r それ かい？』 義雄 はわ ざと 輕く 受けて、 机の 上に ある 自分の 旅 用の 小 鏡 を つき出し * 


『これと 相談したら • 分らう。』 

r ふ ン！』 お.：！ は 額に ゆるい 皺 を澤山 寄せて、 鏡 を引ッ たくって、 脇へ 投 けつけ る。 『あたいだ ッて、 

さう 惡 ぃ颜ぢ やない。』 

び さし  ざう S く 

『fc が，：： いだけ、 さ 11 お前のお ほ 鹿と 額の 造作と が 釣り合って ゐ ない。』 

ぢょ 

f 何でもえ い、 さ 11 お前の^ 話に はならん！』 かの 女は締 りの ない 額 を そむけ、 光りの 靑ぃ目 を 壘 

の 上に 投げる。 

しょぶん 

『ここの 娘 は」 ぽ際 自分，： H 身の 處分 をして ィ らァ、 ね。』 

そつげ ふ 

『あたいだ ッて、 の 方 を 卒業 すれば、 そんな こと は出來 る！』 

かう 云 ふ 孤な 一； 4 ひ 合 ひも あるが、 義雄は の ものに はお 鳥 を 體裁上 妻と 云って ゐる。 お 烏 はまた さ 

う 思 はれたくない ので * わざと、 義 雄の 困る 様に * 人々 の 前で、 また 聽ぇ よがし に、 勝手な だ だを揑 

る ことがある。 

お i;! は、 Eg 後に 札幌 に^した 日から 入院して • 義 雄の 下 { ^にと まった ことがない。 且* 義 雄の 口に 

どくへ； S  ォ- ねん __.-し は 

は^i^蛇のゃぅな^iゅがぁると云って* お C!| は渠を 避けて ゐる。 纏に は、 それが 却って 意外の 疑念 を^さ 

はう ようだい  r  ^  n  ^  , 

む餘地 を與 へたので、 ひそかに 女の 方の 態 を 確かめる 爲め、 或 身づ から 病院の 婦人 利へ 出力け 

た。 
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♦  I はこね だ 5  ま す .PIK- い 

^つき 運び 寢臺の 上に 乘 せられ、 魔睡 劑の 利き目が まだ 殘 つて ゐ るの が 運び去られる 0 母ら しい!^ 

人に 负ぶ さり- 足の さきに 繃帶 された 娘が 出て 行く 0 ハ ンケチ に 包んだ 藥り瓶 を 提げ、 贊に氣 持ち 惡 

さうな 靑 白い 顔が • そろり， （-と 歩いて ラ く。 

膽娠ゃ R 高の 切り開かれた 道路の 兩が はの、 黑 土の ig に 火山灰 g の 白い 筋が 通って なる 樣に、 ほ 

ぺ ンキで 塗った 板 かべ の 腰に 二 本の 赤 筋の 通って ゐる 廊下で- 義雄 はそんな 患者， 等に 出會 つたが， ぞ 

れ に比べて は- お 鳥の 病氣 はま だ輕 いと 思った。 

そして、 かの 女の 屬 する 治療 室の 入り口まで 行く と- Isiit 等 は 何の 用が あると 云 はない ばかりの 

檨子 だ。 また、 1 方の ベ ンチに 腰 を かけつら ねて ゐる 婦人れ^ は 一 切に こちらの 方へ 目 を 向ける。 立 や M 

た 身なりの もあった、 さう でな， S の もあった。 奥さんら しいの もゐ た、 # らが^:^ らし いのも ゐた。 

奥の 方に は，：：： い 慕が 張って あった。 雨の 降って ゐる 日で、 窒內 も周圍 から lft,l したやう に"！^ 1 しく 

かけって ゐる。 

ち ぺっ とみつ けう 

『西 藏密敎 の 奥の院！』 何だか、 こんな 感想が 突然 起った が、 それ 以上 は 1£ ぐ 仏 i んに 神祕の やう だ。 左 

りの 方に 掛り員 の 入り口が あるのに 氣 がっき • 義雄は 直ぐ そこへ 這 入り、 らめ 意を吿 ゆる。 

うは； の はねた 若い のが、 洋服の 上に 白衣 をつ けて、 忙し さう にして ゐ たの を 見た。 それが お 鳥の 

好きな 鬵攀士 だら うと 思 はれた。 


その 翌日、 三 ケ條の K 任 ある 回答. * か來た 。第 1、 お 鳥に は の 恐れ は 決してない 。第二、 ただ 一 

たび 移された 痳 i 慢性に なった の だ。 第三， それ も經過 はいい 方 だと 云 ふ。 これで、 義雄は 自分 以 

外の 關係 おが、 自分の 束 京 出發後 • もしゃ あつたか とも 思 はれた その 證ゥ^ を實 際に 發見 する ことが^ 

來 なかった ので ある。 

で、 何け なく- お を 安心させる 爲め、 この k 答 を 見せても • なほ、 かの は 最初と：^ 後との 證明 

を 信じない ほど- CI 分の iss を 苦にして ゐ るので ある。 

義雄 はお $.^1 話す る 問に も、 豫備 金の 不足になる の を 心配した。 そして、 森 本 春 雄に 別れる irg 

んで 置いた 通り、 小^へ 手紙 を 出したり • 電話 を かけたり、 また 手紙 を 出したり した。 然し 松 m から 

は 一 言の 返蔡 もない。 

それば 力り が M にか かるのと • 築の 無謀に 見える 態度に 友人 等が 同情 を 失 ふ 様に つたら しいのと の 

^;|め* 義雄は 外出 もせす、 .炳 院兒舞 ひの ほか は、 下宿にば かり 引ッ 込んで ゐた。 ところが、 或 時- ,。 

^^tを兑舞ひに行くと* その 5^ 所に ゐ ない。 

あれ だけ 行くな と 云 ひつけて あるのに、 また 例の 二等 窒だ らうと 思った から • 知らない 振りで そリ 
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前 をと ほって 見る と、 お 鳥と 看護婦との 賑やかな 驟に まじって、 男の 咳 をす るの が聽 えた。 あれが 肺 

病患 者の だら うと 思 ふとたん、 その 聲が、 

『また 旦那さん が 來ても かま ひません か』 と 云 ふ。 

『かま ひません とも！』 お 鳥の 聲だ。 

『叱られ ますよ』 と、 これ は 看護婦ら しい 者の 聲。 

『叱られた ッて、 どうせ 別れる つもりです もの。』 

『いい 氣 になって ゐゃァ がる』 と、 義雄 は使慨 した。 如何に 蟲を 殺して ゐ るから とて、 あかの 他人に 

ちじょく 

こちらの 恥辱と なるやうな こと を しゃべって ゐる ほどの 馬鹿な 女 だ！ 

.3 ん a う  く. <x5f!  5 

こちら もやが て 別れる つもり だ。 然し 多少 あの ^ がよくな るまで はと 辛抱して ゐ る。 /J の 寛大な 

けっしん 

取り扱 ひ を 却ってい ぃ氣 になって ゐる！ ええ ッ！ け ふ は、 わざと これ ッ 切り 見舞って やるまい と 決心 

ひやう はう 

して、 久しく 會 はない 樣に思 はれて 來た氷 峰 を その 下宿に 苷づれ た。 

$  きん 

渠も いよく 窮 して 來た。 雜 誌の 第三 猇 印刷 代の 內金を 渡せる 見込みがない ので、 原稿 を ま はす 日 

限が 來 たに 拘ら す、 まだ その 標準 も 立って みない。 

『おい、 どうす る氣 だい 一- 'ぐす .X- して ゐ ると、 /^れ まで 世間が 持って ゐた 期待と 信用と を 失って 

しまう ぞ』 と * 義雄は 注意す る。 


『そり ゃァ 知れた こと ぢ やが、 な ァ。』 氷 峰 は 例の 芥子： f$ 主の 様な • そして また 牡の 筒の 樣な矮 に?^ 


-  づ. T- 二 や c*c  <• 'くわい 

む をし な 力ら 『來月 一 R から、 また- 今度 は 通 《お 道 曾が 招集され るので、 十 勝から W て來る あの 議 A 

を捉 へて、 いよ.，^ 泣きつ いて 見ようかと も 思うて をる —— 然し それに は、 雜 誌が 全く 僕の IS 獻 がに 

ある 様になって ゐ なければ 困る から、 な ァ。』 それが いよ/ \ 金 を 出すなら、 氷 峰 一個の 利益の 爲 めに 

出して"_1^?-るのでぁる。 そして、 その 赏、 社 は 川 崎の 物 だと すれば、 もし 衝突して 追 ひ 出された. 0 な 

どす ると、 その 出金^に 對 しても * もう、 再び 泣きつ くこと が出來 ないから である。 

幸 ひ， 暗 天で • 小春 曰よりの 様な 午後であった から、 渠は餺憤晴しに義雄を誘ひ、.^^|歡1に散歩 

と 出かけた。 そして、 池の ふち をめ ぐって、 大中 本店の 池の 中の 座敷の 襄が はが 見える ところの、 椎 

の 木の もとに あるべ ンチ へ 腰を躂 けた。 

氷 峰 は 若杉貞 子と 密き した 時の こと を 思 ひ 出して 語る ので ある。 

『あの』 と、 池の 中の 座敷 を 指さし、 『i: 子を貞 子が 用が すんで から 明けた 時、 この 木の ものに」 と、 

そばの 椎の 方に 向き、 『お 鈴が 意外に も 裁縫 友達と 立って をった のぢ や。』 

『おこった の も 尤も • さ。』 

『うちへ 歸 つたら、 もう、 來て をつ て、 大いに ふて 腐り ゃァ がった。』 

『今と な つて 兑り ゃァ』 と、 義雄は 氷 峰 を 見て T そ の 若 杉と い ふ 娘と 1 緖 になって ゐた 方が SB の爲 
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めに も 融通が ついて よかったら う。』 

わお  一 

『然し あいつ は • 實際、 娘で あつたか、 喰 はせ 物で あつたか、 分り ゃァ せん。』 

『今、 どうして ゐる だら うか、 ね？』 

ナ a やう わか 

. 『北海道に は、 あんな 素性の 分らぬ 女が すくなくない、 さ 11 當て にならん。』 

か とうち-つ *!* 

こんな 話 を聽 いて ゐる 時、 義雄は その後 會 はなかった 加 藤忠吉 とその 鐵道 局に 於け る 一 人の 同僚と 

でつく わ  まるき ぶね 

に出會 した。 四 人 は I 緖に舟 を 浮べようと いふ ことにな り、 わざと 細長い 丸木舟 を 選んで， それに 乘 

つて 遊んだ。 

『時に』 と、 加 藤 は 櫂の 手 を 休めて、 義 雄に、 『あの 牧草地の 1 件 は ど、 フだ、 ね？』 

『あれ か？』 義雄は 他の ことに かまけ て 殆ど 忘れて ゐ たの を 思 ひ 出し • 『どうせ 駄目 だよ。』 

じつ： C やう 

そして 、鏡 は 自分の 考 への 段々 ぐれて 來た 事情 を 語った。  ， 

義 雄と 氷 峰と は 加 藤に 別れてから 高見 呑 牛 を 音 づれて 見た。 

.B しょ f, せんせい 

『書記 先生、 ど うぢ や、 な』 と、 氷 峰 は 云 ふ 、『また， 道會 ではない か。』 

びせ う  せひて 

『うん』 牛 は 目 を ぱちくり させ、 微笑しながら 、『十一 月 1 n から、 さ 0 下らない 議員 ども を 相手に、 

面ね くもない が、 喰へ ないなら 什 方がない から、 な ァ。』 


『それ もさ うぢ や。』 

『然し. この！ s、 北海 メ ー ルに對 して、 進歩 派の 機 11 新 M が 出る 計畫が あるよ 11 主筆 を 僕の 方に 持 

つて 來さ うだから、 條件さ へ よけり ゃァ やって やらう と 思って をる。』 

『あれ も、 然し * まだ 常て にならん。』 

「そり ゃァ さう とも —— お 互 ひに かう ごろつ いて をって、 なかく いい 儲け もない もの だ、 なァ 0』 

へい こゥ 

『僕 も K 際 m ロぢ や。 界の北 星な ど を 社會の 上から は 踏みつ ぶした わけに なった 北海 資業雜 誌 も、 こ 

ふゥ  40 じょく 

んな 風で 倒れて しまへば、 結局、 僕 等 仲 の 恥辱、 さ。』 

とも ブふ  .H.W ら 

『共倒れの わけ だから、 なァ o』：l を圆 めて 笑 ひながら、 『然し まだ 北海道 は 大きな 働きの 出來 ない とこ 

ろ だ。』 

p!:; ァ、 なぜ』 と、 默 つて 聽 いて ゐた義 雄が 口を出し T 東京へ 出る 氣 がない の だ？』 かう 云って、 渠 

  く  >c-0 

は 以^から 疑問に して ゐ たこと を 礼す。 蕖は乔 牛が その 得意な 人物評 論な どに 於いて 巾央 公論の 黑頭 

*> ん  さ. S のク 

巾 的 乘法を 3 典 似て ゐ ながら も • なか/ \ 達者で 鋭利な 記者 的 才能が あるのに 敬服して ゐる。 そして- 

あれ 位の ネ 能が あれば、 碌な 記者の 少ぃ束 京に 出ても 少く とも 箪の上 だけで は诀 して 後れを取るまい 

とい ふこと を 語る。 

『それ は 僕 も 多少 考 へないで もない が』 と、 吞牛は 云 ふ、 『北海道に 十五 六 年 も 住み慣れ ると * 矢ッ張 
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$f か  一つ tt 

り この 田舍 がいい 様に も 思 はれて、 なァ ojr ほかんと 口 を圓く 明けて、 僞り のない 樣子 をす る 。『そ， 

に、 僕 は 悪辣な if の爲 めで 排斥され るの は擎の 人た る 以上 は 却って 名譽 だが、 ほかに 刑事と.， 傲 や § して、 

或 油屋の 升が 規定に 反して ゐる とお どしつけ た —— もう * 過ぎ去った 夢 だが 一 I そんな ことで 中流 以 

,  はいせき  ^  5 

上の 人々 に辨 斥され て をる。 それ を 打ち消して *  ^牛 も 紳士に なった と 云 はれる まで は、 IT 地づ くで 

も 札 幌に喰 ひついて ゐ たいの だ。 喰へ ないで 逃げた と 思 はれる の は、 僕に 取って、 千古の I 姐 n だから、 

なァ I— まァ、 つまり、 まだ 未練が あるの、 さ。』 

『それ ぢ ゃァ、 止む を 得ない、 ね o』 

『责 際、 君』 と • 氷 峰も義 雄に 、『北海道に 來て、 一 度 新&ぃ I の 味 を 知ったら、 なかなか 忘れられない. 

もの ぢゃ ぞ。』 

『如何にも、 ねえ』 と • 義雄は 受けて、 『さう 云 はれて 見り ゃァ、 俊 も 何だか さう いふ 風な 味が 出か か. 

つて 來た ところ だ。』 かう 云って、 北海道に 來 てから 感じた 11 而も それが 渠の" i な那 i な那の 生命に *g し I 

に ほ 

されて ゐ たと E§ ふ —— 新ら しい 臭 ひと 色と を 思 ひ 浮べる。 

若葉 の 綠り I— 血 の 湧く 靑年 11 人生 の 奔放 時期 一 I 僞リな き 自我 の 天地 11 かう 云 ふ 風に 北海道 

を考 へて 行く と * 自分が 失肷と 蹉跌との 爲 めに ここに 踏みと どまる ことが 出來 ないなら、 それだけ あ 

らうき やう 

はれな 老境に 入った わけで はない か 知らん と 思 はれる。 


そして、 どうせ、 ここ を、^， 45 して、 內 地へ 歸ら たければ ならない のかと 思 ふと、 渠に は、 北海道の 

みづ くしい のて 比べて、 おや ぢ臭く 思 はれる なん 地が n: の あたり、 脊の is! い、 大きた 葬の さきの 赤い、 

目の 鋭い、 11^^、  ？ の 老翁と 見えて 來て、 やがて、 義雄を 力強く そのま^に 引きす ゑて、 — 義 

雄 は^て！：？ 際に さう された 時の カを感 する   , 

「馬鹿！』 — 『不孝 荐 め！』 11 『先祖  1.,^ の 1 さらし！」 などと、 非常な 權 威を以 つて 礼 明す る。 

それが 義 雄の 亡くした 父のお も かゆであった。 そして、 そのお も かけ は * その後ろ に、 義雄を 

i§ じょうとば かりたく らんで ゐた、 そして 今 は M へ 進け て歸 つて ゐる轔 母 を 初めと して、 義 雄の 妻、 

子供な どを從 へて ゐる。 それらが、 たと へば、 神經 ii な螯家 マカルトの 而 前に、 渠の 使った 多くの 

モデルが、 時 を かま はす、 I 慰 に^じて 來た 如く、 また ー齊に 攻め 翁せ て來 た。 そして、 そのす ベて 

が i あて 死んだ の 如く 瘦せ袞 へた 姿で、 どうして？ れる、 どうして？ れ ると 叫ぶ の ^ ある.' 

「ああ、 いや だ！ いや だ！ 僕 は 東京へ 歸 りたく は 無い』 と 叫んで、 渠は兩 手で あたま を 押へ たま ま 

吞 牛と 氷 峰との かたわらに 倒れる。 

『5^" し， t あの 明き 屋買ひ 占め 問- 蹌は 駄目 だ』 と 云って、 吞 牛は義 雄の 相談 相手に した 畑 中 新藏が 

きの ふ、 sl^fg 船で 拘引され たこと を說 明す る。 新藏 は、 蘭に 於け る鐵 工場の 發展 を^ 込んで、 そ 

の 地の 会と 組み合 ひ、 土地の 拂ひ 下げ を した。 そして、 その 問に 立って、 運 |ゃ拂 ひ 下げ 代 
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金 を i した。  f 一  - 

道 u^  ur ひ、 所謂 はおお i ごろ SI 並びに 無 資本の i て を 退 じに かかって からと 云 t 

の この種の 人々 はいつ も 成るべく 重い 刑に 慮せられ てゐ るので ある。  ， 

^fiii  41a  —どうしても 僕 § 京す る ほか 

なから う。 f- 樊は、 もう、 l^-i^::^,^.  1 f ヌ 1 スはカ 


，僕 は もう、 震と 計畫 とに i れて しまったの だ』 と、 讓は 答へ る ほか は 無かった 

『界は 計 塞に 疲れたと 云 ふが • 疲れつ いでて、 君 „ 尺条 Hii  =  、r、  ？ 

i  .  f  と ^峰 は義 雄に、 『ぃッ そ 、すッ とお を 客し 匸、 

札 幌に楹 樓會社 を 起して 見たら、 ど うぢ や？』  „ とお を t 铲 して 

『らんると は』 と、 吞牛 にも まだ.^ ら なかった。 

『ぼろ 切れ、 さ— つまり、 ぼろ 買 ひまで 落ちる わけ ぢ やが、 0  $aL 

H^M.  く專 やが— を f て、 ik^. 

は！^ ほど も 入るまい。 さう し匸、 a-viL^t ゝ tw  '  3  -^^'li 

て 氣細售 社へ 買 ひ 上げさ すれば え いぢ やない か？』  . 

『如 uu、 ま II ま』 と  >  靈 i して 、『f  、  III?. まだ 

やり 出した もの はない。』  .  ^/ 

r 考 へて 見 給へ、 I 一； 井 i を 初め. 王子 if どが あ i に 手 を 廣げて 行ったら、 北 雄の 山林 は， 


ここ 十 年 もず-たぬ ラ ちに、 見す く 平ら ゆられて しま うだらう 0 さラ して が、 松の 檨な もの 

は川材 として、 また 憐寸！ g 料と して 伐截 される 上に、 また 製紙 原料に なって をる。 mi の ある ものな 

ら、 大抵な 木 は 11 製造 法 さへ 發 透して 行けば —— 紙に されて しま ふの だから、 その代りに •  p,^ 

の 王子 や 劍路の 富. H へ 少し ぼろ を 押し 賫 りしても よから う o』 

『然し そんな ことよりも ッと 面白い ことがある。』 呑 牛 は 調子 づ いて、 『桐の 林が どこかに 一 つ ある さう 

.Z* ん： n し 

た 力ら そ，. を IS 檢 したら どう だ？』 かう 云って、 北； g 道に は獸 難で 鹿と 狼と がね ない 如く *  で 

は 桐がない こと、 然し j ケ所 I— どこか 分らない が 11 あると いふ こと を 語る。 

それ は義 雄が 聽 いて ゐ ると かう 云 ふわけ だ。 仙 臺の或 古老の 話に 摅 ると、 伊達 家の 侍 ひがあって、 

r-*.? ド. ゥ 

せ 本^？^へ來て、 榈の苗 を澤山 ig ゑつけ た ことがある。 それが どこの 山であった か-き 記， i には殘 つて 

ゐ ない。 ところが、 近年、 或 人が 金坑 や 石炭 坑を發 見す るつ もりで 木 道の を ま はって ゐた ところ、 

ふと 珍ら しい 林に 出くわした。 木 は いづれ も 一 かかへ 以上 も あるが、 幹に はすべ て 厚い i がまと つて 

ゐ るので、 何 木で あるか 分らなかった。 然し その 苔 を 節いで、 初めて それが 桐の： fal^i である を 知つ 

た。 他人に は祕 して その ありが を 云 はす、 或 利益と 交換す る 相談 をして ゐる うちに • その 人 は^ 1, で 

死んで しまったと 云 ふの だ。 そして、 呑 牛 はっけ. S へた * 

じ Ob 

『この 發兒を 仙 Is.:! 老の實 話に 參 照して 見る と、 必らす 桐が どこかの 山に あるに 相 遠ない D^o 然し 
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ねク し- >.A 

いまだに どこか 分らない ので、 北海道 中の 金儲け 心 の 問に、 1 つの 疑問と なって をる。 11 W 村 

*r 一つ 、どう だ、 それ を探撿 して 見たら？』 

『そり や 面白い ぜ。』 氷 峰 も 乘り氣 になった 樣に膝 を 進め 、『田 村 君 は 詩人、 文舉 者から 蟹の 鏺詰 製造 家 

に變 つたり • 鑼詰屋 からまた 明き 家 買 ひ 占め 屋に 化けたり する ほど • 突飛な 勇氣を 出す のが 得意 ぢゃ 

から、 今度 一 つ、 よろしく 桐 山の 樑檢 家になる べし ぢ や。』 

くう さゥか 

『空想家 だから， な ァ。』 吞牛 はしみ- とこ ちらの 顔 を 見る。 

r 签想ぢ ゃァな い よ * 僕に は』 と、 義雄は 起き 上って、 威儀 を 正す。 

r 傍 を 想 家と 見る のは當 つて ゐ ない。 僕の 主義 は 僕が 社 會に懇 々主張した くらね で、 苟 くも 自分が 

努力して ゐ ると 思った ことなら、 そこに 必 らす實 行が 添って ゐる。 成功、 不成功 は 問 ふところでない。 

空想と は、 この 努力と 實 行と を はづれ たこと を 云 ふの だ。』  . 

かう 云って、 渠は. ほ 分の 刹那 キ； 義は 手段 や 方便で はない こと。 詩人たり * 實業 家たり、 ま Ik たり、 

棵撿 家た る こと は、 その 人の 生活の 外形的 變化 であるな どと 區 別して、 その 生活 著の 內容 もしくは 進 

き， ゥ  げいじゅつ  X、 よう 

境 だけが a の 人生 ゃ藝術 だと 云 ふ 樣な說 は 間違って ゐる こと。 その代り、 渠 自身に は、 その.^ 容 もし 

んナん A 

く は 進境が 即ち 詩人、 « 業 家、 耽溺 家、 或は 探， 撿家 その物で .1 1 つの 物から る區刖 ではなく、 1 


けいち う  ザん e 人て き 

つの 物 その物で ある こと。 さう でなければ、 全心 全力 を 傾注す る、 全人 的な • 最も 眞率 3S|; 細な • 最も 

ぎ 餘；^ な肉靈 合致 を 悲痛の 自我に 實現 する こと は出來 ない こと。 それに は、 然し、 .R 分 も、 その 必然 

とうじん 

の 成り行き として、 自己の エネ ルギ の蕩盡 を惜 まなかつ たこと。 そして、 

しんけ，？  しんね つ V？？ 

「エネ ルギの a 汎 劍な蕩 は 自己の 神 經を心 熱 的に 働かせる 努力 だ。 そして、 かう 云 ふ 努力の あると こ 

9 さう 

ろに は、 決して 理恕ゃ 空 相， 5 を 入れる 餘 地がない』 と 語る。 

1^ は、 神經の 過敏 もしくは 衰弱が 必ら すし も 不健全の 流行 を證據 立て る もので はな いこと をよ く 承 

知して ゐ ると 思って ゐる。 渠は、 世の 無 努力 もしくは 半 努力の 煮え切らない 論客 等が • 內{ 外 貧弱の 健全 

ゃ你大をぉ.；！：1^げに1^;;:板にするのを* 篤 倒した ものである。 そして、 渠 等の 所謂 健全 * 偉大よりも 一 2^ 

健全 • 偉. K の 努力 をす る爲 めに 過敏 や 衰弱になる の は、 卸って 渠の 誇りと すると ころで ある。 つまり、 

は 祌經と エネ ルギ との 蕩盡を 男性的 • 威力 的に 寶行 する デカダン である と 自信し て 來た。 

「若し 僕 自身が その 桐の 山 を？^ バ见 しょうと すれば、 きッと 空想的な 態度で たく、 その 探 檢を實 行して 

ぐ わい ぶて 

J:;- せよう — この場合、 外部 的に 成功 はしないでも、 その 努力 さへ したら、 內 容は實 行で あるが • 然 

し 仪は今 それだけ の が 出な い 一 ^は 疲れ切 つて ゐ る！』 

かう 云って、 渠 はまた 力な ゆに 墨の 上へ になる。 

「田村 君， 終に 倒る か』 と、 氷 峰 も 亦 その そばへ たはる。 

|« き 物  三 九 五 


泡 鳴 <a 第五 卷  三 九 六 

r 僕の こと を 人が 云ふ樣 に』 と、 擎は 微笑しながら TP よしか かって ゐ るの ぢゃァ ないか？』 

『ほんに， なァ』 と、 永 峰 もぐ ッ たりした 聲で、 『田 村 君が 女に 離れて は、 —— 雪 重 先生 も 同じ ぢゃ 

力 1. . ^を 出た 腮脃 臍の 樣な もの ぢゃ。 勢 ひがなくなる。』 

『馬鹿 を 云 ひ 給 ふな。』 義雄も 然し 吹き出す。 

『腽肭 臍で なけり ゃァ * 砂上の 蛸 か』 と、 呑 牛。 

『羽 技け 鳥 も 十：： いから、 なァ』 と * 氷 峰。 

『；! どく、^ 馬で もい い、 さ —鬼に 角、 勇氣 の， 策ビ 講じなければ』 と 云った が、 義雄は 自分に き 際 

の寂莫 と 疲勞 と を おぼえた。 そして、 井桁 樓と敷 島と を 思 ひ 浮べて 一文 を 苦しみ、 入院 屮の 

お 鳥 を 思 ひ 出して は その 不自由な 病氣を 呪った。 

そして、 呑 牛の 細君お 繁が酒 看 を 運んで 來る姿 をつ く，.^ 見て、 あの どこが よく ッて、 吞牛は 5® 廓 

にと まら なくなつ たの だら うとい ふこと を考 へた。 ぉ繁 さん は 大した 美人で もない が、 北海道 的な 色 

白で、 脊が髙 く、 固 肥りに 肥って ゐ る。 その 精力の 強さうな のを吞 牛の 事情に 思 ひ 合 はせ て、 義雄は 

ひそかに 徵 笑した。 

『ま ァ、 酒で も飮み 給へ。』 吞牛は あとの 二人 を あしらって ゐる うちに、 氷 峰の 話に のぼった 雪の 屋ま 

.5 さゐ のうぶん  I-  r  ^ 

人、 文舉 士の淺 井能 文が やって 來た。 


* 言  んしん 

『や ァ、 ラ わさ を すれば 11 ぢゃ』 と、 氷 蜂 は 席 を 開ら いて 、「どうした、 近 SI は謹愼 か？ J 

『あ ァ』 と、 雪の はた だに こくして 坐 わる。 

『一 向兒 えない， ね。』 吞牛は 自分で 自分の 猪口に 酒 をつ ぎながら、 『君 も飮 むかい？」 

A- ん ちゃく 

尊の iSii は その 問 ひに は頓 若せ す， 

ぎ うくつ 

『借金で せがま わらない、 なァ』 と、 H 際に まわり 難 さうな 自分の 首 を 窮屈 さう に I— これ は 渠の癖 

だが —— 倾 けた まま、 お ほきな 口 を 明く。 

『！ I；； の 首 はいつ も 曲つ とる のぢ や。』 氷 峰 は 遠慮なく 一 方の 癖 を 指摘して、 『餘 り見ッ ともよく ないから 

だ.^-さごろク 

S せと 云 ふとる のに —— では、 高 砂樓も 駄目 ぢゃ、 な。』 

『駄 nu ぢゃ、 な ァ。』 のろい 口調で 聲 を引ッ 張った が、 首の 傾き は 直さない。 

『然し 地 まわり は 相變ら すか』 と • 吞牛 がから かひ 氣 味に 云 ふ。 

『地 まわり はた まに やる 11 S 休みの 釧路の 講習 會が崇 つて、 なァ —— 』 

じ ごふ じ レ-く  たんでき 

『そり や、 自業 自ぉぢ や』 と- 氷 峰 。『倫理 舉の 講演者が 妓樓 にば かり 耿溺 して をった んぢゃ もの I— 

k 薬^ 丫の褒 に、 いくら 女の 名 を 書かして 來たッ て、 それが 君の 下宿 星の 拂 ひの 役に は 立たん。』 

『それ は、 まァ、 その 時の 思ひ附 きで あつたの だ。』 雪の 屋は それ を 別に 辯 解す るで もない やう だ。 

『細君 を^び 給へ、 細お を』 と * 氷 峰に 云 はれた 時、 雪の 屋は 非お にい やさうな 顔つき をして 笑 ひに 
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ま 1 した。 と 云 ふの は、 渠の 妻子 は 國の 里 かたに 歸 つて ゐて、 いくまが 呼 夏 さう としても 房つ 

て 來な い。 多分、 締り のない 所 天を| して ゐ るの だら うと は、 氷 峰等 のす & である。 雪 II も 

さう 感づいて t ので、 神經の 鈍い男に も拘ら す- こちらの 見たところ， 友人から 細君の こと I よ 

れる のがい やさう である。 

『そんな こと はどうで もい い』 とい ふ 風で、 雪の 屋 がした 話に 據 ると- 纏の 校長 II 代， 上 だ .1 が 

^習參 B に出發 する 前 • 敎帥等 を 猿め て演說 した。 酒を飮 むの はま だし も だが * お ほ びら に 女 郞買ひ 

だけ はやめて 吳れ ろと T てれで 一 つ は 僕 も は あ m を換 へた』 と、 渠が云 ふ。 吞牛ゃ 永 峰 は聲を あげて 笑 

つた。 と ふの は、 渠は 女郞燈 行く 代りに、 もと女 郞 であ？、  、f 買った ことがある 女 を 直に 

して ゐる 配下の 書記の 宅へ 遊びに 行き- 锦 晚の樣 に、 その 女の 義太夫な どを聽 かせられて、 き 森 かつ 

てゐ るの を 知って ゐ るからで ある 0 

そこ へ、 

『號 外』 と 云って、 それ を 玄關へ ほうり 込んで 行った ものが あるので、 吞牛 はお 繁 さんに 命じて、 取 

つて 來 させた。 

『伊藤さん がどう かした のです か』 と • かの 女が 驚いた 様子で 持って 來 たの を 見る と、 北海 メ ー ルの 

猇 外で、 公爵が 哈爾賓 に 於いて 韓阈 人に 暗殺され たとい ふこと が 載って ゐる 0 1 座 は g 膨 した。 


1g 雄 も 疲れた からだ を はね 起した o 

『本當 だら うか？ J 

『誤^ ぢゃァ ないか？』 

『まだ 分らん • なァ o』 

こんな こと を 云 ひながら、 いづれ も 疑問の まなこ を I 心に 紙上に そ もいだ。 然し、 どう s み 返して 

一. つ 

も、 銃殺され たに 遠 ひない 様 だ。 

『ただ 一 片の 電報なら J と、 吞牛 は考へ 込んだ 様に T 狭閗 なり、 誤 なりの こと も あらう が、 かう 第 

13 ゆ .> じょ 

二 信 も 三 信 もあって、 倒れる までの 順序まで 分って をる の だから、 ね。』 

『ぉ氣 の 毒です、 なァ』 と、 ぉ繁 さんが 口を出し たに は 頓着せ す • 

『さ うぢ や』 と、 氷 峰 も 沈んだ 調子で T ブラト フォ ー ムで打 たれてから、 汽車へ 歸 つて 倒れる までに 

何 ほどの 時 問 も かかって は をらん。』 

『人 ii はもろ いもの だ- て』 と、 呑 牛。 

『K に 然りぢ や。』 氷 峰も贊 3! して T 北海道 長官 遇が いかんと 叱りつ けたの は、 つい、 こないだの 

ことで あつたが、 なァ o』 

gl き；^  HI 九ォ 
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意ん  §0 

『敵 も 十分う まくや つた も のぞ e』 

『そり や、 もう、 前から 計 叢して をった の だら うから、 なァ OJ 

I ちんさつ  も 

『然し 喑殺 ぐら ゐは覺 悟の 前であった らう— 公 も 崖 前に、 それに 似た |ん| 吐いた、 3 

『飽くまで 好運な おや ぢめ、 死ぬ にまで もい い!^ g であつ JM! 一  . 

二人の こん I を *  is つて、 雪の 屋は のん 氣 さう に聽 いて ゐ たが、 義雄は 自分の： S ぉ搔き まぜら 

れた檨 に騷ぎ 立つ の を おぼえた。 

f  、 自分の 塵から 鍵す る 襲 じ 自！^ の考へ を以 つて、 神 は 勿論、 偉人 豪傑なる もの を も— 自 

y なと 關係 なしに は ——認めない。 若し 神ず、 偉人な，， が ありと すれば、 それ はナを 自分 その物の g 

圍內 であるの を 信じて ゐる。 募に 標 なきもの は、 すべ I 想で あるから であると。 

然し 渠は、 奇體 にも • 自分の 躅存 自我 說の 威力 發展 主義が 確立す る 頃から、 その 一 例と して、 

日 淸戰爭 に はま ださう でもなかった が、 m 露 戰爭に は、 その 勝利 I くそれ が 自己 その物の al^g だと 

思った。 渠は 一 たび 樺 太の 土 を 踏んで、 一 f  § を 深く した。 若し ここ 七 八 年のう ちに- sio 

戰爭が あらば、 また 1 暦の 發展 だと 思って ゐる。 

ところが、 この 思想 を 殆ど 神託 的に 體 我した 歷 史上の 人物と して、 義雄は 昔で は豐 太閤、 現代で は 

斩藤公 を推稱 して ゐた。 


戰ゅは の機關 である。 この 機關を 動かす に は、 いかめしい 廠 li^ ビ帶 びた 軍人と いふ^ n ビ 動か 

せば いい。 要はた だ 時代 思想と いふ 油 を 溢させる ものに あるの だ。 

そして 膝 公 は それ だと。 

^公不^^の活動がぁる^は、 義^ も 自分の 努力 を： 車 辜 上 * 政治 上に も iii して ゐ るとまで 思って ゐ 

た。 公の 死 は、 義 雄に 取りて、 自己の 1. 部 を そがれた ので ある。 

l^g 雄が さきに^ 京 を乘り 出した 汽車の 上で、 退屈と 疲 勞と睡 i ふ 不，^ ^ と 船 1^ 習 度 性との 爲め、 汽車の 

どうえ ゥ 

動搖カ 6 分の 神經の 働きと なり、 そして、 隨け方 * 鬼 北の 靑ぃ 野原 をう はばみの ぬた くる 樣て 進， P で 

S ん ぶんし 

ゐる汽 _ ^が、 ，1 の 散文詩で 耿 つた 通り、 自分 その物に なって しまった。 そして、 その 時、 東京から 司 

か： であった】 婦人が 或 停車場で 降" ると、 自分の 一 部 を 失 ふかの 様な!^!: ちがした 0 

が 5, 膝 公 を 失った の も 丁度 その 樣な氣 持ちで、 實に、 がッ かり せざるを得ない。 そして、 

『死に^所 を 得た とい ふべ しだ、 ね』 と は 云った が、 自分の 半ば 都た る S 狀を 返り 見て、 こんな 

狀 態で 實際 生なる 物の 愤 が あるか、 ないかの 問題 を 自分に 齢 g つした。 

『然し^ 藤さん は 死んでも』 と • 氷 峰 はから かふ 様に 義 雄の 方 を 見て、 3 村 君と 云 ふ 第二の 伊隨 さん 

が をる からよ からう — ？』 

『その 第三 世 は 雪の 屋先 生か、 ね？』 呑 牛 は 斯う 云って 1!- の 顔 を 見る 0 そして、 見られた 渠は 何も 

斑き 物  四 01 
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答へ ない が、 にやく 笑って、 急に 得意の 色を顯 はす。 淺 井の 雪の 屋. は、 話が 少しで も 女の ことにな 

れば、 初めて 乘り氣 になって 來 るので ある。 

こう  すねし 4> ラ 

然し 義 雄に は 渠 等の 意味す る ことが 不愉快に 取れた。 と 云 ふの は、 渠が公 を 友人間に 推 稱 する の は 

時代 思想の 機化であって、 而も それが 義雄 自身に 屬 して ゐ ると 思 ふからで ある。 義雄も 女 もしくは 女 

t:^ えい  げんき  せいくよ く 

の 幻影がなければ その 生活に 元氣 がない が、 その 元氣は 性慾 並びに 生々 愁が 軍事、 政治、 實業 • 文藝 

など を 合致した ものであると 信じて ゐる。 

かくし. i  しん-!  く  しんせい 

この 確信 を、 雪の 屋には 勿論、 氷 峰 や 呑 牛に も發 表する には餘 りに 偉大、 餘 りに 深刻 ノ餘 りに 神聖 

だと 思って、 義 雄が 語る のを躊 踏して ゐた。 すると、 吞牛 は、 何 かの 拍子で、 そばに あつたち ッ ぼけ 

な 地方 新聞に 手 を觸れ たので 思 ひ 出した の だら 5*- 

『それ はさう と、 これ を 見 給へ』 と、 そ， の 新聞 を義 雄に 取って 渡す。 見る と、 文藝 欄で 東京の 『文藝 

ちゃう ちん 

革新 贫』 の 提燈を 持って あって、 刖 に同會 の反對 する 自然主義 家のお もな もの 三 名ば かり 11 そのう 

1>  *1  ま うは 

ちに 田 村義雄 もあった 11 の 名を搫 け、 等 はもう 時勢に 後れて 舊派 だと 書いて ある。 つまり、 その 

.i^ ん ばん 

記 希が 革新 會が 形式的な、 內容の 貧乏な 理想 • 生命、 發展 などい ふ 看板に 『新』 の 字 をく ッ つけて ゐ 

•&D こ-^^^^ら^：-さ.^.^^  CNCJAe-f&tsJb  /  ら、 


.« なか も 0 

「ふ、 ふん』 と、 篛 雄 は で 笑って、 新聞 を 横の 方へ ほうり 出し、 『田 舍者は どこまでも 田舍者 • さ。」 

かラ 云って、 ^新 さるべき 人々 が 革新^な ど を 設ける の は、 抑 もお のれ を 知ち ない 骨頂で ある こと を 

語った。 

えんぜ ゥ  ナ， はい 

『では、 一 つ』 と、 雪の 屋が 受けて、 『俊の 舉 校へ 來て、 說 して 吳れ 給へ な 一 I 君 を崇拜 して をる 生 

徒 も ある 樣だ から。』 

『そり ゃァ いいだら うよ * 英語の 話 か、 旅行の 話 を — 文藝 論な ど はどうせ 中擧 生な どに 分る もの ぢ 

ゃァ ないから。』 かう、 義雄は 答へ たが、 何となく 自分の 考 へて ゐる 伊藤 公の 話が して 見た くな つた。 

何 か 好きな：：^ 說 でも すれば、 弱った 元； S が 恢復す るかと 思った からで ある。 

その や 乂リ、 魏雄は 雪の 屋の 出る 中舉 校で 演説した。 

* やくれ *n 

先づ伊 藤 公の 略歴から 初め • 公を以 つて 現代の 璺太閣 と爲し • 公と 時代 思想との 閼係 を說き * わが 

•  J ん ん てき  ま おんめい 

阈將來 の 戰爭と 發歷と の 根本的 性質に 及び • 歐 米諸國 の 低 文明 を排し て 資力 を 尊ぶ 野蠻、 王義の 必要 を 

述べ、 脇 公の 一 缺點は その 野 主義 を 押し通す 勇氣に 乏しかった ところに あり、 また、 豐太簡 と 同様、 

«  ゐ 9 よく  じ こ ちう しん 

心に 餘裕- 乃ち • ゆるみ を 生じた のが 問 違 ひで あつたと 評し * 生々、 强烈 • 威力 * 悲痛 • 自己中心の 

莉那主 1^ を說 いて 結論に した。  " 

げん ざ い 

JR に は それが 藤 公 を 語る のでな く、 自分 を 語る のであった。 初めは • 渠の 現在に 疲れた 低い で 

^き 物  四 〇 三 
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f. た。 そこの 敎頭 は氣を 利かした の だら う、 三簡 ばかり もす さらして 立ち並ばせ てあつた 五 百 名の 生 

徒 を、 靈 一 問ば かりのと ころまで 進ませた。 

然し それ は渠を 知らなかった 爲 めで、 渠 は敎師 をして ゐる 時、 その 聲が敎 擅の ティ ブルの を 振 

はせ るかと 思 ふ ほどに なって， 敎窒 全體に 鳴り響く ので、 その 敎窒 いかわ I の 人々 にもよ く聽 え、 それが 

面白い 話で でも あると、 他の 敎 室の 生徒 ゃ敎師 までが その 方に 氣が 取られた くら ゐ であった。 義 雄の 

ま 心が 段々 加って 來 るに 從ひ、 われ を 忘れる ほどのお ほ聲を つづけざまに 發し、 それが 講堂 中 を 跪 i 

させた。 無論 如何にお ほ聲 でも 練習が あれば 調子の 取り 様 も あるの だが * 暫 らく 聲 を 出さなかった 爲 

め * 渠は度 を 失った ので ある。 

築： 〔.餘 り 無法な * 調子 は づれの 銅 縲聲を 張り あげる の を ii 儿て、 蕖 に比べる とす ッと S 氣な 雪の 屋は 

づ かくと 演 擅に 進み 來 たり、 

『si り、 で ほきい 聲を 出す と • からだに 惡 いから、 注意し 給へ』 と • こちらに.^ がちした。 ， 

『よし， <R つた』 と 答へ ながら も、 義雄 はまた お ほきな 聲を 出す。 それが 却って 滑 g§ に 取れ-^ の だら 

I  んどゥ 

う お：： り カロに 感； する 生徒 は少 かったら しい。 そして、 二 時 開 も演說 した あとで、 

『is 太閣 も、 ゆ 藤 公 も、 現代の 發展的 思 恋に 於いて は 全く 僕に li して ゐ るの だ II 乃ち、 僕 自身の 物 

である』 と 叫んだ 時 •  率な ，成 者に は 最も 大切な 耍點 であるのに、 fill の， if. 徒 は 申し 合 はせ た 様に 1 


齊 にど ッと 笑った。 それが • こちらの 調子 を 一 1^ 狂 はせ てし まった。 渠 はぱッ たり 說を 中止し、 1 

堂を瞰 みつけて ゐ たが、 

「おれ は 宇： S の 帝王 だ！ 否、 宇 その物 だ！ 笑 ふと はなんだ？』 

どッ とまた 滿 堂の 笑 ひ。 

と 9 うちば うし 

義雄は 非常に 怒った。 そして 人々 が あやまり を 云って どどめる のも聽 かす 、鳥お 帽子 を 忘れた まま" 

とッ とと 驅け 出して 歸 つて 來た。 

ミ 

せ、 

義雄は m 分の 演說に 自分が ぎ 動して ゐた 上に、 満堂の 笑 ひ を 受けた 爲め 一 展 その 激動の 餘 勢が 殘っ 

てゐ た。  - 

b ら 

『中 なんて 分らない もの だ。 おれが まじめに 話 を 進めて ねる の を どッと 笑ゃァ がった の だ、 おお 

は 說を屮 止して 歸 つて 來 たの だ』 と、 n 分の 歸りを 待って ゐ たお 鳥に 語る。 

『でも』 と、 かの 女 はな ほこ ちらの 樣子を 不思議が つて ゐる やうに して、 『中學 生ぐ らゐ のこと に そん 

なに nn の 色 を變へ て來ん でもえ いの ぢゃ ない の？』 

r  』 は 一 一皮 も かの 女から さう 云 はれて：：^ ると、 自分ながら も 何 だか 自分の 目が 飛び出さうな. 
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感じ もす る。， けれども、 餘 りに 高い 響 出した 爲 めに IflQ ぐェ きちよ ッと 違った の だら うと 考 へた， 

ので、 この 方の 不愉快 さは 自分よりも 寧ろ かの すッ とひ どい 近眼の が 年中 經驗 して ゐ るの だら う 

と 同情され た。 

鬼に 角、 非常に 勞 れてゐ る。 そして 手 や 足が 自分の もので はない やうに |g へて、 自分の 目の したの 

1  よたりめ にい J えす ぴ くくと 豪が ある。 自分の i する 言 蒙 も、 いつも 身づ から 感じて 1 へめ 目に する，. 

强ぃ、 明確な 調子が なくなつ てる。 

そしてた だ 湧き S る 不愉快の 爲 めに、 S かの 女が 縫 ひ 物 を 持って 來 てして ゐる その そばへ y 一す 

寢 ころんで ゐ ると- そこへ 雪の 屋 がいつ もとは 何だか 違った 樣 子で やって 來た。 

『どうした』 と * 雲 はさし 向 ひに なつてから、 客の gl つ I 無理に しながら 見つめる。 

i: 十 を 持って I。』 容は わざく 魔 ありげ に隱 して ゐたと 云 ふやうな ぐ T; ぎで、 ふところから 勢 

ひづけて 鳥打ち を 出した。  - 

『さう か？』 こちら はきに 初めて 自分の 忘れ物に 氣が 付いた の だが. そんきと に は 左 ほ I が 移. 

つて 行かなかった。 

『  』 客は暫 らく 默 つて ゐ てから、 例の のッ そりした 口調で また 口 を 明けて、 『帽子の ことで ょク 

つも I；？； は 逸事 を殘 すの だ、 な ァ。』 


『  」 こちらの 爲 めの 歡迎會 の 船へ 海水浴 帽を かぶって 行った こと を 云って るの だ、 な、 と 分っ- 

た。  が、 それ を 々自分が 斯う 激励して ゐる 心持ちで *i し^く^ 一一  1  口ん して 見る と * 世^の やつら を 馬 臨に した 

に過ぎないの だ。 逸事で も 何でもない。 

が、 容の來 るまで こちらに 向って" 衣 1 を 買って 吳 れいと ねだって たお 鳥 は、 それ をう けが はれない 

つに、., 不 il^ を： せて ゐた爲 めで も あらう が、 この 時 

ris9i で 意" 报り 過ぎて、 自分の 物 を 忘れて 來 たん ぢゃ』 と 云 ふ。 

「なん さ 1 と- 義雄はかの^5^に向ってきッとなった0『歸れ！手めへのゃぅな物はねたッて邪魔だ1』 

『歸 ると も！ 反物 一 つ！ h へん i に -1 』 かの 女 は 他の 兩 人が 默 つて 貝て ゐる ところでぶ りくし なが 

ら芋！：！-く：^^^^をかたづけると、 直ぐ 立ち あがった。 そして 歸り がけの &賃 にで もす る やうに、 義 雄の 

あたまの 腦天を ゆびの 先き では じいた。  >.ら 

r 何 をし ゃァ がる！』 義雄は tl のこと に その 方へ ふり 向く が 早い か、 右の 手で かの 女の 据を捉 へて 

かの 女 を 引き倒す。  き 

そのと たん、 かの 女が からだ を ささへ ようとした 右の 手が、 義 雄と 爐を さし 挿んで 相對 して ゐる 雪， 

の屋の 膝に とまった。  にら 

雪の 凰 まこ やりと 笑った が • お 鳥 はき まり 惡さを 重ねた 爲 めだら う * 恨めし さう に義 雄を瞰 みなが.. 
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& 急に 坐 わり 直し-  > 

r け ふ は、 餘ッぼ ど どうかし てる！』 

だと：： i 薦も f つけ 、『おれ をさッ きから £ ひ 扱 ひに しゃ ァ がる！ I.  if  7.. 

1 1 鎌け 應！ ii?  a  ii 蒙；： ひ。" 一大 

Hiii  ^Miii  lift, 

『有 馬の 樣 なしみ ッ たれが 何 を 云った ッて、 かま ゃァ しない！』 

r そのし みッ たれに 厄介 を かけて をった ぢ やない か？ 丄 

. 『厄介 を かけた の ぢゃァ ない、 が g を獻 じさせて ゐ たの だ。』 

II へ ッ、 n: さん ぢゃ あるまい し。』 

""""は TI  ?i れ！ i!si だ！ 宇！ 物！ れが 分ら 

ilia?,  s よく il ァ、 fh.p^ 

る！』 

『お前 も わたし を棄 てた の だから、 その 下らない 男 だら う？  „ 


『何た と！ 赏 さま はどうせ 不具 も同樣 だ！ 片輪 だ！』 

『片輪なら、 誰れ がした？ お前 ぢ やない か？；：： 十う  一 d せ！』 

『おすなら * 然し 11 』 

『„ 十 う^せ！』 お の 呼吸 は 烈しくな り • 義 雄を见 つめて、 じりく と 詰め寄せ る檨 子に なり • まさ- 

に  飛び  かからん  ばかりに、  兩 手の 親指 をお のく 四 本の 指で 握り 固める。 

『  』 ^雄 はこれ を兒 て、 さきに、 かの 女 を 見限って 姿を隱 したが 加 築の 宿で かの 女に 兄附 かつ 

た 時の かの 女の 様子 も II 立って ゐ たのが 遠 ふだけ で 11 斯うであった こと を 思 ひ 出した。 こんな 時 

にかの 女の .i^ がさし 込む の だが と氣が 付いた が、 ただ 瞰 みつけながら、 『直すなら 加 集に も 頼め I 寫 

H の 先生に も賴め 11 その 舉 校の 生徒に も 頼め！』 

r そんな 人に 紐む わけがない！』 それ ッ 切りお 鳥は暂 らく 無言で 呼吸 を 整へ てゐ たが， その 燃える 貝 

は 蓉の呈 のゐ るの も兑 えなくな つた かの やうに、 『畜生！』 かう 叫んで、 固めた 兩 手を以 つて 義 雄の P 

を 突いた。 

r  』 はもろ く に 倒れた が * 直ぐ あぐらをかき 一 して • 

r 出て 行け！』  ， 
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『出て 行く とも！ 擤ァ も氣違 ひなら、 おや ぢも氣 違 ひお や。 そんな 氣違ひ ぢぢィ はぎ * 钆ぢ や』 と、 立.. 

ち あがる。 

『出て 行け、 出て 行け！』 義雄は 自分で も i つた やうに、 そしてき よとくした やうに 思へ る 目で か.. 

の 女を敝 みつけて、 『宇 { 由の 帝王と 二等 病窒 のまお l!;J、 どッ ちがい い 位が 分らない のか？』 

『へ ッ、 氣逮 ひより ゃァ まだ 肺病の 方が えい o』 かう 云って お 鳥 は 雪の 屋 にあ^!, もしないで 出て 行つ 

た 0 

『  』 雪の 屋 はかの 女の 出て 行った あとまで も暫 らく 無言で、 見て ゐ たが • やがて、 『隨分  11 な- 

女 だ、 な ァ。』 

- 『馬鹿で、 蒙 だから、 仕 やうがない、 さ —— 偉人の 11 とその 神經ま ％i と S 別が つかない の だ。』 

r 末梢と は 何の こと、 さ？』 

r 寫 屋ゃ 肺病 患者、 さ。』  . 

雪の 屋は、 これ を^いて 變な顔 をした のが 義 雄に はまた 變に思 はれた が、 暫ら くまた 無言で ゐて か，， 

ら、 歸っ てし まった。 

義雄は ランプ. を 消し、 寢 床に 這 入って ゐた。 その 障子 を 明けて、 


『田 村 fiir 起き 給へ』 と、 氷 峰 の^だ。 

『田 村？！£1 と、 吞牛 の^も する。 

『1:7 し.！. <ナ に、 どうしたんだ？』 義雄は 起き あがり、 手早く 衣 物 を 着直し， マチ を摺 つて 火 をつ ける 0. 

しゃ ゥり ん 

『まだ るのに ゃァ 早いで ないか？』 荐牛は 正面の 爐ば たに 坐 わり かける。 

『け ふの 演說 で， 久し振りのお ほ 聲 を 出した ので * 非常に 疲れたから。』 義雄は • 薄い かけ 蒲 園と 敷き 

が 延べて ある 上に、 その 不足 を i ジ インバネス や^ 蒲團を 載せて ある 床 を • そのまま 圓 めて 障子 

のケこ 押し やる or まだ 火 は ある^だ が』 と、 机の 前の 爐ば たに 坐 わり、 炭火 を かき 起す。 

ると、 この 二人 も 亦 先刻の 雪の 屋 のと 同じ やうに 常と は 遠った、 變な顔 をして ゐる 。來る もの も、 

來る もの も、 け ふに 限り どうしたんだ らうと、 義 雄は考 へた。 

『！；；；はぁのへ&說で大^^焰を吐ぃたさぅぢゃ、 な ァ。』 と 云 ひながら • 水 峰は義 雄と 相對 する 爐ば たに 腰 

を 下ろす。 

『大：：^ 焰も， 小： 焰 もない、 さ I ただ 常り 前の こと、 さ。』 

ひじ やう  'a 

『1^ として は 5 おり 前 かも 知れん が、 聽ぃ たものに は 非常な ことであった さうた そ』 

『そり ゃァ、 さ うだらう • さ 11 俟の說 は 僕 自身の 發 明であって、 他に 何び とも 思 ひ當ら なかった こ 

とを說 いて ゐ るから。』 
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UPS? "ひ 7 、と-に Iff てから、， i して そ暴がま秦見ぇ たが， 

II 再 ひ Is? 雄に 向 ひ、 『I っ說 i:. して 吳 れんか？』 


『何 だい？』 

しゅけんしゃ 


^家の 主 I と 君と は どちらが えらい と 思 ふ？』 斯う 云った 水 峰 を 見る と、 兩 f 膝に かけて 肩 を 

怒らして ゐる。 そして 章 はまた f ばちく  I？ たが. 刑事？ うな ■ を 向けて ゐる。 

『そり ゃァ、 廛者にきま つてら ァ， ね— 然し』 と、 蒙が 云 ひかけ ると、 i うは？ とちよ、 ノと 

目 を 見合 はせ た。 震 は 二人が わざく 何 かから かひに f の だと まづ いたが. そんな そぶり は 見せ 

ないで 、『然し、 そのえ らいの ま、 1 1,^  (I 

"^ね ^カゎカ國神代の生活狀^^"を歐、#の表象主義に照り合はして、 

ここにず らしい 腐 理を發 見して w.^.. てぜま； J ^ぎ， ご ) . ： せいくて I りょく 

-  -.^.^/X*SR 主義た 一 I この i 襞に 據 つて 代々 生々 的 威力 を體 現して 來 

た そして、 この 塞に 合して ゐ， は、 0= 本が f の 最大 i の國 になる にき まって る。』 

『さう 1  る は と * 錄 はちよ ッと考 へてから、 『曰 本國と 君との ilf うな？』 . 

『僕 は 新 主義 を以 つて 曰 本國を 背が つて ゐ るの、 さ。』 

『鑌詰 事業 や 文 藝で國 家が ft へ るか？』  ， 

m 簾 は llr て 、『導 は 外形と 內容 との 一 致が 分らない か？ 囊ゃ 

をた だ 外形で 兄る 目に は、 いや、 外形ば かりだ。 そんな ことで は. その ほ 鋭 


を 別に t ら なければ ならない。 然し， たと へば •  -I ィ チェが 氣遠 ひに なった から ッて、 氣遠 ひと 一一 ィ 

せ 、め、  ナな i  じう 1>っ  ，ビ 

チェ 舉とを 離して 考 へれば 何等の 生命 もない。 ：M: 容が 乃ち 外形で あるまで 物 は 充實. L てゐ なけれ^ 

ならない。 內容が 乃ち 外形， 偉人が 乃ち 國家 だ！』 

r ぢゃ 丁』 と * 今度 は^ 牛が 引き受けて Te^ 藤 公 も. おも 偉人 11 偉人が 同時にい くら も 出来て、 君の 

♦J  く ぞん せつ 

11^ 説 に 合 はないだ らう？』 

しん 

『いや、 それ は】 つに まとまる。 すべて は^の 主義 を 最も 强く實 行して みる ものに まとまる。 殆ど 祌 

i ぎに、 その i. か を • たと へば、 璺太阁 なり、 伊藤 公な り、 また 他の 人な りに 背負 はして 立つ ことに 

なる。 さりい ふ僳. K な 政抬家 もしくは 思 $ は、 今 云 ふ 神託 的に、 IE 家 その物 だ。』 

『君の 51 合 はどう だ？』 かう また^ 牛が 試問す る。 

だいて *J 

『^^は築等ょりもすッと^^代的な偉人だ。』 

『は • は！』 二人 は 一 如 を：： 口せ る。 

『何が を かしい！』 かう 云って、 義雄 はまた 激動して、 二人 を兒 つめて、 『馬鹿にし 給 ふな！ はお 

れを からか ひに 來た のか？ 僕が as! 而 0 に 話して ゐ るのに、 笑 ふと は 何 だ！ 反對 があるなら、 眞面 口に 

反對 する がいい！』 

『まだ. 义對 すろ とも、 1^ ぎす ると も 分らない のぢゃ 1 際， 君の II 』 と、 氷 峰が 何だか 辯 解し か 
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ける。 


で 『ない まい や、 馬 f して ゐる！ 参き SIf 云6  、羣為 ひ、 観からの S かたが 面白くない！ 

出直して 吳 れ！』 

『そり や 3 直しても まが—』 水 峰が ま赛菅 出さう とする？、 簾 は 何も § せ.^ Yli に、 

r 歸 れ』、 『歸 れ』 と 浴びせ かけ、 引ッ 立てる 様に 二人 を 立た しめる と- 二人が 1；? を 出てから、 呑 牛 

はこ ちら へ ふり 1^ り、 

ささ *i 

『あい、 貴様 はこの』 と、 氷 峰 を ゆびさして、 『男 を 知って ゐ るか？』 

.『馬鹿| ふな、 #牛丄 か、， 云って、 義雄は 障子 を ぴしゃりと 內 から 締めた。 

讓 はカ拔 けがして、 いや ァな氣 になり. ランプ を. I いつも t 消して 寢 であるのに— 

机の 上に つけ 放した I、 再 中に もぐ？ ゐ ると. つかく と 這 入って 來 II 聽 えて、 

r ゎッ』 と、 渠の枕 もとにお 鳥が 泣き伏した。 

. 『どうしたんだ！』 渠 はび ッ くりして、 首 を あける。 

『き、 氣遠 ひに なった と 云 ふぢ やない か』 と、 すすり泣き だ。 

r 馬蹈！ た、 だ • 誰れ がそん な こと を 云った？』 とがった IS と共に 起き あがる。 そして、 かの ij- に ま 


て. r し 

だ i& の t:- 情は殘 つて ゐる、 な、 と 思った から • 聲の 調子 を 和ら ゆて、 『島 田 だら う？』 

「  』 お {：!| は兩の 袖で 淚を 拭きながら、 首で 『うん』 と 答へ る。 

『R ？^々 しい！』 A 分 は氣が 狂った と H 心 はれる ほどの こと をした か 知らん？ 如何にも • 中擧の 講堂 

し ようこ 

では した。 氷 峰 等に 對 しても * 亦、 叱りつ けた 樣な こと を 云った。 然し それが 氣の 狂った 證據で 

も 何でもない。 

多少、 他人に は i ぎぎた 言 や 態度であった かも 知れない。 理解 を以 つて こちら を 信じない ものら 

は つ さう  ，ノん 

に對 したと して は 云 ひ 過ぎた とも。 その 點は、 もッと 和らげて 發想 する ことが 出來 ただら う 義 w と 

1 ズ へば？ s%-s、 か ■ と 云へば 私愤、 どちらで も、 兎に角、 自分の 態度 を 明かに したの だ。 決して 問 遠つ 

た If^ を 述べた おぼえ はない と つた。 然し また 考へ て 見る と、 今 I 睡 した 以前と 以後と は 丸で 氣持 

ち が^ふ。 

】 腿す るまで は、 氣が 張りつ めて • あたまが 重く、 大责任 を 背負って ゐ るかの 様に 壓迫を 感じて、 

隨分 のぼせて ゐた ST た。 それが 1 腿 後、 今 目 を さましたら、 重 荷 をお ろした 様にから だが 輕く なった 

の を おぼえる 代りに、 またぎ^け がした 樣 だ。 晝 問からの 意氣 込み はわれながら どこへ 行った のか 分 

.ITI ない。 

失敗に 失敗、 疲勞に の 結^だら うか？ まるでが ッ かりして ゐる。 こんな 無氣 力で 生きて ゐ るく 

き 物  四 一 五 


らゐ なら、 寧ろ 伊藤 公の 如く 花々 しく 死んだ がフ がいいと も", >め0  につ ドー.' 

タ ，プブ.*^ レレと もん ふ そして、 自分が H 光で 或 こ it ク. ？' 

n け" In:, 者！ き！ |ろ§て來|.  ill  u";:: 

|ん ひ， し. <  そして. tele 手で はない かと 、か？ sgl ると >Bio あとが あ 

る 

『氷 峰と？ とが ここからの 歸 りに 富のと ころへ 住った の だら う。 何も る 、 

I. 人の 思 ひ 遠 ひだ 。，，.  ^r^L, 

『それなら、 S だけれ ど—』 露 |?、 かの？^ は そのき 袖 S で！^ く。 

『崖 だ マね え、 お前 は— さッ きも おれ I 違 ひな ど ：2 から、 その？ 1 

さう 信す る檨な ことに もなる り だ。  . 3.5 イマ 

『然し さきほど は 少し 鍵で あつたよ OJJ 

『そり ゃァ、 少し- おれが 證 から f てゐ たから. のぼせて ゐ たの かも 知れな、。』 . 

J_ まァ、 それなら、 安心 だ。』 S は 微笑しながら 立ち あがり、 『もう. I だから • あ ^0. 

『ちゃ ァ - n}. く歸れ o』  3^ ス 铲』 

S は I が 出て 行った あとで ま S りで m にもぐ り 込んだ。 I.  m 

しく もない が、 その代り. 自分 も 亦 いつにな く sni な 變と盡 と を 1」、 


ら だの 熱に"； g む 節々 から、 自分の 言 猪と 行 ひとの 不 一 致 11 これが、 渠の 主義から 云 ふと、 老 15^ に 向 

ふしる しだ 11 に 落ちて 行く の を 苦しむ 聲 がして ゐ るの を 聽 いた。 

四 

v*i し. c ぺしャ うご いざん 

蝦^お 十： の稱 ある 後志 羊諦 山、 マ クカリ ヌブリが 麓まで 凰ッ 白に なった の は、 二三 日 前の こと だ。 

札^ 市外に 遠く 兌え る 山々 も、 もう、 いつのまにか 一面に 白くな つた。 そして 市街に もけ ふ は 初雪が 

わ ラレ  .7 きどう 

來る だら うとい ふ 十月 一 不 八日 11 5i 藤公橫 死の 號外を 見てから 三日 目、 義 雄の 激動した 演說の 日 か 

らニ  nn の 午前 だ。 

へん <h やく 

『E 村が Mfss ひに なった』 と 云 ふ 評判 を 却って こちらから あざ笑って 返却した 義雄 では あるが、 激動 

はんどう 

後の： W 動の 爲 めか、 ^々に 氣拔 けが 增 して、 自<|^ ながら ぼんやりして しまった。 そして、 お 鳥に 對す 

る 冷淡の 皮も^ した だけ、 あたまに も 亦 取りと めが なくなった。 

『ああ • 僕 は 疲れ切つ たの だ！』 義 雄が 爐 ばた に 倒れて 斯う 叫んだ 時、 渠は 自分の 元 氣をも 精神 を も 

し含レ 《 

あの 敷. ：；§の からだに 吸 ひ 取られて ゐ たので はない かと 思った。 

『1S?に^E:』 と、 お 鳥 はた だ 心配 さう に、 『醫 者に no^ て もろたら え いぢ やない か？』 

『•€^1 おれ は醫 者の 様な 草根木皮で 左右 出來る 人間 ぢゃァ 無い。』 

き 物  四】 七 
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然しお 鳥 は、 氣を 利かした つもりで、 ひそかに 自分の 掛 りの igsT に 相談し， 見た だけの 11 を 云 

つて、 同 病院で 精神病 受け持ちの 醫 者に、 それとなく， に來て 貰った。 

すると、 義雄は それ を 感づいて、 直ぐ さま 追ひ歸 した。 

氣の毒 さう にして 送って 出た お 鳥 は • 宿の 玄關 のと ころで、 

『大丈夫で しょうか』 と 云った。 

だい S ゃラぶ 

『大丈夫でしょう  さう 心配す るに ゃァ 及ぶまい OJ 

『さう でしよう か？」 

『おれ を まだ 氣違 ひだと 思って る、 ね I— 馬鹿！」 

『でも、 目の色まで この頃 は 變な色 だ。』 

『これ は • ね、 實は、 あの 女郎の 恨み かも 知れない OJ 

『へん』 と * 馬鹿にした やうに 横 を 向く。  、 

『然し、 あいつと も 別れた。 お前と も 亦 別れる の だら うが、 心配す るな 11 お前の 1^ だけ は 直して 

やる。』 

『早う^し て 貰 はんで は 困る ぢ やない か、 —— この 雪が 降り出さう とする!^ g にもな つて  ^しこ 

の 旅で 二人とも 病氣 にで もな つたら？』 


y  9 しんおう 

『二人が.：^ 氣 になれば、 どうせ * その 結果 はどッ ちから も 無理心中、 さ。』 

『では、 1 狩に 死の か？』 お 烏 は 斯う 云って、 微笑しながら、 坐 わって る義 雄のから だに 自分のから 

だ を 押し付けた。 

はだ 

『死なう』 と" £^^冗談に答へ て、 かの 女 を 侵しく 見つめながら、 『お前の 白い 肌 を 人に 渡す の は 惜し 

い。』 

ぉ^^lはc:分の.炳氣に就ぃてその當初のゃぅにはゃきゃき訴へなぃが、 自分で 思 ひ 出す たんびに 痛 さ 

うな 節 をす る。 そして • もう • 診察 時間 だからと 云って、 病院へ 歸 つた。 

義雄 は獨り 机に II 肱 をつ き • ぼんやりと、 がらす 窓から、 狹ぃ範 圍の空 を 仰いで ゐる。 空 は 低く 灰色 

に ひって、 今にも 雪が 降り出し さう だ。 それが 丁度 •  18^がこれまでに通過して來た、 そして また 今で 

f わく 

もそこにー洛ちることがぁる疑惑の世5^;の色の様だ。 

その 灰色の 空に 1:3 されて、 隣り の 物置き 小屋の ® い 家屋が 見える。 それが また どうも 自分自身の 

姿の 様に 见 える。 その-: M 根 を 越えて、 一 本の 立ち木の 葉 は 落ちて • 枝ば かりの が 見える。 ふと • 義雄 

は：；？ がっくと * その 木の 枝に またがせて、 漬け 殘り らしい 大根が、 1 束ね • 懸けられた まま、 寒さう 

にしな びて ゐる。 

『あの 大根の Mi は どこへ 行ったら う？』 かう は 自問して T 井 析樓の 廊下に 並んで ねた やうな 清け 

0  き； «5  四 一 4\ 
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*T  -  ♦  じ た ふ  かう もの  f 

樽の 中た』 と、 自 答した。 そして 香の物のに ほひと 燒 きもろ こしのに ほひと が義 雄の 神經に 同時に 復 

くわつ 

活 して 來る。 そして 最も 人間ら しく 起った 聯想 は • 數 島が どうして ゐる だら うと 云 ふに 始まり、 あの 

じゅか  おや ぢ 

； タヤ 植 下の もろこし 老爺 一 I きの ふ は氣づ かなかった が 1 -は、 また ゐ るか 知らん？ もう 1 度 • あ 

の * 札幌を 代表す る 百姓 馬子 等の 呼び 寶り姿 を 見たい。 今一度、 鐡 工場の 鐵の 響き を聽 きたい。 かう 

考 へて 來 ると • 渠は帘 中 を 散歩して 見た くな つて、 銘仙の 袷に 銘仙の 羽織の まま 出かかった が、 どラ 

さむす 

も 寒 過ぎる 樣な氣 がする から、 例の 乘馬 用に した 洋服に 着かへ た。 

燒け 跡に • また 新築 中であった 北海道 廳の 建て 物 は、 いつのまにか あがって ゐ た。 そこ を 通り 

拔け、 灰れ の 塞 風に インバネスの 袖 を 吹かれながら、 氷 峰の 社の そばの 四つ角へ 行く。 

^や ナラの 趣の * 赤い 色が 隨 せて、 乾 反り 葉に なって しまって から、 やう やく 色づ くの だと 云 はれ 

る ィ夕ャ もみ ぢ も- その 1 と 角に 旣に B ッ 赤に 紅葉して ゐ る。 然し * その もとに 店 を 出して、 いい 臭 

おやち 

む を させた 燒 きもろ こしの 老爺の 見馴れた 顔 は、 どこ 人 行った か- 影 さへ も 見えない 。そのに ほひが、 

義 雄の 初めて 札幌 並びに 北海道に 親しむ I つの 手づ るであった のに 11 

J そのす ぢ向 ふの 鐵 工場の 柳の 靑ぃ 枝に 對 照して、 義 雄が 常に 見慣れた 赤 塗りの 機關签 も、 どこ 

へ 持って行つ たか * 跡 かた もない。 


義雄 はなつ かしい E 心 ひ 出 中の 知己 を 二つ も 児 失った のに 失望した。 そして、 開墾^ 等が 野生の 樹木 

を 殆ど 全く 切り去った 跡の 市屮を * かの 桢ゑ殘 されて 誰れ も その ありか を 知らないと 云 ふ 桐の 山で も 

檢す るかの 様な で、 ただ わけもなく 歩き まわった。 

然しな つかしい 燒 きもろ こしのに ほひ は どこに もしなかった ばかりでなく、 カイべ ッ のが. 成  1 りに は 

カイべ ッ。 林檎， もろこしの 盛りに は林擒 * もろこし。 ココア、 くるみの 季 にはコ コア、 くるみ。 漬 

け大根の節には^3け大根* の 様な 物 を 113；! の t: に 載せて 呼び 歩く 百姓 馬子 等の 影 も、 もう、 見る ことの 

出來 ない 季節で ある。 

へん ん 

^：^雄は、 あの 姓 馬子 等 は述 かに 變遷 する この 地の 季節 を この 市街に 送り込む 神ではなかった かと 

思 ふ。 それに 離れた の は、 義 雄が 曾て 信じて ゐた 耶蘇 敎の 神を棄 てた 時の 樣な 心持ち だ。 正義、 m 

愛 • 平和、 文！^ などい ふ 外形ば かり 美しい 幻影が 破れた 様に • 蕖の 空想して ゐ た札幌 市中の Hi の I- 

觀が： g してし まった。 

そして、 枝 V おめ 枯れ サ t ちた 木の 檨に、 自分 は 赤裸.々 の 自分 だとい ふ 感じに もどって、 大通り ^gl> 

の故黑 H 伯の 銅像の 前 を 横切る 時 • 忍びに 忍んで ゐた 灰色のお ほ 空から、 今年 初めての 白い物が お ほ 

きな 花が たにな つて ぼと ぼと と 落ちて 來た。 そして、 見る く、 義 雄の 歸 りさき を ぎって、 Is^ さ 

きが 兄えない ほど に^り 出した。 
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ギ  *  本  * 

お 鳥 はまた 義 雄の 下宿へ 來て、 留守居の つもりで か、 ほどき 物 をして ゐた。 義 雄が 東京で 買って や 

つた セ ル の 衣 物 を 被 布に 仕立て直して 吳 れいと 云って たの だが、 それの 半ば ほどいて あつたの は 全く 

ほどいて しまって、 今や 洗 ひ 古して 色の， 褪めた ぼろ 衣 物 を 解いて ゐる ところであった。 その 少しづつ 

ほどけた の を 奇灑に 延ばし 直ね てゐ たと ころへ 義 雄が 歸 つて 來 たの だ。 

『どこへ 行て たの』 と、 かの 女が 出向へ た 時、 篛雄は インバネスの 雪を拂 ひながら、 

ゆく わ. S 

『愉快 ぢゃァ ないか、 このお ほ 雪 は？』 

『愉快 どころ か、 かう 爽、 うなって！』 かの 女 は 自分の 衣 物の 用意が 足りない の， を 喑に訴 へた やう だ。 

義雄は インバネス を かの 女に 渡し、 また 洋服の 雪を拂 ひ、 靴の 編み あゆ を 解いて、 あがって 来た。 

なほ  てうし 

『氣ハ は、 もう、 直った の？』 かの 女 はこ ちらの 後ろへ 來て、 『聲の 調子まで ちごた やう だ。』 

一 W  くう 

『  』 別に 答へ はしないで • 渠が窒 に 這 入る と、 糸屑 や 解き物で 殆ど 1 杯に ちらかって ゐ るの を 

ちょ  さ 

見つけた。 かの 女が それ を かたづけ るの を暫 らく 立って 見て ゐた。 そして、 破れたり、 色が 褪めた by 

して， 餘 り見ッ ともよくな いぼろ 切れに かの 女が 手 をつ けた 時 • 義雄は 何だか ぶんと 寢小 便のに ほひ 

を 思 ひ 出して、 殆ど 忘れて ゐた 妻と その 度々 生んだ 子供と いふ 物 を 聯想した。 そして * お 鳥 も 何だか 

所帶 じみて 來 たやうな の を あざける つもりで、 冗 あにに ッ こり 笑って、 鋭娠 を假定 して、 


『お 若い のに、 もう、 ぉしめの用^：^が出來ます、 ね。』 

はな ご**  ひ 色へ 

r ふン」 と、 お ct は あまえた 聲を 出し、 額に 皺 を 寄せ、 立ち あがって、 義 雄お 《^ つめながら • 渠を 

捉 へて 1 1 三 庋カづ よく ゆり 動かした 。『そんな こと 云 ふと、 聽 かん！』 

だラろ 

十月 卄八 n は 夜ぢぅ 降り つづいて 卄九 B はいい 天氣 であった。 家々 の 家屋から"' 庭から、 m 路 まで 

かんさう 

が- K ッ 白に なって ゐる上 を、 立派な 太陽が きらく 照らす。 {4.: 氣は 乾燥して、 資に淸 新 だ。 非常に^^ 

持ちが いい。 北海^の 冬 は 却って 健 にいい よと 、翁て 札暢 から is- 京へ つて 來た 友人が； 賠 つたの は、 

M が、 これ だ、 なと 義雄は 思った。 渠 はお 鳥に 引ッ 張られて、 セルの 仆. 立て し を 頼みに 丸 井 5. 力 店 

へ 行った。 

1 二十日 はまた 雪， 三十 1 日 は天氣 であった。 そして、 十一月 一 日から、 通 《お 道 曾が 開かれた。 

ゆぎ  さんく わん  の liM- 

1 cn の 朝 • お ほ 雪 を 冒して * 義雄 は、 降 軍 演！^ ！!: 參觀 から 歸 つて 來た 北海 メ  ，ルの 社お、 #敏 郞を大 

通り I  丁目の 化なる 本宅に 訪問した。 

練： 凡の で^の 二方 を 園 まれた、 ちょ ッと 見榮 えの する 家で —— 口 1 ^の玄 ii の、 ^り がらす 

お つし つ 

人り の兩 びら き戶を 入る と、 直ぐ 左り が 西洋風の 應接窒 である。 壁に は 名 も 知らない 人の 汕紛 やら 
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roll" ^ 

大きな 世界 地圖 やら、 ァ イノの 刺繍 やらが 卦 つて ゐる 0 

•  •  I  一  降の】 二 枬には 土人の 古器 物 も 二三 居, o5 

てぁる。義雄が初めて面會した時、奥.^ら，，， 〕て孩て3?-^/*ぉs.pぃ i 

^pp^a  まら 出して 來て 見せた 物 徂徠の 掛け物で、 この 支 那歸家 が 例 

££ な 字 f ひねくって あるの も、 I 方 I に 釣して ある。 奧の狹 い 庭に 向いた ぎ 丫スの か 

ら>  まだ 葉の 殘 つて t 萩な どが 見える。  i の スの I 

この 窒の 中央の 圓ゃ ブル を 挿んで、 ¥: ぎ相對 してる た。 である。 

ぎ 雄 は 自分の 暖後こ 殘っュ こ XKJJbJ-  Mi -、  _r  .  /  f  ,  C いほく ひ 

ァ イノ 研究 並びに その 滯北 費の 周旋に 關し、 if 議員 

はき 昇 代 f に& して ある こと だ. と 思って ゐた。 ところが、 儘 は it 歸 つて 直ぐ 春に や 

uu^lg^ 忙 であると？  I 昇に 會 つて ゐ なかった。 で、 霧が 直接に その 相談 を 

持ちず た 時 昇は怪 幻な 顏を すると 同時に、 後ろに もたれて I 方の 膝に？ た 一方の さ を. ス リク 

• 〈を 穿い たま ま 横手に 突出し、 持ち前ら しい g 紀な 口調で、  ノ  . 

『社 は 君の 1 身 を 引き f る ほ ど， ぼんき 結んだ つもりで はない— ただ 君が 旅行したい 

ら i さへ 貰へば いいとして、 こちらから 謹に 相談して やった ので はない か？』 

^ さう に逮 ひないです。 また、 それ 〔お 上 ゥに僕 は あまえ 込まう とする のではないです。』 かう 羅 

は， とがらせて 答へ た。 渠は、 遠 藤が 昇と 相談して 見ようと 云った ml が あるので、 それ I 藤の 

まだ， f 相談 しないう ちに、 ifiii. 


きき やう  た ぼゥ 

れと云 ふので はない。 込みがなければ 2f.  く歸 一: 小す る だけの こと だから、 多忙な 遠 藤 を 待つ 収 もない 

と 思って ゐ たので ある。 

それだけなら、 まだ しもよかった。 然し I* は 同じ 口調で、 義 雄が 遠 藤から 相 常な 舍を 受け取って 十 

つ. 5 そう 

勝へ まわった 上に、 また 旅费の 追送 を 社へ 請求して 來 たの を 貴め た。 そして、 

r そんな こと も 怪しからん ぢ やない か』 と 云 ふ。 

『そして- 送ってc,:l^^ましたか？』 義雄は 怒りの 胸 を とどろかせ • 飛び かかりたい ほどの 勢 ひ を 制し 

て、 かう 皮肉に 出る。 

『無論、 送る^ はない。』 

『送らないで、 そのお 小言が 何の 役に立ちます？』 

『然し遠藤から^？；は隨分金を出させたさぅだ。』 

おび ひろ 

「それ は あの人に 別れて からの 费用 にでしょう？ それなら 帶廣に 至る までに 殆ど 必然的に 入る だけで 

—— その 報告に； 大聲 にもして あります。』 

『おれ はま だ聽 かん。』 

『聽 かないで， 勝手 氣 儘な 想像 はおよ しなさい！ 而も それ を以 つて 人 を 責める 様な 口調 はどうし たの 

です？』 
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一 まァ、 さう おこらん でもえ いぢ やない か？』 

r おこります とも、 あなたの 出かた がどう も 匿くない i それに、 0. あなたの 社が 人の t 

どし で 相撲 を 取らう と 云ふ樣 なやり 方です。』 

『社が 仲に 這 入らん ければ、 旅行 も 出来なかった だら う？』 

『それ は 結構です、 然し 僕の あれ だけの —— また ここ 三 四日つ づきます —gg に對 して >  あなたの 

社で 何 ほど 出した と 云 ふので す？』 

9  ,  よく つ 

『そり ゃァ、 社が 直接に 出した のは少 い、 さ I 然し 1 』 

『御覧なさい！ 社 以外で 出た の はすべ て讓 氏と 僕との 關 係です。 そ 

れに對 する 僕の 讓禮 はメ  I ルに 原稿 を 書いた ので 十二分に 濟 んでゐ ます OJ 

IT だから、 その 點は 君に 禮を 云った ぢ やない か？』  > 

「禮 を 云 ふだけ なら かま ひません。 然し さう § まに 出るなら、 さし 引き、 それが" f したと 同樣 です 0『 

「然し さう 横柄に 出た わけで は — 』 

「いや、 お待ちなさい！ あなたの 態度 は 地方の へ ッぼこ 記者に 對 する 態度でしょう？ 地方の 記者なら 

それで 濟 みまし ようが- 僕 は 決して 許しません li ii も 亦 SI しいです！』 


^雄の は^ i も ili しないと 云 ふ 勢 ひだ。 そして、 忿怒の 爲 めに、 相手 を 見つめる 目が 燃えて 

來 た。 1*. は 然し 左 ほど 熱しない。 鬼に^、 お ほやう に 折れて 出て 11 毬栗 坊主の 1 文舉 希の 云 ふこと 

など、 どうで もい いと 思った やう だ。 

『ぢ ゃァ、 ^の1,^-に.^J^はなぃ!^Eは傀が取り消さぅ。 然し、 社で の 一 身上の 世話 は出來 ない ぞ。』 

『4,: 論、 て^んだ のではありません が、 もう * あなたに も 親み ません。 然しな ほ 一 言 云って 镫 きま 

すが』 と、 fig 雄 決して 新ら たに lliS を $0 つもりで こんな §1 云った ので はない。 餘り人 を 馬 

鹿に する 様な 昇の^ 皮をは^^ させた ので 1. 帶廣 から i ろ路 行きの 旅費 を 電報で 請求した の も、 天聲が 

それ 位の 請求 は あとから 出 來る餘 地を殘 した 口" をして あった からだと 云 ふこと を、 いつまでも 誤解 

を殘 さない 爲 めに、 はッ きりと 辯 解した。 

『そり や 天 1^ が 勝手 を 云 ふたの だら う。』 かう 云って、 昇 は 目を轉 じ、 自分の 庭の 松 ゃ获に 雪のお ほび 

らが どんく 降り かかる の を 21^ てゐ る。 

『そ I こしても n と、 義雄も その 方に 向き、 おもさう に 地上に 直角に 下る 北海道のお ほ 雪 .1 それが， 

もう- 所謂 消えない III だ 11 を 見て 、『僕が そんな 意志の ず辣 通が あなたと 天 聲*^ との^に あつたと 

は、 初めから 知らう 铐 がないです。』 

「觅に 化、 もう * 分った から、 その 話 はよ さう。』 
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『僕 も歸 ります o』  ra 二八 

8 は 立ち あず、 i-iiiil 靴の f  2 

"翻"" H の，！， パ あると 思 ふ。 下 を 向いて ゐる 顔に 血が 行！ ころもない ff.^ のか、 

萍に 被へ た 力 何となく 熱して 膨れ. まッ t  (。 

ォ さうた。 然し， 昇の は？ 曰の 上-石の 様 だと 思 ふ。 そして. また， あの 大きな 口が 5 宇に 延びて 

ゐ ると 0  ，こ f ま 匸 ， 

『また、 ひまに やつて 來给へ o』 

『いや、 もう』 と、 讀は蒙 方 I て 土間に っッ 立ち • 『東京へ 歸 ります。』 

『で tr 達者に し 給へ』 と 云って、 , か引ッ 込んで 行った 。 

どんく 降る 雪 は、 風がない のに、 た襄 雄の ii む 勢 ひに 亂れて か、 蕖 から、 お 

ぎの 樣な もの は 早く 北海道 を 去れと 迫る かの 様に、 渠の 洋服に まと ひつく のゾ ，。 

昇の 家の 角 を 曲って、 大1り0訧^^!^也：：^、£;1«1^^>ー、 1 :»,^Tfr  . 

. ？、 ぃミん  ^.^^ の If お 力 汇頃 出來ぁ 力った 永山將 軍の 銅像 だけ をむ き 出しにして， 

地へ た 1 面白くな つて、 枯芝 一 つも 見せない |§ を、 東に 進んだ 0 


無謀の 步 みは 渠が燒 けにな つた 時の や：： 惯 である。 渠は 骨て 燒けッ 腰の 餘り、 雨中 を どろ 下駄の 重み 

が. g にさ わり * 身 を その 場で 泥 i; 中に 投け 出した ことがある。 今 も 亦 殆ど さう しかねない 勢 ひだ。 

界の 横柄な 首 槳を思 ふと、 竊に さわって 溜らない。 あんな 奴の 爲 めに 原稿 を 書いて やったり、 身の 

たま 

上の こと を ® みに 行ったり した ことが、 また 瘕に さわって 溜らない。 雪が うるさく まと ひつく のが ま 

た疲 にさ わって ^ ら ない。 

『これが 一 M なら、 もう、 これ ッ 切り、 行き倒れに なっても かま はない！』 然し 北海道で 死に恥 も 生 

じじ ゃク  .S さむ 

き 恥 もさら したくな いと 思 ふと、 如何に 季節 上の 事情 を實 際に 知らなかった と は 云へ" 勇 や 氷 峰に 注 

む けんしす 

意 はされ ながら、 かう 雪の 降る まで まご/ \ し てゐた 自分 を、 無 見識 だと 身づ から 嘲 けらざる を 得な 

い。 

ゆ ふしゃ  f ん- 

ひ 出す と、 禅太の鐵詰^^！^者でも、 見切りの いい もの 等 は、 秋の 蟹 は 割合に 利益に ならない として 

疾 くに、 今年の 事 を 切り あゆ、 東京な どへ、 來 年の 發展 もしくは §i ^約の 爲 めに 出かけて ゐる笞 だ。 

まして、 その 见 込み も なくなった 自分が、 弟ゃ從 兄弟 を そのまま にして置くの は、 北海道よりも 早い 

しんた. S 

ぉほ雰 の 巾で、 渠等を 進 に窮 させる ばかり だ。 

きう 

然し それ どころではない. 一今 は 自分自身が 全く 窮 して ゐ るの だ。 一 一三 年の 經驗 があった から、 あの 

ぞく 之う し じん 

旭川 新 ii にゐた 俗謡 詩人 は あの 時に 逃け 出した の だら う。 また 自分と 1 緒に 歸 らうと 約束して ゐた森 
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本案の 上京 も、 たと へ、 父が 亡くなった 爲 めに 早くな つたのに せよ、 何となく II の 見ん に 鼻 

を あかされた 樣な氣 がする。 それが 如何にも 殘 念で 溜らない。 

む せんけん 

『こ I 先見の 崖 野郎！』 かラ. 自 f 自 f  g しても 見る。 然し、 f 對し てま i ひ 足き 

かった きろ も I 樣な氣 がする ので、 それ 喜 傳て 11 め、 昇が あとで 行かなければ ならない 

と 云った 北海 メ  I ル 社に 行き、 天 聲を訪 ふて 見た。 まだ 來てゐ なかった。 

また 雪 を 冒して、 集の 宅へ 行く と、 細君が 兒 を產ん だとい ふ騷 ぎだ。 

『それ はお 目 出た う』 と、 入り口に 立ちながら 云った が、 蒙 はこの 寒い のに _ 御く 苦 鋭な お 寿と I。 

渠は I の擎 を聯 管せ る もの はすべ てい や だ。 妻が き產 む、 そして 天に 對 する 愛が g ら ぐと 

いふ ことが 鼻に ついて 以來、 讀の Mi として、 また？ それ. ゐる まへ で 勇の 細君と 云 ひ 合つ 

たこと が ある 通り、 兒 を產 む 女、 兒を が f る男 なき 見る と、 馬鹿 だと も 下等 だと も 思 はれる 。 そ 

して * 兒と いふ 物 を 見る と、 最もうる さく ッて 溜らない ので ある。  - 

まして、 こんなに 氣 のい らくして ゐる||『$ ゃァ、 お I ァ』 とい ふ聲 かぞッ とする ま 

どい や だ。 早く 立ち去ら うとした。 

『ま ァ、 ちょ ッ まがり 給へ』 とい ふ 天 聲に向 ひ、 if そとから、 昇の 墓と それに 對 する @ と 

を 語"、 


『s?; が 社と 俊との 問に 立って、 意志の 棘 通を缺 いたの を 今更ら 責めろ ので はない から、 ただ 昇に 向つ 

て、 1!=; から も 一 つ 僕の 公明正大な 不満と 渠の問 遠った 態度と を設 明して 吳れ 給へ 1 ^はもう 歸 京す 

るから o』 

『^明 はいつ でも 出來 るが J と, 天^ は 心配 さう に、 『歸 京す るッ て、 金が あるか？』 

『なァ に、 持ち物 を 費り ッ 放す、 さ。』 

『僕 も 氷 峰 君と 何とか 相談して 見よう。』 

9  ^  t  ►  f  こ- 's*. す «  人 ぼつ 

r 氷^だ ッて、 今窮 して ゐ るから、 ね。』 義雄 は、 心安立てに、 喑にメ ー ル 社で もッと 奮發 すべき だと 

いふ こと を諷 じかけ た。 が、 どうせ IK® の 力で は 及ぶまい し、 昇に は 立派に 云 ひ 切って 來 たの だから、 

それ ッ 切りに した。 

そして、 そと を步 きながら、 まだ 火照って ゐ る 自分の 顔に 大きな 雪の 花が ぶっかる の を、 ひィ やり 

と 心よ く 感じた 0 

六 

*5 つ. >ん 

^^京へ歸ってゃると、 今度 こ そはいよ く 決心した が、 義雄 はお 鳥に それ を 語らなかった。 と 云 ふ 

の は、 まだ 暂 らく 入院して ゐられ る だけの 分 を拂ひ 込んで あるから、 それが 盡 きないう ちに、 鬼に 角い 
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何とかして、 自分 だけが 歸 京したい 0 そして、 ぶう せいつ 直る か 分らない お i と 遠く 別れて" ら、 手 

メ  j  力 げん  ぢょ 

紐の 上の レぃカ 減な 和談， で かの 女から 逃 ゆて しま はう と 思って ゐ るからで ある。 

一 日の 午！ t::; 雪 は 降り つづいて ゐた— まだ 簾 局が 引けない うちに、 震 は 加 藤忠吉を 停 i 

の 二階なる 會計 部に 訪問 リ 樺 太から 着て 來た 銘仙の 衣 物と 鬆と きッ そり 賫 つて 貰 ふこと きん 

だ。 151. 下 靈の拂 ひだけ は出 來る。 加 藤 は ゆれん までに 返事す ると 云って、 それ を 引 

き 受けた。 

め 1  ね 宅して、 義雄 はまた 汽車賃と 途中の 費用との く Hi を考 へた。 さし 當り、 目的物 は 銀時計と 金ぶ ち 

眼 i とで あるが、 これ はどう も 放したくない 0 いづれ も 去年の 末、 擧校 を^ 職した 時、 敎 へた 生徒 一 

同から 贈って 吳れた 記念 だ。 渠 はこの 一 つの 記念 を 見る § に、 あれ だけ 叱りつ けた 生徒 だが、 自分 

力 英語の 敎へ かたが 上手であった 爲 めに、 よく 親しんで ゐ たこと を 思 ひ 出す。 また、 擧 校に 關 係が あ 

つた 時 は、 一 曰 置きに 大き 島 を 出す ので、 それが 非常にい い. になった こと を 思 ひ 出す。 . 

で、 この 二つ ひ はつ ：3 どて；；： も 放したくない。 さりと て、 その他 鐘り 拂ふ もの L い。 再び あの 書き か 

けた 論文 原稿 『非 痛の I』 に 思 ひ 及ばざる を 得なかった。 あれ を if てで も 一 生 懸命に 書き あゆ. 

^9^京へ送り、 無理に でも 一 時の 立て 換へ をして 貰 はう と考 へた。 それに、 加 藤に 键んだ こと も 實際 う 

まくお く か、 どうか 分らない からで ある。 


この考へ に多少の活^^を昍&し、 j^g 雄 は 机に 坐 わる 用意と して、 ま づ近處 の 床屋へ 鬚 を 前り に 行つ 

た。 すると • 左り の：： n ぶたから あたまへ かけて、 ひたへ 中 を 縫って 赏 つたお ほ の 跡の ある 男が 散髮 

をし て^って ゐる。 

その 刃の！：！ 話に 據 ろと * 熊に ひッ かかれた ので ある。 鑛山 探檢に 行った 歸途、 その 熊に 出くわした。 

熊と いふ 物 は 人 の がする と^ける。 恨れ た 郵便 脚 夫な ど は， 遠くお や ぢの影 を a ると， その 場で 

石の 上な どへ 腰をおろし、 『え へん、 え へん』 など 云 ひながら • ゅッ くり 煙 革を飮 んでゐ る。 すると、 

向 ふから 近 よらない。 然し • どちらも 不意に I 問以內 のと ころで 出會 ふと * おや ぢ もび ッ くりす るの 

だら う、 ^ぐ 後ろ足で 立ち あがり、 人に 飛び かかる。 

そこ を， ァ イノなら ぐ マキ リを以 つて 熊の 胸に 飛び込み、 喉に ある 月の輪 を 刺す の だが、 、渠は そ 

んな川 も 乎 練 もなかった。 おまけに、 子づれ 熊と. * てゐ た。 子 は 逸け たが、 親 は 立ち あがった。 熊 

は- 2： 手が 利かない から、 胸 ぐらに 飛び込み、 そこに 額を當 てて ゐ たら、 決して 傷 を 受けない と、 兼て 

成ァ イノから II かされて ゐ たの を 思 ひ 出し、 渠は 夢中で その 胸 ぐらに つかみ 附 いた。 • 

熊と，：：： 分と は  一^に 倒れた が、 その 時 * 額 を かきむしられ たの だら う。 氣が ついた 時 は、 もう 熊 は 

ゐ なかり たが、 n 分 は〉  1 巾 血み どろに なって ゐる のが 分った。 

『然し 手術と いふ もの はありが たい もので、 目；セー までく り拔 かれた かと 思った ほどの が、 见 に^、 

憑き物  四 三 一 一一 
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四 S 四 

この 通り 直った の だから • なァ』 と 云った。 おとと ひも、 博靈へ 行って 陳列して ある iss 

ろい ろ 見た が、 あのお そろし いざ ま をして ゐ るお &T% の 胸 ぐらへ、 ぎして、 まァ、 つかみつ くこと 

が出來 たかと- 今更 息 ひ 出しても ぞッ とする が、 『お ほかた、 おそろしい 仏で 夢中に なった からで 

あらう』 と 云 ふこと を も 云 ひ 添へ た。 

床 M にゐ たも のら はすべ て 吹き出した 0 

然し 吹き出す ど？ 0 ではない。 蕭 は，？ ヒ心、 それが Is 文の 露に もなる の だき 

や この 新ら しい 絲 ぐち を 得た のと、 鬚 I つたいい 氣 持ちと に そそられ、 直ぐ 管 執る 氣 になって と.^ 

置た。 然し 旅行 前にち ょッと 見た ii さと I ひ 出し、 それ を I 材料に する 爲め 借りて 

來る つもりで 冇 馬の 家へ 行く。 

勇 はこ：：. Li ばかり •  I. 奥州 松 島の f  f ら來 た葡の i  pi. そ 

の slil をして ゐた。 讓の 而も 平凡な 騎的蟹 を 作ったり する 渠 として は *  if 感、 ドま 

みだと 義雄は 思った。 然し、 却って また そん なぞ 仏..^!^ に^って、 禪 など 云 ふ- 義 雄が つの - mc 

f ない と 不斷屬 して ゐる H? この 上 もな く あ-りが たがる もの だと I と、 隱，， し，， き， 


もなる o 

r ゆ ふべ で ゃッと 參祿は 終った』 と 云って、 多少 得意け になって ゐる 房に 向 ひ、 篛雄 は、 

『i と 云 ふ もの は、 僕 は 松 島で もやった し 江 州の え でで もやった が、 すべ て ャ野孤 M に 終る と 僕 等 

は 見お して ゐ るが、 君 はどう 云 ふ 結^ を^た？』 

『そり ゃァ、 僕 等に はま だ 分らない が』 と、 勇 はこ ちらの いつもの 壓迫的 態度 を^れ ようとす る樣 に、 

けつ < わ Z 

然し また SI 解 もして 見る 様に、 『いろんな 結染を 得る， さ。』 

『たと へば、 どんな 樣 に？』 

せ *》 し  ち ♦* た  J は 、 D  3 

『たと へば、 生死の 巷に 立って、 膽 力が 銀へ る』 

『KS  丁^な！ そんな こと を、 わざ/ \ 三十 棒の もとで 鍛へ て 貰 はなければ ならない 様な 人 問で は 駄目 

だ。』 

^ゥ めい  3 

『あの 先生 は • 然し、 打つ 樣な こと はしない ので 有名 ださう だ』 

『打た な (でも- ま？！ は 同じ だら う —— じ自 b^il が やれる と 云 ふば かりで、 而も それが 肝心の 內容を 

し K つ  * タラ しん  - r  • 

にして しまう もの だから、 死物になる も 同樣、 さ。 死物の 膽カ とか、 不動心と 力 云 ふの は ただ 

物に 感じない 無祌經 の^ 飾に 過ぎない。』 

ns は t;i 祌經 のぎ 1 を 離れて、 純 粹の觀 念 を 凝らす もの だ。』 
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r それが 旣に問 違って ゐる。 觀 念と は. プラト ンの听 胃 イデ ー を 刀.^ とし c、  t 1^ 

e/i  、 、 むしょくく わつ？  ンの^^言ィテーを.^めと1て、 全く消極的なもので、 

欠ツ り 人の 薦活 f 殺す 形式の 菌 になる 。簾 は il 敏 にと 動かす ベ 

て 緩 も、 墓 も、 靈 も- f もない とする の だ。』  き それ を， 

『然し 無我と いふ ことが 禪には 大切 だ。』 

『I に 霞なら、 もう、 ，い 4 も 入る まない I ァ 5 か？ 翁 ぼ i とまよりも、 

ケノ ぬらり、 くらり とした if  I 度で その 入の 無 g をぎ i ，てゐ る に過ぎない。 

a 舞容は 寿。 空 If 力ぎ ろで はな" mffi^^ 

ない の だ。 巧^ ^fsgi と續 sf に 於いて は- 耶 蘇敎思想と共 にわが 國 から 廳す 

へき ものん。 Is 廣が—— 無論 •  くそ 坊主 だが 11 棄 帝樊擧 派の 哲擧會 で、 「1 と はき や」 と 

いふ 演說を やった ことがある。 I! 

『まの 先生 ども は、 どうき 護の 謹 #g チ かりだから、 下らな， ことに 笑 はせられ たりす るの 

で、 iifa  Igrii きま 禪 はさう ではな S など 云 まれて 喜 

しがった。 そして その ま f は 何かと 云 ふに、 植上 で igs に Yf て 見せ、 曰く 云 ひがたし 

た I  I 

『不言の 言、 非 思 利の 思料な どと は瓢 @ なまづめ？ ぉ雜匕 くご、 ^^')|..  .  . 


ま、 メテレ リンクの ッぷ； ：.；^ もさう つ. V;5 り ；^： £.^.1 も とま マ： S 广 ilij  -vlj レ J さ： ス-: ささ V  r- 

.J よ ほ しゃ  かうた ふ は てき  — 

ゐる。 自然 主？^ の初ル 者に も •  r 默の 一 字 あるの み」 など 云って • 空^な 高踏派 的 態" R のが ある。 その 

何等の- 2： 容も、 先 命 も 握って ゐな いの だ。 11 

はっさう 

『僕 等 は 主 i へ 《バ として、. J:! 分の 云へ ない こと、 乃ち、 エキスプレス、 發 想し ない こと は * すべて！ の 

あんじ 

ない ものと 信じて ゐる。 たと へ發 想と サジェスト、 乃ち * 暗示と 云 ふこと と は 酉 別して 见て も、 一 押  = 示 

ほんのうり よく 

する 物 は Q 分の 祌經で 握って ゐる 物で なければ ならない。 そして、 その物が 本能 力であった なら、 ま 

だし も それだけ の 取り柄 だが、 それ は 心理 摩の 發 達した 今 n、 催眠 心理 SI- の 方が すッと 正確 だ。 そ 

れ も- E く 云 ひ 難しな どの 程 皮に とど-ま、 つて、 發想 もしくは 暗示し 得な いのは、 自分で 獲 して ゐな 

ちょくく わん じかく 

いこと だ。 まだ 獲^しても ゐな いもの を かう だと か、 ぁァ だと か、 直 觀自覺 せよ だと か 云 ふの は、 乎 

f ぎ 

の 平に 掘って ゐ ない 物 を てて 見よ と 云 ふのと 同樣、 人に 虛^ を强 いて ゐる のでなければ、 穴お， 5 を實 

際 だと^ 信して ゐ るの だ。 — 

『そんな ことで、 賢 際に、 眞の實 際に、 どうして 膽 力が 鍛 へられる？ 僕の 釗那 主義に 於て こそ、 充分 

さん **u  む ねんむ さラ . ぞくじ.^ ほら  • 

に^ 力の 鍛練 も 出来よう が、 三味と か、 無我と か、 無念無想 とか 云 ふ、 俗人 原が わけ も 分らす 喜ぶ 無 

«- いかう ちゃう 

J:^ ャ： 奴の 形式 を以 つて * 「思想 感情の 最高 頂」 も あきれら ァ、 ね。 11 

c^#>  た， S が 

『Q「L3 を^ i 11 ふん、 自己 を超絕 したる、 空 だ、 死 だ！ 大我 11 馬鹿な、 我に 大小 を 別つ の は旣に 

憑き^  Htlll 七 
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せき *, よくて き  pnll/ 

考へ 方が 淺薄 だ！ 積極的 — そ も 却って 消極的な の を 知らないの だ！』 

知らす 識 阜崖自 答に きて 來た 震の 長談 管、 勇 はがう 慰 P と 云 ひたずに して 聽 いて ゐた。 

力、 まだ 口を出さな いうちに、 義雜は その 辯 解 もす る。 

だ. S じょう 

『大乗と 力 ぺ乘 とかい ふこと S 敎 S に は 離れられ なくなって ゐ るが、 それ も 下らない こと ま. 

小？ あって、 大 f ゃァ ない とい ふ g、 扈 Qiill 人 Q こと を 下等 廳 I や ァ ない 

と 云 ふのと 同じで— I のき 藝の髮 き だ。 とい ふこと も. 僕が 井の 誓 志.^ 象 

即霧論 I ほ 様に、 全くの ナ シン グ ネス、 ぎなければ、 ただ 觀念的 程度に とどまって ゐる。 え. 

らい こと も、 玄妙き ともない。 えらい とか、 玄妙と かいふ 形容が つく 簾の 內容を 握って ゐ ないか 

らだ。 きへ 行く と- Isxi 主 sf て そ の內容 の 妻し £sg4r% と 正 ll^f を以 つて 

現じ 5:;: るので ある。』 


へう. J やう 


『その 慶と いふ こと をい つか f 詩の 論で 云った が』 と、 勇 はや ッと讓 の墓 を 引き取って、 『さ 

うい ふこと が， も あるよ。 S 物 裏 ひ 切って しまへば、 却って 物の 翁が 現 はれな 5 から、 g 辦 

の 和歌なる ものが 駄目 だと 云った 0』 

『さう、 さ o』 

「ところが、 禪 でも- 嗜示とぃ.4こと.！Mー一:f』.^t。  tAS- ンヒ ゝ f ぼ-、：  


ナなは 

f. そり ゃァ、 今 云 ふ. W: 容 がない からの こと、 さ。 僕 ゆ！！^ が嗜 示と か、 表象、 乃ち、 シ ムボ. - とか 云 ふの 

リ， >  .J んで ししん  ぐうい しゅだん 

は •  ^想と 共に 生きて ゐる。 ただ その 發 想が、 以心 傳心 など 云って • 胡麻化しの消極的寓^！れ手段では 

ない。 乃ち * 禪の 様な 無 I 經、 もしくは，&种經の假{〈.^的暗示でなく、 大膽で 赤裸々 の 人格 實 現が 發想 

その物で， それが^ もに 人世 全體の 1" 示に なって ゐ るべき もの だ。』 

『然し 禪に も內容 がな いと は 云へ まい？』 

チ きしゅ  とんち  ろう ^  tl.  、 3 

『ぢ ゃァ、 どんな ものが ある？ 隻手の 聲 など 云って、 徒らに ヰト、 頓智 を 弄して ゐ るに 過き ない OJ 

『顿 知 ：！ ではない、 さ。』 

「そんなら * それに どう 云 ふ ェ風を 凝らした？』 

『それ は 云 はない ことにな つて ゐる。 云へば、 ただ 人の 冷 あ を 買 ふだけ だから * ただ 自分で 自分の ェ 

船に しなければ ならない ぞと云 ふのお 11 さうな ると * 師に對 する 一種の 信仰の 様な もので、 信じな 

いものに はつ まらなくなる の だ。』 

-リ. * し. >  ぼくせき 

「信 不信に よって、 つまる、 つまらな いぢ ゃァ、 もう、 語る に 足らない、 さ。 木石 も； W と 思って 信じ 

じ こ さ. S みん 

たら、 ^^氣も^^るとぃふのと同様、 矢ッ 張り、 催眠術， よく 云って、 自己 催眠に しか 當ら なレ ことに 

なる 。晤示 も、 膽カ 鍛練 も、 そんな もののお 世話になる 必要がない。 僕 等 は 自己 催眠な ど 云 ふ 手" れ によ 

つて 消極的な、 が、 i な 宇 访を觀 する ので はない、 立ち どころ に、 の 自己の 覺 i^. 自 

^き 物  四 111.7 
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四 3  J 

201 1 の 充實- So ぎ發 f  ggr ので ある。』 ) 

. 『さう 云って しまへば、 さ うだらう が — 』 

『その 位 化， し！？ かうよ。 どうせ、 君の f 藝 して ゐる の で はない から- ね— まき gl 

考 一、 ね、 p^^^-;  、  クマ..' る、 力ら ね  僕 は あの 「氣秦 

^sh  xifiin  i0f  s 嬰に 

は f る 力、 あの 少敎 正の 書 を も 引き合 ひに 5? うと はぶから—』 

『見せても いいが—』 佳 少し i らしい 檨子 をして その f 出して 來 る.。 

『ちょ ッと 借りて 行って よから う。』 

『うん。』 i 急に 考 へた 樣に、 渡さう とし I を引ッ 込めて- 『借しても いいが—』 

„ お， くして は闲 ると 云 ふの か？』 義雄 はむ ッ とした。 

『さう ぢゃァ ない が —— 』  . 

r 矢ッ 張り、 夔 手の 聲で、 ぎ i だと 云 ふの か？』 

『いや』 と、 勇 はな ほ？ し f に、 『餘り 人に 見せて S て は 困る が * ねえ。』 

『力う 云 ふ 珍ら しい 掘り出し物 を 人に 見せないで、 する つもり か？』 

『s にさう でもない が、 —これが 君に は 立派な 材料に ならう が. 人から 見 f  ill 


て、 こん な 物 を こ ッ そり 讀んで ゐ ると 出 心 はれな い で もな い 力ら。』 

『これが 出來り ゃァ、 敎有 家と しても •  はえら ぃ笞だ —— スプリング ビ クチ ユアで も、 正直に 

云 ふと、 敎 in 家 は兑て S く 必要が ある。』 

『化 はさう 思 はない から、 ね。』 

『そんな こと を 心配す るから、 人 は 何も 出來 ない の だ。 新卞： 義を 主張す る だけ、 傀 は 大膽に 古人の 說 

を も 採否す るつ もり だ。』 

n!;^ は それでよ からう I 鬼に 角、 濟ん だら ぐ 返して くれ 給へ。』 

『よし、 心配す るに ゃァ 及ばん よ。』 

せうた 

義雄は その 書 並びに iir の雜誌 一 まとめ を 受け取り、 そこ を 出た。 そして、 ©の樣な小膽者は8^^ 

な禪 でも やって ゐ るに 丁 皮よ からう と 思.^ 

義雄 その 主き にも、 りに も、 博物館 わきの 湧き水の そばに ある、 自分の 好きな、 例の 幽靈 の樣 

た 小乂を 高く 擴 ゆた ァカ ダモの そば を 通った。 然し それ はもう 立ち 樹 ではなかった。 根から 切り倒され 

みき  みク 

て， ^が 降り、 雪が 積って るる 道に is たはって ゐる" そして、 枝 は 枝で 切り-格され • 幹 は 幹で 三つば 

，かりに f き i された ままに なって ゐる。 義雄は それが 0 分の 形骸で はない か 知らん と m5 つて、 しめ ッ 

ぼく 冷えて 來た 手に en いむ、 ^ を 叶 一き かけながら、 暫 らく， S みと どまって 见てゐ た。 

嫁き 物  四 四 一 
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立って ゐた 時よりも、 斡が すッと 長い 樣に S れる。 もう、 i ず はなく- き だが. 根 ま廣ぃ 道. 

iiiiii  a. 博物 纏內 Q ふち を 流れる 水の 上 こ 出， て 

ゐる。 そして この 木材に も 雪が 降り 積んで ゐ る。 

伊藤 公 追 II 以來の fip 思 は 富 た參禪論 に 於いてした 爲め、 神經が 再び 非き f こ 

なつ！：！ fr- のが、 t 路上の 放 I として、 駕 のしめ ッぼ さと 冷氣 ときって、 襲 は g 來 S 

きを 一 度 期に 目の前に 浮べ. 5.J。 

そして、 その 疲勞の P この 群 あった。 そして- それ を 踏み越える 時バ暴 へた —自分 は、 

も； 2r 肉皇 とが 分離して、 ぎ 活動の もとなる 肉の i が F ひ、 靈 ばかり I せッ こけた S ぎ 

の 亡者の 如く、 自分 I 命 I み f る Q では まか 知らん？ それなら • 爽 RQ 、画 Q&i だと。 


七 

きしゃ ゥ かう 


うへ 歸 つて 力ら、 赣雄 は先づ 『氣 象考』 を 請み 通— した。 木版 本で、 お ほきな 字の 本文の に、 ま 

た t 註カ澤 山して あるが、 簿 ッぺら なの だから、 直き 讀め JJO 


If ゾ 、はんぽん； 


J! が この種の 木版 本で、 渠 自身の i を はほんぎ るに 至った の は、 さきに 平 朝臣 i とい ふ 人の ^ 

木 柱』 があった。 こ I から、 囊 的 蒙 者 佐藤 靈の 『天柱 記』、 ip 並びに 同|の 農 


業お がの、 而も" W も 古いと 云 はれる i¥ ひ r; 大主敎 の 耶蘇 敎现 とから 綜合した 日 木 中心 主 穀を發 はし 

た。 

今、 また この 明治 十八 年に 於け る の 書に よって、 天 地 萬 物の 生々 的 威力 は 陽 根の 氣に某 一る す 

ろと 一： ムふ 思想 を 得た。 

C づ、 I も義 雄の 說に 於いて は 大切に なって ゐる もので、 渠 等が なぜ こんない ぃ考へ を 持って ゐ たか 

と考 へて 见 ると、 つまり、 わが 國の. il を 離れない からで ある。 そして 義雄は 宗派 化した 神道で はな 

いが、 祌 の 本源に さか 登って、 わが 國冇 前の 祌 代の 肉靈 合致 的 生活から • 欧洲 近代の 觀 念的& 

を^: 止す る 心 熟 的 表象 主 S—— それが 新 自然主義 だ 1 をう ち 立てた ので ある。 渠の 8^ 人生 

論 は そこに 立って ゐる。 そして、 日本中 心說 も， i ぎ 本位 論 も 心 熱 を 刹那主義に 追お しさへ すれば、 

1=^ 雄の 立脚地に ぴッ たり 合致して 來 るので ある。 

^雄 は 愉快に 『氣 象考』 を 蘭み 返した。 陽 根の 氣 (發音 • キ) が 發音上 tfe て 身の ミ、 祌のミ • おの 

ミこ もな つて ゐる など 云 ふ • 徒らに わが iii の 語源 的 説明に i 泥して しまった 弱點は ある。 また * あ 

ぐ わ いぞん 

れ だけの？？？： M を 有しながら • それ をう ち 消す かの 樣に、 齊 通の 宋舉者 流 の^を、 攀理 として は， 5； 存 

W に、 沒我 的に 解釋 してし まった 11 は ある。 然し、 赤裸々 に 男女 陰陽の 關係 を， 自作の 歌を以 つて 

云 ひ あら はしたり、 『古^記』 を 引用して 說 明したり して、 牲愁に 躍す る こと だけで も、 大膽に また a 
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1  にく、 Jl がい？ わ fs 生々 塞 を i して ある。 義 f 募 Q 『デカダンき で說 いた 最も 悲 if. 

自食的 戀愛觀 が， 時代 を 云へば 逆 だが、 旣に讀 まれて ゐ たかの 檨に 感じた。 

然し また 外邀 i もしくは 病氣 治療 的 手 あにば かり 落ちた ところ も ある 0 然し その 部分に 於いて- 女. 

の 瘤を即 治す るに は、 男の 〇〇 を當 てるに 限る と あるに 至り、 義雄は それ を 徒らに 手段と 見す • 眞面 

目に その！ S!f  ？ 自分の 農 合致、 ま 刹 ii 靈を 確かめた。 IQi 鍵に 威力 あ 

る 男性、 優强 者た る 自我に あるの だと。 

そして • 義雄 自身 は、 愉快の 餘り * 全く この 思想に 包まれて しまって、 男性的 じ自 I が 火の 樣に燃 之 

nj? る もの はすべ て 燒矗す 熱心が あら はれた。 火の 檨な 裏と 燃えて ゐる 刹那 は、 渠の ii 

M し 强ゃ考 ある。 その 狀 態で 考へ ると、 M の 熱心の 爲 めに、 募の If 燒 かれた ので ある。 自分の ぼ 

拜 者も燒 かれた ので ある。 自分の 友人 も * おぎ も- 敷 島も燒 かれた ので ある。 燒き盡 されて 無關 係に 

なった もの はま だし もい いが .半燒 け 5 まま. まごついて ゐる 意の 如き は、 - ai 

が、 その 問に * 自分の 體內に 浮ぶ。  ， 

然し 舊- 北 I 生活 を 初めてから. 今日 ほど. すべての 羅を SI して、 皇の f と i と を 

烈に 感じた こと はない。 

この を 害き さへ すれば， 自分の 論文 は 無事に 船；^ する の だと、 勇み 勇んで 机に 向 ひ、 ぶ 稿 紙の 上 


に^を持って行くとたん、^|1,、ぉ烏が勢ひ込んでゃって來た。 而も 出し 拔 けに 泣いて ゐ るので ある。 

『どうした？』 ふり.； 1: くと、 かの^^はそのそばへぺッたり坐ゎり込み、 義雄 にか ぢり ついて、 

『3^  くお 氣を id せ ー』 

『  』 1^^雄はちょッとぁッけに取られた0  - 

r-:^;^ を ：！^  く 直せ！』 かの 女 は渠 をつ き 飛ばす。 

『  』 

『〔十く 病 H- を^せ！』 と、 また、 つき 飛ばす。 

『  』 

『n 十く^ せ、 平 く^せ！』 お it はます く 顏を しがめ て、 義雄 を强く ゆすって ゐた。 が、 義 雄が 持つ 

てゐる も& かないで、 ただ B を 回く して 見つめながら、 かの 女の 爲す ままに ぐら/ \ からだ を ゆす 

ぶら せて ゐ たのに^ へられ なくなって か、 一 と St 高く 『直せ』 と • 渠を 机にまで つき 飛ばした。 そし 

て、 .E 分 は を 後ろに 曲け て • 握り 簡 めた 手 を 乳の あたりに 舉ゅ、 それ を ゆすりながら、 『え， え、 

ぇッ』 と、 齒を 1  は ひしば り、 淚を ほろ/ \ 落す。 

『  』 $g 雄 はな ほ 無言で、 わざとた だ それ を兒て ゐる。 
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『早く 直せ』 と- また かの 女 はっき 飛ばす。 

『よせ 丄 かう 突然 叫んで、 渠は かの 女の手 を ふり 拂ひ、 『おれ は ァ ない 丄 

!|. もッ とえい 雾 にきて 貰す ちッ ともよく ならん 辜ない か？』 g 顔を蕭 こ，. し 

つけて、 『もう、 死んで しまう』 と 云 ふ 1、 義雄 S 袖に 11 されて 聽 える。 

『まだ 死ぬ にや ァ早 いよ。』 輕く 受けて， 渠纏 I げ うち、 膝 まの 女の 1- へ 向けて、 『死，， たけり や 

ァ いつでも 死ねる • さ— 人の 死ぬ のァ 何でもない こと だ。 直ぐに も 死ねら ァ、 ね。 ただおよ き 

係が なくなる だけの こと だ。 1- 

『生き てても』 と、 お 鳥 は顏を あゆた、 『いや だのに— 死んで まで. 標 があって II る もんか 丄 

『ちゃ ァ 死ぬ さ IJ 火葬ぐ らゐの 世話 はして やら ァ o』 

『お前な どに 世話して もろたら， たまし ひまで も^れる 0』 

『棣れ るなら * もう • 穢 れてゐ らァ、 4<o』  、 

『だから- せと M ふのに 丄 なほ 恨き in くんで、 こちら S 顔 を 見る. 意 I る さう あみぎ 

力 うる ほって ゐ ると- 蒙に は 可愛く も 見える。 然し. もう、 可愛がって ゐ ると 見られる の を f 

たいので、 — 無論、 もう， 愛情の 八九分まで も 失せて しまったと 思 ふので、 _ 義雄 は！^ 起ん こして 

去った、 


Kl ほ 

『うるさい * ねえ 11 ぃッ そのこと、 お前の 望み通り、 お前の 形まで 死んで しまった 方が レぃ 1 1 

倒く さいから。』 

『而 倒く さい ものに 誰れ がした？』 

『おれと 加 あと • それから • ひよ ッ とすると • 寫眞の 先生と， その 摩 校の ハイカラ 生徒と I 』 

i ふ！ 遠 ふ！ そんな 吞氣な ことで はない！』 

『^;s な のァ お前、 さ。』 

『ぉ^！こそ^：：戚ぢゃなぃか？』 かの 女 は 斯う 云 ひ 放った T 病氣 になった 時、 is! ぐよ い 病院に かけて 吳 

れ たらよ かった のに、 Km の 様な、 あんなへ ッ ぼこ醫 者へ つれて 行て、 もう、 一 週間で 直る 1 もう、 

うし ごめ 

十 n で 直る と 云 ふて、 直る どころ か、 なほ 惡 うなった。 それから， 牛 込の 病院へ 通った て、 遲 かった 

ではない か？. &.^ 化に なって しまって 11 それ も、 毎日、 行けた のなら、 述が惡 いと あきらめ もつ くけ 

れど、 企が 出來 たり、 出來 なかった りして、 つづけて 行く ことがない 爲め • よくな つたり、 悪うな つ 

たりす るば かりで、 ちッ とも 直り やせん。』 

4" なが 

『慢^に なったら • なか-. (^直らない もの、 さ —— 氣 長に 治療す るに^る よ。』 

re 分ば かり 直った ので、 人の こと はち ッ とも 思 ひやつ て^れな いんだ もの。』 

『いくら ひやって ゐて も、 庇る 時が 來 なけり や ァ 直り ゃァ しない。』 
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- 『金 さ へ あれば • 勝 乎に 直して 見せる、 さ OJJ 

I いい I 者が 出來 あがる だら 鳥 i の をん 暴 具屋 さんの 胃 』蕭 は I の 持って ゐる 

ま愿 にかの 女.^ 身が コグク I げて寫 つて ゐ るの を 思 ひ 出し、 i 持つ 簾 機 を 肩に かけて 

るので * 足が 宙 にあがつ てら ァ。』 

『何でもえ ぃ丄 意 はこ ちらの tf  § した かし て顏|  くす る。 

『時に、 だ』 と、 蕭は 少し in. にず、 『さは ，金と 云 ふが、 さう 澤山 出來る 見込 はない よ 

I- ここ ハ も别ひ をす る 必要が あるから。』 

『然し、 金の 出来る 見込みが あるの？』 

『心配す るに ゃァ 及ばない よ， I 謹の 方 はま だ 新ら しく 拂ひ 込む 曰 は- f いだら？』 

『來 たら、 困る ぢ やな. いか？』  •  . 

『どうかす るよ— まッ こと あ  1 なら、 おれ だけで I 京へ 歸 つてく ェめ • する >  さ。 東京へ 歸 りさへ す 

れば 何と 力 出来よう o』 一報 雄 は 一お a に 自分ば かりの 歸京を ほのめかす。 

ns つてし まへば- 自 あばかり はよ からう、 さ ！ 』 

『そんな こと はない、， お前の 入院 料の あと を 心配し なければ ならない かき 


『へん！ そんな 人の；；；^ 休めになる こと を 云 ふて、 —— 離れて しもたら、 えい 氣 になって， それ ッ切 h> 

になる の だら う？』 

『さう 思って ゐ たら- 遠 ひ はないだら うよ。」 

『ふん、 いや だ！ いや だ！ いや だ！』 かう 身 を 鳴らして、 お 鳥 はまた 義雄 をち から 强く ゆすぶり T い 

や だ  >  いや-た！ 歸 つたら、 承知し ない！』 と • こわい 目 をして こちら を瞰 みつける。 

『ぢ ゃァ、 S るまい。 その代り、 おれ は 何もし ないで、 遊んで ゐ よう。』 

『それ も 許さん、 金 を掎 へて 來ぃ！ 金 を； S へて 來 い！』 

『どこで よ？』 

し <K だ 

『島 W なり、 どこな りで。』 

『ある もんです か？』 

『ぢ ゃァ、 どうす るの？.』 

ろ んぶぺ 

『どうす る 5 ぱて もない ods 雄 はわ ざと 斯う 云った。 論文 を 書き あけて と つた 興；^ は、 お 鳥の ほめに 

どこ へやら 行つ て しまったの を おぼえる からで ある 0 

『だから、 ^^るとぃふの？』 

『うん、 歸る かも 知れない。』 
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r 歸 つたら、 もう、 駄目 ぢ やない か、 あたいの ことな ど やしない！ 一 

『ぢ ゃァ、 I 緒に 歸る • さ。』 

、『いや だ！ いや だ！ また あの 氣違ひ 婆： -ァに J と、 篛 雄の 111! のこと を 云って、 『いろんな こと を 云 は 

れる ばかり ぢ や！』 

『ぢ ゃァ、 どうしたらいいんだ？』 

『ここに をって、 工面す り やえい、 I 東京へ t 仃 たら、 また 院 にも 這 入れない にき まって る o』 

『さう ともき まらない、 さ o』 

『では、 直ぐ 大舉 病院へ 入れて 吳れ るか？』 

『入れて やる、 さ。』 かう 答へ たが、 實は、 f 身づ からさう 云ふ氣 にも なれない ので ある。 

『うそ ぢゃ、 う そぢ ゃ丄 お 鳥 は 今度 は 自分の からだ を ゆすぶり、 『病氣 がいつな^ るか 分らない のに、 

J 力なければ 心配 ぢ やない か？ も 5、 十 1 月に！； だった から、 十日 も 直きに 來 る。 したら、 また 51^^ 

料 を拂ひ 込まねば ならん。 —ふん』 と、 またから だ を ゆすぶり、 ゐても 立っても ゐられ ない 様子 を 

して、 淚を こぼす。 すすり泣きの やうに なって、 『もう、 直り やせん！ 直り やせし！』 

『今夜に 限って、 どうして さう 泣く の、 さ？』 

『それでも • つら いぢ やない か？ 人が 苦しい Sj をして をる のに， ちッとも田5って！1^^に.^ ハ 5 let 


パ じ！ 》<\ 

『入院 さして ある 以上に 思ひ樣 がな い OJ 

おうせつしつ 

『それでも、 今、 あの^ 馬のお ゃぢが 病院へ 來て， あたい を 應接窒 へ 呼び出し • 下らん こと を 云 ふぢ 

やない か？ いやにな つてし まう！』 

かう き しん .* 

『  』 まさか、 あの Ef; がく どいた わけで もなから うと 思った が、 義雄は 多少 奸奇 心に 躍られて、 

『何 を 云った の だ？』 

うし すがた  e ら 

『お前の 一:^:-^  くち • さ。』 お 鳥 はこ ちら を その 有 馬の 後ろ姿に でも 對す るかの 様に 豚み つけながら、 『とて 

も、 兄 込みの ない e;- だから、 11. く 手を切れと、 さ。』 

『切れるなら、 直ぐに も 切らうよ。』 

ぢ. M 

r それが 行けん と 云 ふの ぢゃ い！ 早く 病氣を 直し てし まへ！』 かの 女 は 言葉と 同時 に 義雄を 叩 い た。 

あ ひて  *  n 

『あんなお や ぢの云 ふこと など 相手に せんでも えい！』 

『おれ もぢ ぢィぢ やない か、 お前の 言葉に 據れ ば？』 

『ふん， そんな こと はどうで もえい！ 』辆 氣を 直せ！』 かう 叫んで、 また 義雄を 叩いたり、 つき 飛ばし 

たりして、 『今、 衍 馬へ 行て 來 たと 云 ふぢ やない か、 同じ 樣な こと を 云 はれた の だら う？ J 

『なァ に、 おれに ゃァ、 もう、 何も 云 はない よ。 J 
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『うそ ぢゃ、 うそ ぢ や！』 お 鳥 は 然し 氣を まわした。 そして、 義 雄に せがんで、 『あたいの 惡 くち も 云 

ふたので、 匪して をる のぢゃ —— 白 狀 せい、 白状 チ- い！ 一 

『云 はない ッ たら、 云 はない！ もう、 歸 れ！』 義雄は fl し 切れないで 云った、 『おれ は^これ を 書き 

出す ところ だ。 これ を 早く 書き あげて 原稿料に する ほか、 別に 當 てがない の だ o』 

『泥棒 を 免て 繩を絢 ふこと をして をる のぢゃ In 間に合 はん ぢ やない か？  二 

『問に 合 はない と 云って ぐづ くして ゐり ゃァ、 なほ 間に合 はない、 さ。』 

ぢょ 

『長くなる の？』 かの 女 も 俄かに ちょ ッと氣 を かへ たやう だ。 

『うん、 百 五 ニハ十 枚に はなら う。』 

『まだち ッ とも 書いて な いぢ やない か？』 机の 上の 原稿の 枚 數を數 へて 見てから、 『まだ 三十 枚し か 出 

けて をらん。 いつ 出き る ことか 分り やせん OJ  . 

てつ iL 

『だ 力ら * さ.^ いで、 徹夜して でも 書かう と 云 ふの だ。 邪魔になる から、 歸 って資 はう。』 

『歸 ります、 わ』 と、 お 鳥 はしぶ く 立ち あがる 。『氣 の毒ぢ やとお もて ぼって をる と、 Yg、 この 苦 

しみを察してai^^なぃのだもの 11 あさって は 天長節 ぢ やない か？ それでも • あたいに は 何の 樂 しみ 

もない。 银日、 毎晚， 生きながら 地獄へ 這い 入って をる 様な もの ぢゃ。 夢にまで？ IS しい 目にば かり 會ふ 


て をる  直さない と、 取り殺して しまう • そ！』 

かの 女 は がの を 1K ふ 時に こちら を瞰 みつけて しまう。 その あとで、 渠は 直ぐ 筆 を 手に したが、 

つい、 今し がた いて 來た 思想の 引き締りが 丸で ゆるんで しまって た。 そして、 その ゆるみ を 骨ぶ し 

から 感じて 來て *  p 分の 生命なる 努力 は旣に 過去の ものに なって しま つた 様な 氣 がする。 

维 がー， M 動かない。 そして、 お iil の 色. 01 い、 堅太りの 肉 11 それ を義 雄は朿 京で 引き受け たの だ 

11 の 段々 瘦 せて 來た姿 ばかりが あはれ にも？ ひぶ。 不斷 から 癇の强 い 女で、 少しで も 熱が 出る と、 な 

か/ ら ない。 或 醫# がかの 女 を 祌 經で以 つて 身づ から 氣を惡 くして しまう お 1^ だと 云った こと 

せ い しん さくら 

が ある。 それに 遠 ひ はない ので ある。 これまでにば 兎角 • 癥ゃ 精神 錯亂を 起し = ^い 女 だ。 やがて は、 

めんぜん  3 

まヒ ヒステリ^に 客ち るの だら うと 思 ふと， どうしても *  口 i- く かの 女の 面前から 遠 さかりた くなる 

義雄は自分の^^，が^々 ヒ ス テリになる に從 つて、 自分 は 段々 に それ をい やにな つた 經驗を 思 ひ 出 

しし JO そして 再び 第二の ヒス テリ 面 を 兌て ゐ なければ ならない やうな ことになるの は、 忍び 切れない 

と 思 ふ。 然し * 本妻 を も、 お 鳥 を も、 ヒス テリな どに する の は 自分 だ、 自分の 熱 刻 もしくは 冷 刻な 性 

ぜんしん ぞん りょく  せん "やう 

^からの こと だ。 自分が t 友す る もの に 全身 全力 をう ち 込む 代りに は、 その 愛する もの を 全く. 41 領し 

てし ま はなければ 承知し ない。 この 自分の 性質 を 知って、 妻で も * お 鳥で も、.. それに 合する 様に 努め 

た 時代が ある。 然し 自分に は 満足が 出來 なかった" 自分の 深刻な と 思 はれる 心中まで、 いづれ の 女 も 
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十分 i 入って 來る 霧がなかった。 I に 向けるべき f 寶 子供の 方に 多く I 农 いてし まった 0. 

t は廳 § め 1 供が 祟る をり がなかった の はいお、 妻が 子供 裂いた と 同じ M マ 等、 

かの 女 自身に f 保留して ゐた。 自分 は その いづれ にも 満足が 出來 ない。 そ I 足 I ない ところ こ 

満：！ ：r うと 努めた のが、 女 どもの 精神と 祌 f  II た。 そこに、 妻の ヒス テリ や 奮 級 

あ 長させる 匿が あった。 然し その ヒス テリ I が墦 長す る だけ. li 等に 對 する 緩 も， 

長した。  ， お r  ^te- 

然，. ^これ は II いので はない、 女 どもが 募の 熱中す， ft^ 的 性格に 這 入って f い it 

性ッ 骨が 惡 いの だ。 かう して、 おのれ 自 5? から^ 氣 にな^、 おのれ 自身で 恨み 瘦 せに 瘦 せこけ て亍き > 

やがて は 死んで しまう の だ。 それが 淺 薄な 女 どものう II だ。 みんな こちらの 爲 めに 精神的 •Lmgllc 

取 4 ら はれて しまう の だ。 かう して、 妻 も 死ぬ のおら う 0 意 も 死ぬ の だら う。 然し 自分自身 も 亦、 

かう して、 やがて 死ぬ の だら う。 つまり、 さう a つて、 

『死ぬ もの は 死ね』 と- 義雄は 自分に 一 喝 した。 そして、 『どうせ- いやな もの は 無 用のち％% だ！ 自\3 

に關 係ない もの、 自分に 合しない ものに は、 すべて 愛情 も 未練 もない』 とい ふ は l^i を 盛んにして、 攆 

かに 過去の 努力 を 復活 させた 樣な氣 分になる。 


然し、 どうも 錄が 執れない。 赏 際と tfclr を" 1^ 船 5^ した 主観が 現じて f ないから でも あらう と 思- 

て ぢか 

ひ、 らく 氣を轉 する つもりで、 有 馬から 受け取って 来た 東京の 雜誌 を、 手近に ある ままに、 取って 

見る。  わ しゃ 

E 十 稍 m 文^、 文 世界、 その他 を ひらいて、 文 藝に關 する 談話 や 評論 を 飛び 読みす ると、 その 話者 

さへ1^^は太抵こちらの慰1っに知ってゐるものではぁるが、 非常にう とましい 樣に思 はれる。 と 云 ふの 

は、 その 話题ゃ が、 相變ら す、 iiil^ 度と か、 客観的 描寫 とか、 小主観の 排斥と かば かりだ。 

自然主義 文藝の 初歩と して は、 さう いふ こと も 必要で はあった らうが、 そんな ことば かりで 现 代の 自 

然 主義 は 成立 しないの である。  か ： 

臌％ぃ晰^^觀"ぃふことに達すれば、 主觀の 大小 ii" は 勿論、 こと 更らに 客觀を 物質的、 外存 的に 考 

へる 必要 はない。 且、 この 主義 は 徒らに 文 藝の問 ではなく、 直ちに 天地の 糾 織と 社會の 根抵 

と を 粒 g する 宇宙 觀、 じ. f 生" 離んで ある。 それが 乃ち 義 雄の 刹那主義 を發 表した 論 著、 『新 自然主義』 の 怖が 

i が ある。 g は 東京に 於いて 口が"^ ッ ばくなる まで も それ を 論議し、 友人 等 も 多少 それ を 認めて ゐた 

と 思って ゐる。 然し、 渠がゐ なくなつ てから は、 渠等は 殆ど それ を 忘れて ゐ るかの 如く、 矢ッ 張り， 

もとの 切 ク^な 說を 繰り返して ゐて、 一 向に こちらの 影響ら しいの が 見えない 

( >  .7)1  なう しふ  ぐ わい へ- 7  T 

もして、 一方に は、 まだ、 まだ 自然主義が 起らなかった 時代の 考へ を套醒 して、 外 表の 事件 その物 
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y^^f^^L. 少し 急の 內容の 適不適に 及ぶ 素， if ない 檨な 藤ばず だ。 盜， 

p^ll-o 女 f 描いた から、 愿 がって ゐる。 謹 や i 雜， ま、 よくな，。， 

i てな く. 重 I なけ i  。  f. 美で ない。 苦しみ fs 白くない。 

などと、 JlmmiLt  inaKf けに も g てゐ ない こき かりで、 すべ 

uuf 耽溺、 ^Mifiri どん i し iii 入つ 

て ゐるカ そこまで 窮める 力がない もの 等の 說 だ。  フ 

義雄は それ を 見て 自分の 説が 大して 鋭 g うして 

It  レ匸に タ iiW すると 同時に- 自分 .：，5. てんな 頃 a- しく 

もない 東京の 文界へ 再び 舞 ひも どる 氣 がしない。  ff 

『矢ッ f  、 簾に よって、 霞の iilg でなければ なら ま。』 と f と、 is 

が现 If i 婪 I、 餘 lift- 学る 基った？ 今更ら f 羞 た 写 一 U 

M 警 び 呼び 起して、 自分の 主義 を 十分に 吹き込み、 二葉 亭の考 へであった よりも も y  IV. 

文 者に して 見た くもなる。  ： 

自分 も 亦" うせ 死ぬ の だ。』 いや、 自分の M が旣に 過去に なった 上、 ： ての 努力の 

f さな 力った とすれば、 もう、 自分 は 全く 死んだ と I だ。 などが あっても、 何ても ならな，。， 

代 §1 が 自分の, S その物に なって ％ なければ 駄易。 だから、 自分 その物の 需はさ 


空しく 華 を 勁 かさう とする 形骸ば かりだら うと 思 ふ。 

かう a と • もう：^ の 努力 も 氣も なくなって しまう。 ええ ッ！ どう ともなれ と * 自分で. nn^R の 身 を 

•  »  ゆ-. S/\»J ゆぎ 

1€!^の上へ投げる。 そして •  n!s^ 考』 の^ 氣 あろ 說を考 へる と • 自分 も それ 以上に 生々 主義 を 主-おして 

ゐ るの だが • 自分の ぐぶ 力 も. も、 却って、 その 說 から、 外存 的に、 たと へば 地面が け ふこの 頃の 

寢 雪に！；： li されて、 段々 谏 つて 行く 樣だ。 

そして、 ふと、 加 膝が まだがない のに 思 ひ 及び、 渠に 輟んだ ことが 出來 ない の だ、 な、 と考 へる。 あ 

の 衣 物が あれなければ、 下 {^嵐 の拂 ひも 出來 ない のお。 それが 出來 なければ， 旅费 だけ をた とへ して 

^れろ ものが あつたと しても， 歸れ ない にき まって ゐる。 

『f ^藉公 は に 死んだ、 な ァ！』 そして 自分の 生き 耻ぢを さらす のが 意氣 地ない 樣 になる。 S は 際、 

自分 は 自分の 主 ug を 自分で 持ちな やんで ねる。 主義 さへ 棄 てたら、 死んでも いいの だ。 い， 無 主義 

は^ 際に 於いて 死お。 

かう 考 へて、 ，§111の鄉.^.と降りしきる音を聽きながら、 該雄は ぼんやりと 横にな つて ゐる。 午後 十- 

一  時の  計 を 数へ  た。 

はう もん 

そこへ *  丁皮ぉ鈴の^^  * ぬ 口 鶴 次郞が 訪問して 來 た。 

『まだ g に 這 入って ゐ ない、 な o』fI わって、 酒のに ほひ を ぶんくさせる。 
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「  』 義雄は 投げ出して ゐる 自分の からだ を 起さう ともしなかった。 

『起き 給へ、 君， 女郎 買 ひに 行かう o』 

『この 雪に 僕 はい や だ。』 

『返り やしゃん すか、 この 雪に』 と 歌 ひながら， 鶴 次郞も そこに 横にな り • 病人 2IS いた，， . 

田村羅 gsisf 歸 つたら 花であった が •  IT.  0^fi^a?. 

ゐる ことな ど 基った にた。 それから、 I、 擎 等 I して、 羅 の歸京費| しょうと い 

ふ 相談が ある こと を 語った 0 

『急に は 行くまい が • 誰れ が 何 ぼ、 彼れ がいくら とい ふこと を島 田 君のう ちで 書いて をった よ。 僕に 

も 出せと 云 ふて をった。』 

『僕 も、 そんなことをゃって^^らはなければならなくなるとは、 北 I に 於け る 新聞 IQ なれ I て 

見た 樣ぢ やない か？』 


ン  ぼ あ ひ 

IT 然し、 この 餳合， 止む を 得まい からと、 島 田 君が 云 ふて をつ jjoj,  ： 

i^. 僕の 爲め にやって 吳れる ことなら、 僕 はこと わり もしない が I 』  一 

『fff^-は知らんっもりでをったらぇぃ、 さ。 僕 等が 5 まくやる から 1 J  ュ 

とんな こと を 話してから- 鶴 次郞は 再び 最初の こと I つて！！ つたが、 譲 は g じな かつ ヒ。 嵐す 一 


る だけの 力 も 出なかった ので ある。 すると 鶴次郞 は義雜 の^ 時計 を^せ あす、 退す からと 賴んだ C- 

^進 は それ を信 じて、 記念物の 1 つ を 鶴 次郎に 借した。 そしてい つも 最も 近く 自分の からだに つき 

添って ゐた 時計の ちゃきく 云 ふ 音が しないのに 氣が附 いた 時 • 自分の 身の そがれた やうな 寂しみ.^. 

おぼえた。 

i^ニ：^に加藤を停^sl.場ニ階の^^?slr訪ふと• きの ふ は 要領 を なかった から 失敬した が * 今し がた 

きまって、 現金が 手に 這 入った からとの ことで、 それ を 義雄は 受け取った。 然し 夜に 入っても • 鶴 次 

郞は 時計 を 持って 來 なかった。 

きおく  せ <\ ひし 

そのまた^=はズ^^^^§5^。 同日の 北海 メ ー ルに は、 義 雄の 『天長節に 關 する 一 記憶』 と：^ ふ 小品 的 

な 原稿 も 一 段 半ば かり 出た。 

ヒほ^ Q 天長節に は 1^ 年 必らす 雪が 降る と 氷 峰 等から 聽 いて ゐ たが、 菜して その 通り だ。 然し 午後 

から そしが. た。 そして、 お 鳥 は 珍ら しくに こくした 顔つきで やって 來 た。 かの 女 は、 この頃 沈 

み S つた 顔 をして ゐ なければ * きッと 泣く か、 怒る かする の だが、 け ふに 限って 遠って ゐる。 

『さう 天 長 が 嬉しい のか？』 

想き 物  九 
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』^" ；^。 4 はない。 別に 嬉しい ことがある。、 さ。』 かの 女 は 自分の 躯 fii せよ と 云 ふ. 

『 1 』 見る と、 そこに _薛 き f ゴム 樹が さされて き。 それ を 震 は どこかの 男 か I つて 來 たの 

ではない かと 疑った ので、 『どうしたの だ， 隨分 # なので はない か？』 - I の 

『さう • さ。』 かの 女 はに こっきながら T 林擒 I つて やる からと 云 ふて- 東京の 塞か 急っても ろ 

たのち や —— ゆ ふべ 届いた。』 

r 男の 友達 だら う？』 

『女、 さ * 國 からこな いだ 出て 來 たばかりの on 

it  、气 念 を 押して 見た が、 i かの 女の ％i がいいの は、 うるさくない，、 f0. 

ぶいと ころ だ。 『からだに さしつ かへ ないなら >  し 市：^ を ぶらついて 見よう か？』 . き 喜 

『行 こ、 行 こ」 と • お 鳥 も 勇み 出し > で。  . 

hi いが 通る と、 誰れ でも、 うるさい ほど g くよ』 と は、 かの 女の 常からの 裏で、 こち 

てから も、 矢ッ 張り さう だと 「みって ゐ る。  ー  S 

『あれ だけの？ カラで、 もッ つたら と 、人が 氣纖 がつ  雄 

やかす と、.^  Q お まお 化， P こヌ" つ r、1^:、 じ，^、. ク  』 ぎ. S 力む 


雄 はそんな こと を かの 女の さした 櫞に附 けても 思 ひ 出した。 

二人 は 停. 取 場 i り を 大通りへ 出て、 南 一條、 ニ條の 賑やかな 街を步 いた。 人通りの 多い ところ は、 

五六 寸 も-おん だ奪基 の兩が はから にかき 寄せて あるが、 人の 餘り f ないきろ の 道で も • 雪 

がさく くして 水： ：i がない から、 さう 歩きに くく はな V  しん 

您； k ん では あるが、 精 雪の 天地に 家並みの 阈 旗が ひる 返って ゐ るの は、 如何にも 新^で、 氣 持ちが い 

-0 主：^ Q 人々 も、 1£;-E と は 遠って、 よそ行き 姿の 景氣 がいい 様に 見える。 

I  f.Ay^  X  /  2  5  ■  やう ふく てん C  *  くてん 

fe. 雄 はお 烏に 從 つて、 まん ゐ 井に 立ち寄った。 セルの 被 布 を 催促す る爲 めで ある。 その 洋服 店と 口. 服 店 

と は、 いづれ も 一： ：1 い 西洋^て で， 賑やかな 街の 兩角を 占領して、 厳しく 分立して ゐる。 そして、 諸國 

の MS を 結びつけた 綱 を 四角の 方々 に 引き まわして あった。 そして、 また、 曰が 日 だけに、 店 さき は 

なかなか g> はって ゐた。 お lil は そのけ 良^ Is にお それて 大膽に 這 入り切れなかった ので • 義雄 がさき 立つ 

て、 お ft の I： ム ふこと を 取りつ いで やった。 

お^は 途 やから 車に 乘せ て^れろ と 云 ひ 出した。 局部が 痛み 出した ので、 歩いて 歸り 兼る と 云 ふ。 

僅かの^を^^もっまらなぃと思ったから、 義雄 はかの 女 を つれて 氷 峰の 下宿へ 飛び込んだ。 すると、 

お 鈴さん が 盛装して 來て ゐた。  しょたいめ A 

^雄 はお， a を、 氷 峰 はお 鈴 を、 W ひに 引き合せ たが、 いづれ もま だ 正式の 夫婦で はない。 初對 面の 
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『u 長 u 草と ろ u ふのに』 と •  S は If かき 起しながら 蒙に 向 ひ、 『困った * なァ I 足がない 

のて そとへ も 碌に 出られん 。たと へ 出られた として， 面白い こと も. 何もない 、さ。』 足 力ない 

『御 同前 だが、 ね』 と- 蒙 は 受けた。 『さう すると、 雜誌 は 今月 出ない のか？』 

『とても、 出せん 11 金の 出 どこがない。』 

y パ崎 は、 もう • 駄目な のか？』 

『駄目 ぢゃ、 なァ —— ^f^v ^ C ) 

ォ.^.^ この頃，. - 安に 周旋 さした 力の 口から 矢の 如く 催促 を 受けて をる。 そん 

Ml やな 力った と 云 ま 周 I の 5 安 I しまわって をる。 あのお ゃぢ はまた 自分が 

け u  : ので y はへ つられない I ゆて をる。 —面白 I、 さ。 ！ 

H いよ： |疆 の— 露、 今回の が 僕の ありた けの S をし ぼり 出し ら樊 

^ は 止む を 得 PS 囊阜？  ニー 號で つぶれた と 世 はれ たと へ f 殘 つたと 

U も、 僕 の將實不|ぢ や。 ，fl びいくで はない！ の 十！ は"" に"： 

ん i、 い ッそ來 年 元 曰 湿 行に 變 へて、 十二月 中に g§ をして、 章號 から 大詹と しょえと 

も 思 ふて をる o」  力 4 


『早く^な 金主 を 見つけたら どう だ？ J 

「さう も 思 はん ぢ やない が、 その 船 M として、 今の 社長と 閱係を 緒つ 時機 を 見て をる の ぢゃ。 僕 

を 信じて 资本を 出す ものが あると しても、 それが 社長の 左右す ると ころと なって しまう 樣 ではつ まら 

ん から • なァ o』 

『無論 だ。』 

めん <  „ 

『時に、 ど うぢ や —— 北海道の 雪に は 面喰らつ ただら う？』 

i かせら..^ てはゐ ながら』 と、 少し 船 f を 船 じながら、 『その 時になる まで は、 まさか、 まさかと 思 

つて ゐた * ね。 — 然し、 こッ ちの 雪 はば さくして ゐて、 その 降り 積む 樣 子が 内地のと は 逸 ふ^だ。 

その上、 雪の つんだ あとの は 如何にも 氣 持ちが いい。 うらら かな 太陽が G い 上に 反 2^ して、 空氣 

けんぜん 

が 如何にも 新鮮で、 健全ら しい。』 

ふ け. 3 ぜん 

『伊、 公の 演 を L て氣逸 ひに なり かけた 人の 雷と も M "はれん、 なァ。 この 不健全 文學、 神經 衰弱の 

fggll.ll かう 云って、 氷 峰は義 雄の 顔に ほほ ゑむ。 『あの 時 は 僕ら は 突然の 話で びッ 、りしたん だ。』 

『健全と か • 不健全と か 云 ふに は』 と、 義雄も 微笑 を以 つて 受け流しながら、 『俗人、 俗見 者 流が 考へ 

る^な 展 別が つくもの ぢァ ない。 $e 識ば かりで 事に 當る もの は、 表面上、 健全 だら う" 然し、 餘り髙 

"ところへ も • 深いと ころへ も %觸ゲ る ことが 出來 ない。 ところが、 その 高い ところ • 深いと ころに 
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き sra-  AIL-- し • - じんせい しんさ- f  四 山 S 四 

.  ^i^a. それ を 握 i 努力が 入る。 a 

プ 力不足す し 卜 ゐる そして、 麓の 努力に は、 たと へ 身心の P う、 神 經の薦 が 伴 ふ ものと しても、 

その 灘囊 まで 崖る f 者が 不健全で、 f 爵ま I 家が 重 だと 云 ふ I はっくまい。 t 

しん は、 F 力つ くと しても、 そん ま 別に 由って 無意義の 健全 を まものに は、 進んで 不健全と 云 

は^る だけの 名譽 も：^ 識もぁ る ベ き 寄 がない ぢゃァ ない か？』 

む 『よ 何 ゆ  1 らんが、 然し 僕 は 矢い ソ 1  識家 を以？ ¥ る、 なァ I 第 一 、 僕 は 君の やう 塞 苦しい 

菌裕の 努力家に はなれん。 か けて、 た i する んぢ やから、 な ァ。』  堅.^ 

『1 常 證が擊 に それ を と 見る の できて、 がその 人の Mr つたら どうす る 

？.』 

『あたま はち よん 體と來 るか、 な？』 

女 ども は 笑った。 

「11 ひ 給 ふな。 常 簾 こそ、 ちょん？ つけて ゐ るべき I、 僅かに それ I り 去った 1 ビ 

よそ ほって ゐる に過ぎない OJ-  i  7^*^ 

『然し、 鬼に 角、 君 は 何と 云っても. i は 保 塞で t ことが 分った よ。』 


『無 僕 は n 本 を 中心とする 立ち 場に 於いて は 保守、 干； 義、 さ 11 然し • その また 奥に、 靳 新な 態度 

を發 して ゐ るから • その 點に 於いて 新時代の 戰士 として 努力した の だ 11 また これから もす るつ も 

くわ こ 

りだ。』^^雄はそれから少し^を31^ぃて、『が、 斯う 弱つ ちゃ ァ、 撲も萬 事が 過去の やうで 11 僕 自身 は 

旣 にしゃり かう ベ か 何 かの やうな 氣 もする。』 

しつば う 

『さう 失望し 給 ふな。』 氷 峰 はこ ちら を 慰める 樣に云 ふ。 

とつぜん 

『あの セルが でけ てたら、 よかった のに、 な ァ。』 斯う、 突然お 鳥 はこ ちら を 見て 云った 0 

『  』 稱は それに 答へ もしなかった が • お 鳥が さッ きから お 鈴の 樣子 並びに 衣服 を だきき 1 さラに 

てゐ たのに は 氣が附 かないで もなかった。 お 鈴 は 小豆 縮緬の 羽織に 黄八丈の 小袖 を 着て ゐる 上に、 

むび ゃゥ そくさ. S  K  5^  ^3  .^ぅ 

からだ も 元のお 烏の 樣に 肉づ いて、 無病 息災ら しいの を 見る と、 葡萄色の i ^縮緬 羽織りのお 鳥 は、 見 

す ぼらし くも あり- また i_ ^人ら しく も ある。 そして 蒔繪の 櫛が 出來 たぐら ゐ では 満足し ない 愁心を a 

して、 せめて、 あの セルが 仕 文て あがって ゐれ ばよ かった のにと、 あせって るの だら うと • 思へ た。 

氷綠 はそんな ことに 無頓 で 言葉 をつ ぎ • 

I  »  くわつ どう *J  かう せゥま 

『北>§、近では、これからまた活^^^に入るのぢゃ。 降雪 期の^ 動 はお もに 山林の 木材 切り出し ぢ やが、 

*- ほ  -r ん ほん 

雪で 凍った ラ へ を？ 搬す るの ぢ やから • 却って 簡單で 便利に 行く。』 

いんし やう  きざ 

『サ}^々しぃ北ぉ^^！』 この 印象が ！$ び義 雄の 胸に 刻み を 深く した。 これと 同時に また、 氷 蜂が 土地 拂 
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i- -  四 六 六 

じ 下： をし かけた の を 思 ひ 出し、 『あれ はどうした』 と聽 いて 見る。 

『あれ か？』 ま は 詰らな さう に 笑って、 『どうせ、 t ぢ やから. あれ ッ 切りに して 置い き。 „ 

『天 聲 君の 百 一 妈坪 はどうしたら う？  4 

『さァ、 あれ は 名 だけ 貸した の ぢゃ から、 そ 星動は ほかの 人が やって 吳れ るし、 0^f 

に 角 礼 奪 はいい 方享 から、 成り立つ かも 知れん。 —あれが うまく 行けば >  f . 約束が あるの 

ぢゃ から』 と、 f て 議を天 へ 帰した 時の i の續— 髮 では あらう が —を 引き" 

して、 『その 1 411- 分 を 貰 ひ 給へ。』 

『俟 もさう 思って ゐる、 さ — なァ に、 m はないでも、 安く 買って やる • さ。』 

1113： うて は 引き合 はん、 どうせ * 直ぐ賣 り 飛ばす んぢ やから OJ 

r ぶん 

『その 時の 氣 分が 許す たら • 直接に fG 姓に なっても、， い、 さ o』 

『君に 肥 桶が 持てる か？』  . 

？  J.f^^. さ。』 かう 讓が 云った ので、 I さん は 管 出して 笑った。 駕も そのお つき 合 

ひの 如く 苦笑した。 


『それより ゃァ- 0 と、 永^；；-は話！！を轉じて、 


-が牵 りお. u と •  ff^J 


「どう 云 こと だ？』 

くわつ どう  わ ，ち ひ 

『山の 活動 は 別と して、 さ、 普通の 家で は、 翁い ので、 そとへ出まぃ？北：§^3人に割合に物の分った 

ひとかど  ^ ぢぅ 

ものが 多 いのは、 内地で 一 腹の： a 事が 出來る ものが 移住して 來 たからで あらう が、 一 つに は、 K 喾に 

*- ふし ゥ  , の なか 

よって 知識 を吸收 する からお や。 生活の 程. M も、 それだけ、 また 進歩して をる。 野中の ： 軒 家で も、 

どび やくしゃ. 3 

{众 の t5 りが ffl 末ぢ やからと て、 水飮み 土百姓が 住んで をる と ふて は 遠 ふ 11 ビ， 'ルの あき 瓶が 五六 

本 は 必ら や.； 5:-  n の そとに 棄 てて あ る。 11 

をつ ねんち う  めいぶつ 

na^ 巾 は、 i^l?:: する か、 ゆ ふか *  :s むか * おる かぢ や。 子供の 出^る の は 名物 ぢゃ ぞ』 と， また 女 

せっちう 

どもの 笑 ひ を；：^ いてから、 白 いのは 雪 中の 戀 11 戀と 云へば、 奇麗 過ぎて 常らない か 知らん が， 積 

みつだん  とほ 

んだ^^と降る雪との^^で^談でも* 何でもす るの ぢゃ。 無論、 人の 少ぃ 田舍に 多い のぢ やが、 人が 返 

つても 分らない し- n 分 等 もぬ くい ——- 北； SS! の 雪 はしめ り氣 がない から。 ！ のもッ とや；^ い 時 

に はよ くあった こと ぢ やが • 或 熱心な 女な ど は それ どころ ぢ やなかった。 十 丁 も あると ころから， 1 

およ  し 

丈ば かりの、 c.::: を 泳いで 11 では、 尊 を 泳ぐ とい ふが — やって 水^た 時 は その 手足 は 殆ど 全く .^^u 

人の^に 冷え かかって をった。』 

I  とお 

r あなたの ところへ 來 たので すか？』 お 鈴さん が SI き 咎め る。 

「さう とも。』 
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f いやな 女です、 わ • ねえ』 と • かの 女 はお 鳥の 方へ 向いて 笑 ふ 0- 

r  』 お 鳥 はた だ 苦い 顔 をち ょッ とや わらげ たばかり だ。』 

義雄も 亦 これによ つてお 鳥が 曾て 語った こと を 思 ひ 出して ゐ た。 かの 女が 旭 父と 共に ゐた 芋の 

こと だ  今、 .5 仁に ゐる 兄の 勸 めか、 命令 かにより、 柔術 を 習 ひに 行った こと 1 mi のあった 時、 

Si 若の 子と 】 緒に 揃 ひの 衣 物で 踊った こと 11 小學 校の 往き ゃ歸 りに い たづら をす る 男の 兒を * 自分 

の覺 えた 乎で 投げ飛ば すと • あたまから さきへ 雪の 中に つきささ つたこと 11 家へ 出入りの 錯 舒！ 

に、 11 それが 舉 校の 歸りを 待ち伏せして ゐて、 11 自分の まだ 弱い 手 を引ッ 張られて、 雪の 中で、 

女 B になって c.^ れ ろと 云 はれた こと — 

『あなた は』 し、 お 鈴 はな ほお 鳥に 向 ひ、 『け ふ、 街 を 歩いて いら ッ しゃって？』 

『はァ 11 0』 

『娠 やかでしょう？』  ， 

『大した 賑やかで もありません —— 東京から 見る と • 札蜣は 丸で 田舍 です、 ねえ。』 

r あなた は 柬京を 見て いら ッ しゃる から、 いいの、 ね。』 

にお  & ど 

『然し』 と • 苦い 顔で だが 氣 取った 調子 だ、 『東京 も • もう、 いやにな tov ました。』 

すると、 氷 峰が また 議 雄に 向って、 


『Jf?^ は歸 ると 云 ふて をった が、 日 は. 6t まった か？』 

『ああ —— いや J と、 義雄 はちよ ッと まごつ いた。 と 云 ふの は、 お 鳥に も ほのめかして あるの は ある 

ぢょ 

が、 IE! 際に 用意して ゐる そのこと はま だ 語って ない ので ある。 それ を かの 女に 感づかれない 樣 にと 

氷 峰に、 『まだ、 どうと もき まって ゐ ない。』 

『早く 歸る 方が よから う、 ぜ。』 

にら  0 

『それ はさう だが —— o』 お 烏 を；：^ ると • もう， 感づいた のかして、 こちら をち よ ッと瞰 みつけた そ 

なみ ク  I 

して 胸の そとまで 乳の あたりが 浪 打って ふるのが 見える。 

お 鈴さん もこの 様子に：. おがつ いたの か、 默 つてし まった。 

『早くき め 給へ に 氷 峰 は 親切に、 『それが きまったら、 僕 も天聲 君な どと 相談して • 一  圓 なり、 ニ圆 な. 

りづっ •  ？；^ の 友人から 醵金して 見よう。』 

『そんな ことが. ば 際出來 るか 知らん』 と、 義雄は 云って、 天 聲は氷 峰に、 氷峯 は天聲 に、 相談 をゅづ 

り 合ふ樣 だと w、5 つたので 餘り乘 り氣に はなれない 0 

「第 1 、 お.：： ：！^!; が ある。』 

『いや、 あれ は可哀 さう だ。」 

「それから、 天 it 君。』 

き 物  ほ 六. R 
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『あれ も、 今、 子供が 出夾- たりして 困って る だら う o』 

『僕 も • 露， 今の 場合 * 11? おも 知って る 通り ぢ やから、 なァ — 大した こと は 出來ん on 

ほんさん  , 

晚 f やって 行けと， 氷 峰 やお 鈴が 勸 める のを辭 して、 義雄 はお 鳥 を つれて そこ を 出た。 もう、. & 

は 暮れて ゐた。 

» i しんか はす ゐだゥ  とク が， し 

つて、 新 川 水道に 添 ふて. 來 ると、 お 鳥 は {l^i, 

『うそつき！ 畜生！』 かう 云って • 義雄 を亂： にも 突き飛ばした 0 不意 を 唆ら つて こ ちら はろ 路  1 の 雪 

の 上へ 倒れ かけた。 それ を 踏み こたへ た 時の 驚愕と 忿怒と が こちら もまた 無言に してし まった。 

お 鳥 も、 こちらに その ざまを見ろと 云 はない ばかりの 冷淡な 風を兒 せて * すん/ \ さきへ 進んで  一 了 

く。 一つに は、 例の 痛みに 跗 へられな くな つた 様子で ある。  ， 

. 二人 は 別々 になって、 義 雄の 下宿へ 着いた。 夕飯の 勝が】 つ W てゐ たので • 蕖は今 1 つ を餘ら へて 

資っ，^^が、 矢ッ 張り * 例の 關 係の 檨 にして 食事 を .濟 ませた。 

^力 ri; けてから も、 .：.s 隨 係で、 お 鳥 は そのまま 横にな つて 手 まくら をして ゐ ると、 義雄は 机 

肱 をのせ たま ま * そばの ランプが じいく と 燃える の を 見て ゐる。 


じいく 云ふ音 に、 ランプの 1^, は つづけざまに 吸 ひ あけられ るので ある。 丁度， それと 同樣、 渠 

は n 分の いのちが n 分の 一 と c§ おに 吸 ひ 取られて 行く の だと 觀 じて ゐた。 

『£! 分よ いつの まに こんな I 考へ になった の だら う？ お 鳥に すんでの ことで 突き倒される ところで あ 

つたし- また あの!^ IT の 鶴次郞 に は』 と、 今し がた 氷 峰が 語った こと を 忍 ひ 出す。 鶴 次郎は * 何 か 

むろら り  Z 

紫 上，.^ 通み なおけ て、 きの ふの 午前 •  .cs^i 蘭 方： 曲へ 出かけた。 そして、 廿日ば かり は^って 來な いと 云 

ふので ある 0 

して 兄る と、 I ぶ en 返す からと 云って こちらの 時計 を 持って行 つたの は、 返す つもりが なく ッて 持つ 

て- r つたのに ない。 きの ふ も、 けさ も、 資は 心待ちに 待って ゐ たのに  

『！： i こ しからん 乂だ』 と- その 出發 した こと を ii いた その？！ でも 思った が、 その 姊 なるお 鈴の 手前 

I  きんがんき やう 

も あろ こと だから、 何 も 云 はないで 歸 つて 來た。 邵合 によれば、 あの 銀時計 を も 11 近^鏡まで は 外 

せたいが — どうかし なければ ならない かも 知れない のに、 それをぁんな無資任な^!<?に渡した.のは* 

今更ら おろかであった。  つ： 

さう かと 云って、 鶴 次郞の Iat 寸に その 親 や 兄 等 を 煩 はすの は、 年 甲 籠もな く、 ただ E 分の 愚 を發表 

する こ „a ぎない と考 へる と、 寧ろ そのまま にして mil くより ほか はない と あきらめられる。 自分の 爲め 

^、 g お をして ゐ ると 鶴次郞 が^げ たの も、 さう 安心 させて 置いて、 時計 を 借り出す つもりであった. 
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力 も 知れない。 無論、 どうで も かま はない が、 け ふ • 氷 峰の 言錢に 由って：,^ て も、 それが ュぅ I- んで， 

ゐる わけで はない。 

『ああ、 自分 は 還であった！ 豐 太閤 や 伊藤 公の ぎき. す；^>拔 けて ゐた缺 I いつも 1 しながら- 

つも 亦 いつのまにか その I があった の だ。』 かう 考へ ると、 自分の 肉と ir 墓と sr  §m 

生活と が 分離して、 む不 一 致の 度が いよく 增 して 行く のを感 する。 そして これ は、 ,秦囊 の自 

分に 取って は、 散漫 無氣 力な 死の 影が お ほふて 來 たの だと 思 ふ。 

お 鳥 を 見る と、 矢ッ 張り、 向 ふ を 向いて、 手 まくら をして ゐる。 

『風 を 引く から • 起きたら どう だ？ そして、 ここへ とまるつ もりなら、 と ^ を 取ったら いいで ないか？』， 

，；^ ぅ義 雄が 云っても * かの 女 は 返事 もせす、 動き もしない 0 『ふて腐れめ！ 飽くまで^, まやが 女 だ』 と は 

私 かに 思った が、 どうせ 感じの 强ぃ 病人 だからと、 叱リ つける こと はしないで、 その 枕 もとに 行き、. 

資は 近々 歸 京の つもりで、 準備して ゐ ないでも ない と 云 ふこと. をう ち 明ける。  . 

お 鳥 はこれ を聽 いて、 つぶって ゐた目 を 見開ら き- 譲 を じッと i んだ まま. mm 

みしめ、 お ほ 粒の 淚を はらく とこ ぼして ゐる— 渠 がかの 女 爆して、 さう ぶ ir てゐた Q 

が 残念で、 殘 念で 溜らない と 114.4  4. うて。  ， 


かの 女の 心 は 1<ぃ& 、分って ゐ るから、 義 雄も强 いて 物 を 云 はせ る 必要がない。 ただ、 風 を 引く の を、》 

配して、 

r 刑 院へ歸 るなら •  《^.く歸れ。』 

3 & つてる 留守に、 *<^;%- 逃げて しま うんだら. T ？』 お 鳥 は その 聲 までが 顫えて ゐ る。 

r そんな ひ 皮 恥 は 云 ふなよ。』 渠は^ つて 夙な く兑 せかけ た。 自分の 逃け るの が — 今夜で ない として 

も II 多少 事實に 近いと いふ 顔つき を かの 女の 鋭い 目から 隠す やうに した— 

お は 一 歷 しぶとく 横た はって ゐる。 

：:^ 雄よ 一.^ 晩の 通り 身づ から^ i を 敷いて から * 無言で お 鳥 を 抱き起 してやる と、 かの 女 は 半ば 自分 

の 力です ッく とつ ッ 立った。 無論、 ふくれ ッ面 をして、 これ も 無 貢 だ。 

『お ほきな からくり 人形 だ』 と 云って 見た が、 かの 女 は 目 を 横に 向けた まま、 なほ 口 を 固く 結んで み 

る。 1^- 雄 は それ を ft: 分の かすりの 翠 衣に 着かへ させ * 重い 雛 人， 形の 樣に 横抱きに して 得に 入れる。 

1^ も 亦、 どうせが I- は 出来ない と W 心った から、 一緒に 這 入る。 自分 ひとりで は 感じない あまい やう 

な、 ^：^ぃゃぅな人問の肌のにほひがぶんとしたが、 僅かの 問に 自分の 鼻に 恨れ てし まった C 

£ぶ は、 束 一 W にゐた 時から • 勞れ るまで は、 曉が たの 三^まで も、 四時まで も • 褥に這 入らない のが 

ん であった。 それが、 ず" imjt* がら 歸 つてから は、 普通の 常識家、 健全 家の 通り、 可な り 規^正し- 

»  * 物  四 室 
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ね お  sii 七 i! 

く寢起 きをす る ことが 段 2 くな つて f。 そして 何時に ず 枕に あたまが 當れ ば、 f I つて 

しまへ る檨 になつ 。 もとは、 どんな ことに も、 i よかが 出 f だけして、 そつ 上に 疲れ切き い 

では、 どうしても 眼ら れ なかった のと 比べる と、 非常な まだ。 I. それ は羅健 蒙の， 駕.. 

ではない、 C また デカダン 特色の 努力から 來 る元氣 ある 摩で もない 0 もう、 粮抵 から. 

と 衰弱とば かりだと 思った。  - 

•  ♦  き ナ. 0  へゥ #1 

テひ うの 生 粹を以 つてき して ゐた 自分 だが、 今では、 その 元 f る讓 きって、 ただ そ I, 

後の 遺物 をば かり 握って ゐる らしく も 自分 rtl: 身で 見える。 

『儘- i 骸丄 かう 考 へながら も、 蠻 うとくして、 八 時の 時計の 鳴る の あいた。 そして、 

お 鳥のから だが びく/ \ 動く のが 傳 はって、 度々 目 を さました。 

け ふ、 雪の 中 を 歩いた せゐ で、 お 鳥の 痛み は 非常な Mi を 伴って 來 たので あらう。 ，で じれ、 ノた 

さう に 苦しん？ 擎だ。 そして その 苦しみが こちらに も證る g に、 渠も亦 —讓 あき ひ.，. 

りから —— 同じ 苦しみ をして るた。 

『あ- ぁッ』 と 最後に 叫んで、 かの 1^ はつ ッ 立ち あがった。 

『どうした？』 義雄も はね 起きる。 

『死の！】 緒に 死の！』 


1 I 

や-, 、血の： が なくなって、 消し 忠れ たうす 一 陌ぃラ ンブの 光りに かの 女の 額の 眞ッ靑 な 色が 《^ える。 

じっさい  jC いれいし や  .  >  ：  b 

JO ちらに は、 それが • 1, 死の 命令^た る 機 成で も ある やうた 

ぉ..？が^^^物&5かへるので*  雄 もて 乎 照く 洋服 をつ けた。 そして * 下宿 凰 を 1S1 に 出た。 

{な こ は- た ほ 11! を M んでゐ るら しい。 どす 黒い 雲の が、 地下に 於け る 石炭 1^ の 如く、  にも か 

さなり 八：： つて、 おもく この 大地に 迫り、 その i 々から 射 照らす 一倍 唇 八日の 月 は、 宿と さし 向って る、；： W 

院り ベ ン キせり のぼ に その 光り を 鋭く ぶちつ けて *  、い 風 も 透かして 見える 様 だ。 

よから だ を： g めて、 人通りの ない 12 雪の 中で 文ち どまり、 0 分の 兩手を *  iS のと ころで、 衣 物 

のうちに 握り 合 はせ てゐる やうお。 

『一 e5 に 死なう』 と 云って から 初めての- St を 出して、 

『どこに しょつ？.』 

『I 職 服の 縫 g がよ からう 0義 雄 は 斯う 鴨 まの 昍に 答へ たが- S 分の 足 は 就に その 方へ，： 1： いて ゐた。 

そこ は が i の 釣り 21 のうへ でで も 出い」 ひ 出した ところ だし， また 最近に は、 0 分が 雪の 星の ゐる巾 

校へ？ M 說 しに 行った 時、 その そば を： S つ て 知って ゐる ところ だ。 

『  』 お ifl は^ id について 來る。 

憑き B  四 七 五 
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はつ M ん 

『鐵 橋』 と 出た 强ぃ發 昔が 渠に、 今 1 度- 人生の 充實 した 馨 きを 聽 かせて 吳れ た。 

築 は、 今や、 突然 招集の 命令 を 受けて、 死の から 起き 出で た 散 魁の 様に 身づ から 思へ た。 生き 

てゐて 面倒な 女が 渠 から 無闕 係に 遠ざかって 行く の を、 これ 幸 ひと、 その 死に場所まで する つも 

りで ある。 途々 考 へて ると、 自分が かの 女を棄 てて 逃 ゆようと したの も、 自分の 思想 的 生活に 無 1 

係に なつて 來 たからで ある。 それが おのれから 逃げて 5.1{れ るの だ。 これほど 都合の いいこと はない 0 

それだけに また こちらの 顔 も、 雲間 を 漏れる 月の 光りに 照らされ ると、 眞ッ靑 になって るの だら ラと 

思 はれる。 

月が かゆったり、 照らした りする 雪道 を 進み、 大通り を驟 切って 南 I 條 *  ニ條を 出た。 まだ 大きな 

店々 の 電燈が 街 を 照らして ゐて * 人通り は あるが、 知り 人の ない 二人が 誰れ にも 認められな いのは * 

m が 思 ふに、 丁度 • もラ， 形の ない^! k%«liu の 並んで 艇 つて ゐ るの がに 人ん 陬 1^ ビ ものに 見えない や 

うな もの だ。  . 

渠は 女と 互 ひに 少しも 口 を 利かな い. - 

I ゥ：、 ズん  ぢ ほ わ 《- す & だ ウ 

このき 一 目の 影 二つ は 狸 小路 を 掘り 割 水道に 出て、 それに 添 ふて 少し 南へ 行き • それ を 渡って また 寫. 

へと 歩いて 行った。 

つき 《=a つたと ころが 豐平 川で、 それ を礼幌 から 豐平 町へ 渡す I 橋 は、 昨年のお ほ.^. I 札. #\N:1PH: 


it. 石 狩 川の 沿岸 はすべ て 大害を 被った— の 時 • 大猿 をした。 まだ そのままに たって ゐ るの 

で、 別 こ 木製の 假り I かけて ある。 蒙の n あて は假り 方ではなかった。 

g この 時、 liihs^fil 天龍^^^:;; 大井 

？ 川の 霧 I 利根 川、 k¥iM、 北上 川の i。 十 勝 川、 十 勝 石狩國 境の 山中， 空 知 川、 石 

nf,a. がラく 云って、 列車が 通り過ぎて 行く。 そして 列車の 通り過ぎた 

跡 は、 すべて また 蒙の f 過ぎた 跡 だ。 殆ど 日本中の、 汽車の 窓から 0  • そかれ 1-1,  t の 

が であるかの やうに、 すべて 一度^に 映って 來る。 

まるで、 ぁッと 云って I がー ：M いところ から 落ちて 行く その S に、 ばッと 火ば なと 咬く 一生の 思 

『これ II が 死ぬ のだ丄 新 i ふと、 然し g 自分の 死 を案內 して ゐ るので はなかった。 丁皮 

幸 ひこ 死なう と 云- SIS して， それにお つき 合 ひ をし なければ ならぬなら * その 時 自分 も 死なう 

と 云 ふ i なの I る。 pt さう 5 風に して 來 たる 死 は 決して ゐ たの だ. か 11 

この 霸は、 露， 透の 霞で はない。 末 は 石 狩 川に そそぐ 翠川 を、 札 S から 睪 町に 

i である。 然し その 8 は 汽車が がう く 云って f のと 同じ I だ。 つまり， 8 に棄の 吾妻 
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5^  四セ人 

橋 を 恩 ひ 起させる ので ある。  H  ノ 

0u^h^fil  ？麼 吾妻橋の 上で、 I 自 I 矿露. 

つてた をん なと 別れた，， とが あるの I ひ 出す。 それ I 人 

a 煙 こちらへ ま 途中で、 その 家へ？ 寄った。 そして >  歸り にも、 む H 

さので to  ！とその 友人と がいよ ぐ？ いふ 日 i. 靈 ま 「^：^ 

で 別れ |菅 述べ 合った。 それ も. ぉ互 ひに f 感じに 打 たれた。 $h^M^^ 

立って ゐた あげくぶ のく  一一 5 つし か 口に m し 得なかった。 ^pas. 

『もう * 刖れ ようか？』 

『ぢ ゃァ、 歸 らう。』 . 

『どうぞ • ねえ、 あんまり 大きな 聲で笑 はない 様に I o』 

-  とくべ つ たか  «te 

4.1^ ちらの 益な 襲 ひが 餘 ほど 氣 になって ゐ たのであった。 然し 渠は、 ろ 

ろた 失 戀の結 架、 それ を身づ から まぎらせ ようとし c、  b ざと K- 

の ir つてし まって たの だ。 - ォ ざまく 笑って ゐ たのが に まひに は 自分 

、れは • 秋であった i4sg から、 面い 澄んだ 月が 登った ッ けが—』 然し. それ まもう P 

のことの やうで— 今 は、 iiiiii.  0ti  I 


どす I..- ハ mil は、 動かない 様で も 動いて ゐ るので * 冷やかに 笑 ふ 月の 西に 倾 くその 一 端を兑 せたり 

て- ** ち 

隨 したりす る。 そ Q 度悔 に、 二人に 殘る 天地が 消えたり、 現 はれたり する。 

m  -,  ミ ん  to^-,-  つきさつ ぷ 

lig 雄 こ は • その. KS の はよ く 分って ゐる。 お 七師團 第二 十五 聯隊の 兵營 所在地なる 月 塞 は、 こ 

の 5^ を ぼって、 靴 一 のと ころに ある。 それ は 區の鬼 南に 常って 兒 えない が、 中島 遊 園の 樹木の 黑ぃ 

お を.；^ りに して、 西方に 向 ふと、 ^界 は沒く 藻 .：^* 回 山、 天狗、 手 稻の諸 山まで 開ら け • 豐平川 は、 

その 小 E から^ 北に 向って、 幾多の 川洲を 現じて ゐる。 

どき、  お..? ぢゃゥ  ン 

そして、 六 七十-^ の^ 梳 は三ケ 所の 辻 i^i —— 煉瓦 を以 つて 厳 丈に 築き あゆたの — I にさ さえられて 

ゐ たのが、 中央の. fg が 昨 ま によって 掘り起され、 川下に S て倾 いた 爲 め- は そこから 

鍵し、 上した に 二. 一二 の. &ひ ひ を 生じた。 こちらからの 端 づれが 高い ままで、 あちらから は * も 

し^って まると：^ くな つて ゐ るので •  土！^, おにつき 5 ぱ つて ゐ るの だ。 これ は、 こないだ も、 演説に 行 

つた 時 *  の 上から. r:  く：：^ て S いた。 

ii. この 中断し た^のぎ ひ 1 ひに 於いて、 その 土 臺石を 園んで、 深い 水が^お いて ゐ るの を さ 

-: 7  お ぼ 

き. a とたと 水して ゐる。 そして、 そこへ お 鳥が ほうり 込まれれば * 大丈天 溺れて 死ぬ とおへ てね 

る 0 

ち ゥ ちん 

の 降った 跡で も あり •  ^は^々 更けて 來 たので • 向 ふの 假り梳 を 提灯の 火が 1 つ 渡った 切りで 

M き ©  四 七 九 
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四 八 G 

幸 ひに 人通り は 絡え た。 -  , 

S3  . ラは •> うざ ラ  . _ 

聽 える もの は、 鐵 橋の 上 簾に fsij い 風の 響きば かりで— § は、 宿 を m た 時よりも げ& にな 

づてゐ た。 周圍 に 近い 人家 もな く、 また miil もない ので、 橋のう へ はまに 向き 出き。 

月 はくろ 雲に 隱れ てし まった。 そして、 その 雲から いよ， _ 雪 がちら くやって 夾,， 。 

義 雄の 遲ぃ 歩みが 橋の 上に 進む と、 お 鳥 は 1 問ば かり 離れて ついて 來る。 

いづれ も 無 I。 そして- その 無言の 影 二つ は、 ほ歩飞 歩、 川な かのうへ へ 近づく ので ある。 

雪の 切れ目から、 月が ちょ ッと撗 ざまに 照らした。 その 照らしに はッ きりと 映った のま、 织ぢ ち； g い 

{ 分-間に 鐵材 の搆 造が 1 斷 された 鼻で ある。  - 

そ • の 上に 蒙 は 達して ゐて 初めて 自分の 心のお そろし さが 分った。 同時に、 ず 見て 目が くらつ く 

と 同時に、 吹き飛ばされ さうな 風に 自分の 足 をす ッ かり 踏み こたへ た。 そして、 再び 下 をの ぞいて 見 

ると、 水が あると 思った の は 大した ことで もな く. 別に 深く もなかった かして、 その ト¥£ して，. 

る 雪の 色が 見える。 

『こ，/ 草ァ、 とても 死ねまい。』 f 言の やうに 云って、 蕖 はかの が あとから 進んで 來 るの もも 

た 0 


『  』 お £t に は それが 聽 えなかった らしい。 而も を かしな ことに は、 水 に^れる こと をで もよ け 

零 ラ はし 

てゐ るかの やうに、 雨 手で 以 つて 衣 物の 裾の 兩端を はしょって ゐる。 

S  とほ 

r  』 If 雄 もた だ じッと のぞき 込む やうに して かの 女 を 避けて 通した。 

ろ う だん うす やみ 

かの 女 は^ 斷 された 簿 の <0； へお づくと 進んで、 『待って 下さい』 と 云 ふ 風で、 あぶな ッか しさう 

に 少し 腰 を かがめて、 向 ふの 下の 方 を 見て、 この の 幅 だけ を • 右へ 行ったり 左り へ 行ったり してれ 

る 0 

しゅん. J- ん 

『おれ はこ ッ ちに ゐる ぢゃァ ないか』 と • 義雄は 云 はう とした。 が、 ふと、 氣が附 いた その 1 瞬間に 

•  どうれ ラ  9  9 

分の 胸が 煮えく り 返った。 かの 女 比 和歌 山縣 の小舉 校で 同僚と してく ッ附き 合った が、 どす かおん 

坊の 血統 だと 云 ふ 評 1： を^いた ので、 兄の 不承知 をし ほに その 男 を I— 曰"ほ後の夜を^^ッぴて泣き別れ 

たと、 かの 女 はこ ちらに 白狀 した ことがあ るが 11 棄 てて 來た。 その 男 を， 矢ッ 張り、 何 かに 附 けて 

； ^思 ひ m して ゐ たの を こちら は 知って ゐ るが、 こんなと ころで また かの 女 は 思 ひ 出た したの だら う。 

IJ ゥ, ね 

洪水が あった 時な ど、 新ら しく 持った 家が 水に つかった ので、 二人して 夜、 あぶない 橋の 上 を 手 を 取り 

で ず  ぢ よい C 

合 ふこと も出來 す、 11 別々 に 這 ふやう にして 渡った と 云 ふ。 かの 女が 東京で 一 度，^ 優になる 氣でゐ 

えん  ナそ 

た^、 こちらの 前で その 場合の 檨子を 11 りで 試みに 演じて 見せた 時に も、 同じ やうに 据を はしょった。 

かの 女 は、 今 また， それ を これまで にも 云ひ爭 ひな どの 時に 起った 精神 錯亂 のうちに 演じて ゐる らし 

效き物  四 八 1 
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せいしん さくらん 

い。 これ は渠が 時々 ！ 時に よると、 ニ晚 もつ づけて 11 見せられ たかの 女の 精神 錯亂の 最％ら5, 

と 思 はれた。 

『要 吉 さん、 渡して』 とお 鳥 はさながら もとの 男に 澱 際にから だ を 托す やうに して、 とッ 鼻から 手と 

からだと を 延ばす。 

かくご 

『あぶない！』 かう 叫んで、 義雄 はかの 女に 抱き 附 いた 時 は、 然し、 もう、 どうせ 死 ぬんだ と覺 悟し 

てゐ た。 

1 一人 は、 抱き合って 薄 やみの 中 を 落ちた。 

い つ 4tO く. £ぅ 

義雄 はこの 場に、 自分の 一生涯に あった こと をす ベ て 今一度、 一 度 期に、 一 閃光と 輝 やかせて 見た。 

お ま  けが 

然し それ は 下に 落ちる までの 問の ことで、 —— 落ちて 見る と、 溺れる 水 もなかった。 怪我す る 岩石 も 

なかった，" この 冬 中の 寢雪 として 川床に 積み重なった 雪のう へだ。 

二人 は 抱きが つた 手 を 放した。 そして、 別々 に 起き あがった。 

き う ！ 5  I 

お 鳥が 自分の 肩から 下の 雪 を 雨 手で ふり 拂 つて ゐ ると、 義雄 はまた 鳥打ち帽 を かぶり 直し、 自分の 

洋跟の を ふり 拂 つて ゐる。 然し • 月 はもう その 光り を 見せる 隈 がない ほど、 そら は I 面に かき 曇って、 

風が お ほひら の 雪をぽ たり- (，と 二人の 顔に 投げ 打つ ので あ る 0 


.^i ど 二  童 なか 

瓜 床 を 札 桃の 方へ 出る に はどうしても 一 つの 細い 流れ を 渡らなければ ならない。 お 鳥を脊 中に 負ぶ 

つて、 ^雄 は 編み あゆ 靴の まま その 流れ を ざぶ •< 渡った。 

川 を 出てから も、 矢ッ 張り、 & 言で、 歸途を 急いだ が、 お 鳥 は、 ふと、 降る 雪の 中に 立ち どまって、 

i へ がみ 

手 を 前お の 上へ やって 見た。 そして、 動かない。 

『どうした？』 義 雄が 先 づ聲を かける。 

< 】  ぢょ  まキ； 

『櫛がない ぢ やない か？』 かの 女 は 泣き 聲だ。 きの ふ、 柬 京から： S いた 蒔 緒の 稿 を 云 ふの だ。 

『身代りに なった の だら う- さ —— また 買へば いい。』 

『金がないのに， E 只へ やせん ぢ やない か？』 

『そんな こと もない だら う。』  , 

『E 只へ やせん！ an 只へ やせん！』 からだ を ゆすぶりながら • 『探して 來 い！』 

つ ，》  ゆき  - ) い -v 

『H^. 腿 を 云 ふな！』 かう、 義雄は 叱りつ けた。 そして、 さくり くと 精った 雪の 中 を さきに 立って さ.^ 

ぐ 0 

餘り ひどく 降って 來 たので * 渠はィ ン バネス を脫 いで、 かの 女に かけて やった。 

下 is に歸 つた 時 は * かれこれ 二 時 頃であった。 たて 寄せて ある がらす 戶を 開けて 這 入った が、 家の 

かん 

もの てゐ たので • 渠 等に 何 ごと を も 感づかれ すに 濟ん だ。 
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渠は 新たに 第 八 章 『獨 2LII 我 は 神の 如き 手段に あらす』 とい ふ に 寧 を 執った が、 は 故 

桀川 (義雄 は その 生前に 直接に 攻擊 したの だ) の淺 薄な 宗敎 論と 大して 遠 ひの ない 形式 を應 用して，^ 

る こと。 プラグ マチズ ムの實用處理說はまだ悲痛な刹那の lーl^てl內.好を十分に說明することがw來^s 

きょくたん ,  が * ち 

レ こと T 極端な 個人主義 にして 極端な 國家 主義と 合致す る』 義雄 自身の 『圆 家人 生 論』 を 引！^ して、 

く  _v んじ が  こ は 

li 存 自我の 出現 は 威力に ある こと。 『ユ イチ ェは神 をぶ ち 毀した が、 自我なる 物 を充實 させる ことが 出 

來 なかった。 渠は 悲痛に 重み を 置いた だけ、 その 自我 は 多少 內容 的に なった が • ただ" 八^れ 自我に ち 

ょッと 威勢 を附 けたく らゐ に過ぎない』 こと。 乃ち * 一一 イチ ェは 『積極的 自我の 獨存 的か價 ち値 に は 思 ひ 

及ばなかった』 こと。 など を 書いた。 

さう. zrf 

$s 力 章 『論^と 力 ライルと 僕との 招 違』 とい ふ 項目 を窨き 出す 時、 午前 五 時が 鳴った おき を 見る 

と、 疲れて しまった のか * たあい もな く 眠って ゐ る。 

『ま ァ、 そッ として 置け』 と、 義雄 はつ づけて 维を 運び、 力 ライル、 ショ ペン ハウェル、 一一 イチ ェ、 

ツル ゲ ネフ、 メ テル リンクな ど は 耶蘇 敎阈的 感化 を^し 切れないから、 どうしても ち^し ^1 き g(：i-!;ll.lj^ す 

し て ぶ き 

る こと を 指摘し、 『近代の 哲 舉的倾 向が- 物の 分析 を やっても、 ある 程度まで 內向的 を 重ん する 檨 にな 

つたの は嘉 すべし だが、 何等の 能力 もない 死物 もしくは  1  む 無 (とい ふ 抽象 物) に gil^lM 力が ある 

かの 如く 見なす E 紫 心が 盛ん になった の は、 生活の 法則と 思索的 論法と を か革 きすべ き 任務 ある 僕 等の： 狂 


意して 反對 すべきと ころで ある』 と番 いた。 

この^^ —— これが^^^ぁる自我の活動的|5^になるのだ。 渠は 身を以 つて それに 任じて ゐ たの だ 

と 思って ゐる。 

第 十.； 5:^、 『特^ なる わが 國の祌 代 生活と 现代的 生活との 比較』 に 至 hs* 初めて かの 『氣 象考』 の 

陽 根 中心 說をも 紹介した。 そして、 その 說 がよ fli する 肉 謹 合致の 心 熱 的 生活 — 『思想 的 生活』 と 命 

名して ある — は， へ ブライ 人 や ギリシャ 人の IS 古代に は 强烈に 出て ゐな いが、 わが^の 古 ^記 を 研 

ほんまつ  I  t 一 

1^ して 见 ると- それが 殆ど^ 代 的な ほど 强烈 に資 現されて ゐる こと。 本末 を あやまって ゐる 今の 利 や」 

者. が- もし 他： zYISM を^ら く 時が 來 たら、 十 年 前の^ 純な U 本 主義に も脔 起した ほどな の だから、 

この？ g 维の國 家人 生 論 的 ii の 新 哲理に 奮 ひ 起つ だら うと 云 ふこと。 そして、 mi と I- 行と は^々 な 

s^^^ はな ハ* また 训々 になって はならぬ の、 たとい ふこと。 

しん. 5? つ  I 

第 十一 苹、 『强烈 生活の 本質と illl と を 混す る 勿れ』 に 於いて は、 人生の 心 熱 的 態度 は 5^ 那主 翁に お 

ぴ ついて、 初めて IS 雄の 新說 となる こと or が^.^ もしくは 統一 は 1 強烈 生活に 於け る mt であって、 0 的 

もしくは 手段で ない』 こと 。『"< かく ^ や 分業 は、 强烈的 の 影であって、 決して 內容 ではない』 こと。 

刹那的 Si のお 無が を その 場に か 可 ひるして しまう こと。 强烈 孤獨の 悲痛 生活 を自覺 する もの は、 刹 
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那の 自己 を * いつも- たと へば 、『男女 間の 闘 係 を 最も lis に 追 行した 時』 の 如く 適切に 感得して ゐる 

とい ふこと。 


ろんしよ- c 

この 最後の 論證 を- G;^Kiiのことは殆ど知らなぃと世間から云はれてゐる論敵には- 殆ど 解し 得ら 

れ まいと 思って、 篛雄は 微笑した。 それと 同時に、 自分 は 妻に 就き、 お 鳥に 就き、 また 最近 は 敷 鳥に 

^^き、 耽溺 的 努力 を隨 分經驗 して 來 たこと を 思 ひ 浮べる。 

ね？ しそ， のく 耽溺 はま だ 満足 を與 へなかった。 と 云 ふの は、 自分の じ自 ぎれ は それに 満足す るに は餘 りに 

熟 刻、 冷 刻- もしくは 深刻であった からで ある。 然し， 鬼に 角- じ 膝く グ，^ やで なく、  siif としてと ほつ 

て來 たの だと 忍 ふ。 

ただ 現今のお 鳥の 様な ものの 爲め にお ほかた.：！！^ までし かけた の は、 優强 者と しての 努力に ゆるみ 

があった ばかりの 問 違 ひだ。 死と いふ 無內 容物の ぎが さして ゐ たの だ。 この 論文が かう して ま 曰け る以 

上 は、 もう、 大丈夫 だ。 肉 分に は 思索 も實行 だ。 そして、 寶行 出来ない こと は^ にも 這 入るべき も 

のでない し、 思索に も 這 入らないなら、 ii だ。 宗敎 家の 形式 • 禪 家の 一 か $、 神秘 家の； yi- すべて 

これら は 實行的 自我 を 逸する • 否 • 無にする 所以 だと。 

かう 勇氣が 盛んにな つたに 乘 じて、 なほ • 第 ±ー 章 『l:fb、.^ ん は優强 者の 憚る ところな き 特色』、 第ャ 

§ 『優 i お 政治の 必 g 、第 十四 寧 i 强 威力 t ユカの ゆ は現實 なるべき 表象 中； 義』 とい ふ 様な 項： n.^ 


liilili 

阜 ゆて た。 その他に、 まだ/ \ 澤山窨 くべき ことがある。 

然し 5^ 雄 はこ こまで  一 まに 述んた 筆 を 中え した。 隨 がた 六畔の 時計が 鳴った ので ある。 宿の S 

どころ では、 下女が 起き 出たら しい。 そして •  の神經 はます く 冴えて 來 るが、 あたま は痰勞 して 

考 へが まとまり # 、ねて 來た。 

それでも、 お a の靑 ざめ た 顔 をして 熟 i して ゐる 床へ は * 何となく， いやな 様で * 這 入りた くな 

い。  、 

でも 入れようと、 恣のカ ー テン を あげる と、 そら は 暗れ てし まった のが 兑 える。 ぃッそ 散歩に 出 

ようと 決心し- P りで そッ と. M を 出た。 

を 渡って 吹く 朝の 風 は 非 擦い。 然し その 新 を 呼吸して 散歩す るう ちに、 義雄は あ 

*, ，よく  «ん せ .3. て オ^く ばう 

たまの Sii を 恢復した。 p^ti: が 恢復す ると 共に、 全身に 自分の 氣 力が 行き 波り、 男性的 f ユカ 身內に 

ちた 

燃えて ぶて、 - 賜いと a つた 風 も or 分の 顔に 常る と、 直ぐ ぁッ たかみ を感 する 様になった- そして 

* ヮじ k  さう ざ- フ 

『ザ；；々 しい 北； g 道！ 活動の が 時^!』 かう 云 ふ 弯へを m ぢ浮 ベる と •  ill 分の 想像 はま だ 踏みよ ごされ 

ない 雪の 上 を 渡って、 多くの f 抱き 等が 雪の 深山に 敏松、 松 S 切り倒された のな-挽き、 多くの 人 

夫 等が それ を 橋で 引き出す と こ ろ に 飛んで 行く。  . 

く ざ 一  せ • 

おおな オゾンのに ほひ、 新ら しい 木 村の 音まで も 近く 聽 える。 渠には * 禪 太 トマ リオ 口の 奥なる 石 
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炭鑛を 見に 行った 時、 初めて 意識して 吸った 强ぃ才 ゾン のに ほひと それが 與 へた 元氣と を、 いまだに 

忘れられない。 

『北海道 や 樺 太へ は、 然し、 出直す より 仕 かたがない。』 かう 考 へて、 義雄は 大通りなる 黑 ハ銅. 璩 

を 横切り、 開拓 碑の 前に 立って、 その 石文 を讀ん で、 分 自身と も 思 はれる 北海道なる 物の 船 § を改 

へ て 見た。 

一 I 

お 鳥 はや ッと八 時 頃に 目 を さました。 そして、 篛 雄の ゐ ない の を 見て、 飛び起きて、 『逃げた の だら 

う』 と考 へた さう だ。 然し、 枚數の 倍に なった 原稿が そのまま にして あり、 ず& にも 手 をつ けた 様子 

がない ので 安心し、 顔 を 洗って、 病院に 歸 つたと、 かの 女が 再び やって 來た 時に こちらへ 笑 ひながら 

さう だん 

打ち明けた そ？ - てな ほ^けて、 相談ら しく 語る によると • かの 女の 留守に 一 つの 手紙が 來てゐ た。 

寫 il§ 校の 先生からの である。 さきにち ょッと 直接に 交涉 があった 男 生徒が * お 鳥の 兄 (が ti にゐ る) 

にも ー父涉 したら • 本人 さへ よければ との 返事 だ。 いよくお 鳥 を 貰 ひたいから * 直ぐに も 東京へ 歸っ 

.  び やう ま  かつ ォ 

て來て 1 ひたい 11 病氣 など は (勿論、 今の 樣な病 氣とは 知らす、 まだ 脚氣 ばかり だと 思って) 東京 

で 治療 させて やる からと 云 ふの だ。 これ をし ほに、 お 鳥 も歸 京す る ことに 決 ひしたら しい。 


「まことに itii 構でしょう。』 

『また そんな 冷 かし を！』 かの 女 はこ ちら を 例の 如く 摸んで ゆすぶった。 

然し- まだ 旅费の 方が 出來 ない。 義雄の衣物を賣ったのは下^?の拂ひになってしまぅし- 病. おから 

拂ひ もどして cjSJ れる分 も 僅かし かない。 渠には • また、 もう、 寶り拂 ふ ものがない。 どうせ 別れる か 

の 女の 物 を 今更ら 曲 ゆ させる の も 面白 くない。 

ひ ふ  さう？ -ん 

お 庵の セルの 被 布が 六 曰の 朝出來 るから * その 曰 を出發 ときめて、 载雄は 氷 蜂に 相談して 兑た。 す 

ると、 

『醵金で もしようかと W 心って をった が、 ！！^^がぃっ歸るか瞹昧でぁったから』 と 云 ふ。 

『いや、 あの 時 は あいつが ゐ たから 云 ふのに 困った の だ 11 IS 合に よると * こ ッそリ 、自分 だけ かへ 

らう かと 思って ゐ たから。』 

『然し- まァ、 かう になる と * 僕 等の 方で はとても まとまり かねる から， 先 づ^ 牛 s^- に S? むの が 早 

^^だぞ。 ^牛 5;^ は 或 道き 議員から 少し 出させても えいと 云 ふて をった。』 

た 0  3  . 

『鬼に 角、 さう でもして、 頼まうよ。』 

『^や： 大聲； ！？； も 一 M や ニ圓は 出さう —— 今の 場合 • 俊 は • なァ —— は、 は、 は』 と * 苦笑す る。 

つ i 

は 雑誌 どころ か、 自分自身 も 亦 非常に 行き 詰って 來 たので ある。 . 
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たが  』 

『あ 見 互 ひだよ。』 義雄は 氷 峰と 自分と を 慰めて 置いて、 呑 牛を訪 ふて むと、 明日まで 待てば *  t 

會議 員から 出さ せ て 見よう 11 然し 當 て に しな い で 、 他 をも^ そ +|S し て 見 袷へ と の M0e^3 。 

f バ つ  , 、、フ •  * 

吿另 に北劍 のと ころへ 行く と、 相 變らす 酒 を 飲んで ゐ る。 ^手 は牧& I 養 tl^ だとい ふ 装 氏 だ。 北劍. 

はこの 人と こちらと を 引き合せ、 

J  デく さラ  *  」 

『このた- た、 田 村 君 も ぼ、 ぼ • 牧草 を • や、 やりたい と、 ゆ、 ふて をる』 と liM する。 

義雄 はもう それ どころではない。 け ふし か" 來られ ないか も 知れない ので- 歸 京の 日と" i^i の 時 問と- 

を 知らせ、 

『また 會ふ時 も あらう から』 と 云 ふ。 

『ぼ、 僕 も、 束 京へ * ゆ、 行く よ — ら、 來 年から • しゅ、 出版屋 を やる かも 知れん 0』 

『それ も 面白から う。』 

『その 時 は — 君に も — 世話にならう —— ところで * き • 君、 君 は 歉敏會 いの あとで 直ぐ、 か、 

ば 花で あつたが、 な ァ。』 

『僕 もさう 思った が、 僕 は歡迎 された ッて • 實 はありが たく もなかつ たの だ 11 寧ろ、 北海道で 苦し 

めら れて も、 何 か 一 つ 仕事 を發 見したかった の だ。 i が I だから、 また lug すか も 知れない- さ 0』 

『ぉ氣 の 毒でした • なァ、 本當 に』 と、 そばから ぉ璺 さんが 同淸 して 具れ た。 


その 足で つづ いて 遠 藤の 家 を 見舞った。 

&水 は今縱 の 取り調べ を 受ける 身と なって ゐた。 と 云 ふの は、 今度の 道會 で、 多 數黨が 勝手次第 

の をした ので， 少數黨 の i 進 辯 舌 家なる 遠 藤 は 義憤 を發 し、 演說擅 上に 飛び あがって、 議長 を椅 

ひ ナ  おうだ ざい  ) 

子から 引き！^ りおろ した。 そして、 殿 打 罪に 問 はれて ゐ るので ある。 

» つた ざいたく 

たださへ 忙 がしい 人が、 また その 跡始末で ここ 二三 日 滅多に 在宅 しないと 云 ふので、 義雄は 卷き紙 

と 封筒 を^り て、 歸ー M の 日と 世話になった 禮とを 書き 殘 した。 

しし 3、  9! ゥち 4- う Y レ 

f 逆 膝と 同じ- E に、 黑川信 也と いふ 5.Fri 廳の 技師が ゐる。 その 人の 細君 お宮さん は義 雄と 昔からの 知^ 

合 ひで ある。 おせ ：！ の もとの 所 天は籙 雄の 親友で、 而も I 緒に その 越後の 所有地で 養蠶 事業 を やって、 

それ を 生活の^ 礎に して、 共に に從 事しょう と 云 ふ 約束 をして ゐた。 それが 爲 めに、 義雄は 信 州 

う ぺ.， >  く かう  じゅん ひ  Lr  ► ' 

に 於け るお 名た 養 K 舉 校へ 這 入る 準慌 までした。 然し その 友人 は 肺病で 間もなく 亡くなった。 そして、 

おせ！： は、 その ST 未亡人と して 髮を 切って しまった。 十五 六 年 前の こと だ。 

その後、 おせ ：！ は 自分の 所 天の 兄と 結婚した。 それが 黑川 だ。 もとの 所 天が まだ 生きて ゐる 時から、 

あく ひやう  もん t ん 

そのお となし い 兄に 相談 を 持ち かけて あつたの だとい ふ惡評 をす る もの もあった が、 鬼に 角 • 圓满な 

家庭で 子供 も 五六 名で きて ゐた。 

5,1 川へ 行って から は • お i«l さん はこ ちらと 文通に よっても との 所 天 を 忍ぶ こと は 度度で あつたが、 
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ちょくせつ 

直接に 會 つて 話した の はこ ちらが 石 川縣の 金澤へ 尊ね て 行った 時ば かりであった。 その 時、 かの 女 は 

、 J ちらに * 

『あなたの 様な 人 は與/ おん を 持っても • 直ぐ 棄 てて しまう だら うと 云 ふの が、 女が はの ひ ifl- ありま 

したが、 却って 反 i; で、 圆満に 行って るるの は 結構です』 と 云った。 

その 圓満が 今 B では 全く 破れて ゐる。 それだけ、 義雄は 年を取って、 すうく しくな つて 來.^ の だ 

と、 身づ から 考 へた。 そして、 その代り、 氣分 はまた 段々 若くな つて 來た とが g して ゐ る。 

Af- るかぶ 

黑 =^ は 農擧士 で、 今、 道廳古 採の 高等官であった 。義雄 は お宮さん と暫 らく 文通が 絕 えて ゐ たから、 

ここに ゐ るの を 全く 忘れて ゐ たので 11 然し、 きの ふ、 ふと 思 ひ 出した。 資を1|^ふと、 誰れ にか 金 を 

惜りたぃと云..^?1^!心が、 ふと、 そこに 思 ひ 及んだ ので * その ゐ どころ を 調べて置 いたので ある。 

『奥さんに 云って 下さい、 わたし は 田 村です』 と、 出て 來た 下女に 云 ふと、 その 聲を聽 いて、 かの！^ 

は 飛び出して 來た。 

n -、？  き  , 

11 T?^ やう カ遲 力った の、 ねえ —— うちで は、 早く 來 さうな もの だと 云って ゐ たんです よ o』 

『資 は、 濟 みません が、 忘れて ゐ たのです。』 

はくじ やう 

『薄情、 おえ 11 メ ー ル新閗 では 毎日の 樣に拜 見して ゐ ましたが、 どうしてがない のか 知らん と icv 

てゐ ました o』 


『濟 みませんでした o』 

『いつ 旅行から ぉ歸 りでした？』 

はんつき 

『もう、 半月 も 前に— /。』 

『さう でした か？ 尋ねて 行って 兒 ようかと も 云って ゐ たんです が、 まだお 留守で はと も 思って 11 ま 

ァ、 お あがん なさい o』 

i らくでした、 ねえ』 と、 義雄は 靴を脫 いで、 . ^間へ とほった。 

Efll 川 もちよ ッと 挨拶に 出た が、 今夜 出張に 出る &備が あるから と斷 わって、 直き 引ッ 込んで しまつ 

た 0 

『何から 話して いいやら』 と、 お宮さん は、 前後 させながら、 もとの 所 天の こと やら、 巢 鴨女舉 校の 

不始末な 終り やら， そして こちら はまた 今回の 事業の 失敗 やら、 旅行 中の こと やら を • 話したり、 聽 

し うき 

いたりした。 そして、 こちらが 自分の 家庭の めちゃく になった ことから、 お 鳥の ことな ど を 正 に 

話す と、 『矢ッ 張り、 ねえ』 と、 氣の毒 さうな 顔つき をして、 『詩人 LJ 云 ふ もの は、 どうしても、 一 人の 

女で 満足 出來 ない の で しょうか？」 

ぴ せう  9 げん 

『さう きまった もので もない のでしょう OJHS は 苦しい 微笑 をしながら、 『女に は 男の 機嫌 を 取る のに 

下手な のが 多い のでしょう OJ 

想き 物  ra 九 
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『いくら 機嫌ば かり 取っても • 満足し なければ 仕 やうがない、 わ OJj 

『僕 等 を 満足させる だけの、 つまり、. な 女が るない のでしょう o』 

『あなた は隨分 皮肉に なった の、 ねえ。』 かの 女 は 血^ M ん のよ ささうな 頰に 1:: ぶく ぼ を 見せながら、 

『メ ー ルの天 長 |£號 に 出た あなたの 「記憶」 も隨分 皮肉 だ、 わ。』 

『さう です か、 ね』 と 云って、 義 雄は考 へた 。『天長節に 闢 する 一^お I』 に は、 自分の 子供の 時の こと 

力 書いて ある。 この 祭 曰に、 小 m チ 校の 敎員 どもが 式を濟 ませる と、 料理屋に 築って 一 杯飮 み、 その ！ 

盃 機嫌で 市中 を鈹ゃ 太鼓 や 笛 や 蛇 味 線 を 合奏して 練り歩いた。 それ を 自分 は 人の 敎師 として 不都合 だ 

と 思った。 しかし 後ち に は、 また、 敎員 連の 合 i やそん な 遊び も、 人間と して、 當り 前の こと だと #. 

へる 様になつ たと 云 ふこと なので ある。 耶蘇 敎を 奉じて 来た ここの 夫婦に は、 それが 最も 皮肉に 取れ 

たの だ。 

然し その 話 を 義雄は ぞれッ 切りに したので • かの 女 は、 今度 は、 渠が 一 翰に 拔 行した 遠 藤 その 人の 

細君と はかの 女が 同 I の敎 きの 信者で ある こと。 その 敎會で • けさ- 歸逸 婦人 を 細君に してなる 爨 ts: 

けう じ 力  ,  I 

大 の敎授 が- その 二 嵐の 子供の W 式 を 行った こと。 など を 話す。 それから、 

『うちの 子供 を 見て 下さい 11 1 號 から 六號ま であるので すよ』 と 云 ひながら * かの； は 六 名の 子 》 


を 順^に 並べて 兑 せた。 そして、 これが 何 雄、 これが：！：： 十と- 1 々その 名と 小舉 校に 於け ろ I ^総と を 

こちらへ 一: ム つて 聽 かせた。 

S よ  としご 

If 雄 はかの 女が 殆ど ギ兒 か、 1 きかに 出産しながら， 相變ら す 若い のに 感心した。 貴族院の 長 

^ff:ni をした こと も ある の 娘で、 氣が のんびりして みるの も 一 つの 一;:!- WI であらう。 まヒ、 おとなし 

もっと  だいぐ ク 

い 所 1K に 心配 もな く 待遇され てゐ るの も それで あらう、 と。 

子供 は 一 人び とり 出て 行った。 

9 ん ご 

力の 女 は ：！^ 檎を むい て^れながら， 出して ぁる寫 翁 帳 を こちらに, ら かせ、 寫 のうちで 魏 雄が-ゆ 

ほ. £ 

ら ない 人々 を說 明して 行く。 とッ 端に * 義 雄の 亡友で、 ここの、 HH の？ で、 お宮さん の もとの 船. Sk が 

張りつ けて ある。 

『もう、 ことしで 十五 ギ ですから、 ねえ。』 かの 女 は それ を こちらと 北ハに 見ながら 云 ふ、 そして、 さ， フ、 

昔の^な 感慨 も见 せない。 

『この 人が ゐてほ 太れ さへ すり ゃァ』 と、 篛雄は然しもとの親しみをE-5ひ出して、『僕の^it^«無事にI了 

つたの か 知れません。』 

『ほんと に、 ねえ、 惜しい こと をし ました、 わ。』 

次ぎに- 臬鴨 m 校の 美 II 校長が ゐる。 お宮さん ともとの g1k、 また 今の 1と天 との 關 係に は、 この 抆 
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長 は 忘るべからざる 人で ある。 

ひや ラ ばん 

『あの人 も 困ります、 ねえ、 ああ 評判が 惡くッ て は。』 

しょく  ぎ «.3し や 

『なァ に、 あれが 本色で、 もとは 偽善者で あつたの かも 知れない、 さ 0』 

『奥さんが なくなって からです もの。』 

『さう でもなかった 樣 です よ。』 かう 云って、 こちら はこの お宮さん とも • 校長で ありながら いろんな 

評判の あった こと を 思 ひ 出して ゐた。  ,, 

もっと 

次 きのは かの 女と 今の所 天と が 盛装して 寫 つて ゐる。 まだ 子供が 出來 なかった 時の らしい。 その他 

に、 義 雄の 旌 接に 知って ゐ るの も あるし、 また 今 初めて こんな 人が と 思 ふの も ある。 かの 女の ば 

かり 维 めて あるべ ー ジも あるし、 ここの 子供ば かり 寄せて あると ころも ある。 

『詩人 は 詩人 同志 並べて 置く のがい いと 云って、 並んで ゐる のが そこにありましょう』 と、 云 ふので、 

:J  - - ,  ぃそがひぅ.^ぽぅ  とう く 

つ.：， S かそ こを兒 ると、 故 磯貝雲峰 並びに 故 北 村 透 谷と 共に、 義 雄の 若い 時の 寫眞が 張り 附 けられて あ 

る 0 

とく 

この 一 二人に は、 その 下に • 特に 姓名まで が 命：； 3 きつけて ある。 

『この 時から 見る と • あなた も 年を取つ たの、 ねえ』 と、 かの 女 はじ ッと こちらの 顏を 見る。 

if あなた は 相 變らす 若いです、 ね』 と、 義維は 返した 。『僕 もこの 頃で は 氣< ^だけ は I 机 M る樣 です、 第 


1、 女のお いのが 奸 きになって 來 たの を！： J- ましても。』 

r あんな こと を！』 かの 女 は 突し い 顔 を やわらか にしが める。 

ことば 

お 雄の 心 はかの 女の 久し振りの、 やわらかな- ぁッ たかい 様な 言葉に 接して、 その？；^ では f< 分 心が 

^ちついた。 その代り、 sffi 無 を樂 しんで ゐる 家庭に 向って、 その 氣分を 害する 様な 旅費の 立て 換 

へ を，^ む ほど の 氣は 出な か つ た。 

ニー 

五 ：= の 午後、 お 牛が 受け合つ たのが 出 小た か、 どうか • 兒に 行った。 すると、 きの ふ、 け ふ は道會 

の ごたくで とても. ^へない から • あすの 朝に して 吳れ ろと 云 ふ。 出来ても、 五六 圓 のこと だからと 

云 ふ 注 あった。 

た ぶ.？ で ま 

然し 今 は、 もう • それよ" 外に 當 てがない。 あす は 多分 出來 るの だら うと 思った から、 魏雄は その 

つもりで、 みんなに：！： る 報： $: をして まわった。 

どんま ク 

六 n の 正午 ST また \i ^牛 を訪 ふと • 出す こと だけ は 向 ふ も 受け合つ たが、 け ふ はとても 受け取れな 

いと 云 ふ 前 m にきで • 

「け ふ、 どうしても， ^るか』 と、 念 を 押す。 

,止 、 . - 
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『どうしても、 け ふ、 歸 りたい I みなに も、 け ふの 六 時に. ュ つと 云って あるから』 

と、 義雄は 答へ る。 

^牛 は考 へて ゐ たが、 細君のお 繁 さんに 命じて、 衣 物 か 何 か を，^ ゃ屋へ 持って行かせ たらしい。 云つ 

てゐ ただけ の 金を義 雄の 前に 出した。 

『どうも 濟 まない が、 この場合 * 惡 からす』 と * 義雄は それ を 受け取る。  . 

『どうせ • あす は 受け取れ るの だから』 と、 吞牛は 餘り氣 にも かけて はゐ なかった。 

ネ  V  氺 

氺  ネ 

その 歸 りに、 義雄は 南 三 t:- 西 七 丁目の 角で おせ ：！ さんに 會 つた。 雪が 少しち らくして ゐ たが、 かの 

女 は コ ー トを 着て ゐる ばかりで、 傘 はもって ゐ なかった。 

『どこへ？』 かの 女 は 立ち どまって、 こ ちらの 向き 出しの 洋服. で 見すぼらしい 姿 をして ゐ るの をな が 

めて ゐ る。 渠の インバネス は、 きの ふ • 永峰の；^^船なりで、 返して しまったの である。 - 

『歸 东费 を： S ら へ て來 たのです』 と，^ せ^する。 

『そしてい っ歸 るの？』 

1 .  しゅつ « つ 

『今 晚の六 時出發 です。 J 

「では』 と、 ちょ ッと考 へ て、 『見送ります、 わ。』  . 


『いえ  >  それに は 及びません、 お 子 も あるので すから 0』 

『それでも • 氣は氣 ですから、 ねえ。』 

ご _T るい  んばゥ 

『では、 御 si 意に して 下さい。 然し 雪が 降る かも 知れません から、 遠方 を わざく 御兒 送りに も 及 ひ 

ません よ。』 

〔见 に^、 行けたら * 行きます から 11 o』 

『また、 今 皮お H にか かります。』 

とつ -v.^ 

『  』 おせ ：！ さん は * ヒ ちらが 行き かけても • 矢ッ 張り， こちら を {!: いて 立って ゐる。 そして 突然 

の やうに；^ 後の 首， お を 云った、 『あなた はいつ も 出し 拔 けに 來て、 出し 拔 けに 歸 るの、 ねえ 11 今度 も 

ゅッ くりお |^^"も出來な い で ！』 

ぴ せう  はう らう しゃ 

『さう です、 ねえ』 と、 こちら は 寂しい 微笑に なって、 『放浪者です から。』 新う 答へ て 別れた あとまで 

も， 何となくかの女の^！：：！からの親しみぁる首楚に心は引きっけられてゐた。 

げしゅく 

お 鳥 は 病院 を 引き 拂ひ * 義 雄の 下宿に セルの 被 布 を 取り寄せ、 それ を 着て、 今 一 度 • 知り合 ひに な 

くわん じ to- 

つ た 入院 中： ^^等 へ^れ を 云 ひに 行った。 

:g 雄 は W では W を 少し n 十く 出て、 先づ有 馬の 家に 行った。 その 途中に あった ァ カダモ の 親しい 木 

0 き 物  五 01 


泡 鳴 仝 集 第五 卷  五 0  二 

— それ は 數日前 切り倒されて あるの を兑た —— は， もう、 どこへ やら 持って行かれて、 . ^かた もな， 

かった。  ^ 

いさむ  は- フ 

勇 は 入れ違 ひに 義 維の 方へ 行って 留守であった ので、 義雄 はお 綱さん にいと ま を 告げ、 『slgl^』 を 

返却した。 それから =^,€實 業. 1 誌 社へ まわった。 そこで 草 を 返した。 

氷 峰 はこ ちら を 待って ゐ た。 お 鈴さん も 別れ を 惜しみに 來た。 

I  , けつ <J ん 

r 早く 結媳 なさい よ』 と、 赣雄 がかの 女に 一: み ふと、 

『ま ァ』 と、 氷 峰が 引き取って、 『雜 誌で もうまく 行く 様にならね JH、 な ァ。』 

ほリ  I 

義雄は ズックの 革飽 一 っを提 ゆて、 一と 足さき に そとへ 出た。 革飽ー つが 荷物の すべて だが、 その 

中には- 樺 太と 北海道と に關 する 調査-け 41- ま i を控 へた 手帳と、 『悲痛の mlu の SIh ん 六十 枚ば か 

ねとが 這 入って ゐる。 この 二つ は渠の 放浪 を 自分に がハ させる 記念で も あり * 船 i でも ある。 

雪 は 殆ど 人のから だが H 凡えない ほどに 降リ頻 つて 來 た。 渠は それが 自分の この 地に 於け る 最後の な-, 

さけない 姿 を 隠して 1:, 产、 れる やうに 思へ た。 

停車場に 来て 待って ゐ ると、 先 づ天聲 が やって 來た。 そして、 もし あの 百 萬 坪の 件が すれば、 

とちら にも 分ける からと 云 ふこと を 念押した。 


そのうち、 氷 峰 も Is! 牛 も 来た。 

勇が 來 さうな もの だと 思って ゐる ところへ、 お m が 車に 乘 つて、 大きな 行李の ほかに、 風呂敷 包み ：- 

の 大きな の や、 林擒の 包みな ど を 持って 來た。 そして、 篛 雄に 向って、 こ ツモ^と、 

『早く^よ うとお もても、 あの 55^ のお ゃぢ がまた 下らん こと を M ふ， て  かづめ らしく * 分り切. 

つたこと をく どく 云 ふて たの。』  、 

『そり ゃァ、 お前 だけ を 時 11 に 後れさせよう としたの だら うよ o』 

『いや ァ なこッ た！』 ぉ^^|は- まァ、 よかった と 云 ふ 風 をした 。『見送って 來 ない とよ。』 

『どうして、 さ？』 

「田 村が 自分の i*^ を容れ ない の だから、 東京の 綳^ に對 しても 中し わけがない。 もう 友人で ない と、 

さ。』 

『ぢ ゃァ、 ほうっておく、 さ。』 

r あんな 籠な！ ffe^ は 北 鍵の 霧に， ft 死ぬ くらね の 目に 逢 ふて 見なければ、 直らん と • さ。.！， 

r もう、 それ：uけでも卜分だo』義雄は餘.=^氣にはかけなぃで、『ぉ前と手を切ることを云ひ置ぃて來な 

かった から、 あいつ も 心配して 01 犬れ てゐ るの だら う。』 

然し. $ や 天， f If 入れても、 二人の 朿 京まで 管 汽荜賃は 出ない。 義雄 は 仙 響での i 切 

^き 物  五 § 
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;»! を 二 枚 買った。 

お宮さん を 今一度 見たかった が、 ついにが なかった。 

. 三人の 友人に 送られて、 義雄 はお 鳥と 共に 汽車に 乗った。 

强ぃ風 はお ほひら の 雪 を プラト フォム や 車窓の 中まで 吹き込んで 來る 0 電燈 の光リ が 達する 力 は、 

一もう、 一尺 も 積んで ゐる のが 見える。 

4f> て 4tj  f うし 

. 汽笛 は 鳴った。 友人 等 は 帽子 を 取った。 汽享は どんく 降る 雪の下 をく ぐって 進み出した。 

かう して、 義雄 は、 親しみの 深くな つてた 札蜣 から- S が 好かない sg?^ の 如く、 追 ひ 出された の 

である。 

渠は、 自分の 乗って ゐる 汽車の がた く 云 ふ 響きに • たださへ とがり 切った 神經を 111 せられ、 今 

, まんけ うてきげ いけん  ， ，Jr  .J  ,  :.c  ノ 

日 まての^ 橋 的 經驗を 目の前に 思 ひ 浮べて、 足 もとから 追って 來 る"！！ き 氣に、 却って、 お 鳥のから だの. 

熟よ. ON も I 曆 あつい 熱 を おぼえた。 

十- 1 

お 鳥と 一緒に 長い 旅 をす ると 云 ふこと は、 義 雄に 取って、 あとに もさき にも これが 初めてで ある 0. 

ぢょ 

そして これが 若し 柬 京に 於いて かの 女との 閼係 のっき 初める 時に 於け るかの 緩 倉^き の やう. H もの 


であったら、 若い ものに 對 する 好奇心 やら 可愛み やらで また 自分の 胸 もお 返り- 〇•  桀 しみに 一 杯に なつ 

ただら う。 そして、 鎌 八 お の に 於いて かの 女が 如何にも 妖^な 微笑 を以 つて、 

『ほんと に舉 校へ 入れて 力れ る』 と 念 を 押した の を • そのうへから 颜ぢ かく：^ おろした 時、 自分 は 

やう ち つて 4_- 

—— 今 思っても、 多少 强壓 的な こわい 顏 をして ゐ たらう —— ただ I と 言、 

「無論です』 と 答へ たッ けが。 —— その 時 は 全くう ぶな 女 を 持った つもりであった のが、 その あと か 

ら^々 と いろんな ことが 發兑 されても、 ますく 自分の 愛情 はかの 女にから まって 行った。 

が、 今や. 0 分ら は 別れる 爲 めに 東 一 C 小へ 向 ふやうな ものである。 いや- 別れる 爲 めに、 ボ 京へ 行って 

.  ぢょ  やく. J い 

も，：：： 分 は nr く かの 女の 病氣を 直して やらねば ならぬ の だ。 そして その 厄介な 入院 料 を 15 び 出せる か、 

ご めし  ^-c 

どうか は あらかじめ 分らない。 成らう ことなら • 何とかして それ を御究 を かふむ りたい と 私 かに 考へ 

て：；： る。 

けれども * また、 その 別れが I ヶ月 さきに 來る にせよ、 今、 まのあたり であるに せよ • 自分ら がい 

じ ぶん 

よいよ 別れて しまうま では、 自分で かの 女に 對 する 愛 は —— 然ら ざれば • かの 女に 對 する これまでの 

4ict8- した 恐 ひ 出 は 11 まだ 自分の 心に 十分 淺 つてる やうな 氣 がする。 これ は、 然し- もう、 自分から 

よくて *> はつ ぺぅ 

かの 女へ 精 的に は發 表して 兄せ たく もない 物であった。 

夜で も あり- また どこまでも 雪が 降って たので、 お 互 ひに そとの 景色な どに 氣を まぎらせる こと も 

き 物  五 〇 五 
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できなかった けれども、 自分ら は 殆ど 全く 汽車 中での 言 槳 はか はさなかった。 

『どうせ 歸 りに はゅッ くり 立ち寄って 見る から』 と 思って、 行きに は、 車中から 見て 通り過ぎた ケ. 

はは  *> れい 

ffi やその あたりの 奇麗な 沼 も * とう， （-. 雪 やみのう ちに また 通り過ぎて しまった 。今の 自分に は、 た 

とへ 時間が あつたと しても、 この 見すぼらしい 姿で は、 とても 下車す る氣に はなれなかった だら う。 

ぐ. C いたう 

氷 峰に 借りて た 外. は 取り返されて たので、 安ッ ぼい 馬乗り 洋服 をむ き 出しで ある。 それに、 お 鈴 さ 

んの^^^へ貸した時計もそのままになって來た。 

『そんな 者に だまされ て 貸して やった のが 阿呆 ぢ やない か？』 斯う 云って * こちらの 多くの 失敗の 

1 つ を も いら/ \ した 様子で 叱. 附け もした お 鳥 だ。 かの 女 は 初めのう ち 時々 ただ 恨めし さうな E つ 

きをして こちら を 見つめた りして ゐ たが、 やがて は勞 れて來 たと 見え、 こちらの 寒さに ふるえて ゐる 

ゆやう りぢ  • ン P う 4*，-> し，. >  おく 

膝の 上に その 兩手 を兩 肱まで かけ、 そのうへ へその 顔と からだの 上半身と を 托して しまった。 そして 

よく 眠られな いのが 苦しい と 云 はぬ ばかお にして、 時々 その 顔 を あげて ま た こ ちら を じッと 見つめ.. 

た。 

『  』 義雄は 自分が 札幌 へう ッ ちゃって 來 ようとまで、 一 度 は 決、 仏した ところの、 そして かの 女 

自身 も柬 京に 行けば 別れよう として ゐる ことが 分って ると ころの 女 を * なんでぃまだに斯ぅ心で可极5{^ 

いの かちよ ッと 分らなかった。 


病氣 が^った ので もない の だから • 夜 を 通して 函 館まで 來るぁ ひだ、 かの 女 はこ ちらの 膝の 上で 顔 

を あゆたり • 伏せたり して ゐた。 

あ を』 v  >  、  OiU う 

それまで は、 まだ しもよかった が、 函 館から 靑 森へ 海上 を 渡る^、 かの 女 は 非常に 船に 醉 つたので、 

HW ゥ にう 

キ；^：森で上野行き列^^の出發を待っ^に、 少しも 食事 はせ す、 ただ 牛乳 を 一 杯す つた だけで ある。 こち 

らこ は、 こんな ことで よくも 女の 獨り 旅が できた もの^と 思へ た。 

X しょ  きマ くしゃ 

卞；£:森からまた汽艰に乘る^^ 腰 を かけろ 場所 もない ほど 多数の 乘容で —— あちらの 容^、 こちらの 

容 准と 探し 歩いても、 丁： i: に i^il が见 つからない。 止む を 得す 義雄は どこへ でも かの 女 を 押し込む つ 

もりで、 が 踏み 投へ 片足 を あげる と * かの 女 は 立ち どまった まま、 

『あたい、 そんな^: ii なと ころ 颜だ * わ』 とすね て 見せた。 

はかの 女の 財布の 巾と 自分の ボケ トとを そらで 數 へて 見て、 大抵 大丈夫 だら うと 決心し かの 女 

くうせき 

だけ を その 次ぎに つづく 二等 車へ 乘 せて やった。 こちらも三等に 1 ケ所《&席を發1»>^^たので、 そこへ 

腰 を る r 列^が 動き 出してから、 ちょ ッ とお 鳥の 様子 を兒に 行く と、 熱が 出て.^ たと 云って、 足 を 

n ばして 横にな つてみ た。 ひたへ にさ はって 見ても、 然し * さう 熱が ありさう ではなかった が • 横に 

なる だナっ { 仝 あるので、 他の 客が 這 入って 來 るまで さう しても よから うと 云ひ聽 かせた。 胸 カ^ 

いと も 云 ふので •  けに 寢られ る やうに してやり * 胸から 足の 方へ 毛布 を かけて やった 0 割り 合 ひ 

^き 物  五 〇 七 
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五 〇 八 

に脊の 高い であるから、 足 だけ は靈 して 管 折らせ. f^x^m^i^. 

て、 自分の 席へ 引ッ 返した。 昨夜の 塞 さで 風 を 引いた ので あらう と 思 ひながら だ。 靑森を 離れてから 

こちらへ は 雪 は 見えない し、 さう くもな C が  0 

S 見舞って 兑た時 • 第； I が附 いたの は、 I が 二 一 人ぶ も， ゐ たこと だ。 煙 かの がよ の 

顏の 上へ こちらの 顔 を 持って行って *  pj かこ、 

き ぶん 

r 氣分 はどう だい？』 

『叶： きたい S よ。』 かの 女 は 管 ゆすって P しがめ る。 これ は、 かの 女が あまえる 時、 fr§ 

で、 こちら は 見慣れん てゐ るから まど 管 もしなかった が、 吐きたい と 云 ふの だから、 室の 中央 I 

力れ た^^， ^ い 痰つ ぼ を ff と. かの 女 tK ぐ それへ 白い物 を 出した。 sat 

い パ 8 に 見えない 雷 それ を かこつて ゐ たが、 0m. 通りす がった f ィこ 

わけ を：！ ti して、 掃除して 貰 ふこと を 頼み、 

^H^^fl 蠢か、 どこかで 降.， て もい いから、 ね』 ， つ 意に 讓を與 へる。 . 

『辛抱 出け るなら、 する 方が えい、 わ』 と 答へ るので、 他の 人々 に. 4 まの ないやう にして、 

かせ て^いた。 

露へ f 近くな？ 來 I- また 暴って 見る と • 意の^^5:の檨子が變ってるの|かれた。 


他；： 乘 等の いづれ もから 無 首で 凝視され てゐる ii に、 一人の、 古ぼけた とんび を 着た 肥えた 紳士 

I— それまで はゐ なかった と 思 ふ 11 がお 為の 足の 方に かけて ゐて、 その前に^^ってゐるボーィと押 

し^ 答 をして ゐる。 

『l^i ^アポ ー ィ ぢゃァ ないか？ 汽^ 中を取 締 つて 行く 役目で ありながら、 こんな 無禮を 見の がして 置 

くと 云 ふんか？』 

『さう 云 ふわけ では 御座いま せんが — 』 

『だら、 なぜ』 と、 お ほ聲に 足踏みして • 『起さな いんだ？』 

『それでも —— 』 

紳. H は 確かに^って ゐる らしい。 然し 醉 つて ゐる爲 めの くだ 卷き でもない 様 だ。 ボ-ィ の 顔 を にら 

みつけて • 『それでも』 のつ づき を 待って るら しい その 顔つき を 見る と、 義 雄が 业 H 自分の 同窓に 於いて 

かう もてし 

知って ゐた川 木 氏で ある。 

然し. nl 分 は IS を 嫌 ひであった。 自分ば かりで はない、 IS を 知る 攀友は 誰れ でも！： S を 嫌 ひであった。 

ま >*  やし ほ、 - 

仙 の 成 耶蘇 敎舉 校に 自分 等が 舉ん でゐる 時、 年う へだけ に鎮は 自分い 先 載であった。 自分 は 英語 を 

でんだ うし  はう ご し.？ が < 

主にして 部に： Q たが、 渠は *悔^ 師 になる 爲 めの 邦語 祌擧を やって ゐた。 もとは. K サフ- 憲太郎 の 部 

1^ き 物  五 〇 九 
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-t  さう し  が *, ゾ 3 

卞に屬 する 壯士 であった さう だが、 耶蘇 敎に 改宗して から は、 非常に 熱心ら しい 信者であった。 が、 

然し、 さッぼ 人好きの しない 男であった。 まだ 舉生 であ.^ ながら、 け ^く~ 曰 ^1 人で し脊ょ 負って ゐ るかの 

檨 にがん ばって * 定まりの 槃會に 出ない と 云って は會負 を 責め • 出る とまた、 態度が ふ不 Hi だと 云つ 

て は それ を 責める。 笑った と 云って 貴め * 泣いた と 云って 贲め るので、 藥のゐ ると ころで は、 gr;^ 會 

員 等 はどうし ていいの か 分らなかった。 しかし、 纏 はさう いふ こと をし なければ おのれの 熱心が を さ 

まらない ばかりでなく、 また さう してお のれの 熱心 を 得意がつ てるら しかった。 はたの ものら は、 し 

かし •  0 一  個の 都合の 爲 めに 自分 等の 行爲を 左右され るの を 好まなかった から、 成るべく 攝を」 おけて、 

近 よらない やうに して ゐた。 

祌舉部 を 出てから、 濕は 矢張り さう いふ 態度 を以 つて 德道師 になって ると、 こちら も He て ゐヒ。 

何も 知らない 田舍人 は、 その 熱心に 隨 喜して、 渠を 牧師にまで も 仕 あげた 0 纏 は 得意になる こ，^,; つて、 

人の 行爲 に干涉 する ことが 甚 しくな つた。 そして 人の 行爲に ん i する ことが 甚 しくなる に從 つて、 そ 

れ だけ 蹈自 身の 行爲を 責める ことが 猿くな つて 來た。 敎會員 は そ を ill する に 至って、 蕖を した 0 

はます く 人の 無情と 罪 惡とを 指摘す る 性情が 强 くな つたと 同時に、 蕖 自身 は 酒 を あ ふって お I に 

ころつ くやう になった 0 

そこまで はこち らも 話に 聽 いてよ く 知って ゐ るが- それから 藥. が どこへ 行った のか 分らなかった。 


H  ^^zo  しゃう ぶん 

うわさに 據 ると、 北海 f;^ で 1; 分よ く 開墾に 成功して ゐ たが • 持ち前の 忡 分の 爲 めに また 失敗した こと 

が ある さう だ。 今でも そこに ゐ ると いふ 話 もあった から • こちら は 札幌に 於いて 渠を 時々 思 ひ H さな 

いで もなかつ たの だ。 

もく. ナ ヒ *, し II  、  ノ  JJ 

その 人が 今 * こちらの nn".! で、 こちらの is 帶考- のこと に 就いて 相 變らす 例の 調 >t.' でポ ー ィと 押し 問 

とほ  ， I 

答 をして ゐ るので あった 0 今更ら 名のる の は 好ましくなかった から、 知らない 振りで 通す つもりで 

『ちょ ッと 1 がつ i です が 11 若し この 婦人の ことで 起った お話しなら、 長く と は 巾し ません、 盛 岡 

でお ろします から —— どうか それまで —— o』 

『なに ィ！」 m 本 はこ ちらの 方に 向いて、 『君の 席が ここに あるの か』 と、 少し 勢 ひが ゆるみ かけた。 

『いや、 わたくし はぁッ ちの {K にゐ ます。』 

— だ，  れいぎ 

『巧し くも』 と *  は 14： び 威 だけ" になって、 『二等 窒に乘 るく らゐの ものなら、 それく らゐ の禮债 フ 

知って を る^だ。』 

『御， S 人です から』 と， ボ ！• ィは びる やうに 受ける。 

『,M だッ て、 何だッ て、 おれの 妻が ゐ たなら、 矢ッ 張り 婦人 だ。 それが 勝手 氣 儘に 長くなる といぶ 

法が あろ もんか？』 


泡 鳴 入 is 笫五卷  五 二】 

li は』 と *  一  曆 おだやか is て 、『船で 醉 ひまして— また 汽車で ゆられました ので、 f 

禮を 致して をり ます。』 

『無 禮 にや ァ きまつと る！』 

『御」 ぎ 人です から』 と • また ボ I ィが 引き取って、 『ぉ醉 ひに なって il o』 

『おれ も醉 つてる の だ！』 

『それ は、 あなた はお 酒に ぉ醉 ひに なって をら れ ますので— o』 

『おれ も寢る C だ。 ゆ ふべ から i ら なかつ たんだ。』 

『それ は • あなたの 御 勝手に、 お g りな さりませんで したので II o』 

『兎に角、 あれ を 起せ、 起せ！』 川 本 は 窓の 方へ 大きく 無现に もたれかかった。 

讓 がお 鳥 はと 見る と、 案外 置で、 け あ Is 中で 足 は f てゐ るが * 1 む 向けに なつき ま、 目 をつ 

ぶって ゐる。 近よ つて、 わざと 大きな 聲で 他の ひ，^:^ にも 聽 える やうに、  . , 

『盛 岡で おりる かい？』 

『 ……：… 』 かの 女 は 目 を ひらいて、 小さい 聲 だ、 『人が やかましく 云 ふから、 おりたくな つたの o』 

『では』 と 1:: ちら は f ィを 返| て、 『歸 でお ろします から、 それまで 賴 みます。』 そ こを 出が け 

に 今一度 川 本に 向って、 『何分、 病人の ことで、 濟 みません が、 それまでよ ろしく』 と 云 0 て 見た が、 


梁 は、 何の 答へ もしなかった。 また、 こちらの 誰れ であるか を 認め もしなかった。 

うす み  とけ、 

fis 雄 は * 多 小^ 氣味惡 くないで もなかつ たが、 そのまま 自分の 席へ 引ッ 返した。 時計 を 見ようと し 

たが • それがない のに 氣が附 いた。 寂しい 一 I 眠く も ある。 

S 

やがて、 お £i| の难 窒のボ ー ィが やって 來て、 こちらの 窒に穴 S 席が あるかな いか を 探して ゐる 様子で 

あつたが、 一 つ 兄つ かって り 足 を こちらの そばに とどめて、 

『どうか、 n ハ 今の は 御 勘辦を —— 時々、 ぁァ いふお 客さん があって 困ります。 途中で 三等から 乘り變 

へたんで 御座いま すが、 まだ 切符 を 切り 變 へません ので， わけ を 話して、 もとへ 直っても らふ ことに 

致しました から 11 o』 

『それ は 氣のャ S でした、 ね。』 

てにもつ  う，？ と - 一お 

K ぐ 二人の ボ ー ィが おもい 手荷物 を 提げて 這 入って 來 ると、 それにつ いて、 川 本 も い 顔 をして 來 

とほ みち 

た。 JSS はこ ちらの そば を 二三 席 過ぎた ところの、 通り道が はの 席 を 占める 爲 め- 窓ぎ はの 客と 肱 かけ 

の^に • でッぷ りした からだ を 横枘に 割り込んだ。 見て ゐ ると， 窓ぎ はの 客 は、 どんなえ らい 人が ■ 

^になった のかと 云 はない ばかりに、 からだ を 縮めて 奥の 方へ や： わり した。 

» き 物  五 二 II 
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ひ ち？ 0 う  ，、 

肱 かけの そばで 中央の 道に、 ボ ー ィが 積み 置いた 二 個の 荷物 は、 下の は 何だか 分らない が- 上の は 

くわ レ を， 

みやけ 物の 菓子 折の 樣な もの や 林檎 入りの 籠で あるら しい。 

問 もな く渠は 居眠り を 初め、 窓ぎ はの 客の 方へ もたれかかって 行った。 容は暫 らく 渠の方 を 見い 見 

い 無言で それ を こらへ てゐ たが • 餘り おもみ を 感 する やうに なった からで あらう、 咬 ばら ひ をして 胸 

を ゆすった。 すると、 川 本 はちよ ッと 目を覺 まし • 何 かし ほらし い 詫び言 を 云って ねた 樣 であるが • 

今度 はまた 肱 かけの 方へ た わい もな く、 こくり こくりと もたれて 行った。 

ちう い 

義 雄に 限らす、 車中の 注意 はすべ て蕖 ひとりに 集って ゐ たので、 渠の その あり 樣を ただ 見つめて ゐ 

る 客 も あれば、 互 ひに 小聲で 冷笑し 合って ゐる 客な ども ある。 

i  あまくだ 

『二等から 天降って 來た 醉ッ拂 ひだ。』 

『なァ に • 三等から 切り かへ て 貰 はう として ことわられたん ださう だ。』 

『そんなに 醉 つてる とも 見えぬ が —— OJ  , 

さ. A 

『酒 § の樣に ふてい 奴 だ。』 

『可哀 さう に、 眠 いんだら うよ OJ 

V- うろ- C- ご 

人々 が こんな 嘲弄 語 を 吐いて ゐ るの を聽 きながら、 こちら も いつのまにか ゐ 眠り をして ゐ たらしい。 

『わ ッはッ は』 と、 手 を 打って 人々 が 笑 ふ 聲に目 を覺 ますと、 川 本 は 席から ころけ 落ちて みやげ 物と 


共に 不恰奸 に 倒れて ゐ る。 

ち *-9 はう け. S  かどば 

然し 渠 はの ッ そり 起き あがって、 大きな 風呂敷の 中で 長方形の ものが 角張って がくがくして ゐ るら 

つ なほ 

しいの を 手に もたげて、 もとのと ころへ 積み直し、 おのれ も 元の 席に ついた。 

こちら は 別に 大した ことで もない ので、 直ぐ また 眠ったら しい。 ふと また 目が 覺め ると、 川 本 はこ 

ちらの 方に，： 1： ひ • っッ 立って 何 かしゃべ つて ゐ たの だ。 

『？J 依と いふ こと を 知なら ければ ならないです』 と、 出しぬ けにお は 聲を聽 かせられ、 こちら はお 鳥 

と C 分との ことが 惡 くち 云 はれて ゐ るので はない かと 驚いた。 然し さう ではなかった。 渠は、 說敎者 

の敎 i^. に 立つ 様な、 お ほやうな 態度 を 持って、 暫 らく 無言で 車中 を 見 まわして ゐ たが、 おもく しい、 

腹から 出る^な で、 『禮儀 11 禮儀 11 禮儀 をです』 と橾り 返し、 『諸君 は實 に？ J 儀と いふ こと を 知ら 

い. *,-.0 

ん。 わたくしが 席から ころ け^ちた の を 見て、 ただ 徒らに 笑って をる と は 何の ことです 《  失敬 ぢ 

やない か 0  無情と いふ もので はない か 《  諸君 は寳に あさましい 人々 だ！』 

かう もと くん  ) 

『  』 そり ゃァ、 尤も だよ • 川 本 と、 こちら は 名のりまで 摩げ て 現 はれた やうな 氣 になった 

そして の 北〕 の 無 反省の 惡 い^な ど はこ こに 問 はないでも よかった。 人の 弱點ゃ 失敗 は うらから 見れ 

ば^れに でも いくらでも あらう。 それ を 自分から さらけ出して 他人に 向 ふなら、 いくらでも — 正直 

にだから —— 强 いこと を 云って い い。 自分 はこれ までに さう して ゐる こと を 少しも 厭はなかった が、 
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渠も 1. 昔と は 遠 ひ、 餘 ほど 燒けッ 鉢からの 正直 を 得て 來 たものと 見え II お 互 ひに 語り合へ に gSI 

すると ころが 少 からぬ やう だ。 

が、 なほ 默 つて 兑てゐ ると- 車中の もの はすべ て 渠の方 を 見つめて ゐ るば かリで >  ひとり も 渠を喊 

手に する ものはなかった。 蕖 は當然 にも 物足りな ささうな 顔つき をして 席に着いた。 然し 直ぐ また 立 

ち あがって、 

n" よ なか 

『おの 中 は镇に あさましい。 贄に あさまし いものと 云 はなければ ならん。 I さう したの：^ ±,1 の 中り 

つね  •，> よくん 

人の 常 かも 知れません。 然し • 諸君、 わたくし は今醉 つて ゐ たのであります。 酒に 醉っ たものに ま、 

少しも 罪がない のです。 I 罪のない、 云 はば、 f: 邪氣に 倒れた もの を 目の前で 見ながら、 手 を 打つ 

て 笑 ふと は 何の ことです。 可哀 さう だとい ふ 考へは 諸君に 船ら な いんです か 《  諸君 は先づ 飛び出 

して 來て、 わたくし を 助け 起して くれん ければ ならんで す 0  11 諸君に は、 その 考 へが 起らない。 世 

の 屮は赏 にあ さましいです。』 

『  』 その 最後の 二 句な どに は、 最も 誠資な 語氣が 含まれて、 こちらに は、 今 自分の 氣 ぶんで は、 

よ t んしャ 

豫 lie 者の 埶：； ^も 亦 これに は 劣る とも、 勝る こと は あるまい とい ふ氣 がした。 弱い 人 問の 身 を 眞ッば だ 

かに 投げ出して 弱い 人間 どもに ぶっかつ たので はない か？ こちら は 自分が かの 中擧 でした に 於い 

あっか 

て ii. ま ，述 り&ひ をされ てし まった こと を 思 ひ 出して ゐ た。 自分が あの 時 あ ひ 手に されなかった やうに、 


今、 も 亦 誰れ にも あ ひ 手に されて ゐ ない。 その 威厳 を 全く^. i にで も 兄て ゐる のか、 少し はお それ 

た氣 味も见 せながら- 皆が $： 北海道の 雰を 脊 中に しょって 來 たかの 樣に射 ^で- 1 言たり とも 同情の 

意 を 表する ものはなかった。 

i» ずらく 何 かの 返 または 應援を 待って 居る 様子で あつたが、 11 の 色 を 兄せ たかと 思へ ると、 

急に 颜を おらげ て 苦笑に 轉 じた。 

『 いや、 かう 云 ふこと を 諸^に 巾し あげてす みません —— すみません —— どうか、 お許し を 願 ひます』 

と 語って、 ゅッ くりと 席に 翁いた。 鍵の あたまに 11 絕 望の ほか .11 何 ごと か 浮んだ 爲 めか- その 態 

度が 突然 變 化した 理. H は、 こちらに 分らなかった。 

？ 1^ 雄が 車中 を まわす と • 俄かに あちらこちらに， 話し 聲が 起って、 その， な こと は 大きな 豚小屋 

の屮の やうであった。 その 1 隅に は、 どこかへ 護送され る囚. ^が 五六 名 i: 取って、 あみ 笠の 下から こ 

の： が 說ギ； ： の ゐる方 を じッと 見て ゐた。 そして 附き添 ひの 巡査 二 名のう ち • 一名 は 知らない 振り をして 

煙 や を 吹かし * また 一名 は 25 附り をして ゐ た。 川 本 自身の 醉 ひも 醒めて しまった らしい。 こちらと 巡 

S 等と に そ びら を 兄せ て 頻り に 煙草 の けむり を 吹 いて ゐた。 

然し 義雄は その後 川 本が どうした か 知らない。 今度の 驛が盛 岡 だとい ふので、 その：^ お を 去って、 
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お 鳥 を 下車させる 仕度に かかった。 

『あのお ゃぢは あれから どうしたの』 と、 かの 女 はいつ 下りる となっても かま はぬ 用意 をして から g 

た 

き钆 した。 

r おれの 窒へ來 て • 頻..=^に演說してゐたょo』 

『へんてこ なおや ッぢゃ —— I 一等 客に なって 威張って 見ようと したの だろ て * 皆が 笑って ゐ た。』 

おくだん 

『いや， さう 臆斷 してし まう に は可哀 さうな ところ も あるの だが —— o』 義雄は 新う 云った 切. OS で、 川 

本の こと は 詳しく かの 女に 語って やる まで もない と 思った。 

一 五 

むくわん ナ^  f  LP 

『  』 義雄 はこん なに さし 迫った 狀態 では 全く 無關 係な. H 地へ は 下車で きなかった ので ある。 盛. 

か ラレ  おんとく 

岡 市に は 自分が さきに 〇〇 商業 學 校の 講師であった 時に 頼まれて 自分の 家で 監督した 生徒が ゐた。 勉 

强 のこと だけ は隨分 厳格に 監督したり * 猛烈に 英語の 復習 を强 いたりして やった の だが、 この場合、 

それ をで も 反 對に手 頼つ て 行く しか 道がなかった。 

もう、 日が 暮れて ゐた。 停車場 を 出た 直ぐ わきの 陛奥 館と 云 ふのに 這 入り、 電話で 以 つて その 先 徒 

ぐ わい しゅつ 

を び 出して 見たところ、 今 外出して ゐな いとの 返事であった。 何でも 當 地で は隨分 大きな 金物屋 Q- 


がくれき  - I  ，> ほべ t. 


息子で • あたまの 惡ぃ爲 めに とうく 屮舉 程度の 舉歴も 終らないで しまったが • 北 斗と 稱 して、 土地 

の 新^に 耿ゃ 短篇 小說を 書いて ると 聽 いて ゐた。 その 父親 も • その子の 爲 めに、 もとは 義 雄の 家へ 皮 

^訪ねて 來た ことがある 人 だ。 

殆ど 一文な しの 不 に 驅られ ながら *  二人の 寢床 > ^取らせて ゐ ると * 電話が かかった。 そして 今 か 

ら 訪ねて 來 ると 云 ふので あった。 

«i  きな ほ 

r どんな 人 か 早う 见 たい』 と、 お 鳥 は 云った。 そして 半ばぬ いだ 衣 物 を 急いで 再び^ 直して ゐた 

『それ どころ かい？』 義雄は 少しも 浮いた 氣 になれ なかった。 そして、 たと へ 北 斗が 訪ねて 來たッ て、 

けつ キ くぎ  r  •  i  I  一 

まだ 親が かりで あるから まとまった 金が できない とすれば、 結局 來 たのが 無駄で あるが II とダ. 'へて 

ゐ た。 

やがて 案內 があって、 久し振りで 一! 會の挨 1^ が 終 はると • 東京に 於け る義 雄の 妻の 顔 をよ く 知って 

<ゎ》 ^れん 

北 斗 は • ここに 遠った 若い 女の ゐ るの を じろ りと 遠慮が ちに 見てから • それに も關聯 させたら しい 

口ぶりで、 然し 真面目く さって、 斯う 尋ね 出した、 

i また II どう 云 ふわけ で —— 』 


1  _1 た ッた三 四年會 はなかった うちに、 大分お とな じみて しまった やうな 首 藥を 向ける の を • 

義進は isc くも 思った と 同時に、 自分の 今の 狀態を 返り 見ないで は ゐられ なかった。 以前に は、 自 
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^の 多少 野心の あった 或 婦人のと ころへ も * 自分の 書生と して 渠を 伴って 行った こと も ある。 が *  ？ 

の舉 業の 後れて ゐ ると 反 對に、 年 は その 級で も I 番 うへの 子であった。 數 へて,, ^ると •  f 確か 十 

九歲に はなって る辔 だもの 0 

『こんなと ころへ？』 

f どう 云 ふわけ ッて、 實は • これが』 と、 義雄 はお 鳥が 取り澄まして 客 を 少し If にした やうな 顔つ 

きで、 これ はまた 度々、 じろ くと 珍ら しさ、 フに 見て ゐる 1^ へ 顔 を 向けて 見せてから、 『札幌 を 出た 時 

から 工合 力よ くな くッ て、 船 や 汽車に 醉 つた 氣^ も あるが、 持ち前の 摘氣 がどうしても 途中で 下車 を 

しなければ なら なくなつ たのです o』 尤も、 ふな 醉 ひや 汽車 醉 ひだけ では、 如何に かの 女が 途中で ぐづ 

ねても おろして やる のではなかった。 が • その 病氣は 若い ものに 向って は 少し 遠慮すべき 性質の もの 

であった。 

『そり やい けません • な o』 

『いけな いのは それば かり ぢゃァ ない o』 蕖は 然し. g ぼんから うち 明けて 行かねば ならぬ と 思った ので、 

ここへ 下りた こと は 下りた ものの、 金が なく ッて 困る こと を 告げた。 

『  』 ..^、、-はこちらの云ひ出すことをュ|知して、 たださへ 煮え 切れない 顔つき を 一 暦 煮え 切れな 

くした 0 


『何とか 一 とき、 少しの 都合 をして 赏 へない か 知らん て？』 

ひ ばら 

『さァ —— かねの こと は』 と * 火鉢に かけた 兩手 を引ッ 込めて 固くなった。 

『無論、 東京へ 繡 つたら * 何とかして 必らす 返す つもり だが 11 sf^ もま だ 親が かりだら うと は 知って 

るから *  i^f; が 僕の 爲 めに おや ぢ さんと 相談して 2^ て 典れ さへ すり ゃァ いいの だが？』 

『  』 渠 はま だ 固くなって ゐる。 

『それでも 駄：： ：！ なら 駄目と する が、 兎に角、 頼む から 相談して US- て ^JS{れ 給へ。』 

『では、 まァ、 して 兌ます が —— 』 

3 いなん 

『この場合 *  11?^ が 僕に m、5 ひ 出された の を 災難と 見て • ね。』 

『  』 北 斗 もこ ちらの 笑 ひに つ り 込ま れ て 苦笑し 初めた。 

『久し振りで < ^つて、 直ぐ 無理 を 云 ふの は 如何にも 氣の毒 だが、 11 それから 今一 つ^みが あろの だ Q 

別な ことで もない が • これ を どこかの 院へ 入れな けり ゃァ ならん ので —— 今夜と 云っても • もう、 

せう かい 

時 がお そ 過ぎる だら うから、 あす、 なるべく 早く^の 紹介で 頼みたい。』 

しゅ 

『そり ゃァ 知って る 病院 もあります から』 と、 この 返事に は 多少の 元 氣が见 えた。 『I  IT どう 云 ふ 種 

類の 御病氣 です？』 
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r 婦人科で なけり ゃァ ならない の だ』 と 云って、 お 鳥 を 返り ると、 かの^5;^はこちらを見てへ#|^で微 

笑し し ゐた。 こちら も 笑 ひに まぎらしながら、 『實 は、 面白くない 病氣 だが、 僕の は 直って、 移った 55 

のこれに 執念深く 淺 つてる の だ が 11 o』 

「  』 この 靑年も 何の こと だか 分って る やうに 笑った が * それが またち ょッ とに がい 額に 返った 

ところに、 そんなとば ッ ちり を こんなと ころまで 持って 來られ て は 困る と 云 ふやうな 心が 见 えないで 

もなかった。 

『出發 の 時に 俄かに お ほ 雪と なった のがい けなかった の だが、 靑森に來ると§^£|が僅かしか白くなっ 

てなかった し • こ こぢや ァ まだの やう だ、 ね。』 

「ええ、 盛 岡で はま だ 雪 は 積みません。 けさ、 ちょ ッ とちら/, .^1 i ました けれど o』 

一と ころで どう だお ゃぢ さんの 目 かけ 狂 ひ は？ もう、 いい加減に 納まった か • ね？』 

『ええ —— まだ —— 』 

r そんなお ゃぢの 子に は 却ってし ッ かりした のが 出る 蒈 だが — 』 

r どうです か』 と 答へ て、 笑 ひながら ちょ ッと橫 を 向いた やうす が、 自分 もお ゃぢ やお 1^ に 負けない 

と 云 ふ 意味で あるら しかった。 

r ぢ ゃァ、 君 もやり 出した のか？ よくない、 ね。 けれども • やるなら やる で、 十分の ISSI を 飽くまで 


自分で 持つ 覺 悟で なけり ゃァ いけない ぜ。 おや ぢが やる の はやる だけの 資格が あるから だが、 子供が 

何の 責任 も 持てないで おや ぢの眞 似 をして、 おや ぢへ すべての 厄介 を 持って行 くの は、 意久 地の ない 

こと だから、 ね。』 

r じ ぶん 

「それ は 先生が 〇〇舉 校で も 先生 を 御 自分で 辯 解した お 言葉でした。』 

こうぜん  け *C  くん 

『よく おぼえて る、 ね。 11 酒飮 みや 藝若買 ひ を 公然 やって た 僕に ゃァ それ以上の 敎訓 はなかった 

やっても 低 になる し、 また 敎訓 として 無駄 だから、 ね。』 

『尤も だと 思 ひました。』 

「へえ。』 少し 意外な 氣 がして、 笑 ひながら、 『して 見る と 君 は、 あの 時分から、 そんな ことが 多少で も 

分って たの かい？』 

「さう でもありません が — 』 

『僕 はまた 君 を 小 愤同樣 に 思つ て、 僕が 僕の 女房と 今に 取り か へ ようかと 考 へ てた 女のと ころへ 君 を 

お 伴に つれて ッ たこと も あるが、 おぼえて ます か？』 

したや 

『下 谷でしょう？』 

『さう だ * さう だ！ あれ は、 然し、 僕と 別に實 際の 關 係な どァ なかった。 暫 らく 或る _^舉 校で 英語 を 

敎 へて やった だけ だが * さう 斯うして ゐる うちに、 よそへ かた 付いて しまったよ。』 

憑き物  五 二三 
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『，  いつわ  五 二 四 

『先生に 關 する 逸話 は 今でもよ く 新 間で 拜兒 します o』 

r なァ に、 あんなの にや ァ 半分 はう そが あるの だ 0』 

こんな ことで その 夜 は 北 斗と g れ てし まった。 如何にち 明け ッき なしの 震で も， 金の こと だけ. H さ 

ろ QS2f 論に. - じても 持ち出したくなかった の だが、 ik? て 止む を 得なかった。 それにつ 

けても、 樺 太まで 出掛けて 折 つた 1$ の 失敗が 殘念 であった。 それ も 人 を 信じき. き rtl. 

ぎた のが！ ^因 だが 11 0  - ： 

『あんなへ なち よこが 目 かけ を 持つ なん て .1^ す 過ぎ てる。』 

『そんな ことがある もの か？』 

【でもつ 云 ふて ほやない か？』 か あは， つも f のう わ 目 づ_ をして、 i きに 出て 來た Q 

『また 何 か I き 問 違 ひだらうよ。』 渠は 取り合はなかった。 いろんな ことに かの 女が f 違 ひやき 

ひ 違 ひやら をす るに は、 もう 飽きが f ゐた。 それでも 半 i かして やる やうに、 『あれで も I 買 ひ 

itn.  a  i なんぎり や 7 あば？^ でない Itff でも 戀ひ 

してゐる^：-味か？』  ft- 

『あたいだ ッて、 別に すれから しぢ やない 0』 

『すォカらしと云ふからしは蜜1と  一 ：„^てりァ *  L  -  »  . 

ii 一  系に ゃァ てきない 力 ねえ？』 とぼけたことを！！^って、 、類-ま^ 


つてし まった。 來た 女中に： 叫び 床 を 取らせながら、 この 紀 州に 生れ、 北海道に 育ち • 東京で こちら を 

あ ひだ 

捕へ るまでに も、 そして 1 旦菜 てられながら も、 そのいろ くな に 何 をした か 分らない 女の、 少し 

いびん 

足りない やうで 而も 神 の 鋭敏な の を、 かの 女 自身のう ち 明け 話 や こちらの 資驗 やによ つて 思 ひ 出し 

てゐ た。 

かの 女に 札 へ追ッ かけて 來られ てから も、 渠は 性的 關係を かの 女に 求めなかった の だから、 別々 

になつ て 休む の は 何でもなかった。 そして その 病氣を 直して やる まで 責任 を 持つ と 云 ふ 約束の 外に は、 

し ふぢ やく 

こちら は 殆ど 執サ M も なくなって ゐた。 約柬 さへ 守って やれば • 若しくは この 約束 を 守ろ こと を 誰れ で 

f  *0 やうと 

も代って；：^-き受けてぃ：1^れるぉがぁらば* もう、 自分 はかの 女との 最後の 關係 もなくなる の だ。 長途の 

し ：t ま 

汽ポに はかの 女 もちよ ッと 刺戟 を 受けた やう だが —— かの 女が 息づ まる ほど その 痛み を 苦にする と 云 

け 5 くわ  なほ 

ふこと は， 札 g に 於いて 二度：！：： のた うけ を經 過して ゐ るし • 東京に 於いて 女房に 直せと 云って 一 度 あ 

は も e ざん まい 

つた 如き かの 女からの？ 55 物 三昧 も 、もり、 今では そんな 恐れの 必要がなかった。 渠 はた だ、 この 失敗の 

や  ぐる 

あと を どうして 行けば いい かと 云 ふ 自分自身の あせりと 燒け 苦しみとの 爲 めに、 この 二三 ヶ月 を —— 

し， 5* いすね じゃく 

かの 女の 迫ッ かけて 來る 前から 一 I 祌經 衰弱の 氣 味であった。 

お 外に 瘦せ たと 思 はれる 胸の あたり を 滞團の 下で 私 かに さすって ゐる うちに、 とろとろと 眠りに 入 

りかけ た 0 すると、 

憑き物  五 二 五 
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『あんた、 あんた』 と、 かの 女に 呼び 起された。 

『なんだ？』 枕の 上で その 方へ あたま を 向けて 見る と、 向 ふ も そのままで こちらへ 顏を 向けて ゐた， 

『若し * あす、 金が で けんと ど、 する の？』 まだ 眠らないで、 そんな こと を 考 へて たらしい。 

『そのと き ゃァ、 また • その 時の こと、 さ。』 蕖には 一 度 かの 女から 逃げた 經駄が あるので、 また 札幌 

へ 置き去り にもし かねなかった ので、 いよく どうに もなら ぬと ならば、 また かの 女 をう ッ ちゃる だ 

ち ど 

けの ことであった。 1^ びより を 昃 したの が こちらの あまかった ところで も あり、 また 物好き 過ぎた の 

でもあった。』 

『そんな こと 云 ふて、 あんた はえい か 知れん けれど * あたい は 困る。』 

はしな *- 

『おれ も 困る、 さ。』 蕖は それ ッ 切り 反對の 方へ 向いて しまった。 あすの 返事が 心配で もあった が、 ど 

うと も II いたう へで なければ- それから のこと を考 へる の は 無駄の やうに 思へ る。 失敗の 經驗 とから 

だの 一！；？^ 弱と が渠 をして 思 ひ 切って 行き 當 りば ッ たりに ならせて ゐた。 そして かの 女が 言葉 を韆 がぬ の 

を 幸 ひのこと にして、 うとくと、 ただ、 かの 女の しやくんだ 顔が？^ おがる 時に 出す 太いよ こ皴 

を そらおぼえに 數 へて ゐた。 

あくる 日、 E がさめ たの は 九 時 頃であった。 大きな 旅館 相應の 洗面 場の 水で たッ ぶり 顔 を 洗 ふの が 


それでも、 雪ば やい 札榥の 下宿に 於け るけ ちな 化粧 湯よりも らくで あり、 また 氣 もち もよ かった。 け 

れ ども、 矢ッ 1?^ り • ここ も 雪 もやう で、 寒い 風が 吹いて ゐた。 

『あいつが やって 來る だら うか？ J 

『來 ないで どうす るんだ？』 

『でも • 金が で けんで 逃け てたら l ？」 

『お前 ぢゃァ あるまい し、 ね， そんな 卑 あな 男で もなから うよに 食事 中の 話 だが、 渠に はま だ 自分に 

對 する 相 常の 自信が あった。 北 斗に して、 若し —— さう だ、 金 はでき ないか も 知れぬ が、 それに 對す 

おし ザ 

る報齿 をまで 避ける こと は、 以前の 恩義 若しくは 關 係から 云っても、 まさか あるべき 箸で ない と 思 は 

«* よ 

れた。 と同畔 に、 かの 女が- その 初めから 見る と、 す ッと疑 ひ 深くな つたの は， 一 緒に なつてから 一 

^いろくな ことに 出くわした 爲 めだら うと、 多少の あはれ み もで きて ゐ た。 

ちゃ うど 

食事 をす ましてし まう と、 丁度、 して 北 斗が やって 來た。 そしてお や， ちと 相談して たと 云 ふ 結 

4-9 かい v< ん 

sj- によると、 現金 はで きないが • もと 世話に もな つた 先生の こと だから * 病院の 方 は 北 斗が 紹介 人に 

ぬん ちゃ <\ 

なる つもりで、 今よ くそ この 院長に 頼んで 來 たのであった。 

『どうもお 頼み 通りに 行きませんで —— o』 それでも 一 人前の 商人ら しく * もみ 手な どして ゐる。 

あ ひて  け 54-1 

『なァ に、 それでも 結 HOJI 義雄は 寧ろ その 相手が ゆ ふべ の 出よ hs も 一 曆 警戒 深く 且 おとな じみて るの 

0 き iS  五二七 
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に氣を 取られた。 悪い 意味で はなく、 君 もなかく 商人 じみて 來た、 ね、 と 賞め て やりたかった が、 

違った 方へ 思 ひ 取られて は濟 まぬ から、 さし 控 へる 0 

, Lf  あ. S けう 

お 鳥 はまた 客に も 愛嬌の かげ さへ 見せす、 むッ つりして ゐる 0 

『  』 義雄 は^に まだ 云 ひにくい 考 へが あってぐ づ. （- して ゐ ると、 北 斗 は * 

『では • 腐-ぐいら ッ しゃったら どうでしょう、 向 ふ は窒を 明けて 待って をり すまから？』 

『さう だ • ね — ぢ ゃァ、 今から 行く とすろ が、 君 * 宿の 拂 ひも I とき Hi して 置いて くれよ • 今， 

主人 を 呼んで 事情 は 述べる から。』 たと へ 1 ときの こと だッ て、 宿： lai のた だ どまり なんて， よくく i 

窮 して ゐる ことが 自分ながら 返り 見られた。 

『いや、 わたしが 云 ふて 來 ましょう』 と 答へ て * 北 斗は鐲 りで 向 ふへ 行った。 その あとで、 お 鳥 は g 

惯 したやう にこ ちら を 見詰めながら、 

『まるでお 前の 恥さらし ぢ やない か？』 

はぢ  ^ 

『おれば かり ぢゃァ ない、 お前に も 恥さらし * さ。』 

『では、 なんで そんな ことにした？ I  ^ 

『お前の 爲 め、 さ。 お前の 汽車賃 を も おれが 使へば、 丁度 眞ッ くに 東京まで おれ は 歸れた が 

— こんなと ころの 病院な どへ 寄り しないで、 ね。』 


r お前が 惡 いの やない か —— もとはと 云 へ ば？』 

『さう だ。 だから * ね、 おれまで もお 前と I 緒に 恥ぢを さらして ゐ るんだ。』 

『汽^ K さへ なかった に、 大きな 顔して！』 

『介が. K きな 顔 だい  お前の 兌 ッ ともない その 顔 ぢゃァ あるまい し？」 

I 六 

病院へ 行って から も、 多少 やわらか にだが、 お 烏が 不平と 心配と を訴 へる 1馬% に對 して、 義雄は そ 

れに 報いる 燒けッ 股の 皮肉し か 出せなかった。 その に.；^ つて、 纏 は先づ 竹：^; に 思ひ附 いて、 札幌で 

一 ^親しくした 氷 峰 へ 電報 を 打 つ た。 

I に ふねん 

『トリ， 入院， カネ タノ ム、 モリオ 力 〇〇〇 病院- タ ムラ。』 

そして その 返事 を 待ちに 待った けれど * 晚 になっても 來 なかった。 そのうちに 北 斗が 一名の 年う へ 

うはん しゃ 

の is: 伴 者 を つれて やって来て、 共に 文 談を聽 かう とした。 こちらに は 然し そんな 談話 をしょう とす 

る^ 裕 がなかった。 

rsjs, け まだ 僕 を もとく 通りの 文舉 者に 思って るの だら うが- 僕 は あの iBiTr 粱を やる と 決心した 時に 

はう カク  ザ リぎ ん 

僕の 力，：^ も I 轉 したので す。 それが 全然 失敗に 終 はった から ッて、 直ぐの こくと 搏 び文舉 の^ に 

想き 物  五 二 九 
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顏が 出せる か、 どうでしょう？』 

『そり や 先生なら 出せます』 と、 北 斗の 同伴者が 答へ た。 

むミ. ^ちゃく  • 

『僕の 決心 はそんな 無責任， 無頓着の 性質の ものではなかった。 たと へて 云へば、 僕 は B の爲 めに A 

を 粲 てたん だ。 この 毘 てられた A を假 りに 女と して 見 給へ。 直ぐ ほかの 男 を こしら へて しま ふ o』 

斯う 云って * ふと、 その そばに 寢てゐ るお 鳥 を 返り 見る と、 蒲 圑 がかけ て あると 安心して だら うが • 

勝手に 曲げて るら しいから だの 輪廓 を もく./ <\ させながら • こちら を にらみ 附 けて ゐた。 如何にも • 

かの 女が こちらに ちょ ッと粲 てられた ii に、 こちらの 友人なる 加 第と くッ附 いたのであった。 けれど 

は い し，^ しゃ  t ん ぎやく  ， . や 

も、 渠 はかの 女に 頓着し ないで、 『文 舉 その物 だッて 同じ ことで、 僕と 云 ふ 背信者 または 反逆者な ど は 

ふく キ- 

これ をう ッ ちゃって 置いて、 すん すん それ 自身が 進んで 行って しま ふ。 その あとへ 僕が たと へ 復歸し 

-たッ て、 向 ふ も 喜ぶ 箸 はない、 gil^cE 身 も 何の 面目あって 歸 り新參 がつ とまらう？』 ここに は 專ら詩 や 

小說の 方面 を 云って るの だ。  . 

『えらい お見限りです、 な。』 

『  』 北 斗の 顔に 何だか 失望の やうす が 見えた の を、 義雄 はま だ こちら を 信じて ゐて ci^ れる のか 

と ありがたく 思った が • 話の 勢 ひ はとめる ことができなかった。 『今 I ついい 例を舉 ゆて 見れば、 海外 

-留舉 生 だ、 ね。 文 舉に關 する 擧問を 研究し になら、 まだし も 多少の 意味が あらう が • 文 學と云 ふ藝術 


その物の 爲 めに 洋行し ようと 考 へる ものが あらば、 それ は 無 味で なければ よこ 道 だ。 そのよ こ 道 を 

したい もの は、 しても いい。 が， 僕が 他へ 轉 じたと 同 樣の覺 悟がなくて はならぬ。 どうせ その 洋行 か 

k てゥ  はってん てき 

ら £g 朝して 來れ ば、 新 知識 は 愚か、 却って わが！！ の 進歩 發 M 的 時代に 後れて るの はき まって る。 かの 

〇〇 氏の 如く、 また <1<1 氏の 如く。』 

『そり や 少し 遠 ひましよう』 と、 北 斗の Hz 作者 は HI を さし； んだ 。『洋行と なれば • 謹 れ でも 少 くても 

二 一 ニキ * 長ければ 五 J^、 十 年で もします から、 その にわが 國の^ 勢が 分らなくなる の も 尤もで しょ 

うが、 先生の は 文 ss^^sl れ てから、 まだ 切り つめたと ころ 半年に もなら ぬでしょう。』 

『は、 はァ、 成る ほど、 ね。』 義雄 は， ほ 分の こと を 人に 手 を 取って 貰った やうな 氣 がした。 そしてお へ 

らふと 

て 兄る と • 如何にも- 自分自身 では 樺 太から 北^ に 於け る ことが 一 むかし も 以前の 如く 兄え てた の 

げんじつ  ず. 5 之 S 

は、 自分の^^で は あるが， 乃ち、 苦し まぎれの 幻影に 飛び込んだ のであった。 

『それに， 先生， 今 あなた は 女の たと へ をお 出しに なりました けれど •  n 』 

『  』 お 鳥 は その 容の 方へ 枕の 上の 顔 を 向けて る。 

『女 だッて 一 度關 係の あった BR が 立ち 1^ つて^れば、 喜んで 再び 迎へ ますよ。』 

く せう  な A じつ 

『成る ほど • れ okg 雄 は 苦笑して、 まさか、 この 男が こちらの 內 資を旣 にす ベて 知って る わけで も あ 

るまい にと E 心った。 ぉ^：：！はと兄ると， この 時 そ ッぽっ を 向いて ゐた。 恐らく、 かの 女の 移轉 さきの 借 

き 物  五 111 二 
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とつ ぞん 

り 二階へ こちらが 突然 また 顏を 出した 時 • その 瞬 li に 於いて こちらの 薄情 を 全く 忘れて しまった かの 

如く その 心に 歡迎 したの を おぼえて ゐ たの だら うか？ あの 時 • 會て兒せたこともなぃほどの優し C^Jllw 

子 をして、 にッ こり 笑った ッけ。 今や 煮え 上った ところの 鍋ぶ た を 取って，!； はん はま だかと 尋ねた。 

そして 煮えた 切り身 を さかなに する ことにして、 酒 を 一 合 買って 來た。 實 は^な 男に 煮て ゐ たので あ 

つたから、 それが 爲 めに その 男と 一 悶着が あった けれども • そして かの 女 は 毒 を 1 いで 死に そくな つ 

たけれ ども、 とうく び こちらの 物に なって しまったの だ。 —— 成る ほど • ね。  如 tH> こも、 ね 0 

こんな 女で もさう であった。 まして その物と して は 意地 も 意志 もない 文攀 のこと だ。 こちらの もと も 

と i 知りの 努力 一 つで、 十分に また 初めから やり直す ことの 容易で ない こと もなから う。 自分 は 正直 

の あまり * 生 まじめに 物 を かたづけ 過ぎて いつのまにか 自分の 思想の 反對な KTl くかくば かねに. くして 

ゐ ろので あった。 さう だ、 自分の 詩から 小說に 移った の も、 小說 から じ &i に 投じた の も、 矢ッ 張り、 

輪廓の 制限に 捕 はれた ので はなく- 自分と 云 ふ內部 生命の 方向 ん に過ぎないつ もりで あつたの， だ。 

『僕 は 思 ひ 遠 ひ をして ゐた。 いや、 この 最近に 心が ゆるみ 過ぎて た。 ありがたう。 僕 は 意外な ところ 

で 意外な 警告と 獎勵 とを與 へられました。』 

『いや、 大 先生に さう 云 はれる と • わたくしの 方が 意外です』 と、 その 男 は あたま を かいた。 


r.^ たくし も 文^ を やりたい と 思って をり ます。』 北 斗が それに" 飴いて 斯う 云った のば まだし もよ^つ 

たけれ ども 、『どうせ、 もとから のな うで、 相 變らす あたまが 悪い やうです から』 と附け 足した のを聽 

(て、 義雄 は^^ないで たえられなかった。 

『文^だ から、 人 もで きる と 思ったなら 逸 ひます！ 實業は あたまが よくなければ できない と 云 ふな 

ら、 文^だ ッて さう です！ その他の こと だッ て、 皆 同じ だ。』 

r. むリ やさう です、 な』 と、 同伴者 もこれ には贊 成した。 

^  』 ：g 雄よ： t 斗が 氣ま づぃ颜 をして ゐ るの を： W; て、 自分の 言葉の 調子が あまりつ よかった こと 

を 知った。 少し を 和ら ゆて、 『然し、 北 斗 君の はた だ 云 ひかた が惡 かった のでしょう。 つまり， I 

が f き だと 云 ふこと で、 I ノがハ 腦が惡 ぃッて も、 寶 業が 好きなら 資業を 一 生 藤 命に やる だら う。』 

『ま ァ、 さう です， な。』 北 斗... Siti ひ をした が、 無理の やうであった。 

『やりた ければ やり 給へ。 僕 も 今の 警ゃ： "に 了 不まゐ つたと 同時に、 新たに 蜜發 心 を 得ました よ。』 

この 時、 お 鳥 は！^ が M に 大きな あくび をした ので- 二人の 客 は^り 仕た くになった。 尤も、 時^も 

大分お そくな つて ゐた。 札幌 からの 返電が まだ" 來な いので、 こちら は 向 ふの 今 困って る 事情 をよ く 知 

つてる だナ に、 とても 5 おて にす る ことができなかった。 

『返^が；^ な いぢ やない か？ それに 吞氣 さう に 詰らん 話ば かりお ほ S でして て 1. 兑ッ ともない！ 外 
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聞が 惡 い！』 

『 ……：： 』變筆 をし なかった。 かの ぎ は— これ も 如何にも だ ！— 詰らないだ らうが. こち 

らに 11  まも 重大な 還 をき まら 語った の？ S た。 歸 つた 二人、 殊に ¥i にだら うが こち 

らに獎 勵を與 へた 同伴者の 方に 懷 かしみ を おぼえながら、 渠 はお 鳥の 枕 もとへ 尻 を 向けて、 今一 つ 新 

たに 仙 魔の 友人へ と 鉛筆 を 執って 見た が、 齊通 電報の 時間が 過ぎて るのに 氣が附 いて、 手紙に か替 へた 0 

そして これ を 認め 終 はると 直ぐ、 郵便箱へ ほうり 込んで 來 てから、 自分 も 休む ことにした 0, 

西洋 室で は あるが、 疊を 敷いて あった。 割り 合 ひに &れ 1 な 病院 だ。 けさ、 車で とほって 來た道 を あ. 

たまに 浮べる と， 土 や 生け f 衰微 しつつ I あはれ な 士族 屋敷ば か I ぃ巿 だのに、 私立で よく 

もこん な "1 が 立って 行ける もの だ- な、 と M はれた。 自分が $吿 を 得た その 以前の なほの やうに、. 

希望 もな く、 さびれ てた 市で はない か？ それに、 可な 美しい 看護 f 四 五名 はこ こに S れ てる 

らしい。 その 一名 だッ てこの 窒に まだ I 度 も颜を 出さない のが、 旣に こちらの： を 知って、 こ  >  ちら 

を おろそか にして ゐ るの だと 受け取れても、 刖に g しかたが なかつ. で。 

如何にも 心細い 位置に 置かれて は、 また 變 つた 女の ぁッ たかみ を 望ましく ならない ではない 0 お 鳥お 

來て 入院の 費用 を 心配し なければ ならぬ やうになる まで は、 札幌に 於いて は I とき- そんな 1^ がちが 

績 いて、 五晚 目が 三晚 目に. なり、 三晚 目が 一 晚 置きに なり- とうくお しま ひに は 毎晩の やう こ I 人 


の 女の 爲 めに くへ かよ ひ Si めた。 そして かの も 亦 熱心に なって 來 たやう であった から、 ^し 停 

太 こ A 、、ナ る の 方針 さへ 立てば、 敷， は を つれて 称び ぁッ ちへ 渡り • さきに 僅かの 金で そこに 1 只って 

® いた 。スケ が&に ； と冬を^^して：：^<てもぃぃとまで思った。 が、 そんな こと も 皆 一む かし 以前で 

す. 'く  I  €  W 

あつたかの 如く * 11雄のぁたまもからだも^$:^弱してゐた。 そして 渠が飽 くだけの こと を 仕 飽きた 報レ 

つ お，.. ぶ 札 幌以來 却って 安心な ことにして ゐた。 こちら も 亦 その 方が * 鬼 京に 於け る 或 

などと は逮 つて * 却って 而 倒でなかった。 

" 枚 It に 何^とき まって る 荷阇を さう 赞澤 に贷 ねる まで もない と 云って、 渠 はかの 女 力 • 

『：： ルツと もない』 と反對 したに 拘ら や、 この の I と 組し か 置かせなかった。 けれども、 別に 心 は 動 

かなかった。 

一七 

i  くて う 

I： に 朝に なって、 

r あなたがたの ことが^て をり ます』 と 云って、 一名の 看護婦が 土地の 新 を 持って 來 て吳れ た。 今 

1 名す がた を せない のが ゐ たらしい。 It を かけた 方の が 直ぐ 引ッ 込む 時に、 かげのと 顔 を：：^ 合せた 

やうに して、 くす くと 吹き出して 行った。 兄る と 、『田 村義雄 氏の 來遊』 と 云 ふ ，出しの もとに、 ns- 
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都の 小 說界 に その 人 ありと 知られた る 田 村 氏 は. 北 鍵 ま歸京 S 中. 1 美人が 魔の 爲め 

當 市に 下車し、 一 昨 I 陸 奥 館に 一 泊、 昨 曰 そ S 人為に 80 篇に f ず。 出 f まだ 

なりと 云 ふ』 と螯 いて ある。 北 斗が 書いた か • 書かせた かにき まって るが、 義雄は 先 づ>  これ を讀 み 

返して 見ながら * たと へば 自分の 知って る 或 女が ii う をで もした 時の 顆 裏んで る I した。 

どん I ッ ともない 女で も • 死んで しまへば s に は？/.^ とまつり 上 けられる もの だ。 自分 は 今 その 

手 を 自分の 生きた 物に 對 して 喻 つてる ので ある。 看護婦 どもが くす，. \ 笑 ひ をして 行った 意味 もこ t 

でよ く 分った。 

わるく 

『どんな 惡 ロカ 書いて あるの』 と 云って、 お 鳥が 半ばから だ を 起して のぞき 込みに 來た 方へ 新 閗紙を 

投 ゆて やって、 

『見て； ろ！ お前が 世界一 の 美人 だとよ o』 

あ ふ #1 

纖  』 かの 女 は 再び 仰向けに なりながら、 枕 もとの 方へ 行って 落ちた ところの 廣ぃ紙 を 自分の 手 

で 11 不精たら しく も I GH 分の 顔のう へ を 越えて 拾 ひ 上げた。 胸のう へ の ふ 蒲" I が 少しもち 上 けられ 

たと 同時に， かの 女の 大きな ひさし 髮の ひさしが またう へへ！^ つた。 そこへ まる 出しに 現 はれた か Q 

"たク 

女の 皮の ゆるんだ 額に は、 いつも 通り- に 太い 深い 線が 三つき ざまれ てた。 渠は それが かの 女の レ 

やくんだ 顔 その物よりも 一勝 好ましくなかった。 が、 かの 女 は 天井の 方へ 新 g 紙を兩 手で 廣 けて、 初： 


め は 心配 さう に iS 該 したの が* やがて、 色 だけ はから だ 中に 渡って 白い のが こちらに も かの 女の たッ 

くづ 

た 1 つ の 似う ちであった ところの その 顔 をち ょッと 赤め ると 同時に、 崩れた やうに にこ/. f\ し 出して、 

熱心に 二 皮 も 一ニ皮 も 默 つて 一， 献み 返して ゐた。 

「  』 g|f は 吹き出し たくな つた ほどに かの 女の 無 邪 iiil を 感じた。 が、 旌ぐ それ をい やがらせ て や 

るつ もりで、 『お前 も 新^で 美人と 霄 かれち ゃァ、 もう、 11 また 一度 毒を飮 むか、 くびを^る かしな 

けり ゃァ、 S 我现 がすむまい ぜ。』 かの 女が こちらと いさか ひの 末 * 芝公圚 のからす 山で, 死し かけた の 

を 助けた の もこ ちらの 思 はす 出くわした 拾 ひ 物であった。 

『もう- お前 なぞお もとり やせん ぢゃ ないか？』 かの 女 はこ ちらの 方へ その 顔 を 勢 ひよく 向けた が、 

さきの 無 邪：：：^ さは 全く その かけだに なかった。 そして 憎々 しかった。 

『無！ sr それで おれの 方の 荷も輕 くな つてる の、 さ。』 

Tf 

「でも、 約束 通り、 "お 氣が 直る まで は 世話せ にやな らん。』 

『それ 位の こと は 何でもない、 さ。』 

「何でもな いと 云 ふけれ ど、 今の 今でも、 金が でけ んぢ やない か？』 

lit- つ >K,n  しん ぢぅ 

『ぢ ゃァ、 どう だ， ね —— 今一度 札幌へ 立ち^って、 ぁの川で例のゃりそこねた心屮をゃり^^さラか. 

い？』 として は、 この- 总地 わるい 云 ひ 草 は C 分の 心 K を 自分で えぐり 取って ろ やうであった。 闇に 
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も そのす ベ こさが 見える やうな 肌の 思 ひ 出の 爲 めに、 かの 女 を かの 女 自身の 意志で だが 毒 を 飲ませ I 

でして 一 旦 取り返した。 それ を 東京に 置き忘れ たやう になって * 札幌の 女に かよ ひ Is めた。 今度 はお 

鳥の 方から やって 來 たけれ ども、 その 時 は旣に 金の 工面 は附 かす、 からだの ii は拔 けて ゐて、 その， 

ま •〕  ^ 

上に も 北 侮 道に 於いて * 熊 ゃ眞蟲 よりもす ッと 恐るべき 雪と さとに うかくと 迫られる やうに なつ 

た。 ぅッ かりと こちら も 死に神の 手に 乘 せられた の は その 時 だ。 

ぢょ  . ね 

力の， は最 おに 自分で 自分の 首 をく くらう とした。 それから、 /J ちらの 寢 くび を かかう とし JJJ。 次.. 

ぎに は、 かの 女 自身で 毒藥 自殺 をし そくな つた。 かの 女の その 時の 愛情 や 決心 はこち らも これ を 十分 

に 汲んで やって ゐ たので ある。 た ッた足 かけ ニケ 年の こと だが、 二人の そんなで 出 や 思 ひ 出が から 

,„ --ょ 。ら， Q は  ゝ。 v】* ，し，？ ぢぅ 

み 台って 豐平ハ に 於け る 心中 I. 思へば * 變態 心中 だ 11 を やって nn- た。 が、 その 時で さへ 二度と 

はやり 直せなかった こと. を- 希望のう す 光り をいだ く 今と なって、 14： び こちらが ほ で資 行で きょう > 

笞 はなかった。  . 

ぢょ 

『人 を 馬鹿に して！』 かの 女 だッて も、 さう であらう。 札幌の 病院に 於いて かの 女が 東京と 二三 度 

J ん 

信 をし 合った 男 — それが 寫眞舉 校の 先生 か、 それとも、 そこの 同じ 生徒 か？ どちらと も かの 女 はこ， 

ちらへ うち 明けなかった 0 が、 こちらの 東京 出發 前に、 かの 女の 舉 ぶべき こと を jjzlg にきめ て やり * 

とこの 束修 やら 二三 ヶ月 分の 月謝 やら を 渡して 來 たの だ。 金が 約束 通り 送れなかった ので * か 0 女 も 


そこの Bfc- じみた こと を もちよ ッ とやって 兒 たと 云った。 その^に、 その 男との、 どこまで か はこち 

らに 分らない 親しみが できたら しい。 それが 今 一 度 ci- く 束 京に 歸 つて 來 たら、 何とで もして やる と 云 

によ, rfj う 

つて 來 たの だ。 それが 爲め にだら う。 『お前な どの 女房に ならんでも， 束 京に はえい 奥さんに してやる 

と云ふて待って^^れる人がぁる』 と、 かの 女 は 機 1 のい い 時には こちら を じらして ゐた。 鬼に^、 か 

さう おう  U と 

の 女に はまた かの 女 相應の 希望が 私 かにで きて ると も 見えて ゐる。 こちら はた だ それ を 根 問 ひする 必 

IS を 認めて みなかった のみなら す、 そんな ことがあらば 自分の 赍 任から かの 女が 自然に 離れ て^れる 

から 結 fS だと も考 へて ゐる。 

『ぢ ゃァ * お前 は欠ッ 張り 素人の つもり かい？』  、.. 

『おらん！ そんな こと 聽 かんでも えい！』  , 

がとう.， （^吹き出し たので、 かの 女 はふく れッ つらに なって しまった。 

がらす 窓から そと を兒， ろと、 ここで も 白い物が ちらく 降り出して ゐた。 ゃッと 免れて 來 た札幌 の、. 

冷淡に も 寐ぃ光 M いか 1$ び E 心 ひ 出された。 この 盛 岡の 少しで も 賑やかな 部分 を 散歩が てら =5<て來 ようと 

考 へた 心 も • いつのまにか ちぢこまって しまった。 

£-ろ ま  .S つかう  、 

比斗でもまた|^?—-にゃっ て來 るか 知らん と 心待ちに 待って るの だが、 一 向に そんなた よりもない 9、 

j^. き 物  五 ni 九. 
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そぬ f に晝 めし も 過ぎて、 二 時に 近くな つた。 電報の 來な いのも 氣 がかり であった が、 なほ ー腎氣 

no よう 

がかり に 思 はれて 來 たの は 北 斗の ことであった。 ここの 保 読 をして 吳れ たの は • 昔敎 へて やった 闕系 

を 思って だと 見て しまっても いい。 が、 それだけで こっちに 對 する 自由な Iwis 若しくは 義務が 盡 きて 

る わけで もない。 向 ふから 見れば たまに この 地へ やって 來てゐ るの だし、 こちらから 云へば こんなに 

しょざい 

寂しい 所在な さに 苦しんで るの だし * 毎日で も • また 日に 何度でも、 尋ねて 來て もい いで はない か？ 

それが ゆ ふべ おそく 歸 つた 切り、 今にな つても 顔 を 見せない。 ひよ ッ とすると、 ゆ ふべ が氣に 

なった ので はない か 知らん とも 考 へられた。 こんな揚合に入らなぃことを云ってしまっ.，^*。  <fr 夜 も. k- 

す、 そして あすから 見限られて は、 こちら は 札幌を 出た 時よりも また" 1 段と 見 じめ な狀 態で はない か， 

？ どちら からか 金 さへ 來れ ば、 それ を ここに 錢 して、 縝は せめて は 自分 だけで も 早く ここ を 去りた 

くな つた。 

せ びろ 

外赛も 持ち 合 はせ ぬ * 粮末な背廣では熾^^の上が寒かった。 渠 はかの の 着て ゐ るかけ 蒲 の その上". 

へ 行って、 そのうへ で だが • かの 女と 同じ 方向に なった。 

『見ッ ともない、 見ッ ともない！』 斯う、 ゃァ わりした かみがた 口調で 叫んだ かの 女 は _ に 一 さそ ッ ぼう. 

を 向いた。 渠は その かの 女の 顏を 右の 手で 無理に こちらへ 引き 向け、 

せっぷん  か あ *，a^ 

『おい、 突 人』 とから かひながら、 その 類に 接吻して やった。 巧 愛 味が まんざら 皆無で もなかった Q 


である。 

『  』 かの 女 も 機嫌よ く 微笑した。 そしてけ さ 新聞 を讀ん だ 時の 嬉し さ を まだ 忘れて ゐ なかった 

のかして、 『あの 北 斗 も； 外 あ ぢを云 ふ • なァ 11 文 * がうまい。』 

『ふ、 ふん！ は？^ で、 返事 をした 切り • これに は 相手に なれなかった。 自分の やって 來た、 そして 


しょく. t* 


これから も 亦 やり さう とする 職業 を、 こんな 無 舉 な 女に けがされた 氣 がした からで ある。 

すると、 かの 女 はこれ こそ また 案外な こと を 云った、 

『あたい、 あ の^を 引 ツ^って H たろ か 知らん？』 

なう び ，う 

「  』 ；；^ は らくぎ ッ くりして ゐ たうへ で だが、 『腦 病が その 爲 めに 目 を まわして しま うだらう ッ 

て！ -D 

『お前 はがかん！』 かの 女 はまた 横 を 向いて しまった。 そして 不平 を 籠め た聲 と共に からだ を ゆすり 

ながら、 『人が まじめに 物 を 云 ふて る 時， いつも 冷 かしてし まう！』 

『ぢ ゃァ』 と、 わざと 0 を 大きく 明いて、 『今の も まじめで 云った のかい？』 

『さう やない けれど』 と、 1$ び こちら を 向いて 微笑に まぎらしながら、 『さう して 兑 たら どうす る だろ 

おもてん。』 

『だから、 目 を まわす と  』 
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『ま た I. 知ら ん！』 かの 女 は 今度 は 天井の 方へ その 白目が ちな 目 を 向け る 0 

『  』 可哀 さう に， もとは こんなに も 心が すさん で ゐゃァ しなかった のにと. 渠は少 からす 同情 

ねえ 

の 念まで 起した。 斗が 十九で あると すれば * かの 女 は 三つう へだ。 まだ 自分よ ね も， したな 男 を/。 

►  ミ しま  ^ 

- もちやに L て 可愛がる ほどの 年增 ごころ になって ゐ ない 笞だ。 あの 女が 義 雄の ぼ をた よって 固 をお 

きざ  3; 

て 來た當 座に、 かの 女と は 一 つした の鎮の を だまし 込まう としたと 云 ふ 評判が お P 鎮の 家族 中に 在 

つたが、 それ を さ へ ，->  渠 はほんとう にしなかった。 そして 今でも まさか 信じて はゐ ない の だ。 

ほ<ミ  >s 

n が 暮れても 北 斗が 訪ねて 來 て吳れ ない のに 失望して、 早くから^ に 這 入って ると- 札幌 の， が 

らの 手紙が 屆 いた。 

：气 

『電莉 見た。 お困りの 事情 はよ く 察せられ ますが、 こちら も 君の 御 出發の 時に 御 I じの 通" とても ェ 

而 がっかぬ。 他の 友人 はまた すべて 君に 多少の 反感 を 持った から、 なほ 更ら 見込みがない。 何とか 外 

の 方法 を じて、 鬼に 角 早く 柬 京へ 歸る やうに し 給へ。 多少 は ひどかった としても • 前から 分って る 

病氣 ではない か？ 盛 岡へ 下車した のが 君の 】 大 失策 だと 思 はれる。 願 はく はこの 忠吿を 怒らないで、 

-. 早く あと の 始末 を考 へる やう に —— どう ぞ o』 

SS はかの 女に は 見せない やうに して、 先 づ讀み 終 はった が、 直ぐび.. と 引き ii 《いて、 


T 駄 =： だ」 と、 簡 に 叫んだ まま • それの もみく ちゃに したの を 枕 もとへ、？ ゾ ちゃった。 

『  』 かの 女 は それ を • 仰，！： けの まま • からだ を 延ばして 拾 ひ 取り * その皴を^^！してっぎ合はせ 

. よ うとして ゐ たやう すだが、 こちら は淚が こぼれる の を 防ぐ 爲め^ をつ ぶって ゐ るので 見えなかった。 

ふる /*J ゑ 

『どうす るの？』 かの 女 も 顔え になって、 渠の胸 を ゆすった。 . 

『  』 IS は 胸が つまって ゐて、 返事 を與 へなかった が、 からだが ゆすれた と 同時に * 熱. いのれ 兩 

服 を 溢れて 枕の 方へ 落ちた。 

『ええ、 どうす るの？』 かの 女 は 今 1 度 ゆすった ので、 

『^|1逃けでもする、 さ！』 蹈は なほ 皮肉に 出た つもりで あつたが • これ も聲が 1^ えて ゐた。 

『あた いは ii^ 氣ぢ やな い か？』 

『  』 も.. ゥ- 何.：^ となく ：！： と 云 はれても T あすまで 待て』 と 叱りつ ける より 外に 仕方がなかった。 

くも  たう CP 

その 翌ロは g 、い^にせ il つて ゐて も、 雪 は 降らなかった。 當日も £ 力めし 頃に なって * 仙 一 t 批 から 返事の 

手紙が あつたが， これ も駄 I：： であった。 どうせ 仙 裏までの 切符 を S 只って あるの なら •  -;; ^人 だけ をい い 

て、 先づ獨 り で やって 來ぃ。 その上で 鬼 も^も 話を聽 かう と 云 ふので あった。 

1?8はぃょ/\その1!;^になった。 いや， なぜ そんな 考 へが 初めから 出て ゐ なかった の だら うと 悔いら 

-れ た。 かの 女の やうす は • 決してつ き 添 ひ を 要する ほどで はない。 华ば 贅澤に 札幌. 炳院に 這 入って た 

想き 物  tf= 四 一ー1 
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のと 少しも 遠 はない ので ある。 考 へて 見る と、 ここ へ 下りた のさへ —— 札幌の 友人 が 云 つて 水で で 通 

—— 失策であった かも 知れない。 一 番びッ くりした の は • かの 女が 大變に 熱が 出て、 他の 客の 足 も 

とへ 物 を 吐いた こと だが * これ もた だ 汽車に 醉 つたのに 過ぎなかった ではない か？ 少しで も きれ 〔にか 

ら だが 惡 いと • 自分から あせって ますく これ を惡ぃ 方に 進める の は • 神經 のつ よい かの 女の 癖で あ 

つた。 

し ^うび や- ゥ ほっさ 

『風の 關係は 少しもありません。 まだよ く 直らない 子宮 病の 發 作です』 と は * かの 女 を 初めて ここで 

し.？ だ-.? 

取り扱った 醫 者の 診斷 であった けれども 一1 。 

ミっぞ し 

『おれ はちよ ッと北 斗のう ちへ 行って 來る』 と 云って、 渠は晚 めしが すむ と 突然 立ち あがった。 

『逃 ゆや せん？』 かの 女の 問 ひ は あんまね 手 まわしが よかった。 そして 汽車の 切符 を 渡して 行けと 云 

ふので、 蕖は 素直に その 通りに した。 

ボケ トに は、 まことに 僅かの はした 金し かない その 洋服す がた も、 自分ながら 見すぼらしかった が、 

だ せラ  ， 

さびしい 暗い 町 を 歩く に は 多少 安心であった。 けれども， さして 行く ところ はこの 市の 目ぬ きの 場所 

»  にぎ 

であるかして、 自分の 姿に 比べ て は隨分 賑やかであった。 

行き着いて 見る と、 北 斗 は 店の 用事で、 きの ふの 朝から、 汽車で 當市を 去る 十 里ば かりのと ころへ 

行った とかで、 留守 だツ た。 まんざら こちら を 見限った わけで もない のが 分った けれども • そのお や 


ぢ も亦ゐ なかった。 いま 時分から は、 いつも 店に ゐな いと 番頭が 云 ふの を 見る と、 矢ッ 張リ、 もと か 

らの * が總 いてる の だら うと 思 はれた。 が、 そんな こと はこ ちらの？ S ふこと でもなかった し * 結局、 

cv.  .H ろ, J 

こちらが 久し 振お の面會 をして、 わざ く 耻ぢを 見せないでも すむ ことが 菩 はれた。 

そして 出て 來た北 斗の 母に I— 奥へ あがれと 云 はれた のを斷 わって 11 店で ひ、 自分 だけ は 工面 

の^めに 仙臺に 立つ から、 殘 つてる 病人 をよ ろしく， まむ と 云 ふ 北 斗への 一 H すて を-告げた。 

そこ を 出てから も， 募に ついた その 店の かな 物のに ほひが 今の、 に は 何よりも なつかしかった。 欲 

し い 舍： 錢の こ と は 勿論、 氷 峰の 雜誌 社の 前 通りに あつ た鐵 工場 や 自分が 禪 太 へ 持って行つ た 蒸し 签， の 

ことが 忍 ひ 出された。 それに、 また、 自分が 死んだ 父の 眞だ をして 芝に ある 家で 梅の 木の 枝 を 刈った 

はさみの ことまで が —— 0 

つて 來 てから、 ！ S は 初めて かの 女に うち 明けた、 .一 かの 女の 枕 もとに あぐらをかいて 言葉 和ら 

かに、 

『おれ は あすの 朝 仙 祭へ 出潑 する から、 ね。』 

『あたい を S いて？』 かの 女 は 目 を晃- まって、 ちょ ッと 不安 さう に兒 えた。 

r さう でもし なけ リゃァ * 工面が できな 5. ぢゃァ ないか？』  . 

憑. き 物  五 四 五 
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『仙臺 なら、 でけ る？』 直ぐ 優しへ なって、 枕のう へで 首 を かしゅた。 

r 來 てから 話を聽 かう と 書いて あるから、 ね。』 

『では、 でけ たら 直ぐ 送って おくれよ。』 

『『無論、 さ。』 渠 はこの 返事が 本氣の やうで、 また 不眞 面目に も 自分に 聽 こえた。 當 てが できさへ すれ 

< . よ- &ど 

ば 無論、 それ を橫 取" して 置く と iK ふそんな さもしい 不人情な 考へは 少しもなかった けれども、 でき 

ない 場合に は、 もう、 何としても できない の だら うから、 今 どんな 約束 をして 置いても 無駄に なるこ 

とが 分って ゐた。 が、 かの 女 は そこまで 覺 えて ゐ ない のか、 今夜に 限って さう くどくはなかった。 

『では、 行く ことにしな はれ』 と輕く 云って、 少しも 心配 さう ではなかった。 そして 機 1 のい い 顔で、 

『あんた の 留守に あいたい も 手 g を 書いて、 看護婦に 出しても ろた o』 

『分って るよ。』 渠 はかの 女 もこ ちら を あきらめて 自分で ェ風 をし 出した ので はない か 知らん と, 察し 

た。  ， 

『では、 どこ？』 

『  』 東京の 例のと ころ だと は 直ぐ 想像で きたが， わざと 方角 を換 へて、 『美人と 云って 吳 れた獻 

しゃ； B やう 

謝狀 よ。』 

『途ふ  でも、 あの人、 をって？.』 


『ゐ なかった。 十 ばかり さきの 驥へ 行って 留守 だッ た。』 

『いつ 歸 るの？』 

『あすに も歸る だら う。』 

『：！ つたら- ぁたぃ獼りでも來てロ.3^5^るだらぅか？』 

『そり ゃァ、 顿 んで來 たから。』 この 言葉に は 少しも 力が 這 入らなかった。 渠 として は、 その 實、 自分 

お ほら 

がゐ なくなった 爲め にかの 女まで が 追ッ拂 はれさへ しな けれ はいいの だ。 保證 さへ して あれば、 北 斗 

はう. *!C 

自身が かの 女 を 訪ねて 來 るに は 及ばない。 向 ふ は 放蕩 を やり 出した と 自慢して ゐる男 だし、 こちら は 

窮 すれば 身 iSi り も 31 樣 のこと を義雄 やその 友人に もして 來た女 だ。 もとの 生徒に もとの 敎師が 女 を 取 

ちじょく 

られ たと 云 はれても、 女 をく ッ つけたと 云 はれても • どちらに した ツて こちらの 耻辱 ではな いか —— 

ほんにん 

氣が 移る の は 本人の 勝手 だとしても だ！ 

C お 初にと まった 旅館へ も渠は jsil- の よしを 云 ひわけ しに 立ち寄る こと を 忘れなかった。 

仙？ * へ來 てから も • 一 恭氣 にかかった の はかの 女のと ころへ 北 斗が しゅく 訪問し やしない かと 云 

iay  あつ 5^ ぐ 

ふこと であった。 けれども 來て 見る と、 お 鳥の 可な. OS 久しい 問の 壓迫 はこれ を 肩ぬ けした やうに 思 は 

かう ちゃ d  ん-く 

れ たが、 矢ッ張 hs* 金 はでき なかった。 友人 は隨分 長く 或女舉 校の 校長 をして ゐ るので、 貯 はへ もで 

1® き 物  五 四 七 
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から ふと 

きて る だら うと 思へ たの だが、 子供 も 多い 爲め にや ッ とかつ くに 暮 して 行って るので あった。 樺 太 

へ 行きが けに 文ち 寄った 時にはお 互 ひに そんな 話に 觸れ なかった ので 分らなかった が 1 。 

どこへ 行っても • 自分の を 切め として • 生活と 云 ふ 物 ほど 34 面目な もの はない と、 義 雄に はっく づ 

く考 へられた。 そして • 

『好きな こと を すれば • それ 位の 報い は來 る、 さ』 と 冷 かされて しまった。 

『矢ッ 張り 仙臺 でも かね はでき ぬ。 どうしても 柬 京で 工面す るより 仕 かたがな いから， 直ぐ また 出發 

して 歸 京す るが、 それまで 待って ゐて貰 ひたい』 と 云 ふ 手紙 を かの 女へ 書いた。 が、 離れて ゐ ると、 

さう 云 ふこと を HE くに も、 もう、 苦 痫が餘 ほどなく なって ゐ た。 

&ゃ 

札幌に 於け る お宮さん のこと など も 報告して、 久し 擬 りに 少し 心 を 落ち 附 けて 1 泊して から も、 11? 

むか レ 

はれる ままに 今一 と晚 とまる ことにして、 友人の H 勤 を玄. M まで 見送った。 この 地に は義 雄が 昔在學 

して ゐた 耶蘇 敎舉校 もあって、 舊友 どもが 多く そこの 敎師 になって るし、 前に 立ち寄った 時には、 も 

かへ 

との 外 阈敎師 から 晩餐の 招待 を 受けた けれども、 急いで ゐ たので 復 りの 時 を 約束して、 その 招待 を斷 

>-  かま だ 

わった。 が * 今度、 斯う 云 ふやうな ざま をして は、 とても 顔出しす る氣 になれ なかった" 

メ る ま 

友人の 母 や 細 を 相手に して その 日の 晝間を 送った。 この 細 は お宮さん と 同 檨旣に 六 人の子 供の 

母親に なって るが、 その 昔 • 義 雄が 熱心に 求 1， 《して ゐ たの を 友人に 撗 取りされ たのであった。 そして 


そのこと を： おは 1：21  小川の 錢梳 のうへ でで も m 心 ひ m した。 が， お 互 ひに， もう" 然し、 そんな こと を 恥 

ぢ 合ふ华 ではなかった。 相 CfS に 一い：^ 級の 敎宵 があった 箦 のかの 女 だが、 その 所 天に 對 する 不平な ど を、 

矢ッ i;- り • 一般の 細 1^1; どもの やうに 述べ 出した- 

『ぢ ゃァ、 俊と 結婚して ゐ たら どうでした らう。』 などと、 義雄は 冗談 を 云って 見た。 

はう 

『そり ゃァ、 まだう ちの 〇〇 の 力が よかった でしよう * ね 11 敎育家 だけに、 放蕩 はしません から。 

あなたで は * わたしの やうな 者 は、 もう * とッ くに 離婚され てた でしよう よ。』 

だ <V て らう ふ じん 

『あなた も. K 抵 にして 放蕩 はお やめな されよ』 と、 友人の 母なる 老婦 人も義 雄に 忠告した。 『もとはな 

かな かおと なしい 目な 人であった のです が • な。』 

『3 机而： H は 今でも， ぉッ 母さん、 隨分眞 而： ni なんです よ。』 築 は 自分の ここに も 誤解され てるの を矢ッ 

り 止む を 〔：： ない ことに 兌て、 正直に 吿， ：！： をす る氣 になった。 自分の 死んだ 實父 でさへ 死ぬ まで も そ 

の 子 を 解して 行った の だもの！ 今や、 外部の 針」 會に對 する 反抗 心の やうな もの は 影 も なくなって、 

ただ 和ら かな 寂しい 微笑 を もらしながら、 『お 女郎に でも 僕 は札幌 で本氣 になつ たんです から。』 

『は ァ、 それでお かね をたん とお 取られに なった のでしょう』 と 云 はれた 。『うちの 健つ ァん も』 と、 

前から こちらの 耳に は殘 つてる、 この^;^婦人のぉ國なまりが出て、『少しは遊んで見た方がょろしぅご 

ざり ますが 一 I あれ はまた 堅 過ぎて、 奥さんば かり を 毎日 じりじりと 叱って て。』 もとは • 東京に 於い 

|» き 物  五 w 九 
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て その 實 子よりも と 思 はれる ほどこ ちら を 可愛がつ て吳れ たお ッ 母さん だ。 どちらの 子が 行く行く は 

えらくなる だら うなん てく り 返しながら • 若い ものが I 一人で 親しく 行き 來す るの を 喜んで ゐた人 だ。 

『  』 その 時の ことに 免じても、 義 雄は眞 面目の そばへ ふ不眞 面目の かげ を 許に ま はせ て 置くべき 

ではない と 云ふ氣 になった。 その 友人が 相變ら め I にだが うまく 世に f| して 行く の を考へ て 見ても 

だ。 『今度 こそ、 ぉッ 母さん、 東京に 歸 つたら、 もう、 何 をす るに しても 落ちつく つもりです 丄 

『それが ようご ざいます よ』 と、 二人の 婦人 は 口 を 揃へ て贊 成した。 

一八 

渠は 二十 1 二 歳の 頃に 自分の 母に 死に別れた。 そして それから はこの 老婦 人 を 一 I- 寳 母の やうに な 

つかしんだ 0 

タレし it* ろ 

まだ 義^の 實 母の 存生 中に、 友人が その 初めての 戀人を 親の ゆるし を 得て 親の 家へ つれ 込んで たこ 

とが あるが、 義雄も 亦 そんなの を 一 度 自分の 家へ つれて 來て、 

し &* うら い 

『これが 將來 わたくしの 妻になる 約束です から』 と 云って、 親に 1^ までした ことがある。 

ところが、 友人の も、 渠の も、 共に 間もなく、 別. <c な 事  1^ で 駄目に なった。 それ を 知った 渠の父 は そ 

れ からと 云 ふ もの 渠の 友人 を 嫌 ひ • 


『あんな 友人 を 持って るから • 義雄も その 云 ふこと がいつ もぐら/ \ して、 當て にならん』 と、 ^つ 

てた。 そしてよ く 父と 子との 衝突が あつたが、 その 間 をよ く 取り 爲 して 吳れ たの は、 渠の SJ^ であつ 

た。 

『義 雄に だッ て、 もう、 自分の 考 へが あるで しょうから。』 

今、 l^s はこ こに 友人の 母の その 時代に 於け るな つかし さ を 思 ひ 起す と共に、 自分の tl き 母の こと も 

思 ひ 出された。 ^に舉 問と てはなかった けれども、 よく 味 かたに なって れた。 纏 は 今 ここに 子供の 

あんせ > 

やうに なって、 珍ら しく もしん みり した 淚の こぼれる ほど 心の 安靜を おぼえる。 

しんけ う  « つ *- やく 

はもと 耶蘇 新教から 脫 却して 來た者 だが、 さきに この 仙臺に 於いて、 或 日、 氣 まぐれに 天主 敎の 

じゅん はく 

^堂へ 這 入って 兑 ると、 多くの 婦人が 純白の かつぎ を 着て 式に 列して ゐた。 そして それが 年の 若い 渠 

を 妙に^ 戟 して、 おれ は 男子と して 1 つ 何でも 大きな 仕事 をして 見せねば ならぬ と考 へさせた。 今の 

心持ち は 第二の それで ある。 友人の 母 も 細君 も、 死んだ 實母も * お 鳥 や 札 幌の數 島 も、 お さん も 東 

じ やうく わ 

京に とどまる 自分の 妻， V、 渠に はすべ て 今やい ちゃうに 淨 化して 一緒に B の 前に 現 はれ、 純白の かつ 

ぎに 不， ぼ を 遠慮した 婦人 どもであった。 そのうへ を 越えて キリス マの かをりが、 その後ろ にゐる 自分 

せう  ' r  r  がく だう  さう ごん 

め 力まで もして 來て、 それが きざ はしの 高い 樂 堂から 落ちる 莊嚴な オルガ ンの 響きと 調和した やうに、 

^/  こくめい 

胸に. H 分の 希望が 悲しく 痛く よみ 返って ゐた。 克明な 點に 於いても ここの 友人に 負けない やうに、 自 

一  憑き物  五 玉 1 
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分の 生活 を 根本から やり直して • 矢ッ張 h.、 文 擧と云 ふ 藝術を 1 生の 仕事に しょう。 早く 東京へ、 早. 

く 東京へ！ 

しゅつ はつ 

その 翌朝 * 友人から 汽 賃と 僅かの 小 使 ひと を 貰って 出發 した。 出發 まで は， 何 かお 鳥から たより 

が あり はせ ぬかと 心待ちにして ゐた。 事件が 起れば、 いつにても 電報 をよ こせと 云って、 友人の 1% 

おとさ お 

を 譬き殘 して 來 たのであった。 が， 別に 何もなかった と 見えて、 音沙汰 もなかった。 汽車のう へで は 

隅ッ こに 小さくな つて、 自分で 時 問が 分らな いのも 寂しかった。 時計がない ので。 

たうち やく  よ き 

、M は 分の 東京なる 麻布の 家に 到着して 見る と、 當然豫 期 はして るながら も、 あまりに 荒れて ゐる 

でう だつ 

のに 驚いた。 親ゅづ りで 自分の 所有に 落ちた 建て 物 を 事業 費 調達の 爲 めに 柢當に 入れても * なほ 不足 

した 分 は 僅かに 短い 期限の 信用借りで 問に 合 はせ た。 その 期限に 當 てが 違った ので、 何でも 賫 つてで 

きる こと をし ろと 命令して あった。 ところが， 自 用の 部屋々々 が —— 書 齋を 初め —— 殆どから ッ ぼに 

ほうふ  たいて. S 

なって たばかりで なく， 亡父から 引き 糙 いだ 下宿 客の 多く も 大抵 は 見限って しまって た。 そのうへ に 

も 三 名の 子供 は その 父の 突然に 歸 つたの を 珍ら しがって、 順ぐ りに こわごわ 見に 來る ばかりで、 こち 

ら がみ やゆ も cjK れす 見すぼらしい 檨子 をして ゐ るの を 孰れ も皆輕 蔑して ゐる やうであった。 

『お父さん は 馬鹿 だから、 ね、 あんな 女に 迷って』 と- 渠 等の 母が 以前に 時々 狂 ひ 出した その ざま を 

*v の 校 も、 書物 若しくは 家財 を資り 拂ふ時 やい ろく 考へ 込む 時な どに- また 繰り返して ゐ たに 相違、 


3 うざ， CN  せい ドメ^ク 

ない ことが 想像され た。 それが 爲 めに • 仙 祭から つづけて 來た ところの 淸淨な そして 落ち 附 いた 考へ 

がまた ひッ くり 返り かけた。 

r  』 それまで は 1 册だッ て 一  12； ると 云 ふこと をした おぼえの ない 書物の 目 ぼしい のがす ベて 無く 

しょだな 

なって • 明きば かり 多くな つてる 書棚 をれ：！ にして、 あはれ な 自分の 替齋に 於いて 歸 つた ままの 勞れた 

からだに あぐらをかかせた。 そして この あはれ な 蚩曰 齋に 今や 自分の 書きた めて 來た長 論文の あるの が 

せめても の 心 だのみ だと E や はれる。 成るべく 心の いら 立ち を 押さへ てじッ として 兒た義 雄 は、 出よう 

y ころ  *1 ふしう 

とする 淚を 無理に 33^ で W 胸み 殺して、 自分の 過ぎた こと、 これから のこと を その 場に 無理に も吸收 しな 

がら *  0 分の 心に 語った 11 おれ は 女に 迷って 家 を抵當 にした の ぢゃァ なかった。 やがて 四十の 坂 を 

ひとな 

越えよう とする のに、 いまだに 人並みの 金 もで きないの を殘 念に 思って、 新ら しい 1?$. 業に 手 を 出した。 

けれども- 失， 舣 したの はおれに 取って おれ その物の 事業の 第一歩であった。 その^ 二 步は實 際に これ 

からだ、 と。 

疲れて はゐ たが， 一 と 眠り もしないで、 そのまま • また 家 を 出た。 

ほんしょく 

さして 行った の は 小石 川なる ▽▽ と 云 ふ 友人で， 文 梨に も 好きで あるが、 その 本職 は 別にあって、 

月 乃の 收入も 一 般 地方の 知事 以上に はなって る。 先づ、 それ を心當 てに する のであった。 

『や ァ、 歸っ たか • ね』 と 云って 出迎 へて 吳れた その 人 は、 ぐ 首 恭を繼 いで、 『丁度い いところ だ。 - 

通き 物  玉 五 ni 
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今、 〇〇 會をゃ つ て るから 上り 給 へ o』 その 會とは 一 11  二 年 前に 死んだ 文學者 〇〇 をき 記ね <| する 會 だから， 

集って る 人々 は義 雄に もお よそ 分って ゐ た。 

『それ もい いが、 ちょ ッ とその 前に 話が あって 來 たの だが 1 J 

べっしつ  き-らゅ 

『ぢ ゃァ』 と 云って、 先 づ刖窒 に案內 され、 こちらの 事情 を 語って 見た けれども、 向ふもー-^^-^ぁま^' 

遊び 過ぎて 借金に 苦しんで ゐ るから との 理由で、 物に ならなかった。 

れっせき  0 

會に 列席の 人々 は、 文舉 者で も晝 家で も 皆、 義 雄に 多少の 知り合 ひであった。 いづれ も苦勞 のな さ 

け いき  ら X.7 

さう に、 景氣 よく 飮ん でる のを兒 ると、 然し、 渠が 僅かの 間 地方に 行って て 自分で かち 得て 來た その 

考 へと は 大いに そぐ はなかった。 そして 都會 生活と 田舍 生活と は、 その *^1： が t 浮  1. であると i_ir であ 

るとの 點に 於いて、 こんなに も 違 ふ もので あったら うかと、 今更ら の 如く 思 はれた 0 

それだけ 自分が 田舍 くさくな つてる 證據 にも 見えた ので、 努めて 盃を かさねた けれども、 不斷は 二 

三 杯で 醉 ひが 出る 者で あるのに、 なかく 醉 へなかった。 そして 自分に は！ lli 第 1 に處 分す ペき 者と 

してお 烏の ことば かりが 氣 になって た。 が、 連中に は 同じ 藝術 家と 云っても 文學の 方面で ない もの 等 

があって、 そのうちから、 こちらの し をれ た 姿 を 見て 侮蔑し • それとなく 反感 を與 へる やうな こと を 

云った の も ある。 

蕖は それが 最も 氣に 喰はなかった うへ に、 もう、 大分に 夜が 更けて たの を 知って、 誰れ よりも さ 


to ん だん 

に 失敬した。 若し 主人が ひまで あったら、 金 i のこと は刖 としても、 自分の この 最近の こと を 共に 語 

明しても いいと 云 ふつ もりであった のに！ 

柬ー M の 夜 も旣に 思った よりもな か /(\ 寒くな つて ゐた。 

のうへ でも ふるえる 身 を 押し かかへ ながら、 今夜 は歸 つて 來 ないか も 知れぬ と 獨 りぎ め をして 

ふ とん  >^ うきよ 

出た 家へ び歸 つて 見る と、 渠の 蒲圑は 11 それでも これ だけ は殘 してあった かして 11 { 仝虛の やう 

な！？： 11 に 取って あった。 

やがて なまぬるい 茶 を 人れ て 來た妻 は、 

『あとで 來 ますから、 ね』 と、 押しつける やうに 云った。 

だう ぶん 

r  』 渠 はぎよ ッ として 返事 をし なかった。 こちら も、 當分 は、 或は 二 年な り 五 年な り、 歸 りた 

ぢょ 

くないと 云って よこした の だが、 かの 女 も 例の やきく した 口調で、 歸ら ないなら 歸ら ないでも いい、 

あなたの やうな 人 は 子供まで がさう 云つ てます と 云 ふ、 最後の 手紙 を こちらへ ほうり 附 けた 切りで あ 

つたの だ。 

かの 女 は あとで やって 來 たが、 k が 口 さへ もき かす 眠った ふり をして ゐ たので、 暫 らくして から 矢 

むさん  <t んし う 

$g り 無言で その 手 あし をぷリ ぶり 怒らせて 出て 行って しまった。 その 額が 11 晝 間の 印象で は 一 I 見 

0 き 物  五 五 五 
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とんき やう 

る もい やな ほど 頓狂に 瘦せ てる 割りに は、 その他の 部分 はさ、 フ でもない らしかった が —— 0 

さいさん  せ £ 

その あとで 渠の 心が 獨 りで に亂れ て來 て、 最近に は 珍ら し くもいろ， に狹 いこと を 見えない 天井 

やみ 

に 向って 考 へながら、 ；！： 經 だけが 段々 に その 方へ さえて 行った その くら 闇の かた 隅に 當 つて、 大きく 

ご ゑ  し.^ しつ 

頓狂な うなり 聲が聽 き 取れた。 妻の 寢窒 からであった やう だ。 自分 も 思 ひ 出す と、 若い 時に 特に 大き 

くうな された ことがある。 驚いて 來た 父に 手 を引ッ 張られながら も、 なほ 暫 らく は 夢が さめなかった。 

戀に 心配して 大分に 神經 がよ わって た 時の こと だ。 が、 自分より なほ 三つ も 年う へな 妻が 近頃 毎晩の. 

やうに • 若しくは たまにで も、 うなされて あんな 見ッ ともない It を 出して； Q るの だら うかと 思 ふと、 

こちら は 何よりも あはれ にも 又 あさまし くもなった。 

じ f おい  む .3-  I,.*! 

自分 も斯く 疲れ切つ てる 狀 態に 在る ところ だから、 若し 無意識に なって る 問に * いつ、 どんな 聲を 

おそ 

擧げ て、 これまで やって 來 たこと を しゃべらない とも 限らない。 眠る と 云 ふこと が 自分に は 恐ろし か 

つた。  ， 

おくてう  & 

その 翌朝 は、 かのお 鳥に 別れてから 三晚 目の 朝で あつたが、 渠は 久し振りの 机に 向って、 自分が 唯 

」 の 生命と して 持ち 歸 つて 來た ところの 書き かけの 原稿 を、 すッ くの かばんから 出して 見た。 乃ち、 

ど ぐと < 

例の 自分 獨 得の 哲舉 論で、 札幌に 於いて 旣に 六十 枚ば かり を嘗 いてあった。 これで も 早く 害き 上け T 

取れる 原稿料で、 お 鳥の 處分 をす るより 外に 道がなかった。 


けれども • 若し かの 女が 盛 岡に 於いて かの 北 斗に でも 關係 がっくと * もう • こちら は —— 恥辱と は 

ET、V が 一 I 資任 のがれになる のであった。 

ちょ 

ところが * 案外に も 別な ことで かの 女から 無 K 任になる ことができ-た。 かの 女に 常て た 電報が こち 

らへ 郵便で 这り 返されて 來 たので 分った のおが、 さし 出し 人 は 束 京の ものである 證據に は、 『小石 川』 

局 受け付け になって あって • 

『チ チ、 キ ウベ ゥ、 マサル • スグ 力へ レ』 と。 

.S キ」 ど ほ 

『  』 義 雄 はこれ に， M つて 俄かに またむら くと 忘れ かけて た愤 りを發 した。 思 ふに • こちら を 

H し拔 いて、 あの 『ぁたぃも\^紙をま11:ぃた』 と 一: ム つた その 手紙で、 かの 女 はこの マサルと 云 ふ # —— 

どう キふ  .5-3 ぶん 

多分、 1：1 級の 眞 生徒なる たらう 11 を 呼び寄せ たの だ。 この が 出かけて 行って、 少く とも 接吻 

などし A" つたう へで、 ，：！： ふ を ともどもに 出！^ した あとへ、 この 竜 報が 屆 いた。 赏 際に そのお ゃぢの 

氣か、 それとも， 女 を迎へ るのに 不问 意の 爲 めの 乎 段 か、 どちらに しても 男の 親 は その子が かの 女の 

もとへ 行った の は 知って たに 逮 ひない。 當て名 を かの 女に して あるが、 電報が 屈いた 時には 旣に 二人 

は そこ を出發 して ゐ たので * それが 病院から 一 と 先づ北 斗の 手に 渡って、 それから こちらへ 郵便れ、 ぽ 

t ゥ  •* うしよ 

这 された。 それにしても • 北 斗が 金の こと を 云 はす • ただ電報だけを封^?3でまゎして來たのは- 拂ひ 

がすべ て^んだ からで あらう。 

SI き 物  五 五 七 
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かう 考 へて 來 ると、 鎮の心 はまた おだやか になって、 肩のお も 荷 をす ッ かりお ろせ たと 云ふ氣 であ 

づ たつ。 厳密に 云へば、 こ Q  一  I 半ばず を • 自分 を 苦しめたり また 自分の になった りした とこ 

ろの 憑き物が、 今や 落ちて しまったの だと S へた。 

あつ ほく 

箱え す 壓迫を 感じて ゐた 心が 俄かに すッ かり 輕く なった ので、 一方で は 自分の 心が ぼかんと した 0 

何となく 物足りなかった。 矢ッ 張り • 嫉妬な りが m なりが つよかった 方が いいやう でも ある。 

けれども、 い よく 生活 を 1 新す るの はこの 時であった — お 鳥 は 向 ふから 離れて 吳れ たし、 今度 

は 前々 から 考へ てた 通り、 妻と その 同類なる 子供と にこ この t 豕!^ を もッと 改良 させて 與 へたう へ、 離 

婚 してし まひ さへ すれば、 もう、 占めた もので 1 .y"< ^は 自分ば かりで あらう。 

けれども、 また、 この 心の ゆるみで 久しい 間の 疲れが 一とき に 出て 來た。 あたまの しんからね fe^ が 

からだ を投け 飛ばし さう に 動く と 同時に、 そのから だ 中に か i け氣か 何ぞの 熱が 籠って る やうに なった 0 

ど とても 筆が 運べない ので、 自分で 蒲 園 を 引き出して、 朝から 再び 床に 這 入った。 そしてぐ ッ すり lg 

込んで しまったので， いつ 日が 暮れた か 知らなかった。 

十九 

その 翌朝、 また 而 S い 手紙が 届いた。 おもてに は 差し出し人の 名が 書いて ない ので、 妻 も 却って t 


ぐ それと 察した の だら う。 

『あなた はまた あの 女 を つれて 歸 つて 来たので すか』 と 叫びながら、 いや * 寧ろ わめきながら、 かの 

女 はこ ちらの 寢てゐ る 室へ 這 入って 來た。 そして その 所！ K の 枕 もとへ 無作法にば たりと 坐 わって、 そ 

の 芋 紙 を 突き出した。 こちら はこの 相變ら すの 氣遠 ひじみ たが さつ を 嫌って たの だ。 そして 今 また こ 

ち うし  つ  も ひ 

れを 見る と • 起きようと 思って たの さへ 中止して しまった。 これが なほ 1 っ殘 つてる ところの 憑き物 

ではない か？ この が？ 

手紙の 文面に は • 

ぎ キゃク  9  9  9  9  9  9 

『：： ハ今 京 致しまして、 おもて 書きの』 と 書いた の を， そのお もて,； 2 きの だけ 塗り 消して、 『上野 停車 

て つぎし だい 

場 前の 〇〇 と 云 ふ 宿 2;j に をり ます。 待って ますから • この 手紙- ITS 次 竹め 直ぐ 來て 下さい』 と ある。 

『：！： を まだ 云ゃァ がるんだ い！』 渠は 仰向いて 請んで ゐ たの だが * それ を ほうり 投げて かの 女が 手に 

はらば 

拾 ひ 取る に まかせた。 それから、 くるりと 腹 這 ひに なって、 お 鳥 その 教に 命じつ ける かの 如く 荒ッぼ 

く、 『その かばん を 出せ！』 

> みづ 

r いろんな 祕密が 這 入って るんで しょう？』 かの 女 は 棄てぜ り ふで かばん を 引き寄せた。 手紙 を 渡し 

て やった に對 して は 少し 安心した かして、 齒ぐ きまで 出して いやに 笑って る。 こちら はせ て そこ をお 

ft の 故を以 つてな ぐり 附け、 妻の その 出ッ， お を 血に 染めさせ たこと も ある。 

憑き物  五 五 九 
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『明けろ』 と 云って、 渠は 鍵を投 ゆた。 

もの ほ 

『  』 かの 女 は 物^し さう に 明けて 見てから、 『おやく * おみや： b 一  つ 這 入って ない のです、 ね 

— 子供が 待つ てます のに？』 

『親 を 親と も 思 は せて な い 子 だ —— ど いつに も、 こいつに も！』 

『あなたが よくない からです よ。』 

『EI 鹿 を 云 へ！ 手め への 云つ て聽か せかた が. i いんだ！』 

まだぐ づく その 中 をの ぞいて るので • 渠は手 を 延ばして それ を 奪 ひ 取り、 その 中から 封筒と 盛 岡 

からま わって 來た 電報と をぬ き 出し、 この 二つ を かの 女の 膝の 上に 投げた。 

『あの 女に やる 手 g を わたしに 封 じさせる のです か？』 かの 女 はまた 顔い ろ を 變 へて、 船ち が ひに こ 

もらの さき を 越し、 身 を 振 はせ てこ ちらへ 飛び 附 きさうな 構へ をした。 

はんにゃ めん 

『また、 もう， 般若の 面 か？ 請んで 見れば 分る！』 兩手 を疊の 上に 張って、 渠は 自分の あたま を皋け 

ぷ  そ 

ると 同時に、 うつ 伏しの 胸 を 反らせて かの 女の 恨めし さうな 顏を にらみ 附 けた。 が、 自分の せ I- では、 

以後お 鳥と は 最後に さう したわけ で 全く 無關 係になる と 云 ふこと だけ は 見せて 置きた かった ので あ 

る 0 

『  』 妻 は 眞. かほに なって 電報 を 讀んで 見てから、 これ を 封筒に 入れた。 そして今度はま.^JS^ぃ 


ほどの あざ笑 ひに なって、 『だから、 だまされ てると 云 ふので すよ。』 

r 默れ 11 口 かすが 多い！ 讀ん どき さへ すり ゃァ いいんだ！』 渠は その のでき た 封筒 を かの 女 か 

ら 取り 上 ゆ、 自分で 封 をして • 鉛筆で 以 つて 上野の 宿屋 かたの 宛て名 を 書き、 おもて 惠には 自分の 姓 

を ひら 假名で 出した ばかり だ 0 そして 私 かに 無言の 緣 切り 1、 最も 安い 手切れ金 だと 思った。 

『，：！： ふ も さぞび ッ くりす るで しょうよ —— わるだくみが ばれて しまって。 _1 

1 .  しかく 

「手め へ は 何も 云 ふ 資格が な いんだ！ 早く 出させろ！』 

まだ 何 かぐ づく云 ひながら かの 女が 封書 を以 つて 窒を 出て 行った あとで、 渠 はまた 蒲 M にもぐ り 

込んで、 IT ひ 仰向けに なった。 そして 自分が 舊ぃ 責任と 云 ふ 責任 をす ベて し^て 新たに 鋭 耐じ 初め 

る その 勇ましい 姿の かたわらに、 お 鳥が 今の 緣 切り 狀を 受け取って その 大きな 口 II よく あまえても 

衍 まれ 口 を 云った その 口 11 を ぼかんと あけて るの を签に ゑが いて 見詰めて ゐ た。 

11 (大正 七 年 四月) —— 
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空 


この 作 は 事件の 性 |0< によ リ、 

^  ^  『征服 被 征服』 の 中に 合卷 して 

刊行され たもので ある。 
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をん せん 


r ぢ ゃァ、 1 つ、 久し振りで 温泉に でも あたたまりながら、 二三 週間 ほど 一 緒に 面白く 送って 見よう 

か、 な』 と • 約束した I 太からの 友人が、 俄かに 都合が できて ちょ ッと  へま はって % ねばならな 

くな つたので、 耕 次 は 友人よりも さきへ 出發 して、 自分の 家族と 共に、 やがて は 友人と 落ち合 ふべき 

k ぜんじ 

この 目的地なる 修善 寺へ 來 たので ある。 

巴 じふ ねん  ま ね 

小 十 年 も 遠ざかって たこの 溫泉 だが， その 前に は 何度も 來て 勝手 放題な 眞似 をした 渠の舊 跡で も あ 

つた だけに、 宿で は 蕩の爲 めにあら かじめ 次ぎの 間附 きの 座敷 を 明けて 置いて 吳れ た。 奥なる 八疊の 

方 を 明け 放っと、 その 前に は 池が 廣 がって ゐて、 大きな 緋鯉が 澤山 泳いで るの も 見える。 手を叩く と、 

それが すべて こちらの 女中で でも あるかの やうに よく 集まつ て來 るの だ。 東京から 伴って 來 たお 高と 

云 ふ 女中 は それ を 面白がって、 赤ん坊に 見せて やる と 云って は、 これ を 抱いて、 石づた ひに 水ぎ はへ 

下. OS て 行って、 頻りに ビスケット など を ほうり 投 ゆて やつ，^。 


山 1 つ 向 ふの 熱 海で は、 もう 梅の 花 はと ッ くに^き 散って しまった 箸の 時節で は あるが、 ここで は 

まだ 唤き殘 りが あって、 而もう すら 寒かった。 着した の は 午後の 四時 頃で あつたが、 どんな 人々 が來 

きょうどうお  / 

てゐ るの か を H3^ るに は、 先づ その 宿の 大きな 共同 湯へ 這 入って 見る のがよ かった ので、 この 地へ は 初 

きょ. r* 

めての 妻 を も $K 內 して 行った。 が、 別に 興味 を 引く やうな もの はゐ なかった。 けれども， 宿の 女中の 

話に よると、 渠の來 るの を 待って たと 云 ふ 人が ある。 誰れ かと 聽 いて 見る と、 最近に 某 新 閗を辭 して 

してね る 山 崎であった。 この 人 は 新 間 記者 を やめても • 情 Ss 家と して 立って 行ける 人で、 その 一 

"ん .'s'.r てき  あいど ぐ 

流の tcsE 的な ft き 振りの 書物 は、 耕 次な どから 見れば 極淺 薄な もの だが、 世間で は隨分 これ を愛讀 す 

る ものが ある。 

で、 その 晚に は、 耕 次 は @ 分の 窒で山 崎と 食事 を 共に する ことにした。 そして これ も 久し振りで 話 

し 合って 兒 ると * お I::- ひに 保養が 主で はなく、 一と 仕事 を 持って 來てゐ るので あった。 容は或 人の 依 

顿を 受けて その 人の 情話 的 閲歴 を 例の 書き振りで 書いて るの だが、 それが できない と 宿の かさんだ 拂 

けレ くわく 

ひもで きな とい 云って るし、 耕 次 はまた 1 昨々 年から 一 ケ年計 劃で やり 出した 或飜譯 が、 他の 著述 や 

ぞ しちく 9 よく 

の  <ir かしい 爲 めに 1 向 まだ はか 取らない ので • ここへ 來て 全速力 を 以て その 邇延を 恢復す るつ も 

り だ C 

はラ もん 

r ぢ ゃァ、 お 互 ひに だらしなく 遊び、 合って しま はないで、 これから 毎日 或 時間 をき めて 訪 し 合 ひ • 

fH 氣统  五六 五 


泡 鳴 全集 第五 卷  £J 、く 

もつ ほ  IT 

他の 時間 は專ら 各自の 仕事に 澱む ことにしよう』 と ふこと に.. H つた。 

客 は、 耕 次の 妻が さきに 近 藤 澄 子と 云って 新開 記者 問に 有名であった 時にはお ほ 酒 を飮ん だの を 知 

つてる 笞 だからで も あらう、 頻りに かの 女に を 指さう としたが * かの 女 は その 度 毎に 斷 わって、 P. 

經の ふるえ を 見せながら * かた 苦しい 手つきで 客へ お i:iv」 してゐ た。 これに は 耕 次 は 多少の 満足 をお 

かに 感じないでも なかった。 脅て は、 酒のう へば かりで なく • 他 のこと にも 如何に 評判の f 心かった 女 

でも、 おれのと ころへ 來 てから は— いや、 おれが 救 ひ 出してから は. —鍵に も おれの 命令 f 

になって、 萬 事に 愤み 深くな つてる の を それとなく 見て 吳れ と。 けれども， 客が かの； 5^ に 時々 投 ゆる 

目つ きに は， たと へば、 昔 • 藝 者であって 今 は 人の 妻と してす 澄まし 込んで る 女に つ みの 男が ぎげ る 

のと 同じ やうな 侮蔑が 見えて ゐ た。 &次 はこれ を 決して 客の 不注意と は 見なかった。 渠 はす ッと以 4U 

から、 自分の 澄 子の、 まだ 自分に も 本 統には 分って ない を 寧ろ"^ ふ， S きに. H つて ゐた 0 

tin  ひやう はん  > 

^間にい ろく 評判に なった 女 を、 そして それが 爲 めに 世間から 引ッ 込まなければ なら なくなった 

女 を、 六 年 前に 好きに も # び 引き出して、 そして 三年 前から かの 女 を 征服す る 必要 上 而も 自分の 女 

房にまで した はした ものの、 最初の 見込み 通りに はとても し盡す ことので きないの を發 見して、 

さじ を 投げて しまった 。若し 見込み 通りに 行けば、 世 問の どんなぎ g を 共に しても 決して g はない ffi 悟 

であった の だが、 かかる 決心 はと ッ くの 昔滅ん でゐ た。 この 溫 泉へ も • 資は、 .^Q お を 阿 と. A うまく 


is^ させて 匿いて、 ® りで 友人と やって 來る つもりで あつたの を. 出發の 前夜に なって、 かの 女の 

父の 取り & しによ つて、 耕 次 は 俄かに 讓 歩し * しぶくな がら かの.^ を も— 從 つて、 赤ん坊 や 女 巾 

を も II つれて 來る ことにした。 大正 四 年 三月 六日の こと だ。 

思 ひ はすと >  いまだに？^ でた まらな いのは かの 女の 仕 うちだ。 爭 ひの 初めは、 またい つも 

かの 女の ft- 解の 足りない 男女 iiii であった と ひふが • かの 女の 胸に は、 自分の 所 夭が 自分 を 

^2^1  こして へ 1 緒に つれて 行か いないの だ、 そして 溫泉 では 友人と 共に 勝手 放題に 自 m な 行^ を 

*)  A. す Z% 

して たいの だと 云 ふ 邪推が あったら しい。  はラミ 

『あたしが つ いて ゐ ない 爲 めに、 あなたが 修善 寺で また 以前にお しにな つたと 云 ふやうな 放蕩 をな す 

つ ヒら、 この 五六 年の ぎみが 無に なって しまう ぢゃァ ございません か？』 

『そ le., も かま はない』 と、 渠 はぎ 1 がに 答へ た、 刖に そんな こと をしょう と 云 ふ 野心が あって 行く 

のではなかった けれども 0 

『あなたが さうなら、 あたし も考 へます。』 

『うん、 幾度で も考 へる だけよ からうよ。 これまで にも 旣に考 へて 置く 箸で あつたの だら うが ね。 
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あの 吳服屋 のな ま 白い slf^ に は 年 な 若い 色 をん も， e き C  ^?  ：  ノ。 ひ にソく 

I  才^ ^い 色 を んな 力て きて しまつ たし。』 斯う 皮肉に 出て やる のが 

渠には 自然の やうであった。 何も そ -  >  -  ほ マ ti- るの 力 

r その 男に 力の 女カ閼 係して ゐ たと 思って るので はない が、 年う への 

,f ^力. ftt- したの 男 を 可愛がる と 云 ふ； y 須 O^JfJU  に 7U -、  i  )  ^  まね 

.、  一 H.^^ 頃の^ 行に 力 ふれて 力の 女に も そんな 眞似 をして 見たい と 云 ふ 

ゃラな 野 V. 力ない ひもない こと はわ かつ  をして，^？ り 5= つ C  ^！. 

.  Y へ  ラ l^f そて 力の 女の 知って る 範圍で そんな 相手 を 見け けよ 

う とづる に は かの 男し かなかったり «5^：^、  jzr\S /二 ご-.. 1 し。 ュ ゆび，，  タ え 

^1 、」 力る 力, たのた 力 力の 女に して 見れば 首尾よく その 野心 を裹 切られて しま 

つた or そのうめ 合せに、 また、 今度 は反對 04:: &: こ. ^>  t 

> でつ がくし ャ  y ム.^ R-f  y カ對 に：：： i て カレ？ スも あらう に、 あの 年隱 しのし b くち 

ゃ哲舉 者に ぉ氣 がお 向き 遊ばして、 ュ 11 fel^^^e  2i»  3  a 

-  p あ 茶飮み 友た ち ii 化 願 だ o』 渠は ここまで 皮肉 を 

つて、 11 りで 『う ふ』 と 笑って 見せた。  ,ィ 

『1^ だッて かま はない ぢゃァ あ？^ せんか』 *  ^D^t  . ご . 

や.. や f 力』 と 力の， g その t でし やきばって 來 たやう すで あ 

つた 人阪て 力の 臺灣 I の 八百屋と くッ 付いて ると 人に 云 はれた 時の やうに。 

『力ま はない』 と • わざと 和.^.. HIT 周 I,; し匸、 IP  、  .54,/  rc  、？ -、  i 

で i き 、 I 乙 は ゆる はな 禾 力な 口調に して 『力ま はない 力、 ね， あいつ は 少し 還 だよ。 おれが お 

おの 爲 めに fQi 話し相手 になって やらない ので. 別に さ pt 附け I め あいつと 交際 さ 

せて 吳 れいと 云 ふから、 おれが それ を i してやつ たん I ァ ないか？ けれども. あいつに こない § 

で 逢った 時に ゃァ そのこと は 何にも 云はなかった。 そして おれから 云 ひ 出す と. 何と § ていい かこ 

迷って とぼけて ゐ た。 あいつ はお 前が おれに 隠れて あ 逢 ひに 來た とでもう ぬ ぼれ てゐ るんだら うよ。 そ 


れで なくば、 お前の あいつへ 云 ひかた に 手落ちが あるんだ か、 さ？』 

『あたしに ゃァ あたしの 考 へがあります から！』 

どラ けん  ふ も 

『そり ゃァ 初めて 聽 いたよ。 如何に 男女 同權 などと 新ら しい やうで も 却つ て舊 くさい こと を 云って て 

じ やう 

も、 ね、 女 は そとから 戶籍 上に おみや ゆ を 持って 來る やうな こと を 許されな いの だ 11 5?^ にや ァ そん 

なへ まなこと はない が、 ね 0』 

『女 だ ッても • それ くら ゐの川 意が できない ことはありません！』 

ぢょ  あ ひだ  じ ま  f 

『  』 槊も かの 女との に そんな 用意 ある 關 係の 時期 もあった こと は 認める が、 それ を かの 女が 

また 誰れ か 他の^に 繰り返して もい いかの 如き ロ扮に 接する と、 あまりの 意外に 打 たれて、 暫 らく 34 

ちんもく 

面：： ：！ の 沈 をつ づけた。 少く とも、 中 野に 確かに さう であった に 違 ひない ことが W わ ひ 出された。 そし 

て沈默してゐればゐるほど^:分の心が怒りに變じて行くのをぉぼぇた0『そこまでまた赏^に圖々しく 

なって 來た とすれば、 ね * もう、 以前の 約束 通り、 そッ ちから 先づ 離婚の. e. し 出 をす るが いい ぜ。 お 

れは ただおれ からの 巾し 出 を 後れた だけの こと だから、 直ぐに も 承知す るよ。 そんな 結構な 用意のお 

心がけが あつたの ぢゃァ ないかと 想像して ゐ たれば こそ • おれ は 初めから お前 を處女 だと は 思 ひたく 

しょ ぢょ  1 一 じしょう 

なかった —— 如 ：！： に 51 女 だと 云 ふ 御自稱 はあって も、 ね。 用意の あった il 係は闢 係と は 云へ なかった 

と 云 ふの だら うから • ね。」 

空氣^  五六 九 
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『昔の こと を 云って るの ぢゃァ ありません！』 

『な ァに、 今の こと は 昔の 名殘り だよ。』 

『さうなら さう として 置けば いい、 さ！』 

『  』 渠 はかの 女の 最後の 返事ぶ りに は餘 ほどの 捨て ッ 鉢が あるの を 感じた ので、 なほ 一 層突ッ 

込む の はこの 時 だと 思へ て 、『要するに、 手め へ は』 と 呼ぶ のを以 つて かの 女の いい、 、さに 報いつつ、 

へ し 

『結局 おそろしい 女、 さ。 そして また 案外 平凡な 女 * さ。』 

『  』 かの 女 は 口答へ をぷッ つり やめて、 仰むいた ままで 暫 らく 言葉 もなかった。 それから 向 ふ 

クら 

へ 起き 返った かと 思 ふと、 少し 恨み を帶 びた やさしい 聲 になって 、『あたし は 手め へな どと 呼ばれて お 

そばに ゐる こと はでき ません。』 

『ぢ ゃァ、 どこへ でも 行け！ お前 を あなたな どと 1- んで やって たの も、 もう、 近頃 ぢゃァ おれの 感情 

が 許さ なくなった。』  . 

『  』 かの 女 は 床 を 出て 立ち あがった。 長 襦袢に ほそ 卷 きの 姿で かの 女のから だの 神經 をお もて 

ほそ  ち ふむ 

にまで も 細く ふるはせて ゐる やうな のが ちらと 見えた が、 渠 は矢ッ 張り 仰向いて ゐて、 目 をと ぢ てし 

し 0  ま  ぢょ 

まった。 まだ 瓦斯の 光 を 消して なかった 狹ぃ窒 の ふすまが 明いて また 締 つた。 玄關の 間に 出た かの 女. 

の 足お と は- 渠 等の 赤 ン坊を 抱いて 寢てゐ る 女中の 窒に 入らないで • 容 座敷の 方へ きこえて 行った。 


便 yp にで も 行く か 知らん と环 をす ましてね ると • さう でもな く  • その 奥に かの 女の 實父 がけ ふから と 

まりに 来て 接て ゐる そのと ころへ 行った。 そして 何 か 一 こと 二 こと 聲 がした ばかりで、 家ぢ うは ひッ 

そりして しまった。 

渠に svs^ と は 勝手の ちがった 寂し さ を あたまの 天邊 にまで 感じつ つも、 それに 封して よりも 寧ろ 刖 

た躬 作に また 一 段の り を 一： S めざる を a- なかった。 そして この 愤 りに は 不思議に も あるべからざる 嫉 

でう  せ. A 

妬まで が 加 はった。 如何に la 父と は 云 ひ 條* 女と して 亭主の 目の前で 他の 男の. お 室へ 這 入って 行った 

ので はない か？ そり ゃァ、 ニ^の 時に 親 を 失って、 父親にば かり 齊 てられて 來て、 女と しての 月 役 

が ある こと も それから 数へ て 直った と 云 ふから、 他の 娘と は 違って、 父に 封す る ことが 丁度 母に も 封 

する m しみで はあった らう。 が、 旣に 三十 を 越えた 女が その 異性の 種類に よって 全く 氣 むすめ 時代の 

1^^心でばかりゐられるとは£、ぱれなぃ。 そこが 2fl に 取って はかの 女の 與 へる 侮蔑で ない と は 云へ 

ない。 

築 は 0 分で かの 女の 心持ちの みならす、 その 實 父が I 如何に 年寄りで も • まだ 金 さへ あれば 遊び 

こで も 一 了き かねたい 勢 ひだから、 —— 今 現に 感じつつ あると 思 はれる ところの もの を も 想像した。 そ 

して こちらに 對 して どうして もぎぐ にも 何とか 挨拶 をし に來 なければ なるまい と 待ち 一 〔ス けた。 そして 

B{ のから だぢ うは ひィ やりして、 枕のう へにば かり のぼせて ゐた。 
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ri 體- どうした わけ だか 分らない が 1 』 足お とに は氣が 付かなかった が • 1 してお ゃぢ はやって 

來て枕 もとより 下の 方に 坐 わった。  • 

『  』 耕 次 はふ とん を 蹴って 半身 を 起す が 早い か、 ひどい 權 fl で 殆ど 自分の 妻 その 者に 云 ふやう 

に、 『澄 子 はいよ くけ ふ 限り 離婚し ます！』 

『さう 一 槪に 云った ッて —— 』 

『いいえ、 離婚 は • もう、 ふたりの 間で 長い間の 問 腿であった のです から o』 

『そり ゃァ、 離婚され る 理由が あれば し 仕 かたがな いが 11 』 

『いや、 される の ぢゃァ ありません、 澄 子が さう して 貰 ひたいと も 云って るんで す o』 

『へ い』 と、 おや ぢ はこの 一 言に は 驚いた やうす である。 

『あたしが いっそんな こと を 云 ひました か？』 ふすまの かげへ 來てゐ たらしい かの 女 は、 斯う!. んで 

這 入って 來た。 そしてお や ぢの坐 わって るよ こ をと ッ かばと 通って、 枕 もとに 近く 坐 わりふん X で。 そ 

のこ ちら を 見つめ てるおし ろい 燒 けの ひどい 顔に は、 目の 周圍 にも 口の あたりに も、 ぴ くくと If^ 

を 起して ゐ るの が與ざ める ほど はッ きりと 見える 。『父の 前で そらぞらしい うそ を 吐かれて は • あなた 

よりも あたしが 闲 ります。』 

『^力う そだ！』 まじめに こわい 顔 をして こちら も 向 ふ を 見つめながら、 『おれ は、 こうそ を 云つ  > で こ 


ともないの だ ぞ！』 

.ゎら 


わら 

「それ はさ 5 でしよう。 然し、 今の はう そ ぢゃァ ございません か？』 少し 笑 ひ を 見せようと したやう 

であるが、 こちらに はかの 女の 口が 1 方へ 引き 釣った としか 兌えなかった。 

『£| 鹿！』 

r ふん、 あなた は 利口で しょうよ。』 

r まァ、 お前 はだ まって ゐな』 と、 おや ぢは娘 を 制した。 『一 體、 何 のこと だか こッ ちに は 分らない が、 

まァ、 耕 次お、 この 老人に 免じて 今夜のと ころ はお 互 ひに 勘辨し 合ったら どう だ、 ね 11 そして が 

居に 賴 まれて 來 たので あるから、 あす はお 澄 を も 一 緒に つれて 行って 吳れ たら —— これ も 實はそ 

れを 望みで ふて くさって るの だら うから？』 

「わたしの 心が 承知し ません • ね o』 

きしゃう ど， 

『ま ァ、 さう 云 はないで、 さ —— ？ I；； の氣性 通り 極ぁッ さりと、 な —— ？』 

『あたし だッ て』 と 澄 子ん 云った、 『一 緒に 行ければ 感謝し ます、 いっか 熱；^ へ つれて ッて賀 つた 切り、 

溫. M などへ はち ッ とも 行った ことがない のです もの。 それに、 坊や を つれて 行けば どうせ 女屮も 行け 

かっけ  てんち れゥ やう 

ますので >  あれの 脚氣 の爲 めに 轉地疲 養になります から。』 

「さう だ、 それ も 人 だすけ の 一 つ だ。 君、 この 老人が 頼む から、 ね。』 
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こと ！« 

『  』 はッ きりと は 承知の 言葉 を與 へる 氣 はなかった けれども、 別に 反對 をく り 返さな. A っヒ。 

き やう けん  わか 

渠 はこの 強健 だが 八十に 近い 老人が 年の わりに 物の 分った 人で あるのに 多くの 同情 を 持って たと 同時 

に、 二三 年 前と 今日と では^の 手加減が まるで 遠って、 さきに こちらが 二三. S は 置いて たのが、 今で 

は 殆ど 1 に 落ちて 來 たの を 死に目が 近づいた の だと 氣の 毒が つて ゐる ところ だ。 そして 離婚ば なし は 

また 他日の 折 を 見て と H 心 ひながら、 『そり ゃァ、 お 父ァん のお 頼みであります から、 澄 子が わたしの 仕 

じ el 

事 を 邪魔し な いと 云 ふ 約束 さへ すれば 11 』 

『子供 ぢゃァ あるまい し。. I その 口 は 引き 釣つ てても、 成るべく % しみに 立ち返ら うと はして ゐ たらし 


『お前 はそんな 口 をお 出しで ない o』 

『  』 渠 はまた 妻の 甲 だかに なり 勝ちな ft を 一 ことで も聽 きたくなかった。 この 心持ち をお ゃぢ 

にも こんな 時に 少し 訴 へて 置く つも で、 『實 は、 成るべくお 父ァん には聽 かせす に 置き ましたが、 こ 

んな話 は 今 ま でに も 何度も 出た のです。 そして その 原因 は 大抵 澄 子 の— 方に ありま した。』 

『母親が なくなって 育った 兒 だから、 隨分氣 ままでお 困り だら うと は 思って るが —— 1- 

『いや • 氣 ままば かり ぢゃァ ございません、 分った やうな こと を 云って て わ <^ ら すぎです 。一 

『そり ゃァ、 何と 云っても、 女の なさけな さに iD 'ァ、 ね。』 


『女 だッ て、 贝 がその 氣 なら』 と、 かの 女 はまた 意 張り出さ うとした 0 

よ 

『それが 分らす ほ だ ，そ！』 耕 次 はこ こぞと おや ぢの 前で かの 女 を 叱りつ けた。 『實 は、 新う 云 ふ 場合で 

なけれ VH; ム つて 置け ません が、 ね、 これ は 若い 男 を ひとり 自分の 寵愛 物にして 置かう と 思った のに 失 

收 したので す。』 

『そんな こと は、 無論 • よくない、 ね。』 

『別に 關 係した わけ ぢゃァ ないし。』 かの 女 は 頗る まじめくさい 態度であった。 

『ところが、 今度 はわた しよりも すッと 年う へ の 男のお 茶飮み 友達に ならう として ゐ るんで す o』 

『1^ 鹿 をお ッ しゃい！』 

r なんだ、 これが 11^ か？ これが うそ か？ おれ は、 ね、 身を賫 つた 女の やうに 心と からだと を 別々 に 

取り扱 つ て る^な ど を したくな いの だ。 たと へ 男親のと ころへ でも、 亭主 を 離れて 行く 女 はば 

いただ！』 

r おや ぢは別 だが • ね：， と • これ もこ ちら を 忍び かねて 少し あざける やうす を 見せた。 

『  』 耕 次 は 父 を 責める 氣 にまで はなれなかった ので ある。 なほた だ 惯りを 納め かねて、 『わたし 

は 鬼に 角 澄 子が わたしと 一 緒になる までの 慮 女性 を 疑って ます。』 

r そんな 苦 はない が 一 I 鬼に 角、 お前 は 口 かすが 多過ぎる から、 以後よ く氣 をつ けろ』 と、 おや ぢは 
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その 娘に 注意して から、 改めて 耕 次に 向 ひ、 『あす は 早から ラ から、 僕 はこれ で 休みます I ぢゃァ 、リ 

お休み』 と 云って、 そこ .（• に 行って しまった。 

『  』 耕 次 はま だ 不足 を 云 ひ 足りなかった ので、 おや ぢの逃 ゆて 行った の を も 不服に 思 ひながら， 

默っ てまた 蒲圑を 引いて 仰向けに なった。 そして 目をつぶりながら、 何もお ゃぢの 早く 死ぬ の を 待つ 

てろ わけで もない が、 成るべくなら、 これ だけ 親しみの できた おや ぢ であるから、 無事に 葬む つて か 

ら 二人の 間 を 別れる やうに したいと 思 はれた。 これに は 同意見 を iij- つてる 澄 子 は、 暫 らくして おらな 

くうき U  X  i 

ち あ 力って、 i4i 氣 入れのと ころで しゅうく 云って る 冗 斯の火 を 消した。 

「ぢゃァ、 亭主ら しく すれば いいでしょう』 とも、 かの M はお や ぢのゐ る 前で 云った ッけ 0 が、 女 は 

矢ッ 張り 實 際に は 男よりも 割りが 惡 いやう に 耕 次に は 思へ た。 かの 女が 如何に 氣を變 へて 来ても、 こ 

ちらに は 闇に 於け る 感情 は 明るみの 時の それ を や I ら ゆなかった 。渠は 自分で 胸のう ちにまで 男の け 

を 保つべく 强 いられた かの 如く、 今では かの 女 を實際 はなぐ さみの 爲 めの 目 かけ かばいた としか 見た 

くなかった。 

だ 力ら、 今、 かの 女が 山 崎から あざけりの 目 を 向けられて ゐ るの を、 钟次は 可な り gmis? 態度で 


兑て • かの 女に 前身が それだけ 弱點 のあった 爲 めの 自業自得 だと 思 はれた。 が、 かの 女 自身 は 自分の 

ぎ 天 までが 自分 を さう 突ッぱ なして ゐ ると は氣が 付かない ので あらう、 所 天の 爲 めに 努めて 客 を もて 

^して？. 1^ れた。 ずると、 客 は^ひの 勢 ひで 1 緒に 湯に 這 入らう と 云 ひ 出した ので、 耕 次 は 澄 子等 を錢 

して.：：： 分 だけが つき 八：： つた。 すると * また 玉突き を やりに 出ようと 云 ふこと になって、 これ にもつき 

ぢょ  ，  , 

八：： ひ をした。 それから 歸 つて 见 ると、 まだ 十 時 過ぎで あつたが， かの 女 は そ 知らぬ ふ 力 をして さきへ 

そろ  » 

てゐ た。 そして その かたはらに は、 渠の 仕事 をす る 机と 火の ある 火鉢と を. へて あった けれども 

渠は その 氣 になれ なかった。 

じ «-*> 

一 日. 一は それでも 机に 向って、 束 京から 持って 來 たかばん を 開-りき、 翻譯 すべき 原書と 字引と 原稿 靭 

と を 取り出し. インキと ペンと を も 家に ゐる 時と 同じ 勝 手 通りに 並べて 見た こと は R^^。 若し これが 

げんま  へ いぎ 

li りで 來てゐ ろの なら 直ぐに も 元氣が 出て、 あたま も 筆も活 澄に 動き， 午前の 二三 時 頃まで 平氣 でつ 

づけら れ るの は、 これまで 度々 の經驗 によっても 分つ てること だ。 そして あくる 朝 は 早くても 九 s-s- 

*i じ 

に 起き 出で、 ？ぉ に 一 あびして から 食事 を 急がせ、 給仕の.^ 中に、 

『けさ は 大分お 休みでした、 な』 などと 云 はれる の を 待って、 

『なァ に、 その代り、 ゆ ふべ は けがた まで 社 事 をして ゐ たから』 と、 むッ つりした 顔に 初めて ゑみ 

をた たへ て、 口 かすの すくない うちから でも、 これ だけ は 5£ 意 さう に 誇る ので ある。 が • そんた 單純 
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み もしなかった 0 

四 

川の 兩岸を 通す る 道路 11 この 二つし か 通り はない 11 に は、 修善 寺と 云 ふ 寺院に 於いてき の ふ 行 

Mu< ゃゥ  で 

はれた 新造の つり 鏠 供養の 名 殘り として、 まだいろ くな 店が 並んで る。 近在の 人々 の 出 も 多かった。 

耕 次 等 は先づ 寺の 娠 やかな 境內に 登り、 その 二 かかへ も あるら しい 新ら しい 釣り鐘 を 鳴らして 見たり 

してから * 向 ふ 岸に 渡った。 そして 一 間 も 離れて あとから —— これ も 不興な 顔 をして —— ついて 來る 

かの 女 を 返り：：^ て、 鎖 は • 

^^！かょ！？ょくゎん 

『ここに もとまった ことがあ るの だ』 と 云って • 大川 旅館の 前にち ょッと 立ち どまった。 

『  』 その 取り？；^ ました； 牛べ ッ たい 顏に少 しばかり 表情の 動きが 見えた だけで、 かの 女 は 別に 退 

事 をし なかった。 で、 渠 はまた 二度と ふり 向き もしないで すん くと 川し もの 方へ 歩いて 行った。 菊 

屋と云 ふに もとまった ことがあって、 ここに も 玉突き 臺が あるの を 知って るので、 

『H.: を 突いて ようか？』 渠の あたまに 浮んだ ところでは、 かの 女が 自分と I 緒になる 前に 或 をん な 

友達と 共に 或供樂 部で ff: 突き を敎 はった ことがある とかで、 その 友達が 自分 等の 新居 を 尋ねて 來た 時、 

渠 の- W 守 を 幸 ひに して、 をん な： ^士 で 近所の 玉屋の 前まで 行った が、 多くの 人が ゐ たので 這 入らない 


で歸 つて 來 たと 云 ふこと があった。 そして その後 かの 女から 進んで この 技 をお ひに つれて 行って れ 

ぢょ 

ろと 云った ことがある。 けれども、 今 はかの 女に は 別に 進む 氣 もなかつ たやう だ" 

『とうで も」 と、 ただ 半ば 口のう ちで 答へ て、 わざとら しくま ださき の 方の 山 を：：^ てゐ た。 どこに！^ 

の 木が あるの か兑 えない が. *  t 济築樹 のから 枝で お ほ はれて る * さくら 山と 云 ふ 大した 趣味 もなかり さ 

うな 山 を だ。 かの 女の また 例の 純な 天然 あこがれ かと m 心 ひ 取れた ので、 築の 反-仇 心が むらく と 立 

ち 返って、 ： おはかの 女に かま はす 菊屋 の 門 を 15! 入り、 玄觀ま で 六 七^ 進み 行き、 玉 場へ 案内 を 乞 ふ 

た 0 

ついて 來 たかの 女に は 脇 手に 椅子に 腰かけて 卷 1^ 草 を 吹かさせて 置いて- 渠はボ ー ィを 相手に 三度 

突いた が、 さう 上手 さう でもない ボ ー ィに I 二度と も 員け たの は、 これ も 自分の 妻が 自分の 精神に 邪魔 

をして ゐ るからで あると 思へ た。 けれども、 ：粱は 手持ち無沙汰 にして ゐ るかの 女に 向って 云った， 

r 一 ぼ- 敎 へて n つたら どう だ？』 尤も、 梁 自身で 敎 へて やる だけの 氣に はなれなかった。 

r やって 見ましょう か、 ね？』 かの 女 は 突然に よそ行き 笑 ひ をして、 见 に.？ r 鎮の 置いた キゥを 取つ 

て、 少し 颜を 赤め ながら、 二十 分 1^ ほどに 十點 ばかり を 突いた。 

『もう、 それ 位で よから う。』 斯う 云って、 渠 はかの 女に 玉代 を拂 はせ た。 何の こと はない 11 その 結 

わ U 

架から 云へば、 11 拂ひ をさせる 中 しわけに かの 女に もちよ ッ とこの 樂 しみ を 分た せた やうな もの だ。 
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渠は 家に ゐて も、 特別に 自分の^ 布 を 持たぬ l^^lj あった。 

そこ を 出てから- 1 番 したの 椅を向 ふ 岸へ 渡り 返す 時、 橋の 上から、 ここにな ると 川ぞ こがす ッと 

深くな つてる の を 見お ろしながら、 曾て 来た 時に、 或 男が その 抱いた 兒に ここから 下の 流れ を 見せよ 

うとして、 あやまって その 兒を 手から 落した ので、 あわててた I けにお りた けれども • 兒. H 岩に ぶっか 

つて 旣に 死んで ゐ たと 云 ふ 物語り を、 にかの 女に 語り 聽か せた。 

『ちょ ッ とけし きのい いところ ですから、 ね、 おとなで もこん なと ころで 死んで 兒 たらと 云ふ氣 こも 

なれましょう。』 

『まさか、 あなた ぢゃァ あるまい し。』 これ はかのお のお ||じ 入 ゆがね sfe を わざ まひ 出させようと しま 

であった。 實を云 ふと、 渠 はこれ に 多少の 好奇心が 動いて、 且- 渠を かの 女に 紹介す る 者の 言葉に よ 

れば 美人 だと 云 ふので、 こちら も かの 事 紫に 失敗した 當 座の 弱み を 承知して 結婚 を 巾し 込んだ ので あ 

つた。 そして 先づ 共同の 生活から 初めた。 、あ、 な、 たと 云 ふ 尊敬し 合 ひの！^ 黏酽は その 時の^" 续り であつ 

て、 今に 至る まで も、 渠 がかの 女に 多少で も 愛を感 する 時には この 代名詞し か 用 ゐられ ない ので ある 0 

が、 かの 女が た ほ渠に 接する まで は處 女で あつたと 云 ひ 張る のが 却って 鼻に 附 いて 來 ると 同時に、 か 

の 女の 平べ ッ たい 顔が 段々 こちらの 不舆を 催す ■ となった。 

兩が はに すべて 小い 八百屋 や • 肉屋 や- あんま 針 や、 馬車の 待ち 合 ひ 場 やが ある み^を， もとの 中の 


椅 まで 來て •  ^び これ を 渡り • 今度 は 川 かみの 方へ 歩いた。 第二 流の 溫泉 やどが ある 外に、 藝者屋 に 

料理屋 も あり、 さかな 屋も ある。 かの 女 はこの さかな 屋で晚 めし 用意の 爲 めに まぐろの 切り身 を 買つ 

た。 何しろ、 二三 日 これ を S 只 はない と、 

r 暫 らくお さしみに- M のいた から、 顔が 度せ ました、 わ』 など 云って 鏡に 向つ てる女 だ。 

r  」 築 は^に 反^しなかった。 

おみやけ 物の 店屋の 前で も かの.？^ はぎ 1 りしなかった。 そして 細工 物な ど は、 まだ 歸る 時で ないか 

ら、 见 ただけ で 求め もしなかった が • わさび やうかん を K つて、 

「お茶 Is- 子に して 兒 ましょうよ』 と 云った。 かの 女 は 酒 を さし 控 へさせられてから あまい 物奸 きにな 

つて ゐ たの だ。 

「  』 、堤- H 然し そんな 物よりも * ここへ 來た 以上 は、 なま 椎 lit がいいので. それ を 尋ねても ッと 

かみの 方へ i いたと ころ、 前に 來た に 醉ッ拂 つた 勢 ひで そこのお かみさん を 追 ひま はし、 却って そ 

のおと なしい 亭、 王が かげに 逃け れ たの を 知らなかった その 店の 前に 出た。 ある 時、 ゆ ふべ はどう— 

て ああ!！ げたの かと、 あくる になって 聽 いて：： ると、 うちの がゐ たので あとでお こられる と惡 かつ 

たからと 答へ た。 そこへ もとの 名 乘りを あけないで ¥ 入って 見た。 空氣统 の 店 だが * その かみさん は 

年を取った ばかりで • 祁も 變らす 昔と 同じ やうに 庙 をして ゐる。 

i5i 氣统  I 一一 
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「つ 一 If の 塵 か、 ね？』 i 自分の 妻の 目の前に その 妻が II つたり. f 

""たり If. そ t4 はして やる つもり i た。 inH 

リ"" つけ かして、， きがね 春ッ i せ tf  * しての む" は 

れ 5 し署 If 姿が i  i まき f から、 U 

sf"l の靑 ざめ た 額 を 出し • 兩乎 を： q. し、 白ハ窘 勿？、 う . ばぼう 、 

^toric^5.ci  白い 着物て する と 前方へ さがって 來た 。それが 丁度 妻 

の 立って 見て ゐ I 正面であった ので. かの，^ はちよ ッとヲ くりして、  囊 

J:! ひ U んだ。 そして その la?r り惡 かった やうに、 笑 ひ I らして る。 かみさんが 

^^ou^lm  i の li はもと く 通りに 引き 上がって 行った。 ill 

しないで ，1^ じこと を やって るかみ さんだ！ 

h 今 囊ハき 蛇 か？』 調子に 乘？、 渠 はこれ をもう ち 尊て 女と 云 ふ 者 S やに g:^ 深いぶ 本 

つら I つた。 が、 き i の キルタ ぺ ■ て. それ あ i 

の手ぢ かへ はね 返って 來 た。  ) ^  ^ 

もう、 ！當ら ぬ！ みさん がび くぐし 初めた pi たが 

失肷 てあつ ナ のでぐ ッ と.^ 心した ところが If 颜っ きとに 見えた の を 耕 次 は 見の がさな かつ..。 

そして こいつ ァ まだ おれ を 忘れて ゐ ない、 わい と、 思 はれた。 それでも. そんな ことに 


r 今度 こそ 當 てて やる ぞ』 と 云って、 今 I 度 同じ まと を 試みた が、 矢ッ 張り 彈丸 ははね 返って 來た 9 

『杏 生！』  . . 

『少し 下でした。』 

r ぢ ゃァ、 こッ ちの 三點 にす る ぞ。』 耕 Y ズが 込め 直した 彈 丸 はう まく 行って、 矢ッ 張りす るく と 出て 

來 たもの が ある。 

『骸骨です、 ね。』 

あ ふ 

『さう、 さ 0』 築 は 得意に なって 澄 子に 答へ た。 そして 共に なって それ を 仰ぎ： ながら、 『このし やり か 

うべ はやな がらに 腐らない やつ、 さ、 ね。』 

ほ  か.；？ ぢゃ うだか 

『よく？〉 S ります』 と、 かみさん はこち らを赏 める やうに 云った が、 W び 勘定高い 顔つきに なって ゐた。 

『そり ゃァ、 せ 取った きね づか だから、 ね』 と * 渠は 初めてち ょッ とに ほ はせ て た。 若氣 のま まに 

宿へ も 遊びに 來 たり、 わざ く はやらぬ 料理店へ ついて 來 たりした の だ。 『お前 は あんまり 氣が 小い よ、 

121:2^物をかけて射的をゃらせる以上は* いくら 點を 取られた ッ て^をし ないやう になって る笞ぢ ゃァな 

いか』 と * 云って やった こと も ある。 

『それ はさう です けれど、 あんまり 當 てられる と • ひや- (- する から。』 

「なんとも、 けち.：：^ い をん な だ * なァ』 などと 冷 かされても、 怒り はしないで ただ 笑って ねた ッ け。 

^00  五八 五 


泡 鳴 <s  ^五卷  五八 山、 

とちら のこと が Is. 際に 今でも 記憶に あると すれば、 かの 女 は 以前に 渠が あまり この レ^て ■ に 熟達す る や 

いま ひとり  ？  »tf 

、プ になった 爲 め- 渠と今 一 人 どこかの 百姓に ィ さんら しい 彼ぎ 軍人と を _|| 儲けに ならぬ と 云って 

—— 斷 わった の を も おぼえて ゐる笞 だ。 渠 だけ は • その 時、 然し、 一 杯 六 茵四錢 の 彈丸を 六 錢に價 上 

げ させて、 なほ 毎日 遊びに 行った。 その 時の こと. v4| かに だが 俄かに まざ/ \ と 思 ひ 浮べ させられた 

ので、 當りは それ ッ 切りで、 あと また 一 杯 はすべ て 失敗であった。 小 だるま やさい ころの やうな、 す 

か. ゃナ ねら  * 

ッと手 易い まと を 狙つ て も * た。 

「ちツ とも 當ら なくなった ぢゃァ ございま せんか』 と、 澄 子 はこ ちらの 心持ちが 射って なかった の も 

尤 であった。 若し ざッ くばらん に 打ち明けて やる とすれば、 

r あんな 女 を』 などと- また 燒き 持ち 半分の 侮蔑 を：：：^ せる にき まって るので、 かの 女の そんな 時の 見 

ッ ともない 氣 取り 顔が 渠に 想像され た。 

*  ^  ♦  ひミ しん；？ つ  ぢょ 

 』 あれた ッて， あんな 男 に^り 心中 は！ と、 かの 女に ぶッ 付けて やった こと も あるの だ 0 お 

. ！ 6 んざ. a  あらた 

S ひに 現在の 生活が 改まって ゐ さへ すれば、 古き すなん か 今更ら 問 はす もがな だが、 寧ろ かの 女の：：， 

が 11 新ら しい 女な どと 云 はれる の を I しがりながら も — 最も 古くからの 情 的 蕩^ を 破って る. H い 

A- ん *<し 

の だ。 をん なと 云 ふ もの はすべ て 淫奔 だとしても、 それが 蕖 には霾 的な 戀愛 などと 云 ふや 野^ ッ たらし 

ザ ザん 

ぃ氣 取り や 偽善に 隣れ たもので あって はならなかった。 肉體 すな はち 靈魂 だと 云 ふやうな、 g らしい 


充赏氣 ぶん は 殆ど 全く かの 女に は 感じられな いの を • 築 はこ こで も 思 ひ 出した ので ある。 そして かの 

じう  きよう. A 

女に も、 I つ、 玉突き 屋に 於け る 玉の 如く * 空 氣銃を 試みて 見ない かと 云って やる だけの 興味 さへ な 

くな つて ゐた。 

五 

ぎ や ラタう？！ 

その 近處 なる 板の 假り檢 を 渡りながら、 直ぐ 川し もの 川 中なる 共同 湯 や、 右ぎ しなる 宿 星、 料理屋、 

錢^<?嵐などの"8ニ階をのぞんで、 渠 等の 宿の 裏庭の そとが はへ 行き着く ので ある。 そこの】 扱 門 から 渠 

等 は，： Z 分 どもの 部 31 へ もどった。 

千 供 は 眠って るた。 女中のお 高に 茶 を 入れさせて、 買って 來た 菓子 を 試みながら、 火鉢の 屮 でな *^ 

椎 を燒 いた。 成るべく 大きな のからえ らんで、 三つ や 四 つづつ をぢ かに 火の 上へ 置いた の だが • ひ 

V  5-3  はくしょく  *  I 

ッ くり f;^! した その 小 傘の 製の ぎ ざく が *  SI 麗な 白色から 々とび 色に 變 じて、 じゅう と 云って 

し  *- じ やう 4 

に ほひの いい 汕が 法み 出して 來 たの を 待って、 渠 は先づ その 一 つ を 生醤油に つけて、 ばッ くりと 口の 

中へ 入れて しまった。 

『うん、 こいつ ァ うめい！』 そして また 他の 1 つ を 奪 ひに 手 を つき出した。 が、 かの 女 は、 

『う うん』 と 云って、 それ を 箬で以 つて 妨げた のが、 殆ど 駄々 ッ兒の あまへ かたであった。 渠は惡 い. 

IS! 丄氣銃  五八 七 


泡 鳴-^; 集 is. 玉卷  五八 八 

氣を しないで、 不松恰 に 自分の 手 を引ッ 込めた。 かの 女 も 自分の 子供ら しさと 自分の での 不格恰 な 

調子 拔け とに 氣が 付いた かして、 そばに 坐 わって るお 高と 颜を 見合 はせ て 吹き出した。 けれども、 つ. 

づ いて 出した 言 薬に は矢ッ 張り 神經 質の けんがあった 、『よく 燒 かな いぢ や ァ《。3 ります よ！ 

『  』 渠には そ が齒 ぎしり を聽 くやうな 感じであった 。かの 女が 斯う いらくし くな つたの は、 

自分で 纏 i めだと 云って るが、 渠の 霞で きれ で 1,^ つた。 驟 のきぬ 男 どもの 社 

* へ 好んで 這 人って 行った ものの、 まだ 時ぎ： 添 はぬ 女と して、 それだけの 用意 もな く 意外の, I 

を ゃッと 切り 拔 けたり、 時々 は それに ひッ かかった りした 苦 勞の結 梁 — これ も、 あとの 男に 取って 

は、 持ち込まれた 一 つの 不快な みやげ 物 11 でない と は 云へ なかった。 

1^ の椎 M. を 殆ど ネ分も 平ら ゆてから、 その り を 吸 ひ 物にして、 ぃッ そのこと、 隨 の御钣 こして 

ノ  じき 

ふし まう ことにな つた。 三食の 人々 の 時間より はいつ も：： 十い のが 常の ことで あつたが、 この 日 は 二人の 

不斷 よりも また 年かった。 日が 暮れる に はま だ 1 時間 餘りも あるので、 纏 は 1^ しい やうな 氣 がして， H 

事に 向 ひ、 そのまま あか. =s がつ いた あとまで にも 及ぶ と、 澄 子の 心 は 落ち 付いて るら しい。 子^ を こ 

ちらへ 這って 来させない やうに あしら ひながら、 かの 女 も 同じ 電燈の 光の もとで 東京から 持って 來た 

雜 誌の 一 つ を讀ん だ。 そこへ、 

『遊びに いら ッ しゃい』 と、 山 崎が 使 ひ をよ こした。 


『：.， .：： 』 かの 女 は先づ がしみ を豫 期した やうな 顔 を もた ゆて、 こちら を 見た。 その 筋肉の びく/ \ 

が 物 を 云って ゐた。 

『  』 £^^1ってだが、 かの 女の その つらが 氣に 喰はなかった I. どうしても、 自分の 聯想が 悪 

くて だ。 っッと 立ち あがって * 自分 は 部 Is を 出て しまった。 

山な は liffil のうちに 仕事 を 六十 枚した とかで、 まだ 飯. 喰 はないで、 お 葛さん と 云 ふ 女中 を 相手に 

機嫌よ く 酒 を^んで ゐた。 いっと はなしに、 皮肉と 內 部の 苦悶と がいの ちに なって る 耕 次に は、 山 崎 

のこの 狀^ は その 132 いてる 物と 共に 一括され て、 餘り 尊敬 を價 へしなかった。 が、 どこか 無邪氣 なと 

4o よう 3 うてん 

ころがあって、 そこに 話の 共 逝 點か發 ：：：^ されないでも なかった。 

『母の なくな つた子 W を 三人 も 人に まかせて 置いて、 おや. ち は 度-^ かう して 燒け伞 分の 旅行 をす るの 

だが、 それでも 京へ 歸 つて やる と、 ぉ-フ， お父さん、 歸 つた か歸っ たか ッて、 仲の 子な ど は 大いに 

きんがん さや ゥ  >  な ^ 

^ぶよ II 可愛い もの、 さ。』 こんな こと を 云って、 醉 ひの 出た 顿の あたりへ 厚い 近^鏡の うら 力ら 淚 

を  一二 滴 こぼした。 

せし さい 

r さ うだらう- ね』 と 云って、 餅 次 は 自分が 先妻に まかし ッ 切りの 子供 II これ も 三 名 —— の 心持ち 

ちう ミ はん は 

をゃぃひゃっても：：3^^。 そして また、 命令が ニ途に 出て 渠 等の 心 を 中途.^ 端に させる やうな ことのない 

まめに、 今 は； £^ 等 をして その 母親と： K に その 父 を悄ん だり、 卑しんだ りする ままに させて ある こちら 

ぉ氣统  五八 九 
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五 九 〇 

の 心持ち を も • ふと、 ここに 考 へさせられ JJO 

やがて この 部屋の 主人が 钣を 初める ことにな つたので、 あとで Iff 這 入る こと，， して そこ を 

辭 した。 まだ 時間 は 早い のに 澄 子 はまた ゆ ふべ の 如く、 もラ， ふて f して ゐた。 が、 そき はかま 

はす、 秦迎 へ に來 ると 共に 糞 へ 行き、 そこ で また 齧が まとま つて、 ゆ ふべ の 玉屋へ 行った 0 

そして 十 時半 頃に 歸 つて 來 ると • 澄 子 は f てる子に し ッこを させて ゐ たが、 ^oii,^o 

ら をして ゐた。 

『 ：：.：：• 』 いささか 可哀 さう にもな つたが、 かの 女が 下向きが ち& つてて、 挨 f しないのに ひ 仏い 

るつ もりで、 『山 崎 は 少し おれよりも つよい， co』 

『なにが です？』 

『HT さ。』 渠は かの 女の i るの を 承知の 上であった。 

『また 行つ たんです か？』 

す  .T るお  * 

『おれ：^ ね』 と、 直ぐ 惡 押しに 念 を 押して、 『お前に 叱られに ここ へ來 たん ぢゃァ ない よ o„ 

『  J  . 

『おり ゃァ I の 子供 ぢゃァ ない。』 置き ッ 放しに なって るゥ おもたれて、 ただ 紙卷 きをす., く 

て ゐた。 


『  』 かの 女 は 子供 を 枕に つけてから 寢卷 きの 上に 羽織 を引ッ かけて、 しほく とこ ちらの 方へ 

やって 來 た。 火鉢の そばに 坐 わって、 ちょ ッと こちら を 見 あゆた。 電燈 のかけ になって るが、 兩 のし 

いしし や *\  お < 

ろ 眼が の 印象に また 新ら しく 殘 つた。 『あたしが いつ あなた を 子供 扱 ひに しました I 前の 奥 さま ぢ 

ゃァ あるまい し？』 

のに 限らす、 すべて 年 增の癖 だ！』 

『.^ なら 仕 かたがありません から、 少しお ほ 目に 見て 下す つても いいでしょう。 11 あなた だッて も、 

矢ッ 張り I— 」 

？ r けんろん  • 

「また 十 " くさい 同權論 はよ せ！」 

たんで ぎ 

『そんな 問題 はどうで も かま ひません。 あなた は あんまり 1 つの 物に 敢溺し 過ぎる がお ありで づ。』 

『かま はない。』 

『でも * 來さ うく、 お 友達が あるから ッて さう 遊んで たん ぢゃ ァ、 宿屋の 拂 ひもで きますまい に。」 

『^ さう くだから』 と、 あごまで しゃくって T まだ 遊 ぶんだ！』 

『そのお つもりなら かまはないでしょう が —— あなたの 敢溺性 は^ 名です から、 ね。』 

『お前の ^ ず懋ひ 人が 昔 • さう 云った とよ。』 その 嫌 ひ 人と は、 さきに 一 とき 二人の あ ひだ を やきもき 

させた かの 中 野の こと だが、 その後 渠は 病死して しまった。 その 原因 は、 澄 子 を 思 ひ 切り かねてな ほ 
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私 かに 慕って た あげく、 それが 肺病に こぢれ てし まった の だと、 i の 人から かの 女 I かせられた 

ところでは 云 ふの だ。 が * かの 女 もこち らも 渠の 死を聽 いた 特に は、 fli がなかった。 けれども、 

今、 かう したつい でに 思 ひ 出して 見る と、 かの ぎ isii が t いと 云 ふこと はこ ちらの つ 駒き 咸ゅ 

じる ことであった。 で、 かの 女 もこ ちらの この 意地 わるさ を 悟って、 

『ね ふ 1』 と， た i であしら つた。 それに、 こちらの まに 關 する 中 野の わる 口 は f かの 女 

.J^ 寢 物語り！. - こちらへ うち 明けた 事實 だから、 何とも 云へ なかった の だら う。 

『おれ は その 持ち前の 爲 めに 墮落 もした が、 ね、 また その 爲 めに 根本から よみ 返り もしたん だ。 そこ 

に 理解の ない 理想論 ゃ戀愛 論な ど ァ おれに ゃァ 無用 だ。』 

『無用な ヒとは します まいが、 あたしの？^ i 足だッ て 少し ゃァ考 へて 見て 下す つても い いとお 5 ひま 

す。』 

-ゃ カ不？ 似 足 だ？』 實 際に、 こちら は 正當な ことに は 他の 男よりも 1^ んん いに かの 女 を 取り扱って 來， たつ 

もりで あるの だ。 だから、 それ 息って こちら I 不満 りの 響、 『お前の 方で 身づ から 不満足 

を 買って るん ぢゃァ ないか？』 

" ：… . …： 』 かの 女 は 今^は 餘 ほど 讓 歩して ゐ るら しい。 i えた 聲で その 云 ふこと に 折れて るば かり e 

なく， 眼に は淚を さへ 1^. た， へ ゐる。 渠には その 意味が 解けて ゐ ないでも なかつ. た。 


に さラ あたし をせ ついて、 おしあた しが 淫らな 女で あったら どうします？』 

『それ は 却って！： です』 と 云 ふ 答の あった-こ ともい まだに 纏 は おぼえて る。 その 頃 は 互 ひに 二人 

の でた ければ 分らない ところの 微笑にから だまで も 融け 八 ：！ つて ゐた。 蹈 がかの 女 以外て. 野、 いな 杏/ J 

なかった の も それが 爲 めだと 云っても よかつ. た。  - 

か， この の やうに 感 が こじれて 來て は、 1:^ じしと ね を 分ちながら も- 、渠は 目をつぶって さへ か 

の 女に 接近す るの が 不愉快であった。 この 氣 持ち 惡ぃ 寂しみ に继へ 切れ なくなって、 無 首の うちこが 

ほふ 

W した こと は、 かの 女の 方からで もこれ までに 皮 々あった。 この 妥協 を 今 かの 女 は 殆どむ せ 返る ズ か 

こミは 

り の ；； を以 つてしょう とする のであった。 

『あたしの 11 は 11 肉 を も — 要求し ます！』 

こ. C  < つ 

『  』 ..^rsri::^ も 珍ら しく^う 出て 來れ ば、 ちょ ッ とうまい 思 ひ 付き だと 突然 吹き出し たくな つ JJ 

かゥ しゃ ゥ 

が • かの 女の 不斷 取り澄ました 一 ：M 尙 がり を 打破す るの はこん な 時 だと 思った ので * 築 はわ ざと 11 な 

M 氣を以 つて、 

『ぢ ゃァ、 初め ッ から 鍵な どと：：； S 取った こと は 云 はない がいい！ 靈が肉 を 要求す るので なく  • 肉が 

整と して 活き るの だ。』 

こちら もこん な 持論 を以 つて 答へ たが、 目の前に 切實 な裸體 その物の 如く 顏 えて ゐ るかの 女の 姿ば 
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だんせい てぎ g ろん 

かり を 見る と、 鎮は 自分の 男性的 持論の 有する 資質と 實感 とが その 揚に おびき 出されない では ゐ なか 

つた。 

さび 

『さう かい、 さう かい、 可哀 さう に！ そんなに 寂しがって ゐた のかい』 と、 俄かに 云って やりたい や 

うな 氣 になって、 渠 はかの 女 を 自分の 膝の 上に 引き寄せた。 

,c 卜 .S けみ づ  へ い 

雨戸の そとに は鯡 鯉の 池 水が 流れて ぬる。 その また 辨ぞ とに は 川が 流れて る。 遠く また 近く、 その 

流れの 音が 軍 調に 聽 えて ゐて、 まだよ く 慣れない 宿に はさ ッと 雨が 降って 來た のかと 驚かれた。 

, 』  A ぼう 

三月 八日 は あさから 無蓽に 仕事に 向 ふこと がで きた。 女 ども は 赤 ン坊を つれてお こかへ 出て 行った 

じる、 け 

，と つてる と、 やがて またな ま椎 買って 歸 つて 來た。 

それ を燒 きながら、 皆が その 火鉢の そばへ 集った ところで、 女中のお 高が 赤ン坊 に、  , 

『お だるさん は』 と聽 くと、 赤 ン坊は ぁァと 大きな 口 を 明けて 見せた。 

r, 仃 つて 來た、 な。』 驚 は 斯う 云って、 その子 を 膝に 抱き上げた。 

r あれ を 一 薪お もしろ がりました * わ』 と、 澄 子 もに こ/.. -.. 3 て ゐる。 

なんてし 

r あれ だけが 昔， なかった の だが、 11 柯點 だ？』 


「十 點で すよ —— 而も 割り 合に ほかのより ゃァ簡 ssr で。』 

『よ ゥし、 おれ も あとで やって 來て やる！』 

C9»  r> う ひか レ 

『  』 かの 女の 額に は 鹿ぐ 喑 い^が 現 はれた が、 無論、 蕖と あの 空氣鈇 店の かみさんとの 昔の 關 

係 を 知って る爲 めではなかった。 

まいにちの 

山， 崎が 持って 來て れた 〇〇 新 間に は、 渠 自身の 修善寺 通信が 毎 R 載って ゐ るが、 例の 鐘 供養の 記 

せゥそ < 

事 は 止んで、 今度 は 耕 次 夫婦の 消息が 可な り 多くの 材料 を 提供し 初めた。 

r 餘り くだらない ことまで 喾く なよ』 と は 云 ひながら • 耕 次 は 山 崎の 憎 ゆがない の を 取り柄に した。 

に にお 入って、 ，逗 のぶよ/ \ と 肥えた からだが 湯の 中に 半身 を 出して るの を 見る と * その 腹部 

がさか^の やうに ふくらんで、 かの ベ クリンの 有名な 畫 『浪の たわむれ』 の パン 神 を 思 ひ 出さす に は 

ゐられ なかった。 その ® のパ ンは 太った からだ を 臍の あたりまで 出して、 浪の 上に， がんで るの だ。 そ 

およ  きけい 

して 美しい 人 <p.r か 泳いで るのに からかつ てる。 ちょ ッと、 まァ、 そんな 自然 的^ 耪が 感じられた。 

きの ふ もけ ふも^ 場で 出逢った 年の 若い 子持ち 婦人 は、 その 柬 京に 於け る 住ま ひのこと を、 

h ぎんじよ 

『△△ さんの 御：. です』 と * 耕 次 等の 知って る 婦人の 名 を 出した のを考 へて 見る と、 こちらの 何者 

であるか を も^に 知って るら しかった。 

<■ ひて 

かかる：^ 人が 來てゐ ると 云 ふこと を 知らして、 望みなら 話し相手 にして 見ろ と 澄 子に 注意して やる 

^  0  五 九 五 
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つもりで、 窒に歸 つて 來 ると、 かの 女 は 今 長い 手 鋭 を讀み 終った ところで あるら しく、  II 落ち 付きに 

落ち 付いて それ を 半ば 卷き 返した ゐ た。 

『  』 渠 はかの 女の そばに 落ちて る 封筒 をい きなり、 腰 を かがめて、 ひッ くり 返して 見た が- m 

味 もなかつ たのて 直ぐ ほうり 投げて しまった。 そして 湯の ぁッ たかみ を 橡がぱ の §」 ぎす 子に 出て さまし 

ながら、 默 つて 卷 きたば こ を 吹かし 初めた。 また 例の 鼻 ぼくろ しわくちゃ 欺!；^ の來狀 だが、 あんな g 

輕な顔 をして、 かの 死んだ 大 〇楠〇 子 や 今の 〇嫁〇 子な どに 亭主の 明き 嚴 ねら ひ をして 失敗した 手 を、 

今や この 新ら しがった 舊ぃ 女に 向けて るので あるから- まだ 亭主の 權利 ある 雜：^ 自身 さへ 知らぬ ふり 

をして ゐれ ば、 無論、 向 ふ はこの 女に 初めての 成功 を かち 得る にき まって た。 いや、 さう E 、いふ ほど 耕 

次 はかの 女 を安ッ ぼい 女と 見くびって ゐ た。 何とか ここに 皮肉 を 云 はないで は氣 がすまぬ やうに なつ 

たので、 『おれ は 今から 豫 言が できる が- ね』 と、 うわべ は おだやかな 口調で だが • 渠 はかの 女に、 

前 は 前の 中 野に 禁 てられる と * 中 野が 前から 不評 刺な 放蕩 者 だとけ なして ゐ たと 云 ふ おれと I 歸 にな 

つた OZ 今度 おれに 禁 てられる と * お前 はまた おれに 復«1 できる つもりで おれの いつも 馬鹿にして ゐる 

あの しわくちゃ ぢぢィ を えらぶ にき まって るよ。 戀の 落伍者 同士 —— 舊ぃ 男と 舊ぃ 女と だ、 い.：.^ り 


『けれども、 云って m むくが • ね. おれの，： 1： ふへ あの ぢぢィ を 立た すん ぢァ、 思想から 云っても、 人物 

しんば 

から 云っても • お前の 進步 ぢゃァ ない ぜ。』 

『  』 かの 女 は 一 言 も 返： 恋をしなかった。 そして 耕 次 はかの 女が その 圖星を 射 《。5 てられた ので 何 

も 云 ひ 返しが できない の だとお もへ た。 

けれども、 女中が おしめの 洗濯 か 何 かから 歸 つて 來 ると、 

『お 一： 1』 と、 澄 子 は^ある i お を 出して、 次ぎの 間から ちゃぶ 蹇を 持って 來 させた。 そして 直ぐ * 隅の 

方で手紙を^^：き初めた。 

『  』 きッ とそのへ^!:^ を だら うが、 その 態度が こちらに はかの 女の 强情 とも 受け取れ、 また^ 鈍 

とも 取れた。 返 isl. を 5^1: くなら 書く で、 所 天の ゐ ない 時に いくらでも 書け る。 書く のがい けない と渠も 

云って ゐ るので はない。 然るに、 今 皮肉 や、 かの 女に 取って はい や 味 や、 を 云 はれた 底ぐ その H の^ 

で- わざく S リビ 初めて わざ/、 渠の 心持ちな 一 勝惡 くしないでも いいで はない か？ 

かの！?^ はさきに 渠の關 係あった お 鳥が 一 度 西大久 保へ 來 たの を、 いつも、 

『あんな Ihls な 女』 とけな して ゐ るが、 お 鳥 も矢ッ 張り これと同じ やうな こと を やった 。これ は 然し 

子に 比べて は、 まだ 年齢が 殆ど 十 もした だ。 して 見る と • 殆ど 十 も 年う への 女が それだけ 年した の 

f  は 

女に 劣り まさりの ない 考へ しか 持たない のこ そ、 却って 恥づ べきで はない か？ 

ゆ ^  0  五九セ 
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『i は 直ちに 蠢| 味す る こ と が あるから. ね』 と、 渠は駕 に 注意した こと を ひ 出しき.. 

た。 そして、 この^や 一人の 女は兩 方と も芝1?见 に 行く と- 面白くな るに 從 つて 1 バロ を 明けて 行く た， 

ちな の を。 『おれの 查ゃ きんな にや ァ どこかぬ 抜けて る やつし か f いの か 知らん？』 

渠と澄 子との 間に は 再び 無言の 氣まづ さが 跪た はった。 

渠は山 崎 をて さそ ひ 出して 舞 I に 行き、 囊 銃に 飽く とまた, きに ま はった。 が、 こちらが 可 こ 

，て も あら 手 i ひ iil へく と ％ いてく にも 拘ら t 山 崎の 方 は 不義に も活氣 がな か 

つた その 相手より は 確かに 二十 點 ばかりつ よい 腕 を 持って ながら. そして その 通りに 玉が II つて，^ 

ながら * 

やに どうも 常らない、 當ら ない』 とくどき 鎖し であった。 何 か 知ら、 ぎなる ことがある らしかった。 

童の拂ひの^._,きを心酌してゐたゃぅでもぁるから、 そのこと か.^ らん？ それとも、 來 べき 人が ある 

と云って東京へ<b^話などをかけてたが、 それ か 知らん？  ， 

！ n、 その 管に なっても、 その また 翌日 も- 00 新聞なる 山 崎の 通信に 1 と I 夫婦との 

が 面白さう に 記事の！ 部に なつて る だけの ことで— 耕 f 山 崎と は ふたんび にど ッ ちから か 同 

じ やうに 口 を 切り- 

1、 , す こ 

『とうだ 少し ゃァ 書け るかい』 と 云 ふと • 他の I 方が またき まりの 如く、 


r どうも 害け ない』 と 答へ た。 

だづ 

三：：：： 十 I 曰に は、 y がに なって、 △△ 新 g の 編輯 長 をして ゐる柳 田が 伊東から 山 崎な 尋ねて やって 

來 た。 もッ とも、 山 崎の 〇〇 紙上の 通信 を 見て、 耕 次 も來て ねる こと を 知っての ことであった。 I 治 

あんない 

しそ 小す ると 云 ふので、 耕 次 等 は 先づー S の 假り橋 を 渡って 渠 をネ滅 銃に 案內 した。 渠も 一時 は 夢中 

になって 面白がつ たが、 なか/ \ラ まく 行かなかった 

『しろうと にや ァ とても』 などと 冷 かされて く 口  ^5 しがり * ゃッと 1 つまりが 達磨の 口へ 這 入った の を 

お ま? fi> して、 築 は 切り 上 ゆた。 そして そこ を 出る 時に ふり 退り 見て 笑 ひながら、 

『大きな 子供 だ 11 かか ァが a たら どう 云 ふだら う？』 

『なァ に、 おれの やつな どァ i りで 來て やって るよ』 と、 耕 次 はっけ 加へ た。 女に だッ て、 何 か 知ら 

, ^にこん なと ころへ 來てゐ ると、 の 手 まり は 必要 だと 云 ふこと を考 へたの だ。 

「f しい 女は途 ふか、 な』 と、 柳 ra は 歩きながら 云った。 

「  』 t 次 は 然し この 語が ん にも そんな 風に もじって 行かれる の を不贊 成であった。 自分 達が 

- よくし ゆ！ 7 

參 加した ^1 の，：：：： 然中： 龍と 云 ふこと が 1 般に 放蕩と か！ 肉 您虫義 とか 云 ふこと に 誤解 せられる やうに な 

づ たの も、 新^記者 どもの ii な考 へから 冗談 半分に 出た こと だと 憤って た。 そして^1«分は自分の妻 

t もず： 直に はまお 新ら しい 女と 呼ばれる 資格の ない 女 だと W 心って る。 

m  ^  ^  ^ナ九 
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； 】 二人 はまた ぶら 付い ド、 とうぐ 匿き への ぼった。 ここ も 耕 次の ふる 巣で、 i つたことの ある 

鑫 S 或！ の 霜の妾 として リリ かみに なって るの だが、 I の 男と 共に 逃 ゆた とかで ゐ なかつ 

た で？ 崎の 得意な 磯 節 や I 節が 出て 來た酵 どもの 賞讃 を f た。 その It 耕 次 は 自分 i 

で 柳 田と 連く ま で 碁 を 打ち つづけた。 

一 『あのお 蔦と 云 ふ 女 は 何 か』 と • 容は 突然に 云 ひ 出した、 『いや ァ にき 金ん ぎな ど はめて？』 

『宿の 女中、 さ —軍人の 未亡人 だと 稱 してる さう だが、 そこ はほんと かどう かと ほかの 女中 は 一ず 

てるよ。』 

やます^ 

『山 崎 は 熱心 だ、 な？』 


『うん！ さう かい？』 耕 次 は それで 初めて 山 崎の 原稿 を 書け ないで 慰 しんて る 理由が 分った。 

二三 1- 殊にう すら 寒くて f がちであった 天氣 が、 十二 曰の 朝から 雪に ず， 午後に は 地 者 

^くつ もお かけた。 こんな 露に 雪が 降る こと は 數年來 にない こと だ， 43 れた。 が. それが やむ と』 

直ぐ、 山々 の 白色 も 消えて しまった。 


いう じ，^ 


ま 〈ま はった 友人の 伊勢から よこした ハガキ が I のる 留 が！^ からま はされ て來 た。 これ S ると 


AJ ちらで はけ ふ來 るか、 あす 來 るかと 待って るのに- 友人は\1^1:^にも京都から奈£^{見物にまはり、 そ 

だいじんぐう 

れ からまた 5! 勢の. K 神せ 2 へ 行って るの だ。 

し ごと  きう あいじ けん 

こちらでは仕^_-は£-;?ふゃぅに進まぬし、 山 崎の 窒へは 求愛 事件 を 知って から はさう 度々 訪問す るの 

も； S のい； ゆだし、 早く 友人で も來 て？. 1^ れな いと、 折《溫^^ジ來たことが耕次には1^^になりさぅでぁ 

つた。 

女屮 のお " の脚氣 だけ はすん/ \ よくな つて 來て、 银 日の やうに 主人と 共に 椎茸 を 喰って る爲 めだ 

ぢょ 

らう、 ギ のおい かの 女 は のぼせて 1 1 一度 鼻血 を 出した。 

r これから^ #t は 少し ひかへ ましょうよ』 と * 澄 子 も 驚いて 云った、 『なん ぼお いしいから ッて、 さう. 

のぼせる もの ぢゃァ —— 』 

『のぼせるなら 首ッ たけ のぼせる、 さ、 ね。』 耕 次 は 然し 別な 方へ 持って行って、 『煮え 切れない 生活が 

1 ^而， 日 くない！』 

『  』 かの 女 はまた 默 つてし まった。  • 

、染 とかの 女との には^ 中 合せの やうな H が つづく ばか リ であった。 

あんない  こうあ .2 

{:E  土の 兄え ると ころが ある さう だから 案内して r 入れろ と 云 ふかの 女の 乞 ひに まかせて その 公 やま 

ち 4 や  ぢょ 

をち ょッ とした 休み ス AM の慵 へが ある 高みまで 登った。 そして かの 女の 望み通り， 曰 い 富 土の あたま を 
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二方に のぞんだ けれども、 渠 との 間に は 感情の 齟齬 を來 たす 原因が また 1 つ 加 はった だけの ことで あ 

つた。 

ぢょ 

『あなた は』 と- かの 女もビ ー ルを 飮んだ 機嫌で 少しう ち 解けて、 il おへる やうに、 『こんなて ハハ とこ 

ご ぞ， リ 

ろ 力 あるの を 前から 御存じで ありながら、 あたしが 云 ひ 出 すまで は案內 もして t,: さいません のです、 

ね。』 

『  』 渠 はかの 女が また 例の 淺 薄な 風景 感傷 心 を 起して ると： K たので • ろくな 返事 も g へな かつ 

た。 『知って るから、 詰らない の- さ！』 

r 自然主義者 がさう 自然 を 馬鹿にな すッ ちゃ ァ 11 』 かの 女は餘 ほどの が をで も 云った つも らし 

な  わら 

力った。 成るべく こだわり のない 笑 ひ を 兄せ ようとして ゐ る。 

『自然主義 は天资 主義 ぢゃァ ない！ 風景 感傷主義 ぢゃァ ない！』 斯うぶ ッ きら 棒に 答へ て、 渠は ここ 

にも 一種の 公憤 を 感じた。 自然と 云 ふ 語 を 人 ir はなれの した 天然 や i^^l へ 持って行 くの は、 に 取つ 

て は、 g: 然 主義 を 肉 慾 主義と 受け取られ たと 同 lg、 受け取る もの 等の 大 曲！； • 大誤， #e あった。 

み も 

のぼり 下りの 途 すがら 二人 は、 一 緖 にと 云 ふよりも、 寧ろ 別々 にたん ぼぼ を 摘んだ。 そして】 つの 

< ンケチ に 丸めて 歸 つて 來て、 椎茸の 代りに 煮て 喰った。 その 味 は 一 つの 同じに が 味 だが、 かの 女に 

は それが すッと 若い 娘 時代の、 然し 感情と して は舊 式な • 思 ひ 出 を 1 しまう とした 遊戯 、いのぎ 1 であ 


つたら うし、 梁に はまた^ 際に 自^ S3 爾の 人生 味 その物であった。 

t49  お-も 

1 15- ばかり 奧 にある 瀧へ は渠 はかの 女に 同伴し なかった ので、 かの 女 は 別な 組と A ハに 行って 來た * 

f  J  ちづ 

その 日の 晩であった 11 渠が山 崎の 室へ 行く と， 澄 子 も 珍ら しく】 緒に やって来た。 

すると • 山 はま だ 酒を飮 んでゐ て、 お 蔦さん を 相手に 頻. ON に 何 かぶりく 怒って ゐた。 

、へ  せき 

『僕 ァ歸 るッ』 て、 かばんの 取り 方 づけ を 仕 かけた かと 思 ふと、 またもとの 席へ あぐらをかいて、 

ど な  ち く 

『人 を 鹿に して』 などと 怒鳴りながら、 かの 女に 猪口 を投 ゆつ けた。 

『では、 どうしたらいいん です、 ね』 と Ills へる やうに 云って、 かの 女 はちゃぶ 臺の向 ふへ 坐 わって 見 

たり * 火鉢の そばへ 來て 見たり して ゐた。 そして 持て 餘 してし まった 結 菜、 『ぢゃ ァ， わたし はこれ で 

失禮 致しな す』 と， その 室 を 出て しまった。 おこった やう だが * また 十分の 思 はせ^り も あると 見え 

た。 

しっけい  けんく わ 

『：i: ごと か 知らないが、 僕 も 失敬す る』 と 云って、 耕ク、 も そこ を 起った。 多分 燒き 持ち 喧嘩の つのつ 

»fc  あま  - ) 

たの だら うと 思 ひ 取れた ので、 兄て ゐ るの も餘 りに 馬鹿々 々しくな つたの た。 

つ.！ -  «- うだん 

お 蔦さん はま だ 廊下に 樣子を 伺って たの だが、 渠が 出て 來 たの を 見る と • 相談す る やうに、 

「どうしたと 云 ふんでしょう、 ね • あんなに おこって？』 

in み  ひや  かも 

r なァ に、 君 さへ ゐて やれば いいんだ から』 と 云って、 類 は 冷 かすつ もりで かの 女の 肩 をち よ ッと輕 
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く 叩いた。 

『  』 口に 金齒の 光つ た 顔が 俄か に 眞ッ 赤に なった のがみ 見 えた C 

渠は 自分に ついて 澄 子 も 出て 來る ものと 思って たが、 1^ まに もさう ではなかった。 

『馬鹿！』 と • あたまの 天 澄， からかの 女に 對 する 無言の 叫びが あがった。 ii^gf ぢゃァ ないか？ そ. 

んな ところで 一 かど 取り 爲 しが ほに 山 崎の 爲 めに g をつ いで やりな どして ゐ るかの 女の 馬鹿 ゆ さか 加 ■ 

が 思 ひ やられた。 ゐ殘 つてれば ゐ殘 つてる だけが 向 ふの ではない か？ それ 位の ことが 分らない 0 

、  ,  . *  そえけ い 

力？ あのれ たけ は 尊敬され てるな どと 思って ちゃ ァ 間遠 ひだ ぞ！ こちらと 一 緒になる までの 多くのお- 

體 のうちの， その 一 つ をで も 思 ひ 出して 見ろ  

、： V  、 えんく わい 

待合で 宴會 があった。 そのうちの Ei^ が I 人、 初めから かの 女に 野心が あつたので、？ 酔った ふり を 

して かの 女に f 抱して 貰った。 かの女も自分で11に介抱してゃってると思ってゐ，.^,0 — 

つ こ 

そのうちに 一 人へ り、 二人へ り、 つ ひに 殘 つたの は その 男と かの 女と 切りに なった リ そして ffi- はお 

音 を 出して くどき 初めた • 

で.？ しゃ 

『どうせ、 もう 電車 もな く、 ここの もの も皆寢 てし まった から』 ッて。 お^ろい たかの 女 はすき を 見て は 

だしで 逃げ出さう としたが、 勝手が 分らない ので • どこ を迎 つても そとへ は 出られなかった。 最後に 

女中 を 呼び 起して 出して 貰 ひ， ぉ堀ばたを途中から俥をゃとっ てlt,£>^^したと云ふo 


s ^その if ん からかの 女に 成功した とふれ 歩いた。 かの 女 はこれ を 侮辱の 言 だと 怒って、 自分の 戀 

ひ 人 を ゆに 立てて だん lit の；. 1 で その W に 取り， おし を させた の を、 かの 女の 自满 ばな しとして 耕 次 も 一 

ふ. S ちゃう  やす • 

皮^ かせられた。 が、 これが！ I： で ftltg になら う？ 關係 もしないで 闢 係した 如く 吹^す る やうな 安ッは 

い e:: を 親切ら しく 介抱して ゐ たのが かの 女の 思慮の 足りなかった ところでは ないか？ その 前に またお 

どもと 一 絡に 待合 ひな どへ _5 一お i< り 込む だの も旣に ひだのに 11 いや、 女と して I 升 酒 を飮ん だの 

が旣 に！ 

こんな ことまで がごた くと E ぬひ 出されて、 不愉快な 机に 獨り暫 らく 向つ てても、 かの 女 は つて 

來 なかった。 

隣 {4- を^ぎ した 五六 名 づれの 老人 組のう ちで、 その 一 名が また、 

し 

『かかる とてし もぬ ばァ たま ァの』 と 義太夫の 一 句 をうな るの が聽 える。 こいつ はこの 句し 力 知らな 

ね  ひだ 

いかの 如く  • 1 つ こと を：！^ 日、： 晚の やうに うるさかった。 もう、 寢 どこへ 這 入ったら しい 力 無駄 

ばな しの あ ひまくに それ を またく り 返した。 

『なんしに あんなと ころに ぐづっ 付いて たんだ』 と、 擬は澄 子が 歸 つて 来た 時に 叱り付けた 。『子どもが 

% いてる ぢゃァ ないか？』 斯う は 子供に なすり 付けた ものの、 かの 女が そばに ゐな いとこ ちらの 仕亊 

に& りが ひがなかった。 多くの 1^ 感を 起させる 女で は あるが • それが そばに ゐな いと、 矢ッ 
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ものお  .-ZO.K 

張り、 物足りなかった。 

『山 崎さん も II 氣の 毒に ，1 旅に 來て ひとり ぼッ ちで"^ しいんです、 わ 0』 

『1 ね、 お前な どが 邪魔し ないでも、 ちゃんとお 蔦さん がつ いて るんだ— そんな こと もき 氣 がつ 

かないで ぐづ/ \ と！ お前の 昔、 ひッ かかった 牛 込の 待ち 合 ひと ァ II ふから- ね！』 

『およしなさい、 人ぎ きが 惡 い！』 かの 女 も 大きく つた けれども， ぎぐ 半ば 口の うちにな つて、 

r あたし を 何 か 取り返しの つかない I 船で もした ものの やうに I 』 

『力 力る とてし も』 がまた 突 1 うす ぼんやりと 聽 えた 0 隣室の はこれ を寢 ごとに まひ 云つ し 

よん 》 ['つ  *)  つ "  fclw 

その 翌 R も 山 崎 は 何となく 昂奮の 狀 態であった が、 午後 三時 頃に なって、 耕 次 を • 

『肉で も 喰 ひに 行かう つ』 たと さそ ひ 出した。 ゆ ふべ の ざま を！！ きびる つもり かと P が 思って ゐ ると、 

さう ではなく、 『あのお 蔦に 別の 男が あるかぎ か、 f 判斷し 見て くれ』 と 云 ふので あった。 

€ 話 ぼ だくが、 『あいつ も.、.. ゆ ふべ 君に 肩 を 叩かれた ので、 もう、 君が 感づいて る ものと 覺悟 してる が. 實 

は 僕 は あいつが 沼涂 K をる 時から 知って るので、 今度. ここへ |g ひかけ て來 てん。 然し、 あいつが 番 

S 目 かけに なって ると 云 ふう わさ も あるから、 そこ をよ く 突きと めて 見たい の だ。 のお かみや 

藝 ff ふたり 呼んで、 それとなく 聽 いて 見たら その^ I- 船が f はせん かと 思 ふの だが—』 

こんな こと を 云 ふまでに は餘 ほど^ 寶な思 ひ を 重ねた もの だら うと は、 耕 次に も 分って ゐヒ。 そ 


つもりで j^A は 山 崎に 從 つて 行った が、 肉屋で は 二人の 興 を さます やうな ことがあ つたので * ろくに そ 

KT*  4>5 しゃ 

の 口 的 も： ば しられなかった。 出て 來た藝 者に、 

つた 

『おい * お前 は佥齒 のお 蔦 を 知って るか』 と 山 崎が 聽ぃ たこと は聽 いたが、 

^ ぼうじん  だ 

『あの、 Bsf 人の 未亡人と かでしょう』 などと 云 ふ。 誰れ も 知つ てること ばかりし か 知れなかった。 

ぢょ  も 

けれども- 山 崎 はかの 女に どんなう わさが あらう とか ま はぬ 決心ら しく、 若しくは また そんなう わ 

さ を 信じない ほど 熱心で あるら しく、 

けつ こ し  もら 

『^等の いよ./ 娘す る は、 一?；； 建 夫婦に 仲う 人に なって 貰 ふよ』 などと 云って ゐた。 

レ S- く  さ かづ *> 

T ぢ ゃァ、 ^とお 蔦さん との 爲 めに 祝 さう。』 耕 次 は 斯う 云って 盃を雞 けた。 

『では、 あなたが たは 〇〇 のお 客さん』 と、 ぉ燜を 持った 藝 者が こちらの 宿の 名 を 云った。 

山綺 はに こくして ゐた。 

三 月 十ガ *1：1 は、 午前 一 時喷 からまた 雪が 降った の を * 耕 次 はま だ 机に 向って 起きて たので、 よく 知 

ふ  e*j うじ 

つてた。 それが 降り やんだ の は 夜が ける と 同時であった。 

一 «  かゥじ 

,勢からー 先づ柬京へ歸った1^1人が、 この 日， 電^ をよ こした。 そして 十六 日に は、 軿次は 友人 を 
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お ほひ ミぇき  i しゃ 

迎 へに 大仁驛 まで Hi た。 高等 馬車と 稱 せられて、 がた 馬車より は 少し ましの を 借り切って 歸る へま々、 

この 友人なる 山 田 は 云った、 

『二等 切符で 來 てよ かった。 一 等 は 三 鳥からの.?.； 41 に はない。』 

『無； k さ』 と * 耕.^ はわ ざと 當り 前の やうに 云った、 『それに 苑民地 ぢゃァ あるまい し • 一等に 乘っ 

て 威張る 奴ァ ただ 乘 りの 鐡道官 吏の 家族 か田舍 ものし かないの だ o』 

す なま 

『さう 力 なァ』 と 答へ て， 山 は 素直に その ffi 舍 もの 的な 關西 旅行の 話 をした に據 ると- 京都で も 

との 樺 太 寨務官 と從 來經營 中の 新 iE に 11 する 打ち合せ をした 時、 樺 太 一 の 料理 のお かみに つかまり、 

レょ 

そ 乂- と 1 緒に とう./ \ 伊勢 ま ゐ りまで させられ たの だ。 が， 自八 動のお ッは さんの やうな 女と. が！！ の 旅 

をして ゐる やうに はれて、 至る ところで K やの 所謂 『馬鹿く さい』 目に 逢った さう だ。 『半分 割り前 を 

出せと も 云 へんで、 なァ o』 

『そり ゃァ * さう だら う。』 

その 夜、 山 田の 室と きまった ところで、 耕次は藥に山崎を紹$=:^3、 さきに 耕^ 等の 知った iss 生れ 

だと 1K ふ藝 者と 今一 名と を 招いた。 が • 束 京 生れが 三味線 を 出して、 

『爪び きで も 初めましょう か』 と 云った 時 は- 皆で それ をと めた。 土地^. 餅 藝 者が 宿で If は 持 

ゥめ 

てない とき ま、 つてる の を、 わざく 爪び きで 破る でもなかった。 


r 不便な ところ ぢゃ、 なァ』 と 山 出 は 到 清の H から 失望した C 『そんな ことと 知つ てれば- 束お 力ら；^; 

おで も ひとり つれて 來 るん ぢ やった が —— 』 

h  ちラ こ/、 

r まァ、 そんな 方の 野心 はよ して、 成るべく 靜養 しろよ』 と • 耕， fi- は 忠告した。 

rtv,  ；^， しん 40 かい  ： 

山 E が 約束 通り 買って 來た寫 機械が 二人の 樂 しみの 一 つになる のであった。 十七 日に は， 山 崎が 

酽 つつ 

歸 i: 小す る ことにな つたので、 その 出發を 二人で 寫 した けれども、 餅 次の 試みた の は シャタ がま だ 明か 

くわ さ  かんおう  <ゥ き 

なかった ので 取れて ゐす、 山 田の はまた 餘り時 n を 長引かせ たので 過度に 光線が 感應 して ゐた。 i々- 氣 

じう  ん かい 

銃の 15 や、 川の が 色 や、 しだれ 樱 11 もう • 満 5§ であった I— など を も 取って 兒 たが、 手が よくき ま 

らな いので、 一つの 家が 二つに も 三つに もな り、 一木の 木が 二 本に も 三本に もな つて ゐた。 すべて. H 

ち  ぢん  しつ はい 

地の 寫 a; 屋で げん ざう させた の だが" 新泶 のせ 師 一 一名のう ゐ陣 はすべ て 失敗であった。 

けん. A<\  さ 拿 

の键^ は 束で 入院して ゐた 時より も 少し はよ くな つ て るら し い —— かほ 色に も 多少の 元氣が 

た * つ  せっかく 

出た。 が、 玉突き を やっても、 を戰は せても、 直ぐ 疲れて しまう。 折^の 溫. M にさへ もお ッく うが 

す<こ  レょ 

つて、 ：= に 一 皮 か， 1 1 俊し か 這 入らう と はしない。 澄 子 や 赤ン： 專 J 具 を 取って 兒 たり、 自分 等で 一 緒 

に .ipllil 戥 ：2ii へ 出て 行って 寫 させたり しても、 直ぐ 飽きが 來て、 自室に 引ッ 込んで しまう。 

じ 4. うない  * いざんし 中  じ ひ ふ  ，  はう 

山 W のこの^ 態が 耕 次に は 一 種の 敗殘 おの やうに 見えた。 耕. fi- が 樺 太の 事業に 失敗して 北 道に 放 

浪 した 時には、 山 W の 同地に 於け る 活動 はな か/ \ 盛んな ものであって • こちらが 却って をば かり 

m  0 统  六 〇 九 
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うらやましかった。 が、 今， 曰で は、 二人の i が あべこべ になって ゐた。 l^-if 

不ま規 J 生活に 憤れた のが 樺 太へ 渡って から i 不規律- f になり. その 結果、 醫 者の 云 ふところで 

は 慢性の 胃腸病と 神經 衰弱と にかかった。 

.$た だ それば かりで はない— 到 iji  ニー 二-— してから、 山 田が 女 を 欲しい と 云 ふので V き は例& 

重へ つれて 行き • か si れのを 呼んで それ £4 がま？ 來た。 そして i、 友人の 歸 つて 

来ての うち 明け 話に よると •  P 、に は 半ば 歡き I の 狀態も あるので あった。 

『しッ かりし ろよ、 まだ/ \ そんな 年で もない のに』 と、 耕 次 はから かひ 半分に 山 田の 注意 をう 仏 た 0 

それにしても、 坐談 きの 友人 は 敷き ッ 放した 床の 上に きになったり， 起き 上ったり して • 毎日の 

やうに、 また 每晚の やうに、 無駄ば なし をして ゐ ないで は氣 がめ いってし まう のであった 。か ■  じ 次 は そ 

れを思 ひやって、 同時に また 友人の 数年間に 於け る こと を聽 きたさに、 |产友人の^^:に入りびたりに 

なった。 そして 友人のう たた 寢 する 間 を • 自分 も そこで ー敝て 民つ JJJO  . 

初めのう ち は. そこ ^.p. も來て is. になった けれども、 山 田からの 話と 云へば、 II 都の ことで な 

け. は その 本妻と 妾との いきさつの 露骨な 告が であつ >,uo 

『つとめ をして をった 者に は 珍ら しい ほどのう ち氣な 女で あると ころへ も 持って 來て、 本妻の 方 は 君 も 

fil てる 通りの、 どちら かと 云 ゃ餐烈 な觀暴 もの だろ-ちゃ ないか』 と • 耕次に取っては旣に^%京の肖 


f  めかけ  、/ 

院で 一 二度 聽か せられた ところの、 山 田の 木 妻が 変のと ころへ 怒鳴り込みの 一 段 も、 また、 澄 子の 御 

ち そク  あんしん 

馳走になる かの 如く 語り 出された 。『丁度 雪 は どんく 降って たし、 これほど 安心な 夜 もなかった。 と 

ころが、 誰れ か 僕の 子分の 細君から おだてられたり、 場所 を敎 へられた りしたん ぢゃ ろが、 夜な かの 

*e*OJ た、  から ふミ 

二 時 S に is^ の 雨戶を 叩/へ^が あるかと 思 ふと、 僕の 女房の 聲ぢ や。 戶じ まり はして あるし、 樺 太で は 

パも  はづ 

降り込んだ、 ％ が戶に 氷り 付いて E 然の戶 じ まりに もな つてる 售ぢ やから、 こちらで は默 つて、 目 かけ 

へんじ  むか  いぎ ほ 

にも 退 を させなかった。 すると、 向 ふ はます く 夢中で 戶 をが たくさせ てた その 勢 ひで、 突然、 

戶が 明いた ぢ やない か？ こり やた まらぬ と 思って ぢゃ ろが、 I 緒に 寢て をった 目 かけが 先 づ刖窒 へ 飛 

び 出す が 早い か、 度ぐ さま そのたぶ さ をつ かま へられて 疊の 上へ ど すん！ 傥も 斯うな つて は默 つて を 

られ ぬので 女^ を投 ぐり に 飛び出し たが、 餘 ほど 自分 も あわてて をった と 見え、 女の 腰卷 きを 自分の 

と 取り 途 へて をった。 女房 を 一 っ投 ぐった こと は投 ぐった けれども、 その ざま は 何です と 云 はれて、 

ち 5i  おもしろ 

こちら もぎ や ふん、 さ。』 この 話 は 前に 聽 いたのと 少し 違って るが、 それだけ また 市  1- がらが 別に 面白く 

なって ゐる。 山 m のト よ、 プ すな 話 は 或 程度まで まゆ 毛に つば をつ けて 聽 いて かねば と、 耕 次に も 私 

かに 思 はれた。 

『5^^外ぐだらなぃ^?-です* ね』 と 云 ひ 出してから、 澄 子 は渠の 窒へ來 ないやう になった。 が、 結局， 

C めんだ う  &づぃ 

それが 耕 次に は 小面 倒でなかった。 もとく 一 一友 人 は 二人 ッ 切り 求 入らす で 1 1 三 週 問 を ここにく つろ 
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^^i や？ お 

ぐ！ S であった の だ。 二人の 間に は £f 親り も聽し 立て. もなかった。 "ik かの まいろ 

んな 理窟 や 感情で ぶち 毀 わさう と あせつ が •  ：  / 

f  I^^L^  r だんねんの 力 i え f 力 もう をして 吳れ ろと 直接に 顱む 

ォり 接に^ したりす る こと は斷 念して ゐ たらしい。 耕 次 自身 は、 

まほ だ』 ときして、 東京に 於け るの を 引き出し さへ すれば，， ときめて しまって、 

^ よ U 分の 仕き 手に つか なくなった， I  く かの ま f の f に f て 

へ餘り 行くな と f れ ると *  pf![i<i.f  ^^！ h 

^ う 云つ』 で、  ， ィププ r ズ 或は 力の 女 は 伊の けん ある 聲で 

『あんな 話ば かり 仕 合って 何が いのです？  二 

で 『^ ^お 面白くな いか は、 Irf ァ f い』 と 答へ て、 雷の 直きせ ない 

て は 置 力な 力った P れ は、.^.,; ッと 年した の 山 田 か. 謹 I かう と はして ゐな いんだ！ あい 

とォ i は、 お前と あの f  くろとの やうな 行きず ばったりの P ら ぢゃァ ない。 it 

で" I ゃァ ころげ 込んでも 行った し、 g ふが tf 欲し I や.^ 海 

『ぢ ゃァ、 向 ふで 一 緒に ぎ まりまで して ゐ たらい いでしょう？』  S  ^ 』 

『そんなことァぉ前の^^涉する範圍ぢゃァなぃ！』 


澄 子の 發 HI;:: や 無： .mr が 孰れに しても うるさく なると、 の 『かかる とてし も』 まで をまヒ as き. てく 

もなかった。  I 

づくも  くて 

無 利に 机に^ わって 見る こと も あるが、 どうしても 心が 落ち 付かなかった。 1^ 松 Is 半分 だけで も 

nils の 方で 出したい と 思っても、 澄 子に 對 する 頑固な 感情が 許さなかった。 そして 山 田と 共に 空；； _ ぉ統 

に 行ったり。 ？ J で 知り合 ひに なった 老人のと ころへ 一緒に It を 打ちに 出かけたり。 ii= ど I 晚ほ きて や 

しろう W  A へ  f  I 

る素人^12<夫を聽ぃたり。 こんな ことが 却って 大切な 日課の. やうに なった。 寫眞機 は 持って 來た 者が 

先づ 興味 を 失った ので • 耕 次 も 乘り氣 になれ なかった。 そして 树 おそくまで 山 田の 窒に話 k んで、 

，き  ゆ まリ 

りき 上け る 時に 今 一 度 必らす 耕 次 は 湯に 這 入った。 が、 湯 番頭 は 十 1 時になる と %1 ^を 引き上げ てし 

まひ、 夜 ま はり は 同じ 時， おんから まわりぬ して、 糜ぃ温^:SB?の大きなsa物各々 の戶締りをして！；く。 擴 

はそれが爲めに他のg^物に締め込まれたbs、 自分の 属する 建物から 締め出され たりした ことが Ig^- も 

ある。 すべて 郞ドづ た ひに なって るので、 その都度、 いろんな 方面から.!， 場へ まわって 行って、 ^番 

の 人に かけ 合った。 

これ を 澄 子 は 知って、 氣味 がいいと 1K はぬ ばかりにした。 
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ともころ が、 もッと 意外の 寧 件が あった。 新 來の容 に 就いて だが、 その 客が 十二時 頃に 湯 場へ 下りる. 

戶カ 明いて. ， る の t て、 これ まと 下りて 行って、 ゅッく 上と： 浴びして ゐる うちに、 自分の 窒へ歸 

れ なくなって しまった。 餘 ほど 呑氣 もので もあった と 見え、 餘儀 なく まだ はだかになって 湯に つかつ 

たり 出たり して、 ただ獨りで降間の^^を待っ.，^JO 

お ほ 湯と 小 湯と があって、 お ほ 湯の 方 は が 夜 Q 十一 時から 十二時の 間に 湯 を I 曰へ て 新ら しくす 

ると- それから 六 七 時間た たねば 人の 這 入れる ほどの ぜ g に はならぬ 0 朝の 六 時には まだ なかなか ま- 

くて  I  f い 加減と は 云へ ない。 が、 小 湯 は 水 を 僅か させば いつにても 1^ だれない こと はない。 吞氣な 

客が 這 入り 直した の はこれ にだら うが、 そこに 华ば ^51 り をして ゐた。 

ゃッと 夜が 明けた、 な、 と 思 はれる 頃、 i.g が 湯の 加減 を兑 にやって 來 たが， より さきに 來て 

ゐた 者が あるの を發 見した ので、 變な顔 をして もしなかった。 稀. 蛸に はこの 時、 この 客が 湯 場で 

夜 を 明かした と は 夢にも 氣が 付かなかった の だ。 

• 晩の 揚揚で 或 客から 聽き 得た この 新 ii を 耕 次 は 面白がって 山 田に 口して ゐた 1  ォ、 もう、 九 4}?y く 

であった が • 澄 子の 手紙 をお 高が 3i いて 行った。 

『  』 また 何 か 不 1^ の訴へ かと たかをく くって 默讀し 初めた。 すると、 斯う 書いて あった、 

『あなた は 今 から 山 田さん のお 部 星で とまる ことにな すったら いいでしょう。 b たし IS に はトノ しも- 


御 遠慮に は 及びません o』 

今 1 度 これ を 口のう ちに 繰り返して！ ながら、 渠は 自分の からだ 中に ひィ やりした 感じが 俄かに 行 

わた  會 b 

き 渡った の を おぼえた。 水 を あびせ かけられ ると はこん な氣 持ち だら うかと * 私 かに 思へ たが、 その 

かん  ひね  V- い  さび 

冷やかな 感じが 兑 るく ほ 分の 脑に 熱く 煮えく り 返って 來て、 かの 女に 對すス ： 分の 侮 iiw の 寂しみ と 

いおした。 これ をに が 笑 ひに 狎 さへ ながら * 山 田の 方に 眼を轉 じて、 

『こんな こと を 云って 來た ぞ。』 

『  』 山 田 も それと 察して か、 にやく 笑 ひ をして、 受け取った、 手紙 を默讀 した。 それから、 

かう じ  や もち 

それ を 耕 次に 返して、 張り合 ひの ない 聲で 『ま ァ、 行って やり 給へ。 それ も I 種の 燒き 餅、 さ。』 

『無論、 さう、 さ。 然し 僕 は、 こんな こと を 云へ ると あいつの 思つ てるのが ます/ \瘊 にさ わるんだ OJ 

cut 

「然し、 僕らの 腰卷 きさ わぎより やまだ まし ぢ やろ。』 

が  ぼく 

r 君に ゃァ 11 それでも 11 かけ 換 へが あるから まだし もい いんだが、 僕に や ァ換は ftN がない だけ 1. 

肝 あいつが 5* について 來 た。』 

「ま ァ、 さう 云 ふて やるな —— 可哀さ うぢ やない か？ 細君 も 君ば かね を 思 ふとる のぢ や。』 

r なァ に、 そんな 生む すめ 的 ぢゃァ な いんだ。』 若し ある まじき 事で もして 吳れれ ば 却って 一 番手 ッ取 

り 早い 離 娘が 成立す るのに と、 耕 次に は 私 かに 考 へられた。  > 
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この 手紙の ことから 渠 とかの 女との がまた く 氣まづ さ を 加へ たのみ ならす、 g と 山 田との 間 も 

亦う まく 行かな く _1 つた。 山 S は渠と M り 合 ふに も かの 女 げ， ながら 氣 がね する やうに，， つた 0 そ 

して この 地に とどまる 典 味 を さ へ 感じ なくなつ てし まった やうす だ。 

かうな ると • 耕 次 もこ こに f 在す る 必要が なくなった。 澄 子が も ッとゐ たさう にして、 總領息 

f も i 母の 證 として 一 度 呼んで やら、 フと 1K つた けれども， 煙 山 田と il して 豫定 よ？ P 早く 歸 

京す る ことにした。 最初の 日から は 二十 J  HEr 山 田が がてから 十 1 日 目に だ o 

いよく あす 歸 京と きまった 前.. -の 午後、 耕 次 はこ ッ そりと 獨り でめから しく 宿 を 出た。 實は、 S 

銃に 最後の 訪問 を 向けて、 そこの かみさんに 初めて |g まって 見た の だ、 

r たび/ \ 友達と 一緒に 巡ば せて 貰った が、 あす はまる ことにな つた。 どう だ、 おれ をお ぼえ. てた 

か？』 

張り、 さう でした か、 ね？』 "たのかみさん はさす が f 赤め きまん にして、 Hi 

«?詰 めながら 早く も 目 をし よ ぼっかせ て、 『わたし も、 お f と 云 ひ、 お f 云 ひ、 よく 似て は 6 られる 

がと 思って ました。 矢ッ 張り、 ね — まァ、 おか はり もな く 結構で — 』 

i 力 はった の は， もう、 女ぐ る ひ をぱッ たりし なくなつ たこと だけ * さ o』. 

r それ も i でしよう。』 


お マ？』 

は. 0 

『へえ。」 もう * 恥 かしみ も かの 女の 顔に 消えて ゐ た。 

『相 變らす 山 行き か？』 

『へえ。』  , 

『ふえた の は 達 臍さん だけ だが、 お前 もよ くこの 商賫に 飽きない もの だ、 ね。』 

『もう、 やめたい と 思って ますので すけれ ど —— 』 

『然し • やって るから、 斯うして また 逢へ るの だが 11 』 今度 また 別れたら、 いつまた 逢へ る だら う 

と ふと、 ふまで は 全く 忘れて ゐた 者の こと だけれ ども， 耕 次に は 私 かに 名淺 りが 惜 まれて、 たば 

け ひり  さぐ 

この 煙の 中から かの 女の 昔のお い 顔 を それとなく 探り出して 兒 ながら、 暫 らく 無駄ば なし をつ づけて 


ゐた _ 


りました 11 反れました』 は、 考 へて 見る と、 空氣 銃の かみさんの 呼び 聲ば かりではなかった 0 
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. , 』  にやう ぼう  そ 

緋 次に は 一時 5 ぱ つたと へた 女房 も、 實は、 反れて たのであった 0 
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